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はじめに

このマニュアルは，Hitachi Device Manager の Command Line Interface の使い方について説明し

たものです。以降，このマニュアルでは，Hitachi Device Manager を Device Manager と略しま

す。また，Device Manager の Command Line Interface を CLI と略します。

r 対象読者

r マニュアルの構成

r マイクロソフト製品の表記について

r このマニュアルで使用している記号

r ストレージシステムのサポートについて

r ストレージシステムのサポート終了について

r OS，仮想化ソフトウェア，ブラウザーなどのサポートについて
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対象読者
このマニュアルは，Device Manager を使ってストレージシステムを運用および管理するシステム

管理者を対象としています。また，対象読者には次のような知識があることを前提としています。

• ストレージシステム固有の管理ツールに関する基本的な知識

• SAN（Storage Area Network）に関する基本的な知識

• CLI の前提オペレーティングシステムについての基本的な知識

マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1 章　Device Manager CLI の概要

Device Manager CLI を使用する前に知っておきたい情報について説明しています。

第 2 章　Device Manager CLI を使用する前の準備

Device Manager CLI を実行するための環境設定について説明しています。

第 3 章　コマンド実行方法

Device Manager CLI のコマンドの実行方法について説明しています。また，コマンド一覧お

よびコマンド実行時の注意事項について説明しています。

第 4 章　コマンドリファレンス

Device Manager CLI のコマンドの書式とパラメーターについて，実行例とともに説明してい

ます。

第 5 章　出力項目

Device Manager CLI のコマンドの出力項目について説明しています。

第 6 章　バッチ機能

バッチ機能を使用して実行できるコマンド，バッチファイルの作成，バッチ機能の実行および

エラーの対処について説明しています。

第 7 章　ホスト情報のインポート機能

ImportHostsコマンドを使用して，ホストの情報をファイルからインポートする方法につい

て説明しています。

第 8 章　Device Manager CLI のプロパティファイル

Device Manager CLI のプロパティファイルで指定できる設定について説明しています。

第 9 章　障害対策

Device Manager CLI に問題が生じた場合の対策について説明しています。

付録 A　Mainframe Agent との連携

Mainframe Agent と連携するための設定方法について説明しています。

付録 B　ストレージシステムの情報を取得するコマンドの出力形式

ストレージシステムの情報を取得するコマンド（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または GetVStorageArray）の実行結果を

CSV 形式または XML 形式で出力するための手順について説明しています。

付録 C　global-active device のコピーペアに使用するボリュームについて

global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件について説明します。
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付録 D　このマニュアルの参考情報

このマニュアルを読むに当たっての参考情報について説明しています。

マイクロソフト製品の表記について
このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

表記 製品名

Windows 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Microsoft ®  Windows ®  7
• Windows ®  8.1
• Microsoft ®  Windows Server ®  2008 R2
• Microsoft ®  Windows Server ®  2012
• Microsoft ®  Windows Server ®  2012 R2
• Microsoft ®  Windows Vista ®

Windows Server 2003 Microsoft ®  Windows Server ®  2003

Windows Server 2012 Microsoft ®  Windows Server ®  2012

このマニュアルで使用している記号
このマニュアルでのコマンドの記述方法について，次に示す記号を用いて説明します。

記号 意味と例

|
ストローク

複数の項目に対して項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。

{ }
波括弧

この記号で囲まれている複数の項目の中から，必ず 1 つの項目を選択します。

（例）

「{A|B|C}」は，「A，B，Cの中から必ずどれか 1 つだけを選んで指定すること」を示し

ます。

[ ]
角括弧

この記号で囲まれている項目は，任意に指定できます。必要でない場合，省略できます。

（例）

「[A]」は，「必要に応じて Aを指定すること」を示します（必要でない場合，Aを省略で

きます）。

「[B|C]」は，「必要に応じて B，または Cを指定すること」を示します（必要でない場

合，Bも Cも，共に省略できます）。

.

.

.
（省略表記）

画面表示部分の省略を表します。

次の例では，An instance of StorageArrayと List of 1 Path elements:との

間に表示されている行を省略しています。

（例）

An instance of StorageArray
.
.
.
List of 1 Path elements:
An instance of Path
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ストレージシステムのサポートについて
Hitachi Virtual Storage Platform E990 については，特に記載がない場合，Hitachi Virtual Storage
Platform F900 に対する記載を参照してください。マニュアルでの表記については，「D.2 このマ

ニュアルでの表記」を参照してください。

ストレージシステムのサポート終了について
次に示すストレージシステムのサポートを終了しました。サポートを終了したストレージシステム

に関するマニュアル中の記載は無視してください。マニュアルでの表記については，「D.2 このマ

ニュアルでの表記」を参照してください。

バージョン 8.6.1 からサポート終了

• Hitachi Universal Storage Platform 100

• Hitachi Universal Storage Platform 600

• Hitachi Universal Storage Platform 1100

• Hitachi Universal Storage Platform H10000

• Hitachi Universal Storage Platform H12000

• Hitachi network Storage Controller

バージョン 8.5.3 からサポート終了

• Hitachi Adaptable Modular Storage シリーズ

◦ Hitachi Adaptable Modular Storage 1000

◦ Hitachi Adaptable Modular Storage 500

◦ Hitachi Adaptable Modular Storage 200

◦ BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR150

• Hitachi Workgroup Modular Storage シリーズ

◦ Hitachi Workgroup Modular Storage シリーズ

◦ BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR50

• Hitachi Tape Modular Storage シリーズ

OS，仮想化ソフトウェア，ブラウザーなどのサポートにつ
いて

OS，仮想化ソフトウェア，ブラウザーなどの 新のサポート状況は，「ソフトウェア添付資料」を

参照してください。

サポートが終了したソフトウェアに関するマニュアル中の記載は無視してください。

新しいバージョンをサポートしたソフトウェアについては，特に記載がないかぎり，従来サポート

しているバージョンと同等のものとしてサポートします。
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1
Device Manager CLI の概要

Device Manager CLI を使用する前に知っておきたい情報について説明します。

r 1.1 Device Manager CLI とは

r 1.2 マニュアルで使用する用語
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1.1 Device Manager CLI とは
Device Manager CLI では，ストレージ操作やストレージリソースの管理などの Device Manager
の操作を，コマンドラインから実行できます。このとき，入力したコマンドを Device Manager サー

バに送信することで，ストレージシステムへの要求を出します。

Device Manager CLI を使用すると，複数のコマンドを順番に実行させるようなスクリプトを作成

して，Device Manager サーバに対するバッチ操作ができます。このため，ストレージシステムの

初期導入時など，決まった内容を大量に設定する場合は，Device Manager CLI を使用するとシス

テム管理者の作業が効率的に実行できます。

なお，Device Manager ではメインフレームボリュームに対して，情報の参照および IOPH プロパ

ゲーションの操作だけができます。IOPH プロパゲーションの操作以外は，メインフレームボ

リュームに対する設定はできません。

1.2 マニュアルで使用する用語
このマニュアルをお読みいただく際に理解しておく必要がある用語を説明します。

• 「ホストストレージドメイン」と表記している場合，「ホストグループ」または「iSCSI ターゲッ

ト」を意味します。

• Dynamic Provisioning 機能に関する構成要素は，Hitachi Dynamic Provisioning（HDP）と

Hitachi Dynamic Tiering（HDT）を区別する場合には，次に示す表記を使用します。

構成要素
表記

区別しない場合 HDP だけを指す場合 HDT だけを指す場合

プール DP プール HDP プール HDT プール

プールを構成する実ボ

リューム

DP プールボリューム HDP プールボリューム HDT プールボリューム

プールと関連づけた仮

想ボリューム

DP ボリューム HDP ボリューム HDT ボリューム
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2
Device Manager CLI を使用する前の準備

Device Manager CLI を実行するための環境設定について説明します。

r 2.1 Device Manager CLI の実行環境について

r 2.2 Device Manager CLI をインストールする

r 2.3 Java 環境の設定

r 2.4 Device Manager CLI のメモリーヒープサイズを変更する

r 2.5 Device Manager サーバとの通信に HTTPS を使用する場合の設定について

r 2.6 Device Manager CLI のプロパティファイルを設定する

r 2.7 プロパティファイルまたはパスワードファイルに指定するパスワードのコード化について
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2.1 Device Manager CLI の実行環境について
Device Manager CLI は管理クライアントまたは管理サーバのどちらかのマシンで実行します。

• 管理クライアント

GUI や CLI によって Hitachi Command Suite（HCS）製品を操作するマシンです。

管理クライアントで Device Manager CLI を実行するには，GUI からダウンロードしたファイ

ルをインストールします。

• 管理サーバ

Hitachi Command Suite 製品のサーバがインストールされたマシンです。ストレージシステ

ム，ホストなどを統合管理します。

管理サーバで Device Manager CLI を実行するには，GUI からダウンロードしたファイルをイ

ンストールするか，Hitachi Command Suite 製品に同梱されている Device Manager CLI を使

用します。

Device Manager CLI を実行するには，実行環境に応じて Java 環境を用意する必要があります。

Java 環境の設定には，Device Manager CLI がサポートしているバージョンの JRE を用意するか，

管理サーバに格納されている Hitachi Command Suite 製品同梱の JRE を使用します。

図 2-1 Device Manager CLI の実行環境

関連項目

• 2.2 Device Manager CLI をインストールする

• 2.3 Java 環境の設定

2.2 Device Manager CLI をインストールする
Device Manager CLI をインストールするには，Hitachi Command Suite の GUI から Device
Manager CLI のファイルをダウンロードします。

Windows に Device Manager CLI をインストールするには：

1. Administrator 権限を持つユーザー ID で Windows にログインします。
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2. Hitachi Command Suite の GUI から，Device Manager CLI のファイルをダウンロードしま

す。

3. Device Manager CLI をインストールするマシンの Administrator 権限で保護されたフォルダ

内に新規にフォルダを作成します。

4. ダウンロードしたファイルを手順 3 で作成したフォルダにコピーします。

5. コピーしたファイルを解凍します。その際，手順 3 で作成したフォルダまたは Administrator
権限で保護されたフォルダ内に新規に作成したフォルダを解凍先として指定します。

6. 実行環境およびプロパティファイルを設定します。

UNIX システムに Device Manager CLI をインストールするには：

1. Hitachi Command Suite の GUI から，Device Manager CLI のファイルをダウンロードしま

す。

2. ダウンロードしたファイルをインストールするマシンにコピーします。

3. コピーしたファイルを解凍します。

4. 実行環境およびプロパティファイルを設定します。

参考 Hitachi Command Suite 製品に同梱されている Device Manager CLI を使用する場合は，インストールの
操作は不要です。Hitachi Command Suite をインストールすると，次の場所に Device Manager CLI が格納さ
れます。

• Windows の場合

<Hitachi Command Suiteのインストールフォルダ>\DeviceManager\HiCommandCLI
• Linux の場合

<Hitachi Command Suiteのインストールディレクトリ>/HiCommandCLI

関連項目

• 2.3.1 Java 環境を設定する

• 2.6 Device Manager CLI のプロパティファイルを設定する

2.3 Java 環境の設定
Device Manager CLI を使用するには，Java 環境を設定する必要があります。Device Manager
CLI の Java 環境を設定するには，Device Manager CLI がサポートしているバージョンの Java が

実行マシンにインストールされていることが前提です。その上で，Device Manager CLI の実行環

境に応じて適切な JRE を指定します。

JRE は，次のどちらかの方法で指定します。

• 環境変数 HDVM_CLI_JRE_PATHによる指定（推奨）

• 環境変数 PATHによる指定

Device Manager CLI の実行環境に合わせて，次の JRE を指定することをお勧めします。

• Hitachi Command Suite 製品に同梱されている Device Manager CLI を使用する場合

Device Manager サーバが使用している JRE と同じ JRE

• Device Manager CLI をダウンロードして使用する場合

Device Manager サーバが使用している JRE と異なる JRE

指定できる JRE は，Device Manager CLI を実行するマシンの OS によって異なります。各 OS で

指定できる JRE を次に示します。
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• Windows または Linux の場合

Hitachi Command Suite 製品同梱の JRE，または Oracle 社の Web サイトからダウンロードし

た JRE

• AIX の場合

IBM 社の Web サイトからダウンロードした JRE

• HP-UX の場合

Hewlett Packard Enterprise 社の Web サイトからダウンロードした JRE

• Solaris の場合

Oracle 社の Web サイトからダウンロードした JRE

注意 Device Manager サーバとの通信に HTTPS を使用する場合は，Hitachi Command Suite 製品同梱の JRE
は指定できません。

参考 Hitachi Command Suite 製品同梱の JRE は，次の場所に格納されています。

• Windows の場合

<Hitachi Command Suiteのインストールフォルダ>\Base64\uCPSB\jdk\jre\bin
• Linux の場合

<Hitachi Command Suiteのインストールディレクトリ>/Base64/uCPSB/jdk/jre/bin

2.3.1 Java 環境を設定する

Device Manager CLI を GUI からダウンロードして使用する場合の Java 環境の推奨設定について

説明します。

事前に完了しておく操作

• Device Manager CLI がサポートしている Java のバージョンの確認

• JRE のダウンロードとインストール

Java 環境を設定するには（CLI をダウンロードして使用する場合の推奨設定）：

1. 環境変数 HDVM_CLI_JRE_PATHに，Device Manager サーバで使用されている JRE とは異なる

JRE のパスを指定します。

Device Manager サーバが使用している JRE と同じ JRE を使用すると，Device Manager サー

バ側の Java のアップデートや Device Manager のバージョンアップにより，JRE のバージョン

が Device Manager CLI がサポートしていないバージョンのものに意図しないで更新されるお

それがあります。

参考

• Hitachi Command Suite 製品に同梱されている Device Manager CLI を使用する場合は，環境変数

HDVM_CLI_JRE_PATHに，Device Manager サーバが使用している JRE と同じ JRE のパスを指定する設定

をお勧めします。

• JRE のパスの指定には，環境変数 PATHも使用できます。ただし，次の点に注意してください。

- Hitachi Command Suite 製品同梱の JRE は指定しないでください。

- Java を使用しているほかのアプリケーションの動作に影響を与えるおそれがあります。

- JRE が自動更新される環境の場合，JRE のバージョンが Device Manager CLI がサポートしていないバー

ジョンのものに意図しないで更新されるおそれがあります。

関連項目

• 2.3 Java 環境の設定
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2.4 Device Manager CLI のメモリーヒープサイズを変更
する

Device Manager CLI を正常に実行するためには，環境変数 HDVM_CLI_MEM_SIZEに適切なメモ

リーヒープサイズを設定します。

Device Manager CLI が使用するメモリーヒープサイズは，デフォルトでは 512MB に設定されてい

ます。ストレージシステムの構成が大規模な場合，GetStorageArray，GetLogicalGroup，
GetHostInfoなどの Getコマンドを使用すると，デフォルト値よりも多くのメモリーを必要とす

ることがあります。このため，Device Manager CLI および Device Manager サーバに，あらかじ

め適切なメモリーヒープサイズを設定しておく必要があります。コマンドで使用するメモリーが，

設定したメモリーヒープサイズを上回ると，エラーメッセージ KAIC90574-Eが表示されて，Device
Manager CLI が終了します。

Device Manager CLI で使用するメモリーヒープサイズは，LogicalUnit，Path および LDEV の情

報を，GetStorageArrayコマンドで一度に取得する場合に必要なメモリーヒープサイズの計算結

果を基に設定します。Device Manager サーバに必要なメモリーヒープサイズについては，マニュ

アル「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

Device Manager CLI のメモリーヒープサイズを設定するには：

1. LogicalUnit，Path，および LDEV の情報を，GetStorageArrayコマンドで一度に取得する

場合に必要なメモリーヒープサイズを計算します。

計算式を次に示します。

メモリーヒープサイズ（メガバイト）=LDEV 数×0.03+総パス数×0.03+140

2. メモリーヒープサイズを設定します。

バイト単位表記で設定するため，キロバイトであれば「k」または「K」を，メガバイトであれ

ば「m」または「M」を必ず添えてください。

方法 1（推奨）：

コマンドプロンプトまたはターミナルウィンドウから，環境変数 HDVM_CLI_MEM_SIZEに値を

設定する。

参考 メモリーヒープサイズは次の方法でも設定できます。両方の方法で設定した場合は，方法 1 で設定し
た値が優先されます。

方法 2：
HiCommandCLI.batファイルまたは HiCommandCLI.shをテキストエディターで開き，

「HDVM_CLI_MEM_SIZE=」に値を設定する。

メモリーヒープサイズは，方法 1 で設定することをお勧めします。これは，HiCommandCLI.batファイル

または HiCommandCLI.shの編集内容がアップグレード後に引き継がれないためです。

2.5 Device Manager サーバとの通信に HTTPS を使用す
る場合の設定について

Device Manager サーバとの通信に HTTPS を使用する場合，Device Manager サーバおよび

Device Manager CLI を実行する管理クライアントでの環境設定が必要です。

セキュリティ通信のための設定方法については，マニュアル「Hitachi Command Suite システム構

成ガイド」を参照してください。

Device Manager CLI を使用する前の準備 31

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



2.6 Device Manager CLI のプロパティファイルを設定す
る

Device Manager サーバの URL やコマンドのオプションなど，Device Manager CLI を実行するた

びに入力する値をプロパティファイルに記述しておくと，コマンドラインでの入力を省略できます。

また，ログファイルやメッセージトレースファイルの設定も，プロパティファイルで設定できます。

Device Manager CLI のプロパティファイルを設定するには：

1. Device Manager CLI のインストール先に格納されている HiCommandCLI.propertiesファ

イルをテキストエディターで開きます。

2. 設定するプロパティを「プロパティ=値」の形式で記述します。

関連項目

• 8. Device Manager CLI のプロパティファイル

2.7 プロパティファイルまたはパスワードファイルに指定
するパスワードのコード化について

プロパティファイル（HiCommandCLI.properties）またはパスワードファイルにパスワードを

記載する場合，パスワードをコード化するとセキュリティを強化できます。

プロパティファイルまたはパスワードファイルにパスワードを指定しておくと，Device Manager
CLI を実行するときにパスワードの入力を省略できます。プロパティファイルまたはパスワード

ファイルには，平文でパスワードを指定することもできますが，セキュリティを高めるため，

hdvmaccountコマンドでパスワードをコード化することをお勧めします。

パスワードをコード化する際の強度には，NORMAL と HIGH があります。NORMAL では 128
ビットの鍵長でコード化され，HIGH では 256 ビットの鍵長でコード化されます。

コード化時の強度を HIGH に設定したい場合は，使用する JRE のバージョンに応じた Java
Cryptography Extension（JCE）の無制限強度の管轄ポリシーファイル（Java Cryptography
Extension (JCE) Unlimited Strength Jurisdiction Policy Files）をダウンロードし，インストール

する必要があります。管轄ポリシーファイルは，Oracle 社（管理クライアントが Windows，
Solaris，HP-UX または Linux の場合）または IBM 社（管理クライアントが AIX の場合）の Web
サイトからダウンロードしてください。インストール方法は，管轄ポリシーファイルに付属するド

キュメントを参照してください。

関連項目

• 3.1 コマンド構文

• 8.6 コマンドのオプションを指定するプロパティ

2.7.1 パスワードをコード化する

パスワードをコード化するには，hdvmaccountコマンドを実行します。

hdvmaccountコマンドは，Device Manager CLI を実行するときの OS のログインユーザーアカウ

ントで実行してください。hdvmaccountコマンドを実行したユーザーアカウントとは別のユー

ザーアカウントで Device Manager CLI を実行すると，エラーになるおそれがあります。
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パスワードをコード化するには：

1. Device Manager CLI を実行する OS のログインユーザーアカウントで，Device Manager CLI
のインストール先に格納されている hdvmaccountコマンドを実行します。

hdvmaccountコマンドの書式を次に示します。

hdvmaccount { -u ユーザー ID [ -f パスワードファイルの絶対パス] | help }
2. メッセージに従って，パスワードを入力します。プロパティファイルの passwordプロパティ

または password2プロパティがすでに設定されている場合は，設定済みのパスワードを入力し

たあと，新しくコード化したいパスワードを入力します。

パスワードがコード化されてプロパティファイルの password2プロパティが設定されます。

GetServerInfoコマンドや GetStorageArrayコマンドを実行して，パスワードを省略できるか

確認してください。

関連項目

• 2.7.2 hdvmaccount コマンドの書式

2.7.2 hdvmaccount コマンドの書式

hdvmaccountコマンドは，プロパティファイルおよびパスワードファイルに記述されたパスワー

ドをコード化します。

hdvmaccountコマンドの書式を示します。

hdvmaccount { -u ユーザー ID [ -f パスワードファイルの絶対パス] | help }

-u
Device Manager CLI を実行する Device Manager のユーザー ID を指定します。プロパティ

ファイルの userプロパティにユーザー ID を設定済みの場合は，-uオプションに同じユー

ザー ID を指定してください。Device Manager CLI を実行するユーザー ID を変更する場合

は，事前にプロパティファイルの userプロパティの設定を変更してください。また，すでに

password2プロパティにコード化されたパスワードが設定されている場合は，password2プ

ロパティの値を削除してください。

-f
コード化したパスワードをファイルに出力する場合に指定します。ファイル名を絶対パスで

指定します。-fオプションを指定した場合，プロパティファイルの password2プロパティに

はファイルへのパスが設定されます。-fオプションを省略した場合，プロパティファイルの

password2プロパティには，コード化されたパスワード文字列が設定されます。

help
hdvmaccountコマンドのヘルプを表示します。

Device Manager CLI を使用する前の準備 33

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



34 Device Manager CLI を使用する前の準備

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



3
コマンド実行方法

Device Manager CLI のコマンドの実行方法について説明します。また，コマンド一覧およびコマ

ンド実行時の注意事項について説明します。

r 3.1 コマンド構文

r 3.2 Device Manager CLI を実行する

r 3.3 Device Manager CLI の戻り値

r 3.4 Device Manager CLI のログファイル

r 3.5 Device Manager CLI のメッセージトレースファイル

r 3.6 ヘルプの種類および表示方法

r 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

r 3.8 コマンドとロールの対応について

r 3.9 SMI-S enabled ストレージシステムに関連するコマンド

r 3.10 仮想 ID を用いたデータ移行（Virtual Storage Platform および HUS VM）のリソースに

ついて

r 3.11 nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行（VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル）のリソースについて

r 3.12 global-active device に関連するコマンド

r 3.13 ALU，SLU，および SLU を含む DP プールに対する操作について

r 3.14 コマンド実行時の注意事項
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3.1 コマンド構文
Device Manager CLI のコマンドを実行する場合の書式（コマンド構文）を説明します。

• Windows の場合

Device Manager CLI を「C:\HiCommand」にインストールした場合の例を示します。

C:\HiCommand>HiCommandCLI.bat [URL] [コマンド] [オプション] [パラメーター]
• Solaris，AIX，Linux または HP-UX の場合

# ./HiCommandCLI.sh [URL] [コマンド] [オプション] [パラメーター]

重要

• Device Manager CLI では，ASCII コードの文字だけサポートしています。サーバへの要求に ASCII コード

以外の文字が含まれた場合，要求を正確に処理できないため予期しないエラーが発生することがあります。

• コマンドラインからコマンドを入力するには，プラットフォームに応じたシェルエスケープを実行する必要

があります。

Device Manager CLI の引数（URL，オプション，およびパラメーター）について説明します。

URL 

Device Manager サーバのネットワーク上での位置を示す URL です。例えば，http://
localhost:2001/serviceのように指定します。

URL は次の項目を含めて指定してください。

• 通信プロトコル

◦ HTTP を使用する場合：http://
◦ HTTPS を使用する場合：https://

• Device Manager サーバのホスト名

◦ HTTP を使用する場合：Device Manager サーバのホスト名または IP アドレス（IP アドレ

スが IPv6 の場合，IP アドレスを角括弧[ ]で囲みます）

◦ HTTPS を使用する場合：環境設定時に Device Manager サーバのサーバ証明書に指定した

ホスト名

• ポート番号

◦ HTTP を使用する場合：Device Manager サーバの HTTP ポート（デフォルトは 2001）
◦ HTTPS を使用する場合：Device Manager サーバの HTTPS ポート（デフォルトは 2443）
Device Manager CLI が動作するマシンと Device Manager サーバとの間にファイアウォール

が設置されている場合は，Device Manager サーバのポート番号が使用できるようにファイア

ウォールを設定する必要があります。

• ベースアドレス

Device Manager サーバのベースアドレス（サーバが標準外のサーブレットエイリアスで構成さ

れている場合を除き，デフォルトは serviceです）

HTTPS を使用する場合の実行例を次に示します。この例では，オプション-s（または--secure）
を指定して GetServerInfoコマンドを実行します。

• Windows の場合

HiCommandCLI.bat -s https://Device Managerサーバのホスト名:2443/service 
GetServerInfo

• Solaris，AIX，Linux または HP-UX の場合
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HiCommandCLI.sh -s https://Device Managerサーバのホスト名:2443/service 
GetServerInfo

コマンド

GetStorageArrayや GetLogicalGroupなど，Device Manager サーバに処理を要求するための

コマンドです。コマンド名の大文字と小文字は区別されません。

オプション 

オプションは，Device Manager CLI の動作を制御します。オプションは一般的な UNIX 方式で入

力します。大文字と小文字は区別されます。つまり，各オプションには 1 文字表現と単語表現があ

り，1 文字の場合は，1 本のダッシュが接頭部となり，単語表現の場合は，2 本のダッシュが接頭部

となります。例えば，1 文字の場合は，「-t」となり，単語の場合は，「--messagetrace」となり

ます。オプションには，そのあとに引数の指定が必要なものがあります。例えば，「-u」のあとに

はユーザー ID を指定します。Device Manager CLI で使用できるオプションについては「表 3-1
Device Manager CLI のオプション」を参照してください。

同じオプションを重複して指定すると，あとから指定した値が有効になります。

パラメーター 

サーバに要求の一部として渡されるパラメーターです。必要なパラメーターは，要求したコマンド

によって異なります。各パラメーターは，例えば，パラメーター名＝パラメーター値など，名前と

値の組み合わせで表現されます。パラメーター名の大文字と小文字は区別されません。指定する値

にスペースが含まれる場合は引用符（"）で囲みます（例：hostmode="Windows Extension"）。

パラメーターの説明で特に記載がない場合，パラメーター値の大文字と小文字が区別されます。

パラメーターには必ず指定しなければならないものと，任意で指定するものがあります。必ず指定

しなければならないパラメーターに，指定漏れなどの誤りがある場合，コマンドを実行できません。

同じパラメーターを重複して指定すると，あとから指定した値が有効になります。

各コマンドで使用できるパラメーターについては「4. コマンドリファレンス」を参照してください。

参考 URL，オプション，およびパラメーターはプロパティファイルに設定することでコマンドラインからの指
定を省略できます。プロパティファイルとコマンドラインの両方に指定した場合，コマンドラインで入力した値
が優先して使用されます。

表 3-1 Device Manager CLI のオプション

オプション
オプション
の引数

指定のレ
ベル

説明

-uまたは

--user
ユーザー ID  
※1

必須 Device Manager サーバの有効なログインユーザー ID
使用する前に，ユーザー ID を Device Manager に登録しておく

ことが必要です。

-pまたは

--password
パスワード

※1 または

パスワード

ファイル

必須 Device Manager サーバのログインパスワード，またはログイン

パスワードが書かれたパスワードファイルへのパス※1，※2，※3

パスワードは直接指定するか，またはパスワードが書かれたファ

イルで指定できます。アプリケーションユーザーはパスワード

ファイルへのアクセス権が必要です。一般ユーザーには，パス

ワードファイルへのアクセス権を与えないでください。

パスワードファイルを指定する場合，パスの先頭に「@」を付け

ます。指定したファイルの先頭行のテキストが読み込まれ，パス

ワードとして使用されます。

パスワードファイルには，平文ではなくコード化した文字列を設

定することをお勧めします。

-sまたは 引数なし 任意 Device Manager サーバとの通信に HTTPS を使用します。
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オプション
オプション
の引数

指定のレ
ベル

説明

--secure
-oまたは

--output
ファイル名

※2
任意 実行結果を出力するファイル

結果をコンソールに出力する代わりに，指定したファイルに出力

します。

このオプションを指定した場合，標準出力に実行結果は表示され

ません。

すでに存在するファイルを指定した場合，上書きします。

-fまたは

--format
csvまたは

xml
任意 実行結果の出力形式

このオプションは，ストレージシステムの情報を取得するコマン

ド（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または

GetVStorageArray）を実行する場合にだけ使用できます。コ

マンドの実行結果を次の形式で出力します。

• csv：CSV 形式※4

• xml：XML 形式

csv，xmlは小文字で指定してください。

省略した場合は，標準形式で出力します。

このオプションは，オプション-b（または--batch）と同時に

指定できません。

-tまたは

--
messagetra
ce

引数なし 任意 メッセージトレースの有効化フラグ

Device Manager サーバとの間の通信で，XML 形式で送受信さ

れる要求と応答を MessageTrace.logファイルに出力します。

-bまたは

--batch
バッチファ

イル名  ※2
任意 バッチファイル内に設定したコマンドをまとめて実行します。

このオプションは，オプション-f（または--format）と同時に

指定できません。

-qまたは

--quiet
引数なし 任意 コマンド実行結果の出力抑止有効化フラグ

コマンド実行が成功した場合に，実行結果の出力を抑止します。

ただし，情報を参照するコマンド（GetStorageArrayなどの

Get で始まるコマンド）の場合，このオプションを指定しても無

視されます。

オプション-t（または--messagetrace）と同時に指定した場

合，実行結果は抑止されますが，メッセージトレースファイルに

出力されるログは抑止されません。

注※1
ユーザー ID およびパスワードの登録は，GUI から実施します。

注※2
ファイルパスは，相対パスまたは絶対パスのどちらでも設定できます。

注※3
ログインユーザー ID を指定して，ログインパスワードをオプションとプロパティどちらにも

指定しないで，ヘルプ機能以外のコマンドを実行した場合，ログインパスワードを入力する

メッセージが表示されます。

注※4

◦ GetStorageArrayまたは GetVStorageArrayコマンドのパラメーターの中には，オプ

ション-f（または--format）で csvを指定した場合，同時に指定できないものがありま

す。同時に指定できないパラメーターについては，「B.1.1 GetStorageArray または

GetVStorageArray コマンドの実行結果を CSV 形式で出力するときに指定できないパラ

メーター」を参照してください。
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◦ GetStorageArrayコマンドのパラメーター subtargetに LogSettingsを指定した場

合，CSV 形式での出力はできません。

関連項目

• 2.7 プロパティファイルまたはパスワードファイルに指定するパスワードのコード化について

• 6.4 バッチ機能を実行する

• 8. Device Manager CLI のプロパティファイル

• 付録 B. ストレージシステムの情報を取得するコマンドの出力形式

3.2 Device Manager CLI を実行する
Device Manager CLI を使用して，ストレージシステムの操作やストレージリソースの管理などの

コマンドをコマンドラインから実行します。

Device Manager CLI を実行するには：

1. コマンドプロンプトを起動し，Device Manager CLI のインストール先に移動します。

2. HiCommandCLI.batまたは HiCommandCLI.shを実行します。

重要 Windows でユーザーアカウント制御（UAC）機能を有効にしている場合は，管理者権限で起動したコマ
ンドプロンプトから CLI を実行してください。管理者権限で実行しないと，ログファイルおよび実行結果が指
定先に出力されない場合があります。

関連項目

• 3.1 コマンド構文

3.3 Device Manager CLI の戻り値
Device Manager CLI は，そのプロセスの 後に実行結果の戻り値を返します。Device Manager
CLI の戻り値を次の表に示します。

表 3-2 Device Manager CLI の戻り値

戻り値 説明

0 Device Manager CLI は正常に終了しました。

1 Device Manager CLI はそのプロセス中にエラーを検出しました（パラメーターエラー

など）。

2 Device Manager CLI は Device Manager サーバでエラーを検出しました。

3.4 Device Manager CLI のログファイル
Device Manager CLI のログファイルは，Device Manager CLI の実行ディレクトリに，

HiCommandCLI.logというファイル名で出力されます。出力先，ファイル名，およびログレベル

などはプロパティファイルで任意に設定できます。

関連項目

• 8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.logfile）

• 8.3 ログレベルを指定するプロパティ（HiCommandCLI.diaglevel）
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3.5 Device Manager CLI のメッセージトレースファイル
Device Manager CLI のオプション-t（または--messagetrace）を指定するとメッセージトレー

スファイルが出力されます。

Device Manager CLI の実行ディレクトリに，Device Manager サーバに送信された要求メッセージ

と受信した応答の通信内容の記録が，MessageTrace.logというファイル名で出力されます。出

力先およびファイル名はプロパティファイルで任意に設定できます。

参考 メッセージトレースを有効にすると，アプリケーションが実行するたびに，その要求と応答でメッセージ
トレースファイルは上書きされます。要求は HTTP 経由でサーバに流れる文字列と同じものです。応答は，解
析前に HTTP を介して Device Manager サーバから読み込まれる文字列です。メッセージの出力先のファイル
が複数の要求と応答を含むことはありません。

関連項目

• 3.1 コマンド構文

• 8.4 メッセージトレースファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.tracefile）

3.6 ヘルプの種類および表示方法
Device Manager CLI では基本ヘルプ，コマンドヘルプ，およびバッチ機能のヘルプを参照できま

す。

各ヘルプの表示方法を説明します。説明の中で特に指定がない場合，OS は Windows で，Device
Manager CLI が「C:\HiCommand」にインストールされている例を示します。

• 基本ヘルプ

コマンドの書式，コマンド一覧，およびオプション一覧が表示されます。

基本ヘルプを表示するには，引数を指定しないで Device Manager CLI を実行します。

Windows の場合

C:\HiCommand> HiCommandCLI.bat
Solaris，AIX，Linux または HP-UX の場合

# ./HiCommandCLI.sh
基本ヘルプには，現在の Device Manager CLI のバージョンが含まれます。

• コマンドヘルプ

特定のコマンドの機能説明およびコマンドに指定できるパラメーターの説明が表示されます。

コマンドヘルプを表示するには，次のように Device Manager CLI を実行します。

C:\HiCommand> HiCommandCLI help コマンド名

GetServerInfoコマンドのヘルプを表示する場合

C:\HiCommand> HiCommandCLI help GetServerInfo
• バッチ機能のヘルプ

Device Manager CLI ではバッチ機能を実行できます。バッチ機能のヘルプには，バッチファイ

ルをコマンドライン上で指定する際の書式，バッチファイル内に指定できるコマンド，および

バッチファイル内の書式が表示されます。

バッチ機能のヘルプを表示するには，次のように Device Manager CLI を実行します。

C:\HiCommand> HiCommandCLI help batch

3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧
Device Manager CLI で使用できるコマンドを使用目的別に分けて一覧に示します。
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• 3.7.1 ストレージシステム管理のコマンド一覧

• 3.7.2 論理グループのコマンド一覧

• 3.7.3 LUN のコマンド一覧

• 3.7.4 ホスト管理のコマンド一覧

• 3.7.5 サーバ管理のコマンド一覧

• 3.7.6 レプリケーションのコマンド一覧

• 3.7.7 Universal Replicator の性能分析のコマンド一覧

• 3.7.8 IOPH プロパゲーションのコマンド一覧

Device Manager CLI の各コマンドの仕様，およびコマンド実行例とその結果については，「4. コマ

ンドリファレンス」を参照してください。

3.7.1 ストレージシステム管理のコマンド一覧

ストレージシステム管理のコマンドを使用すると，ストレージシステムの情報を登録，変更，また

は削除できます。

表 3-3 ストレージシステム管理のコマンド一覧

コマンド名 説明

AddArrayGroup パリティグループを作成します。

AddArrayReservation 指定したストレージシステムをロックします。

AddExternalArrayGroup 外部パリティグループを作成します。また，作成した外部パリティグ

ループに LU を作成します。

AddHostStorageDomain ホストストレージドメインまたはホストグループを作成します。

AddLabel ラベルを設定します。

AddLogicalUnit LDEV と論理ユニットをストレージシステムに作成します。

AddLUSE LUSE を作成します。

AddPArrayGroupToPRPU 物理リソースグループに属するパリティグループを，特定の物理リ

ソースグループに登録します。

AddPHSDToPRPU 物理リソースグループに属するホストストレージドメインを，特定の

物理リソースグループに登録します。

AddPLDEVToPRPU 物理リソースグループに属する LDEV を，特定の物理リソースグルー

プに登録します。

AddPool DP プールを作成します。

AddPPortToPRPU 物理リソースグループに属するポートを，特定の物理リソースグルー

プに登録します。

AddQuorumDiskID global-active device で使用する Quorum ディスクに関する情報をス

トレージシステムに登録します。

AddSpareDrive スペアドライブを作成します。

AddStorageArray ストレージシステムを検出し，Device Manager サーバのデータベース

にストレージシステムの情報を登録します。すでに登録されているス

トレージシステムに対しては，登録された情報を変更し，ストレージ

システムをリフレッシュ（構成情報を更新）します。

AddTieredPoolOperation HDT プールの性能モニタリングとハードウェア階層再配置を手動で

実行します。

AddVirtualVolume DP ボリュームの作成および DP プールと DP ボリュームを関連づけ

ます。
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コマンド名 説明

AddVLDEVToVRPU 仮想リソースグループに仮想 LDEV を追加します。また，すでに登録

されている仮想 LDEV の仮想情報を更新します。

AddVResourcePartitionUnit 仮想リソースグループを作成します。

CancelVLDEVReservation 仮想リソースグループに属する仮想 LDEV の，global-active device の

S-VOL 予約を解除します。

DeleteArrayGroup パリティグループを削除します。

DeleteArrayReservation 指定したストレージシステムのロックを解除します。

DeleteExternalArrayGroup 外部パリティグループを削除します。また，削除する外部パリティグ

ループに属する LU も削除します。

DeleteHostStorageDomain ホストストレージドメインまたはホストグループを削除します。

DeleteLabel ラベルを削除します。

DeleteLogicalUnit LU および対応する LDEV を削除します。

DeleteLUSE パスを持たない LUSE を削除します。

DeletePArrayGroupFromPRPU 物理リソースグループに属するパリティグループを，特定の物理リ

ソースグループから削除します。

DeletePHSDFromPRPU 物理リソースグループに属するホストストレージドメインを，特定の

物理リソースグループから削除します。

DeletePLDEVFromPRPU 物理リソースグループに属する LDEV を，特定の物理リソースグルー

プから削除します。

DeletePool DP プールを削除します。

DeletePPortFromPRPU 物理リソースグループに属するポートを，特定の物理リソースグルー

プから削除します。

DeleteQuorumDiskID global-active device で使用している Quorum ディスクに関する情報

をストレージシステムから削除します。

DeleteSpareDrive スペアドライブを削除または解除します。

DeleteStorageArray Device Manager サーバの管理対象からストレージシステムを取り除

きます。

DeleteVirtualVolume DP ボリュームを削除します。

DeleteVLDEVFromVRPU 仮想リソースグループから仮想 LDEV を削除し，仮想 LDEV の仮想

情報（仮想エミュレーション，仮想 SSID 番号，仮想 LUSE，仮想

CVS）を削除します。

DeleteVResourcePartitionUni
t

仮想リソースグループを削除します。

FormatLU LU をフォーマットします。

GetArrayReservation ロックされているストレージシステムの情報を取得します。

GetPoolShrinkStatus DP プール縮小の実行状態を取得します。

GetStorageArray※ ストレージシステムについての情報を取得します。

GetStorageArrayFromStorageS
upervisor

SVP が管理しているストレージシステムの情報を取得します。

GetTieredPoolStatus 手動で実行した HDT プールの性能モニタリングとハードウェア階層

再配置の実行状態を取得します。

GetVStorageArray 仮想ストレージマシンについての情報を取得します。

GetZeroPageReclaimStatus ゼロページ破棄の実行状態を取得します。

ModifyArrayReservation 指定したストレージシステムをロックする制限時間を延長します。

ModifyExternalArrayGroup 外部パリティグループのキャッシュモードを変更します。

ModifyExternalTierRank DP プールボリュームの外部 LDEV 階層ランクを変更します。

42 コマンド実行方法

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



コマンド名 説明

ModifyLabel ラベルを変更します。

ModifyLDEVForALUA クロスパス構成の global-active device で使用する LDEV の ALUA
属性を変更します。

ModifyLogicalUnit コマンドデバイスを設定・解除します。また，コマンドデバイスの属

性を変更します。

ModifyPool DP プールの拡張または DP プールに関する設定を変更します。

ModifyPort ポート属性を変更します。

ModifyPortController ポートコントローラーの属性を変更します。

ModifyStorageArray Device Manager サーバに登録されているストレージシステム名を変

更します。

ModifyTieringPolicy 階層ポリシーに関する内容を変更します。

ModifyVirtualVolume DP ボリュームに関する設定を変更します。

ModifyVLDEV 仮想リソースグループに属する仮想 LDEV の仮想デバイス番号およ

び仮想情報（仮想エミュレーション，仮想 SSID，仮想 LUSE，仮想

CVS）を登録または削除します。

ModifyVResourcePartitionUni
t

仮想リソースグループの名前を変更します。

RefreshPerformanceData Hitachi Tuning Manager が収集しているストレージシステムの性能

情報を取得し，Device Manager サーバのデータベースを 新の状態に

更新（リフレッシュ）します。

RefreshResourceLabels ストレージシステムに設定されているラベルを一括取得し，Device
Manager サーバのデータベースに反映します（ラベルのリフレッ

シュ）。

RefreshStorageArrays Device Manager サーバで管理しているすべてのストレージシステム

の構成情報を 新の状態に更新（リフレッシュ）します。

ReserveVLDEV 仮想リソースグループに属する仮想 LDEV を，global-active device の

S-VOL 用に予約します。

RunZeroPageReclaim DP ボリュームのゼロページを破棄します。

ShrinkPool DP プールを縮小します。

注※

subtargetパラメーターを使用して任意のデバイス情報を指定できます。subtargetパラ

メーターに指定できる値については，「4.1.43 GetStorageArray のパラメーターの使い方」を

参照してください。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.1 ストレージシステム管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 4.1 ストレージシステム管理のコマンド
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(1)　ストレージシステム管理のコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラ
スストレージ，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

表 3-4 ストレージシステム管理のコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラ
スストレージ，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

コマンド名
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000/

VSP
G1500/

VSP F1500

VSP Gx00
モデル/

VSP Fx00
モデル

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

AddArrayGroup -- -- -- -- -- --

AddArrayReservatio
n

Y Y Y Y Y Y

AddExternalArrayGr
oup

Y Y Y Y Y --

AddHostStorageDoma
in

Y Y Y Y Y Y

AddLabel Y Y Y Y Y Y

AddLogicalUnit Y Y Y Y Y Y

AddLUSE -- -- -- Y Y Y

AddPArrayGroupToPR
PU

Y Y Y -- -- --

AddPHSDToPRPU Y Y Y -- -- --

AddPLDEVToPRPU Y Y Y -- -- --

AddPool Y Y Y Y Y --

AddPPortToPRPU Y Y Y -- -- --

AddQuorumDiskID Y Y Y -- -- --

AddSpareDrive -- -- -- -- -- --

AddStorageArray Y Y Y Y Y Y

AddTieredPoolOpera
tion

Y Y Y Y -- --

AddVirtualVolume Y Y Y Y Y --

AddVLDEVToVRPU Y Y Y Y -- --

AddVResourcePartit
ionUnit

Y Y Y -- -- --

CancelVLDEVReserva
tion

Y Y Y -- -- --

DeleteArrayGroup -- -- -- -- -- --

DeleteArrayReserva
tion

Y Y Y Y Y Y

DeleteExternalArra
yGroup

Y Y Y Y Y --

DeleteHostStorageD
omain

Y Y Y Y Y Y

DeleteLabel Y Y Y Y Y Y

DeleteLogicalUnit Y Y Y Y Y Y

DeleteLUSE -- -- -- Y Y Y

DeletePArrayGroupF
romPRPU

Y Y Y -- -- --
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コマンド名
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000/

VSP
G1500/

VSP F1500

VSP Gx00
モデル/

VSP Fx00
モデル

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

DeletePHSDFromPRPU Y Y Y -- -- --

DeletePLDEVFromPRP
U

Y Y Y -- -- --

DeletePool Y Y Y Y Y --

DeletePPortFromPRP
U

Y Y Y -- -- --

DeleteQuorumDiskID Y Y Y -- -- --

DeleteSpareDrive -- -- -- -- -- --

DeleteStorageArray Y Y Y Y Y Y

DeleteVirtualVolum
e

Y Y Y Y Y --

DeleteVLDEVFromVRP
U

Y Y Y Y -- --

DeleteVResourcePar
titionUnit

Y Y Y -- -- --

FormatLU Y Y Y Y Y Y

GetArrayReservatio
n

Y Y Y Y Y Y

GetPoolShrinkStatu
s

Y Y Y Y -- --

GetStorageArray Y Y Y Y Y Y

GetStorageArrayFro
mStorageSupervisor

-- -- Y -- -- --

GetTieredPoolStatu
s

Y Y Y Y -- --

GetVStorageArray Y Y Y -- -- --

GetZeroPageReclaim
Status

Y Y Y Y Y --

ModifyArrayReserva
tion

Y Y -- Y Y Y

ModifyExternalArra
yGroup

Y Y Y -- -- --

ModifyExternalTier
Rank

Y Y Y Y -- --

ModifyLabel Y Y Y Y Y Y

ModifyLDEVForALUA Y Y Y -- -- --

ModifyLogicalUnit Y Y Y Y Y Y

ModifyPool Y Y Y Y Y --

ModifyPort Y Y Y Y Y Y

ModifyPortControll
er

-- -- -- -- Y Y

ModifyStorageArray Y Y Y Y Y Y

ModifyTieringPolic
y

Y Y Y Y -- --
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コマンド名
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000/

VSP
G1500/

VSP F1500

VSP Gx00
モデル/

VSP Fx00
モデル

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

ModifyVirtualVolum
e

Y Y Y Y Y --

ModifyVLDEV Y Y Y -- -- --

ModifyVResourcePar
titionUnit

Y Y Y -- -- --

RefreshPerformance
Data

Y Y Y Y Y Y

RefreshResourceLab
els

-- -- -- Y -- --

RefreshStorageArra
ys

Y Y Y Y Y Y

ReserveVLDEV Y Y Y -- -- --

RunZeroPageReclaim Y Y Y Y Y --

ShrinkPool Y Y Y Y -- --

（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

--：特定のストレージシステムを使用できないことを示します。

(2)　ストレージシステム管理のコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレー
ジの場合）

表 3-5 ストレージシステム管理のコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレー
ジの場合）

コマンド名
HUS100/

Hitachi AMS2000 Hitachi SMS Hitachi AMS/WMS

AddArrayGroup Y -- Y

AddArrayReservation -- -- --

AddExternalArrayGroup -- -- --

AddHostStorageDomain Y Y Y

AddLabel Y Y Y

AddLogicalUnit Y Y Y

AddLUSE Y Y Y

AddPArrayGroupToPRPU -- -- --

AddPHSDToPRPU -- -- --

AddPLDEVToPRPU -- -- --

AddPool Y -- --

AddPPortToPRPU -- -- --

AddQuorumDiskID -- -- --

AddSpareDrive Y -- Y

AddStorageArray Y Y Y

AddTieredPoolOperation -- -- --

AddVirtualVolume Y -- --
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コマンド名
HUS100/

Hitachi AMS2000 Hitachi SMS Hitachi AMS/WMS

AddVLDEVToVRPU -- -- --

AddVResourcePartitionUnit -- -- --

CancelVLDEVReservation -- -- --

DeleteArrayGroup Y -- Y

DeleteArrayReservation -- -- --

DeleteExternalArrayGroup -- -- --

DeleteHostStorageDomain Y Y Y

DeleteLabel Y Y Y

DeleteLogicalUnit Y Y Y

DeleteLUSE Y Y Y

DeletePArrayGroupFromPRPU -- -- --

DeletePHSDFromPRPU -- -- --

DeletePLDEVFromPRPU -- -- --

DeletePool Y -- --

DeletePPortFromPRPU -- -- --

DeleteQuorumDiskID -- -- --

DeleteSpareDrive Y -- Y

DeleteStorageArray Y Y Y

DeleteVirtualVolume Y -- --

DeleteVLDEVFromVRPU -- -- --

DeleteVResourcePartitionUnit -- -- --

FormatLU -- -- --

GetArrayReservation -- -- --

GetPoolShrinkStatus -- -- --

GetStorageArray Y Y Y

GetStorageArrayFromStorageSupe
rvisor

-- -- --

GetTieredPoolStatus -- -- --

GetVStorageArray -- -- --

GetZeroPageReclaimStatus -- -- --

ModifyArrayReservation -- -- --

ModifyExternalArrayGroup -- -- --

ModifyExternalTierRank -- -- --

ModifyLabel Y Y Y

ModifyLDEVForALUA -- -- --

ModifyLogicalUnit Y Y Y

ModifyPool Y -- --

ModifyPort Y Y Y

ModifyPortController -- -- --

ModifyStorageArray Y Y Y

ModifyTieringPolicy -- -- --

ModifyVirtualVolume Y -- --
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コマンド名
HUS100/

Hitachi AMS2000 Hitachi SMS Hitachi AMS/WMS

ModifyVLDEV -- -- --

ModifyVResourcePartitionUnit -- -- --

RefreshPerformanceData Y Y Y

RefreshResourceLabels -- -- --

RefreshStorageArrays Y Y Y

ReserveVLDEV -- -- --

RunZeroPageReclaim -- -- --

ShrinkPool -- -- --

（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

--：特定のストレージシステムを使用できないことを示します。

3.7.2 論理グループのコマンド一覧

論理グループのコマンドを使用すると，論理グループの情報取得ができます。

論理グループのコマンドの一覧を示します。

表 3-6 論理グループのコマンド一覧

コマンド名 説明

GetLogicalGroup 論理グループの情報を取得します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.2 論理グループのコマンドを実行するために必要なロール

• 4.2 論理グループのコマンド

3.7.3 LUN のコマンド一覧

LUN のコマンドを使用すると，WWN の設定，ホストからボリュームへのパスの設定などができま

す。

表 3-7 LUN のコマンド一覧

コマンド名 説明

AddISCSINameForHostStorageD
omain

ホストストレージドメインに iSCSI ネームを割り当てることで，セ

キュリティを設定します。

AddLun ホストからボリュームへのパスを定義します。

AddWWNForHostStorageDomain WWN をホストストレージドメインに割り当てることで，LUN のセ

キュリティをホストストレージドメインに設定します。

DeleteISCSINameForHostStora
geDomain

指定されたホストストレージドメインの iSCSI ネームを削除すること

で，LUN へのセキュリティ設定を解除します。

DeleteLun ホストからボリュームへのパスを削除します。

DeleteWWN ポートから WWN を削除します。
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コマンド名 説明

DeleteWWNForHostStorageDoma
in

指定されたホストストレージドメインの LUN へのセキュリティ設定

を解除します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.3 LUN のコマンドを実行するために必要なロール

• 4.3 LUN のコマンド

(1)　LUN のコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラスストレージ，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

表 3-8 LUN のコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラスストレージ，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

コマンド名
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000/

VSP
G1500/

VSP F1500

VSP Gx00
モデル/

VSP Fx00
モデル

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

AddISCSINameForHos
tStorageDomain

Y Y Y -- -- --

AddLun Y Y Y Y Y Y

AddWWNForHostStora
geDomain

Y Y Y Y Y Y

DeleteISCSINameFor
HostStorageDomain

Y Y Y -- -- --

DeleteLun Y Y Y Y Y Y

DeleteWWN Y Y Y Y Y Y

DeleteWWNForHostSt
orageDomain

Y Y Y Y Y Y

（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

--：特定のストレージシステムを使用できないことを示します。

(2)　LUN のコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレージの場合）

表 3-9 LUN のコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレージの場合）

コマンド名
HUS100/

Hitachi AMS2000 Hitachi SMS Hitachi AMS/WMS

AddISCSINameForHostStorageDoma
in

Y Y Y

AddLun Y Y Y

AddWWNForHostStorageDomain Y Y Y

DeleteISCSINameForHostStorageD
omain

Y Y Y

DeleteLun Y Y Y

DeleteWWN Y Y Y

DeleteWWNForHostStorageDomain Y Y Y
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（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

3.7.4 ホスト管理のコマンド一覧

ホスト管理のコマンドを使用すると，ホスト情報およびホストが使用しているストレージの情報を

管理できます。

ホスト管理に関するコマンドの一覧を示します。

表 3-10 ホスト管理のコマンド一覧

コマンド名 説明

AddHost ホストに関する情報を Device Manager サーバのデータベースに登録

します。

AddHostInfo LUN に関するホストベースの情報を Device Manager サーバのデー

タベースに登録します。

AddHostRefresh Device Manager サーバが管理するホストに関する情報を更新します。

AddVirtualizationServer Host Data Collector を使用して，仮想化サーバに関する情報を Device
Manager サーバのデータベースに登録します。

DeleteHost Device Manager サーバのデータベースからホストに関する情報を削

除します。

DeleteHostInfo Device Manager サーバのデータベースから LUN に関するホスト

ベースの情報を削除します。

GetHost ホストに関する情報を取得します。

GetHostInfo LUN に関するホストベースの情報を取得します。

GetVirtualizationServer Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバに関する情報

や VMware vCenter Server に関する情報を取得します。

HostScan ホストストレージドメインのニックネームをホスト名とするホストを

Device Manager サーバのデータベースに登録し，ホストストレージド

メインに割り当てられている WWN または iSCSI ネームをホストの

情報に追加します。

ImportHosts ホストの情報を入力ファイル（CSV 形式のホスト情報ファイル，およ

びマッピング定義ファイル）からインポートします。

MergeHost 複数のホストに割り当てられた WWN または iSCSI ネームを 1 つの

ホストに統合します。

ModifyHost ホストに関する情報を変更します。

ModifyHostInfo LUN に関するホストベースの情報を変更します。

ModifyVirtualizationServer Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバに関する情報

を変更します。

RefreshVirtualizationServer Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバに関する情報

を 新の状態に更新します。VMware vCenter Server で仮想化サー

バを統合管理している場合，VMware vCenter Server を指定すること

で管理下の仮想化サーバをまとめて 新の状態に更新します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.4 ホスト管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 4.4 ホスト管理のコマンド
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3.7.5 サーバ管理のコマンド一覧

サーバ管理のコマンドを使用すると，Device Manager サーバを管理できます。

サーバ管理に関するコマンドの一覧を示します。

表 3-11 サーバ管理のコマンド一覧

コマンド名 説明

AddURLLink Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェク

ト（メインフレームホスト）に対して，メインフレームホスト上で稼

働する Mainframe Agent の URL へのリンク情報（URLLink）を設

定します。

DeleteAlerts Device Manager サーバが管理しているアラートに関する情報を削除

します。

DeleteURLLink Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェク

トに対して設定されている URLLink を削除します。

GetAlerts Device Manager サーバが管理しているアラートに関する情報を取得

します。

GetServerInfo Device Manager サーバのバージョン，URL，サポートしているスト

レージシステムのファミリーのリスト，使用しているライセンスの状

態などの情報を取得します。

GetURLLink Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェク

トに対して設定されている URLLink の情報を取得します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.5 サーバ管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 4.5 サーバ管理のコマンド

3.7.6 レプリケーションのコマンド一覧

レプリケーションのコマンドを使用すると，コピーペアの管理ができます。

表 3-12 レプリケーションのコマンド一覧

コマンド名 説明

AddConfigFileForReplication コピーペアを作成するための構成定義ファイルを生成します。

AddReplication コピーペアを作成します。

DeleteReplication コピーペアを削除します。

GetReplicationControllerPai
r

Device Manager サーバが管理するストレージシステムの MCU に登

録されている RCU（リモートパス）の情報を取得します。

GetReplicationStatus global-active device のコピーペアの状態を取得します。

ModifyReplication コピーペアの状態を変更します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.6 レプリケーションのコマンドを実行するために必要なロール

• 4.6 レプリケーションのコマンド
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(1)　レプリケーションのコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラススト
レージ，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

表 3-13 レプリケーションのコマンドに関連するストレージシステム（エンタープライズクラススト
レージ，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合）

コマンド名
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000/

VSP
G1500/

VSP F1500

VSP Gx00
モデル/

VSP Fx00
モデル

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

AddConfigFileForRe
plication

Y Y Y Y Y Y

AddReplication Y Y Y Y Y Y

DeleteReplication Y Y Y Y Y Y

GetReplicationCont
rollerPair

Y Y Y Y Y Y

GetReplicationStat
us

Y Y Y -- -- --

ModifyReplication Y Y Y Y Y Y

（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

--：特定のストレージシステムを使用できないことを示します。

(2)　レプリケーションのコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレージの場
合）

表 3-14 レプリケーションのコマンドに関連するストレージシステム（ミッドレンジストレージの場
合）

コマンド名
HUS100/

Hitachi AMS2000 Hitachi SMS Hitachi AMS/WMS

AddConfigFileForReplication Y -- Y

AddReplication Y -- Y

DeleteReplication Y -- Y

GetReplicationControllerPair Y -- Y

GetReplicationStatus -- -- --

ModifyReplication Y -- Y

（凡例）

Y：コマンドの実行に特定のストレージシステムを使用できることを示します。

--：特定のストレージシステムを使用できないことを示します。

3.7.7 Universal Replicator の性能分析のコマンド一覧

Universal Replicator の性能分析のコマンドを使用すると，Universal Replicator の書き込み遅延

時間（C/T デルタ）や性能情報をコピーグループ単位で出力できます。

重要 Universal Replicator の性能分析のコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM を使用して Universal
Replicator のコピーペアを運用している場合の性能情報を対象としています。

52 コマンド実行方法

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



表 3-15 Universal Replicator の性能分析のコマンド一覧

コマンド名 説明

GetCopyGroup コピーグループの情報を取得します。このコマンドで取得できるの

は，GUI の［レプリケーション］タブで管理されている情報です。

GetReplicationPerformanceDataコマンドや

RefreshReplicationPerformanceDataコマンドの実行時に指定

するコピーグループを特定するための情報を取得します。

GetReplicationPerformanceDa
ta

Universal Replicator の性能情報を CSV 形式で出力します。

RefreshReplicationPerforman
ceData

コピーグループの構成情報や性能情報を 新の状態に更新します。こ

のコマンドで更新できるのは，GUI の［レプリケーション］タブで管

理されている情報です。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.7 Universal Replicator の性能分析のコマンドを実行するために必要なロール

• 4.7 Universal Replicator の性能分析のコマンド

3.7.8 IOPH プロパゲーションのコマンド一覧

IOPH プロパゲーションのコマンドでは，I/O モニタリング情報をほかのストレージシステムに伝播

できます。

重要 IOPH プロパゲーションのコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できます。

表 3-16 IOPH プロパゲーションのコマンド一覧

コマンド名 説明

AddTieredPoolOperation
（IOPH プロパゲーションの場合）

HDT プールの階層再配置を手動で実行します。

ExportMonitoringData HDT ボリュームの I/O モニタリング情報を取得し，ファイルに出力し

ます。

ImportMonitoringData ExportMonitoringDataコマンドで出力したファイルをインポート

して，HDT ボリュームに I/O モニタリング情報を適用します。

関連項目

• 3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧

• 3.8.8 IOPH プロパゲーションのコマンドを実行するために必要なロール

• 4.8 IOPH プロパゲーションのコマンド

3.8 コマンドとロールの対応について
Device Manager のコマンドを実行するには，コマンド実行ユーザーが属するユーザーグループに

対して，リソースグループとロールが割り当てられている必要があります。ユーザーは，割り当て

られたリソースに対して，割り当てられたロールの範囲で操作を実行できます。コマンドを実行す

る前に，ユーザーの要件（ユーザー自身がアクセスできるリソースと割り当てられたロール）を，

アクセスコントロールを担当する管理者に確認してください。
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Device Manager では，ユーザーはユーザーグループに，リソースはリソースグループに登録され

ます。ユーザーグループに対して，操作可能なリソースグループとロールを設定することで，個々

のユーザーに対するリソースへのアクセスがコントロールされます。ユーザーやユーザーグループ

の登録，リソースグループとロールの割り当ては，GUI から実施します。

ロールには Admin，Modify，View，およびカスタムロールがあります。カスタムロールは，VSP
5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル

で設定できるロールで，ユーザーの操作範囲を細かく制限できます。ロールの詳細については，マ

ニュアル「Hitachi Command Suite ユーザーズガイド」を参照してください。

重要

• リソースの情報を更新するコマンド（Add，Modify，Delete などの操作を実行するコマンド）の場合，対象

リソース（パラメーター値に指定するリソースや情報が更新されるリソース）を更新できるロールが必要で

す。

ただし，ホストの情報を更新するコマンドは，ユーザーに割り当てられたリソースグループのどれかを更新

できるロールが割り当てられていれば実行できます。

• リソースの情報を参照するコマンドの実行結果には，ユーザーが属するユーザーグループに割り当てられた

リソースグループ内のリソースの情報だけが表示されます。

関連項目

• 3.8.1 ストレージシステム管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.2 論理グループのコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.3 LUN のコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.4 ホスト管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.5 サーバ管理のコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.6 レプリケーションのコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.7 Universal Replicator の性能分析のコマンドを実行するために必要なロール

• 3.8.8 IOPH プロパゲーションのコマンドを実行するために必要なロール

3.8.1 ストレージシステム管理のコマンドを実行するために必要なロール

ストレージシステム管理のコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対

応するロールのどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-17 ストレージシステム管理のコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddArrayGroup • Admin
• Modify

--

AddArrayReservation • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

AddExternalArrayGrou
p

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddHostStorageDomain • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddLabel • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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コマンド名 ロール カスタムロール

AddLogicalUnit • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddLUSE • Admin
• Modify

--

AddPArrayGroupToPRPU
※1

Admin --

AddPHSDToPRPU※1 Admin --

AddPLDEVToPRPU※1 Admin --

AddPool • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddPPortToPRPU※1 Admin --

AddQuorumDiskID • Admin
• Modify
上記に加えて，スト

レージシステム間の

リモートパスで用い

られているイニシ

エーターポートに対

して次のロールが必

要です。

• Admin
• Modify
• View

ストレージ管理者（プロビジョニング）

上記に加えて，ストレージシステム間のリモートパス

で用いられているイニシエーターポートに対して次の

ロールが必要です。

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

AddSpareDrive • Admin
• Modify

--

AddStorageArray※1

（ストレージシステムが

Device Manager サーバの

管理対象になっていない場

合）

Admin --

AddStorageArray※2

（ストレージシステムが

Device Manager サーバの

管理対象になっている場

合）

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

AddTieredPoolOperati
on

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddVirtualVolume • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddVLDEVToVRPU • Admin※3

• Modify※3
--

AddVResourcePartitio
nUnit※1

Admin --

CancelVLDEVReservati
on※1

Admin --
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コマンド名 ロール カスタムロール

DeleteArrayGroup • Admin
• Modify

--

DeleteArrayReservati
on

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

DeleteExternalArrayG
roup

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteHostStorageDom
ain

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteLabel • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteLogicalUnit • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteLUSE • Admin
• Modify

--

DeletePArrayGroupFro
mPRPU※1

Admin --

DeletePHSDFromPRPU※1 Admin --

DeletePLDEVFromPRPU※
1

Admin --

DeletePool • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeletePPortFromPRPU※
1

Admin --

DeleteQuorumDiskID • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteSpareDrive • Admin
• Modify

--

DeleteStorageArray※1 Admin --

DeleteVirtualVolume • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteVLDEVFromVRPU • Admin※3

• Modify※3
--

DeleteVResourceParti
tionUnit※1

Admin --

FormatLU • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

GetArrayReservation • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

GetPoolShrinkStatus • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

GetStorageArray • Admin • ストレージ管理者（プロビジョニング）
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コマンド名 ロール カスタムロール

• Modify
• View

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetStorageArray
（subtarget=LogSettin
gsで取得できる情報のう

ち，監査ログの Syslog 設

定・FTP 設定に関する情報

を取得する場合）

Admin • 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

GetStorageArrayFromS
torageSupervisor

• Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetTieredPoolStatus • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

GetVStorageArray • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetZeroPageReclaimSt
atus

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyArrayReservati
on

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

ModifyExternalArrayG
roup

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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コマンド名 ロール カスタムロール

ModifyExternalTierRa
nk

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyLabel • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyLDEVForALUA • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

ModifyLogicalUnit • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyPool • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyPort • Admin
• Modify

ポートの属性を変更する場合：

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

このロールで実行できる操作は，LUN セキュリ

ティの変更だけです。

ホストストレージドメインの属性を変更する場合：

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyPortController • Admin
• Modify

--

ModifyStorageArray※1 • Admin
• Modify

--

ModifyTieringPolicy※
4

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（システムリソース管理）

ModifyVirtualVolume • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyVLDEV※1 Admin --

ModifyVResourceParti
tionUnit※1

Admin --

RefreshPerformanceDa
ta

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

RefreshResourceLabel
s※4

• Admin
• Modify

--

RefreshStorageArrays
※2

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

ReserveVLDEV※1 Admin --

RunZeroPageReclaim • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ShrinkPool • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

（凡例）

--：コマンドを実行できるロールがないことを示します。
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注※1
リソースグループとして，All Resources が割り当てられている必要があります。

注※2
SMI-S enabled ストレージシステムを操作対象とする場合，リソースグループとして，All
Resources が割り当てられている必要があります。

注※3
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルを操作対象とする場合，リソースグループとして All Resources が，ロールとして

Admin が割り当てられている必要があります。Virtual Storage Platform および HUS VM を

操作対象とする場合，リソースグループとしてストレージシステムのデフォルトリソースグ

ループが，ロールとして Admin または Modify が割り当てられている必要があります。

注※4
リソースグループとして，ストレージシステムのデフォルトリソースグループが割り当てられ

ている必要があります。

3.8.2 論理グループのコマンドを実行するために必要なロール

論理グループのコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対応するロー

ルのどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-18 論理グループのコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

GetLogicalGroup • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

3.8.3 LUN のコマンドを実行するために必要なロール

LUN のコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対応するロールのど

れか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-19 LUN のコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddISCSINameForHostS
torageDomain

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddLun • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddWWNForHostStorage
Domain

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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コマンド名 ロール カスタムロール

DeleteISCSINameForHo
stStorageDomain

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteLun • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteWWN • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteWWNForHostStor
ageDomain

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

3.8.4 ホスト管理のコマンドを実行するために必要なロール

ホスト管理のコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対応するロール

のどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-20 ホスト管理のコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddHost • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

AddHostInfo • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

AddHostRefresh • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

AddVirtualizationSer
ver

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

DeleteHost • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

DeleteHostInfo • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）
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コマンド名 ロール カスタムロール

GetHost • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetHostInfo • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetVirtualizationSer
ver

• Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

HostScan※ • Admin
• Modify

--

ImportHosts • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

MergeHost※ • Admin
• Modify

--

ModifyHost • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

ModifyHostInfo • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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コマンド名 ロール カスタムロール

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

ModifyVirtualization
Server

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

RefreshVirtualizatio
nServer

• Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

（凡例）

--：コマンドを実行できるロールがないことを示します。

注※

リソースグループとして，All Resources が割り当てられている必要があります。

3.8.5 サーバ管理のコマンドを実行するために必要なロール

サーバ管理のコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対応するロール

のどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-21 サーバ管理のコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddURLLink※ • Admin
• Modify

--

DeleteAlerts • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

DeleteURLLink※ • Admin
• Modify

--

GetAlerts • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetServerInfo • Admin
• Modify

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）
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コマンド名 ロール カスタムロール

• View • ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetURLLink • Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

（凡例）

--：コマンドを実行できるロールがないことを示します。

注※

リソースグループとして，All Resources が割り当てられている必要があります。

3.8.6 レプリケーションのコマンドを実行するために必要なロール

レプリケーションのコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対応する

ロールのどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-22 レプリケーションのコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddConfigFileForRepl
ication

• Admin
• Modify

1 つのストレージシステム内でボリュームの複製を作成

する場合：

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

ストレージシステム間でボリュームの複製を作成する

場合：

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

global-active device の場合：

ストレージ管理者（プロビジョニング）

AddReplication • Admin
• Modify

1 つのストレージシステム内でボリュームの複製を作成

する場合：

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

ストレージシステム間でボリュームの複製を作成する

場合：

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

global-active device の場合：

ストレージ管理者（プロビジョニング）

DeleteReplication • Admin
• Modify

1 つのストレージシステム内でボリュームの複製を作成

する場合：
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コマンド名 ロール カスタムロール

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

ストレージシステム間でボリュームの複製を作成する

場合：

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

global-active device の場合：

ストレージ管理者（プロビジョニング）

GetReplicationContro
llerPair

• Admin
• Modify
• View

• ストレージ管理者（プロビジョニング）

• ストレージ管理者（パフォーマンス管理）

• ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

• ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

• ストレージ管理者（初期設定）

• ストレージ管理者（システムリソース管理）

• セキュリティ管理者（参照・編集）

• セキュリティ管理者（参照）

• 監査ログ管理者（参照・編集）

• 監査ログ管理者（参照）

• 保守（ベンダー専用）

• 保守（ユーザ）

GetReplicationStatus • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ModifyReplication • Admin
• Modify

1 つのストレージシステム内でボリュームの複製を作成

する場合：

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

ストレージシステム間でボリュームの複製を作成する

場合：

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

3.8.7 Universal Replicator の性能分析のコマンドを実行するために必要な
ロール

Universal Replicator の性能分析のコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示し

ます。対応するロールのどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

重要 Universal Replicator の性能分析のコマンドを実行するには，Replication Manager の View 権限も必要で
す。

表 3-23 Universal Replicator の性能分析のコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

GetCopyGroup※ • Admin
• Modify
• View

--

GetReplicationPerfor
manceData※

• Admin
• Modify
• View

--

RefreshReplicationPe
rformanceData※

• Admin
• Modify

--

（凡例）

--：コマンドを実行できるロールがないことを示します。

注※

リソースグループとして，All Resources が割り当てられている必要があります。
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3.8.8 IOPH プロパゲーションのコマンドを実行するために必要なロール

IOPH プロパゲーションのコマンドを実行するために必要なロールをコマンドごとに示します。対

応するロールのどれか 1 つが割り当てられていればコマンドを実行できます。

表 3-24 IOPH プロパゲーションのコマンドとロールの対応表

コマンド名 ロール カスタムロール

AddTieredPoolOperati
on（IOPH プロパゲーショ

ンの場合）

• Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ExportMonitoringData • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

ImportMonitoringData • Admin
• Modify

ストレージ管理者（プロビジョニング）

3.9 SMI-S enabled ストレージシステムに関連するコマン
ド

Device Manager CLI では，SMI-S プロバイダーで管理されているストレージシステム（SMI-S
enabled ストレージシステム）を外部ストレージシステムとして使用するための機能をサポートし

ています。サポートする機能とコマンドを次の表に示します。

表 3-25 SMI-S enabled ストレージシステムに関連するコマンド

サポートする機能 コマンド名

ストレージシステムの登録・削除・変更・リフ

レッシュ

AddStorageArray
DeleteStorageArray
ModifyStorageArray
RefreshStorageArrays

ストレージシステムの情報取得 GetServerInfo
GetStorageArray (subtargetの指定なし)
GetStorageArray (subtarget=CommParameters)

外部パリティグループの作成・削除 AddExternalArrayGroup
DeleteExternalArrayGroup

URLLink の登録・削除・情報取得 AddURLLink
DeleteURLLink
GetURLLink

関連項目

• 4. コマンドリファレンス

3.10 仮想 ID を用いたデータ移行（Virtual Storage
Platform および HUS VM）のリソースについて

仮想 ID を用いてデータ移行をした Virtual Storage Platform や HUS VM の場合，移行元の情報が

仮想情報として移行先のリソースに登録されます。
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Device Manager CLI では，仮想情報を持つリソースを管理するためのグループを仮想リソースグ

ループ，物理的なリソースを管理するためのグループを物理リソースグループと呼びます。物理リ

ソースグループは，GUI で使用するリソースグループと同じものを指します。

Virtual Storage Platform または HUS VM の場合，仮想リソースグループは，ストレージシステム

の管理ツールで管理されます。

重要

• Device Manager では，仮想情報を持つリソースの移行元ストレージシステム（旧機種）を操作できません。

• 仮想 ID を用いたデータ移行中は，Device Manager での操作はできません。

データ移行中を示す属性については，GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)を実

行し，その実行結果に出力される VResourcePartitionUnitインスタンスの onDataMigration属性で

確認できます。

Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-03-30-XX /XX 以降）および HUS VM
（マイクロコードのバージョンが 73-01-3X -XX /XX 以降）の場合，仮想情報を持つリソースに対する

操作ができます。Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-05-04-XX /XX 以

降）および HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-01-XX /XX 以降）の場合，仮想情報の

登録，変更，および削除ができます。

データ移行後のストレージシステムに対しては，次のコマンドを実行できます。

表 3-26 仮想 ID を用いたデータ移行後のリソースに関連するコマンド

サポートする機能 コマンド名

ラベルの設定・変更・更新（リフレッシュ） AddLabel
ModifyLabel
RefreshResourceLabels

LU のフォーマット FormatLU

ポート属性の変更※1 ModifyPort

DP ボリュームに関する設定の変更 ModifyVirtualVolume
DP ボリュームのゼロページ破棄 RunZeroPageReclaim

ホストからボリュームへのパスの定義・削除※2，

※3
AddLun
DeleteLun

ホストストレージドメインへの WWN の割り当

て・解除※3
AddWWNForHostStorageDomain
DeleteWWNForHostStorageDomain

仮想情報の取得 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)
GetStorageArray (subtarget=LDEV)
GetStorageArray (subtarget=Port)
GetStorageArray
(subtarget=VResourcePartitionUnit)

仮想情報の登録・変更・削除 AddVLDEVToVRPU
DeleteVLDEVFromVRPU

注※1
LUN セキュリティの設定は変更できません。

注※2
LUSE ボリュームに関する操作はできません。

注※3
指定するポートの LUN セキュリティが有効になっている必要があります。
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関連項目

• 4. コマンドリファレンス

3.11 nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行
（VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル）のリソース
について

Device Manager の GUI では，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデルおよび VSP Fx00 モデルを移行先として，nondisruptive migration 機能を利用したデータ移

行ができます。

このとき，移行元の情報が仮想情報として移行先のリソースに登録されます。

Device Manager CLI では，仮想情報を持つリソースを管理するためのグループを仮想リソースグ

ループ，物理的なリソースを管理するためのグループを物理リソースグループと呼びます。物理リ

ソースグループは，GUI で使用するリソースグループと同じものを指します。

重要

• Device Manager の GUI を使用した，nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行については，マ

ニュアル「Nondisruptive Migration ユーザガイド」を参照してください。

• nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行中の移行元ストレージシステム（旧機種）のリソース

に対しては，操作しないでください。

• Device Manager 以外で nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行中のリソースに対しては，

Device Manager での操作をしないでください。

データ移行中を示す属性については，GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)を実

行し，その実行結果に出力される VResourcePartitionUnitインスタンスの onDataMigration属性で

確認できます。

• Device Manager の GUI を使用した，nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行中は，データ移

行ステータスが［失敗］のボリューム以外は Device Manager で操作できません。

データ移行の状況を確認するには，GUI でボリュームのデータ移行ステータスを参照してください。

データ移行後のストレージシステムに対しては，「3.7 Device Manager CLI のコマンド一覧」でサ

ポートされているコマンドを使用できます。

3.12 global-active device に関連するコマンド
global-active device では，2 台のストレージシステム上でデータ（ボリューム）を二重化します。

二重化されたボリュームは，ホストからは 1 つのボリュームとして認識され，ホストからの I/O も

両方のストレージシステムで受け付けます。このため，障害発生時に業務を継続できるなど，可用

性の高いシステムを構築できます。高可用性システムを構築するための構成や要件については，マ

ニュアル「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

global-active device は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが

80-01-4X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョ

ンが 83-01-2X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-
XX /XX 以降）で使用できます。

Device Manager CLI で global-active device を使用するには，運用環境を構築し，2 台のストレー

ジシステムのボリューム間でコピーペアを作成します。
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global-active device に関連する機能とコマンドを次の表に示します。

表 3-27 global-active device の運用環境の構築に関連するコマンド

サポートする機能 コマンド名

Quorum ディスク用の外部ボリュームの設定・

解除※

AddExternalArrayGroup
DeleteExternalArrayGroup

Quorum ディスクに関する情報の登録・削除 AddQuorumDiskID
DeleteQuorumDiskID

Quorum ディスクの情報の取得 GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)

仮想ストレージマシンの作成・削除 AddVResourcePartitionUnit
DeleteVResourcePartitionUnit

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルで iSCSI 接続の場合，ストレージシステムの管理ツールを使用してください。

表 3-28 global-active device のコピーペアに関連するコマンド

サポートする機能 コマンド名

global-active device の S-VOL として使用する

仮想 LDEV の作成・変更

AddVLDEVToVRPU
ModifyVLDEV

global-active device の S-VOL として使用する

仮想 LDEV の予約・解除

ReserveVLDEV
CancelVLDEVReservation

global-active device で使用する RAID
Manager の構成定義ファイルの作成

AddConfigFileForReplication

global-active device のコピーペアの作成・削除 AddReplication
DeleteReplication

global-active device のコピーペア状態の変更 ModifyReplication
global-active device のコピーペア情報の取得 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)

global-active device のコピーペア状態の取得 GetReplicationStatus

クロスパス構成の global-active device の場合，次のコマンドを使用すると，ALUA（非対称論理ユ

ニットアクセス）を適用できます。ただし，ポートのタイプが iSCSI の場合は，ALUA を適用でき

ません。

• ModifyLDEVForALUA
LDEV の ALUA 属性の変更

• ModifyPort
パスの優先度の設定

関連項目

• 4. コマンドリファレンス

3.13 ALU，SLU，および SLU を含む DP プールに対する操
作について

Device Manager CLI では，ALU（Protocol Endpoint）属性または SLU（VVol）属性を持つボ

リュームや，SLU 属性を持つ DP ボリュームが関連づけられた DP プールに対して次の操作だけを

サポートしています。
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表 3-29 ALU，SLU，および SLU を含む DP プールに対してサポートする機能とコマンドの対応

サポートする機能 コマンド名

ALU 属性および SLU 属性を持つボリュームの

ラベルの設定・変更・削除・情報の取得

AddLabel
DeleteLabel
GetStorageArray (subtarget=LDEV)
ModifyLabel

SLU 属性を持つ DP ボリュームが関連づけられ

た DP プールの編集・拡張・情報の取得

GetStorageArray (subtarget=Pool)
ModifyPool

SLU 属性を持つ DP ボリュームのゼロページ破

棄・実行状態の取得

GetZeroPageReclaimStatus
RunZeroPageReclaim

SLU 属性を持つ DP ボリュームが関連づけられ

た DP プールの縮小・実行状態の取得

GetPoolShrinkStatus
ShrinkPool

SLU 属性を持つ HDT ボリュームへの階層ポリ

シーの適用・変更・情報の取得

GetStorageArray (subtarget=LDEV)
ModifyVirtualVolume
（階層ポリシーの内容の変更・情報の取得）

GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)
ModifyTieringPolicy

SLU 属性を持つ HDT ボリューム，および SLU
属性を持つ HDT ボリュームが関連づけられた

HDT プールに対する性能モニタリングとハー

ドウェア階層再配置の操作（設定・実行・実行

状態の取得）

AddTieredPoolOperation
GetStorageArray (subtarget=LDEV)
GetStorageArray (subtarget=Pool)
GetTieredPoolStatus
ModifyPool
ModifyVirtualVolume

SLU 属性を持つ DP ボリュームが関連づけられ

た DP プールボリュームの外部 LDEV 階層ラン

クの変更・情報の取得

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)
ModifyExternalTierRank

ALU 属性または SLU 属性を持つボリュームの

情報の取得

GetStorageArray (subtarget=LDEV)

ALU 属性を持つボリュームのパリティグルー

プに関する情報の取得

GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

関連項目

• 4. コマンドリファレンス

3.14 コマンド実行時の注意事項
Device Manager CLI コマンドを実行する場合，LUN またはホストストレージドメインを追加する

ときの注意事項や，ホスト名およびストレージシステム名で使用できる文字などの注意事項があり

ます。

また，特定のストレージシステムを使用している場合は，パラメーターの指定や実行結果の表示が

ストレージシステム名と異なるため注意が必要です。

表 3-30 コマンド実行時の注意事項

項目 説明

LUN またはホストストレージド

メインの追加について

LUN またはホストストレージドメインを追加する場合，ホストからその

対象のポートへの I/O が停止していることを確認してください。

LUN またはホストストレージドメインを追加すると，その対象のポート

の LUN セキュリティが自動的に有効になります。そのため，コマンド

コマンド実行方法 69

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



項目 説明

を実行したときに，ホストから追加対象のポートへ I/O 中の場合，I/O
が異常終了することがあります。

関連コマンド

◦ AddLun
◦ AddHostStorageDomain
◦ AddWWNForHostStorageDomain
◦ AddISCSINameForHostStorageDomain

LUN またはホストストレージド

メインに対するセキュリティの設

定について

LUN またはホストストレージドメインに対してセキュリティを設定す

る場合，ホストからその対象ポート上の LU への I/O が停止しているこ

とを確認してください。

LUN またはホストストレージドメインに対してセキュリティを設定す

ると，その対象ポートの LUN セキュリティが自動的に有効になります。

そのため，コマンドを実行したときに，ホストからその対象ポート上の

LU へ I/O 中の場合，I/O が異常終了することがあります。

関連コマンド

AddWWNForHostStorageDomain
ホスト名で使用できる文字につい

て

GUI と併用する場合，ホスト名に使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - _ . @
スペースも使用できますが，スペースだけの使用はできません。

このほかの文字を使用すると，GUI から操作ができなくなることがあり

ます。

関連コマンド

◦ AddHost
◦ ImportHosts
◦ ModifyHost

ストレージ分割管理機能の使用に

ついて（Hitachi USP の場合）

ストレージ分割機能を使用している場合，LUSE ボリューム，パス，コ

ピーぺア（ShadowImage）を作成するときは，同じ SLPR を指定して

ください。異なる SLPR を指定した場合，分割ストレージ管理者が作成

したリソースを管理できなくなります。

関連コマンド

◦ AddLUSE
◦ AddLun
◦ AddReplication

コピーペアの操作について Device Manager エージェントの HiScan コマンドを実行中の場合，コ

ピーペアの操作に失敗することがあります。この場合，ストレージシス

テムを更新（リフレッシュ）して， 新のペア状態を確認したあと再度

コピーペアの操作をしてください。

関連コマンド

◦ AddConfigFileForReplication
◦ AddReplication
◦ DeleteReplication

アカウントロックについて Hitachi Command Suite 共通コンポーネントで，ユーザーアカウントの

ロック機能が設定されている場合，ログインを特定の回数失敗すると，

ユーザーアカウントがロックされます。そのため，複数の CLI コマンド

を一括実行するように，コマンドを連続して実行する場合は，オプショ

ンやプロパティに正しいパスワードが設定されていることを事前に確認

してください。

関連コマンド

すべてのコマンド

出力項目の属性値（-1）について 属性値に-1が出力された場合，次の要因が考えられます。

• 属性が無効

• 値が取得できない

• 値が設定されていない

関連コマンド

すべてのコマンド
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ストレージシステムに，BR1650 シリーズ，BR1600 シリーズ，BR150，BR50，および Hitachi
TMS を使用している場合，ストレージシステムをパラメーター値として指定するときの指定値や実

行結果の表示名が異なります。

パラメーターの指定および実行結果の表示が異なるストレージシステムの一覧を次の表に示しま

す。

表 3-31 指定および表示が異なるストレージシステム

ストレージシステム 説明

BR1650 シリーズ 次に示すストレージシステムとしてパラメーターを指定します。また，

コマンドの実行結果は次に示すストレージシステムとして表示されま

す。

• BR1650E の場合

HUS130
• BR1650S 場合

HUS110
関連コマンド

すべてのコマンド

BR1600 シリーズ 次に示すストレージシステムとしてパラメーターを指定します。また，

コマンドの実行結果は次に示すストレージシステムとして表示されま

す。

• BR1600 の場合

Hitachi AMS2100
• BR1600E の場合

ハードウェアレビジョンが 0200 の Hitachi AMS2100
• BR1600S 場合

Hitachi AMS2010
関連コマンド

すべてのコマンド

BR150 ストレージシステムのパラメーターは Hitachi AMS 200 として指定し

ます。また，コマンドの実行結果は Hitachi AMS 200 として表示されま

す。

関連コマンド

すべてのコマンド

BR50 ストレージシステムのパラメーターは Hitachi WMS 100 として指定し

ます。また，コマンドの実行結果は Hitachi WMS 100 として表示され

ます。

関連コマンド

すべてのコマンド

Hitachi TMS ストレージシステムのパラメーターは Hitachi AMS 1000 として指定し

ます。また，コマンドの実行結果は Hitachi AMS 1000 として表示され

ます。

関連コマンド

すべてのコマンド
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4
コマンドリファレンス

Device Manager CLI のコマンドの書式とパラメーターについて，実行例とともに説明します。

r 4.1 ストレージシステム管理のコマンド

r 4.2 論理グループのコマンド

r 4.3 LUN のコマンド

r 4.4 ホスト管理のコマンド

r 4.5 サーバ管理のコマンド

r 4.6 レプリケーションのコマンド

r 4.7 Universal Replicator の性能分析のコマンド

r 4.8 IOPH プロパゲーションのコマンド
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4.1 ストレージシステム管理のコマンド
ストレージシステム管理のコマンドでは，ストレージシステムの情報を登録，変更，または削除で

きます。

4.1.1 AddArrayGroup
AddArrayGroupコマンドは，ストレージシステムにパリティグループを作成します。パリティグ

ループは，RAID レベルに応じて論理デバイスとして管理される多くの物理ドライブで構成されま

す。実行結果には，新しいパリティグループが追加されたストレージシステムの情報が表示されま

す。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，および
Hitachi SMS では使用できません。

パラメーター

表 4-1 AddArrayGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 パリティグループのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 パリティグループのストレージシステムのモデル

chassis 必須 パリティグループのシャーシ番号

raidtype 必須 パリティグループの RAID タイプ

「RAIDx(yD[+zP])」または「RAIDx(yD[+yD])」形式で指定し

ます。

• RAIDx：RAID レベル

• yD：データドライブの数

• zP：パリティドライブの数

例えば，3 個のデータドライブと 1 個のパリティドライブを持つ

RAID5 構成の場合，RAID5(3D+1P)と指定します。

指定できる RAID レベルは，RAID0，RAID1，RAID1+0，
RAID5，および RAID6 です。

pdevnums 必須 PDEV の ID のリスト

コンマで区切って指定します。

encrypt 任意

（HUS150）
暗号化されたパリティグループを作成するかどうかを指定しま

す。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• true：暗号化されたパリティグループを作成する

• false：暗号化されていないパリティグループを作成する

省略した場合は，falseが設定されます。

このパラメーターに trueを指定した場合，パラメーター

pdevnumsで指定したドライブ（PDEV）は，暗号化されていな

くてもかまいません。暗号化されていない PDEV は暗号化され

て，パリティグループが作成されます。

このパラメーターに falseを指定した場合，パラメーター

pdevnumsには，暗号化されていない PDEV だけを指定してく

ださい。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

pdevnums
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果の pdevid値から取得してくだ

さい。ただし，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してく

ださい。複数の値がある場合は，各値をコンマで区切って指定してください。このコマンドを

実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，パラメー

ター subtargetには PDEVを指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddArrayGroup -o "D:\logs\AddArrayGroup.log" 
"serialnum=92110310" "model=HUS130" "chassis=0" "raidtype=RAID0(2D)" 
"pdevnums=6,7"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.D850S.92110310.0.3
      chassis=0
      number=3
      displayName=3
      raidType=RAID0(2D)
      diskType=DKS2P-H2R0SS    
      diskSize=2,000
      diskSizeInKB=1,911,078,912
      formFactor=0
      controllerID=-1
      totalCapacity=0
      allocatedCapacity=0
      freeCapacity=0
      hiHsmCapacity=0
      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=3,822,024,704
      largestFreeSpace=3,822,024,704
      substance=0
      slprNumber=-1
      clprNumber=-1
      openTotalCapacity=0
      openAllocatedCapacity=0
      openFreeCapacity=0
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=0
      openUnallocatedCapacity=0
      openUnallocatedActualCapacity=0
      openReservedCapacity=0
      openReservedActualCapacity=0
      type=0
      volumeType=-1
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      encrypted=0
      protectionLevel=-1
      dpPoolID=-1
      resourcePartitionUnitID=-1
      List of 2 PDEV elements:
        An instance of PDEV
          objectID=PDEV.D850S.92110310.6
            .
            . (Attributes of PDEV are omitted here)
            .
        An instance of PDEV
          objectID=PDEV.D850S.92110310.7
            .
            . (Attributes of PDEV are omitted here)
            .
      List of 1 FreeSpace elements:
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.D850S.92110310.0.3.0
          sizeInKB=3,822,024,704
          cylinders=0
          fsControlIndex=0

4.1.2 AddArrayReservation
AddArrayReservationコマンドは，対象のストレージシステムをロックします。

ストレージシステムの構成を変更する場合，ほかのユーザーの操作との競合を避けるために，この

コマンドで対象のストレージシステムをロックします。

重要

• このコマンドは，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS では使用できません。

• このコマンドでロックしたストレージシステムは，GUI を使用して構成変更できません。

• VSP 5000 シリーズ，VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデル以外のストレージシステムでは，ストレー

ジシステムをロックしてから 5 分間，ストレージシステムを構成変更するコマンドや

ModifyArrayReservationコマンドを実行しない場合，ロックが解除されます。

• VSP 5000 シリーズ，VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルの場合，ストレージシステムのロック中に

実施する操作の完了後に，DeleteArrayReservationコマンドを使用してロックを解除してください。

ロックしたユーザーが実行できるストレージシステムの構成変更に関するコマンドを次に示しま

す。

• AddExternalArrayGroup
• AddHostStorageDomain
• AddLogicalUnit
• AddLun
• AddLUSE
• AddPArrayGroupToPRPU
• AddPHSDToPRPU
• AddPLDEVToPRPU
• AddPool
• AddPPortToPRPU
• AddStorageArray
• AddTieredPoolOperation
• AddVirtualVolume
• AddVLDEVToVRPU
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• AddVResourcePartitionUnit
• AddWWNForHostStorageDomain
• CancelVLDEVReservation
• DeleteArrayReservation
• DeleteExternalArrayGroup
• DeleteHostStorageDomain
• DeleteLogicalUnit
• DeleteLun
• DeleteLUSE
• DeletePArrayGroupFromPRPU
• DeletePHSDFromPRPU
• DeletePLDEVFromPRPU
• DeletePool
• DeletePPortFromPRPU
• DeleteVirtualVolume
• DeleteVLDEVFromVRPU
• DeleteVResourcePartitionUnit
• DeleteWWN
• DeleteWWNForHostStorageDomain
• FormatLU
• ModifyArrayReservation
• ModifyExternalArrayGroup
• ModifyLDEVForALUA
• ModifyLogicalUnit
• ModifyPool
• ModifyPort
• ModifyPortController
• ModifyVirtualVolume
• ModifyVLDEV
• ModifyVResourcePartitionUnit
• ReserveVLDEV
• RunZeroPageReclaim
• ShrinkPool

パラメーター

表 4-2 AddArrayReservation コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル
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事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddArrayReservation -o "D:\logs\AddArrayReservation.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

An instance of ArrayReservation
  objectID=ARRAYRESERVATION.R800.10182
  target=ARRAY.R800.10182
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  loginID=dmuser
  beginTime=1,039,003,476

4.1.3 AddExternalArrayGroup
AddExternalArrayGroupコマンドは，外部接続したストレージシステム（外部ストレージシス

テム）のボリューム（外部ボリューム）を内部ボリュームに一対一でマッピングし，パリティグルー

プ（外部パリティグループ）を作成します。また，作成した外部パリティグループに LU を作成し

ます。マッピング時には複数のパス（交替パス）を指定できます。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM でだけ使用でき

ます。Universal Storage Platform V/VM の場合に必要なマイクロコードのバージョンは 60-02-40-XX /XX
以降です。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場

合，外部ストレージシステムが接続されているポートのタイプが iSCSI のときは，このコマンドを使用でき

ません。

• このコマンドを実行するときには，外部パリティグループを作成するストレージシステムと，外部接続して

いるストレージシステムの両方が Device Manager の管理対象として登録されている必要があります。

パラメーター

表 4-3 AddExternalArrayGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 外部パリティグループを作成するストレージシステムのシリア

ル番号

model 必須 外部パリティグループを作成するストレージシステムのモデル

externalgrpnum 任意 外部パリティグループの番号

作成する外部パリティグループの番号を指定します。

指定できる値は 1～16384 までの整数です。

省略した場合は，Device Manager が自動的に値を指定します。

portname 必須 外部ストレージシステムが接続されているポートのポート名

複数のパス（交替パス）を指定する場合は，コンマで区切りま

す。

パスを指定するためには，パラメーター portname，
externalwwn，externallunを一組で指定する必要がありま

78 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

す。指定した順序でパスの優先順位が設定されます（ 初の組み

合わせがプライマリーパスとして設定されます）。portname，
externalwwn，externallunに指定する値の順序と数が正し

いことを確認してください。

externalwwn 必須 外部ストレージシステムのポート WWN
複数のパス（交替パス）を指定する場合は，コンマで区切りま

す。

パスを指定するためには，パラメーター portname，
externalwwn，externallunを一組で指定する必要がありま

す。指定した順序でパスの優先順位が設定されます（ 初の組み

合わせがプライマリーパスとして設定されます）。portname，
externalwwn，externallunに指定する値の順序と数が正し

いことを確認してください。

externallun 必須 外部ボリュームの LUN
複数のパス（交替パス）を指定する場合は，コンマで区切りま

す。

パスを指定するためには，パラメーター portname，
externalwwn，externallunを一組で指定する必要がありま

す。指定した順序でパスの優先順位が設定されます（ 初の組み

合わせがプライマリーパスとして設定されます）。portname，
externalwwn，externallunに指定する値の順序と数が正し

いことを確認してください。

pathgroupid 任意 パスグループ ID
省略した場合は，Device Manager が自動的に値を指定します。

emulation 任意 論理ユニットのエミュレーションタイプ

"OPEN-V"だけが指定できます。

省略した場合は，"OPEN-V"が設定されます。

clprnumber 任意 CLPR 番号

省略した場合は，0が設定されます。

cachemode 任意 論理ユニットのオプション情報（キャッシュモード）

指定できる値を次に示します。

• true：有効

• false：無効

パラメーター cachemodeの指定を省略した場合は，次のように

値が設定されます。

• パラメーター inflowcontrolの指定を省略しない場合：

"true"が設定されます。

• パラメーター inflowcontrolの指定を省略した場合：

外部ボリュームがコマンドデバイスの場合は，"false"が設

定されます。

外部ボリュームがコマンドデバイスでない場合は，"true"が
設定されます。

inflowcontrol 任意 論理ユニットのオプション情報（キャッシュ流入制御モード）

指定できる値を次に示します。

• true：有効

• false：無効

省略した場合は，"false"が設定されます。

luoption 任意 外部パリティグループを作成するのと同時に論理ユニットを作

成するかどうかのオプション情報

指定できる値を次に示します。

• none：作成しない

• create：作成する

省略した場合は，"none"が設定されます。

numoflus 任意 作成する論理ユニットの数
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パラメーター名 指定のレベル 説明

指定できる値は"1"だけです。

省略した場合は，"1"が設定されます。

パラメーター luoptionに"none"が指定されている場合，また

はパラメーター luoptionを省略した場合は指定できません。

devnum 任意 論理ユニットのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

省略した場合は，Device Manager が自動的に値を指定します。

パラメーター luoptionに"none"が指定されている場合，また

はパラメーター luoptionを省略した場合は指定できません。

capacity 任意 論理ユニットの容量

省略した場合は，外部ボリュームと同じ容量の論理ユニットを作

成します。

パラメーター luoptionに"none"が指定されている場合，また

はパラメーター luoptionを省略した場合は指定できません。

容量の単位（KB または block）は，パラメーター capacitytype
で指定できます。

capacitytype 任意 パラメーター capacityで指定する値の単位

指定できる値は，KBまたは blockです。

省略した場合，KBが設定されます。

パラメーター luoptionに"none"が指定されている場合，また

はパラメーター luoptionを省略した場合は指定できません。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。外部パリティグループを作

成するストレージシステムの arrayType値または displayArrayType値をパラメーター

modelに指定してください。serialNumber値をパラメーター serialnumに指定してくだ

さい。

portname
外部パリティグループを作成するストレージシステムの GetStorageArray
(subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結果の displayName
値をパラメーター portnameに指定します。portRole値が「External」または

「Bidirectional」のポートから選択してください。

このとき，worldWidePortName値を控えておいてください。

externalwwn
外部ストレージシステムが SMI-S enabled ストレージシステム以外の場合，

GetStorageArray (subtarget=Port, portsubinfo=WWN)コマンドの実行結果から取得し

てください。An instance of WWNの下に表示される wwn値が portnameの

worldWidePortName値と一致するポートを選び，そのポートの worldWidePortName値を

パラメーター externalwwnに指定してください。このとき，portID値を控えておいてくだ

さい。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合，そのストレージシステムの管理ツールでポートの

WWN値を取得し，パラメーター externalwwnに指定してください。

externallun
外部ストレージシステムが SMI-S enabled ストレージシステム以外の場合，

GetStorageArray (subtarget=Path, pathsubinfo=WWN)コマンドの実行結果から取得し
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てください。次の条件を満たすパスの LUN値をパラメーター externallunに指定してくだ

さい。

◦ An instance of WWNの下に表示される wwn値が portnameの worldWidePortName
値と一致する。

◦ An instance of Pathの下に表示される portID値が externalwwnの portID値と

一致する。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合，そのストレージシステムの管理ツールでパスの

LUN値を取得し，パラメーター externallunに指定してください。

コマンド実行例

図 4-1 コマンド実行例（AddExternalArrayGroup コマンド）

「図 4-1 コマンド実行例（AddExternalArrayGroup コマンド）」に示す構成を作成するときのコマ

ンド実行例を次に示します。

HiCommandCLI AddExternalArrayGroup -o "D:\logs
\AddExternalArrayGroup.log" model=R601 serialnum=25011 portname=CL3-
F,CL7-F externalwwn=50.06.0E.80.10.22.8B.50,50.06.0E.80.10.22.8B.53 
externallun=00,00

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R601.25011.134.0
      chassis=134
      number=0
      displayName=E34-1
      raidType=-
      emulation=OPEN-V
      diskType=
      diskSize=0
      diskSizeInKB=-1
      formFactor=-1
      controllerID=-1
      totalCapacity=0
      allocatedCapacity=0
      freeCapacity=0
      hiHsmCapacity=0
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      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=2,097,152
      largestFreeSpace=2,097,152
      substance=1
      slprNumber=0
      clprNumber=0
      cuInfo=
      openTotalCapacity=0
      openAllocatedCapacity=0
      openFreeCapacity=0
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=0
      openUnallocatedCapacity=0
      openUnallocatedActualCapacity=0
      openReservedCapacity=0
      openReservedActualCapacity=0
      type=1
      volumeType=1
      encrypted=-1
      protectionLevel=-1
      dpPoolID=-1
      resourcePartitionUnitID=-1
      List of 1 FreeSpace elements:
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.R601.25011.134.0.0
          sizeInKB=2,097,152
          cylinders=0
          fsControlIndex=0
      List of 2 ExternalPathInfo elements:
        An instance of ExternalPathInfo
          
objectID=ExternalPathInfo.R601.25011.134.0.50060E8010228B50.0.13
          externalWWN=50.06.0E.80.10.22.8B.50
          externalLun=0
          portID=13
          pathGroupID=22
          priority=1
          externalPathType=
          externalIPAddress=
          externalTcpPortNumber=
          externalISCSITargetName=
        An instance of ExternalPathInfo
          
objectID=ExternalPathInfo.R601.25011.134.0.50060E8010228B53.0.15
          externalWWN=50.06.0E.80.10.22.8B.53
          externalLun=0
          portID=15
          pathGroupID=22
          priority=2
          externalPathType=
          externalIPAddress=
          externalTcpPortNumber=
          externalISCSITargetName=

4.1.4 AddHostStorageDomain
AddHostStorageDomainコマンドは，ホストストレージドメインを追加します。このコマンド

は，ストレージシステムにホストグループを作成します。
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重要

• ホストストレージドメインを追加すると対象ポートの LUN セキュリティが自動で有効に設定されます。対

象ポートの I/O が停止していることを確認してください。

• このコマンドは，ポートタイプが NAS Platform (User LU)のポートに対して実行しないでください。

パラメーター

表 4-4 AddHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのシリア

ル番号

model 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのモデル

port 任意 ホストストレージドメインのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数または 16 進数で指定できます。

16 進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付け

てください。

実行結果は 10 進数で表示されます。

指定できる値はストレージシステムによって異なります。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，および HUS VM：1～254
• HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および

Hitachi SMS（ホストグループ）：1～127
• HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および

Hitachi SMS（iSCSI ターゲット）：1～254
• その他：1～511

hostmode※1 任意 ホストストレージドメインのホストモード

指定できる値については，「表 4-5 」を参照してください。

このパラメーターを省略した場合，ホストモードおよびホス

ト接続モード 2 の簡易設定用パラメーター（platform，
middleware，alternatepath，failover，または

additionalparameter）を指定していないときには，

Standardが設定されます。

このパラメーターを省略した場合，簡易設定用パラメーター

を指定しているときには，簡易設定用パラメーターに指定さ

れた値の組み合わせから推奨されるホストモードが設定さ

れます。

hostmode2※1 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホスト接続モード 2 のリスト

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

「表 4-6 」に一覧されている文字列のどれかを設定できます。

このパラメーターを省略した場合，ホストモードおよびホス

ト接続モード 2 の簡易設定用パラメーター（platform，
middleware，alternatepath，failover，または

additionalparameter）を指定しているときには，簡易

設定用パラメーターに指定された値の組み合わせから推奨

されるホスト接続モード 2 が設定されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

hostmodeoption 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

ホストモードオプションのリスト

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

指定できる値については，「表 4-7 」を参照してください。

name 任意 ホストストレージドメイン名

任意の名前を指定します。

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

初または 後のスペースは登録されません。

nickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

ストレージシステムに作成されるホストグループまたは

iSCSI ターゲットに設定する名前を指定します。

省略した場合は，自動で設定されます。

Device Manager にホストを登録する方法として HostScan
コマンドを使用する場合，ホストストレージドメインを追加

するときは，パラメーター nicknameにこのホストストレー

ジドメインを利用するホストのホスト名を指定してくださ

い。HostScanコマンドについては，「4.4.10 」を参照して

ください。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ : スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，または VSP Fx00 モデルの場合，

domaintypeが 1のときはバッククォート（`）は使用でき

ません。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi
SMS の場合，バッククォート（`）は使用できません。

コロン（:）は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，または VSP Fx00 モデルの

場合で，domaintypeが 1のときだけ使用できます。

指定できる文字数は次のとおりです。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，および VSP
F1500：
domaintypeが 0の場合：1～64 バイト

domaintypeが 1の場合：1～32 バイト

• VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデル：

domaintypeが 0の場合：1～64 バイト

domaintypeが 1の場合：1～32 バイト

• Virtual Storage Platform：1～64 バイト

• Universal Storage Platform V/VM：1～32 バイト

• Hitachi USP：
マイクロコードのバージョンが 50-04-01 より前の場

合：1～16 バイト

マイクロコードのバージョンが 50-04-01 以降の場合：1
～32 バイト

• HUS VM：1～64 バイト

84 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

• HUS100：1～32 バイト

• Hitachi AMS2000：1～32 バイト

• Hitachi SMS：1～32 バイト

• Hitachi AMS/WMS：
domaintypeが 0の場合：1～16 バイト

domaintypeが 1の場合：1～32 バイト

domaintype※2 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストストレージドメインのドメインタイプ

指定できる値は次のとおりです。

• 0：ホストグループ

• 1：iSCSI ターゲット

省略した場合は，0が設定されます。

domainiscsiname※
2

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストストレージドメイン（iSCSI ターゲット）の iSCSI
ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してくださ

い。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。ただし，

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，iqn 形

式の iSCSI ネームは小文字で指定してください。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

省略した場合は，自動で設定されます。

platform※1 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（プラットフォーム）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

middleware※1 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000
Hitachi SMS）

ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（ミドルウェア）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

alternatepath※1 任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（交替パス）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

failover※1 任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（フェイルオーバー）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

additionalparame
ter※1

任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（追加パラメーター）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値（数字）につい

ては，GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

注※1
パラメーター hostmode，hostmode2と簡易設定用パラメーター（platform，
middleware，alternatepath，failover，および additionalparameter）の関係には

注意が必要です。

◦ 簡易設定用パラメーターだけを指定した場合，簡易設定用パラメーターから推奨される値

が設定されます。

図 4-2 簡易設定用パラメーターだけを指定した場合の設定内容（AddHostStorageDomain コ
マンド）

◦ パラメーター hostmodeおよび hostmode2と簡易設定用パラメーターを併用した場合，

パラメーター hostmodeおよび hostmode2の指定値が設定されます。

図 4-3 パラメーター hostmode および hostmode2 と簡易設定用パラメーターを併用した場
合の設定内容（AddHostStorageDomain コマンド）
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◦ パラメーター hostmodeまたは hostmode2と簡易設定用パラメーターを併用した場合，

パラメーター hostmodeまたは hostmode2の指定値と，簡易設定用パラメーターから推

奨される値が設定されます。

以下の図では，パラメーター hostmodeと簡易設定用パラメーターを併用した例を示しま

す。

図 4-4 パラメーター hostmode と簡易設定用パラメーターを併用した場合の設定内容
（AddHostStorageDomain コマンド）

注※2
パラメーター domainiscsinameを指定する場合，パラメーター domaintypeに 1を指定し

てください。

パラメーター hostmodeに指定できる値を次の表に示します。

表 4-5 パラメーター hostmode に指定できる値

ストレージシステム hostmode の値

VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS VM

• Standard
• VMware※
• HP
• OPEN-VMS
• Tru64
• Solaris
• Netware
• Windows※
• AIX
• VMware Extension
• Windows Extension

Virtual Storage Platform
Universal Storage Platform
V/VM

• Standard
• VMware
• HP
• OPEN-VMS
• Tru64
• Solaris
• Netware
• Windows
• AIX
• VMware Extension
• Windows Extension
• UVM

Hitachi USP • Standard
• Sequent
• HP
• Solaris
• Netware
• Windows
• Windows Extension
• Tru64
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ストレージシステム hostmode の値

• HI-UX（H シリーズの場合，マイクロコードのバージョンが 50-04-05-XX /
XX 以降）

• AIX
• OPEN-VMS
マイクロコードのバージョンに依存するもの：

50-03-0X -XX /XX 以降

• UVM
HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS

• Standard
• Open VMS
• TRESPASS
• Wolfpack

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00
モデルの場合，ホストモード Windowsと Windows Extensionに機能的な差異はありませ

ん。ホストモードを設定する場合は，Windows Extensionの設定を推奨します。

同様に，ホストモード VMwareと VMware Extensionに機能的な差異はありません。ホスト

モードを設定する場合は，VMware Extensionの設定を推奨します。

パラメーター hostmode2に指定できる値を次の表に示します。

表 4-6 パラメーター hostmode2 に指定できる値

ストレージシステム hostmode2 の値

HUS100 • Same Node Name Mode
• Tru Cluster Mode
• Port-ID Conversion Mode
• PSUE Read Reject Mode
• Mode Parameters Changed Notification Mode
• CCHS Mode
• HP-UX Mode
• NACA Mode
• Product Serial Response Mode
• Unique Reserve Mode 1
• Task Management Isolation Mode
• NOP-In Suppress Mode
• S-VOL Disable Advanced Mode
• Discovery CHAP Mode
• Unit Attention Change Mode
• Unique Extended COPY Mode
• Unique Write Same Mode
• Report iSCSI Full Portal List Mode
• DP Depletion Detail Reply Mode
• Unique Compare Write Mode
ファームウェアのバージョンに依存するもの：

x935/A 以降

• Capacity Data Changed Notification Mode
• HNAS Option Mode
x940/A 以降

• Unique Reserve Mode 2
• Standard VAAI Command Mode
x945/A 以降

• Allocation Length Expand Mode
x945/D 以降

• UNMAP Short Length Mode
x955/A 以降
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ストレージシステム hostmode2 の値

• Change Response for Replication Mode
x980/A 以降

• WriteSame Rejection Mode
x980/B 以降

• FullProvisioning Reply Mode
x980/F 以降

• UNMAP Rejection Mode
Hitachi AMS2000
Hitachi SMS

• Same Node Name Mode
• Tru Cluster Mode
• Port-ID Conversion Mode
• PSUE Read Reject Mode
• Mode Parameters Changed Notification Mode
• CCHS Mode
• HP-UX Mode
• NACA Mode
• Product Serial Response Mode
• Unique Reserve Mode 1
• Task Management Isolation Mode
• NOP-In Suppress Mode
• S-VOL Disable Advanced Mode
ファームウェアのバージョンに依存するもの：

x860/A 以降

• Discovery CHAP Mode
x897/H 以降

• Unit Attention Change Mode
x890/A 以降（Hitachi SMS を除く）

• Unique Extended COPY Mode
• Unique Write Same Mode
x893/E 以降

• Report iSCSI Full Portal List Mode
x897/A 以降（Hitachi SMS を除く）

• DP Depletion Detail Reply Mode
x8C4/F 以降（Hitachi SMS を除く）

• UNMAP Short Length Mode
x8C4/R 以降（Hitachi SMS を除く）

• Change Response for Replication Mode
x8D2/A 以降（Hitachi SMS を除く）

• WriteSame Rejection Mode
• FullProvisioning Reply Mode
• UNMAP Rejection Mode

Hitachi AMS/WMS • Same Node Name Mode
• Tru Cluster Mode
• ASL Report Mode(Active/Passive Group)
• ASL Report Mode(Active/Passive)
• ASL Report Mode(Active/Active)
• Port-ID No Report Mode
• Port-ID Conversion Mode
• PSUE Read Reject Mode
• UA (06/2A00) suppress Mode
• CCHS Mode
• HP-UX Mode
• NACA Mode
• Product Serial Response Mode
• Unique Reserve Mode 1
• Reset Propagation Mode
• HISUP OFF Mode
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ストレージシステム hostmode2 の値

ファームウェアのバージョンに依存するもの：

x712/A-x 以降

• SPC-2 Mode
x781/A 以降

• S-VOL Disable Advanced Mode

パラメーター hostmodeoptionに指定できる値を次の表に示します。

説明の詳細については，ご使用のストレージシステムの LUN 管理機能に関するマニュアルを参照

してください。

表 4-7 パラメーター hostmodeoption に指定できる値

値 説明
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000
/ VSP
G1500
/ VSP
F1500

VSP
G130/
VSP

G150/
VSP

G350/
VSP

G370/
VSP

G700/
VSP

G900/
VSP
F350/
VSP
F370/
VSP
F700/
VSP
F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

2 VERITAS Database
Edition/Advanced Cluster
VERITAS Database
Edition/Advanced Cluster
for Real Application
Clusters，または

VERITAS Cluster Server
4.0 以降（I/O フェンシング

機能）を使用している場合

に指定します。

Y Y Y Y Y Y Y

6 TPRLO
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの

Windowsモード（モー

ド 0C）または

Windows Extension
モード（モード 2C）を

使用

• Emulex 社製の HBA
を使用

• ミニポートドライバー

を使用

• HBA のミニポートド

ライバーのパラメー

ター TPRLOに 2が設

定されている

Y Y Y Y Y Y Y
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値 説明
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000
/ VSP
G1500
/ VSP
F1500

VSP
G130/
VSP

G150/
VSP

G350/
VSP

G370/
VSP

G700/
VSP

G900/
VSP
F350/
VSP
F370/
VSP
F700/
VSP
F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

7※1 Automatic recognition
function of LUN
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの

Standard モード

（モード 00）または，

Solarisモード（モー

ド 09）を使用

• SUN StorEdge SAN
Foundation Software
Version 4.2 以降を使

用

• SUN 純正の HBA を使

用している場合，デバ

イスの増減を自動認識

させたいとき

Y Y Y Y Y Y Y

12 No display for ghost LUN
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの HP
モード（モード 03）を

使用

• HP-UX ホストの接続

時にパスが定義されて

いないデバイスがデバ

イスファイルを作成す

るのを抑止したい場合

Y Y Y Y Y Y Y

13 SIM report at link failure
ポート間の接続失敗回数が

しきい値を超えた場合，

SIM 通知を受けたいとき

に指定します。

Y Y Y Y Y Y Y

14 HP TruCluster with
TrueCopy function
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの Tru64
モード（モード 07）を

使用

Y Y Y Y Y Y Y
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値 説明
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000
/ VSP
G1500
/ VSP
F1500

VSP
G130/
VSP

G150/
VSP

G350/
VSP

G370/
VSP

G700/
VSP

G900/
VSP
F350/
VSP
F370/
VSP
F700/
VSP
F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

• TruCluster を使用し

て，TrueCopy の正ボ

リュームと副ボリュー

ムのそれぞれにクラス

タを設定したい場合

15 HACMP
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの AIX
モード（モード 0F）を

使用

• HACMP 4.5 4.5.13 以

降，HACMP 5.1
5.1.0.4 以降または

HACMP 5.2 以降を使

用

Y Y Y Y Y Y Y

19 VMware
VMware が動作しているホ

ストをホストグループに登

録するときに指定します。

-- -- -- -- -- -- Y

22 Veritas Cluster Server
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストモードの AIX
モード（モード 0F）を

使用

• VERITAS Cluster
Server を使用

Y Y Y Y Y Y Y

23 REC command support
REC（READ Exchange
Concise）コマンドを動作さ

せたいときに指定します。

Y Y -- Y Y Y Y

24 2TB or Larger LUN
Support
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストが 2TB を超え

るボリュームにアクセ

スする場合

-- -- -- -- -- -- Y
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値 説明
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000
/ VSP
G1500
/ VSP
F1500

VSP
G130/
VSP

G150/
VSP

G350/
VSP

G370/
VSP

G700/
VSP

G900/
VSP
F350/
VSP
F370/
VSP
F700/
VSP
F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

• ホストの OS が次のど

れかである場合

AIX 5L Version 5.2
TL08 以降または AIX
5L Version 5.3 TL04
以降，

Windows Server 2003
SP1，
Red Hat Enterprise
Linux AS 4 Update 1
以降

上記以外の OS では 2TB
を超えるボリュームにアク

セスできません。

ボリュームの 大サイズは

OS のファイルシステムに

依存します。

この値は Hitachi USP の

マイクロコードのバージョ

ンが 50-08-0X -XX /XX 以降

の場合に有効です。

25 Support SPC-3 behavior
on Persistent Reservation
次のどれかの条件を満たす

場合に指定します。

• Microsoft 社のクラス

タソフトウェアを使用

する

• Symantec 社のクラス

タソフトウェアを使用

する

• PERSISTENT
RESERVE OUT
（Service
Action=REGISTER
AND IGNORE
EXISTING KEY）コマ

ンドを動作させる

Y Y Y Y Y -- --

27 iSCSI Delayed ACK
improvement

-- -- -- -- -- -- Y
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値 説明
VSP 5000
シリーズ

VSP
G1000
/ VSP
G1500
/ VSP
F1500

VSP
G130/
VSP

G150/
VSP

G350/
VSP

G370/
VSP

G700/
VSP

G900/
VSP
F350/
VSP
F370/
VSP
F700/
VSP
F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

iSCSI 接続を使用するとき

に指定します。

33 Set/Report Device
Identifier enable
次の条件をすべて満たすと

きに指定します。

• ホストモードの HP
モード（モード 03），
OpenVMSモード（モー

ド 05），Tru64モード

（モード 07）を使用

• デバイスにニックネー

ムを設定するコマンド

を有効にする場合

Y Y Y Y Y Y --

39 Change the nexus
specified in the SCSI
Target Reset
Target Reset を受け取った

場合に，次の範囲をホスト

グループごとに制御したい

ときに指定します。

• ジョブをリセットする

範囲

• UA（Unit Attention）
が設定される範囲

Y Y Y Y Y Y --

40 V-Vol expansion
次の条件をすべて満たすと

きに指定します。

• ホストモードの

Windowsモード（モー

ド 0C）または

Windows Extension
モード（モード 2C）を

使用

• HDP ボリュームの容

量を拡張したあと，拡

張した HDP ボリュー

ムの容量を自動的に認

識させる場合

Y Y Y Y Y Y --

41 Prioritized device
recognition command

-- Y -- Y Y Y --

94 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



値 説明
VSP 5000
シリーズ
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/ VSP
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G130/
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G150/
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G370/
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G700/
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G900/
VSP
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F370/
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F700/
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F900

VSP
G100/
VSP

G200/
VSP
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VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

デバイスを認識させるため

のコマンドを優先させると

きに指定します。

42 Prevent "OHUB PCI
retry"
IBM Z10 Linux を使用す

るときに指定します。

-- -- -- -- Y Y --

43 Queue Full Response
コマンドキューが満杯に

なった場合，ホストに

「QueueFull」を応答させ

るときに指定します。

Y Y Y Y Y Y --

48 HAM Svol Read Option
次の条件をすべて満たすと

きに指定します。

• Hitachi High
Availability Manager
を使用

• S-VOL に対してしき

い値以上の Read コマ

ンドが発行されるアプ

リケーションなどが実

行された場合，MCU か

ら RCU へのフェイル

オーバを発生させたく

ないとき

-- -- -- -- Y Y --

49 BB Credit Set Up Option1
BB Credit 仮想化によって

TrueCopy の性能を向上さ

せるときに指定します。

-- Y -- Y Y -- --

50 BB Credit Set Up Option2
BB Credit 仮想化によって

TrueCopy の性能を向上さ

せるときに指定します。

-- Y -- Y Y -- --

51 Round Trip Set Up Option
Round Trip によって

TrueCopy または global-
active device の性能を向上

させるときに指定します。

Y Y Y Y Y -- --
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値 説明
VSP 5000
シリーズ
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/ VSP
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G700/
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F370/
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F700/
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F900

VSP
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VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

52 HAM and Cluster
Software for SCSI-2
Reserve
Hitachi High Availability
Manager が使用されてい

る構成で，SCSI-2 Reserve
を使うクラスタソフトウェ

アを使用する場合に指定し

ます。

-- -- -- -- Y -- --

54 (VAAI) Support Option
for the EXTENDED
COPY command
VMware ESXi サーバを使

用するときに指定します。

Virtual Storage Platform
の場合，70-01-4X -XX /XX
以降のマイクロコードが必

要です。

Y Y Y Y Y Y --

57 HAM Response Change
Hitachi High Availability
Manager が使用されてい

る構成で，ホストモードの

Windowsモード（モード

0C），Windows
Extensionモード（モード

2C），VMwareモード（モー

ド 01），または VMwares
Extensionモード（モード

21）を設定している場合に

指定します。

-- -- -- -- Y Y --

60 LUN0 Change Guard
HP-UX 11.31 を使用する

場合，および LUN0 の追加

もしくは削除を抑止したい

場合に指定します。

Y Y Y※4 Y Y Y --

63 (VAAI) Support option for
vStorage APIs based on
T10 standards

Y Y Y Y Y -- --
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G700/
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G800/
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F800
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Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

VMware ESXi 5.0 以降に

接続し，T10 対応の VAAI
機能を利用する場合に指定

します。

65 Round Trip Extended Set
Up Option
TrueCopy のペアに接続し

てホストモードオプション

51を使用している場合に，

ホストの I/O の応答時間を

調整したいときに指定しま

す。

例えば， 大数のプロセッ

サブレードを使用した構成

を使用する場合，このオプ

ションとホストモードオプ

ション 51を組み合わせて

使用してください。

-- -- -- -- Y※2 -- --

67 Change of the ED_TOV
value
OPEN Fibre Channel
Port の構成が，次の条件を

すべて満たす場合に指定し

ます。

• トポロジーが Fibre
Channel ダイレクト接

続

• Port の属性（種別）が

Target，RCU
Target，または

Bidirectional

-- Y -- Y Y -- --

68※1 Support Page
Reclamation for Linux
Linux のホストに接続して

いる環境から，Page
Reclamation 機能を利用す

る場合に指定します。

Y Y Y Y Y -- --

69 Online LUSE expansion -- -- -- -- Y -- --
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VSP

G200/
VSP

G400/
VSP

G600/
VSP

G800/
VSP
F400/
VSP
F600/
VSP
F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

ホストに対して LUSE ボ
リュームの容量拡張を通知

する場合に指定します。

71 Change the Unit
Attention for Blocked
Pool-VOLs
プールボリューム閉塞時の

UA（Unit Attention）の応

答を，NOT READYから

MEDIUM ERRORに変更す

る場合に指定します。

Y Y Y Y Y -- --

72 AIX GPFS Support
AIX ホストとの接続時，

GPFS（General Parallel
File System）を使用する場

合に指定します。

-- Y -- Y Y -- --

73 Support Option for
WS2012
Windows Server 2012 の

ホストに接続している環境

から，Windows Server
2012 が提供する Thin
Provisioning 機能および

ODX（Offload Data
Transfer）機能を利用する

場合に指定します。

ODX 機能を使用する場合，

ホストモードの Windows
モードまたは Windows
Extensionモードを設定

しているときに指定しま

す。

Y Y Y Y Y -- --

78 The non-preferred path
option
次の構成で，障害発生時に

使用するパス（非 適化パ

ス）を設定する場合に指定

します。

• global-active device を

使用している

Y Y Y Y -- -- --
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Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

• Hitachi Dynamic Link
Manager を使用して，

クロスパス構成でホス

トとストレージシステ

ムを接続している

80 Multi Text OFF Mode
MultiText 機能をサポート

していない OS のホストと

ストレージシステムを

iSCSI で接続する場合に指

定します。

Y Y Y Y -- -- --

81 NOP-In Suppress Mode
iSCSI によって接続されて

いる環境で，NOP-IN の送

信が不要なホストとスト

レージシステムを接続する

場合に指定します。

この値を指定しない場合，

iSCSI によって接続されて

いる環境では，センスコマ

ンド（Inquiry，Test
unitready，Mode sense
など）を実行して NOP-IN
を送信することで，上位レ

イヤーの Delayed Ack 機

能の応答遅延を抑止しま

す。

Y Y Y Y -- -- --

82 Discovery CHAP Mode
iSCSI によって接続されて

いる環境で，ディスカバ

リーログイン時に CHAP
認証をする場合に指定しま

す。

Y Y Y Y -- -- --

83 Report iSCSI Full Portal
List Mode
VMware のホストとスト

レージシステムを iSCSI に
よって接続している環境で

交替パスを構成し，動的に

検出するディスカバリアド

Y Y Y Y -- -- --
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F800

Virtual
Storage

Platform/
HUS VM

Universal
Storage
Platform

V/VM

Hitachi
USP

レス（IP アドレス）を 1 つ

にする場合に指定します。

88 Port Consolidation
同じ Device Manager サー

バを使用している複数の移

行元ストレージシステム

（旧機種）のボリュームを

nondisruptive migration
機能を利用してデータ移行

する場合，かつ移行先スト

レージシステムのターゲッ

トポートを共有することで

使用するポートの数を減ら

したい場合に指定します。

ホストモードの HPモード

を設定しているときに指定

できます。VSP G1000 は

マイクロコードのバージョ

ンが 80-02-01-XX /XX 以

降，VSP G100，VSP
G200，VSP G400，VSP
G600 および VSP G800 は

マイクロコードのバージョ

ンが 83-03-0X -XX /XX 以

降，VSP F400，VSP F600
　および VSP F800 はマイ

クロコードのバージョンが

83-03-0X -XX /XX 以降の場

合に指定できます。

Y Y Y Y -- -- --

91 Disable I/O wait for
OpenStack Option
OpenStack の I/O データ

パスとして利用されるホス

トグループ（ファイバチャ

ネル接続時）または iSCSI
ターゲット（iSCSI 接続時）

を手動設定で作成する場合

Y Y※5 Y Y※6 -- -- --

96 Change the nexus
specified in the SCSI
Logical Unit Reset

Y Y Y Y -- -- --
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Hitachi
USP

LU Reset を発行した場合

に，ホストグループに接続

している，すべてのイニシ

エーターのジョブをリセッ

トするときに指定します。

97 Proprietary ANCHOR
command support
Proprietary Anchor コマ

ンドを使用するときに指定

します。

DP ボリュームが NAS の

ファイルシステムで使用さ

れている場合に指定できま

す。

この値を指定したホストス

トレージドメインからのパ

スが設定されているボ

リュームに対して，ゼロ

ページを破棄できません。

また，ボリュームの容量は

ページ予約されていると見

なされます。

Y Y Y Y -- -- --

100 Hitachi HBA(Fabric
Emulation Mode)
Connection Option
FIVE-FX HBA と伝送速度

が 8Gbps のポート

（Point-to-Pointまたは

Fabric(on)）をダイレク

ト接続する場合に指定しま

す。

-- -- -- Y -- -- --

102 (GAD) Standard Inquiry
Expansion for HCS
次の条件をすべて満たす場

合に指定します。

• ホストの OS が

Windows または AIX
で MPIO 機能を使用し

ている

• global-active device ま

たは nondisruptive

-- Y Y Y -- -- --
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Virtual
Storage

Platform/
HUS VM
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Storage
Platform

V/VM

Hitachi
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migration を使用して

いる

• Device Manager エー

ジェントを使用してい

る

105 Task Set Full response in
the event of I/O overload
I/O 過負荷時にホストへ

Task Set Full 応答を返し

たい場合に指定します。

ホストモードに Windows
モード（モード 0C）または

Windows Extension
モード（モード 2C）を設定

している場合に有効です。

Y Y Y Y -- -- --

110 ODX support for WS2012
Windows Server 2012 以

降のホストに接続している

環境から，Windows Server
2012 以降が提供する

Offload Data Transfer
（ODX）機能を利用する場

合に指定します。

Y -- Y -- -- -- --

113 iSCSI CHAP
Authentication Log※3

CHAP 認証の認証結果を監

査ログ（DKC）に出力した

い場合に指定します。

Y -- Y -- -- -- --

114 The automatic
asynchronous reclamation
on ESXi6.5 or later
VMware ESXi 6.5 以降に

接続し，VMFS（Virtual
Machine File System）上

のファイル削除に伴い自動

実行されるゼロページ破棄

機能を使用する場合に指定

します。 このオプション

とホストモードオプション

-- Y Y Y -- -- --
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63を組み合わせて使用し

てください。

（凡例）

Y：指定できます。

--：指定できません。

注※1
NAS Platform と接続している場合に必要なことがあります。詳細は，ご使用のストレージシ

ステムのシステム構築に関するマニュアルを参照してください。

注※2
HUS VM の場合は指定できません。

注※3
このホストモードオプションの設定は，ポート単位で有効になります。設定対象のポートのド

メイン ID が 0 のホストストレージドメイン（iSCSI ターゲット）に，このホストモードオプ

ションを設定してください。

注※4
マイクロコードのバージョンが 88-03-01-X 0/00 以降の場合に指定できます。

注※5
マイクロコードのバージョンが 80-05-3X -XX /XX 以降の場合に指定できます。

注※6
マイクロコードのバージョンが 83-04-2X -XX /XX 以降の場合に指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

portおよび domain
GetStorageArray (subtarget=Port, portsubinfo=HostStorageDomain)コマンドの

実行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelと

パラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Port，portsubinfo
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パラメーターに HostStorageDomainを指定してください。実行結果では，portID値が

Portに表示されます。この portID値をパラメーター portの値として指定してください。

パラメーター domainには，指定するポートのホストストレージドメインとして使用されてい

ないドメイン ID を使用してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

nickname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。

GetStorageArrayコマンドを実行する時には，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Port，パラメーター portsubinfo
にホストストレージドメインを指定してください。次に An instance of
HostStorageDomainとして実行結果に表示されている nicknameの値を指定してくださ

い。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddHostStorageDomain -o "D:\logs\AddHostStorageDomain.log" 
"serialnum=10037" "model=USP_V" "port=3" "domain=15" 
"hostmodeoption=7;40"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 HostStorageDomain elements:
    An instance of HostStorageDomain
      objectID=HSDOMAIN.R600.10037.3.15
      portID=3
      portName=CL7-A
      domainID=15
      hostMode=Standard
      hostModeOption=7;40
      displayName=CL7-A-15
      domainType=0
      nickname=HCMD0030f
      resourcePartitionUnitID=-1

4.1.5 AddLabel
AddLabelコマンドは，論理ユニットにラベルを設定します。

重要 VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの
場合，ラベルはストレージシステムに反映されます。Virtual Storage Platform または HUS VM の場合，ラベ
ルをストレージシステムに反映するかどうかを選択できます。それ以外のストレージシステムの場合，ラベルは
ストレージシステムには反映されません。

パラメーター

表 4-8 AddLabel コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 ラベルを設定する論理ユニットのデバイス番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS
VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数

「ww:xx:yy」で指定します。ww は LDKC 番号，xx
は CU 番号，yy は LDEV 番号です。ここで，ww は省

略できます。ww を省略した場合，LDKC 番号は 0と

見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」

で指定します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

すでにラベルが設定されている LDEV が含まれている場合

は，エラーとなります。

label 必須 LDEV のラベル

使用できる文字は次のとおりです。 初または 後の文字

にスペースを使用できません。

ラベルをストレージシステムに反映する場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

指定できる文字数は 1～32 バイトです。

ラベルをストレージシステムに反映しない場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( ) *
+ , - . / : ; < = > ? @ [ ] ^
_ ` { | } ~ スペース

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

reflectoption 任意

（Virtual Storage
Platform
HUS VM）

LDEV のラベル情報をストレージシステムに反映するかど

うかを指定します。

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別さ

れません。

• true：ラベル情報をストレージシステムに反映する

• false：ラベル情報をストレージシステムに反映しない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。ラベルを設定したい LDEV の devNum
値をパラメーター devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddLabel -o "D:\logs\AddLabel.log" "serialnum=10037" 
"model=R600" "devnums=00:00:00,00:00:01" "label=myLabel"

コマンドリファレンス 105

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of ObjectLabel
  targetID=LDEV.R600.10037.0
  label=myLabel  
An instance of ObjectLabel
  targetID=LDEV.R600.10037.1
  label=myLabel

4.1.6 AddLogicalUnit
AddLogicalUnitコマンドは，論理デバイス（LDEV）と論理ユニット（LU）を作成します。VSP
5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM では，複

数の論理ユニットを一括して作成できます。

作成される LDEV は，作成時にフォーマットされます。ただし，VSP 5000 シリーズ，VSP
G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM では，パラメーター format
でフォーマットの有無や形式を指定できます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，または HUS VM の場合，パラメー

ター fsindexおよび creationoptionの指定有無によって，パリティグループに属するフリース

ペースを効率的に利用して LU を作成するか（フリースペース 適化）制御できます。

重要

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM では，作成される

LDEV の容量は，指定した容量よりも大きくなります。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM では，LDEV を作

成する場合，ストレージシステム側で制御領域が作られるため，パリティグループの空き容量と同等サイズ

の LDEV は作成できません。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage Platform，Universal Storage
Platform V/VM，または Hitachi USP の場合，LDEV または LU を作成する前に SSID を設定する必要が

あります。SSID については各ストレージシステムに対応するマニュアルを参照してください。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，または HUS VM の場合，シャーシ番号が 65～96
または 16485～16516 のパリティグループには論理ユニットを作成することはできません。シャーシ番号

が 65～96 または 16485～16516 の場合，そのパリティグループは V-VOL であることを示しています。

• Hitachi USP の場合，シャーシ番号が 65～96 のパリティグループには論理ユニットを作成することはでき

ません。シャーシ番号が 65～96 の場合，そのパリティグループは V-VOL であることを示しています。

• HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は HDP プール）で構成

されたパリティグループには論理ユニットを作成できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS VM の
書式

1 つの LU を作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
capacity=LUの容量 [emulation=エミュレーションタイプ]
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[format={none|normal|quick}] [capacitytype={KB|block}]
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容量と個数を指定して複数の LU を一括で作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
[fsindex=フリースペース] creationoption=bulk
capacity=LUの容量
numoflus=作成する LUの数 [emulation=OPEN-V]
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[format={none|normal|quick}] [capacitytype={KB|block}]

容量を指定して複数の LU を一括で作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
[fsindex=フリースペース] creationoption=dividebycap
capacity=LUの容量 [emulation=OPEN-V]
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[format={none|normal|quick}] [capacitytype={KB|block}]

個数を指定して複数の LU を一括で作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
[fsindex=フリースペース] creationoption=dividebynum
numoflus=作成する LUの数 [emulation=OPEN-V]
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[format={none|normal|quick}]

HUS100，Hitachi AMS2000，および Hitachi SMS の書式

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
capacity=LUの容量
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[clprNumber=LDEVの CLPR番号]
[stripeSizeInKB=LDEVのストライプサイズ] [capacitytype={KB|block}]

Hitachi AMS/WMS の書式

HiCommandCLI [URL] AddLogicalUnit [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号
|arraygroupname=パリティグループ名}
capacity=LUの容量
{defportcntl=LUポートコントローラー番号
|defaultportcontrollername=LUポートコントローラー名}
[devnum=LUのデバイス番号] [lusubinfo=LDEV]
[clprNumber=LDEVの CLPR番号]
[stripeSizeInKB=LDEVのストライプサイズ] [capacitytype={KB|block}]

パラメーター

表 4-9 AddLogicalUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 LU の追加先となるストレージシステムのシリアル番号

model 必須 LU の追加先となるストレージシステムのモデル

chassis 任意 LU の追加先となるパリティグループのシャーシ番号

このパラメーターを指定する場合，groupnumも必ず指定しま

す。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，
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パラメーター名 指定のレベル 説明

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

groupnum 任意 LU の追加先となるパリティグループの番号

このパラメーターを指定する場合，chassisも必ず指定します。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

arraygroupname 任意 LU の追加先となるパリティグループの表示名

このパラメーターを指定する場合，chassisと groupnumは指

定しません。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

fsindex※ 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

LU の作成に利用するフリースペース

LU の作成に利用するフリースペースを指定します。

このパラメーターを指定した場合，creationoptionも同時に

指定する必要があります。

このパラメーターを省略した場合，利用されるフリースペースは

次のとおりです。

• creationoptionに bulkを指定した場合，フリースペー

スのすべてを利用します。

複数のフリースペースにわたって 1 つの LU を作成するこ

とはできません。このため，作成する LU の容量

（capacity）と個数（numoflus）を指定したとき，どのフ

リースペースの容量も作成する LU の容量を下回った場合

は，エラーが発生します。

• creationoptionに dividebycapまたは dividebynum
を指定した場合，フリースペースの中で 大容量のフリース

ペースを利用します。

creationoption
※

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

LU の作成方法

一度に複数の LU を作成する場合に作成方法を指定します。

指定できる値は次のとおりです。

• bulk：容量と個数を指定して LU を作成します。

bulkを指定した場合，capacityと numoflusも同時に指

定する必要があります。

• dividebynum：個数を指定して LU を作成します。

dividebynumを指定した場合，numoflusを同時に指定す

る必要があります。また，capacityは指定できません。

• dividebycap：容量を指定して LU を作成します。

dividebycapを指定した場合，capacityも同時に指定す

る必要があります。また，numoflusは指定できません。

このパラメーターを省略した場合，capacityを指定する必要が

あります。また，fsindexと numoflusは指定できません。

capacity 任意 作成する LU の容量

creationoptionを指定しない場合，または

creationoptionに bulkまたは dividebycapを指定した場

合は，必ず指定します。

creationoptionに dividebynumを指定した場合は，指定で

きません。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

指定した値は，各ストレージシステムのボリュームサイズに設定

されている 小単位に応じて調整されます。したがって，実際に

作成される論理ユニットのサイズは，指定した値を超えることが

あります。

容量の単位（KB または block）は，パラメーター capacitytype
で指定できます。

defportcntl 任意

（Hitachi AMS/
WMS）

LU のポートコントローラーの番号

defportcntlまたは defaultportcontrollernameのどち

らか一方を必ず指定してください。また，これらのパラメーター

を同時には指定しないでください。同時に指定するとエラーと

なります。

defaultportcon
trollername

任意

（Hitachi AMS/
WMS）

LU のポートコントローラー名

defportcntlまたは defaultportcontrollernameのどち

らか一方を必ず指定してください。また，これらのパラメーター

を同時には指定しないでください。同時に指定するとエラーと

なります。

numoflus 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

作成する LU の個数

creationoptionに bulkまたは dividebynumを指定した場

合，必ず指定してください。

creationoptionを指定しない場合，または

creationoptionに dividebycapを指定した場合は指定しな

いでください。

emulation 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

論理ユニットのエミュレーションタイプ

指定できるエミュレーションタイプを次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および

Hitachi USP の場合：

◦ OPEN-3
◦ OPEN-8
◦ OPEN-9
◦ OPEN-E
◦ OPEN-K
◦ OPEN-V

VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS VM の場合：

OPEN-V
論理ユニットが作成されるパリティグループと同じエミュレー

ションタイプを指定してください。

省略した場合は，パリティグループのエミュレーションが設定さ

れます。

creationoptionを指定した場合，このパラメーターに指定で

きる値は OPEN-Vだけです。また，creationoptionを指定し

た場合で，このパラメーターを省略したときは，OPEN-Vが設定

されます。

devnum 任意 LU のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

コマンドリファレンス 109

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

省略した場合，自動的に作成されます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

lusubinfo 任意 LDEVを指定すると，LU に関連づけられた LDEV に関する情報

が表示されます。

指定できる値は LDEVだけです。大文字と小文字は区別されま

せん。

clprNumber 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

LDEV の CLPR 番号

省略した場合，デフォルトの CLPR 番号で作成されます。

stripeSizeInKB 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

LDEV のストライプサイズ（KB）

指定できる値を次に示します。

• 64
• 256
• 512
省略した場合，次の値が設定されます。

• HUS100，Hitachi AMS2000，および Hitachi SMS：256KB
• Hitachi AMS/WMS：64KB

format 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

LU を構成する LDEV のフォーマット状態

指定できる値は次のとおりです。

• none：フォーマットされていない LDEV を作成する

• normal：フォーマットされた LDEV を作成する

• quick：Quick Format でフォーマットされた LDEV を作成

する

省略した場合，フォーマットされた LDEV が作成されます。

この値を指定する場合，StorageArrayインスタンスの属性

autoFormatLUの値が 0であることを確認してください。

quickは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM（マイクロコード

のバージョンが 60-02-4X -XX /XX 以降），および HUS VM の場

合だけ指定できます。Quick Format では，一部のコンポーネン

トに負荷が集中し，対象のストレージシステム内で実行されるす

べてのホスト I/O の性能が低下するおそれがあります。クイッ

クフォーマット実行時の注意事項については，マニュアル

「Hitachi Command Suite ユーザーズガイド」を参照してくださ

い。

capacitytype 任意 パラメーター capacityで指定する値の単位

指定できる値は，KBまたは blockです。

省略した場合，KBが設定されます。

blockは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，
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パラメーター名 指定のレベル 説明

HUS VM，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および

Hitachi SMS の場合だけ指定できます。

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場

合，パラメーター fsindexおよび creationoptionの指定を省略すると，フリースペース

を 適化して LU を作成できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

chassisおよび groupnum
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの結果から取得してください。この

コマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定

し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，

chassis値と number値が ArrayGroupに表示されます。これらの chassis値と number
値をそれぞれパラメーター chassisとパラメーター groupnumとして指定してください。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnameとして指定してください。

fsindex
GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，fsControlIndexが An instance of FreeSpaceの下に表示されます。

この値を fsindexとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53038，モデル：VSP）のパリティグループ

（シャーシ番号：1，パリティグループ番号：0）に対して，論理ユニット（容量：1,000,000 KB，

エミュレーションタイプ：OPEN-V）を AddLogicalUnitコマンドで作成します。作成された論理

ユニットを構成する LDEV は実行結果から取得されます。

HiCommandCLI AddLogicalUnit -o "D:\logs\AddLogicalUnit.log" 
serialnum=53038 model=VSP chassis=1 groupnum=0 capacity=1000000 
emulation=OPEN-V lusubinfo=LDEV devnum=1217

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R700.53038.1217
      devNum=1,217
      displayName=00:04:C1
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
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      devType=
      capacityInKB=1,000,000
      numberOfLBAs=2,000,000
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=1,000,000
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          .
          . (Attributes of LDEV are omitted here)
          .

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：87010257，モデル：D800H）のパリティグルー

プ（シャーシ番号：0，パリティグループ番号：2）に対して，論理ユニット（容量：1,000,080
KB）を AddLogicalUnitコマンドで作成します。作成された論理ユニットを構成する LDEV は

実行結果から取得されます。

HiCommandCLI AddLogicalUnit -o "D:\logs\AddLogicalUnit.log" 
serialnum=87010257 model=D800H chassis=0 groupnum=2 capacity=1000080 
lusubinfo=LDEV

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.D800H.87010257.58
      devNum=58
      displayName=58
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=1,000,080
      numberOfLBAs=2,000,160
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
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      deviceGroupDefinition=false
      chassis=0
      arrayGroup=2
      arrayGroupName=2
      raidType=RAID5
      currentPortController=0
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=1,000,080
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          .
          . (Attributes of LDEV are omitted here)
          .

4.1.7 AddLUSE
AddLUSEコマンドは，ストレージシステムに LUSE ボリュームを作成します。

LUSE ボリュームを作成するとき，結合される LDEV/LU に保存されたデータが失われるおそれが

あるため，LUSE ボリュームを作成する前にデータのバックアップを取っておいてください。

LUSE ボリュームを作成する場合は，フォーマット済みの LDEV を指定してください。フォーマッ

トしていない LDEV を含めて LUSE ボリュームを作成すると，LUSE ボリュームはホストから認

識されません。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでは使用できません。

• パラメーター luseoptionを設定して LUSE ボリュームを作成する場合， 初に指定する LDEV には，パ

スが設定されているものを指定してください。パスが設定されていない LDEV を 初に指定するとエラー

が発生します。

• パラメーター luseoptionを設定して LUSE ボリュームを作成した場合，ホストによっては，拡張した

LUSE ボリュームを認識できないことがあります。その場合，ホストを再起動してください。

パラメーター

表 4-10 AddLUSE コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 LUSE ボリュームの追加先となるストレージシステムのシリア

ル番号

model 必須 LUSE ボリュームの追加先となるストレージシステムのモデル

devnums 必須 LUSE ボリュームを作成するための LDEV のデバイス番号のリ

スト

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

および HUS VM の場合：
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パラメーター名 指定のレベル 説明

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

実行結果は 10 進数で出力されます。

HUS100 または Hitachi AMS2000 でドライブ種別が SAS また

は SSD の場合，フォームファクタも同じである必要があります。

HUS150 の場合，暗号化された LDEV と暗号化されていない

LDEV を混在させないでください。

luseoption 任意 パスが設定されているボリュームに LUSE ボリュームを作成す

るときのオプション

指定できる値は forceだけです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddLUSE -o "D:\logs\AddLUSE.log" 
"serialnum=53038" "model=VSP" "devnums=1243,1244"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
          .
          . (Attributes of StorageArray are omitted here)
          .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R700.53038.1243
      devNum=1,243
      displayName=00:04:DB
      emulation=OPEN-V
      devCount=2
      devType=
      capacityInKB=2,098,560
      numberOfLBAs=4,197,120
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
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      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=16
      arrayGroupName=1-2
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=1
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=2,098,560
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 2 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R700.53038.1243
          devNum=1,243
          displayName=00:04:DB
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=1
          sizeInKB=1,049,280
          lba=2,098,560
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=4
          slprNumber=-1
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=1,049,280
          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          dpTier0ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier1ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=0
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1
        An instance of LDEV
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          objectID=LDEV.R700.53038.1244
          devNum=1,244
          displayName=00:04:DC
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=1
          sizeInKB=1,049,280
          lba=2,098,560
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=4
          slprNumber=-1
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=1,049,280
          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          dpTier0ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier1ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=0
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1

4.1.8 AddPArrayGroupToPRPU
AddPArrayGroupToPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するパリティグループを，リ

ソースグループの ID が 0の物理リソースグループ（meta_resource）から，特定の物理リソースグ

ループに登録します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 物理リソースグループに登録できるパリティグループは，内部ボリュームおよび外部ボリュームのパリティ

グループです。

• 連結パリティグループのパリティグループは，すべて同じ物理リソースグループに属している必要がありま

す。連結されているすべてのパリティグループを指定してください。

• 複数のパリティグループの所属先を登録する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能について

は「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddPArrayGroupToPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 rpuid=物理リソースグループのリソースグループ ID 
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{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号|arraygroupname=パリティグルー
プ名}

パラメーター

表 4-11 AddPArrayGroupToPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

rpuid 必須 登録先の物理リソースグループのリソースグループ ID を指定し

ます。

chassis 任意 物理リソースグループに属するパリティグループが位置する

シャーシ番号

このパラメーターを指定する場合，groupnumも必ず指定しま

す。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

groupnum 任意 物理リソースグループに属するパリティグループの番号

このパラメーターを指定する場合，chassisも必ず指定します。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

arraygroupname 任意 物理リソースグループに属するパリティグループの表示名

このパラメーターを指定する場合，chassisと groupnumは指

定しません。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

rpuid
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター rpuidの値として指定してください。

chassisおよび groupnum
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，
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chassis値と number値が ArrayGroupに表示されます。これらの chassis値と number
値をそれぞれパラメーター chassisとパラメーター groupnumとして指定してください。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するパリティグループ（シャーシ番号：1，パリティグループ番号：96）を，指定し

た物理リソースグループ（リソースグループ ID：43）に登録します。

HiCommandCLI AddPArrayGroupToPRPU -o "D:\logs\AddPArrayGroupToPRPU.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "chassis=1" "groupnum=96" "rpuid=43"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.43
      name=RG43
      resourcePartitionUnitID=43
      numberOfPArrayGroups=1
      numberOfPHostStorageDomains=0
      numberOfPLDEVs=0
      numberOfPPorts=0
      List of 1 PArrayGroup elements:
        An instance of PArrayGroup
          objectID=PARRAYGROUP.R800.10139.43.1.96
          chassis=1
          number=96

4.1.9 AddPHSDToPRPU
AddPHSDToPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するホストストレージドメインを，リソー

スグループの ID が 0の物理リソースグループ（meta_resource）から，特定の物理リソースグルー

プに登録します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• ストレージシステムにホストストレージドメインを設定していない（実体がない）場合，ホストストレージ

ドメインの ID を特定の物理リソースグループ用に予約するときに，このコマンドを使用できます。

• 物理リソースグループに所属できるホストストレージドメインは，ポートの属性が Target，RCU Target，
または Bidirectionalのホストストレージドメインの場合だけです。

• 複数のホストストレージドメインの所属先を登録する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能

については「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddPHSDToPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 rpuid=物理リソースグループのリソースグループ ID 
{port=ポート番号|portname=ポート名} domain=ドメイン ID
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パラメーター

表 4-12 AddPHSDToPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

rpuid 必須 登録先の物理リソースグループのリソースグループ ID を指定し

ます。

port 任意 物理リソースグループに属するホストストレージドメインの

ポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 物理リソースグループに属するホストストレージドメインの

ポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 必須 物理リソースグループに属するホストストレージドメインのド

メイン ID
このパラメーターは 10 進数または 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

rpuid
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター rpuidの値として指定してください。

portおよび domain
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，domainID値と portID値が An instance of
HostStorageDomainの下に表示されます。これらの domainID値と portID値をそれぞれ

パラメーター domainとパラメーター portとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するホストストレージドメイン（ポート番号：1，ドメイン ID：100）を，指定した

物理リソースグループ（リソースグループ ID：43）に登録します。

HiCommandCLI AddPHSDToPRPU -o "D:\logs\AddPHSDToPRPU.log" "model=VSP 
G1000" "serialnum=10139" "port=1" "domain=100" "rpuid=43"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.43
      name=RG43
      resourcePartitionUnitID=43
      numberOfPArrayGroups=1
      numberOfPPorts=0
      numberOfPHostStorageDomains=6
      numberOfPLDEVs=0
      List of 1 PHostStorageDomain elements:
        An instance of PHostStorageDomain
          objectID=PHSD.R800.10139.43.1.100
          portID=1
          domainID=100
          hasSubstance=0

4.1.10 AddPLDEVToPRPU
AddPLDEVToPRPUコマンドは，物理リソースグループに属する LDEV を，リソースグループの ID
が 0の物理リソースグループ（meta_resource）から，特定の物理リソースグループに登録します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• LDEV が作成されていない（ボリュームの実体がない）場合，LDEV を特定の物理リソースグループ用に予

約するときに，このコマンドを使用できます。

• 登録できる物理リソースグループは，デフォルトの仮想ストレージマシンに属する物理リソースグループだ

けです。デフォルトの仮想ストレージマシン以外に属する物理リソースグループに LDEV を登録する場

合，LDEV を仮想化する必要があります。LDEV を仮想化する場合は，「4.1.18 AddVLDEVToVRPU」を

使用してください。

• 物理リソースグループに属する LDEV がプールボリュームの場合，そのプール ID に属するすべてのプール

ボリュームが同じ物理リソースグループに属している必要があります。指定する LDEV がプールボリュー

ムの場合，同じプール ID を持つプールボリュームをすべて指定してください。

• 物理リソースグループに属する LDEV がジャーナルボリュームの場合，そのジャーナルグループに属する

すべてのジャーナルボリュームが同じ物理リソースグループに属している必要があります。指定する

LDEV がジャーナルボリュームの場合，同じジャーナルグループを持つジャーナルボリュームをすべて指定

してください。

• 複数の LDEV の所属先を登録する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッ

チ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddPLDEVToPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 rpuid=物理リソースグループのリソースグループ ID 
devnum=デバイス番号
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パラメーター

表 4-13 AddPLDEVToPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

rpuid 必須 登録先の物理リソースグループのリソースグループ ID を指定し

ます。

devnum 必須 物理リソースグループに属する LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

rpuid
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター rpuidの値として指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター devnum
として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属する LDEV（デバイス番号：728）を，指定した物理リソースグループ（リソースグ

ループ ID：3）に追加します。

HiCommandCLI AddPLDEVToPRPU -o "D:\logs\AddPLDEVToPRPU.log" "model=VSP 
G1000" "serialnum=10139" "devnum=728" "rpuid=3"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.3
      name=RG3
      resourcePartitionUnitID=3
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      numberOfPArrayGroups=0
      numberOfPPorts=0
      numberOfPHostStorageDomains=1
      numberOfPLDEVs=8
      List of 1 PLDEV elements:
        An instance of PLDEV
          objectID=PLDEV.R800.10139.3.728
          devNum=728
          hasSubstance=1

4.1.11 AddPool
AddPoolコマンドは，対象となるストレージシステムに DP プールを作成します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および

Hitachi AMS2000 でだけ使用できます。

• バージョン 6.2 でサポートしたパラメーター thresholdvolforewarnを overprovisioningwarning
に，thresholdvoloverwarnを overprovisioninglimitに変更しました。また，コマンド実行結果と

して出力される Poolインスタンスの属性 thresholdVolForewarnを overProvisioningWarning
に，thresholdVolOverwarnを overProvisioningLimitに変更しました。バージョン 6.3 以降で使用

するスクリプトの設定を見直してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，または HUS VM の場合に DP プー
ルボリュームとして使用できる論理ユニットの条件

• 容量が 8GB 以上であること

• LUSE ボリュームでないこと

• ShadowImage，TrueCopy，Universal Replicator，Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，
または global-active device のペアボリュームでないこと

• Volume Migration の予約ボリュームでないこと

• プールボリュームまたはジャーナルボリュームでないこと

• 状態が Normalまたは Normal(Quick Format)であること

• Copy-on-Write Snapshot もしくは Thin Image の仮想ボリューム，または DP ボリュームでな

いこと

• システムドライブでないこと

• Guard モードが Read/Write であること

• エミュレーションタイプが OPEN-V であること

• コマンドデバイスでないこと

• Cache Residency Manager が設定されていないこと

• パスを持たないこと

• 仮想リソースグループに属していないこと

• 複数指定する場合は，キャッシュモードが同じであること（VSP 5000 シリーズ，VSP G1000
（マイクロコードのバージョンが 80-02-4X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500 の場合は除

く）

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュームでないこと

• 重複排除用システムデータボリュームでないこと

以下は，マイクロコードのバージョンが 70-02-00-XX /XX より前の Virtual Storage Platform だけ

に該当する条件です。
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• 複数指定して DP プールを構成するときは，内部ボリュームと外部ボリュームを混在させないこ

と

• 複数指定して DP プールを構成するときは，RAID レベルが同じであること

• 内部ボリュームを複数指定して DP プールを構成するときは，ドライブ種別や毎分回転数が異な

る論理ユニットが 3 種類以下であること※

ただし，マイクロコードのバージョンが 70-01-40-XX /XX より前の場合は，ドライブ種別や毎分

回転数の異なる論理ユニットで DP プールを構成できません。

• 複数指定して HDT プールを構成するときは，外部ボリュームでないこと

以下は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-02-4X -XX /XX より

前），VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual
Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-02-00-XX /XX 以降），または HUS VM だけ

に該当する条件です。

• 外部ボリュームで HDT プールを構成するときは，外部ボリュームのキャッシュモードが ON で

あること

• 内部ボリュームと外部ボリュームを混在させて DP プールを構成するときは，外部ボリュームの

キャッシュモードが ON であること

ただし，Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバージョンが 70-02-00-XX /XX よ

り前で DP プールを作成したとき，マイクロプログラムを 70-02-00-XX /XX 以降にバージョン

アップしても，内部ボリュームと外部ボリュームを混在させることはできません。

以下は，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-02-00-XX /XX 以降，

70-04-00-XX /XX より前）または HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-03-01-XX /XX より

前）だけに該当する条件です。

• 複数指定して DP プールを構成するときは，ドライブ種別や毎分回転数が異なる論理ユニットが

3 種類以下であること※

ただし，ドライブ種別と毎分回転数が同じ論理ユニットは，RAID レベルが同じである必要があ

ります。

• Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-03-30-XX /XX より前）の場合で，

複数指定して DP プールを構成するときは，RAID1 とほかの RAID レベルを混在させないこと

注※

指定できるドライブ種別は，SSD，SAS，SATA です。SAS ドライブの場合だけ，毎分回転数

で区別します。

外部ボリュームは，実ボリュームのドライブ種別や毎分回転数に関係なく，1 種類となります。

以下は，Universal Storage Platform V/VM だけに該当する条件です。

• 複数指定する場合は，内部ボリュームと外部ボリュームを混在させないこと

• 内部ボリュームを複数指定する場合は，ドライブ種別が同じであること

外部ボリュームの場合，ドライブ種別が異なる論理ユニットで HDP プールを構成することはお

勧めできません。

• 複数指定する場合は，ドライブの毎分回転数が同じであること

• 複数指定する場合は，CLPR 番号が同じであること

重要 次に示す条件については，各ストレージシステムの Dynamic Provisioning 機能の仕様に従います。

• 1 つの DP プールに指定できるプールボリュームの数

• プール数の合計（DP プール，Copy-on-Write Snapshot のプール，および Thin Image のプール）の 大値
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• VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合に，プールボリュームとして使用できる論理ユニットの

RAID レベル

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合に HDP プールボリュームとして使用できる PDEV の条
件

• ドライブの種別，フォームファクタ，およびカタログ上のドライブサイズが同じであること

• ドライブの状態が，「unallocated」であること

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，および HUS VM の書式

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=DPプールのしきい値 1]
[threshold2=DPプールのしきい値 2] [threshold2mode={0|1}]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
devnums=論理ユニットのデバイス番号
[tiercontrol={enable|disable}]
[automigration={enable|disable}] [migrationinterval={0|1|2|4|8|24}]
[monitorstarttime=性能モニタリング開始時刻]
[monitorendtime=性能モニタリング終了時刻]
[monitoringmode={0|1}]
[bufspacesfornewpageassignment=新規割り当て用空き領域率]
[bufspacesfortierrelocation=ハードウェア階層再配置用バッファー領域率]
[name=DPプールのラベル]※1
[reflectoption={true|false}]※2
[relocationspeed={1|2|3|4|5}]※3
[protectdpvolonfullpool={0|1}]※4 [protectdpvolonblockedpoolvol={0|1}]※4
[realtimerelocation={enable|disable}]※3

注※1
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合は必ず指定します。

注※2
Virtual Storage Platform および HUS VM の場合にだけ指定できます。

注※3
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

注※4
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合にだけ指定できます。

Universal Storage Platform V/VM の書式

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
devnums=論理ユニットのデバイス番号
[name=HDPプールのラベル]

HUS100 の書式

ドライブの種別，フォームファクタ，ドライブサイズ，および個数を条件とし，PDEV を自動で選

択する場合：

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
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[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値] [volalertnotice={0|1}]
[overprovisioninglimitenforcement={disable|enable}] 
[raidlevel={RAID1|RAID1+0|RAID5|RAID6}]
[automode=true] disktype=PDEVのドライブ種別
formfactor={0|1|2} diskmodelsize=PDEVのカタログ上のドライブサイズ
numberofpdevs=PDEVの個数
[thresholdRepDepAlert=レプリケーション枯渇警告しきい値]
[thresholdRepDataReleased=レプリケーションデータ解放しきい値]
[encrypt={true|false}]※
[name=HDPプールのラベル]

PDEV の ID を指定し，PDEV を選択する場合：

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値] [volalertnotice={0|1}]
[overprovisioninglimitenforcement={disable|enable}] 
[raidlevel={RAID1|RAID1+0|RAID5|RAID6}]
automode=false pdevnums=PDEVの IDのリスト
[thresholdRepDepAlert=レプリケーション枯渇警告しきい値]
[thresholdRepDataReleased=レプリケーションデータ解放しきい値]
[encrypt={true|false}]※
[name=HDPプールのラベル]

注※

HUS150 の場合にだけ指定できます。

Hitachi AMS2000 の書式

ドライブの種別，フォームファクタ，ドライブサイズ，および個数を条件とし，PDEV を自動で選

択する場合：

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[volalertnotice={0|1}] [raidlevel={RAID1|RAID1+0|RAID5|RAID6}]
[automode=true] disktype=PDEVのドライブ種別
formfactor={0|1} diskmodelsize=PDEVのカタログ上のドライブサイズ
numberofpdevs=PDEVの個数
[name=HDPプールのラベル]

PDEV の ID を指定し，PDEV を選択する場合：

HiCommandCLI [URL] AddPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [poolid=プール ID]
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[volalertnotice={0|1}] [raidlevel={RAID1|RAID1+0|RAID5|RAID6}]
automode=false pdevnums=PDEVの IDのリスト
[name=HDPプールのラベル]

パラメーター

表 4-14 AddPool コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル
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パラメーター名 指定のレベル 説明

poolid 任意 プール ID
作成する DP プールのプール ID を指定します。

指定できる値は 0～127 までの整数です。

省略した場合は，自動で設定されます。

Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，または Dynamic
Provisioning ですでに使用しているプール ID は指定しないで

ください。

threshold 任意 DP プールのしきい値 1（%）

DP プールのしきい値 1 は，DP プールの使用率です。

マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前の

Virtual Storage Platform の場合：

5 以上 95 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

省略した場合は，70が設定されます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

1 以上 100 以下の整数を指定します。

省略した場合は，70が設定されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：

5 以上 95 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

省略した場合は，70が設定されます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

thresholdと threshold2にしきい値を指定すること

で，警告を 2 段階で通知できます。

thresholdには，HDP プールの容量不足を初期段階で通

知するためのしきい値を，1 以上 99 以下の整数で指定しま

す。

省略した場合は，40が設定されます。

threshold2で指定した値より小さい値を指定する必要があり

ます。

threshold2 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM
HUS100
Hitachi AMS2000）

DP プールのしきい値 2（%）

DP プールのしきい値 2 は，DP プールの使用率です。

マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前の

Virtual Storage Platform の場合：

threshold2で値を指定できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

このパラメーターを指定する場合，threshold2modeが

1である必要があります。

1 以上 100 以下の整数を指定します。

thresholdで指定した値より大きい値を指定する必要が

あります。

省略した場合は，80が設定されます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

threshold2には，HDP プールの容量不足を警告するた

めのしきい値を，1 以上 99 以下の整数で指定します。

thresholdで指定した値より大きい値を指定する必要が

あります。

省略した場合は，50が設定されます。

threshold2mode 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500

threshold2で指定した値を DP プールに設定するかどうかを

指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：ストレージシステムで決められた値を設定する
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

• 1：threshold2で指定した値を設定する

1は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform（マイクロコードのバージョンが

70-01-4X -XX /XX 以降），および HUS VM の場合だけ指定で

きます。

省略した場合，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform（マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX 以

降），および HUS VM のときは 1が，Virtual Storage Platform
（マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前）のと

きは 0が設定されます。

overprovisioni
ngwarning※1

任意 仮想化超過警告しきい値（%）

仮想化超過率※2 に関するしきい値です。

事前警告を通知するためのしきい値を指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
G100，G200，G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，
VSP E990，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場

合：

0 以上 65534 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

省略した場合は，-1が設定されます。

-1はしきい値を設定しないことを示します。

VSP G130，G150，G350，G370，G700，G900 および VSP
F350，F370，F700，F900 の場合：

このパラメーターの指定は無視されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：

10 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

省略した場合は，-1が設定されます。

-1はしきい値を設定しないことを示します。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

50 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

省略した場合は，100が設定されます。

overprovisioni
nglimit※1

任意 仮想化超過限界しきい値（%）

仮想化超過率※2 に関するしきい値です。

超過限界を通知するためのしきい値を指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
G100，G200，G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，
VSP E990，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場

合：

0 以上 65534 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

省略した場合は，-1が設定されます。

-1はしきい値を設定しないことを示します。

このしきい値を設定した場合，仮想化超過率※2 がこのしき

い値を超えると DP ボリュームの作成はできません。

VSP G130，G150，G350，G370，G700，G900 および VSP
F350，F370，F700，F900 の場合：

このパラメーターの指定は無視されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：
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10 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

省略した場合は，-1が設定されます。

-1はしきい値を設定しないことを示します。

このしきい値を設定した場合，仮想化超過率※2 がこのしき

い値を超えると HDP ボリュームの作成または HDP プー

ルと HDP ボリュームの関連づけはできません。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

50 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

省略した場合は，130が設定されます。

volalertnotice 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

仮想化超過率※2 に関するしきい値

（overprovisioningwarningおよび

overprovisioninglimit）を超えた場合の通知を有効にする

かどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：無効

• 1：有効

省略した場合は，0が設定されます。

overprovisioni
nglimitenforce
ment

任意

（HUS100）
仮想化超過限界しきい値を超えたときにボリューム操作を実行

するかどうかを指定します。このパラメーターを指定するため

に必要なファームウェアのバージョンは x935/A 以降です。

指定できる値を次に示します。

• enable：ボリューム操作を実行できる

• disable：ボリューム操作を実行できない

省略した場合は，disableが設定されます。

devnums 必須

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
HUS VM）

論理ユニットのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，

LDKC 番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

raidlevel 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

HDP プールの RAID レベル

指定できる値は，RAID1，RAID1+0，RAID5，または RAID6で

す。省略した場合は，RAID6が設定されます。

automode※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

HDP プールを構成する PDEV の選択方法を指定します。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• true：ドライブの種別，フォームファクタ，ドライブサイ

ズ，および個数を条件とし，PDEV を自動的に選択する

• false：PDEV の ID を指定し，PDEV を選択する

省略した場合は，trueが設定されます。

disktype※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV のドライブ種別

指定できる値を次に示します。

• 1：SATA
• 4：SAS
• 5：SSD
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• 7：SAS（SED）

• 8：FMD

formfactor※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV のフォームファクタ

指定できる値を次に示します。

• 0：3.5 インチ

• 1：2.5 インチ

• 2：フラッシュモジュール

diskmodelsize※
3

任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV のカタログ上のドライブサイズ

指定できる値は，100GB，146GB，200GB，300GB，400GB，
450GB，500GB，600GB，750GB，800GB，900GB，1TB，
1.2TB，1.6TB，2TB，3TB，または 4TBです。

numberofpdevs※
3

任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV の個数

raidlevelに指定する RAID レベルに応じて，次に示す値を指

定します。

• RAID1：2
• RAID1+0：4 以上 16 以下の 2 の倍数

• RAID5：3 以上 16 以下の整数

• RAID6：4 以上 30 以下の整数

pdevnums※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV の ID のリスト

コンマで区切って指定します。

tiercontrol 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

HDT プールを作成するかどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。

• enable：HDT プールを作成する

• disable：HDP プールを作成する

省略した場合は，enableが設定されます。

automigration 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングとハードウェア階層再配置を自動実行するか

どうかを指定します。

このパラメーターを指定する場合，「tiercontrol=enable」
を同時に指定する必要があります。

指定できる値を次に示します。

• enable：自動実行する

• disable：自動実行しない

省略した場合は，enableが設定されます。

migrationinter
val

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングとハードウェア階層再配置の実行周期

このパラメーターを指定する場合，「automigration=enable」
を同時に指定する必要があります。

指定できる値を次に示します。

• 0：30 分

• 1：1 時間

• 2：2 時間

• 4：4 時間

• 8：8 時間

• 24：24 時間

0は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform
（マイクロコードのバージョン 70-02-XX -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合だけ指定できます。
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省略した場合，monitoringmodeが 0（Periodic）のときは 24，
1（Continuous）のときは 1が設定されます。

monitorstartti
me※4

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングの開始時刻

このパラメーターを指定する場合，「migrationinterval=24」
を同時に指定する必要があります。

「00:00」～「23:59」の時刻を「HH:MM」形式で指定します。

省略した場合は，00:00が設定されます。

monitorendtime
※4

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングの終了時刻

このパラメーターを指定する場合，「migrationinterval=24」
を同時に指定する必要があります。

「00:00」～「23:59」の時刻を「HH:MM」形式で指定します。

省略した場合は，23:59が設定されます。

monitoringmode 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングモード

このパラメーターを指定する場合，「tiercontrol=enable」
を同時に指定する必要があります。

指定できる値は，次に示す条件によって異なります。

Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが

70-02-XX -XX /XX より前）の場合：

0：Periodic（周期）

省略した場合は，0が設定されます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-02-XX -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

0：Periodic（周期）

1：Continuous（継続）

省略した場合は，1が設定されます。

thresholdRepDe
pAlert

任意

（HUS100）
レプリケーション枯渇警告しきい値（%）

HDP プールの物理容量不足を契機にコピーペアの状態を変更す

るしきい値です。

HDP プールの使用率を 1 以上 93 以下の整数で指定します。

thresholdRepDataReleasedで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。また，

thresholdRepDataReleasedで指定した値との差が 6 以上

である必要があります。

例：

thresholdRepDataReleasedが 50 の場合，

thresholdRepDepAlertには 44 以下の値を指定しま

す。

省略した場合は，40が設定されます。

thresholdRepDa
taReleased

任意

（HUS100）
レプリケーションデータ解放しきい値（%）

HDP プールの物理容量不足を契機にコピーペアの状態を変更

し，レプリケーションの差分データと管理領域を解放するしきい

値です。
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HDP プールの使用率を 7 以上 99 以下の整数で指定します。

thresholdRepDepAlertで指定した値より大きい値を指定す

る必要があります。また，thresholdRepDepAlertで指定し

た値との差が 6 以上である必要があります。

省略した場合は，95が設定されます。

bufspacesforne
wpageassignmen
t

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

新規割り当て用空き領域率（%）

新規のページ割り当てに備えた領域の割合を，HDT プールの各

ハードウェア階層に対して指定します。

指定できる値は 0 以上 50 以下の整数です。パラメーターを省

略した場合は，ドライブ種別が SSD，FMD，および FMC のと

きは 0が，それ以外のときは 8が，それぞれの階層に設定され

ます。このパラメーターは，デフォルト値での運用をお勧めしま

す。

3 階層の HDT プールを例に，指定方法を示します。

すべての階層の値を指定する場合：

「0,4,6」のように，階層 1 から順にコンマで区切り，す

べての階層の値を指定します。

一部の階層の値だけを指定する場合：

階層 1 から順にコンマで区切り，対象の階層の値だけを指

定します。指定する値よりも前にあるコンマは省略できま

せん。値を省略した階層は，ドライブ種別が SSD，FMD，

および FMC の場合は 0，それ以外の場合は 8が設定され

ます。

例えば，階層 2 の値だけを指定する場合は，「,4」のよう

に指定して，階層 1 および階層 3 の値は省略します。

このパラメーターは，次の条件をすべて満たす場合に指定できま

す。

• HDT プールを作成する場合

• Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバー

ジョンが 70-02-50-XX /XX 以降のとき

bufspacesforti
errelocation

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

ハードウェア階層再配置用バッファー領域率（%）

データの再配置時にストレージシステムが使用する作業領域の

割合を，HDT プールの各ハードウェア階層に対して指定します。

指定できる値は 2 以上 40 以下の整数です。パラメーターを省

略した場合は，すべての階層に 2が設定されます。このパラ

メーターは，デフォルト値での運用をお勧めします。

3 階層の HDT プールを例に，指定方法を示します。

すべての階層の値を指定する場合：

「4,6,8」のように，階層 1 から順にコンマで区切り，す

べての階層の値を指定します。

一部の階層の値だけを指定する場合：

階層 1 から順にコンマで区切り，対象の階層の値だけを指

定します。指定する値よりも前にあるコンマは省略できま

せん。値を省略した階層は，2が設定されます。

例えば，階層 2 の値だけを指定する場合は，「,6」のよう

に指定して，階層 1 および階層 3 の値は省略します。

このパラメーターは，次の条件をすべて満たす場合に指定できま

す。

• HDT プールを作成する場合

• Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバー

ジョンが 70-02-50-XX /XX 以降のとき

encrypt 任意

（HUS150）
暗号化された HDP プールを作成するかどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• true：暗号化された HDP プールを作成する

• false：暗号化されていない HDP プールを作成する
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省略した場合は，falseが設定されます。

このパラメーターに trueを指定した場合，パラメーター

pdevnumsで指定したドライブ（PDEV）は，暗号化されていな

くてもかまいません。暗号化されていない PDEV は暗号化され

て，HDP プールが作成されます。パラメーター automodeに

trueを指定して PDEV を自動的に選択する場合も，必要に応

じて暗号化されていない PDEV が暗号化されて HDP プールが

作成されます。

このパラメーターに falseを指定した場合，パラメーター

pdevnumsには，暗号化されていない PDEV だけを指定してく

ださい。

name 任意 DP プールのラベル

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

指定できる文字数は次のとおりです。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル：1～32 バイト

• Virtual Storage Platform および HUS VM：

ラベルをストレージシステムに反映する場合：1～32 バイト

ラベルをストレージシステムに反映しない場合：0～64 バイ

ト

• そのほかのストレージシステム：0～64 バイト

DP プールのラベルが重複する場合はエラーとなります。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，このパラメー

ターは必ず指定してください。

パラメーター reflectoptionに trueを指定する場合，この

パラメーターは必ず指定してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，ラベル情報はス

トレージシステムに反映されます。Virtual Storage Platform
または HUS VM の場合，ラベル情報をストレージシステムに反

映するかどうかをパラメーター reflectoptionで選択できま

す。それ以外のストレージシステムの場合，ラベル情報はスト

レージシステムには反映されません。

reflectoption 任意

（Virtual Storage
Platform
HUS VM）

DP プールのラベル情報をストレージシステムに反映するかど

うかを指定します。

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• true：ラベル情報をストレージシステムに反映する

• false：ラベル情報をストレージシステムに反映しない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

relocationspee
d

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

ハードウェア階層再配置の実行速度を指定します。

このパラメーターを指定する場合，「tiercontrol=enable」
を同時に指定する必要があります。

指定できる値を次に示します。

• 1： も遅い

• 2：遅い

• 3：標準

• 4：速い

• 5： も速い

省略した場合は，3が設定されます。
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protectdpvolon
fullpool

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

DP プールの枯渇によって DP ボリュームへの I/O が失敗した

場合に，DP ボリュームを保護するかどうか（Protect属性に

するかどうか）を指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

省略した場合は，ストレージシステムで設定した値が反映されま

す。

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-02-01-
XX /XX 以降のときだけ，このパラメーターを指定できます。

protectdpvolon
blockedpoolvol

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

DP プールボリュームの閉塞によって DP ボリュームへの I/O
が失敗した場合に，DP ボリュームを保護するかどうか

（Protect属性にするかどうか）を指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

省略した場合は，ストレージシステムで設定した値が反映されま

す。

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-02-01-
XX /XX 以降のときだけ，このパラメーターを指定できます。

realtimereloca
tion

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

直近の I/O 負荷に応じてデータを再配置するかどうかを指定し

ます（active flash）。
指定できる値を次に示します。

• enable：active flash を有効にする

• disable：active flash を無効にする

省略した場合は，disableが設定されます。

このパラメーターは，次の条件をすべて満たす場合に指定できま

す。

• HDT プールを作成する

• HDT プールボリュームに，ドライブ種別が SSD，FMD，

または FMC のボリュームが含まれる

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバー

ジョンが 80-03-0X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイク

ロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）である

注※1
overprovisioningwarningと overprovisioninglimitにしきい値を指定することで，

仮想化超過率に関する通知を 2 段階で設定できます。Universal Storage Platform V/VM の

場合，これらのしきい値は Device Manager サーバで管理する固有のしきい値です。

また，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場合，しきい値

overprovisioningwarningは Device Manager サーバで管理する固有のしきい値です。

注※2
仮想化超過率は，DP プールの容量に対する DP ボリュームの容量の総和の割合（%）です。例

えば，HDP プールの容量が 500GB，HDP ボリュームの容量の総和が 400GB の場合，80%と

なります。

注※3
パラメーター automodeの指定によって，そのほかに指定しなければならないパラメーターが

異なります。
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◦ パラメーター automodeに trueを指定した場合，またはパラメーター automodeを省略

した場合：パラメーター disktype，formfactor，diskmodelsize，および

numberofpdevsを同時に指定してください。パラメーター pdevnumsは同時に指定し

ないでください。

◦ パラメーター automodeに falseを指定した場合：パラメーター pdevnumsを同時に指

定してください。パラメーター disktype，formfactor，diskmodelsize，および

numberofpdevsは同時に指定しないでください。

注※4
monitorstarttimeと monitorendtimeの間隔が 1 時間以上必要です。

monitorstarttimeと monitorendtimeに同じ時刻は指定できません。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit, lusubinfo=LDEV)コマンドの実行結果か

ら取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメー

ター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに LogicalUnit，lusubinfoパ

ラメーターに LDEVを指定してください。実行結果では，LogicalUnitの devNum値が An
instance of LogicalUnitの下に表示されます。DP プールを構成するプールボリューム

として使用できる条件を満たす論理ユニットの devNum値をパラメーター devnumsとして指

定してください。

disktype，formfactor，および diskmodelsize
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
PDEVの下に表示される role値が unallocatedの PDEVを選択し，その diskType値，

formFactor値，および diskModelSize値を，それぞれパラメーター disktype，
formfactor，および diskmodelsizeとして指定してください。

pdevnums
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
PDEVの下に表示される pdevid値をパラメーター pdevnumsとして指定してください。た

だし，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）にプール ID が 5（poolid：
5）の HDT プールを作成しています。また，同時に HDT プールの使用率のしきい値を 75%
（threshold：75）に設定しています。

HiCommandCLI AddPool -o "D:\logs\AddPool.log" model=VSP serialnum=53039 
poolid=5 threshold=75 devnums=00:07:CE

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
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  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  . 
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53039.5.5
      name=
      poolFunction=5
      poolID=5
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=0
      threshold=75
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=6,150,144
      freeCapacityInKB=6,150,144
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=1
      numberOfVVols=0
      capacityOfVVolsInKB=0
      clprNumber=0
      raidLevel=-
      combination=
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=-1
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=-1
      rpm=-1
      diskType=-1
      tierControl=enable
      autoMigration=enable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53039
          devNum=1,998
          displayName=00:07:CE
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,485,760
          numberOfLBAs=20,971,520
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
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          deviceGroupDefinition=false
          chassis=2
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=2-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,485,760
          dpPoolID=5
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1
      List of 1 PoolTier elements:
        An instance of PoolTier
          objectID=JOURNALPOOLTIER.R700.53039.5.1.0
          tierID=0
          capacityInKB=6,150,144
          freeCapacityInKB=6,150,144
          usageRate=0
          raidLevel=RAID5
          combination=3D+1P
          rpm=15,000
          diskType=4
          substance=0
          bufSpaceForNewPageAssignment=8
          bufSpaceForTierRelocation=2

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）にプール ID が 5（poolid：
5），ラベルが MyPool（name：MyPool）の HDP プールを作成しています。また，HDP プールの

ラベル情報をストレージシステムに反映しています。

HiCommandCLI AddPool -o "D:\logs\AddPool.log" model=VSP serialnum=53039 
poolid=5 devnums=00:07:CE tiercontrol=disable name=MyPool 
reflectoption=true

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  . 
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53039.5.5
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=5
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=0
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=1
      capacityInKB=6,150,144
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      freeCapacityInKB=6,150,144
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=1
      numberOfVVols=0
      capacityOfVVolsInKB=0
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=0
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=-1
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=disable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=enable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          .
          . (Attributes of LogicalUnit are omitted here)
          . 

4.1.12 AddPPortToPRPU
AddPPortToPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するポートを，リソースグループの ID
が 0の物理リソースグループ（meta_resource）から，特定の物理リソースグループに登録します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 複数のポートの所属先を登録する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッ

チ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddPPortToPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 rpuid=物理リソースグループのリソースグループ ID 
{port=ポート番号|portname=ポート名}
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パラメーター

表 4-15 AddPPortToPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

rpuid 必須 登録先の物理リソースグループのリソースグループ ID を指定し

ます。

port 任意 物理リソースグループに属するポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 物理リソースグループに属するポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

rpuid
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター rpuidの値として指定してください。

port
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには Portを指定してください。実行結果では，An instance of
Portの下に必要な portID値が表示されます。この portID値をパラメーター portの値と

して指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するポート（ポート番号：1）を，指定した物理リソースグループ（リソースグループ

ID：43）に追加します。

HiCommandCLI AddPPortToPRPU -o "D:\logs\AddPPortToPRPU.log" "model=VSP 
G1000" "serialnum=10139" "port=1" "rpuid=43"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.43
      name=RG43
      resourcePartitionUnitID=43
      numberOfPArrayGroups=1
      numberOfPPorts=1
      numberOfPHostStorageDomains=5
      numberOfPLDEVs=0
      List of 1 PPort elements:
        An instance of PPort
          objectID=PPORT.R800.10139.43.1
          portID=1

4.1.13 AddQuorumDiskID
AddQuorumDiskIDコマンドは，global-active device で使用する Quorum ディスクに関する情報

をストレージシステムに登録します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以

降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できま

す。

• P-VOL および S-VOL の両方のストレージシステムで，外部接続した Quorum ディスクのストレージシス

テムのボリュームを，Quorum ディスク用の外部ボリュームとして事前にマッピングしておいてください。

ボリュームの容量は 12,587,008KB 以上必要です。

• P-VOL および S-VOL の両方のストレージシステムに同じ Quorum ディスク ID を登録する必要がありま

す。

書式

HiCommandCLI [URL] AddQuorumDiskID [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号
quorumdiskid=Quorumディスク ID devnum=Quorumディスクのデバイス番号
pairedfamily=相手側ストレージシステムのファミリー
pairedserialnum=相手側ストレージシステムのシリアル番号
[readresponseguaranteedtimewhenblocked=
Quorumディスク閉塞時の Read応答保証時間]

パラメーター

表 4-16 AddQuorumDiskID コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

quorumdiskid 必須 Quorum ディスクの ID
ストレージシステムに登録する Quorum ディスクの ID を指定

します。

指定できる値は 0～31 までの整数です。

すでに使用されている Quorum ディスクの ID は指定しないで

ください。

devnum 必須 Quorum ディスクのデバイス番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

pairedfamily 必須 Quorum ディスクを共有する相手側ストレージシステムのファ

ミリー

global-active device のコピーペアを組む相手側ストレージシス

テムのファミリーを指定します。VSP 5000 シリーズ，VSP
G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルのストレージシステムのファミリーを指定できま

す。

pairedserialnu
m

必須 Quorum ディスクを共有する相手側ストレージシステムのシリ

アル番号

global-active device のコピーペアを組む相手側ストレージシス

テムのシリアル番号を指定します。

readresponsegu
aranteedtimewh
enblocked

任意 Quorum ディスク監視停止時の Read 応答保証時間（秒）

Quorum ディスクが閉塞した場合に，相手側ストレージシステム

からの応答を待機する時間を 5～100の範囲で指定します。

VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合，バージョン

80-05-0X -XX /XX 以降のマイクロコードが必要です。

VSP Gx00 モデルの場合，バージョン 83-04-0X -XX /XX 以降のマ

イクロコードが必要です。

VSP Fx00 モデルの場合，バージョン 83-04-02-XX /XX 以降のマ

イクロコードが必要です。

省略した場合，ストレージシステムに設定されている値が設定さ

れます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

quorumdiskid
P-VOL および S-VOL 両方のストレージシステムに対して GetStorageArray
(subtarget=QuorumDisk)コマンドを実行し，その実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには QuorumDiskを指定してください。実行結果では，ストレージ

システムで使用されている quorumDiskID値が An instance of QuorumDiskの下に表

示されます。P-VOL および S-VOL 両方のストレージシステムで使用されていない

quorumDiskID値をパラメーター quorumdiskidに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10182）の LDEV 番号

234の論理デバイスに Quorum ディスクの ID（Quorum ディスク ID：31）を登録します。相手側

のストレージシステムには，ファミリー（pairedfamily：R800）およびシリアル番号

（pairedserialnum：10139）を指定します。

HiCommandCLI AddQuorumDiskID -o "D:\logs\AddQuorumDiskID.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182" "quorumdiskid=31" 
"devnum=234" "pairedfamily=R800" "pairedserialnum=10139"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R800.10182
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 QuorumDisk elements:
    An instance of QuorumDisk
      objectID=QUORUM.R800.10182.31
      quorumDiskID=31
      devNum=234
      pairedArrayFamily=R800
      pairedSerialNumber=10139
      readResponseGuaranteedTimeWhenBlocked=40

4.1.14 AddSpareDrive
AddSpareDriveコマンドは，ストレージシステムにスペアドライブを追加します。スペアドライ

ブとは，ストレージシステムがバックアップまたは待機用に使用する物理ドライブです。実行結果

には，追加されたスペアドライブの情報が表示されます。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，および
Hitachi SMS では使用できません。

パラメーター

表 4-17 AddSpareDrive コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 スペアドライブの追加先となるストレージシステムのシリアル

番号

model 必須 スペアドライブの追加先となるストレージシステムのモデル

pdevid 必須 新しいスペアドライブの PDEV の ID

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

pdevid
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果の pdevid値から取得してくだ

さい。ただし，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してく

ださい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnum
だけを指定し，パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddSpareDrive -o "D:\logs\AddSpareDrive.log" "model=D800H" 
"serialnum=87010257" "pdevid=9"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 PDEV elements:
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    An instance of PDEV
      objectID=PDEV.D800H.87010257.9
      chassis=0
      arrayGroup=-1
      arrayGroupName=-1
      capacityInKB=280,887,296
      row=0
      column=9
      denseNumber=-1
      densePosition=-1
      depth=1
      role=spareuninitialized
      vendor=SEAGATE
      model=DKS2E-K300SS
      firmwareVersion=4C5B
      dkuType=D800
      rpm=15000
      diskType=4
      formFactor=0
      pdevid=9
      diskModelSize=300GB
      encrypted=0
      fdChipType=-1
      diskSerialNumber=3LM308JK

4.1.15 AddStorageArray
AddStorageArrayコマンドは，ストレージシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを含

む）を検出し，Device Manager サーバのデータベースにストレージシステムの情報（IP アドレス，

ユーザー ID，パスワードなど）を登録します。すでに登録されているストレージシステムに対して

は，登録された情報を変更し，ストレージシステムの情報を更新（リフレッシュ）します。登録情

報を変更する場合，ストレージシステムのタイプ（パラメーター family）およびストレージシス

テムのシリアル番号（パラメーター serialnum）の値以外は，変更できます。

SMI-S enabled ストレージシステムを対象とする場合，次の注意が必要です。

• 1 つの SMI-S プロバイダーで複数の SMI-S enabled ストレージシステムが管理されている場

合，Device Manager がサポートするすべての SMI-S enabled ストレージシステムが Device
Manager サーバのデータベースに一度に登録されます。

• 1 つの SMI-S enabled ストレージシステムが複数の SMI-S プロバイダーで管理されている場

合，Device Manager サーバのデータベースに登録済みの SMI-S enabled ストレージシステム

は，ほかの SMI-S プロバイダーを登録した際には登録されません（情報の更新もされません）。

• SMI-S プロバイダー側で，管理対象の SMI-S enabled ストレージシステムに増減があった場合，

同じ SMI-S プロバイダーを指定して Device Manager サーバのデータベースに登録し直す必要

があります。

• SMI-S プロバイダーのユーザー ID またはユーザーパスワードを変更した場合，変更後のユー

ザー ID またはユーザーパスワードを指定して SMI-S プロバイダーを登録し直す必要がありま

す。このとき，Device Manager サーバのデータベースにすでに登録済みの SMI-S enabled ス

トレージシステムの情報も更新されます。

• SMI-S enabled ストレージシステムの管理元の SMI-S プロバイダーを別の SMI-S プロバイ

ダーに切り替えたり，SMI-S プロバイダーの情報（IP アドレス，ポート番号，またはプロトコ

ル）を変更した場合，SMI-S enabled ストレージシステムの情報を更新する必要があります。

このとき，Device Manager サーバのデータベースにすでに登録済みの SMI-S enabled スト

レージシステムのオブジェクト ID と変更後の SMI-S プロバイダーの情報を指定します。

重要

• AddStorageArrayコマンドの実行中に，処理対象のストレージシステムのボリュームを利用しているホス

トをシャットダウンまたはホストの Device Manager エージェントを停止しないでください。シャットダ

ウンまたは停止した場合，AddStorageArrayコマンドの処理に時間が掛かることがあります。
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• AddStorageArrayコマンドで，ストレージシステムの情報を登録する際に，パラメーター useridに指定

するユーザー ID は，ほかのストレージシステム管理ツールが使用するユーザー ID とは別のユーザー ID を

指定することをお勧めします。

• AddStorageArrayコマンドの実行結果がエラーとなった場合は，エラーメッセージに従って対処したあと

で，再度，AddStorageArrayを実行してください。AddStorageArrayを実行すると，ストレージシス

テムから取得した情報は複数のトランザクションに分割されて Device Manager のデータベースに登録さ

れます。このため，処理の途中でエラーが発生すると，Device Manager のデータベース内の構成情報と実

際のストレージシステムの構成情報とが不整合となります。データベースが不整合の状態では，対象のスト

レージシステムに対する以降の操作が制限されることがあります。データベースが不整合となっているか

を確認するには，GetStorageArrayコマンドを実行してください。GetStorageArrayコマンドの実行

結果の An instance of StorageArrayの下に表示される statusOfDBInconsistencyが 0以外の

場合は，データベースが不整合な状態であることを示します。statusOfDBInconsistencyが 0以外の場

合については，「5.53 StorageArray インスタンス」を参照してください。

参考 AddStorageArrayコマンドで登録した VSP 5000 シリーズ，VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル
のストレージシステムは，Device Manager GUI から Storage Navigator および maintenance utility を起動で
きません。これらを起動できるようにするには，Device Manager GUI で同ストレージシステムの［ストレージ
システム編集］を実行してください。なお，同［ストレージシステム編集］では，項目の変更は不要です。その
まま実行してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS VM の
書式

HiCommandCLI [URL] AddStorageArray [オプション]
ipaddress=IPアドレス family=ストレージシステムのファミリー
[displayfamily=ストレージシステムのファミリーの表示名]
[userid=ユーザー ID arraypasswd=ユーザーパスワード]
[portnumber=RMIレジストリーサービスのポート番号]※
[serialnum=ストレージシステムのシリアル番号]※

注※

VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルの場合にだけ指定できます。

HUS100，Hitachi AMS2000，および Hitachi SMS の書式

HiCommandCLI [URL] AddStorageArray [オプション]
ipaddress=IPアドレス family=ストレージシステムのファミリー
[displayfamily=ストレージシステムのファミリーの表示名]
[ipaddress2=2番目の IPアドレス]
[userid=ユーザー ID arraypasswd=ユーザーパスワード]
[protocol={Non-secure|Secure|Either}]

Hitachi AMS/WMS
HiCommandCLI [URL] AddStorageArray [オプション]
ipaddress=IPアドレス family=ストレージシステムのファミリー
[displayfamily=ストレージシステムのファミリーの表示名]
[ipaddress2=2番目の IPアドレス]
[userid=ユーザー ID arraypasswd=ユーザーパスワード]

SMI-S enabled ストレージシステムの書式

SMI-S enabled ストレージシステムを登録する場合：

HiCommandCLI [URL] AddStorageArray [オプション]
ipaddress={SMI-Sプロバイダーの IPアドレス|SMI-Sプロバイダーのホスト名}
family=SMI-S_Enabled displayfamily=SMI-S_Enabled
userid=ユーザー ID arraypasswd=ユーザーパスワード
[protocol={Non-secure|Secure}]
[portnumber=SMI-Sプロバイダーサービスのポート番号]

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を更新する場合：

HiCommandCLI [URL] AddStorageArray [オプション]
ipaddress={SMI-Sプロバイダーの IPアドレス|SMI-Sプロバイダーのホスト名}
family=SMI-S_Enabled [displayfamily=SMI-S_Enabled]
[userid=ユーザー ID arraypasswd=ユーザーパスワード]
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[protocol={Non-secure|Secure}]
[portnumber=SMI-Sプロバイダーサービスのポート番号]
saobjid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID

パラメーター

表 4-18 AddStorageArray コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

ipaddress※1 必須 IP アドレス

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi
USP，および HUS VM の場合：

ストレージシステムの IP アドレスを指定します。スト

レージシステムのポートコントローラーのホスト名（エイ

リアス名）でも指定できます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/
VM，および HUS VM の場合，IPv6 の IP アドレスでも指

定できます。

VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルの場合：

SVP の IP アドレスを指定します。IPv6 の IP アドレスま

たは SVP のホスト名（エイリアス名）でも指定できます。

SVP が複数のストレージシステムを管理している場合，パ

ラメーター serialnumを同時に指定する必要がありま

す。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS
の場合：

ストレージシステムの IP アドレスを指定します。スト

レージシステムのポートコントローラーのホスト名（エイ

リアス名）でも指定できます。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーの IP アドレスを指定します。

IPv6 の IP アドレスまたはホスト名（エイリアス名）でも

指定できます。

family 必須 ストレージシステムのファミリー

displayfamily 必須または任意 ストレージシステムのファミリーの表示名

初期登録時は必須です。

ipaddress2※1 必須または任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

ストレージシステムの 2 番目の IP アドレス

ストレージシステムの 2 番目の IP アドレスを指定します。スト

レージシステムのポートコントローラー 2 のホスト名（エイリア

ス名）でも指定できます。パラメーター ipaddressと同じ形式

で指定します。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS
でデュアル構成の場合，ストレージシステムの初期登録時または

情報更新時に，このパラメーターの指定は必須です。

userid※2 必須または任意 ユーザー ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS
VM の場合：

ストレージシステムにアクセスするユーザー ID を指定し

ます。

初期登録時は必須です。情報更新の際，ユーザー ID に変更

がなければ省略できます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS
の場合：
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ストレージシステムにアクセスするユーザー ID を指定し

ます。

パスワードプロテクション制御機能を有効にした場合，ス

トレージシステムの初期登録時は，このパラメーターの指

定は必須です。それ以外の場合は省略できます。

Account Authentication が有効な場合は，ストレージ管理

者用（参照および更新）およびアカウント管理者用（参照

および更新）の権限があるユーザーのユーザー ID を指定し

てください。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーにアクセスするユーザー ID を指定し

ます。

初期登録時は必須です。情報更新の際は，省略できます。

arraypasswd※2 必須または任意 ユーザーパスワード

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS
VM の場合：

ストレージシステムにアクセスするためのユーザーパス

ワードを指定します。

初期登録時は必須です。情報更新の際，ユーザーパスワー

ドに変更がなければ省略できます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS
の場合：

ストレージシステムにアクセスするためのユーザーパス

ワードを指定します。

パスワードプロテクション制御機能を有効にした場合のス

トレージシステムの初期登録時は必須です。それ以外の場

合は省略できます。

Account Authentication が有効な場合は，ストレージ管理

者用（参照および更新）およびアカウント管理者用（参照

および更新）の権限があるユーザーのユーザーパスワード

を指定してください。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーにアクセスするためのユーザーパス

ワードを指定します。

初期登録時は必須です。情報更新の際は，省略できます。

protocol※1 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000
Hitachi SMS
SMI-S enabled ス

トレージシステム）

プロトコル

HUS100，Hitachi AMS2000，および Hitachi SMS の場合：

ストレージシステムにアクセスするためのプロトコルを指

定します。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別され

ません。

- Non-secure：非 SSL 通信をする

- Secure：SSL 通信をする

- Either：SSL 通信を優先する

ストレージシステムを初期登録する場合に，このパラメー

ターを省略したときは，Eitherが設定されます。

Hitachi AMS2000 または Hitachi SMS で Secureを指定

する場合に必要なファームウェアのバージョンは x84x/x-x
以降です。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーのデータ転送プロトコルを指定しま

す。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別され

ません。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

- Non-secure：HTTP を使用して通信する

- Secure：HTTPS を使用して通信する

SMI-S enabled ストレージシステムを初期登録する場合

に，このパラメーターを省略したときは，Secureが設定

されます。

portnumber 任意

（VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

SMI-S enabled ス

トレージシステム）

ストレージシステムにアクセスするためのポート番号

VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルの場合：

SVP にアクセスするためのポート番号（RMI レジストリー

サービスのポート番号）を指定します。

ストレージシステムを初期登録する場合に，このパラメー

ターを省略したときは，1099が設定されます。

情報更新の際，ポート番号に変更がなければ省略できます。

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーサービスのポート番号を指定します。

省略した場合，パラメーター protocolに指定した値に

従って次の値が設定されます。

- Non-secure：5988
- Secure：5989

saobjid 任意

（SMI-S enabled ス

トレージシステム）

SMI-S enabled ストレージシステムのオブジェクト ID
特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を更新する場

合，このパラメーターを指定します。

serialnum 任意

（VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

ストレージシステムのシリアル番号

SVP が複数のストレージシステムを管理している場合は，必ず指

定してください。　

注※1
同一のストレージシステムを，同一マシンにインストールされた Device Manager と Storage
Navigator Modular 2 の両方で管理する場合，ipaddress，ipaddress2，および protocol
に指定する値は，Storage Navigator Modular 2 で設定された値と一致させる必要があります。

注※2
Hitachi Command Suite 製品を使用してデバイスグループで定義されたコピーグループまた

はスナップショットグループを管理する場合，useridおよび arraypasswdには，RAID
Manager（raidcom コマンドを含む）で指定できる文字を使用した 63 文字以下の文字列を指

定してください。

事前に取得するパラメーター値

family
GetServerInfoコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayFamily値

または displayArrayFamily値をパラメーター familyに指定してください。

ただし，VSP Gx00 モデルまたは VSP Nx00 モデルの場合，GetServerInfoの実行結果の

arrayFamily値には，HM800 と HM850 の 2 種類があります。このため，対象ストレージ

システムの実際のモデルにしたがって以下のいずれかの値を指定する必要があります。

◦ VSP G100，G200，G400，G600，G800 および VSP F400，F600，F800 の場合：HM800
◦ VSP G130，G150，G350，G370，G700，G900 および VSP F350，F370，F700，F900

の場合：HM850

displayfamily
GetServerInfoコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の

displayArrayFamily値をパラメーター displayfamilyに指定してください。
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saobjid
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の objectID値を

パラメーター saobjidに指定してください。

serialnum
GetStorageArrayFromStorageSupervisorコマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，serialNumberが An instance of ManagedStorageArrayの下に表示さ

れます。この値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，AddStorageArrayコマンドでストレージシステムのファミリー（ファミリー：R800，
IP アドレス：10.197.76.10）にアクセスして，ストレージシステムを検出します。コマンドでは

ユーザー ID（root）とユーザーパスワード（rootpass）を指定します。検出されたストレージシ

ステムに関する情報は，Device Manager サーバのデータベースに登録されます。

HiCommandCLI AddStorageArray -o "D:\logs\AddStorageArray.log" 
"ipaddress=10.197.76.10" "family=R800" "userid=root" 
"arraypasswd=rootpass" "displayfamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R800.10182
  name=R800#6
  description=VSP G1000 (10182) at 10.197.76.10
  serialNumber=10182
  arrayFamily=R800
  arrayType=R800
  microcodeVersion=80-02-00/02
  agentVersion=08_02_08
  productName=RAID800
  controllerVersion=80-02-00-00/03
  numberOfControllers=4
  capacityInGB=24,046
  cacheInMB=436,736
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=15,213
  allocatedCapacityInGB=8,832
  hihsmCapacityInGB=0
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=32,950
  largestFreeSpaceInGB=7,685
  capacityInKB=25,214,201,311
  freeCapacityInKB=15,952,515,746
  allocatedCapacityInKB=9,261,685,565
  hihsmCapacityInKB=0
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=34,550,805,504
  largestFreeSpaceInKB=8,059,284,480
  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10182
  displayArrayFamily=VSP G1000
  displayArrayType=VSP G1000
  numberOfLUs=8,539
  numberOfAllocatedLUs=2,975
  numberOfUnallocatedLUs=5,449
  slprStatus=-1
  openTotalCapacity=25,214,201,311
  openAllocatedCapacity=9,261,685,565
  openFreeCapacity=15,952,515,746
  openHiHsmCapacity=0
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=0
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  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=0
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=0
  mfHiHsmCapacity=0
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=2,975
  numberOfOpenUnallocatedLUs=5,449
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=0
  numberOfMfLDEVs=0
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
  lastRefreshed=1,408,603,461
  autoFormatLU=0
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=0
  openAllocatedActualCapacity=6,231,523,396
  openUnallocatedCapacity=12,631,811,551
  openUnallocatedActualCapacity=11,097,140,703
  openReservedCapacity=3,320,704,195
  openReservedActualCapacity=3,245,206,723
  numberOfReservedLUs=115
  numberOfOpenReservedLUs=115
  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1
  clprNumber=0
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      ipAddress=10.197.76.10
      userID=root

4.1.16 AddTieredPoolOperation
AddTieredPoolOperationコマンドは，HDT プールの性能モニタリングとハードウェア階層再

配置を手動で実行します。AddTieredPoolOperationコマンドの実行状態は，

GetTieredPoolStatusコマンドで確認します。

IOPH プロパゲーションの運用で，HDT ボリュームに適用された I/O モニタリング情報に基づいて

HDT プールの階層再配置を実行する場合は，「4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲー

ションの場合）」を参照してください。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM でだけ使用できます。

• 対象とする HDT プールの性能モニタリングとハードウェア階層再配置の自動実行が「disable（無効）」

に設定されている必要があります。自動実行が「disable（無効）」に設定されているどうかは，Poolイン

スタンスの autoMigration値で確認できます。

性能モニタリングとハードウェア階層再配置を手動で実行するには，次の手順で

AddTieredPoolOperationコマンドおよび GetTieredPoolStatusコマンドを実行します。

1. 性能モニタリングを開始する。

パラメーター operationに startMonitorを指定して AddTieredPoolOperationコマン

ドを実行します。

2. 性能モニタリングを停止する。

パラメーター operationに stopMonitorを指定して AddTieredPoolOperationコマン

ドを実行します。
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3. 性能モニタリングの実行状態を確認する。

GetTieredPoolStatusコマンドを実行し，実行結果を確認します。

実行結果に表示された An instance of Poolの配下の monitoringState値，

lastMonitorStartDate値，および lastMonitorEndDate値を確認します。値の説明につ

いては，「表 5-37 Pool インスタンスの属性」を参照してください。

4. ハードウェア階層再配置を開始する。

パラメーター operationに startRelocationを指定して AddTieredPoolOperationコ

マンドを実行します。

手順 1 の実行から手順 2 の実行までの性能モニタリング情報に基づいてハードウェア階層再配

置が実行されます。

5. ハードウェア階層再配置の実行状態を確認する。

GetTieredPoolStatusコマンドを実行し，実行結果を確認します。

実行結果に表示された An instance of Poolの配下の monitorSideState値，

relocationState値，および relocationProgress値を確認します。値の説明について

は，「表 5-37 Pool インスタンスの属性」を参照してください。

パラメーター

表 4-19 AddTieredPoolOperation コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

operation 必須 次のどれかの値を指定します。

• startMonitor：性能モニタリングの開始

• stopMonitor：性能モニタリングの停止

• startRelocation：ハードウェア階層再配置の開始

• stopRelocation：ハードウェア階層再配置の停止

stopRelocationは，AddTieredPoolOperationコマンドで

実行したハードウェア階層再配置を中断する場合に指定します。

poolids 必須 プール ID のリスト

HDT プールのプール ID を指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるプール ID は 128 個までです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolids
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnumおよび modelに事前に取得した値を指

定し，パラメーター poolfilterに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行

結果には，An instance of Poolの配下に poolID値および tierControl値が表示され

ます。tierControl値が enableと表示されている An instance of Poolが HDT プー

ルに関する情報です。性能モニタリングまたはハードウェア階層再配置する HDT プールの

poolID値をパラメーター poolidsに指定してください。
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コマンド実行例

この例では，パラメーター operationに startMonitorを指定して，性能モニタリングを開始し

ています。

HiCommandCLI AddTieredPoolOperation -o "D:\logs
\AddTieredPoolOperation.log" serialnum=53039 model=VSP 
operation=startMonitor poolids=1

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53039.5.1
      name=MyPool　　　
      poolFunction=5
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=20
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=319,678,464
      freeCapacityInKB=319,678,464
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=31
      numberOfVVols=1
      capacityOfVVolsInKB=419,457,024
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=131
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=500
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=enable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=1
      lastMonitorStartDate=2011/07/14 07:48:00
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=0
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
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4.1.17 AddVirtualVolume
AddVirtualVolumeコマンドは，対象となるストレージシステムに DP ボリュームを作成します。

また，対象となる DP プールと DP ボリュームを関連づけます。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および Hitachi
AMS2000 でだけ使用できます。

パラメーター poolidで DP プールのプール ID を指定した場合，作成した DP ボリュームをその

DP プールに関連づけます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合，

AddVirtualVolumeコマンドは，仮想パリティグループを作成し，DP ボリュームを作成します。

また，Universal Storage Platform V/VM の場合，既存の仮想パリティグループの中に HDP ボ

リュームを作成することもできます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage Platform，および

Universal Storage Platform V/VM の場合，作成する DP ボリュームの devNumに SSID が割り当

てられていないとき，SSID は自動的に割り当てられます。SSID についてはストレージシステムに

対応するマニュアルを参照してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，および HUS VM でこのコマンドを使用する場合の条件を次に示しま

す。

• DP プールを指定するときは，DP プールの状態が Blockedでないこと

• DP プールを指定するときは，仮想化超過率が仮想化超過限界しきい値より小さいこと

重要 VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，および HUS VM でこのコマンドを使用する場合，1 つの仮想パリティグループの中に 2 つ
以上の DP ボリュームを作成できません。

Universal Storage Platform V/VM でこのコマンドを使用する場合の条件を次に示します。

• エミュレーションタイプが OPEN-V であること

• 仮想パリティグループの空き容量が，作成する HDP ボリュームの容量より大きいこと

• 既存の仮想パリティグループの中に HDP ボリュームを作成する場合，HDP プールを指定する

ときは，仮想パリティグループと HDP プールの CLPR 番号が同じであること

• HDP プールを指定するときは，HDP プールの状態が Blockedでないこと

• HDP プールを指定するときは，仮想化超過率が仮想化超過限界しきい値より小さいこと

重要 Universal Storage Platform V/VM でこのコマンドを使用する場合の注意事項を次に示します。

• 1 つの仮想パリティグループの中に 2 つ以上の HDP ボリュームを作成することはお勧めしません。また，

マイクロコードのバージョンが 60-04-XX -XX /XX 以降で，システムオプション 726 が ON に設定されてい

る場合は，1 つの仮想パリティグループの中に 2 つ以上の HDP ボリュームを作成できません。

• HDP ボリュームの管理領域を作成するため，仮想パリティグループの空き容量と同じ容量で HDP ボリュー

ムを作成することはできません。

• 既存の仮想パリティグループの中に HDP ボリュームを作成する場合，ストレージシステムに Open Volume
Management をインストールする必要があります。

• 仮想化超過率に関するしきい値（仮想化超過警告しきい値および仮想化超過限界しきい値）が設定されてい

る場合，このコマンドを実行する際には，Device Manager サーバのデータベースの整合性が取れているこ

とを確認してください。仮想化超過率に関するしきい値は Device Manager サーバで管理する固有のしき

い値です。Device Manager が取得している仮想化超過率の情報と，実際の仮想化超過率が不一致の場合，

仮想化超過警告しきい値および仮想化超過限界しきい値による判定結果が正しくないおそれがあります。
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HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合に指定する DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は

HDP プール）の条件を次に示します。

• DP プールの状態が Blockedでないこと。

• creationoptionパラメーターを指定しない場合，またはファームウェアのバージョンが

x893/A より前の Hitachi AMS2000 の場合は，DP プールの使用率が DP プールの容量不足を警

告するためのしきい値（threshold2）より小さいこと。

DP プールの容量不足を警告するためのしきい値（threshold2）については，「4.1.11
AddPool」を参照してください。

次に示す条件については，各ストレージシステムの Dynamic Provisioning 機能の仕様に従います。

• DP ボリュームの 小容量および 大容量

• 1 つの仮想パリティグループの中に作成できる DP ボリュームの数

• 1 つの DP プールに関連づけできる DP ボリュームの数

• 1 つの DKC に作成できる仮想パリティグループの数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，および HUS VM の書式

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
capacity=DPボリュームの容量 [numoflus=DPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号]
poolid=DPプールのプール ID [capacitytype={KB|block}]
[clprNumber=CLPR番号] [fullallocation={enable|disable}]※

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

Universal Storage Platform V/VM の書式

仮想パリティグループを作成し，その中に HDP ボリュームを作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
arraygroupname=仮想パリティグループ名
capacity=HDPボリュームの容量 [numoflus=HDPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号] [clprNumber=CLPR番号]
[poolid=HDPプールのプール ID
[threshold=HDPボリュームの使用率のしきい値]]
[capacitytype={KB|block}]

HDP ボリュームの数と同じ数の仮想パリティグループを作成し，その中に同じ条件で HDP ボ

リュームを作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
capacity=HDPボリュームの容量 [numoflus=HDPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号] [clprNumber=CLPR番号]
[poolid=HDPプールのプール ID
[threshold=HDPボリュームの使用率のしきい値]]
[capacitytype={KB|block}]

既存の仮想パリティグループの中に HDP ボリュームを作成する場合：

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 groupoption=exist
arraygroupname=仮想パリティグループ名
capacity=HDPボリュームの容量 [numoflus=HDPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号]
[poolid=HDPプールのプール ID
[threshold=HDPボリュームの使用率のしきい値]]
[capacitytype={KB|block}]
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HUS100 の書式

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [creationoption=force]
capacity=DPボリュームの容量 [numoflus=DPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号] [clprNumber=CLPR番号]
poolid=DPプールのプール ID [capacitytype={KB|block}]

Hitachi AMS2000 の書式

HiCommandCLI [URL] AddVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [creationoption=force]
capacity=HDPボリュームの容量 [numoflus=HDPボリュームの数]
[devnum=論理ユニットのデバイス番号] [clprNumber=CLPR番号]
poolid=HDPプールのプール ID [capacitytype={KB|block}]

パラメーター

表 4-20 AddVirtualVolume コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

creationoption 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

DP プールの使用率が DP プールの容量不足を警告するためのし

きい値（threshold2）以上の場合も，DP ボリュームを作成す

るかどうかを指定します。

DP ボリュームを作成する場合は，forceを指定します（大文字

と小文字は区別されません）。

Hitachi AMS2000 の場合，ファームウェアのバージョンが x893/
A-x 以降のときに指定できます。それより前のバージョンでは

指定しないでください。指定するとエラーが発生します。

groupoption 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

既存の仮想パリティグループの中に HDP ボリュームを作成する

かどうかを指定します。

既存の仮想パリティグループの中に作成する場合は，existを指

定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

arraygroupnameを指定する必要があります。

arraygroupname 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

仮想パリティグループ名

仮想パリティグループ名は，「Xn-1（n は数字）」形式で指定しま

す。

パラメーター groupoptionに existを指定する場合は，この

パラメーターを指定する必要があります。

capacity 必須 DP ボリュームの容量

容量の単位（KB または block）は，パラメーター capacitytype
で指定できます。

指定できる値は次のとおりです。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョン

が 80-03-0X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降），

および VSP Fx00 モデルの場合：

- 48000～274877906944（KB）

- 96000～549755813888（block）
VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-0X -XX /XX
より前），VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-02-0X -XX /XX より前），Virtual Storage Platform，および

HUS VM の場合：

- 48000～64424505600（KB）

- 96000～128849011200（block）
Universal Storage Platform V/VM の場合：

マイクロコードのバージョンが 60-03 より前の場合：

- 48000～3221159680（KB）
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パラメーター名 指定のレベル 説明

- 96000～6442319360（block）
マイクロコードのバージョンが 60-03 以降の場合：

- 48000～4294967296（KB）

- 96000～8589934592（block）
HUS100 の場合：

- 32768～137438953472（KB）

- 65536～274877906944（block）
Hitachi AMS2000 の場合：

- 32768～64424509440（KB）

- 65536～128849018880（block）

numoflus 任意 DP ボリュームの数

作成する DP ボリュームの数を指定します。

省略した場合は，1が設定されます。

devnum 任意 論理ユニットのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

10 進数で指定します。

このパラメーターを省略した場合は，自動で設定されます。

clprNumber 任意 CLPR 番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，お

よび HUS VM の場合：

このパラメーターを省略した場合，次の値が設定されます。

◦ DP プールを構成する DP プールボリュームの CLPR
番号がすべて同じ場合，DP プールボリュームの CLPR
番号が設定されます。

◦ DP プールを構成する DP プールボリュームの CLPR
番号が混在している場合，0が設定されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：

パラメーター poolidとこのパラメーターの組み合わせに

よって，次のとおり CLPR 番号が設定されます。

◦ パラメーター poolidを省略して，パラメーター

clprNumberを指定した場合，パラメーター

clprNumberで指定した CLPR 番号が設定されます。

◦ パラメーター poolidを指定した場合，パラメーター

clprNumberは無視され，パラメーター poolidで特

定された HDP プールの CLPR 番号が設定されます。

◦ パラメーター poolidおよびパラメーター

clprNumberを両方省略した場合，0が設定されます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

このパラメーターを省略した場合は，自動で設定されます。

指定した CLPR 番号がストレージシステムにない場合，エラーと

なります。VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，および HUS VM の場合，ストレージシステムにある

CLPR 番号は，GetStorageArray (subtargetの指定なし)コ
マンドの実行結果から取得できます。

poolid 任意 DP プールのプール ID
作成した DP ボリュームを関連づける DP プールのプール ID を

指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

HUS VM，HUS100，および Hitachi AMS2000 の場合は必ず指

定してください。

threshold 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

HDP ボリュームの使用率のしきい値（%）

5 以上 300 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

省略した場合は，5が設定されます。

パラメーター poolidを省略した場合，このパラメーターへの指

定は無効です。

capacitytype 任意 パラメーター capacityで指定する値の単位

指定できる値は，KBまたは blockです。

省略した場合，KBが設定されます。

fullallocation 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

DP ボリュームの割り当てに必要な容量を DP プールから確保

（ページ予約）するかどうかを指定します。

• enable：確保する

• disable：確保しない

省略した場合，disableが設定されます。

enableを指定した場合，ページ予約された容量も DP プールの

使用率に含まれます。

このパラメーターを指定する場合，DP プールの状態が Normal
である必要があります。

容量拡張が有効なパリティグループのプールボリュームを含む

DP プールの場合，このパラメーターは指定できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョン

が 80-02-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），

および VSP Fx00 モデルの場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，

displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この値を

arraygroupnameとして指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolIDが An instance of Poolの下に表示されます。この値を poolidとして

指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：15065，モデル：USP_V）で，仮想パリティグ

ループ（arraygroupname：X200-1）とその仮想パリティグループの中に 2 つ（numoflus：2）
の HDP ボリュームを作成し，プール ID が 0（poolid：0）の HDP プールと関連づけしていま

す。また，同時に HDP ボリュームの使用率のしきい値を 10%（threshold：10）に設定していま

す。
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HiCommandCLI AddVirtualVolume -o "D:\logs\AddVirtualVolume.log" 
model=USP_V serialnum=15065 arraygroupname=X200-1 capacity=209715200 
numoflus=2 devnum=00:30:00 poolid=0 threshold=10

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R600.15065.16485.199
      chassis=16,485
      number=199
      displayName=X200-1
      raidType=-
      emulation=OPEN-V
      diskType=
      diskSize=-1
      diskSizeInKB=-1
      formFactor=-1
      controllerID=-1
      totalCapacity=419,430,400
      allocatedCapacity=0
      freeCapacity=419,430,400
      hiHsmCapacity=0
      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=2,801,729,280
      largestFreeSpace=2,801,729,280
      substance=0
      slprNumber=0
      clprNumber=0
      cuInfo=
      openTotalCapacity=419,430,400
      openAllocatedCapacity=0
      openFreeCapacity=419,430,400
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=0
      openUnallocatedCapacity=419,430,400
      openUnallocatedActualCapacity=0
      openReservedCapacity=0
      openReservedActualCapacity=0
      type=3
      volumeType=-1
      encrypted=0
      protectionLevel=-1
      dpPoolID=-1
      resourcePartitionUnitID=-1
      List of 2 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R600.15065.12288
          devNum=12,288
          displayName=00:30:00
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=209,715,200
          numberOfLBAs=419,430,400
          path=false
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          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=16,485
          arrayGroup=199
          arrayGroupName=X200-1
          raidType=Unknown
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=0
          consumedCapacityInKB=0
          dpPoolID=0
          threshold=10
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
          List of 1 Ldev elements:
            An instance of LDEV
              objectID=LDEV.R600.15065.12288
              devNum=12,288
              displayName=00:30:00
              emulation=OPEN-V
              cylinders=0
              isComposite=0
              sizeInKB=209,715,200
              lba=419,430,400
              raidType=-
              substance=0
              volumeType=-1
              slotSizeInKB=48
              chassis=16,485
              arrayGroup=199
              arrayGroupName=X200-1
              path=false
              onDemandDevice=false
              devType=
              isStandardLDEV=true
              diskType=-1
              slprNumber=-1
              clprNumber=0
              cacheResidencyMode=0
              stripeSizeInKB=-1
              volumeKind=3
              status=Normal
              dpType=0
              consumedSizeInKB=0
              mfTrueCopyVolumeType=Simplex
              mfShadowImageVolumeType=Simplex
              mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
              mfUniversalReplicatorPoolID=-1
              dpPoolID=0
              threshold=10
              systemDisk=0
              encrypted=0
              tieringPolicy=-1
              resourcePartitionUnitID=-1
              reservedCapacityInKB=-1
              conglomerateLUNDevice=-1
        An instance of LogicalUnit
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          objectID=LU.R600.15065.12289
          devNum=12,289
          displayName=00:30:01
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=209,715,200
          numberOfLBAs=419,430,400
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=16,485
          arrayGroup=199
          arrayGroupName=X200-1
          raidType=Unknown
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=0
          consumedCapacityInKB=0
          dpPoolID=0
          threshold=10
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
          List of 1 Ldev elements:
            An instance of LDEV
              objectID=LDEV.R600.15065.12289
              devNum=12,289
              displayName=00:30:01
              emulation=OPEN-V
              cylinders=0
              isComposite=0
              sizeInKB=209,715,200
              lba=419,430,400
              raidType=-
              substance=0
              volumeType=-1
              slotSizeInKB=48
              chassis=16,485
              arrayGroup=199
              arrayGroupName=X200-1
              path=false
              onDemandDevice=false
              devType=
              isStandardLDEV=true
              diskType=-1
              slprNumber=-1
              clprNumber=0
              cacheResidencyMode=0
              stripeSizeInKB=-1
              volumeKind=3
              status=Normal
              dpType=0
              consumedSizeInKB=0
              mfTrueCopyVolumeType=Simplex
              mfShadowImageVolumeType=Simplex
              mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
              mfUniversalReplicatorPoolID=-1
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              dpPoolID=0
              threshold=10
              systemDisk=0
              encrypted=0
              tieringPolicy=-1
              resourcePartitionUnitID=-1
              reservedCapacityInKB=-1
              conglomerateLUNDevice=-1
      List of 1 FreeSpace elements:
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.R600.15065.16485.199.0
          sizeInKB=2,801,729,280
          cylinders=0
          fsControlIndex=0

4.1.18 AddVLDEVToVRPU
AddVLDEVToVRPUコマンドは，仮想リソースグループに対して仮想 LDEV を追加します。また，

すでに仮想リソースグループに登録されている仮想 LDEV の仮想情報を更新します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロ

コードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マイクロ

コードのバージョンが 70-05-04-XX /XX 以降），および HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-01-
XX /XX 以降）でだけ使用できます。

• 仮想 LDEV がプールボリュームの場合，そのプール ID に属するすべてのプールボリュームが同じ仮想リ

ソースグループに属している必要があります。指定する仮想 LDEV がプールボリュームの場合，同じプー

ル ID を持つプールボリュームをすべて指定してください。

• 仮想 LDEV がジャーナルボリュームの場合，登録先にはデフォルトの仮想ストレージマシンに属している

仮想リソースグループを指定してください。また，ジャーナルグループに属するすべてのジャーナルボ

リュームが同じ仮想リソースグループに属している必要があります。指定する仮想 LDEV がジャーナルボ

リュームの場合，同じジャーナルグループを持つジャーナルボリュームをすべて指定してください。

• 複数の仮想 LDEV を追加する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッチ

機能」を参照してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モ

デルの場合，パラメーター vldevoperationを指定すると，仮想デバイス番号や仮想情報がない

仮想 LDEV を追加できます。

仮想情報の登録および更新ができる仮想 LDEV の条件を次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モ
デルの場合：

• パスを持たないこと

• オープンボリュームであること

Virtual Storage Platform および HUS VM の場合：

• プールボリュームまたはジャーナルボリュームでないこと

• LUSE ボリュームでないこと

• パスを持たないこと

• コマンドデバイスでないこと

• オープンボリュームであること

• エミュレーションタイプが OPEN-Vであること
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• 仮想リソースグループに仮想 LDEV を追加する場合は，ストレージシステムの管理ツールで管

理されるリソースグループのうち，リソースグループの ID が 0のリソースグループ

（meta_resource）に属していること

書式

HiCommandCLI [URL] AddVLDEVToVRPU [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID 
devnum=仮想 LDEVのデバイス番号 [vdevnum=仮想 LDEVの仮想デバイス番号] 
[vemulation=仮想 LDEVの仮想エミュレーションタイプ] [vssid=仮想 LDEVの仮想 SSID] 
[vluse=仮想 LDEVの仮想 LUSEの要素数] [vcvs={0|1}] 
[overwrite={true|false}] [vldevoperation=withoutvid,withoutvattr]
[creationoption=stay]

パラメーター

表 4-21 AddVLDEVToVRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID
仮想 LDEV を追加する仮想リソースグループまたは仮想情報を

更新する仮想 LDEV が属する仮想リソースグループのリソース

グループ ID を指定します。

パラメーター creationoptionに stayを指定した場合，この

パラメーターには LDEV が属する物理リソースグループのリ

ソースグループ ID を指定してください。

devnum 必須 仮想 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

vdevnum 任意 仮想 LDEV の仮想デバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

省略した場合，仮想リソースグループの中で未使用の仮想デバイ

ス番号が割り当てられます。

パラメーター vldevoperationに withoutvidを指定してい

る場合，このパラメーターは無視されます。

vemulation 任意 仮想 LDEV の仮想エミュレーションタイプ

指定できるエミュレーションタイプを次に示します。

• OPEN-3
• OPEN-8
• OPEN-9
• OPEN-E
• OPEN-K
• OPEN-L
• OPEN-V
省略した場合，OPEN-Vが指定されたと見なされます。

パラメーター vldevoperationに withoutvidまたは

withoutvattrを指定している場合，このパラメーターは無視

されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

vssid 任意 仮想 LDEV の仮想 SSID
仮想 LDEV の仮想 SSID を 4～65533の整数値で指定します。

省略した場合，仮想リソースグループの中で SSID が自動的に割

り当てられます。

パラメーター vldevoperationに withoutvidまたは

withoutvattrを指定している場合，このパラメーターは無視

されます。

vluse 任意 仮想 LDEV の仮想 LUSE の要素数

指定できる値を次に示します。

• 0：LUSE ボリュームではない

• 2～36： LUSE ボリュームである（構成ボリュームの個数）

省略した場合，0が指定されたと見なされます。

パラメーター vldevoperationに withoutvidまたは

withoutvattrを指定している場合，このパラメーターは無視

されます。

vcvs 任意 仮想 LDEV の仮想 CVS
仮想 LDEV に仮想 CVS を設定するかどうかを指定します。

• 0：CVS ではない（LDEV の容量が標準サイズ）

• 1：CVS である（LDEV の容量がカスタムサイズ）

省略した場合，1が指定されたと見なされます。

パラメーター vldevoperationに withoutvidまたは

withoutvattrを指定している場合，このパラメーターは無視

されます。

overwrite 任意 指定された devnumがすでに仮想リソースグループに登録され

ていた場合に，仮想 LDEV の仮想情報を更新（上書き）するか

どうかを指定します。

• true：上書きする

• false：上書きしない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

vldevoperation 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

仮想デバイス番号または仮想情報がない仮想 LDEV を追加した

い場合に指定します。

指定できる値を次に示します。

• withoutvid：仮想デバイス番号を登録しない

• withoutvattr：仮想 LDEV の仮想情報を登録しない

creationoption 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

物理リソースグループに属する LDEV を仮想リソースグループ

から移動しない場合に stayを指定します。このパラメーター

は，登録する仮想リソースグループがデフォルトの仮想ストレー

ジマシンに属している場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuid
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GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of VResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター vrpuidの値として指定してください。

パラメーター creationoptionに stayを指定する場合，GetStorageArray
(subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取得してください。この

コマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定

し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指定してください。実行

結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要な

resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値を

パラメーター vrpuidの値として指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
LDEVの下に必要な devNum値が表示されます。この devNum値をパラメーター devnumとし

て指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，指定したストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：53038）の仮想リソー

スグループ（リソースグループ ID：2）に仮想 LDEV（デバイス番号：11）を追加します。また，

仮想 LDEV の仮想情報も登録します。

HiCommandCLI AddVLDEVToVRPU -o "D:\logs\AddVLDEVToVRPU.log" "model=VSP" 
"serialnum=53038" "vrpuid=2" "devnum=11" "vdevnum=201" "vemulation=OPEN-
V" "vssid=10" "vluse=0" "vcvs=0" "overwrite=false"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  .(Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
     .
     .(Attributes of VResourcePartitionUnit are omitted here)
     .
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R700.53038.2.11
          resourcePartitionUnitID=2
          devNum=11
          vArrayType=R600
          vArrayFamily=R600
          vSerialNumber=10007
          vDevNum=201
          vEmulation=OPEN-V
          vSSID=10
          vLUSE=0
          vCVS=0
          operationMode=0
          hasSubstance=1
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コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の仮想リソース

グループ（リソースグループ ID：62）に，仮想デバイス番号と仮想情報がない仮想 LDEV を追加

します。

HiCommandCLI AddVLDEVToVRPU -o "D:\logs\AddVLDEVToVRPU.log" "model=VSP 
G1000" "serialnum=10139" "vrpuid=62" "devnum=65277" 
"vldevoperation=withoutvid,withoutvattr"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10139.62
      name=RG62
      resourcePartitionUnitID=62
      arrayType=R800
      serialNumber=10139
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=10139
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=3
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.10139.62.65277
          resourcePartitionUnitID=62
          devNum=65,277
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=10139
          vDevNum=-1
          vEmulation=
          vSSID=-1
          vLUSE=-1
          vCVS=-1
          operationMode=0
          hasSubstance=0

4.1.19 AddVResourcePartitionUnit
AddVResourcePartitionUnitコマンドは，仮想リソースグループを作成します。仮想リソース

グループを作成すると，それに対応する物理リソースグループも作成されます。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 作成する仮想リソースグループが属する仮想ストレージマシンがない場合，仮想ストレージマシンも同時に

作成されます。

• 複数の仮想リソースグループを作成する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については

「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddVResourcePartitionUnit [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
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vrpuname=仮想リソースグループ名 
[vmodel=仮想ストレージマシンのモデル|vfamily=仮想ストレージマシンのファミリー]  
[vserialnum=仮想ストレージマシンのシリアル番号]

パラメーター

表 4-22 AddVResourcePartitionUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuname 必須 作成する仮想リソースグループ名

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

仮想リソースグループ名に「meta_resource」は指定できませ

ん。

GUI で使用する仮想リソースグループ名「XXX-仮想ストレージ

マシンのシリアル番号-Pool」の形式は指定できません。

vmodel※1 任意 仮想ストレージマシンのモデル

このパラメーターを指定する場合，vserialnumも必ず指定しま

す。パラメーター vfamilyと同時に指定しないでください。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

vfamily※1，※2 任意

（VSP G1000）
仮想ストレージマシンのファミリー

このパラメーターを指定する場合，vserialnumも必ず指定しま

す。パラメーター vmodelと同時に指定しないでください。

vserialnum※1 任意 仮想ストレージマシンのシリアル番号

このパラメーターを指定する場合，vmodelまたは vfamilyも

必ず指定します。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

注※1
これらのパラメーターを省略した場合，デフォルトの仮想ストレージマシンに仮想リソースグ

ループが作成されます。

注※2
旧バージョンとの互換性を維持するためのパラメーターです。新規に仮想リソースグループ

を作成する場合は，パラメーター vmodelを使用してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vmodel，vfamily，および vserialnum
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター vmodelに，arrayFamily値をパラメーター

vfamilyに指定してください。serialNumber値をパラメーター vserialnumに指定して

ください。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）に，仮想リソー

スグループ（仮想リソースグループ名：vrsg1）を作成します。仮想リソースグループが属する仮

想ストレージマシンがない場合，仮想ストレージマシンも同時に作成されます。

HiCommandCLI AddVResourcePartitionUnit -o "D:\logs
\AddVResourcePartitionUnit.log" "model=VSP G1000" "serialnum=10139" 
"vmodel=VSP G1000" "vserialnum=10051" "vrpuname=vrsg1"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.49
      name=vrsg1
      resourcePartitionUnitID=49
      numberOfPArrayGroups=0
      numberOfPHostStorageDomains=0
      numberOfPLDEVs=0
      numberOfPPorts=0
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10139.49
      name=vrsg1
      resourcePartitionUnitID=49
      arrayType=R800
      serialNumber=10139
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=10051
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=0

4.1.20 CancelVLDEVReservation
CancelVLDEVReservationコマンドは，仮想リソースグループに属する仮想 LDEV の，global-
active device の S-VOL 予約を解除します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 複数の仮想 LDEV の予約を解除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6.
バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] CancelVLDEVReservation [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID devnum=デバイス番号
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パラメーター

表 4-23 CancelVLDEVReservation コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID

devnum 必須 仮想 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuidおよび devnum
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを，パラ

メーター vrpusubinfoには VLDEVを，それぞれ指定してください。実行結果では，

resourcePartitionUnitID値と devNum値が An instance of VLDEVの下に表示され

ます。resourcePartitionUnitID値をパラメーター vrpuidに指定し，devNum値をパラ

メーター devnumの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，global-active device の S-VOL 用に予約されている仮想 LDEV（デバイス番号：769）
から予約を解除します。

HiCommandCLI CancelVLDEVReservation -o "D:\logs
\CancelVLDEVReservation.log" "model=VSP G1000" "serialnum=02592" 
"vrpuid=1" "devnum=769"

コマンド実行結果

この実行結果では，指定した仮想 LDEV に対応する VLDEVインスタンスの operationMode属性

が 0（通常のボリューム）で表示されているので，S-VOL 用の予約が解除されていることを示して

います。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.02592.1
      name=HAGroup1
      resourcePartitionUnitID=1
      arrayType=R800
      serialNumber=02592
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=02616
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      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=417
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.02592.1.769
          resourcePartitionUnitID=1
          devNum=769
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=02616
          vDevNum=-1
          vEmulation=
          vSSID=-1
          vLUSE=-1
          vCVS=-1
          operationMode=0
          hasSubstance=1

4.1.21 DeleteArrayGroup
DeleteArrayGroupコマンドは，ストレージシステムからパリティグループを削除します。パリ

ティグループが削除されると，そのパリティグループの LU も削除されます。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，および

Hitachi SMS では使用できません。

• HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は HDP プール）で構成

されたパリティグループは削除できません。

• HUS150 の場合，暗号化されたパリティグループを削除すると，削除対象のパリティグループを構成するす

べてのドライブ（PDEV）の暗号化が解除されます。

パラメーター

表 4-24 DeleteArrayGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 パリティグループのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 パリティグループのストレージシステムのモデル

chassis 任意 パリティグループのシャーシ番号

このパラメーターを指定する場合，groupnumも必ず指定しま

す。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

groupnum 任意 削除するパリティグループの番号

このパラメーターを指定する場合，chassisも必ず指定します。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

arraygroupname 任意 削除するパリティグループの表示名
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定する場合，chassisと groupnumは指

定しません。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

chassisおよび groupnum
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，

chassis値と number値が StorageArrayに表示されます。これらの chassis値と

number値をそれぞれパラメーター chassisとパラメーター groupnumとして指定してくだ

さい。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteArrayGroup -o "D:\logs\DeleteArrayGroup.log" 
"serialnum=87010257" "model=D800H" "chassis=0" "groupnum=2"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.22 DeleteArrayReservation
DeleteArrayReservationコマンドは，対象のストレージシステムのロックを解除します。

重要 このコマンドは，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS では使用できません。

パラメーター

表 4-25 DeleteArrayReservation コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

168 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteArrayReservation -o "D:\logs
\DeleteArrayReservation.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.23 DeleteExternalArrayGroup
DeleteExternalArrayGroupコマンドは，内部ボリュームに一対一でマッピングしている外部接

続したストレージシステム（外部ストレージシステム）のボリューム（外部ボリューム）のマッピ

ングを解除し，パリティグループ（外部パリティグループ）を削除します。また，削除される外部

パリティグループに属する LU も削除します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM でだけ使用でき

ます。Universal Storage Platform V/VM の場合に必要なマイクロコードのバージョンは 60-06-00-XX /XX
以降です。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場

合，外部ストレージシステムが接続されているポートのタイプが iSCSI のときは，このコマンドを使用でき

ません。

• このコマンドを実行するときには，外部パリティグループを作成するストレージシステムと，外部接続して

いるストレージシステムの両方が Device Manager の管理対象として登録されている必要があります。

パラメーター

表 4-26 DeleteExternalArrayGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 外部パリティグループを削除するストレージシステムのシリア

ル番号

model 必須 外部パリティグループを削除するストレージシステムのモデル

arraygroupname
s

必須 削除する外部パリティグループ名のリスト

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。外部パリティグループを削

除するストレージシステムの arrayType値または displayArrayType値をパラメーター

modelに指定してください。serialNumber値をパラメーター serialnumに指定してくだ

さい。

arraygroupnames
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GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnamesとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteExternalArrayGroup -o "D:\logs
\DeleteExternalArrayGroup.log" "model=USP_V" "serialnum=10037" 
"arraygroupnames=E1-1,E1-2"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.24 DeleteHostStorageDomain
DeleteHostStorageDomainコマンドは，ホストストレージドメインを削除します。このコマン

ドは，ストレージシステムからホストグループを削除します。

重要 このコマンドは，ポートタイプが NAS Platform (User LU)のポートに対して実行しないでください。

パラメーター

表 4-27 DeleteHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのシリアル番

号

model 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのモデル

port 任意 削除するホストストレージドメインのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 削除するホストストレージドメインのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 削除するホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数または 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

0は指定しないでください。ドメイン ID が 0のホストストレー

ジドメインは削除できません。

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 削除するホストストレージドメインのニックネーム

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

deletionoption 任意 指定できる値は lusekeepだけです。

このパラメーターを省略すると LUSE が削除されます。LUSE
を削除しない場合は，必ずこのパラメーターを指定してくださ

い。VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，

170 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，このパラ

メーターの指定は無視されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

domainおよび port
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，domainID値と portID値が An instance of
HostStorageDomainの下に表示されます。これらの domainID値と portID値をそれぞれ

パラメーター domainとパラメーター portとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，nicknameが An instance of HostStorageDomainの下に表

示されます。この値を domainnicknameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteHostStorageDomain 
-o "D:\logs\DeleteHostStorageDomain.log" 
"serialnum=53039" "model=VSP" "port=16" "domain=1" 
"deletionoption=lusekeep" 

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.1.25 DeleteLabel
DeleteLabelコマンドは，論理ユニットのラベルを削除します。

パラメーター

表 4-28 DeleteLabel コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 論理ユニットのデバイス番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

reflectoption 任意

（Virtual Storage
Platform
HUS VM）

ストレージシステムに反映されている LDEV のラベル情報を削

除するかどうかを指定します。

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• true：ストレージシステムに反映されているラベル情報を削

除する

• false：ストレージシステムに反映されているラベル情報を

削除しない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。ラベルを削除したい LDEV の devNum
値をパラメーター devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteLabel -o "D:\logs\DeleteLabel.log" "serialnum=10037" 
"model=R600" "devnums=00:00:00,00:00:01"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.26 DeleteLogicalUnit
DeleteLogicalUnitコマンドは，LU と対応する LDEV をストレージシステムから削除します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS VM
では，複数の論理ユニットを一括して削除できます。
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重要

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，または HUS VM の場合，シャーシ番号が 65～96
または 16485～16516 のパリティグループは論理ユニットを削除することはできません。シャーシ番号が

65～96 または 16485～16516 の場合，そのパリティグループは V-VOL であることを示しています。

• Hitachi USP の場合，シャーシ番号が 65～96 のパリティグループは論理ユニットを削除することはできま

せん。シャーシ番号が 65～96 の場合，そのパリティグループは V-VOL であることを示しています。

パラメーター

表 4-29 DeleteLogicalUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 LU のストレージシステムのシリアル番号

model 必須 LU のストレージシステムのモデル

devnum 任意 LU のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnumまたは devnumsのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

devnums 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

LU のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnumまたは devnumsのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

複数の LU を一括で削除する場合，エミュレーションタイプが

OPEN-V の LU だけを指定してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnumまたは devnums
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには LogicalUnitを指定してください。実行結果で

は，devNum値が An instance of LogicalUnitに表示されます。この devNum値をパラ

メーター devnumまたは devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteLogicalUnit -o "D:\logs\DeleteLogicalUnit.log" 
"serialnum=10182" "model=VSP G1000" "devnum=1"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.27 DeleteLUSE
DeleteLUSEコマンドは，ストレージシステムにある，LUSE ボリュームを削除します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および
VSP Fx00 モデルでは使用できません。

パラメーター

表 4-30 DeleteLUSE コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 LUSE ボリュームを削除するストレージシステムのシリアル番

号

model 必須 LUSE ボリュームを削除するストレージシステムのモデル

devnum 必須 削除対象の LUSE ボリュームを特定するために使用されるデバ

イス番号

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

LUSE デバイス番号はストレージシステムで有効な値にする必

要があります。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには LogicalUnitを指定してください。

isComposite=1または path=falseで特定される論理ユニットは，これがパスを持たない

LUSE ボリュームであることを示しています。実行結果では，関連する論理ユニットの

devNum値は，An instance of LogicalUnitの下に表示されます。この devNum値をパ

ラメーター devnumとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteLUSE -o "D:\logs\DeleteLUSE.log" 
"serialnum=53039" "model=VSP" "devnum=209"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.28 DeletePArrayGroupFromPRPU
DeletePArrayGroupFromPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するパリティグループ

を，特定の物理リソースグループから削除し，リソースグループの ID が 0の物理リソースグルー

プ（meta_resource）に移動します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 連結パリティグループのパリティグループは，すべて同じ物理リソースグループに属している必要がありま

す。連結されているすべてのパリティグループを指定してください。

• 複数のパリティグループの所属先を削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能について

は「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeletePArrayGroupFromPRPU [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
{chassis=シャーシ番号 groupnum=パリティグループ番号|arraygroupname=パリティグルー
プ名}

パラメーター

表 4-31 DeletePArrayGroupFromPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

chassis 任意 物理リソースグループに属するパリティグループが位置する

シャーシ番号

このパラメーターを指定する場合，groupnumも必ず指定しま

す。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同
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パラメーター名 指定のレベル 説明

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

groupnum 任意 物理リソースグループに属するパリティグループの番号

このパラメーターを指定する場合，chassisも必ず指定します。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

arraygroupname 任意 物理リソースグループに属するパリティグループの表示名

このパラメーターを指定する場合，chassisと groupnumは指

定しません。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

chassisおよび groupnum
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，

chassis値と number値が StorageArrayに表示されます。これらの chassis値と

number値をそれぞれパラメーター chassisとパラメーター groupnumとして指定してくだ

さい。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するパリティグループ（シャーシ番号：1，パリティグループ番号：16）を，所属先

の物理リソースグループから削除します。

HiCommandCLI DeletePArrayGroupFromPRPU -o "D:\logs
\DeletePArrayGroupFromPRPU.log" "model=VSP G1000" "serialnum=10139" 
"chassis=1" "groupnum=16"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)
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4.1.29 DeletePHSDFromPRPU
DeletePHSDFromPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するホストストレージドメインを，

特定の物理リソースグループから削除し，リソースグループの ID が 0の物理リソースグループ

（meta_resource）に移動します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 複数のホストストレージドメインの所属先を削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能

については「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeletePHSDFromPRPU [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
{port=ポート番号|portname=ポート名} domain=ドメイン ID

パラメーター

表 4-32 DeletePHSDFromPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

port 任意 物理リソースグループに属するホストストレージドメインの

ポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 物理リソースグループに属するホストストレージドメインの

ポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 必須 物理リソースグループに属するホストストレージドメインのド

メイン ID
このパラメーターは 10 進数または 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

portおよび domain
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，domainID値と portID値が An instance of
HostStorageDomainの下に表示されます。これらの domainID値と portID値をそれぞれ

パラメーター domainとパラメーター portとして指定してください。
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portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するホストストレージドメイン（ポート番号：1，ドメイン ID：16）を，所属先の物

理リソースグループから削除します。

HiCommandCLI DeletePHSDFromPRPU -o "D:\logs\DeletePHSDFromPRPU.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "port=1" "domain=16"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.30 DeletePLDEVFromPRPU
DeletePLDEVFromPRPUコマンドは，物理リソースグループに属する LDEV を，特定の物理リソー

スグループから削除し，リソースグループの ID が 0の物理リソースグループ（meta_resource）に

移動します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• デフォルトの仮想ストレージマシンに属する物理リソースグループの LDEV だけを削除できます。デフォ

ルトの仮想ストレージマシン以外に属する物理リソースグループの LDEV を削除する場合，仮想化されて

いる LDEV のため，「4.1.37 DeleteVLDEVFromVRPU」を使用して削除してください。

• 物理リソースグループに属する LDEV がプールボリュームの場合，そのプール ID に属するすべてのプール

ボリュームが同じ物理リソースグループに属している必要があります。指定する LDEV がプールボリュー

ムの場合，同じプール ID を持つプールボリュームをすべて指定してください。

• 物理リソースグループに属する LDEV がジャーナルボリュームの場合，そのジャーナルグループに属する

すべてのジャーナルボリュームが同じ物理リソースグループに属している必要があります。指定する

LDEV がジャーナルボリュームの場合，同じジャーナルグループ ID を持つジャーナルボリュームをすべて

指定してください。

• 複数の LDEV の所属先を削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッ

チ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeletePLDEVFromPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 devnum=デバイス番号

パラメーター

表 4-33 DeletePLDEVFromPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnum 必須 物理リソースグループに属する LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
LDEVの下に必要な devNum値が表示されます。この devNum値をパラメーター devnumとし

て指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属する LDEV（デバイス番号：11）を，所属先の物理リソースグループから削除しま

す。

HiCommandCLI DeletePLDEVFromPRPU -o "D:\logs\DeletePLDEVFromPRPU.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "devnum=11"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.31 DeletePool
DeletePoolコマンドは，DP プールを削除し，DP プールを構成するプールボリューム，PDEV，

およびパリティグループとの関連づけを解除します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および

Hitachi AMS2000 でだけ使用できます。

• HUS150 の場合，暗号化された HDP プールを削除すると，削除対象の HDP プールを構成するすべてのド

ライブ（PDEV）の暗号化が解除されます。

• 重複排除機能（dedupe and compression）が有効な DP プールは削除できません。

DP プールを削除する場合，DP プールと DP ボリュームのすべての関連づけが解除されている必要

があります。DP プールと DP ボリュームの関連づけの解除については，「4.1.83
ModifyVirtualVolume」を参照してください。

パラメーター

表 4-34 DeletePool コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

model 必須 ストレージシステムのモデル

poolid 必須 プール ID
削除する DP プールのプール ID を指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolIDが An instance of Poolの下に表示されます。この値を poolidとして

指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：15065，モデル：USP_V）のプール ID が 0
（poolid：0）の HDP プールを削除しています。

HiCommandCLI DeletePool -o "D:\logs\DeletePool.log" model=USP_V 
serialnum=15065 poolid=0

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.32 DeletePPortFromPRPU
DeletePPortFromPRPUコマンドは，物理リソースグループに属するポートを，特定の物理リソー

スグループから削除し，リソースグループの ID が 0の物理リソースグループ（meta_resource）に

移動します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 複数のポートの所属先を削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッ

チ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeletePPortFromPRPU [オプション] model=モデル 
serialnum=シリアル番号 {port=ポート番号|portname=ポート名}

パラメーター

表 4-35 DeletePPortFromPRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

port 任意 物理リソースグループに属するポート番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 物理リソースグループに属するポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには Portを指定してください。実行結果では，An instance of
Portの下に必要な portID値が表示されます。この portID値をパラメーター portの値と

して指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の物理リソース

グループに属するポート（ポート番号：11）を，所属先の物理リソースグループから削除します。

HiCommandCLI DeletePPortFromPRPU -o "D:\logs\DeletePPortFromPRPU.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "port=11"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.33 DeleteQuorumDiskID
DeleteQuorumDiskIDコマンドは，global-active device で使用している Quorum ディスクに関す

る情報をストレージシステムから削除します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以

降），および VSP Fx00 モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX／XX 以降）でだけ使用できます。

• ボリュームが設定されている Quorum ディスクの ID を削除できます。

• Quorum ディスクの ID を使用している global-active device のコピーペアがある場合，その ID は削除でき

ません。

Quorum ディスクの ID が使用されているかどうかは GetStorageArray
(subtarget=ReplicationInfo)コマンドにパラメーター quorumdiskidfilterを指定して確認して

ください。

コマンドリファレンス 181

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



• P-VOL および S-VOL の両方のストレージシステムから Quorum ディスクの ID を削除してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeleteQuorumDiskID [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号
quorumdiskid=Quorumディスク ID

パラメーター

表 4-36 DeleteQuorumDiskID コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

quorumdiskid 必須 Quorum ディスクの ID
削除する Quorum ディスクの ID を指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

quorumdiskid
P-VOL および S-VOL 両方のストレージシステムに対して GetStorageArray
(subtarget=QuorumDisk)コマンドを実行し，その実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには QuorumDiskを指定してください。実行結果では，ストレージ

システムで使用されている quorumDiskID値が An instance of QuorumDiskの下に表

示されます。この quorumDiskIDをパラメーター quorumdiskidの値として指定してくだ

さい。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：60001）から Quorum
ディスクの ID（Quorum ディスク ID：3）を削除します。

HiCommandCLI DeleteQuorumDiskID -o "D:\logs\DeleteQuorumDiskID.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=60001" "quorumdiskid=3"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.34 DeleteSpareDrive
DeleteSpareDriveコマンドは，ストレージシステムからスペアドライブを削除または解除しま

す。現在スペアとして使用されている物理ドライブは，未使用のデバイスのプールに追加されます。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，および
Hitachi SMS では使用できません。
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パラメーター

表 4-37 DeleteSpareDrive コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 スペアドライブのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 スペアドライブのストレージシステムのモデル

pdevid 必須 スペアドライブの PDEV の ID

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

pdevid
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果の pdevid値から取得してくだ

さい。ただし，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してく

ださい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnum
だけを指定し，パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。このコマンドの実

行結果の An instance of PDEVの下に表示されるロール値が spareまたは

spareuninitializedで定義されていることを確認してください。定義されている場合，こ

の実行結果で特定されるドライブはスペアドライブです。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteSpareDrive -o "D:\logs\DeleteSpareDrive.log" 
serialnum=87010257 model=D800H pdevid=9

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.35 DeleteStorageArray
DeleteStorageArrayコマンドは，ストレージシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを

含む）を Device Manager サーバの管理対象から取り除きます。このコマンドを実行しても，Device
Manager の管理対象外となるだけで，ストレージシステムの構成は変更しません。

重要 DeleteStorageArrayコマンドの実行結果がエラーとなった場合は，エラーメッセージに従って対処し
たあとで，再度，DeleteStorageArrayを実行してください。DeleteStorageArrayを実行すると，対象の
ストレージシステムの構成情報は複数のトランザクションに分割されて Device Manager のデータベースから
削除されます。このため，処理の途中でエラーが発生すると，Device Manager のデータベースが不整合な状態
となり，削除したストレージシステムの情報が Device Manager のデータベースに残っていることがあります。
エラーの原因を解消して，再度，ストレージシステムを削除してください。

書式

SMI-S enabled ストレージシステム以外のストレージシステムの場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteStorageArray [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteStorageArray [オプション]
saobjid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID
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パラメーター

表 4-38 DeleteStorageArray コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意※ 削除するストレージシステムのシリアル番号

削除対象が SMI-S enabled ストレージシステムの場合は指定で

きません。

model 任意※ 削除するストレージシステムのモデル

削除対象が SMI-S enabled ストレージシステムの場合は指定で

きません。

saobjid 任意※ 削除する SMI-S enabled ストレージシステムのオブジェクト ID

注※

パラメーター serialnumと modelを同時に指定するか，パラメーター saobjidを指定する

かのどちらか一方を必ず行ってください。また，serialnumと modelの組み合わせと

saobjidを同時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

saobjid
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の objectID値を

パラメーター saobjidに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteStorageArray -o "D:\logs\DeleteStorageArray.log" 
"serialnum=53039" "model=VSP"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.1.36 DeleteVirtualVolume
DeleteVirtualVolumeコマンドは，DP ボリュームを削除します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および

Hitachi AMS2000 でだけ使用できます。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュームは削除できません。

• 重複排除用システムデータボリュームは削除できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合で，DP ボ

リュームを削除できる条件を次に示します。

• パスを持たないこと

• 指定した DP ボリュームだけを削除する場合，ストレージシステムに Open Volume
Management がインストールされていること
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• Guard モードが Read/Write であること

重要

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合，指定した仮想パリティグ

ループを削除するとき，仮想パリティグループと仮想パリティグループに含まれる DP ボリュームも削除さ

れます。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，および HUS VM の場合，指定した DP ボリュームを削除するとき，DP ボリュームを含

む仮想パリティグループも削除されます。

• Universal Storage Platform V/VM の場合，指定した HDP ボリュームを削除するとき，HDP ボリュームを

含む仮想パリティグループは削除されません。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，パスを持たない DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の

場合は HDP ボリューム）だけを削除できます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，および HUS VM の書式

仮想パリティグループを指定し，仮想パリティグループおよび仮想パリティグループの中の DP ボ

リュームを削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
arraygroupnames=仮想パリティグループ名

指定した DP ボリュームだけを削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=DPボリュームのデバイス番号

Universal Storage Platform V/VM の書式

仮想パリティグループを指定し，仮想パリティグループおよび仮想パリティグループの中の HDP
ボリュームを削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [deletionoption=force]
arraygroupnames=仮想パリティグループ名

指定した HDP ボリュームだけを削除する場合※：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [deletionoption=force]
devnums=HDPボリュームのデバイス番号

注※

マイクロコードのバージョンが 60-04-XX -XX /XX 以降で，システムオプション 726 が ON に

設定されている場合，この書式は指定できません。この書式を指定するとエラーとなります。

HUS100 の書式

指定した DP ボリュームを削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=DPボリュームのデバイス番号

Hitachi AMS2000 の書式

指定した HDP ボリュームを削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=HDPボリュームのデバイス番号
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パラメーター

表 4-39 DeleteVirtualVolume コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

deletionoption 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

HDP プールとの関連づけが解除されていない HDP ボリューム

を削除するかどうかを指定します。

削除する場合は，forceを指定します。

arraygroupname
s※1

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
HUS VM）

仮想パリティグループ名

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

devnums※1，※2 任意 DP ボリュームのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

注※1
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場

合，パラメーター arraygroupnamesまたは devnumsのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に指定するとエラー

となります。

注※2
HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，パラメーター devnumsを必ず指定してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

arraygroupnames
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnamesとして指定してください。
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devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：15065，モデル：USP_V）の仮想パリティグルー

プ（arraygroupnames：X200-1）とその中の HDP ボリュームを削除しています。また，パラ

メーター deletionoptionに forceを指定して，HDP プールとの関連づけが解除されていない

HDP ボリュームも削除しています。

HiCommandCLI DeleteVirtualVolume -o "D:\logs\DeleteVirtualVolume.log" 
model=USP_V serialnum=15065 deletionoption=force arraygroupnames=X200-1

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.37 DeleteVLDEVFromVRPU
DeleteVLDEVFromVRPUコマンドは，仮想リソースグループから仮想 LDEV を削除し，仮想 LDEV
の仮想情報を削除します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロ

コードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マイクロ

コードのバージョンが 70-05-04-XX /XX 以降），および HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-01-
XX /XX 以降）でだけ使用できます。

• 仮想 LDEV がプールボリュームの場合，そのプール ID に属するすべてのプールボリュームが同じ仮想リ

ソースグループに属している必要があります。指定する仮想 LDEV がプールボリュームの場合，同じプー

ル ID を持つプールボリュームをすべて指定してください。

• 仮想 LDEV がジャーナルボリュームの場合，そのジャーナルグループに属するすべてのジャーナルボ

リュームが同じ仮想リソースグループに属している必要があります。指定する仮想 LDEV がジャーナルボ

リュームの場合，同じジャーナルグループを持つジャーナルボリュームをすべて指定してください。

• global-active device の S-VOL 用に予約されている仮想 LDEV は削除できません。「4.1.20
CancelVLDEVReservation」を使用して予約を解除してから削除してください。

• 複数の仮想 LDEV を削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッチ

機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeleteVLDEVFromVRPU [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID   
devnum=デバイス番号 [deletionoption=stay]

パラメーター

表 4-40 DeleteVLDEVFromVRPU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル
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パラメーター名 指定のレベル 説明

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID
仮想情報を削除する仮想 LDEV が属するリソースグループの

ID を指定します。

devnum 必須 仮想 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

deletionoption 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

物理リソースグループに属する LDEV を，仮想リソースグルー

プに移動しない場合に stayを指定します。このパラメーター

は，デフォルトの仮想ストレージマシンに属する仮想 LDEV の

場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuid
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of VResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター vrpuidの値として指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター model，serialnum，お

よび vrpuidを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを，パ

ラメーター vrpusubinfoには VLDEVを，それぞれ指定してください。実行結果では，An
instance of VLDEVの下に必要な devNum値が表示されます。この devNum値をパラメー

ター devnumの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，指定したストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：53038）の仮想リソー

スグループ（リソースグループ ID：2）から仮想 LDEV（デバイス番号：11）の仮想情報を削除し

ます。

HiCommandCLI DeleteVLDEVFromVRPU -o "D:\logs\DeleteVLDEVFromVRPU.log" 
"model=VSP" "serialnum=53038" "vrpuid=2" "devnum=11"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)
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4.1.38 DeleteVResourcePartitionUnit
DeleteVResourcePartitionUnitコマンドは，仮想リソースグループを削除します。仮想リ

ソースグループを削除すると，それに対応する物理リソースグループも削除されます。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

• 仮想ストレージマシン内のすべての仮想リソースグループが削除された場合，仮想ストレージマシンも同時

に削除されます。

• 複数の仮想リソースグループを削除する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については

「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] DeleteVResourcePartitionUnit [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID [deletionoption=force]

パラメーター

表 4-41 DeleteVResourcePartitionUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 削除する仮想リソースグループのリソースグループ ID を指定し

ます。

deletionoption 任意 このパラメーターで forceを指定した場合，仮想リソースグ

ループを削除するのと同時に，指定された仮想リソースグループ

および物理リソースグループに属するすべてのリソースを削除

します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuid
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of VResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター vrpuidの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の仮想リソース

グループ（リソースグループ ID：2）を削除します。

HiCommandCLI DeleteVResourcePartitionUnit -o "D:\logs
\DeleteVResourcePartitionUnit.log" "model=VSP G1000" "serialnum=10139" 
"vrpuid=2"

コマンドリファレンス 189

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.1.39 FormatLU
LU をフォーマットします。

パラメーター waitを省略，またはパラメーター waitで「false」を指定した場合，LDEV が正

しくフォーマットされたかどうかは，AddStorageArrayコマンドでストレージシステムをリフ

レッシュしたあと，GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドを実行し，実行結果から

statusの値を確認します。「true」を指定した場合は，FormatLUコマンドの実行結果で status
の値を確認します。

注意 このコマンドは，LU のデータを消去します。使用中の LU をフォーマットした場合，データの復元はで
きません。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS VM
でだけ使用できます。Hitachi USP の場合に必要なマイクロコードのバージョンは 50-09-00-XX /XX 以降

です。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリューム，または重複排除用システムデータボリュー

ムの場合，このコマンドは実行できません。

• LDEV をフォーマットする際，LDEV の属性の statusの値が「Blocked」であることを確認してくださ

い。statusの値が「Normal」の場合で，LDEV をフォーマットするときは，パラメーター forceで

「true」を指定します。

• 指定する LUSE ボリュームに「Blocked」でない LDEV が含まれている場合，その LUSE ボリュームを削

除してから，このコマンドを実行してください。

• 対象のストレージシステム内で，LDEV がフォーマット中の場合，このコマンドを実行するとエラーになり

ます。

パラメーター

表 4-42 FormatLU コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 フォーマットする LU のストレージシステムのシリアル番号

model 必須 フォーマットする LU のストレージシステムのモデル

devnums 必須 フォーマットする LU のデバイス番号のリスト

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

複数指定する場合はコンマで区切ります。

実行結果は 10 進数で出力されます。

wait 任意 フォーマットの完了を待ってコマンドを終了するかどうかを指

定します。

指定できる値は次のとおりです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

• true：フォーマットの完了を待ってコマンドを終了する

• false：フォーマットの完了を待たないでコマンドを終了す

る

省略した場合は，falseが設定されます。

このパラメーターで trueを指定した場合，パラメーター

quickformatに trueを同時に指定できません。

force 任意 状態が「Normal」の LDEV をフォーマットするかどうかを指定

します。

指定できる値は次のとおりです。

• true：フォーマットする

• false：フォーマットしない

省略した場合は，falseが設定されます。

quickformat 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
HUS VM）

LU を Quick Format でフォーマットするかどうかを指定しま

す。

指定できる値は次のとおりです。

• true：Quick Format でフォーマットする

• false：Quick Format でフォーマットしない

省略した場合は，falseが設定されます。

このパラメーターで trueを指定した場合，パラメーター wait
に trueを同時に指定できません。

容量拡張が有効なパリティグループに属する LU の場合，パラ

メーター値に trueを指定できません。

Quick Format では，一部のコンポーネントに負荷が集中し，対

象のストレージシステム内で実行されるすべてのホスト I/O の

性能が低下するおそれがあります。クイックフォーマット実行

時の注意事項については，マニュアル「Hitachi Command Suite
ユーザーズガイド」を参照してください。

Universal Storage Platform V/VM の場合，LU を Quick
Format でフォーマットするために必要なマイクロコードのバー

ジョンは 60-02-4X -XX /XX 以降です。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit, lusubinfo=LDEV)コマンドの実行結果か

ら取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメー

ター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに LogicalUnit，lusubinfoパ

ラメーターに LDEVを指定してください。実行結果では，LogicalUnitの devNum値が An
instance of LogicalUnitの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI -t FormatLU model=R600 serialnum=10007 
devnums=00:04:97,00:04:98

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)

コマンドリファレンス 191

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



  .
  List of 2 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.10007.1175
      devNum=1,175
      displayName=00:04:97
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=100,000
      numberOfLBAs=200,000
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=100,000
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R600.10007.1175
          devNum=1,175
          displayName=00:04:97
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=0
          sizeInKB=100,000
          lba=200,000
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=0
          slprNumber=0
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=100,000
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          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=-1
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.10007.1176
      devNum=1,176
      displayName=00:04:99
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=100,000
      numberOfLBAs=200,000
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=100,000
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R600.10007.1176
          devNum=1,176
          displayName=00:04:98
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=0
          sizeInKB=100,000
          lba=200,000
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
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          guardMode=
          diskType=0
          slprNumber=0
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=100,000
          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=-1
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1

4.1.40 GetArrayReservation
GetArrayReservationコマンドは，ロックされているストレージシステムの情報を取得します。

パラメーターはありません。

重要 このコマンドは，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS では使用できません。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetArrayReservation -o "D:\logs\GetArrayReservation.log"

コマンド実行結果

An instance of ArrayReservation
  objectID=ARRAYRESERVATION.R800.10182
  target=ARRAY.R800.10182
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  loginID=dmuser
  beginTime=1,039,003,476

4.1.41 GetPoolShrinkStatus
GetPoolShrinkStatusコマンドは，ShrinkPoolコマンドによって実行された DP プール縮小

の実行状態を取得します。

このコマンドを実行すると，DP プールに属する DP プールボリュームの情報が表示されます。

DP プールの縮小が完了すると，取り除かれた DP プールボリュームは通常ボリュームになるため，

このコマンドの実行結果に表示されなくなります。

ShrinkPoolコマンドで指定した DP プールに属する DP プールボリュームが，すべて通常ボ

リュームになったら（対応する LogicalUnitインスタンスがすべて表示されなくなったら），その

ボリュームを FormatLUコマンドでフォーマットしてください。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM でだけ使用できます。
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• DP プールの縮小実行中に，プールに対してほかの操作が行われ縮小できない状態になると，DP プールの

縮小に失敗します。その結果，取り除く対象としていたボリュームが，部分的に DP プールボリュームのま

まで残ることがあります。このとき，そのボリュームに対して，FormatLUコマンドを実行しないでくださ

い。

• このコマンド実行中，ストレージシステムがロックされます。このため，連続して実行することは，推奨し

ません。

パラメーター

表 4-43 GetPoolShrinkStatus コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

poolid 必須 プール ID

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）で，プール ID が 1
（poolid：1）の DP プールについて，プール縮小の実行状態を確認しています。

HiCommandCLI GetPoolShrinkStatus -o "D:\logs\GetPoolShrinkStatus.log" 
model=VSP serialnum=53039 poolid=1

コマンド実行結果 1

この実行結果では，ShrinkPoolコマンドで指定した DP プールボリューム（devnum：00:06:0B）
に対応する LogicalUnitインスタンスが表示されているので，DP プール縮小が完了していない

ことを示しています。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53038.5.1
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=0
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=309,227,520
      freeCapacityInKB=309,227,520
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=30
      numberOfVVols=1
      capacityOfVVolsInKB=419,457,024
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=135
      overProvisioningWarning=-1
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      overProvisioningLimit=500
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=disable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 31 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53038.1546
          devNum=1,546
          displayName=00:06:0A
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,080
          numberOfLBAs=20,972,160
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,080
          dpPoolID=1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53038.1547
          devNum=1,547
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          displayName=00:06:0B
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,080
          numberOfLBAs=20,972,160
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,080
          dpPoolID=1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=1
          managementAreaPoolID=-1
           .
           . (repeated for other LogicalUnit instances)
           .

コマンド実行結果 2

この実行結果では，ShrinkPoolコマンドで指定した DP プールボリューム（devnum：00:06:0B）
に対応する LogicalUnitインスタンスが表示されていないので，DP プール縮小が完了している

ことを示しています。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53038.5.1
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=0
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=309,227,520
      freeCapacityInKB=309,227,520
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=30
      numberOfVVols=1
      capacityOfVVolsInKB=419,457,024
      clprNumber=0
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      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=135
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=500
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=disable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 30 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53038.1546
          devNum=1,546
          displayName=00:06:0A
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,080
          numberOfLBAs=20,972,160
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,080
          dpPoolID=1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
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          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1
           .
           . (repeated for other LogicalUnit instances)
           .

4.1.42 GetStorageArray
GetStorageArrayコマンドは，Device Manager サーバが管理しているストレージシステムに関

する情報を取得します。

GetStorageArrayコマンドでは，特定の構成要素の情報を取得したり，条件を付けて情報を取得

したりする場合に，パラメーター subtarget，subinfo パラメーター群（例：arraygroupsubinfo
や lusubinfo）およびそのほかのパラメーターを使います。

関連項目

• 付録 B. ストレージシステムの情報を取得するコマンドの出力形式

4.1.43 GetStorageArray のパラメーターの使い方

GetStorageArrayコマンドのパラメーター subtargetおよびパラメーター subinfo を組み合わ

せて，さまざまな情報を取得する方法について説明します。

重要 GetStorageArrayコマンドを使用して LDEV や論理ユニット（LU）の情報を取得する場合，取得対象
を特定するパラメーターや，フィルターするためのパラメーターを指定し，取得する個数を絞り込むことをお勧
めします。

パラメーター subtarget：
GetStorageArrayコマンドで取得できるストレージシステムに関する基本情報に加え，特定

の構成要素に関する情報を取得する場合は，パラメーター subtargetを使用します。

重要 パラメーター subtargetを指定し，パラメーター modelおよび serialnumを指定しないで
GetStorageArrayを実行した場合，GetStorageArrayコマンドの実行結果の An instance of
StorageArrayの下に表示される statusOfDBInconsistencyが 0以外のときは，コマンド出力結果
にパラメーター subtargetで指定した構成要素の情報が出力されないことがあります。
statusOfDBInconsistencyが 0以外の場合とは，Device Manager のデータベースが不整合な状態で
あることを示します。statusOfDBInconsistencyが 0以外の場合については，「5.53 StorageArray イ
ンスタンス」を参照してください。

パラメーター subinfo：
パラメーター subtargetで指定した特定の構成要素の関連情報も同時に取得する場合は，パ

ラメーター subinfo を指定します。指定できるパラメーター subinfo は，パラメーター

subtargetの値ごとに異なります。

パラメーター subtargetによって取得できる構成要素の情報を「表 4-44 パラメーター subtarget
によって取得できる構成要素の情報」に，パラメーター subtargetと同時に使用できるパラメー

ター subinfo を「表 4-45 パラメーター subtarget と同時に使用できるパラメーター subinfo」に示

します。

表 4-44 パラメーター subtarget によって取得できる構成要素の情報

subtarget の値 取得できる情報 記載個所

subtargetの指定なし ストレージシステムに関する基本情報 4.1.44

ArrayGroup パリティグループに関する情報 4.1.45

CommParameters ストレージシステムにアクセスする方法に関する情報 4.1.46

Component ストレージシステムの構成に関する情報 4.1.47

ExternalStorage ストレージシステムの外部接続に関する情報 4.1.48
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subtarget の値 取得できる情報 記載個所

Filter 特定の構成要素が属するストレージシステムに関する情報 4.1.49

FreeSpace パリティグループの空き容量に関する情報 4.1.50

HostStorageDomain ホストストレージドメインに関する情報 4.1.51

LDEV LDEV に関する情報 4.1.52

LogicalDKC 論理 DKC に関する情報 4.1.53

LogicalUnit 論理ユニット（LU）に関する情報 4.1.54

LogSettings ストレージシステムに設定されている，監査ログの Syslog 設定・

FTP 設定に関する情報，およびアラートの SNMP 設定に関する

情報

4.1.55

MFReplicationInfo メインフレームボリュームで作成したコピーペアに関する情報 4.1.56

Path パスに関する情報 4.1.57

PDEV PDEV に関する情報 4.1.58

Pool プールに関する情報

（Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，Universal Replicator
または Dynamic Provisioning）

4.1.59

Port ポートに関する情報 4.1.60

PortController ポートコントローラーに関する情報 4.1.61

PResourcePartition
Unit

物理リソースグループに関する情報 4.1.62

QuorumDisk Quorum ディスクに関する情報 4.1.63

ReplicationInfo コピーペアに関する情報 4.1.64

SnapshotGroup スナップショットグループに関する情報 4.1.65

TieringPolicy HDT ボリュームに適用できる階層ポリシーの情報を取得しま

す。

4.1.66

VResourcePartition
Unit

仮想リソースグループに関する情報 4.1.67

表 4-45 パラメーター subtarget と同時に使用できるパラメーター subinfo

subtarget の値 指定できる subinfo subinfo に指定する値と取得できる情報

ArrayGroup arraygroupsubin
fo

パリティグループに関する次の情報が取得できます。

• ExternalPathInfo：外部パリティグループの外部パス情

報

• LogicalUnit：論理ユニットの情報

• PDEV：PDEV の情報

• RelatedDistributedArrayGroup：同じ連結パリティグ

ループに属するほかのパリティグループの情報

lusubinfo このパラメーターを指定する場合は，パラメーター

arraygroupsubinfoに LogicalUnitを同時に指定する必要

があります。

各パリティグループの論理ユニットに関する次の情報が取得で

きます。

• LDEV：LDEV の情報

• Path：パスの情報

HostStorageDom
ain

hsdsubinfo ホストストレージドメインに関する次の情報が取得できます。

• FreeLUN：ホストストレージドメインに割り当てられる

LUN の情報

• ISCSIName：iSCSI ネームの情報

• Path：パスの情報

200 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



subtarget の値 指定できる subinfo subinfo に指定する値と取得できる情報

• VHostStorageDomain：仮想ホストストレージドメインの

情報

• WWN：WWN の情報

LDEV ldevsubinfo LDEV に関する次の情報が取得できます。

• VLDEV：仮想 LDEV の情報

• VolumeConnection：LDEV の外部ボリュームのマッピン

グ情報

LogicalUnit lusubinfo 論理ユニットに関する次の情報を取得できます。

• LDEV：LDEV の情報

• Path：パスの情報

• SnapshotSummary：Copy-on-Write Snapshot に関する情

報（HUS100 の場合），Thin Image に関する情報（VSP 5000
シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル，および VSP Fx00 モデルの場合）

• VolumeConnection：LDEV の外部ボリュームのマッピン

グ情報

pathsubinfo このパラメーターを指定する場合は，パラメーター lusubinfo
に Pathを同時に指定する必要があります。

論理ユニットに割り当てられたパスに関する次の情報が取得で

きます。

• HostInfo：ホストの情報

• ISCSIName：iSCSI ネームの情報

• WWN：WWN の情報

ldevsubinfo このパラメーターを指定する場合は，パラメーター lusubinfo
に LDEVを同時に指定する必要があります。

論理ユニットを構成する LDEV に関する次の情報が取得できま

す。

• VLDEV：仮想 LDEV の情報

• VolumeConnection：外部ボリュームのマッピング情報

MFReplicationI
nfo

mfreplicationsu
binfo

LDEV：コピーペアに関する LDEV の情報

Path pathsubinfo パスに関する次の情報を取得できます。

• HostInfo：ホストの情報

• ISCSIName：iSCSI ネームの情報

• WWN：WWN の情報

Pool poolsubinfo プールに関する次の情報を取得できます。

• ArrayGroup：パリティグループの情報

• LDEV：LDEV の情報

• LogicalUnit：論理ユニット情報

• MFReplicationInfo：メインフレームボリュームで作成し

たコピーペアの情報

• PairedPool：コピーペアの相手側のプールに関する情報

（プールにコピーペアが設定されている場合）

• PoolTier：ハードウェア階層の情報

• ReplicationInfo：コピーペアの情報

arraygroupsubin
fo

PDEV：PDEV の情報

Port portsubinfo ポートに関する次の情報が取得できます。

• HostStorageDomain：ホストストレージドメインの情報

• ISCSIName：iSCSI ネームの情報

• LoggedInWWN：ポートにログインしているホスト（HBA）

の WWN の情報

• VPort：仮想ポートの情報
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subtarget の値 指定できる subinfo subinfo に指定する値と取得できる情報

• WWN：ポートに割り当てられているホスト（HBA）の WWN
の情報

PortController controllersubin
fo

このパラメーターは NAS 構成の場合に有効です。

• IPAddress：ポートコントローラーの IP アドレス

• PairedPortController：ペアポートコントローラーの情

報

PResourceParti
tionUnit

prpusubinfo 物理リソースグループおよび仮想リソースグループに関する次

の情報が取得できます。

• PArrayGroup：物理リソースグループに属するパリティグ

ループの情報

• PHostStorageDomain：物理リソースグループに属するホ

ストストレージドメインの情報

• PLDEV：物理リソースグループに属する LDEV の情報

• PPort：物理リソースグループに属するポートの情報

• VResourcePartitionUnit：仮想リソースグループの情報

pldevsubinfo VLDEV：物理リソースグループに属する仮想 LDEV の情報

ReplicationInf
o

replicationsubi
nfo

LogicalUnit：コピーペアに関する論理ユニットの情報

SnapshotGroup snapshotgrpsubi
nfo

ReplicationInfo：スナップショットグループに属する Thin
Image のコピーペアの情報

VResourceParti
tionUnit

vrpusubinfo 仮想リソースグループに関する次の情報が取得できます。

• VHostStorageDomain：仮想ホストストレージドメインの

情報

• VLDEV：仮想 LDEV の情報

• VPort：仮想ポートの情報

パラメーター subtargetおよびパラメーター subinfo を指定した例を次の表に示します。

表 4-46 GetStorageArray コマンドの指定例

取得したい情報 コマンドの指定

LDEV の情報 GetStorageArray subtarget=LDEV
論理ユニットに関するパスの情報 GetStorageArray

subtarget=LogicalUnit
lusubinfo=Path

LDEV の外部ボリュームのマッピング情報 GetStorageArray subtarget=LDEV
ldevsubinfo=VolumeConnection

パリティグループに関する論理ユニットの情報，ならびに

その論理ユニットに関する LDEV およびパスの情報

GetStorageArray
subtarget=ArrayGroup
arraygroupsubinfo=LogicalUnit
lusubinfo=LDEV,Path

パスの情報およびそのパスに関する WWN の情報 GetStorageArray subtarget=Path
pathsubinfo=WWN,HostInfo

プールの情報およびプールに関する論理ユニットの情報 GetStorageArray subtarget=Pool
poolsubinfo=LogicalUnit

パラメーター subtargetとパラメーター subinfo 以外のパラメーターについては，「4.1.44
GetStorageArray (subtarget の指定なし)」から「4.1.67 GetStorageArray
(subtarget=VResourcePartitionUnit)」を参照してください。
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4.1.44 GetStorageArray (subtarget の指定なし)
GetStorageArrayコマンドでパラメーター subtargetを指定しない場合は，Device Manager
サーバに登録されているストレージシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを含む）に関す

る基本的な情報を取得します。

書式

すべてのストレージシステムの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]

特定のストレージシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを除く）の情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]
saobjid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID

パラメーター

表 4-47 GetStorageArray (subtarget の指定なし)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意※ ストレージシステムのシリアル番号

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場

合は指定できません。

model 任意※ ストレージシステムのモデル

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場

合は指定できません。

saobjid 任意※ SMI-S enabled ストレージシステムのオブジェクト ID

注※

serialnumと modelの組み合わせと saobjidを同時に指定しないでください。同時に指定

するとエラーとなります。serialnum，model，および saobjidをすべて省略した場合，す

べてのストレージシステムが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

saobjid
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の objectID値を

パラメーター saobjidに指定してください。

コマンド実行例

この例では，すべてのストレージシステムの構成に関する情報を，GetStorageArrayコマンドで

取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
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  objectID=ARRAY.R600.10007
  name=R600@10.208.115.220
  description=R600 (10007) at 10.208.115.220
  serialNumber=10007
  arrayFamily=R600
  arrayType=R600
  microcodeVersion=60-06-20/00
  agentVersion=05_06_00
  productName=RAID600
  controllerVersion=60-06-21-00/00
  numberOfControllers=2
  capacityInGB=6,617
  cacheInMB=65,536
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=3,765
  allocatedCapacityInGB=2,851
  hihsmCapacityInGB=0
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=3,438
  largestFreeSpaceInGB=466
  capacityInKB=6,938,910,203
  freeCapacityInKB=3,948,652,130
  allocatedCapacityInKB=2,990,258,073
  hihsmCapacityInKB=0
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=3,605,150,982
  largestFreeSpaceInKB=489,664,512
  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10007
  displayArrayFamily=USP_V
  displayArrayType=USP_V
  numberOfLUs=3,412
  numberOfAllocatedLUs=1,739
  numberOfUnallocatedLUs=1,671
  slprStatus=0
  openTotalCapacity=6,520,600,283
  openAllocatedCapacity=2,990,258,073
  openFreeCapacity=3,530,342,210
  openHiHsmCapacity=0
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=0
  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=0
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=418,309,920
  mfHiHsmCapacity=0
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=1,739
  numberOfOpenUnallocatedLUs=1,671
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=0
  numberOfMfLDEVs=144
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
  lastRefreshed=1,277,966,802
  autoFormatLU=0
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=1
  openAllocatedActualCapacity=2,990,258,073
  openUnallocatedCapacity=3,528,243,650
  openUnallocatedActualCapacity=3,528,243,650
  openReservedCapacity=2,098,560
  openReservedActualCapacity=2,098,560
  numberOfReservedLUs=2
  numberOfOpenReservedLUs=2
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  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1

4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドは，パリティグループに関する情報を取

得します。

パラメーター

表 4-48 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 ArrayGroupを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

objectid 任意 ストレージシステムのパリティグループのオブジェクト ID
特定のパリティグループに関する情報を取得する場合に指定し

ます。このパラメーターを指定する場合，パラメーター model
および serialnumも必ず指定します。

modelおよび serialnumを指定し，objectidを指定しない場

合，指定されたストレージシステムのパリティグループに関する

情報を取得します。

arraygroupsubi
nfo

任意 パリティグループに関する情報

指定できる値は ExternalPathInfo，LogicalUnit，PDEV，
および RelatedDistributedArrayGroupです。複数の値を

指定する場合はコンマで区切ります。

lusubinfo 任意 論理ユニットに関する情報

指定できる値は Pathおよび LDEVです。複数の値を指定する

場合はコンマで区切ります。

このパラメーターを指定する場合，

「arraygroupsubinfo=LogicalUnit」を同時に指定する必要

があります。

startElementNu
mFilter

任意 情報を取得するパリティグループの 初の並び番号

特定のストレージシステムでの一部のパリティグループに関す

る情報を取得する場合に指定します。

パリティグループの情報を次の順序で並べ，0 から始まる並び番

号を付けたとき，取得するパリティグループの並びの中で 初の

番号を指定します。

パリティグループの並び替え順序：

1. シャーシ番号の昇順

2. パリティグループ番号の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

numOfElementsFilter，model，および serialnumも必ず

指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 情報を取得するパリティグループの個数

特定のストレージシステムでの一部のパリティグループに関す

る情報を取得する場合に指定します。情報を取得するパリティ

グループの個数を指定します。このパラメーターを指定する場

合，パラメーター startElementNumFilter，model，および

serialnumも必ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

arraygroupname 任意 パリティグループの名称

指定できる値の形式は次のとおりです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

• n
• n-n
• n-n-n
• An-1
• En-n
• Vn-1
• Xn-1
n は 1 以上の整数です。A，E，V，Xは固定です。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

rpuidfilter 任意 特定の物理リソースグループに属するパリティグループを選択

するためのフィルター

パリティグループが属する物理リソースグループの ID を指定し

ます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）のパリティグ

ループ（オブジェクト ID：ARRAYGROUP.R800.10182.1.0）に関する情報だけを

GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_ArrayGroup.log" "subtarget=ArrayGroup" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"objectid=ARRAYGROUP.R800.10182.1.0"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R800.10182.1.0
      chassis=1
      number=0
      displayName=1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      emulation=OPEN-V
      diskType=DKR5D-J900SS    
      diskSize=900
      diskSizeInKB=844,378,165
      formFactor=-1
      controllerID=0
      totalCapacity=1,558,881,050
      allocatedCapacity=67,139,520
      freeCapacity=1,491,741,530
      hiHsmCapacity=0
      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=973,926,912
      largestFreeSpace=946,527,744
      substance=0
      slprNumber=-1
      clprNumber=0
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      openTotalCapacity=1,558,881,050
      openAllocatedCapacity=67,139,520
      openFreeCapacity=1,491,741,530
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=67,139,520
      openUnallocatedCapacity=1,322,019,020
      openUnallocatedActualCapacity=1,322,019,020
      openReservedCapacity=169,722,510
      openReservedActualCapacity=169,722,510
      type=0
      volumeType=-1
      encrypted=0
      protectionLevel=0
      dpPoolID=-1
      resourcePartitionUnitID=15

4.1.46 GetStorageArray (subtarget=CommParameters)
GetStorageArray (subtarget=CommParameters)コマンドは，ストレージシステム（SMI-S
enabled ストレージシステムを含む）にアクセスする方法に関する情報を取得します。

書式

すべてのストレージシステムの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]
subtarget=CommParameters

特定のストレージシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを除く）の情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]
subtarget=CommParameters
serialnum=シリアル番号 model=モデル

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetStorageArray [オプション]
subtarget=CommParameters
saobjid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID

パラメーター

表 4-49 GetStorageArray (subtarget=CommParameters)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 CommParametersを指定します。

serialnum 任意※ ストレージシステムのシリアル番号

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場

合は指定できません。

model 任意※ ストレージシステムのモデル

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの情報を取得する場

合は指定できません。

saobjid 任意※ SMI-S enabled ストレージシステムのオブジェクト ID

注※
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serialnumと modelの組み合わせと saobjidを同時に指定しないでください。同時に指定

するとエラーとなります。serialnum，model，および saobjidをすべて省略した場合，す

べてのストレージシステムが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

saobjid
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の objectID値を

パラメーター saobjidに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）へのアクセス方

法に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=CommParameters)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_CommParameters.log" 
"subtarget=CommParameters" "model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      ipAddress=10.197.76.10
      userID=root

4.1.47 GetStorageArray (subtarget=Component)
GetStorageArray (subtarget=Component)コマンドは，ストレージシステムの構成に関する情

報を取得します。

パラメーター

表 4-50 GetStorageArray (subtarget=Component)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 Componentを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10007，モデル：USP_V）の構成に関する情報

を，GetStorageArray (subtarget=Component)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Component.log" 
subtarget=Component model=USP_V serialnum=10007

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R600.10007
  name=R600@10.208.115.220
  description=R600 (10007) at 10.208.115.220
  serialNumber=10007
  arrayFamily=R600
  arrayType=R600
  microcodeVersion=60-06-20/00
  agentVersion=05_06_00
  productName=RAID600
  controllerVersion=60-06-21-00/00
  numberOfControllers=2
  capacityInGB=6,617
  cacheInMB=65,536
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=3,765
  allocatedCapacityInGB=2,851
  hihsmCapacityInGB=0
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=3,438
  largestFreeSpaceInGB=466
  capacityInKB=6,938,910,203
  freeCapacityInKB=3,948,652,130
  allocatedCapacityInKB=2,990,258,073
  hihsmCapacityInKB=0
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=3,605,150,982
  largestFreeSpaceInKB=489,664,512
  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10007
  displayArrayFamily=USP_V
  displayArrayType=USP_V
  numberOfLUs=3,412
  numberOfAllocatedLUs=1,739
  numberOfUnallocatedLUs=1,671
  slprStatus=0
  openTotalCapacity=6,520,600,283
  openAllocatedCapacity=2,990,258,073
  openFreeCapacity=3,530,342,210
  openHiHsmCapacity=0
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=0
  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=0
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=418,309,920
  mfHiHsmCapacity=0
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=1,739
  numberOfOpenUnallocatedLUs=1,671
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=0
  numberOfMfLDEVs=144
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
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  lastRefreshed=1,277,966,802
  autoFormatLU=0
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=1
  openAllocatedActualCapacity=2,990,258,073
  openUnallocatedCapacity=3,528,243,650
  openUnallocatedActualCapacity=3,528,243,650
  openReservedCapacity=2,098,560
  openReservedActualCapacity=2,098,560
  numberOfReservedLUs=2
  numberOfOpenReservedLUs=2
  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1
  List of 12 Component elements:
    An instance of Component
      name=DKC Battery
      value=4
      description=Moderate
    An instance of Component
      name=DKC Cache
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKC Cache Switch
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKC Environment
      value=3
      description=Serious
    An instance of Component
      name=DKC Fan
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKC Power Supply
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKC Processor
      value=4
      description=Moderate
    An instance of Component
      name=DKC Shared Memory
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKU Drive
      value=3
      description=Serious
    An instance of Component
      name=DKU Environment
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKU Fan
      value=1
      description=Normal
    An instance of Component
      name=DKU Power Supply
      value=1
      description=Normal

4.1.48 GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)
GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)コマンドは，ストレージシステムの外部接

続に関する情報を取得します。

210 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター

表 4-51 GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 ExternalStorageを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_ExternalStorage.log" 
"subtarget=ExternalStorage" "model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 ExternalStorage elements:
    An instance of ExternalStorage
      numOfExternalVolume=112
      externalCapacityInKB=251,590,622

4.1.49 GetStorageArray (subtarget=Filter)
GetStorageArray (subtarget=Filter)コマンドは，特定の構成要素が属するストレージシステ

ムに関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-52 GetStorageArray (subtarget=Filter)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 Filterを指定します。

objectid 必須 ストレージシステムの構成要素（パス，ポート，論理ユニットな

ど）のオブジェクト ID
このパラメーターで指定するオブジェクト ID によって識別され

た構成要素が属するストレージシステムに関する情報が表示さ

れます。

事前に取得するパラメーター値

ありません。
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コマンド実行例

この例では，論理ユニット（オブジェクト ID：LU.R800.10182.0）が属するストレージシステム

に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=Filter)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Filter.log" 
subtarget=Filter objectid=LU.R800.10182.0

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R800.10182
  name=R800#6
  description=VSP G1000 (10182) at 10.197.76.10
  serialNumber=10182
  arrayFamily=R800
  arrayType=R800
  microcodeVersion=80-02-00/02
  agentVersion=08_02_08
  productName=RAID800
  controllerVersion=80-02-00-00/03
  numberOfControllers=4
  capacityInGB=24,046
  cacheInMB=436,736
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=15,213
  allocatedCapacityInGB=8,832
  hihsmCapacityInGB=0
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=32,950
  largestFreeSpaceInGB=7,685
  capacityInKB=25,214,201,311
  freeCapacityInKB=15,952,515,746
  allocatedCapacityInKB=9,261,685,565
  hihsmCapacityInKB=0
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=34,550,805,504
  largestFreeSpaceInKB=8,059,284,480
  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10182
  displayArrayFamily=VSP G1000
  displayArrayType=VSP G1000
  numberOfLUs=8,539
  numberOfAllocatedLUs=2,975
  numberOfUnallocatedLUs=5,449
  slprStatus=-1
  openTotalCapacity=25,214,201,311
  openAllocatedCapacity=9,261,685,565
  openFreeCapacity=15,952,515,746
  openHiHsmCapacity=0
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=0
  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=0
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=0
  mfHiHsmCapacity=0
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=2,975
  numberOfOpenUnallocatedLUs=5,449
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=0
  numberOfMfLDEVs=0
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
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  lastRefreshed=1,408,603,461
  autoFormatLU=0
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=0
  openAllocatedActualCapacity=6,231,523,396
  openUnallocatedCapacity=12,631,811,551
  openUnallocatedActualCapacity=11,097,140,703
  openReservedCapacity=3,320,704,195
  openReservedActualCapacity=3,245,206,723
  numberOfReservedLUs=115
  numberOfOpenReservedLUs=115
  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1
  clprNumber=0

4.1.50 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)
GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)コマンドは，パリティグループの空き容量に関する

情報を取得します。

パラメーター

表 4-53 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 FreeSpaceを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

arraygroupobji
d

任意 空き容量を持つパリティグループのオブジェクト ID
特定のパリティグループの空き容量に関する情報を取得する場

合に指定します。このパラメーターを指定する場合，パラメー

ター modelおよび serialnumも必ず指定します。modelおよ

び serialnumを指定し，arraygroupobjidを指定しない場

合，指定されたストレージシステムの全パリティグループの空き

容量に関する情報を取得します。

arraygroupname 任意 パリティグループの名称

指定できる値の形式は次のとおりです。

• n
• n-n
• n-n-n
• En-n
• Vn-1
• Xn-1
n は 1 以上の整数です。E，V，Xは固定です。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

arraygroupobjid
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GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，An
instance of ArrayGroupの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパ

ラメーター arraygroupobjidの値として指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）の空き容量に関

する情報を，GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_FreeSpace.log" 
"subtarget=FreeSpace" "model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1443 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R800.10182.1.0
      chassis=1
      number=0
      displayName=1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      emulation=OPEN-V
      diskType=DKR5D-J900SS
      diskSize=900
      diskSizeInKB=943,718,400
      formFactor=-1
      controllerID=0
      totalCapacity=701,090,010
      allocatedCapacity=114,272,192
      freeCapacity=586,817,818
      hiHsmCapacity=0
      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=1,831,733,760
      largestFreeSpace=1,802,178,048
      substance=0
      slprNumber=-1
      clprNumber=0
      openTotalCapacity=701,090,010
      openAllocatedCapacity=114,272,192
      openFreeCapacity=586,817,818
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=114,272,192
      openUnallocatedCapacity=578,429,210
      openUnallocatedActualCapacity=578,429,210
      openReservedCapacity=8,388,608
      openReservedActualCapacity=8,388,608
      type=0
      volumeType=-1
      encrypted=0
      protectionLevel=0
      dpPoolID=-1
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      resourcePartitionUnitID=0
      List of 15 FreeSpace elements:
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.R800.10182.1.0.1
          sizeInKB=133,632
          cylinders=0
          fsControlIndex=1
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.R800.10182.1.0.11
          sizeInKB=840,192
          cylinders=0
          fsControlIndex=11
          .
          . (repeated for other FreeSpace instances)
          .
       .
       . (repeated for other ArrayGroup instances)
       .

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）に属するパリ

ティグループ（オブジェクト ID：ARRAYGROUP.R800.10182.66.99）の空き容量に関する情報

を，GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_FreeSpace.log" 
"subtarget=FreeSpace" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"arraygroupobjid=ARRAYGROUP.R800.10182.66.99"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 ArrayGroup elements:
    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R800.10182.66.99
      chassis=66
      number=99
      displayName=V2148-1
      raidType=-
      emulation=OPEN-V
      diskType=
      diskSize=0
      diskSizeInKB=0
      formFactor=-1
      controllerID=-1
      totalCapacity=1,049,280
      allocatedCapacity=1,049,280
      freeCapacity=0
      hiHsmCapacity=0
      onDemandCapacity=0
      totalFreeSpace=4,293,917,952
      largestFreeSpace=4,293,917,952
      substance=0
      slprNumber=-1
      clprNumber=0
      openTotalCapacity=1,049,280
      openAllocatedCapacity=1,049,280
      openFreeCapacity=0
      openHiHsmCapacity=0
      openOnDemandCapacity=0
      imTotalCapacity=0
      imAllocatedCapacity=0
      imFreeCapacity=0
      imHiHsmCapacity=0
      imOnDemandCapacity=0
      mfTotalCapacity=0
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      mfHiHsmCapacity=0
      mfOnDemandCapacity=0
      mfAllocatedCapacity=0
      mfUnallocatedCapacity=0
      openAllocatedActualCapacity=0
      openUnallocatedCapacity=0
      openUnallocatedActualCapacity=0
      openReservedCapacity=0
      openReservedActualCapacity=0
      type=2
      volumeType=-1
      encrypted=0
      protectionLevel=-1
      dpPoolID=-1
      resourcePartitionUnitID=-1
      List of 1 FreeSpace elements:
        An instance of FreeSpace
          objectID=FREESPACE.R800.10182.66.99.1
          sizeInKB=4,293,917,952
          cylinders=0
          fsControlIndex=1

4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドは，ホストストレージドメイン

に関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-54 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 HostStorageDomainを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
省略した場合，すべてのホストストレージドメインが対象となり

ます。このパラメーターを指定する場合，パラメーター model
および serialnumも必ず指定します。このパラメーターは 10
進数または 16 進数で指定できます。16 進数で指定する場合は，

プレフィックスとして 0xを付けてください。

実行結果は 10 進数で出力されます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター portまたは

portnameのどちらか一方を必ず指定します。どちらも指定し

なかった場合，このパラメーターは無視されます。

domainと domainnicknameを同時に指定しないでください。

同時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

省略した場合，すべてのホストストレージドメインが対象となり

ます。このパラメーターを指定する場合，パラメーター model
および serialnumも必ず指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター portまたは

portnameのどちらか一方を必ず指定します。どちらも指定し

なかった場合，このパラメーターは無視されます。

domainと domainnicknameを同時に指定しないでください。

同時に指定するとエラーとなります。

hsdsubinfo 任意 ホストストレージドメインの特定情報
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パラメーター名 指定のレベル 説明

指定できる値は，WWN，Path，FreeLUN，ISCSIName，および

VHostStorageDomainです。複数の値を指定する場合はコン

マで区切ります。

port 任意 ホストストレージドメインのポート番号

portおよび portnameを省略した場合，すべてのポートに関す

る情報が表示されます。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター modelおよび serialnumも必ず指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainまたは

domainnicknameのどちらか一方を必ず指定します。どちらも

指定しなかった場合，このパラメーターは無視されます。

portと portnameを同時に指定しないでください。同時に指

定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインのポート名

portおよび portnameを省略した場合，すべてのポートに関す

る情報が表示されます。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター modelおよび serialnumも必ず指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainまたは

domainnicknameのどちらか一方を必ず指定します。どちらも

指定しなかった場合，このパラメーターは無視されます。

portと portnameを同時に指定しないでください。同時に指

定するとエラーとなります。

startElementNu
mFilter

任意 情報を取得するホストストレージドメインの 初の並び番号

特定のストレージシステムでの一部のホストストレージドメイ

ンに関する情報を取得する場合に指定します。

ホストストレージドメインの情報を次の順序で並べ，0 から始ま

る並び番号を付けたとき，取得するホストストレージドメインの

並びの中で 初の番号を指定します。

ホストストレージドメインの並び替え順序：

1. ポート ID の昇順

2. ドメイン ID の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

numOfElementsFilter，model，および serialnumも必ず

指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 情報を取得するホストストレージドメインの個数

特定のストレージシステムでの一部のホストストレージドメイ

ンに関する情報を取得する場合に指定します。情報を取得する

ホストストレージドメインの個数を指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター

startElementNumFilter，model，および serialnumも必

ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

rpuidfilter 任意 特定の物理リソースグループに属するホストストレージドメイ

ンを選択するためのフィルター

ホストストレージドメインが属する物理リソースグループの ID
を指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

domainおよび port
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GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，domainID値と portID値が An instance of
HostStorageDomainの下に表示されます。これらの domainID値と portID値をそれぞれ

パラメーター domainとパラメーター portとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。実行結果では，nicknameが An instance of HostStorageDomainの下に表

示されます。この値を domainnicknameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）のホストスト

レージドメイン（ポート番号：0，ドメイン ID：10）に関する情報を，GetStorageArray
(subtarget=HostStorageDomain)コマンドで取得します。この情報には，ホストストレージド

メインのパス，WWN，および未使用 LUN に関する情報が含まれます。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_HostStorageDomain.log" 
"subtarget=HostStorageDomain" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"port=0" "domain=10" "hsdsubinfo=path,wwn,freelun"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 HostStorageDomain elements:
    An instance of HostStorageDomain
      objectID=HSDOMAIN.R800.10182.0.10
      portID=0
      portName=CL1-A
      domainID=10
      hostMode=Standard
      hostModeOption=
      displayName=CL1-A-10
      domainType=0
      nickname=test003
      resourcePartitionUnitID=5
      aluaPathPriority=Optimized
      List of 2047 FreeLUN elements:
        An instance of FreeLUN
          lun=1
        An instance of FreeLUN
          lun=2
           .
           . (repeated for other FreeLUN instances)
           .
      List of 1 WWN elements:
        An instance of WWN
          WWN=01.29.01.02.00.00.00.00
          nickname=1111
      List of 1 Path elements:
        An instance of Path
          objectID=PATH.R800.10182.0.10.20
          devNum=20
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          displayDevNum=00:00:14
          portID=0
          portName=CL1-A
          domainID=10
          scsiID=15
          LUN=0
          wwnSecurityValidity=true

4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドは，LDEV に関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-55 GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 LDEVを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

devnum 任意 取得する論理デバイスのデバイス番号

特定の論理デバイスの情報を取得する場合に指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。modelおよび serialnumを

指定し，devnumを指定しない場合，指定されたストレージシス

テムの論理デバイスの情報を取得します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

ldevsubinfo 任意 LDEV に関する情報

指定できる値は VolumeConnectionおよび VLDEVです。複数

の値を指定する場合はコンマで区切ります。

ldevfilter 任意 LDEV を選択するためのフィルター

指定できる値は OPEN，INTERMEDIATE，および MAINFRAMEで

す。複数指定する場合は，セミコロンで区切ります。大文字と小

文字は区別されません。このパラメーターを省略した場合，すべ

ての LDEV が表示されます。OPENを指定した場合，オープンボ

リュームの LDEV が表示されます。INTERMEDIATEを指定し

た場合，中間ボリュームの LDEV が表示されます。MAINFRAME
を指定した場合，メインフレームボリュームの LDEV が表示さ

れます。OPEN；MAINFRAMEを指定した場合，オープンボリュー

ムおよびメインフレームボリュームの両方の LDEV が表示され

ます。

startElementNu
mFilter

任意 情報を取得する論理デバイスの 初の並び番号

特定のストレージシステムでの一部の論理デバイスに関する情

報を取得する場合に指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

論理デバイスの情報をデバイス番号の昇順で並べ，0 から始まる

並び番号を付けたとき，取得する論理デバイスの並びの中で 初

の番号を指定します。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター numOfElementsFilter，model，および serialnum
も必ず指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 情報を取得する論理デバイスの個数

特定のストレージシステムでの一部の論理デバイスに関する情

報を取得する場合に指定します。情報を取得する論理デバイス

の個数を指定します。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター startElementNumFilter，model，および

serialnumも必ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

label 任意 情報を取得する論理ユニットのラベル名

特定のラベルが設定されている論理デバイスに関する情報だけ

を取得する場合に指定します。指定できるラベルは 1 つです。

tieringpolicy 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

HDT ボリュームに適用されている階層ポリシーの ID
特定の階層ポリシーが適用されている HDT ボリュームに関する

情報を取得する場合に指定します。指定できる階層ポリシーの

ID は 1 つです。

指定できる値の説明については，「表 4-86 」のパラメーター

tieringpolicyを参照してください。

rpuidfilter 任意 特定の物理リソースグループに属する LDEV を選択するための

フィルター

LDEV が属する物理リソースグループの ID を指定します。

conglomeratelu
filter

任意 LDEV（ALU または SLU）を選択するためのフィルター

ALU（Protocol Endpoint）の LDEV の情報を表示する場合，パ

ラメーター値に ALUを，SLU（VVol）の LDEV の情報を表示す

る場合，パラメーター値に SLUを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

bindingalufilt
er

任意 SLU を選択するためのフィルター

特定の ALU にバインドされている SLU の情報を取得したい場

合に，ALU 属性が付いている LDEV のデバイス番号を指定しま

す。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

指定できるデバイス番号は 1 つです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。
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devnum
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
LDEVの下に必要な devNum値が表示されます。この devNum値をパラメーター devnumの値

として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）の特定の LDEV
（デバイス番号：100）に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドで取得し

ます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_LDEV.log" 
"subtarget=LDEV" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"devnum=100" "ldevfilter=open"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Ldev elements:
    An instance of LDEV
      objectID=LDEV.R800.10182.100
      devNum=100
      displayName=00:00:64
      emulation=OPEN-V
      cylinders=0
      isComposite=0
      sizeInKB=1,048,576
      lba=2,097,152
      raidType=RAID5(3D+1P)
      substance=0
      volumeType=-1
      slotSizeInKB=256
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1
      path=false
      onDemandDevice=false
      devType=
      isStandardLDEV=false
      guardMode=
      diskType=4
      slprNumber=-1
      clprNumber=0
      cacheResidencyMode=0
      stripeSizeInKB=-1
      volumeKind=3
      status=Normal
      dpType=-1
      consumedSizeInKB=1,048,576
      mfTrueCopyVolumeType=Unknown
      mfShadowImageVolumeType=Unknown
      mfUniversalReplicatorVolumeType=Unknown
      mfUniversalReplicatorPoolID=-1
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      systemDisk=0
      encrypted=0
      dpTier0ConsumedCapacityInKB=-1
      dpTier1ConsumedCapacityInKB=-1
      dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
      tieringPolicy=-1
      resourcePartitionUnitID=0
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      reservedCapacityInKB=-1
      conglomerateLUNDevice=-1
      aluaEnabled=false
      t10pi=disable
      dkcCompression=disable
      deduplication=disable
      dsdVol=0

4.1.53 GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)
GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)コマンドは，ストレージシステムの論理 DKC に

関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-56 GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 LogicalDKCを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：12345，モデル：R600）の論理 DKC に関する

情報を GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_LogicalDKC.log" 
subtarget=LogicalDKC model=R600 serialnum=12345

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R600.12345
  name=USP_V@10.208.115.221
  description=R600 (12345) at 10.208.115.221
  serialNumber=12345
  arrayFamily=R600
  arrayType=R600
  microcodeVersion=60-00-32/00
  agentVersion=05_00_00
  productName=RAID600
  controllerVersion=60-00-32-00/00
  numberOfControllers=2
  capacityInGB=8,852
  cacheInMB=65,536
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=8,009
  allocatedCapacityInGB=812
  hihsmCapacityInGB=30
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=3,089
  largestFreeSpaceInGB=492
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  capacityInKB=9,282,994,926
  freeCapacityInKB=8,399,083,870
  allocatedCapacityInKB=851,452,736
  hihsmCapacityInKB=32,458,320
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=3,239,433,148
  largestFreeSpaceInKB=516,113,664
  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10037
  displayArrayFamily=USP_V
  displayArrayType=USP_V
  numberOfLUs=4,443
  numberOfAllocatedLUs=630
  numberOfUnallocatedLUs=3,813
  slprStatus=0
  openTotalCapacity=7,934,066,016
  openAllocatedCapacity=851,452,736
  openFreeCapacity=7,073,394,400
  openHiHsmCapacity=9,218,880
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=399,016,800
  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=399,016,800
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=949,912,110
  mfHiHsmCapacity=23,239,440
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=589
  numberOfOpenUnallocatedLUs=3,799
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=14
  numberOfMfLDEVs=327
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
  lastRefreshed=1,176,711,367
  autoFormatLU=1
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=0
  openAllocatedActualCapacity=663,807,296
  openUnallocatedCapacity=7,227,624,640
  openUnallocatedActualCapacity=6,090,395,200
  openReservedCapacity=254,005,440
  openReservedActualCapacity=254,005,440
  numberOfReservedLUs=41
  numberOfOpenReservedLUs=41
  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1
  List of 1 LogicalDKC elements:
    An instance of LogicalDKC
      logicalDKCNumber=00
      mfLogicalSerialNumber=12345

4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドは，ストレージシステムの論理ユニット

（LU）に関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-57 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 LogicalUnitを指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

lufilter 任意 論理ユニットを選択するためのフィルター

指定できる値は，ALL，ASSIGNED，FREE，UNASSIGNED，およ

び RESERVEDです。

このパラメーターを省略した場合，または ALLを指定した場合，

すべての論理ユニットに関する情報が表示されます。

ASSIGNEDを指定した場合，LUN が割り当てられている論理ユ

ニットに関する情報が表示されます。

FREEを指定した場合，LUN が割り当てられていない論理ユニッ

トに関する情報が表示されます。

UNASSIGNEDを指定した場合，LUN が割り当てられていない論

理ユニットのうち，Device Manager で LUN を割り当てできる

論理ユニットに関する情報が表示されます。

RESERVEDを指定した場合，LUN が割り当てられていない論理

ユニットのうち，Device Manager で LUN を割り当てできない

論理ユニットに関する情報が表示されます。

lufilterchildi
d

任意 論理ユニットを選択するためのフィルター

LDEV のオブジェクト ID を指定します。

指定したオブジェクト ID の LDEV に対応した論理ユニットの

情報が表示されます。

lusubinfo 任意 論理ユニットに関する情報

指定できる値は Path，LDEV，SnapshotSummary，および

VolumeConnectionです。複数の値を指定する場合はコンマ

で区切ります。

SnapshotSummaryは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，ま

たは HUS100 の場合だけ指定できます。

objectid 任意 論理ユニットのオブジェクト ID
特定の論理ユニットの情報を取得する場合に指定します。この

パラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。modelおよび serialnumを

指定し，objectidを指定しない場合，指定されたストレージシ

ステムの論理ユニットに関する情報を取得します。

pathsubinfo 任意 論理ユニットパスに関する特定情報

指定できる値は，HostInfo，ISCSIName，または WWNです。

このパラメーターを指定する場合は，「lusubinfo=Path」を一

緒に指定する必要があります。

ldevsubinfo 任意 LDEV に関する情報

指定できる値は VolumeConnectionおよび VLDEVです。複数

の値を指定する場合はコンマで区切ります。

このパラメーターを指定する場合は，「lusubinfo=LDEV」を一

緒に指定する必要があります。

dpvolfilter 任意 DP ボリュームを選択するためのフィルター

DP プールのプール ID または Unassignedを指定します。

DP プールのプール ID を指定した場合は，DP プールに関連づけ

られた DP ボリュームの情報を取得します。

Unassignedを指定した場合は，DP プールに関連づけられてい

ない DP ボリュームの情報を取得します。

分割ストレージ管理者の場合は，情報を取得できません。

パラメーター modelおよび serialnumと同時に指定した場合

は，このパラメーターへの指定は無効です。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

startElementNu
mFilter

任意 情報を取得する論理ユニットの 初の並び番号

特定のストレージシステムでの一部の論理ユニットに関する情

報を取得する場合に指定します。

論理ユニットの情報をデバイス番号の昇順で並べ，0 から始まる

並び番号を付けたとき，取得する論理ユニットの並びの中で 初

の番号を指定します。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター numOfElementsFilter，model，および serialnum
も必ず指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 情報を取得する論理ユニットの個数

特定のストレージシステムでの一部の論理ユニットに関する情

報を取得する場合に指定します。情報を取得する論理ユニット

の個数を指定します。このパラメーターを指定する場合，パラ

メーター startElementNumFilter，model，および

serialnumも必ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

displayname 任意 論理ユニットのデバイス番号

特定の論理ユニットの情報を取得する場合に指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

label 任意 情報を取得する論理ユニットのラベル名

特定のラベルが設定されている論理ユニットに関する情報だけ

を取得する場合に指定します。指定できるラベルは 1 つです。

このパラメーターを指定する場合は，「lusubinfo=LDEV」を一

緒に指定する必要があります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

objectid
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには LogicalUnitを指定してください。実行結果で

は，An instance of LogicalUnitの下に必要な objectID値が表示されます。この

objectID値をパラメーター objectidの値として指定してください。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）の論理ユニット

に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドで取得します。この情

報には，論理ユニットへのパス，論理ユニットで使用される LDEV，およびパスの WWN に関する

情報が含まれます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_LogicalUnit.log" 
"subtarget=LogicalUnit" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"lusubinfo=Path,LDEV" "pathsubinfo=WWN"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 6827 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R800.10182.0
      devNum=0
      displayName=00:00:00
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=1,049,280
      numberOfLBAs=2,098,560
      path=true
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=1,049,280
      dpPoolID==-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 1 Path elements:
        An instance of Path
          objectID=PATH.R800.10182.138.3.0
          devNum=0
          displayDevNum=00:00:00
          portID=138
          portName=CL6-E
          domainID=3
          scsiID=15
          LUN=0
          wwnSecurityValidity=true
          List of 1 WWN elements:
            An instance of WWN
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              WWN=10.10.00.00.00.00.07.00
              nickname=
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R800.10182.0
          devNum=0
          displayName=00:00:00
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=0
          sizeInKB=1,049,280
          lba=2,098,560
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1
          path=true
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=4
          slprNumber=-1
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=1,049,280
          mfTrueCopyVolumeType=Unknown
          mfShadowImageVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          dpTier0ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier1ConsumedCapacityInKB=-1
          dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=0
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1
          aluaEnabled=false
          t10pi=disable
          dkcCompression=disable
          deduplication=disable
          dsdVol=0
    .
    . (repeated for other LogicalUnit instances)
    .

4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)
GetStorageArray (subtarget=LogSettings)コマンドは，ストレージシステムに設定されてい

る，監査ログの Syslog 設定・FTP 設定に関する情報，およびアラートの SNMP 設定に関する情報

を取得します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500 の場合だけ情報を取得できま
す。
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パラメーター

表 4-58 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 LogSettingsを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象と

なります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象と

なります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10139，モデル：VSP G1000）の監査ログおよ

び SNMP 設定に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=LogSettings)コマンドで取得

します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_LogSettings.log" 
"subtarget=LogSettings" "model=VSP G1000" "serialnum=10139"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 2 LogSettings elements:
    An instance of LogSettings
      logType=auditLog
      List of 1 SyslogSettings elements:
        An instance of SyslogSettings
          transportType=2
          primaryServerAvailable=enable
          primaryServerIpType=IPv4
          primaryServerIpAddress=172.25.21.102
          primaryServerPortNumber=514
          secondaryServerAvailable=disable
          location=R800#6
          timeout=120
          retryInterval=60
          retryCount=50
          detailOutput=enable
      List of 1 FTPSettings elements:
        An instance of FTPSettings
          primaryServerAvailable=enable
          primaryServerIpType=IPv6
          primaryServerIpAddress=3ffe:0501:4819:2000:5254:00ff:fedc:50d2
          primaryServerLoginUserName=root
          primaryServerOutputDirectory=/Data/AuditLog
          secondaryServerAvailable=disable
    An instance of LogSettings
      logType=alert
      List of 1 SNMPSettings elements:
        An instance of SNMPSettings
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          snmpAgent=enable
          version=v3
          systemName=R800#6
          systemContact=xxxxx
          systemLocation=Yokohama
          engineID=0x80001f8880091b0000198c625500000000
          List of 2 SNMPTrapSecuritySettings elements:
            An instance of SNMPTrapSecuritySettings
              settingType=SendingTrapSettings
              ipType=IPv4
              ipAddress=172.25.21.101
              securityName=xxxxx
              authentication=enable
              authenticationProtocol=SHA
              encryption=enable
              encryptionProtocol=AES
            An instance of SNMPTrapSecuritySettings
              settingType=RequestAuthenticationSettings
              securityName=xxxx
              authentication=enable
              authenticationProtocol=MD5
              encryption=enable
              encryptionProtocol=DES

4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)
GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)コマンドは，メインフレームボリューム

で作成したコピーペアに関する情報を取得します。

重要

• Universal Storage Platform V/VM および Hitachi USP では，分割ストレージ管理者はペアボリュームおよ

び外部ボリュームのすべての情報を取得できません。

• Universal Storage Platform V/VM では，メインフレームボリュームで作成したコピーペアの情報がある場

合，バージョン 60-01-6X -XX /XX 以降のマイクロコードが必要です。

パラメーター

表 4-59 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 MFReplicationInfoを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

objectid 任意 メインフレームボリュームのコピーペア情報

（MFReplicationInfoインスタンス）のオブジェクト ID
特定のメインフレームボリュームのコピーペアに関する情報を

取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。modelおよび serialnumを

指定し，objectidを指定しない場合，指定されたストレージシ

ステムのメインフレームボリュームのコピーペアに関する情報

を取得します。

mfreplications
ubinfo

任意 メインフレームボリュームのコピーペアに関する LDEV の情報

指定できる値は，LDEVだけです。

startElementNu
mFilter

任意 取得するメインフレームボリュームのコピーペア情報の 初の

並び番号

一部のメインフレームボリュームのコピーペアに関する情報を

特定のストレージシステムから取得する場合に指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

メインフレームボリュームのコピーペア情報を次の順序で並べ，

0 から始まる並び番号を付けたとき，取得するメインフレームボ

リュームのコピーペア情報の並びの中で 初の番号を指定しま

す。

メインフレームボリュームのコピーペア情報の並び替え順序：

1. P-VOL のシリアル番号の昇順

2. P-VOL のデバイス番号の昇順

3. S-VOL のシリアル番号の昇順

4. S-VOL のデバイス番号の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

numOfElementsFilter，model，および serialnumも必ず

指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 取得するメインフレームボリュームのコピーペア情報の個数

一部のメインフレームボリュームのコピーペアに関する情報を

特定のストレージシステムから取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

startElementNumFilter，model，および serialnumも必

ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

ctgidfilter※ 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

情報を取得するコンシステンシーグループの ID
特定のコンシステンシーグループに属するコピーペアの情報を

取得する場合に指定します。

このパラメーターは，Hitachi TrueCopy for Mainframe の場合

にだけ有効な情報を取得できます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

replicationfunctionfilter，model，および serialnum
も必ず指定します。

mfctgidfilter※ 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

情報を取得するコンシステンシーグループの ID
特定のコンシステンシーグループに属するコピーペアの情報を

取得する場合に指定します。

このパラメーターは，Hitachi TrueCopy for Mainframe の場合

にだけ有効な情報を取得できます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

replicationfunctionfilter，model，および serialnum
も必ず指定します。

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-04-2X -
XX /XX 以降のときだけ，このパラメーターを指定できます。

replicationfun
ctionfilter

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000）
VSP G1500
VSP F1500）

コピータイプ

指定できる値は，TrueCopySyncForMFだけです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

注※

Open/MF コンシステンシーグループの場合は，ctgidfilterを指定してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

objectid
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GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには MFReplicationInfoを指定して

ください。メインフレームボリュームのコピーペアに関する情報を指定したストレージシス

テムから取得できます。実行結果では，objectID値が An instance of
MFReplicationInfoの下に表示されます。この objectIDをパラメーター objectidの

値として指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_MFReplicationInfo.log" "subtarget=MFReplicationInfo" 
"model=USP_V" "serialnum=10037" "mfreplicationsubinfo=LDEV" 
"startElementNumFilter=0" "numOfElementsFilter=1"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 MFReplicationInfo elements:
    An instance of MFReplicationInfo
      objectID=MFREP.10037.3332.10037.3333
      pvolSerialNumber=10037
      pvolArrayType=R600
      pvolDevNum=3,332
      displayPvolDevNum=00:0D:04
      pvolObjectID=LDEV.R600.10037.3332
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=10037
      svolArrayType=R600
      svolDevNum=3,333
      displaySvolDevNum=00:0D:05
      svolObjectID=LDEV.R600.10037.3333
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImageForMF
      status=1
      muNumber=3
      ctgID=-1
      mfCtgID=-1
      List of 2 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R600.10037.3332
          devNum=3,332
          displayName=00:0D:04
          emulation=3390-3
          cylinders=3,339
          isComposite=0
          sizeInKB=2,904,930
          lba=5,809,860
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=58
          chassis=2
          arrayGroup=32
          arrayGroupName=2-3-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=true
          guardMode=
          diskType=0
          slprNumber=0
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
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          volumeKind=1
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=2,904,930
          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=P-VOL
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=-1
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R600.10037.3333
          devNum=3,333
          displayName=00:0D:05
          emulation=3390-3
          cylinders=3,339
          isComposite=0
          sizeInKB=2,904,930
          lba=5,809,860
          raidType=RAID5(3D+1P)
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=58
          chassis=2
          arrayGroup=32
          arrayGroupName=2-3-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=true
          guardMode=
          diskType=0
          slprNumber=0
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=1
          status=Normal
          dpType=-1
          consumedSizeInKB=2,904,930
          mfTrueCopyVolumeType=Simplex
          mfShadowImageVolumeType=S-VOL
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=0
          tieringPolicy=-1
          resourcePartitionUnitID=-1
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1

4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)
GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドは，パスに関する情報を取得します。
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パラメーター

表 4-60 GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 Pathを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

objectid 任意 パスのオブジェクト ID
特定のパスの情報を取得する場合に指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター modelおよび serialnum
も必ず指定します。modelおよび serialnumを指定し，

objectidを指定しない場合，指定されたストレージシステムの

パスに関する情報を取得します。

pathsubinfo 任意 パスに関する情報

指定できる値は，HostInfo，ISCSIName，および WWNです。

複数の値を指定する場合はコンマで区切ります。

startElementNu
mFilter

任意 情報を取得するパスの 初の並び番号

特定のストレージシステムでの一部のパスに関する情報を取得

する場合に指定します。

パスの情報を次の順序で並べ，0 から始まる並び番号を付けたと

き，取得するパスの並びの中で 初の番号を指定します。

パスの並び替え順序：

1. ポート ID の昇順

2. ドメイン ID の昇順

3. デバイス番号の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

numOfElementsFilter，model，および serialnumも必ず

指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 情報を取得するパスの個数

特定のストレージシステムでの一部のパスに関する情報を取得

する場合に指定します。情報を取得するパスの個数を指定しま

す。このパラメーターを指定する場合，パラメーター

startElementNumFilter，model，および serialnumも必

ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

portname 任意 ストレージシステムのポート名

特定のパスの情報を取得する場合に指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター model，serialnum，
domainnicknameまたは domain，および devnumも必ず指定

します。

portパラメーターと同時には指定しないでください。同時に指

定するとエラーとなります。

port 任意 ストレージシステムのポート ID
特定のパスの情報を取得する場合に指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター model，serialnum，
domainnicknameまたは domain，および devnumも必ず指定

します。

portnameパラメーターと同時には指定しないでください。同

時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

特定のパスの情報を取得する場合に指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター model，serialnum，
portnameまたは port，および devnumも必ず指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

domainパラメーターと同時には指定しないでください。同時

に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
特定のパスの情報を取得する場合に指定します。指定できる値

は 10 進数または 16 進数です。このパラメーターを指定する場

合，パラメーター model，serialnum，portnameまたは

port，および devnumも必ず指定します。

domainnicknameパラメーターと同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

devnum 任意 LU のデバイス番号

特定のパスの情報を取得する場合に指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，portnameまたは port，および domainnickname
または domainも必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

objectid
GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには Pathを指定してください。実行結果では，必要な objectID
値が An instance of Pathの下に表示されます。この objectID値をパラメーター

objectidの値として指定してください。

コマンド実行例 1（objectidパラメーターを指定しない場合）

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）へのパスに関す

る情報を，GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドで取得します。この情報には，パスの

WWN に関する情報が含まれます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Path.log" 
"subtarget=Path" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" "pathsubinfo=WWN"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
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  List of 3914 Path elements:
    An instance of Path
      objectID=PATH.R800.10182.0.10.20
      devNum=20
      displayDevNum=00:00:14
      portID=0
      portName=CL1-A
      domainID=10
      scsiID=15
      LUN=0
      wwnSecurityValidity=true
        .
        . (repeated for other Path instances)
        .
    An instance of Path
      objectID=PATH.R800.10182.2.39.13316
      devNum=13,316
      displayDevNum=00:34:04
      portID=2
      portName=CL5-A
      domainID=39
      scsiID=15
      LUN=0
      wwnSecurityValidity=true
      List of 2 WWN elements:
        An instance of WWN
          WWN=20.14.06.26.00.00.00.04
          nickname=
        An instance of WWN
          WWN=20.14.06.26.00.00.00.05
          nickname=

コマンド実行例 2（objectidパラメーターを指定した場合）

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）に設定されてい

るパス（オブジェクト ID：PATH.R800.10182.0.10.20）に関する情報を，GetStorageArray
(subtarget=Path)コマンドで取得します。この情報には，パスの WWN に関する情報が含まれま

す。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Path.log" 
"subtarget=Path" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"objectid=PATH.R800.10182.0.10.20" "pathsubinfo=WWN"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Path elements:
    An instance of Path
      objectID=PATH.R800.10182.0.10.20
      devNum=20
      displayDevNum=00:00:14
      portID=0
      portName=CL1-A
      domainID=10
      scsiID=15
      LUN=0
      wwnSecurityValidity=true
      List of 1 WWN elements:
        An instance of WWN
          WWN=01.29.01.02.00.00.00.00
          nickname=1111

4.1.58 GetStorageArray (subtarget=PDEV)
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドは，PDEV に関する情報を取得します。
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パラメーター

表 4-61 GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 PDEVを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

arraygroupobji
d

任意 PDEV を含むパリティグループのオブジェクト ID
特定のパリティグループの PDEV に関する情報を取得する場合

に指定します。このパラメーターを指定する場合，パラメーター

modelおよび serialnumも必ず指定します。modelおよび

serialnumを指定し，arraygroupobjidを指定しない場合，

指定されたストレージシステムのパリティグループの PDEV に

関する情報を取得します。

すべてのパリティグループおよび PDEV に関する情報を取得す

る場合は，ALLを指定します。

pdevid 任意 特定の PDEV の情報を取得する場合に指定します。このパラ

メーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。modelおよび serialnumを

指定し，pdevidを指定しない場合，指定されたストレージシス

テムの PDEV に関する情報を取得します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

arraygroupobjid
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには，ArrayGroupを指定してください。実行結果では，An
instance of ArrayGroupの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパ

ラメーター arraygroupobjidの値として指定してください。

pdevid
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
PDEVの下に表示される pdevid値をパラメーター pdevidとして指定してください。ただ

し，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）に存在するパリ

ティグループ（オブジェクト ID：ARRAYGROUP.R800.10182.1.0）に属する PDEV に関する情

報を，GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_PDEV.log" 
"subtarget=PDEV" "model=VSP G1000" "serialnum=10182"  
"arraygroupobjid=ARRAYGROUP.R800.10182.1.0"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 ArrayGroup elements:
      .
      . (Attributes of ArrayGroup are omitted here)
      .
      List of 4 PDEV elements:
        An instance of PDEV
          objectID=PDEV.R800.10182.0
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1
          capacityInKB=844,378,165
          row=-1
          column=-1
          denseNumber=-1
          densePosition=-1
          depth=-1
          model=DKR5D-J900SS
          dkuType=R800
          rpm=10000
          diskType=4
          formFactor=-1
          pdevid=0
          encrypted=-1
          fdChipType=-1
          diskSerialNumber=KPK1DEEF
          .
          . (repeated for other PDEV instances)
          .

4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドは，Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，
Universal Replicator，または Dynamic Provisioning に対して，プールに関する情報を取得しま

す。

重要

• Universal Storage Platform V/VM または Hitachi USP でストレージ分割機能を利用している場合，分割ス

トレージ管理者がストレージシステム（SLPR）を Device Manager の管理対象として登録してもプールに

関する情報は取得できません。

• プールに格納されるジャーナルボリュームに関する情報は，LogicalUnitインスタンスとして表示されま

す。この情報は，ジャーナルボリュームがオープンボリュームのときにだけ取得できます。

• Hitachi Universal Replicator for Mainframe で使用されているプールの情報を取得した場合，条件を満た

すオープンボリュームのジャーナルボリュームで構成されているプールに関する情報だけ取得できます。

パラメーター

表 4-62 GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 Poolを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

poolfunction 任意 プールを操作する機能のタイプ

指定できる値は次のとおりです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

• 3：Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async
• 4：Universal Replicator
• 5：Dynamic Provisioning
• 6：Thin Image
modelまたは serialnumを省略した場合，このパラメーターへ

の指定は無効です。

パラメーター poolfunctionおよび poolidは，同時に指定す

る必要があります。パラメーター poolidを省略した場合は，こ

のパラメーターへの指定は無効です。

poolid 任意 プールの ID
modelまたは serialnumを省略した場合，このパラメーターへ

の指定は無効です。

パラメーター poolfunctionおよび poolidは，同時に指定す

る必要があります。パラメーター poolfunctionを省略した場

合は，このパラメーターへの指定は無効です。

poolsubinfo 任意 プールに関する情報

指定できる値は ArrayGroup，LDEV，LogicalUnit，
MFReplicationInfo，PairedPool，PoolTier，および

ReplicationInfoです。複数指定する場合はコンマで区切り

ます。

ArrayGroupは，HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合で，

poolfunctionが 5のときだけ指定できます。

LDEVおよび LogicalUnitは次の場合に指定できます。

• LDEV：poolfunctionが 5，かつ poolTypeが 33
• LogicalUnit：上記以外

MFReplicationInfoは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，および VSP F1500 の場合で，poolfunctionが 4のと

きだけ指定できます。

arraygroupsubi
nfo

任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV に関する情報

指定できる値は，PDEVだけです。

このパラメーターは，poolsubinfoに ArrayGroupを指定し

たときだけ指定できます。

clprfilter 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
HUS VM）

CLPR 番号

特定の CLPR に関するプールの情報を取得します。

プールを操作する機能のタイプが Universal Replicator の場合

は，ジャーナルボリュームの CLPR 番号を指定します。

プールを操作する機能のタイプが Dynamic Provisioning の場合

は，プールの CLPR 番号を指定します。

パラメーター model，serialnum，poolfunction，poolid，
および poolsubinfoをすべて指定している場合，このパラメー

ターは指定できません。

poolfilter 任意 プールを操作する機能のタイプを選択するためのフィルター

指定できる値を次に示します。

• 3：Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async
• 4：Universal Replicator
• 5：Dynamic Provisioning
• 6：Thin Image
複数の値を指定する場合はコンマで区切ります。

パラメーター model，serialnum，poolfunction，poolid，
および poolsubinfoをすべて指定している場合，このパラメー

ターは指定できません。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ctgidfilter 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

情報を取得するコンシステンシーグループの ID
特定のコンシステンシーグループに属する Universal
Replicator のプールおよびコピーペアに関する情報を取得する

場合に指定します。

このパラメーターは，poolsubinfoに PairedPoolを指定し

たときだけ指定できます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolfunction
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolFunctionが An instance of Poolの下に表示されます。この値を

poolfunctionとして指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolIDが An instance of Poolの下に表示されます。この値を poolidとして

指定してください。

clprfilter

◦ プールを操作する機能のタイプが Universal Replicator の場合

GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。実

行結果では，clprNumberが An instance of LDEVの下に表示されます。この値を

clprfilterとして指定してください。

◦ プールを操作する機能のタイプが Dynamic Provisioning の場合

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実

行結果では，clprNumberが An instance of Poolの下に表示されます。この値を

clprfilterとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：25011，モデル：R601）のプールに関する情報

を GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドで取得します。この情報には，プールの論理ユ

ニット，ペアとなっているプールおよびレプリケーションに関する情報が含まれます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Pool.log" 
subtarget=Pool model=R601 serialnum=25011 
poolsubinfo=LogicalUnit,PairedPool,ReplicationInfo

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 9 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R601.25011.4.1
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      name=MyPool1
      poolFunction=4
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=0
      poolType=0
      status=-1
      threshold=-1
      threshold2=-1
      threshold2Mode=-1
      capacityInKB=1,024,320
      freeCapacityInKB=-1
      usageRate=-1
      numberOfPoolVols=1
      numberOfVVols=-1
      capacityOfVVolsInKB=-1
      clprNumber=0
      raidLevel=-
      combination=
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=-1
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=-1
      rpm=-1
      diskType=-1
      migrationInterval=-1
      monitorStartTime=-1
      monitorEndTime=-1
      monitoringMode=-1
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.25011.2320.10037.1492
          pvolSerialNumber=25011
          pvolArrayType=R601
          pvolDevNum=2,320
          displayPvolDevNum=00:09:10
          pvolObjectID=LU.R601.25011.2320
          pvolPoolID=1
          svolSerialNumber=10037
          svolArrayType=Unknown
          svolDevNum=1,492
          displaySvolDevNum=1,492
          svolPoolID=2
          replicationFunction=UniversalReplicator
          status=17
          muNumber=1
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=-1
          confPvolDevNum=-1
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          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R601.25011.18
          devNum=18
          displayName=00:00:12
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=1,024,320
          numberOfLBAs=2,048,640
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1-1
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=JNL-VOL
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=1
          dpType=-1
          consumedCapacityInKB=1,024,320
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
      List of 1 PairedPool elements:
        An instance of PairedPool
          muNumber=1
          pairedArrayType=Unknown
          pairedSerialNumber=10037
          pairedPoolID=2
          ctGrp=-1
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R601.25011.4.10
      name=MyPool10
      poolFunction=4
      poolID=10
      encrypted=-1
      controllerID=0
      poolType=1
      status=-1
      threshold=-1
      threshold2=-1
      threshold2Mode=-1
      capacityInKB=1,024,320
      freeCapacityInKB=-1
      usageRate=-1
      numberOfPoolVols=1
      numberOfVVols=-1
      capacityOfVVolsInKB=-1
      clprNumber=0
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      raidLevel=-
      combination=
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=-1
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=-1
      rpm=-1
      diskType=-1
      migrationInterval=-1
      monitorStartTime=-1
      monitorEndTime=-1
      monitoringMode=-1
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10007.98.25011.46
          pvolSerialNumber=10007
          pvolArrayType=Unknown
          pvolDevNum=98
          displayPvolDevNum=98
          pvolPoolID=10
          svolSerialNumber=25011
          svolArrayType=R601
          svolDevNum=46
          displaySvolDevNum=00:00:2E
          svolObjectID=LU.R601.25011.46
          svolPoolID=10
          replicationFunction=UniversalReplicator
          status=1
          muNumber=0
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=-1
          confPvolDevNum=-1
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R601.25011.49
          devNum=49
          displayName=00:00:31
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=1,024,320
          numberOfLBAs=2,048,640
          path=false
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          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=1-1-1
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=JNL-VOL
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=10
          dpType=-1
          consumedCapacityInKB=1,024,320
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
      List of 1 PairedPool elements:
        An instance of PairedPool
          muNumber=0
          pairedArrayType=Unknown
          pairedSerialNumber=10007
          pairedPoolID=10
          ctGrp=-1
  .
  . (repeated for other Pool instances)
  .

4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドは，ポートに関する情報を取得します。

パラメーター

表 4-63 GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 Portを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

port 任意 ストレージシステムのポート番号

特定のポートの情報を取得する場合に指定します。portおよび

portnameを省略した場合，すべてのポートに関する情報が表示

されます。このパラメーターを指定する場合，パラメーター

modelおよび serialnumも必ず指定します。

portと portnameを同時に指定しないでください。同時に指

定するとエラーとなります。

portname 任意 ストレージシステムのポート名

特定のポートの情報を取得する場合に指定します。portおよび

portnameを省略した場合，すべてのポートに関する情報が表示
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パラメーター名 指定のレベル 説明

されます。このパラメーターを指定する場合，パラメーター

modelおよび serialnumも必ず指定します。

portと portnameを同時に指定しないでください。同時に指

定するとエラーとなります。

portsubinfo 任意 ポートに関する情報

指定できる値は，HostStorageDomain，ISCSIName，WWN，
LoggedInWWN，および VPortです。複数の値を指定する場合は

コンマで区切ります。

LoggedInWWNは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，HUS VM，HUS100，Hitachi
AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合にだけ有効

な情報を取得できます。

portfilter 任意 情報を取得するポートのタイプ

指定できる値は，LCP，Fibre，SCSI，FICON，NAS，ISCSI，
FCoE，NAS Platform (System LU)，および NAS Platform
(User LU)です。

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

rpuidfilter 任意 特定の物理リソースグループに属するポートを選択するための

フィルター

ポートが属する物理リソースグループの ID を指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには Portを指定してください。実行結果では，An instance of
Portの下に必要な portID値が表示されます。この portID値をパラメーター portの値と

して指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10007，モデル：USP_V）のポート（ポート番

号：9）に関する情報を，GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドで取得します。この情

報には，ポートの WWN およびホストストレージドメインに関する情報が含まれます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Port.log" 
subtarget=Port model=USP_V serialnum=10007 port=9 
portsubinfo=WWN,HostStorageDomain

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
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  .
  List of 1 Port elements:
    An instance of Port
      objectID=PORT.R600.10007.9
      portID=9
      portType=Fibre
      fibreAddress=CC
      topology=Fabric(off), FC-AL
      displayName=CL3-E
      lunSecurityEnabled=true
      controllerID=2
      worldWidePortName=50.06.0E.80.05.27.17.24
      channelSpeed=0
      portRole=Target
      slprNumber=0
      portNumber=-1
      keepAliveTime=-1
      resourcePartitionUnitID=-1
      List of 2 HostStorageDomain elements:
        An instance of HostStorageDomain
          objectID=HSDOMAIN.R600.10007.9.0
          portID=9
          portName=CL3-E
          domainID=0
          hostMode=Standard
          hostModeOption=
          displayName=CL3-E-0
          domainType=0
          nickname=3E-G00
          resourcePartitionUnitID=-1
        An instance of HostStorageDomain
          objectID=HSDOMAIN.R600.10007.9.1
          portID=9
          portName=CL3-E
          domainID=1
          hostMode=Standard
          hostModeOption=
          displayName=CL3-E-1
          domainType=0
          nickname=HCMD0900
          resourcePartitionUnitID=-1
      List of 1 WWN elements:
        An instance of WWN
          WWN=21.00.00.E0.8B.0C.39.2F
          nickname=

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10139，モデル：VSP G1000）のポート（ポー

ト番号：1）に関する情報を，ポートにログインしているホスト（HBA）の WWN の情報とともに

取得します（portsubinfo=LoggedInWWN）。この情報を参照することで，ボリューム割り当て後

に，ストレージシステムがホスト（HBA）の WWN を正しく認識しているかを確認できます。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs\GetStorageArray_Port.log" 
subtarget=Port "model=VSP G1000" serialnum=10139 
port=1 portsubinfo=LoggedInWWN

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Port elements:
    An instance of Port
      objectID=PORT.R800.10139.1
      portID=1
      portType=Fibre
      fibreAddress=E8
      topology=Fabric(on), Point-to-Point
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      displayName=CL3-A
      lunSecurityEnabled=true
      controllerID=0
      worldWidePortName=50.06.0E.80.07.27.9B.20
      channelSpeed=0
      portRole=Target
      slprNumber=-1
      portNumber=-1
      keepAliveTime=-1
      resourcePartitionUnitID=0
      List of 4 LoggedInWWN elements:
        An instance of LoggedInWWN
          WWN=00.00.00.00.00.00.07.07
        An instance of LoggedInWWN
          WWN=10.00.00.00.C9.36.5E.2B
        An instance of LoggedInWWN
          WWN=10.00.00.00.C9.37.28.19
        An instance of LoggedInWWN
          WWN=10.00.00.00.C9.55.C7.78

4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)
GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドは，ポートコントローラーに関する

情報を取得します。

パラメーター

表 4-64 GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 PortControllerを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

controllernum 任意 ストレージシステムのポートコントローラーのコントローラー

ID
特定のポートコントローラーの情報を取得する場合に指定しま

す。このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelお

よび serialnumも必ず指定します。controllernumおよび

controllernameを省略した場合，指定されたストレージシス

テムのポートコントローラーの情報を取得します。

controllernumと controllernameを同時に指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

controllername 任意 ストレージシステムのポートコントローラーのコントローラー

名

特定のポートコントローラーの情報を取得する場合に指定しま

す。このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelお

よび serialnumも必ず指定します。controllernumおよび

controllernameを省略した場合，指定されたストレージシス

テムのポートコントローラーの情報を取得します。

controllernumと controllernameを同時に指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

controllersubinf
o

任意 取得するポートコントローラーに関する情報

指定できる値は IPAddressと PairedPortControllerで

す。どちらか一方または両方を指定します。

IPAddressと PairedPortControllerの情報は NAS 構成

の場合に有効です。
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事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

controllernum
GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには PortControllerを指定してください。実行結

果では，controllerID値が An instance of PortControllerの下に表示されます。こ

の controllerID値をパラメーター controllernumの値として指定してください。

controllername
GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。実行結果では，displayNameが An instance of PortControllerの下に表示さ

れます。この値を controllernameとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10007，モデル：USP_V）に使用されるポート

コントローラーに関する情報を，GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドで

取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_PortController.log" 
"subtarget=PortController" "model=USP_V" "serialnum=10007"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 14 PortController elements:
    An instance of PortController
      objectID=CONTROLLER.R600.10007.1
      cluster=1
      card=1
      controllerID=1
      displayName=CHA-1EU
      mode=1
      type=82
      .
      . (repeated for other PortController instances)
      .

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10007，モデル：USP_V）に使用されるポート

コントローラー（コントローラー ID：1）に関する情報を，GetStorageArray
(subtarget=PortController)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_PortController.log" 
"subtarget=PortController" "model=USP_V" "serialnum=10007" 
"controllernum=1"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .

コマンドリファレンス 247

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



  . (Attributes of StorageArray are omitted here)

  .  List of 1 PortController elements:
    An instance of PortController
      objectID=CONTROLLER.R600.10007.1
      cluster=1
      card=1
      controllerID=1
      displayName=CHA-1EU
      mode=1
      type=82

4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドは，物理リソースグルー

プに関する情報を取得します。

重要 このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルの場合だけ情報を取得できます。

パラメーター

表 4-65 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 PResourcePartitionUnitを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

rpuid 任意 情報を取得する物理リソースグループのリソースグループ ID を

指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。

rpuname 任意 情報を取得する物理リソースグループの名前を指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。

prpusubinfo 任意 物理リソースグループおよび仮想リソースグループに関する情

報

指定できる値は PArrayGroup，PHostStorageDomain，
PLDEV，PPort，および VResourcePartitionUnitです。複

数の値を指定する場合はコンマで区切ります。

pldevsubinfo 任意 物理リソースグループに属する仮想 LDEV に関する情報

指定できる値は VLDEVです。このパラメーターを指定する場合

は，パラメーター prpusubinfoに PLDEVを同時に指定する必

要があります。

pldevfilter 任意 物理リソースグループに属する LDEV を選択するためのフィル

ター

指定できる値は ASSIGNED（実体あり）または UNASSIGNED（実

体なし）です。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター prpusubinfo
に PLDEVを同時に指定する必要があります。

省略した場合，すべての LDEV が対象となります。

phsdfilter 任意 物理リソースグループに属するホストストレージドメインを選

択するためのフィルター

指定できる値は ASSIGNED（実体あり）または UNASSIGNED（実

体なし）です。

248 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定する場合，パラメーター prpusubinfo
に PHostStorageDomainを同時に指定する必要があります。

省略した場合，すべてのホストストレージドメインが対象となり

ます。

startPagElemen
tNumFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属するパリティ

グループの並び番号

特定のストレージシステムでの一部のパリティグループに関す

る情報を取得する場合に指定します。

パリティグループの情報を次の順序で並べ，0 から始まる並び番

号を付けたとき，取得するパリティグループの並びの中で 初の

番号を指定します。

パリティグループの並び替え順序：

1. シャーシ番号の昇順

2. パリティグループ番号の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，rpuid，および numOfPagElementsFilterも必

ず指定します。

numOfPagElemen
tsFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属するパリティ

グループの個数

特定のストレージシステムでの一部のパリティグループに関す

る情報を取得する場合に指定します。情報を取得するパリティ

グループの個数を指定します。このパラメーターを指定する場

合，パラメーター model，serialnum，rpuid，および

startPagElementNumFilterも必ず指定します。パラメー

ター prpusubinfoには PArrayGroupを指定します。

指定値の推奨の 大値は 4096 です。

startPagElementNumFilterと

numOfPagElementsFilterの合計値が，1～2,147,483,647 と

なる範囲で指定します。

startPhsdEleme
ntNumFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属するホストス

トレージドメインの並び番号

特定のストレージシステムでの一部のホストストレージドメイ

ンに関する情報を取得する場合に指定します。

ホストストレージドメインの情報を次の順序で並べ，0 から始ま

る並び番号を付けたとき，取得するホストストレージドメインの

並びの中で 初の番号を指定します。

ホストストレージドメインの並び替え順序：

1. ポート ID の昇順

2. ドメイン ID の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，rpuid，および numOfPhsdElementsFilterも

必ず指定します。

numOfPhsdEleme
ntsFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属するホストス

トレージドメインの個数

特定のストレージシステムでの一部のホストストレージドメイ

ンに関する情報を取得する場合に指定します。情報を取得する

ホストストレージドメインの個数を指定します。このパラメー

ターを指定する場合，パラメーター model，serialnum，
rpuid，および startPhsdElementNumFilterも必ず指定し

ます。パラメーター prpusubinfoには

PHostStorageDomainを指定します。

指定値の推奨の 大値は 4096 です。

startPhsdElementNumFilterと

numOfPhsdElementsFilterの合計値が，1～2,147,483,647 と

なる範囲で指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

startPldevElem
entNumFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属する LDEV の

並び番号

特定のストレージシステムでの一部の LDEV に関する情報を取

得する場合に指定します。

LDEV の情報をデバイス番号の昇順で並べ，0 から始まる並び番

号を付けたとき，情報を取得する 初の LDEV の並び番号を指

定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，rpuid，および numOfPldevElementsFilter
も必ず指定します。

numOfPldevElem
entsFilter

任意 情報の取得を開始する物理リソースグループに属する LDEV の

個数

特定のストレージシステムでの一部の LDEV に関する情報を取

得する場合に指定します。このパラメーターを指定する場合，パ

ラメーター model，serialnum，rpuid，および

startPldevElementNumFilterも必ず指定します。パラ

メーター prpusubinfoには PLDEVを指定します。

指定値の推奨の 大値は 4096 です。

startPldevElementNumFilterと

numOfPldevElementsFilterの合計値が，1～2,147,483,647
となる範囲で指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

rpuid
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター rpuidの値として指定してください。

rpuname
GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには PResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of PResourcePartitionUnitの下に必要

な name値が表示されます。この name値をパラメーター rpunameの値として指定してくだ

さい。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の，特定の物理

リソースグループ（リソースグループ ID：1）に関する情報を，GetStorageArray
(subtarget=PResourcePartitionUnit)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_PResourcePartitionUnit.log" 
"subtarget=PResourcePartitionUnit" "rpuid=1" "model=VSP G1000" 
"serialnum=10139" "prpusubinfo=PLDEV" "pldevsubinfo=VLDEV"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 PResourcePartitionUnit elements:
    An instance of PResourcePartitionUnit
      objectID=PRPU.R800.10139.1
      name=RG1
      resourcePartitionUnitID=1
      numberOfPArrayGroups=0
      numberOfPPorts=0
      numberOfPHostStorageDomains=0
      numberOfPLDEVs=1
      List of 1 PLDEV elements:
        An instance of PLDEV
          objectID=PLDEV.R800.10139.1.747
          devNum=747
          hasSubstance=0
          List of 1 VLDEV elements:
            An instance of VLDEV
              objectID=VLDEV.R800.10139.1.747
              resourcePartitionUnitID=1
              devNum=747
              vArrayType=R700
              vArrayFamily=R700
              vSerialNumber=53038
              vDevNum=0
              vEmulation=OPEN-V
              vSSID=4
              vLUSE=0
              vCVS=1
              operationMode=0
              hasSubstance=0

4.1.63 GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)
GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)コマンドは，Quorum ディスクに関する情報を取

得します。

重要 このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以
降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），
および VSP Fx00 モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ情報を取得できます。

パラメーター

表 4-66 GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 QuorumDiskを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

quorumdiskid 任意 Quorum ディスクの ID
情報を取得する Quorum ディスクの ID を指定します。

省略した場合，すべての Quorum ディスクの ID が対象となりま

す。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。
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事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

quorumdiskid
GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには QuorumDiskを指定してください。実行結果では，

quorumDiskID値が An instance of QuorumDiskの下に表示されます。この

quorumDiskIDをパラメーター quorumdiskidの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10182）の Quorum ディ

スクの ID が 31の Quorum ディスクに関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs \GetStorageArray_QuorumDisk.log" "subtarget=QuorumDisk" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182" "quorumdiskid=31"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R800.10182
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 QuorumDisk elements:
    An instance of QuorumDisk
      objectID=QUORUM.R800.10182.31
      quorumDiskID=31
      devNum=234
      pairedArrayFamily=R800
      pairedSerialNumber=10139
      readResponseGuaranteedTimeWhenBlocked=40

4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)
GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドは，コピーペアに関する情報を取

得します。

重要

• Universal Storage Platform V/VM および Hitachi USP では，分割ストレージ管理者はペアボリュームおよ

び外部ボリュームのすべての情報を取得できません。

• Universal Storage Platform V/VM では，メインフレームボリュームで作成したコピーペアの情報がある場

合，バージョン 60-01-6X -XX /XX 以降のマイクロコードが必要です。これより前のバージョンのマイクロ

コードでコピーペア情報を取得した場合，メインフレームボリュームで作成したコピーペアは，オープンボ

リュームで作成したコピーペアとして情報が出力されます。

パラメーター

表 4-67 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 ReplicationInfoを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

Thin Image の場合，パラメーター snapshotgrpidfilterま

たは snapshotgrpnamefilterを指定したときには，このパラ

メーターも必ず指定します。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

Thin Image の場合，パラメーター snapshotgrpidfilterま

たは snapshotgrpnamefilterを指定したときには，このパラ

メーターも必ず指定します。

objectid 任意 コピーペア情報（ReplicationInfoインスタンス）のオブジェ

クト ID
特定のコピーペア情報を取得する場合に指定します。このパラ

メーターを指定する場合，パラメーター modelおよび

serialnumも必ず指定します。modelおよび serialnumを

指定し，objectidを指定しない場合，指定されたストレージシ

ステムのコピーペアに関する情報を取得します。

replicationsub
info

任意 コピーペアに関する論理ユニットの情報

指定できる値は，LogicalUnitだけです。

startElementNu
mFilter

任意 取得するコピーペア情報の 初の並び番号

一部のコピーペアに関する情報を特定のストレージシステムか

ら取得する場合に指定します。

コピーペア情報を次の順序で並べ，0 から始まる並び番号を付け

たとき，取得するレプリケーション情報の並びの中で 初の番号

を指定します。

コピーペア情報の並び替え順序：

1. P-VOL のシリアル番号の昇順

2. P-VOL のデバイス番号の昇順

3. S-VOL のシリアル番号の昇順

4. S-VOL のデバイス番号の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

numOfElementsFilter，model，および serialnumも必ず

指定します。

numOfElementsF
ilter

任意 取得するコピーペア情報の個数

一部のコピーペアに関する情報を特定のストレージシステムか

ら取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

startElementNumFilter，model，および serialnumも必

ず指定します。

指定値の推奨の 大値は 16384 です。

quorumdiskidfi
lter

任意 情報を取得する Quorum ディスクの ID を選択するためのフィ

ルター

特定の Quorum ディスク ID を使用しているコピーペア情報を

取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。

snapshotgrpidf
ilter

任意 取得するスナップショットグループの ID
スナップショットグループに属する Thin Image のコピーペア

情報を取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。パラメーター

snapshotgrpnamefilterと同時には指定しないでください。

snapshotgrpnam
efilter

任意 取得するスナップショットグループの名前

スナップショットグループに属する Thin Image のコピーペア

情報を取得する場合に指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。パラメーター

snapshotgrpidfilterと同時には指定しないでください。パ

ラメーター snapshotgrpidfilterを指定している場合，この

パラメーターは無視されます。

ctgidfilter 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

情報を取得するコンシステンシーグループの ID
特定のコンシステンシーグループに属するコピーペアの情報を

取得する場合に指定します。

このパラメーターは，TrueCopy の場合にだけ有効です。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnum，
model，および replicationfunctionfilterも必ず指定し

ます。

replicationfun
ctionfilter

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

コピータイプ

指定できる値は，TrueCopySyncだけです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター serialnumお

よび modelも必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

objectid
GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには ReplicationInfoを指定してください。コピー

ペアに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果では，

objectID値が An instance of ReplicationInfoの下に表示されます。この

objectIDをパラメーター objectidの値として指定してください。

snapshotgrpidfilterおよび snapshotgrpnamefilter
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには SnapshotGroupを指定してください。スナップ

ショットグループに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果

では，groupID値と groupName値が An instance of SnapshotGroupの下に表示され

ます。この groupIDをパラメーター snapshotgrpidfilterの値として指定してくださ

い。同様に groupNameをパラメーター snapshotgrpnamefilterの値として指定してく

ださい。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetStorageArray 
-o "D:\logs\GetStorageArray_ReplicationInfo.log" 
subtarget=ReplicationInfo model=USP_V serialnum=10037 
replicationsubinfo=LogicalUnit
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 77 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.10037.1216.10037.1218
      pvolSerialNumber=10037
      pvolArrayType=R600
      pvolDevNum=1,216
      displayPvolDevNum=00:04:C0
      pvolObjectID=LU.R600.10037.1216
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=10037
      svolArrayType=R600
      svolDevNum=1,218
      displaySvolDevNum=00:04:C2
      svolObjectID=LU.R600.10037.1218
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=1
      muNumber=0
      copyTrackSize=-1
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1
      List of 2 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R600.10037.1216
          devNum=1,216
          displayName=00:04:C0
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=1,048,576
          numberOfLBAs=2,097,152
          path=true
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=2
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=2-1-1
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=P-VOL
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=1
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=-1
          consumedCapacityInKB=1,048,576
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          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R600.10037.1218
          devNum=1,218
          displayName=00:04:C2
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=1,048,576
          numberOfLBAs=2,097,152
          path=true
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=2
          arrayGroup=0
          arrayGroupName=2-1-1
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=S-VOL
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=-1
          consumedCapacityInKB=1,048,576
          dpPoolID=-1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=-1
          managementAreaPoolID=-1
      .
      . (repeated for other ReplicationInfo instances)
      .

4.1.65 GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドは，スナップショットグループに関

する情報およびスナップショットグループに属する Thin Image のコピーペアに関する情報を取得

します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場合だけ情報を取得できます。

パラメーター

表 4-68 GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 SnapshotGroupを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

パラメーター snapshotgroupidまたは

snapshotgroupnameを指定した場合，このパラメーターも必

ず指定します。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

パラメーター snapshotgroupidまたは

snapshotgroupnameを指定した場合，このパラメーターも必

ず指定します。

snapshotgroupi
d

任意 スナップショットグループのオブジェクト ID
特定のスナップショットグループの情報を取得する場合に指定

します。パラメーター snapshotgroupnameと同時には指定し

ないでください。

snapshotgroupn
ame

任意 スナップショットグループの名前

特定のスナップショットグループの情報を取得する場合に指定

します。パラメーター snapshotgroupidと同時には指定しな

いでください。パラメーター snapshotgroupidを指定してい

る場合，このパラメーターは無視されます。

snapshotgrpsub
info

任意 スナップショットグループに属する Thin Image のコピーペア

に関する情報

指定できる値は，ReplicationInfoだけです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

snapshotgroupidまたは snapshotgroupnameのどちらか

一方を必ず指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

snapshotgroupidおよび snapshotgroupname
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには SnapshotGroupを指定してください。スナップ

ショットグループに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果

では，groupID値と groupName値が An instance of SnapshotGroupの下に表示され

ます。この groupIDをパラメーター snapshotgroupidの値として指定してください。同

様に groupNameをパラメーター snapshotgroupnameの値として指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_SnapshotGroup.log" "subtarget=SnapshotGroup" 
"model=VSP" "serialnum=10001" "snapshotgroupname=test1" 
"snapshotgrpsubinfo=ReplicationInfo"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
    .
    . (Attributes of StorageArray are omitted here)
    .
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.10001.1
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      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=1
      groupName=test1
      replicationFunction=ThinImage
      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 2 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.12800.10001.49152
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=12,800
          displayPvolDevNum=00:32:00
          pvolPoolID=38
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=49,152
          displaySvolDevNum=00:C0:00
          svolPoolID=38
          replicationFunction=ThinImage
          status=1
          muNumber=0
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=1
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.12800.10001.49153
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=12,800
          displayPvolDevNum=00:32:00
          pvolPoolID=38
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=49,153
          displaySvolDevNum=00:C0:01
          svolPoolID=38
          replicationFunction=ThinImage
          status=1
          muNumber=1
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=1
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1
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4.1.66 GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)コマンドは，HDT ボリュームに適用できる階

層ポリシーの情報を取得します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョ
ンが 70-05-00-XX /XX 以降），および HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合
だけ有効な情報を取得できます。

パラメーター

表 4-69 GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 TieringPolicyを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

policyid 任意 情報を取得する階層ポリシーの ID
このパラメーターを指定する場合，serialnumおよび modelも

必ず指定します。serialnumおよび modelを指定しないで，

policyidを指定した場合，ストレージシステムのすべての階層

ポリシーに関する情報を取得します。

指定できる値の説明については，「表 4-86 」のパラメーター

tieringpolicyを参照してください。

省略した場合，すべての階層ポリシーが対象となります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）の階層ポリシーの ID が

15（policyid：15）の情報を取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o 
"D:\logs\GetStorageArray_TieringPolicy.log" subtarget=TieringPolicy 
model=VSP serialnum=53039 policyid=15

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
    .
    . (Attributes of StorageArray are omitted here)
    .
  List of 1 TieringPolicy elements:
    An instance of TieringPolicy
      objectID=TIERINGPOLICY.R700.53039.15
      policyID=15
      policyName=Custom 10
      allocationThresholdT1Max=50
      allocationThresholdT1Min=20
      allocationThresholdT3Max=40
      allocationThresholdT3Min=10
      numberOfVVols=4
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4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドは，仮想リソースグルー

プに関する情報を取得します。

重要 VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-03-30-XX /XX 以降），および HUS VM（マイクロコード
のバージョンが 73-01-3X -XX /XX 以降）の場合だけ情報を取得できます。

パラメーター

表 4-70 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 必須 VResourcePartitionUnitを指定します。

serialnum 任意 ストレージシステムのシリアル番号

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

model 任意 ストレージシステムのモデル

省略した場合，すべてのストレージシステムが対象となります。

vrpuid 任意 仮想リソースグループのリソースグループ ID
特定の仮想リソースグループの情報を取得する場合に指定しま

す。このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelお

よび serialnumも必ず指定します。

vmodel 任意 仮想ストレージマシンのモデル

特定の仮想ストレージマシンの情報を取得する場合に指定しま

す。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vfamilyと同

時に指定しないでください。

vfamily 任意 仮想ストレージマシンのファミリー

特定の仮想ストレージマシンの情報を取得する場合に指定しま

す。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vmodelと同時

に指定しないでください。

vserialnum 任意 仮想ストレージマシンのシリアル番号

特定の仮想ストレージマシンの情報を取得する場合に指定しま

す。

vrpuname 任意 仮想リソースグループのリソースグループ名

特定の仮想リソースグループの情報を取得する場合に指定しま

す。このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelお

よび serialnumも必ず指定します。

vrpusubinfo 任意 仮想リソースグループに関する情報

指定できる値は VHostStorageDomain，VLDEV，および VPort
です。複数の値を指定する場合はコンマで区切ります。

vport 任意 仮想ポートの ID
特定の仮想ポートの情報を取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vmodel（また

は vfamily），vserialnum，および vrpusubinfoも必ず指定

します。パラメーター vrpusubinfoには

VHostStorageDomainまたは VPortを指定します。

vdomain 任意 仮想ホストストレージドメインの ID
特定の仮想ホストストレージドメインの情報を取得する場合に

指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vmodel（また

は vfamily），vserialnum，vport，および vrpusubinfoも

必ず指定します。パラメーター vrpusubinfoには

VHostStorageDomainを指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターは 10 進数または 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

vdevnum 任意 仮想 LDEV の仮想デバイス番号

特定の仮想 LDEV の情報を取得する場合に指定します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vmodel（また

は vfamily），vserialnum，および vrpusubinfoも必ず指定

します。パラメーター vrpusubinfoには VLDEVを指定しま

す。

実行結果は 10 進数で出力されます。

startVhsdEleme
ntNumFilter

任意 情報の取得を開始する仮想ホストストレージドメインの並び番

号

特定のストレージシステムでの一部の仮想ホストストレージド

メインに関する仮想情報を取得する場合に指定します。

仮想ホストストレージドメインの情報を次の順序で並べ，0 から

始まる並び番号を付けたとき，情報を取得する 初の仮想ホスト

ストレージドメインの並び番号を指定します。

仮想ホストストレージドメインの並び替え順序：

1. ポート ID の昇順

2. ドメイン ID の昇順

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，vrpusubinfo，および

numOfVhsdElementsFilterも必ず指定します。パラメー

ター vrpusubinfoには VHostStorageDomainを指定しま

す。

numOfVhsdEleme
ntsFilter

任意 情報を取得する仮想ホストストレージドメインの個数

特定のストレージシステムでの一部の仮想ホストストレージド

メインに関する仮想情報を取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，vrpusubinfo，および

startVhsdElementNumFilterも必ず指定します。パラメー

ター vrpusubinfoには VHostStorageDomainを指定しま

す。

指定値の推奨の 大値は 4096 です。

startVldevElem
entNumFilter

任意 情報の取得を開始する仮想 LDEV の並び番号

特定のストレージシステムでの一部の仮想 LDEV に関する仮想

情報を取得する場合に指定します。

仮想 LDEV の情報をデバイス番号の昇順で並べ，0 から始まる並

び番号を付けたとき，情報を取得する 初の仮想 LDEV の並び

番号を指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，vrpusubinfo，および

numOfVldevElementsFilterも必ず指定します。パラメー

ター vrpusubinfoには VLDEVを指定します。

numOfVldevElem
entsFilter

任意 情報を取得する仮想 LDEV の個数

特定のストレージシステムでの一部の仮想 LDEV に関する仮想

情報を取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター model，
serialnum，vrpusubinfo，および

コマンドリファレンス 261

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



パラメーター名 指定のレベル 説明

startVldevElementNumFilterも必ず指定します。パラ

メーター vrpusubinfoには VLDEVを指定します。

指定値の推奨の 大値は 4096 です。

vldevfilter 任意 情報を取得する仮想 LDEV を選択するためのフィルター

特定のストレージシステムでの一部の仮想 LDEV に関する情報

を取得する場合に指定します。

指定できる値は，ASSIGNED（実体あり）または UNASSIGNED
（実体なし）です。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター vrpusubinfo
には VLDEVを指定します。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuid
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを指

定してください。指定したストレージシステムのすべての VResourcePartitionUnitに関

する情報を取得できます。実行結果では，An instance of VResourcePartitionUnitの

下に必要な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この

resourcePartitionUnitID値をパラメーター vrpuidの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53038，モデル：VSP）の，特定の仮想リソー

スグループ（リソースグループ ID：1）に関する情報を，

GetStorageArray(subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドで取得します。

HiCommandCLI GetStorageArray -o "D:\logs
\GetStorageArray_VResourcePartitionUnit.log" 
"subtarget=VResourcePartitionUnit" "model=VSP" "serialnum=53038" 
"vrpuid=1" "vrpusubinfo=VPort,VHostStorageDomain,VLDEV"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R700.53038.1
      name=hdlmgroup1
      resourcePartitionUnitID=1
      arrayType=R700
      serialNumber=53038
      vArrayType=R600
      vArrayFamily=R600
      vSerialNumber=10007
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=true
      vDisplayArrayType=USP V
      vDisplayArrayFamily=USP_V
      numberOfVPorts=1
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      numberOfVHostStorageDomains=255
      numberOfVLDEVs=102
      List of 1 VPort elements:
        An instance of VPort
          objectID=VPORT.R700.53038.1.138
          resourcePartitionUnitID=1
          portID=138
          vArrayType=R600
          vArrayFamily=R600
          vSerialNumber=10007
          vPortID=64
          vPortName=CL9-A
          vWWPortName=50060E8005271780
          vFibreAddress=205
      List of 255 VHostStorageDomain elements:
        An instance of VHostStorageDomain
          objectID=VHSD.R700.53038.1.138.0
          resourcePartitionUnitID=1
          portID=138
          domainID=0
          vArrayType=R600
          vArrayFamily=R600
          vSerialNumber=10007
          vPortID=-1
          vDomainID=-1
        An instance of VHostStorageDomain
          objectID=VHSD.R700.53038.1.138.1
          resourcePartitionUnitID=1
          portID=138
          domainID=1
          vArrayType=R600
          vArrayFamily=R600
          vSerialNumber=10007
          vPortID=64
          vDomainID=0
        .
        .(repeated for other VHostStorageDomain instances)
        .
      List of 102 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R700.53038.1.1
          resourcePartitionUnitID=1
          devNum=1
          vArrayType=R600
          vArrayFamily=R600
          vSerialNumber=10007
          vDevNum=1
          vEmulation=OPEN-V
          vSSID=5
          vLUSE=0
          vCVS=0
          operationMode=0
          hasSubstance=1
        .
        .(repeated for other VLDEV instances)
        .

4.1.68 GetStorageArrayFromStorageSupervisor
GetStorageArrayFromStorageSupervisorコマンドは，SVP が管理しているストレージシス

テムの情報を取得します。

重要

• このコマンドは，VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルでだけ使用できます。

• SVP が複数のストレージシステムを管理している場合に，このコマンドで取得した情報を使って，

AddStorageArrayコマンドで Device Manager サーバのデータベースにストレージシステムの情報を登

録します。
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パラメーター

表 4-71 GetStorageArrayFromStorageSupervisor コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

ipaddress 必須 SVP の IP アドレス

IPv4，IPv6 形式の IP アドレス，または SVP のホスト名（エイ

リアス名）を指定します。

family 必須 ストレージシステムのファミリー

portnumber 任意 SVP にアクセスするためのポート番号

SVP にアクセスするためのポート番号（RMI レジストリーサー

ビスのポート番号）を指定します。

省略した場合，1099が指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

family
GetServerInfoコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayFamily値

または displayArrayFamily値をパラメーター familyに指定してください。

VSP Gx00 and VSP Fx00を指定することを推奨します。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetStorageArrayFromStorageSupervisor -o "D:\logs
\GetStorageArrayFromStorageSupervisor.log" "ipaddress=10.197.74.19" 
"family=HM800"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageSupervisor
  ipAddress=10.197.74.19
  arrayFamily=HM800
  portNumber=1099
  List of 2 ManagedStorageArray elements:
    An instance of ManagedStorageArray
      arrayFamily=HM800
      serialNumber=410438
      rmiServerStatus=Started
    An instance of ManagedStorageArray
      arrayFamily=HM800
      serialNumber=400001
      rmiServerStatus=Started

4.1.69 GetTieredPoolStatus
GetTieredPoolStatusコマンドは，AddTieredPoolOperationコマンドによって実行された

HDT プールの性能モニタリングおよびハードウェア階層再配置の実行状態を取得します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル（マイクロバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual Storage Platform，および HUS VM でだけ使
用できます。

パラメーター

表 4-72 GetTieredPoolStatus コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル
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パラメーター名 指定のレベル 説明

poolids 必須 プール ID のリスト

HDT プールのプール ID を指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるプール ID は 128 個までです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolids
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnumおよび modelに事前に取得した値を指

定し，パラメーター poolfilterに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行

結果には，An instance of Poolの配下に poolID値および tierControl値が表示され

ます。tierControl値が enableと表示されている An instance of Poolが HDT プー

ルに関する情報です。性能モニタリングまたはハードウェア階層再配置の実行状態を取得す

る HDT プールの poolID値をパラメーター poolidsに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetTieredPoolStatus -o "D:\logs\GetTieredPoolStatus.log" 
serialnum=53039 model=VSP poolids=1

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53039.5.1
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=20
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=319,678,464
      freeCapacityInKB=319,678,464
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=31
      numberOfVVols=1
      capacityOfVVolsInKB=419,457,024
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=131
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=500
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=enable
      autoMigration=disable

コマンドリファレンス 265

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=1
      lastMonitorStartDate=2011/07/14 07:48:00
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=0
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1

4.1.70 GetVStorageArray
GetVStorageArrayコマンドは，仮想ストレージマシンについての情報を取得します。

重要 このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルの場合だけ情報を取得できます。

書式

HiCommandCLI [URL] GetVStorageArray [オプション]
[vmodel=仮想ストレージマシンのモデル|vfamily=仮想ストレージマシンのファミリー] 
[vserialnum=仮想ストレージマシンのシリアル番号] 
[subtarget=VResourcePartitionUnit] [vrpusubinfo=VLDEV,VPort]

パラメーター

表 4-73 GetVStorageArray コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

vmodel※ 任意 仮想ストレージマシンのモデル

このパラメーターを指定する場合，vserialnumも必ず指定しま

す。パラメーター vfamilyと同時に指定しないでください。

vfamily※ 任意 仮想ストレージマシンのファミリー

このパラメーターを指定する場合，vserialnumも必ず指定しま

す。パラメーター vmodelと同時に指定しないでください。

vserialnum※ 任意 仮想ストレージマシンのシリアル番号

このパラメーターを指定する場合，vmodelまたは vfamilyも

必ず指定します。

subtarget 任意 仮想リソースグループに関する情報を取得する場合に

VResourcePartitionUnitを指定します。

vrpusubinfo 任意 仮想 LDEV および仮想ポートに関する仮想情報を取得する場合

に指定します。

指定できる値は VLDEVおよび VPortです。複数の値を指定す

る場合はコンマで区切ります。

このパラメーターを指定する場合，subtargetに

VResourcePartitionUnitを指定します。
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注※

これらのパラメーターを単独で指定した場合，パラメーターの指定は無視されて，すべての仮

想ストレージマシンに関する情報を取得します。

事前に取得するパラメーター値

vmodel，vfamily，および vserialnum
GetVStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の vArrayType
値または vDisplayArrayType値をパラメーター vmodelに，vArrayFamily値をパラメー

ター vfamilyに指定してください。vSerialNumber値をパラメーター vserialnumに指

定してください。

コマンド実行例 1

この例では，特定の仮想ストレージマシン（vmodel：VSP G1000/G1500 and VSP F1500，
vserialnum：10139）に関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetVStorageArray -o "D:\logs\GetVStorageArray.log" 
"vmodel=VSP G1000/G1500 and VSP F1500" "vserialnum=10139"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of VStorageArray
  objectID=VSA.R800.10139
  name=VSP G1000#10139
  vArrayType=R800
  vArrayFamily=R800
  vSerialNumber=10139
  vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
  vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500

コマンド実行例 2

この例では，特定の仮想ストレージマシン（vmodel：VSP G1000/G1500 and VSP F1500，
vserialnum：10139）の仮想リソースグループ（subtarget：VResourcePartitionUnit）に

属する仮想 LDEV（vrpusubinfo：VLDEV）に関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetVStorageArray -o "D:\logs
\GetVStorageArray_VResourcePartitionUnit.log" 
"subtarget=VResourcePartitionUnit" "vmodel=VSP G1000/G1500 and VSP 
F1500" "vserialnum=10139" "vrpusubinfo=VLDEV" 

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of VStorageArray
  objectID=VSA.R800.10139
  name=VSP G1000#10139
  vArrayType=R800
  vArrayFamily=R800
  vSerialNumber=10139
  vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
  vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10139.0
      name=meta_resource
      resourcePartitionUnitID=0
      arrayType=R800
      serialNumber=10139
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=10139
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
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      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=19
      List of 19 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.10139.0.1540
          resourcePartitionUnitID=0
          devNum=1,540
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=10139
          vDevNum=4
          vEmulation=OPEN-V
          vSSID=4
          vLUSE=0
          vCVS=1
          operationMode=0
          hasSubstance=1
          .
          .(repeated for other VLDEV instances)
          .

4.1.71 GetZeroPageReclaimStatus
GetZeroPageReclaimStatusコマンドは，RunZeroPageReclaimコマンドによって実行され

た DP ボリュームのゼロページ破棄の実行状態を取得します。

GetZeroPageReclaimStatusコマンドの実行結果に LogicalUnitインスタンスが表示された

場合，ゼロページ破棄が実行中であることを示します。ゼロページ破棄の実行が完了すると，

LogicalUnitインスタンスは表示されなくなります。RunZeroPageReclaimコマンドによって

ゼロページ破棄が実行されていない場合は，LogicalUnitインスタンスは表示されません。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM でだけ使用できま
す。Universal Storage Platform V/VM の場合に必要なマイクロコードのバージョンは 60-07-00-XX /XX 以降
です。

パラメーター

表 4-74 GetZeroPageReclaimStatus コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 DP ボリュームのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例

この例では，RunZeroPageReclaimコマンドで指定した HDP ボリュームのゼロページ破棄が完

了しているかどうかを確認しています。
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HiCommandCLI GetZeroPageReclaimStatus -o "D:\logs
\GetZeroPageReclaimStatus.log" model=USP_V serialnum=10007 devnums=06:AC

コマンド実行結果 1

この実行結果では，LogicalUnitインスタンスが表示されているので，ゼロページ破棄が完了し

ていないことを示しています。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.10007.1708
      devNum=1,708
      displayName=00:06:AC
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=1,049,280
      numberOfLBAs=2,098,560
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=16,485
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=X1-1
      raidType=-
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=0
      consumedCapacityInKB=0
      dpPoolID=0
      threshold=5
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1

コマンド実行結果 2

この実行結果では，LogicalUnitインスタンスが表示されていないので，ゼロページ破棄が完了

していることを示しています。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .

4.1.72 ModifyArrayReservation
ModifyArrayReservationコマンドは，対象のストレージシステムをロックする制限時間を延長

します。
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重要 このコマンドは，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，およ
び Hitachi SMS では使用できません。

パラメーター

表 4-75 ModifyArrayReservation コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyArrayReservation -o "D:\logs
\ModifyArrayReservation.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

An instance of ArrayReservation
  objectID=ARRAYRESERVATION.R800.10182
  target=ARRAY.R800.10182
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  loginID=dmuser
  beginTime=1,039,003,476

4.1.73 ModifyExternalArrayGroup
ModifyExternalArrayGroupコマンドは，外部パリティグループのキャッシュモードを変更しま

す。

重要 このコマンドは，nondisruptive migration のトラブルシューティングで使用します。VSP 5000 シリー
ズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバー
ジョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ実行できます。

パラメーター

表 4-76 ModifyExternalArrayGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 外部パリティグループがあるストレージシステムのシリアル番

号

model 必須 外部パリティグループがあるストレージシステムのモデル

chassis 任意 外部パリティグループが位置するシャーシ番号

このパラメーターを指定する場合，groupnumも必ず指定しま

す。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同
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パラメーター名 指定のレベル 説明

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

groupnum 任意 外部パリティグループの番号

このパラメーターを指定する場合，chassisも必ず指定します。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

arraygroupname 任意 外部パリティグループの表示名

このパラメーターを指定する場合，chassisと groupnumは指

定しません。

chassisと groupnumを同時に指定するか，arraygroupname
を指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。また，

chassisと groupnumの組み合わせと arraygroupnameを同

時に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

cachemode 必須 外部パリティグループのキャッシュモード

• writesync：キャッシュモードを Write Sync（同期書き込

み）にする

• through：キャッシュモードをスルーにする

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

chassisおよび groupnum
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指

定し，パラメーター subtargetには ArrayGroupを指定してください。実行結果では，

chassis値と number値が StorageArrayに表示されます。これらの chassis値と

number値をそれぞれパラメーター chassisとパラメーター groupnumとして指定してくだ

さい。

arraygroupname
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)コマンドの実行結果から取得してください。

実行結果では，displayNameが An instance of ArrayGroupの下に表示されます。この

値を arraygroupnameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyExternalArrayGroup -o "D:\logs
\ModifyExternalArrayGroup.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10060" "arraygroupname=E1-38" 
"cachemode=writesync"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 ArrayGroup elements:
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    An instance of ArrayGroup
      objectID=ARRAYGROUP.R800.10060.101.37
      chassis=101
      number=37
      displayName=E1-38
      .
      . (Omitted)
      .
      volumeType=24
      .
      . (Omitted)
      .
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
              .
              . (Attributes of LogicalUnit are omitted here)
              .
          List of 1 Ldev elements:
            An instance of LDEV
              objectID=LDEV.R800.10060.1623
              devNum=1,623
              .
              . (Omitted)
              .
              volumeType=24
              .
              . (Omitted)
              .
      List of 1 ExternalPathInfo elements:
        An instance of ExternalPathInfo
              .
              . (Attributes of ExternalPathInfo are omitted here)
              .

4.1.74 ModifyExternalTierRank
ModifyExternalTierRankコマンドは，DP プールボリュームが外部ボリュームの場合に外部

LDEV 階層ランクを変更します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual Storage Platform（マイクロコードの
バージョンが 70-04-00-XX /XX 以降）または HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-00-XX /XX 以降）
でだけ使用できます。

パラメーター

表 4-77 ModifyExternalTierRank コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

poolid 必須 DP プールのプール ID

highdevnums 任意 外部 LDEV 階層ランクを Highに変更する DP プールボリュー

ムの論理ユニットのデバイス番号を指定します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

middledevnums 任意 外部 LDEV 階層ランクを Middleに変更する DP プールボ

リュームの論理ユニットのデバイス番号を指定します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

lowdevnums 任意 外部 LDEV 階層ランクを Lowに変更する DP プールボリューム

の論理ユニットのデバイス番号を指定します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnumおよび modelに事前に取得した値を指

定し，パラメーター poolfilterに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行

結果では，poolID値が An instance of Poolの下に表示されます。DP プールボリューム

が属する DP プールを選択し，対応する poolID値をパラメーター poolidとして指定してく

ださい。

highdevnums，middledevnums，および lowdevnums
GetStorageArray (subtarget=Pool, poolsubinfo=LogicalUnit)コマンドの実行結果

から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメー

ター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Pool，poolsubinfoパラメー

ターに LogicalUnitを指定してください。実行結果では，LogicalUnitの devNum値が

An instance of LogicalUnitの下に表示されます。DP プールを構成する DP プールボ

リュームから外部 LDEV 階層ランクを変更する論理ユニットの devNum値をパラメーター

highdevnums，middledevnums，または lowdevnumsとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）の HDT プール（poolid：
57）を構成している DP プールボリューム（devNum：00:18:CB）の外部 LDEV 階層ランクを

Highに変更しています。

HiCommandCLI ModifyExternalTierRank -o "D:\logs
\ModifyExternalTierRank.log" serialnum=53039 model=VSP poolid=57 
highdevnums=00:18:CB

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
    An instance of Pool
      .
      . (Attributes of Pool are omitted here)
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      .
      List of 1 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53039.6347
          devNum=6,347
          displayName=00:18:CB
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,784
          numberOfLBAs=20,973,568
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=121
          arrayGroup=5
          arrayGroupName=E21-6
          raidType=-
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,784
          dpPoolID=57
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=0
          managementAreaPoolID=-1
          externalTierRank=High
      List of 1 PoolTier elements:
        An instance of PoolTier
          objectID=JOURNALPOOLTIER.R700.53039.5.57.0
          tierID=0
          capacityInKB=6,150,144
          freeCapacityInKB=6,064,128
          usageRate=1
          raidLevel=Unknown
          combination=Unknown
          rpm=-1
          diskType=-1
          substance=1
          bufSpaceForNewPageAssignment=8
          bufSpaceForTierRelocation=2

4.1.75 ModifyLabel
ModifyLabelコマンドは，論理ユニットのラベルを変更します。

重要 VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの
場合，ラベルはストレージシステムに反映されます。Virtual Storage Platform または HUS VM の場合，ラベ
ルをストレージシステムに反映するかどうかを選択できます。それ以外のストレージシステムの場合，ラベルは
ストレージシステムには反映されません。
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パラメーター

表 4-78 ModifyLabel コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 論理ユニットのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

label 必須 LDEV のラベル

使用できる文字は次のとおりです。 初または 後の文字にス

ペースを使用できません。

ラベルをストレージシステムに反映する場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

指定できる文字数は 1～32 バイトです。

ラベルをストレージシステムに反映しない場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( ) *
+ , - . / : ; < = > ? @ [ ] ^
_ ` { | } ~ スペース

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

reflectoption 任意

（Virtual Storage
Platform
HUS VM）

LDEV のラベル情報をストレージシステムに反映するかどうか

を指定します。

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• true：ラベル情報をストレージシステムに反映する

• false：ラベル情報をストレージシステムに反映しない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。ラベルを変更したい LDEV の devNum
値をパラメーター devnumsとして指定してください。

コマンドリファレンス 275

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyLabel -o "D:\logs\ModifyLabel.log" "serialnum=10037" 
"model=R600" "devnums=00:00:00,00:00:01" "label=myLabel"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of ObjectLabel
  targetID=LDEV.R600.10037.0
  label=myLabel
An instance of ObjectLabel
  targetID=LDEV.R600.10037.1
  label=myLabel

4.1.76 ModifyLDEVForALUA
ModifyLDEVForALUAコマンドは，クロスパス構成の global-active device で使用する LDEV の

ALUA 属性を変更します。

LDEV の ALUA 属性が有効だと，パスの優先度設定が有効になります（非対称論理ユニットアクセ

ス）。パスの優先度は，ModifyPortコマンドで設定します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-03-0X -XX /XX 以

降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できま

す。

• パスが設定された LDEV の ALUA 属性を変更した場合は，ホスト側でボリュームを再認識させてください。

• global-active device のコピーペアを作成したり，コピーペアの状態を変更（再同期）したりする場合，P-
VOL に指定した LDEV の ALUA 属性が S-VOL に引き継がれます。

• global-active device のコピーペアを構成する LDEV に対してコマンドを実行する場合，コピー状態

（status属性）の値が 16または 17であることを確認してください。

ALUA 属性を有効にする場合は，コピー状態に加えて，LDEV の I/O モード（P-VOL は pvolIOMode属

性，S-VOL は svolIOMode属性）を確認してください。ALUA 属性を有効にする LDEV の I/O モードの

値が 2である必要があります。

属性 status，pvolIOMode，および svolIOModeは，GetReplicationStatusコマンドの実行結果

（ReplicationInfoインスタンス）で確認してください。

パラメーター

表 4-79 ModifyLDEVForALUA コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

ALUA 属性が有効な LDEV と無効な LDEV を同時に指定しな

いでください。

実行結果は 10 進数で出力されます。

aluaenabled 必須 LDEV の ALUA 属性を有効にするかどうかを指定します。

• true：有効

• false：無効
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ALUA 属性が有効な LDEV に trueを指定したり，ALUA 属性

が無効な LDEV に falseを指定したりしないでください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyLDEVForALUA -o "D:\logs\ModifyLDEVForALUA.log" 
"serialnum=50921" "model=VSP G1000" "devnums=9729" "aluaenabled=true"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
List of 1 Ldev elements:
   An instance of LDEV
     objectID=LDEV.R800.50921.9729
     devNum=9,729
     displayName=00:26:01
     emulation=OPEN-V
     cylinders=0
     isComposite=0
     sizeInKB=1,048,576
     lba=2,097,152
     raidType=RAID5(3D+1P)
     substance=0
     volumeType=-1
     slotSizeInKB=256
     chassis=2
     arrayGroup=64
     arrayGroupName=2-5
     path=true
     onDemandDevice=false
     devType=
     isStandardLDEV=false
     guardMode=
     diskType=4
     slprNumber=-1
     clprNumber=0
     cacheResidencyMode=0
     stripeSizeInKB=-1
     volumeKind=3
     status=Normal
     dpType=-1
     consumedSizeInKB=1,048,576
     mfTrueCopyVolumeType=Simplex
     mfShadowImageVolumeType=Simplex
     mfUniversalReplicatorVolumeType=Simplex
     mfUniversalReplicatorPoolID=-1
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     dpPoolID=-1
     threshold=-1
     systemDisk=0
     encrypted=0
     dpTier0ConsumedCapacityInKB=-1
     dpTier1ConsumedCapacityInKB=-1
     dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
     tieringPolicy=-1
     resourcePartitionUnitID=0
     reservedCapacityInKB=-1
     conglomerateLUNDevice=-1
     aluaEnabled=true
     t10pi=disable
     dkcCompression=disable
     deduplication=disable
     dsdVol=0

4.1.77 ModifyLogicalUnit
ModifyLogicalUnitコマンドは，コマンドデバイスを設定・解除します。また，コマンドデバイ

スの属性を変更します。

書式

コマンドデバイスを設定する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyLogicalUnit [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 devnum=デバイス番号 
commanddevice=true [commanddevicesecurity={true|false}]
[commanddeviceauth={true|false}] [devicegroupdefinition={true|false}]

コマンドデバイスの設定を解除する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyLogicalUnit [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 devnum=デバイス番号 
commanddevice=false

コマンドデバイスの属性だけ変更する場合※：

HiCommandCLI [URL] ModifyLogicalUnit [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 devnum=デバイス番号 
[commanddevicesecurity={true|false}] [commanddeviceauth={true|false}] 
[devicegroupdefinition={true|false}]

注※

指定されたパラメーターの属性だけが変更されます。

パラメーター

表 4-80 ModifyLogicalUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 LU のストレージシステムのシリアル番号

model 必須 LU のストレージシステムのモデル

devnum 必須 LU のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

commanddevice※ 任意 コマンドデバイスの新規設定

指定した LU をコマンドデバイスとして設定するには trueを，

コマンドデバイスの設定を解除するには falseを指定します。

commanddevices
ecurity※

任意 コマンドデバイスのセキュリティモードを有効にするかどうか

を指定します。

• true：セキュリティモードを有効にする

• false：セキュリティモードを無効にする

commanddevicea
uth

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

コマンドデバイスのユーザー認証モードを有効にするかどうか

を指定します。

• true：ユーザー認証モードを有効にする

• false：ユーザー認証モードを無効にする

devicegroupdef
inition

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

コマンドデバイスのデバイスグループの定義を有効にするかど

うかを指定します。

• true：デバイスグループの定義を有効にする

• false：デバイスグループの定義を無効にする

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および

HUS VM では，セキュリティモードの LU をコマンドデバイスに変更する場合，パラメーター

commanddeviceおよび commanddevicesecurityの両方を必ず指定してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには LogicalUnitを指定してください。実行結果で

は，An instance of LogicalUnitの下に devNum値が表示されます。この devNum値を

パラメーター devnumとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyLogicalUnit -o "D:\logs\ModifyLogicalUnit.log" 
"serialnum=53038" "model=VSP" "devnum=1217" "commanddevice=true"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R700.53038.1217
      devNum=1,217
      displayName=00:04:C1
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=CommandDevice
      capacityInKB=1,000,000
      numberOfLBAs=2,000,000
      path=true
      commandDevice=true
      commandDeviceEx=1
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=1-1
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=1,000,000
      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1

4.1.78 ModifyPool
ModifyPoolコマンドは，DP プールの拡張または DP プールに関する設定を変更します。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および

Hitachi AMS2000 でだけ使用できます。

• バージョン 6.2 でサポートしたパラメーター thresholdvolforewarnを overprovisioningwarning
に，thresholdvoloverwarnを overprovisioninglimitに変更しました。また，コマンド実行結果と

して出力される Poolインスタンスの属性 thresholdVolForewarnを overProvisioningWarning
に，thresholdVolOverwarnを overProvisioningLimitに変更しました。バージョン 6.3 以降で使用

するスクリプトの設定を見直してください。

DP プールを拡張する場合，次の条件を満たす必要があります。

• プールボリュームとして指定する論理ユニットまたは PDEV について，「4.1.11 AddPool」で示

す条件
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• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合，

DP プールの状態が Blocked以外で，かつ使用率が 100%ではないこと

• HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，HDP プールの状態が Normalであること

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合，DP プー

ルに関する設定を変更するときには，次の条件を満たす必要があります。

• DP プールの状態が Normalであること

• しきい値を変更する場合，その時点での DP プールの使用率より大きい値を設定すること

ただし，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前）およ

び Universal Storage Platform V/VM の場合，上記の条件に加えて，DP プールの使用率が 95%よ

り小さい値である必要があります。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，および HUS VM の書式

DP プールを拡張する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
adddevnums=論理ユニットのデバイス番号
[threshold=DPプールのしきい値 1]
[threshold2=DPプールのしきい値 2] [threshold2mode={0|1}]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[tiercontrol={enable|disable}]
[automigration={enable|disable}] [migrationinterval={0|1|2|4|8|24}]
[monitorstarttime=性能モニタリング開始時刻]
[monitorendtime=性能モニタリング終了時刻]
[monitoringmode={0|1}]
[name=DPプールのラベル]
[reflectoption={true|false}]※1
[relocationspeed={1|2|3|4|5}]※2
[protectdpvolonfullpool={0|1}]※3 [protectdpvolonblockedpoolvol={0|1}]※3
[realtimerelocation={enable|disable}]※2

注※1
Virtual Storage Platform および HUS VM の場合にだけ指定できます。

注※2
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

注※3
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合にだけ指定できます。

DP プールに関する設定だけを変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=DPプールのしきい値 1]
[threshold2=DPプールのしきい値 2] [threshold2mode={0|1}]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[tiercontrol={enable|disable}]
[automigration={enable|disable}] [migrationinterval={0|1|2|4|8|24}]
[monitorstarttime=性能モニタリング開始時刻]
[monitorendtime=性能モニタリング終了時刻]
[monitoringmode={0|1}]
[bufspacesfornewpageassignment=新規割り当て用空き領域率]
[bufspacesfortierrelocation=ハードウェア階層再配置用バッファー領域率]
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[name=DPプールのラベル]
[reflectoption={true|false}]1※
[relocationspeed={1|2|3|4|5}]※2
[protectdpvolonfullpool={0|1}]※3 [protectdpvolonblockedpoolvol={0|1}]※3
[realtimerelocation={enable|disable}]※2

注※1
Virtual Storage Platform および HUS VM の場合にだけ指定できます。

注※2
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

注※3
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合にだけ指定できます。

Universal Storage Platform V/VM の書式

HDP プールを拡張する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
adddevnums=論理ユニットのデバイス番号
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[name=HDPプールのラベル]

HDP プールに関する設定だけを変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[name=HDPプールのラベル]

HUS100 の書式

HDP プールを拡張する場合で，PDEV を自動で選択するとき：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値] [volalertnotice={0|1}]
[overprovisioninglimitenforcement={disable|enable}] 
automode=true [thresholdRepDepAlert=レプリケーション枯渇警告しきい値]
[thresholdRepDataReleased=レプリケーションデータ解放しきい値]
[name=HDPプールのラベル]

HDP プールを拡張する場合で，PDEV の ID を指定し，PDEV を選択するとき：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値] [volalertnotice={0|1}]
[overprovisioninglimitenforcement={disable|enable}] 
automode=false addpdevnums=PDEVの IDのリスト
[thresholdRepDepAlert=レプリケーション枯渇警告しきい値]
[thresholdRepDataReleased=レプリケーションデータ解放しきい値]
[name=HDPプールのラベル]

HDP プールに関する設定だけを変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID

282 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値] [volalertnotice={0|1}]
[overprovisioninglimitenforcement={disable|enable}]
[thresholdRepDepAlert=レプリケーション枯渇警告しきい値]
[thresholdRepDataReleased=レプリケーションデータ解放しきい値]
[name=HDPプールのラベル]

Hitachi AMS2000 の書式

HDP プールを拡張する場合で，PDEV を自動で選択するとき：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[volalertnotice={0|1}] automode=true
[name=HDPプールのラベル]

HDP プールを拡張する場合で，PDEV の ID を指定し，PDEV を選択するとき：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1] [threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[volalertnotice={0|1}] automode=false
addpdevnums=PDEVの IDのリスト
[name=HDPプールのラベル]

HDP プールに関する設定だけを変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyPool [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 poolid=プール ID
[threshold=HDPプールのしきい値 1]
[threshold2=HDPプールのしきい値 2]
[overprovisioningwarning=仮想化超過警告しきい値]
[overprovisioninglimit=仮想化超過限界しきい値]
[volalertnotice={0|1}]
[name=HDPプールのラベル]

パラメーター

表 4-81 ModifyPool コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

poolid 必須 プール ID
拡張する DP プールまたは設定を変更する DP プールのプール

ID を指定します。

threshold 任意 DP プールのしきい値 1（%）

DP プールのしきい値 1 は，DP プールの使用率です。

しきい値を変更する場合に指定できる値を次に示します。

マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前の

Virtual Storage Platform の場合：

5 以上 95 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

1 以上 100 以下の整数を指定します。

Universal Storage Platform V/VM の場合：
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パラメーター名 指定のレベル 説明

5 以上 95 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

thresholdと threshold2にしきい値を指定すること

で，警告を 2 段階で通知できます。

thresholdには，HDP プールの容量不足を初期段階で通

知するためのしきい値を，1 以上 99 以下の整数で指定しま

す。

threshold2で指定した値より小さい値を指定する必要があり

ます。

threshold2 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM
HUS100
Hitachi AMS2000）

DP プールのしきい値 2（%）

DP プールのしきい値 2 は，DP プールの使用率です。

しきい値を変更する場合に指定できる値を次に示します。

マイクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX より前の

Virtual Storage Platform の場合：

threshold2で値を指定できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-01-4X -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

このパラメーターを指定する場合，threshold2modeが 1
である必要があります。

1 以上 100 以下の整数を指定します。

thresholdで指定した値より大きい値を指定する必要が

あります。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

threshold2には，HDP プールの容量不足を警告するた

めのしきい値を，1 以上 99 以下の整数で指定します。

thresholdで指定した値より大きい値を指定する必要がありま

す。

threshold2mode 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

threshold2で指定した値を DP プールに設定するかどうかを

指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：ストレージシステムで決められた値を設定する

• 1：threshold2で指定した値を設定する

1は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform（マイクロコードのバージョンが

70-01-4X -XX /XX 以降）および HUS VM の場合だけ指定で

きます。

overprovisioni
ngwarning※1

任意 仮想化超過警告しきい値（%）

仮想化超過率※2 に関するしきい値です。

しきい値を変更する場合に指定できる値を次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
G100，G200，G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，
VSP E990，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場

合：

0 以上 65534 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

すでに設定されているしきい値を取り消す場合は，-1を指

定してください。

VSP G130，G150，G350，G370，G700，G900 および VSP
F350，F370，F700，F900 の場合：

このパラメーターの指定は無視されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：
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パラメーター名 指定のレベル 説明

10 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

すでに設定されているしきい値を取り消す場合は，-1を指

定してください。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

50 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioninglimitで指定した値より小さい値を

指定する必要があります。

overprovisioni
nglimit※1

任意 仮想化超過限界しきい値（%）

仮想化超過率※2 に関するしきい値です。

しきい値を変更する場合に指定できる値を次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
G100，G200，G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，
VSP E990，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場

合：

0 以上 65534 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

すでに設定されているしきい値を取り消す場合は，-1を指

定してください。

このしきい値を設定した場合，仮想化超過率※2 がこのしき

い値を超えると DP ボリュームの作成はできません。

VSP G130，G150，G350，G370，G700，G900 および VSP
F350，F370，F700，F900 の場合：

このパラメーターの指定は無視されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合：

10 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

すでに設定されているしきい値を取り消す場合は，-1を指

定してください。

このしきい値を設定した場合，仮想化超過率※2 がこのしき

い値を超えると HDP ボリュームの作成，または HDP プー

ルと HDP ボリュームの関連づけはできません。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

50 以上 1000 以下の整数で指定します。

overprovisioningwarningで指定した値より大きい値

を指定する必要があります。

volalertnotice 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

仮想化超過率※2 に関するしきい値

（overprovisioningwarningおよび

overprovisioninglimit）を超えた場合の通知を有効にする

かどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：無効

• 1：有効

overprovisioni
nglimitenforce
ment

任意

（HUS100）
仮想化超過限界しきい値を超えたときにボリューム操作を実行

するかどうかを指定します。このパラメーターを指定するため

に必要なファームウェアのバージョンは x935/A 以降です。

指定できる値を次に示します。

• enable：ボリューム操作を実行できる

• disable：ボリューム操作を実行できない

adddevnums 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

論理ユニットのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
HUS VM）

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

automode※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

HDP プールに追加する PDEV の選択方法を指定します。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• true：PDEV を自動的に選択する

• false：PDEV の ID を指定し，PDEV を選択する

HUS150 の場合，暗号化された HDP プールを拡張するときは，

必要に応じてドライブ（PDEV）が暗号化されてから HDP プー

ルに追加されます。暗号化されていない HDP プールを拡張す

るときは，暗号化されていない PDEV だけを使用して HDP プー

ルが拡張されます。このため，暗号化されていない PDEV が不

足しているとエラーになります。

addpdevnums※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

PDEV の ID のリスト

コンマで区切って指定します。

HUS150 の場合，暗号化された HDP プールを拡張するときは，

指定するドライブ（PDEV）は暗号化されていなくてもかまいま

せん。暗号化されていない PDEV は，暗号化されて HDP プール

に追加されます。暗号化されていない HDP プールを拡張する

ときは，暗号化されていない PDEV だけを指定してください。

tiercontrol※4 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

DP プールの種類を変更する場合に指定します。

指定できる値を次に示します。

• enable：HDT プールに変更する

• disable：HDP プールに変更する

automigration※
4

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングとハードウェア階層再配置を自動実行するか

どうかを指定します。

このパラメーターは，tiercontrolが enableの場合に指定で

きます。

指定できる値を次に示します。

• enable：自動実行する

• disable：自動実行しない

migrationinter
val※4

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500

性能モニタリングとハードウェア階層再配置の実行周期

このパラメーターは，automigrationが enableの場合に指定

できます。

指定できる値を次に示します。

• 0：30 分
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

• 1：1 時間

• 2：2 時間

• 4：4 時間

• 8：8 時間

• 24：24 時間

0は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform

（マイクロコードのバージョン 70-02-XX -XX /XX 以降）および

HUS VM の場合だけ指定できます。

monitorstartti
me※4，※5

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングの開始時刻

このパラメーターは，migrationintervalが 24の場合に指定

できます。

「00:00」～「23:59」の時刻を「HH:MM」形式で指定します。

monitorendtime
※4，※5

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングの終了時刻

このパラメーターは，migrationintervalが 24の場合に指定

できます。

「00:00」～「23:59」の時刻を「HH:MM」形式で指定します。

monitoringmode
※4

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

性能モニタリングモード

このパラメーターは，tiercontrolが enableの場合に指定で

きます。

指定できる値は次に示す条件によって異なります。

Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが

70-02-XX -XX /XX より前）の場合：

0：Periodic（周期）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-02-XX -XX /XX 以降），および

HUS VM の場合：

0：Periodic（周期）

1：Continuous（継続）

thresholdRepDe
pAlert

任意

（HUS100）
レプリケーション枯渇警告しきい値（%）

HDP プールの物理容量不足を契機にコピーペアの状態を変更す

るしきい値です。

HDP プールの使用率を 1 以上 93 以下の整数で指定します。

thresholdRepDataReleasedで指定した値より小さい値を指

定する必要があります。また，thresholdRepDataReleased
で指定した値との差が 6 以上である必要があります。

例：

thresholdRepDataReleasedが 50 の場合，

thresholdRepDepAlertには 44 以下の値を指定しま

す。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

thresholdRepDa
taReleased

任意

（HUS100）
レプリケーションデータ解放しきい値（%）

HDP プールの物理容量不足を契機にコピーペアの状態を変更

し，レプリケーションで使用している差分データと管理領域を解

放するしきい値です。

HDP プールの使用率を 7 以上 99 以下の整数で指定します。

thresholdRepDepAlertで指定した値より大きい値を指定す

る必要があります。また，thresholdRepDepAlertで指定し

た値との差が 6 以上である必要があります。

bufspacesforne
wpageassignmen
t

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

新規割り当て用空き領域率（%）

新規のページ割り当てに備えた領域の割合を，HDT プールの各

ハードウェア階層に対して指定します。このパラメーターを指

定する場合，HDT プールのハードウェア階層の数を事前に確認

しておきます。ハードウェア階層の数は，GetStorageArray
(subtarget=Pool)コマンドで確認できます。

指定できる値は 0 以上 50 以下の整数です。model，
serialnum，poolid，および

bufspacesfortierrelocation以外のパラメーターとは，同

時に指定できません。

3 階層の HDT プールの値を変更する場合を例に，指定方法を示

します。

すべての階層の値を指定する場合：

「0,4,6」のように，階層 1 から順にコンマで区切り，すべ

ての階層の値を指定します。

変更しない階層の値を省略して指定する場合：

階層 1 から順にコンマで区切り，変更する階層の値だけを

指定します。変更する階層の値よりも前にあるコンマは省

略できません。

例えば，階層 2 の値だけを変更する場合は，「,4」のように

指定して，階層 1 および階層 3 の値は省略します。

このパラメーターは，次の条件をすべて満たす場合に指定できま

す。

• HDT プールが作成されている場合

• Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバー

ジョンが 70-02-50-XX /XX 以降のとき

bufspacesforti
errelocation

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

ハードウェア階層再配置用バッファー領域率（%）

データの再配置時にストレージシステムが使用する作業領域の

割合を，HDT プールの各ハードウェア階層に対して指定します。

このパラメーターを指定する場合，HDT プールのハードウェア

階層の数を事前に確認しておきます。ハードウェア階層の数は，

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドで確認できま

す。

指定できる値は 2 以上 40 以下の整数です。model，
serialnum，poolid，および

bufspacesfornewpageassignment以外のパラメーターと

は，同時に指定できません。

3 階層の HDT プールの値を変更する場合を例に，指定方法を示

します。

すべての階層の値を指定する場合：

「4,6,8」のように，階層 1 から順にコンマで区切り，すべ

ての階層の値を指定します。

変更しない階層の値を省略して指定する場合：

階層 1 から順にコンマで区切り，変更する階層の値だけを

指定します。変更する階層の値よりも前にあるコンマは省

略できません。

例えば，階層 2 の値だけを変更する場合は，「,6」のように

指定して，階層 1 および階層 3 の値は省略します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターは，次の条件をすべて満たす場合に指定できま

す。

• HDT プールが作成されている場合

• Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバー

ジョンが 70-02-50-XX /XX 以降のとき

name 任意 DP プールのラベル

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

指定できる文字数は次のとおりです。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル：1～32 バイト

• Virtual Storage Platform および HUS VM：

ラベルをストレージシステムに反映する場合：1～32 バイト

ラベルをストレージシステムに反映しない場合：0～64 バイ

ト

• そのほかのストレージシステム：0～64 バイト

DP プールのラベルが重複する場合はエラーとなります。

パラメーター reflectoptionに trueを指定する場合，このパ

ラメーターは必ず指定してください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，ラベル情報はス

トレージシステムに反映されます。Virtual Storage Platform
または HUS VM の場合，ラベル情報をストレージシステムに反

映するかどうかをパラメーター reflectoptionで選択できま

す。それ以外のストレージシステムの場合，ラベル情報はスト

レージシステムには反映されません。

reflectoption 任意

（Virtual Storage
Platform
HUS VM）

DP プールのラベル情報をストレージシステムに反映するかどう

かを指定します。

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• true：ラベル情報をストレージシステムに反映する

• false：ラベル情報をストレージシステムに反映しない

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

relocationspee
d※4

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

ハードウェア階層再配置の実行速度を指定します。

このパラメーターは，tiercontrolが enableの場合に指定で

きます。

指定できる値を次に示します。

• 1： も遅い

• 2：遅い

• 3：標準

• 4：速い

• 5： も速い

protectdpvolon
fullpool

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

DP プールの枯渇によって DP ボリュームへの I/O が失敗した場

合に，DP ボリュームを保護するかどうか（Protect属性にする

かどうか）を指定します。

指定できる値を次に示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-02-01-
XX /XX 以降のときだけ，このパラメーターを指定できます。

protectdpvolon
blockedpoolvol

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

DP プールボリュームの閉塞によって DP ボリュームへの I/O が

失敗した場合に，DP ボリュームを保護するかどうか（Protect
属性にするかどうか）を指定します。
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VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

指定できる値を次に示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-02-01-
XX /XX 以降のときだけ，このパラメーターを指定できます。

realtimereloca
tion

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

直近の I/O 負荷に応じてデータを再配置するかどうかを指定し

ます（active flash）。
指定できる値を次に示します。

• enable：active flash を有効にする

• disable：active flash を無効にする

パラメーター値に enableを指定する場合，次の条件をすべて満

たす必要があります。

• コマンド実行後のプールの種類が HDT である

• HDT プールボリュームに，ドライブ種別が SSD，FMD，ま

たは FMC のボリュームが含まれる

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバー

ジョンが 80-03-0X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイク

ロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）である

注※1
overprovisioningwarningと overprovisioninglimitにしきい値を指定することで，

仮想化超過率に関する通知を 2 段階で設定できます。Universal Storage Platform V/VM の

場合，これらのしきい値は Device Manager サーバで管理する固有のしきい値です。

また，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場合，しきい値

overprovisioningwarningは Device Manager サーバで管理する固有のしきい値です。

注※2
仮想化超過率は，DP プールの容量に対する DP ボリュームの容量の総和の割合（%）です。例

えば，HDP プールの容量が 500GB，HDP ボリュームの容量の総和が 400GB の場合，80%と

なります。

注※3
HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，パラメーター automodeに falseを指定したと

きは，パラメーター addpdevnumsを同時に指定する必要があります。trueを指定したとき

は，パラメーター addpdevnumsを同時に指定しないでください。同時に指定するとエラーと

なります。

注※4
tiercontrolや automigrationを disableから enableに変更した場合で，

migrationinterval，monitorstarttime，monitorendtime，monitoringmode，お

よび relocationspeedの指定を省略したときに設定される値については，「4.1.11 AddPool」
を参照してください。

注※5
monitorstarttimeと monitorendtimeの間隔が 1 時間以上必要です。

monitorstarttimeと monitorendtimeに同じ時刻は指定できません。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolIDが An instance of Poolの下に表示されます。この値を poolidとして

指定してください。

adddevnums
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit, lusubinfo=LDEV)コマンドの実行結果か

ら取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメー

ター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに LogicalUnit，lusubinfoパ

ラメーターに LDEVを指定してください。実行結果では，LogicalUnitの devNum値が An
instance of LogicalUnitの下に表示されます。DP プールを構成するプールボリューム

として使用できる条件を満たす論理ユニットの devNum値をパラメーター adddevnumsとし

て指定してください。

addpdevnums
GetStorageArray (subtarget=PDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには PDEVを指定してください。実行結果では，An instance of
PDEVの下に表示される pdevid値をパラメーター addpdevnumsとして指定してください。

ただし，pdevid値にコンマが含まれている場合，コンマを取り除いた値を指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）のプール ID が 5（poolid：
5）の HDP プールを拡張しています。

HiCommandCLI ModifyPool -o "D:\logs\ModifyPool.log" model=VSP 
serialnum=53039 poolid=5 adddevnums=00:07:CF

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53039.5.5
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=5
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=0
      threshold=75
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=16,601,088
      freeCapacityInKB=16,601,088
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=2
      numberOfVVols=0
      capacityOfVVolsInKB=0
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
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      overProvisioningPercent=-1
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=-1
      rpm=15,000
      diskType=4
      tierControl=disable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 2 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
          objectID= LU.R700.53039.1998
          devNum=1,998
          displayName=00:07:CE
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,485,760
          numberOfLBAs=20,971,520
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=2
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=2-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,485,760
          dpPoolID=5
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1
        An instance of LogicalUnit
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          objectID=LU.R700.53039.1999
          devNum=1,999
          displayName=00:07:CF
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,485,760
          numberOfLBAs=20,971,520
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=2
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=2-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,485,760
          dpPoolID=5
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：210944，モデル：HM700）の HDT プール（プー

ル ID：118）の領域に関する設定を次のように変更しています。

• 新規割り当て用空き領域率が，階層 1 から順に 8%， 8%， 30%である HDT プールの階層 2 の

値を 30%に変更

（bufspacesfornewpageassignment：,30）
• ハードウェア階層再配置用バッファー領域率が，階層 1 から順に 2%，20%，2%である HDT

プールの階層 3 の値を 40%に変更

（bufspacesfortierrelocation：,,40）
HiCommandCLI ModifyPool -o "D:\logs\ModifyPool.log" model=HM700 
serialnum=210944 poolid=118 bufspacesfornewpageassignment=,30 
bufspacesfortierrelocation=,,40

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  . 
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      .
      . (Attributes of Pool are omitted here)
      .
      List of 2 PoolTier elements:
        An instance of PoolTier
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          objectID=JOURNALPOOLTIER.HM700.210944.5.118.1
          tierID=1
          capacityInKB=4,085,760
          freeCapacityInKB=4,085,760
          usageRate=0
          raidLevel=RAID5
          combination=3D+1P
          rpm=7,200
          diskType=4
          substance=0
          bufSpaceForNewPageAssignment=30
          bufSpaceForTierRelocation=20
        An instance of PoolTier
          objectID=JOURNALPOOLTIER.HM700.210944.5.118.2
          tierID=2
          capacityInKB=8,386,560
          freeCapacityInKB=8,386,560
          usageRate=0
          raidLevel=Unknown
          combination=Unknown
          rpm=-1
          diskType=-1
          substance=1
          bufSpaceForNewPageAssignment=30
          bufSpaceForTierRelocation=40

4.1.79 ModifyPort
ModifyPortコマンドは，ポートの属性およびホストストレージドメインの属性を変更します。

重要

• トポロジーの値は，変更してもすぐに反映されないことがあります。その場合は数十秒待ってからストレー

ジシステムのリフレッシュ（AddStorageArrayコマンド）を実行してください。

• ファイバーチャネルアドレスの値は，変更してもすぐに反映されないことがあります。その場合は対象ポー

トがファイバーネットワークに接続されていることを確認したあと，ストレージシステムのリフレッシュ

（AddStorageArrayコマンド）を実行してください。

• 高速モードに設定されているポートの属性（チャネルスピードまたはトポロジー）を変更したとき，対象

ポートと同じ高速モード単位内のすべてのポートの属性に対しても対象ポートと同じ変更が行われます。

対象ポート以外の属性の変更は Device Manager サーバのデータベースにすぐに反映されません。

ModifyPortコマンドを実行したあと，ストレージシステムのリフレッシュ（AddStorageArrayコマン

ド）を実行してください。対象ポートが高速モードに設定されているかどうかは，GetStorageArray
(subtarget=PortController)コマンドの実行結果として出力される PortControllerインスタンス

の mode属性で確認できます。

• HUS100 で iSCSI 接続の場合，IPv6 に関する情報を変更してもすぐに反映されないことがあります。その

場合は数十秒待ってからストレージシステムのリフレッシュ（AddStorageArrayコマンド）を実行してく

ださい。

• このコマンドは，ポートタイプが NAS Platform (User LU)のポートに対して実行しないでください。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，および HUS VM の
書式（ファイバーチャネル接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[topology=ポートの新しいトポロジー]
[fibreaddr=ポートの新しいファイバーチャネルのアドレス]
[channelspeed=ポートのファイバーチャネルの新しい伝送速度] 
[lunsec={true|false}] [domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmodeoption=ホストモードオプションのリスト]
[wwn=WWN wwnnickname=WWNのニックネーム]
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[wwn=WWN newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[wwnnickname=WWNのニックネーム newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[aluapathpriority=ALUAのパスの優先度]※

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

VSP G1000，G1500，VSP F1500，および Virtual Storage Platform の書式（FCoE 接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[fibreaddr=ポートの新しいファイバーチャネルのアドレス]
[lunsec={true|false}]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmodeoption=ホストモードオプションのリスト]
[wwn=WWN wwnnickname=WWNのニックネーム]
[wwn=WWN newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[wwnnickname=WWNのニックネーム newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[aluapathpriority=ALUAのパスの優先度]※

注※

VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合にだけ指定できます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モ
デルの書式（iSCSI 接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[channelspeed=ポートの iSCSIの新しい伝送速度]
[lunsec={true|false}]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmodeoption=ホストモードオプションのリスト]
[ipaddress=ポートの IPアドレス]
[subnetmask=ポートのサブネットマスク]
[gateway=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[ipv6settingmode={disable|enable}]
[linklocalsettingmode={auto|manual}]
[linklocaladdress=リンクローカルアドレス]
[globalsettingmode={auto|manual}]
[globaladdress1=グローバルアドレス 1]
[globaladdress2=グローバルアドレス 2]
[gatewayforipv6=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[netportnum=ポート番号]
[keepalivetime=キープアライブタイム]
[mtu={1500|4500|9000}]
[vlansettingmode={disable|enable}]
[vlanid=VLANの ID]
[domainiscsiname=ホストストレージドメインの iSCSIネーム]
[iscsiname=ホストの iSCSIネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[iscsinickname=ホストの iSCSIネームのニックネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[selectiveack={disable|enable}]
[delayedack={disable|enable}]
[windowsize={64KB|128KB|256KB|512KB|1024KB}]

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS の書式（ファイバーチャネル接続の
場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
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{port=ポート番号|portname=ポート名}
[topology=ポートの新しいトポロジー]
[fibreaddr=ポートの新しいファイバーチャネルのアドレス]
[channelspeed=ポートのファイバーチャネルの新しい伝送速度] 
[lunsec={true|false}] [portoption=ポートの新しいオプションリスト]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmode2=ポートのホスト接続モード 2のリスト]
[wwn=WWN wwnnickname=WWNのニックネーム]
[wwn=WWN newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[wwnnickname=WWNのニックネーム newwwnnickname=WWNの新しいニックネーム]
[platform=簡易設定オプション（プラットフォーム）]
[middleware=簡易設定オプション（ミドルウェア）]※
[alternatepath=簡易設定オプション（交替パス）]※
[failover=簡易設定オプション（フェイルオーバー）]※
[additionalparameter=簡易設定オプション（追加パラメーター）]※

注※

ストレージシステムによって，指定できるパラメーターが異なります。

HUS100 の書式（iSCSI 接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[lunsec={true|false}]
[portoption=ポートの新しいオプションリスト]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmode2=ポートのホスト接続モード 2のリスト]
[ipaddress=ポートの IPアドレス]
[subnetmask=ポートのサブネットマスク]
[gateway=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[ipv6settingmode={disable|enable}]
[linklocalsettingmode={auto|manual}]
[linklocaladdress=リンクローカルアドレス]
[globalsettingmode={auto|manual}]
[globaladdress1=グローバルアドレス 1]
[globaladdress2=グローバルアドレス 2]
[gatewayforipv6=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[netportnum=ポート番号]
[keepalivetime=キープアライブタイム]
[mtu={1500|4500|9000}]
[vlansettingmode={disable|enable}]
[vlanid=VLANの ID]
[domainiscsiname=ホストストレージドメインの iSCSIネーム]
[iscsiname=ホストの iSCSIネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[iscsinickname=ホストの iSCSIネームのニックネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[platform=簡易設定オプション（プラットフォーム）] 
[middleware=簡易設定オプション（ミドルウェア）]
[windowscale={disable|enable}]
[delayedack={disable|enable}]

Hitachi AMS2000 の書式（iSCSI 接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[lunsec={true|false}]
[portoption=ポートの新しいオプションリスト]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmode2=ポートのホスト接続モード 2のリスト]
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[ipaddress=ポートの IPアドレス]
[subnetmask=ポートのサブネットマスク]
[gateway=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[netportnum=ポート番号]
[keepalivetime=キープアライブタイム]
[mtu={1500|4500|9000}]
[domainiscsiname=ホストストレージドメインの iSCSIネーム]
[iscsiname=ホストの iSCSIネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[iscsinickname=ホストの iSCSIネームのニックネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[platform=簡易設定オプション（プラットフォーム）] 
[middleware=簡易設定オプション（ミドルウェア）]
[delayedack={disable|enable}]

Hitachi AMS/WMS および Hitachi SMS の書式（iSCSI 接続の場合）

HiCommandCLI [URL] ModifyPort [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
[lunsec={true|false}]
[portoption=ポートの新しいオプションリスト]
[domain=ドメイン ID]
[nickname={新しいホストストレージドメイン名|既存のホストストレージドメイン名}]
[newdomainnickname=新しいホストストレージドメイン名]
[hostmode=ポートのホストモード]
[hostmode2=ポートのホスト接続モード 2のリスト]
[ipaddress=ポートの IPアドレス]
[subnetmask=ポートのサブネットマスク]
[gateway=ポートのゲートウェイの IPアドレス]
[netportnum=ポート番号]
[keepalivetime=キープアライブタイム]
[domainiscsiname=ホストストレージドメインの iSCSIネーム]
[iscsiname=ホストの iSCSIネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[iscsinickname=ホストの iSCSIネームのニックネーム
newiscsinickname=ホストの iSCSIネームの新しいニックネーム]
[platform=簡易設定オプション（プラットフォーム）]
[middleware=簡易設定オプション（ミドルウェア）]※
[alternatepath=簡易設定オプション（交替パス）]※
[failover=簡易設定オプション（フェイルオーバー）]※
[additionalparameter=簡易設定オプション（追加パラメーター）]※

注※

ストレージシステムによって，指定できるパラメーターが異なります。

パラメーター

表 4-82 ModifyPort コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ポートのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ポートのストレージシステムのモデル

port 任意 ポートの番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

topology※1，※2 任意 ポートの新規トポロジー値

指定できる値は次のとおりです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi
USP，および HUS VM の場合：

• Fabric(on), FC-AL
• Fabric(off), FC-AL
• Fabric(on), Point-to-Point
• Fabric(off), Point-to-Point
HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi
SMS の場合：

• Loop
• Point-to-Point

fibreaddr※1 任意 ポートの新規ファイバーチャネルアドレス（16 進数文字列

表現）

channelspeed※2 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM
HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポートの新しい伝送速度

iSCSI 接続の場合，このパラメーターを指定できるのは VSP
Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデルだけです。

PortControllerインスタンスの type属性が iSCSI
（Copper）の場合に，次の値が指定できます。

• 0：自動

• 1：1Gbps
• 10：10Gbps
ファイバーチャネル接続の場合，指定できる値は次のとおり

です。

• 0：自動

• 1：1Gbps
• 2：2Gbps
• 4：4Gbps
• 8：8Gbps
• 16：16Gbps
• 32：32Gbps
指定できる値はストレージシステムによって異なります。

• VSP 5000 シリーズ：0，4，8，16，32
16（16Gbps）および 32（32Gbps）はパラメーター

topologyで Point-to-Pointを指定した場合にだけ

指定できます。

• VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

および VSP Fx00 モデル：0，2，4，8，16
16（16Gbps）はパラメーター topologyで Point-to-
Pointを指定した場合にだけ指定できます。

• Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，および HUS VM：0，1，2，4，8

• Hitachi USP：0，1，2，4
• HUS100：0，2，4，8
• Hitachi AMS2000 および Hitachi SMS：0，1，2，4，

8
8Gbps は Hitachi AMS2300/2500 またはハードウェア

レビジョンが 0200 の Hitachi AMS2100 の場合だけ指

定できます。

• Hitachi AMS：
ファームウェアのバージョンが 0720/x-S 以前，0720/x-
X の場合：0，1，2
ファームウェアのバージョンが 0710/x-M 以降，0723/x-
S 以降，0723/x-X 以降，0730/x-H 以降の場合：0，1，
2，4

• Hitachi WMS：0，1，2
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lunsec 任意 LUN セキュリティの新規設定を有効化（trueまたは

false）
portoption 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポートの新しいオプションリスト

セミコロンで区切って指定します。

すべてのストレージシステムで指定できる値は次のとおり

です。

• Reset ALL LIP Port Mode
• Reset/LIP Mode (Process)
• Reset/LIP Mode (Signal)
特定のストレージシステムで指定できる値は次のとおりで

す。

HUS100：
• Autodiscover New HG Mode（ファームウェアのバー

ジョンが x910/B 以降の場合）

• Command Queue Expansion Mode（ファームウェア

のバージョンが x935/A 以降の場合）

• Command Unique Response Mode
• Disable Selective Ack Mode
• PLOGI Response Quick Mode（ファームウェアの

バージョンが x935/A 以降の場合）

• PLOGI Timeout Prevention Mode
Hitachi AMS2000：
• Command Unique Response Mode（ファームウェア

のバージョンが x890/H-x 以降の場合）

• CPU Load Reduction for Cross-CTL I/O Mode
（ファームウェアのバージョンが x888/A と x890/A を除

く，x885/F-x 以降で，Hitachi AMS2500 の場合）

• Disable Autodiscover New HG Mode（ファーム

ウェアのバージョンが x8B5/A 以降の場合）

• PLOGI Response Quick Mode（ファームウェアの

バージョンが x8B8/V 以降の場合）

• PLOGI Timeout Prevention Mode（ファームウェア

のバージョンが x893/E 以降の場合）

Hitachi SMS：
• Disable Autodiscover New HG Mode（ファーム

ウェアのバージョンが x8B5/A 以降の場合）

• PLOGI Timeout Prevention Mode（ファームウェア

のバージョンが x893/E 以降の場合）

ipaddress※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポートの IP アドレス（IPv4）

subnetmask※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

ポートのサブネットマスク（IPv4）
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HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

gateway※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポートのゲートウェイの IP アドレス（IPv4）

ipv6settingmode※
1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

ポートの IPv6 の IP アドレスを有効にするかどうかを指定

します。

• disable：無効

• enable：有効

linklocalsetting
mode※1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

リンクローカルアドレスの設定方法

ipv6settingmodeが enableの場合にだけ設定を変更で

きます。

• auto：自動で設定する

• manual：手動で設定する

linklocaladdress
※1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

リンクローカルアドレス

ipv6settingmodeが enable，かつ

linklocalsettingmodeが manualの場合にだけ設定を

変更できます。

指定できる IPv6 のアドレスは，

fe80:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000～
fe80:0000:0000:0000:ffff:ffff:ffff:ffffです。

設定を無効にする場合は，

fe80:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000を指定

します。

globalsettingmod
e※1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

グローバルアドレスの設定方法

ipv6settingmodeが enableの場合にだけ設定を変更で

きます。

• auto：自動で設定する

• manual：手動で設定する

globaladdress1※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

グローバルアドレス 1
ipv6settingmodeが enable，かつ

globalsettingmodeが manualの場合にだけ設定を変更

できます。

設定を無効にする場合は，::を指定します。
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VSP Fx00 モデル

HUS100）

globaladdress2※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

グローバルアドレス 2
ipv6settingmodeが enable，かつ

globalsettingmodeが manualの場合にだけ設定を変更

できます。

設定を無効にする場合は，::を指定します。

gatewayforipv6※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

ポートのゲートウェイの IP アドレス（IPv6）
ipv6settingmodeが enableの場合にだけ設定を変更で

きます。

netportnum※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポート番号

keepalivetime※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

キープアライブタイム

指定できる値は 30～64,800 秒です。

mtu※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi AMS2000）

MTU
指定できる値を次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，および HUS100 の場

合：1500，4500，および 9000
Hitachi AMS2000 の場合：

• 10Gbps iSCSI インタフェースボードのとき：1500，
4500，および 9000

• 1Gbps iSCSI インタフェースボードのとき：1500

vlansettingmode※
1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VLAN を有効にするかどうかを指定します。

• disable：無効

• enable：有効

enableに変更する場合は，パラメーター vlanidを同時に

指定する必要があります。
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VSP Fx00 モデル

HUS100）

vlanid※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100）

VLANの ID
vlansettingmodeが enableの場合にだけ設定を変更で

きます。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
ホストストレージドメインの属性である，nickname，
newdomainnickname，hostmode，hostmode2，
hostmodeoption，wwn，wwnnickname，
newwwnnickname，platform，middleware，
alternatepath，failover，additionalparameter，
または aluapathpriorityを指定する場合は，パラメー

ター domainまたは nicknameのどちらか一方を必ず指定

してください。また，このパラメーターを指定する場合はホ

ストストレージドメインの属性を少なくとも 1 つは指定す

る必要があります。このパラメーターは 10 進数または 16
進数で指定できます。16 進数で指定する場合は，プレ

フィックスとして 0xを付けてください。

実行結果は 10 進数で出力されます。

nickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

このパラメーターは domainを指定するかどうかによって

指定する値が異なります。

domainを指定する場合：

ホストストレージドメインの新しいニックネームを指

定します。

domainを指定しない場合：

操作するホストストレージドメインのニックネームを

指定します。

使用できる文字および文字数については，「4.1.4 」の

nicknameパラメーターの説明を参照してください。

newdomainnicknam
e

任意 ホストストレージドメインの新しいニックネーム

ストレージシステムに作成されるホストグループまたは

iSCSI ターゲットに設定する名前を指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

Device Manager にホストを登録する方法として HostScan
コマンドを使用する場合，パラメーター

newdomainnicknameには，このホストストレージドメイ

ンを利用するホストのホスト名を指定してください。

HostScanコマンドについては，「4.4.10 」を参照してくだ

さい。

hostmode※3 任意 ポートのホストモード

指定できる値については，「表 4-5 」を参照してください。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターを省略した場合，簡易設定用パラメーター

（platform，middleware，alternatepath，failover，
または additionalparameter）を指定しているときには，

簡易設定用パラメーターに指定された値の組み合わせから

推奨されるホストモードが設定されます。
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hostmode2※3 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ポートのホスト接続モード 2 のリスト

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

「表 4-6 」に一覧されている文字列のどれかを設定できます。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターを省略した場合，簡易設定用パラメーター

（platform，middleware，alternatepath，failover，
または additionalparameter）を指定しているときには，

簡易設定用パラメーターに指定された値の組み合わせから

推奨されるホスト接続モード 2 が設定されます。

hostmodeoption 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
Universal Storage
Platform V/VM
Hitachi USP
HUS VM）

ホストモードオプションのリスト

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

指定できる値については，「表 4-7 」を参照してください。

このパラメーターを指定した場合，すでに設定されている値

は削除され，新しく指定した値が設定されます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

すでに「88」が設定されている場合，次の条件にすべて該当

するときには値を変更できません。

• ホストストレージドメイン（port，portname，
domain，domainnickname）にパスが設定されている

• パスを構成するホストストレージドメインとデバイス

番号（devnum）が，異なる仮想ストレージマシンに属

している

wwn※1 任意 ホストストレージドメインにセキュリティを設定する

WWN
複数指定する場合はコンマで区切ります。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターを指定する場合，wwnnicknameまたは

newwwnnicknameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，パラメーターに指定する値の数は同じでなければ

なりません。

wwnnickname※1 任意 WWN のニックネーム

複数指定する場合はコンマで区切ります。

このパラメーターは wwnを指定するかどうかによって指定

する値が異なります。

wwnを指定する場合：

WWN の新しいニックネームを指定します。

wwnを指定しない場合：

ホストストレージドメインにセキュリティを設定する

WWN のニックネームを指定します。

パラメーター wwnを指定し，パラメーター wwnnickname
を指定しなかった場合は，WWN のニックネームは変更され

ません。

対応するパラメーター wwnとパラメーター wwnnickname
を同じ順序で指定する必要があります。

使用できる文字および文字数については，「4.3.3 」の

wwnnicknameパラメーターの説明を参照してください。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターを指定する場合，wwnまたは

newwwnnicknameのどちらか一方を必ず指定してくださ
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い。また，パラメーターに指定する値の数は同じでなければ

なりません。

newwwnnickname※1 任意 WWN の新しいニックネーム

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターを指定する場合，wwnまたは

wwnnicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

また，パラメーターに指定する値の数は同じでなければなり

ません。

domainiscsiname※
1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストストレージドメイン（iSCSI ターゲット）の iSCSI
ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してくださ

い。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。ただし，

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合，iqn 形

式の iSCSI ネームは小文字で指定してください。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

iscsiname※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストストレージドメインにセキュリティを設定するホス

ト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してくださ

い。

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

newiscsinicknameも必ず指定します。また，パラメー

ターに指定する値の数は同じでなければなりません。

パラメーター iscsinameおよび iscsinicknameを同時

に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなり

ます。

iscsinickname※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームのニック

ネーム

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。また，

パラメーター iscsinameおよび newiscsinicknameに

指定する数は同じでなければなりません。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

指定できる文字数は 1～32 バイトです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

newiscsinicknameも必ず指定します。また，パラメー

ターに指定する値の数は同じでなければなりません。

パラメーター iscsinameおよび iscsinicknameを同時

に指定しないでください。同時に指定するとエラーとなり

ます。

newiscsinickname
※1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500

ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームの新しい

ニックネーム

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

使用できる文字は次のとおりです。
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VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

指定できる文字数は 1～32 バイトです。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

iscsinameまたは iscsinicknameのどちらか一方を必

ず指定してください。また，パラメーターに指定する値の数

は同じでなければなりません。

platform※3 任意

（HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/WMS
Hitachi SMS）

ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（プラットフォーム）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

middleware※3 任意

（HUS100
Hitachi AMS2000
Hitachi SMS）

ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（ミドルウェア）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

alternatepath※3 任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（交替パス）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

failover※3 任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（フェイルオーバー）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターに指定できるオプション値については，

GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

additionalparame
ter※3

任意

（Hitachi AMS/WMS）
ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプ

ション（追加パラメーター）

簡易設定用パラメーターに指定されたオプション値の組み

合わせから，推奨されるホストモード（hostmode）および

ホスト接続モード 2（hostmode2）が設定されます。

このパラメーターに指定できるオプション値（数字）につい

ては，GUI を参照してください。

パラメーター hostmodeまたは hostmode2と同時に指定

した場合，hostmodeまたは hostmode2で指定した値が設

定されます。

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

すでに設定されている値を削除する場合，値を指定しないで

パラメーターを指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

windowscale※1 任意

（HUS100）
Window Scale を有効にするかどうかを指定します。大文字

と小文字は区別されません。このパラメーターを指定する

ために必要なファームウェアのバージョンは x955/A 以降で

す。

• disable：無効

• enable：有効

selectiveack※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

Selective ACK モードを有効にするかどうかを指定します。

• disable：無効

• enable：有効

delayedack※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi AMS2000）

Delayed ACK モードを有効にするかどうかを指定します。

• disable：無効

• enable：有効

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，このパラメー

ターを指定するには次の条件を満たす必要があります。

• HUS100：ファームウェアのバージョンが x981/A 以降

• Hitachi AMS2000：ファームウェアのバージョンが

x8D2/A 以降，かつポートの伝送速度が 10Gbps
ポートの伝送速度は，Storage Navigator Modular 2 で

確認してください。

windowsize※1 任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

Window Scale Option の 大値を指定します。

• 64KB
• 128KB
• 256KB
• 512KB
• 1024KB
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パラメーター名 指定のレベル 説明

aluapathpriority
※1

任意

（VSP 5000 シリーズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

ALUA のパスの優先度

クロスパス構成の global-active device で使用する非対称論

理ユニットアクセスのパスの優先度を指定します。

• NonOptimized：優先しない

• Optimized：優先する

パスが設定されていないホストストレージドメインには，優

先度を指定できません。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター domainま

たは nicknameのどちらか一方を必ず指定してください。

このパラメーターは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マ

イクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以降），VSP
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モ

デル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以

降）の場合だけ指定できます。

注※1
パラメーター topology，fibreaddr，wwn，wwnnickname，newwwnnickname，および

aluapathpriorityは，ホストグループのパラメーターです。また，パラメーター

ipaddress，subnetmask，gateway，ipv6settingmode，linklocalsettingmode，
linklocaladdress，globalsettingmode，globaladdress1，globaladdress2，
gatewayforipv6，netportnum，keepalivetime，mtu，vlansettingmode，vlanid，
domainiscsiname，iscsiname，iscsinickname，newiscsinickname，windowscale，
selectiveack，delayedack，および windowsizeは，iSCSI ターゲットのパラメーター

です。ホストグループのパラメーターおよび iSCSI ターゲットのパラメーターを同時に指定

しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

注※2
パラメーター topologyおよび channelspeedは，FCoE 接続の場合には指定できません。

注※3
パラメーター hostmode，hostmode2と簡易設定用パラメーター（platform，
middleware，alternatepath，failover，および additionalparameter）の関係につ

いては，「4.1.4 AddHostStorageDomain」を参照してください。

ModifyPortコマンドの場合，既存の設定値との関係にも注意が必要です。すでにホストモー

ドやホスト接続モード 2 が設定されている場合のパラメーター指定値と設定値の関係を次の

図に示します。
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図 4-5 パラメーター指定値と設定値の関係（ModifyPort コマンド）

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行から取得してください。このコマン

ドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，パラ

メーター subtargetには Portを指定してください。実行結果では，An instance of
Portの下に portID値が表示されます。この portID値をパラメーター portの値として指

定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

domain
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，An instance of HostStorageDomainの下に domainID値が

表示されます。この domainID値をパラメーター domainの値として指定してください。

nickname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。

GetStorageArrayコマンドを実行する時には，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Port，パラメーター portsubinfo
に HostStorageDomainを指定してください。次に An instance of
HostStorageDomainとして実行結果に表示されている nicknameの値を指定してくださ

い。

wwnnickname
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GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain, hsdsubinfo=WWN)コマンドの実

行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパ

ラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに HostStorageDomain，
パラメーター hsdsubinfoに WWNを指定してください。実行結果では，nicknameが An
instance of WWNの下に表示されます。この値をパラメーター wwnnicknameとして指定

してください。このホストストレージドメインの WWN は，List of (nn) WWN elements
に表示されます。ここで，nn は WWN の数を示します。このリストから対象となる WWN を

選択し，これをパラメーター wwnnicknameとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）のポート（ポー

ト番号：147）の設定を，ModifyPortコマンドで次のように変更します。

• ポートのホストストレージドメイン（ドメイン ID：1）の hostmodeパラメーターの値を

Windowsに変更します。

• トポロジーを[Fabric(off)]，[FC-AL]に変更します。

• ファイバーチャネルアドレスを 73に設定します。

• ファイバーチャネルの伝送速度を 2に設定します。

HiCommandCLI ModifyPort -o "D:\logs\ModifyPort.log" 
"serialnum=10182" "model=VSP G1000" "port=147" "domain=1" 
"hostmode=Windows" "topology=Fabric(off), FC-AL" "fibreaddr=73" 
"channelspeed=2" "wwn=22.33.44.55.44.55.44.33,
11.33.22.33.44.33.22.22,55.66.77.88.44.33.22.22" 
"wwnnickname=Jane,Jone,Jon"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Port elements:
    An instance of Port
      objectID=PORT.R800.10182.147
      portID=147
      portType=Fibre
      fibreAddress=73
      topology=Fabric(off), FC-AL
      displayName=CL8-C
      lunSecurityEnabled=true
      controllerID=9
      worldWidePortName=50.06.0E.80.07.27.C6.72
      channelSpeed=2
      portRole=Target
      slprNumber=-1
      portNumber=-1
      keepAliveTime=-1
      resourcePartitionUnitID=0
      List of 1 HostStorageDomain elements:
        An instance of HostStorageDomain
          objectID=HSDOMAIN.R800.10182.147.1
          portID=147
          portName=CL8-C
          domainID=1
          hostMode=Windows
          hostModeOption=
          displayName=CL8-C-1
          domainType=0
          nickname=bs2r36_npiv026
          resourcePartitionUnitID=0
          aluaPathPriority=Optimized
          List of 3 WWN elements:
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            An instance of WWN
              WWN=11.33.22.33.44.33.22.22
              nickname=Jone
            An instance of WWN
              WWN=22.33.44.55.44.55.44.33
              nickname=Jane
            An instance of WWN
              WWN=55.66.77.88.44.33.22.22
              nickname=Jon

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10057，モデル：VSP G1000）のポート（ポー

ト番号：156）の設定を，ModifyPortコマンドで次のように変更します。

• IPv6 の IP アドレスを有効に変更します。

• リンクローカルアドレスの設定を手動に変更します。

• リンクローカルアドレスを fe80:0000:0000:0000:0200:87ff:fe53:4986に設定します。

• グローバルアドレスの設定を手動に変更します。

• グローバルアドレス 1 を fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5555に設定します。

• グローバルアドレス 2 を fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5556に設定します。

• MTU を 4500に変更します。

• Selective ACK モードを有効に変更します。

• Delayed ACK モードを有効に変更します。

HiCommandCLI ModifyPort -o "D:\logs\ModifyPort.log" 
"serialnum=10057" "model=VSP G1000" "port=156" 
"ipv6settingmode=enable" "linklocalsettingmode=manual" 
"linklocaladdress=fe80:0000:0000:0000:0200:87ff:fe53:4986" 
"globalsettingmode=manual" 
"globaladdress1=fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5555" 
"globaladdress2=fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5556"
"mtu=4500" "selectiveack=enable" "delayedack=enable"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Port elements:
    An instance of Port
      objectID=PORT.R800.10057.156
      portID=156
      portType=ISCSI
      topology=Undefined
      displayName=CL2-H
      lunSecurityEnabled=true
      controllerID=11
      channelSpeed=10
      portRole=Target
      slprNumber=-1
      ipAddress=192.168.0.157
      subnetMask=255.255.255.0
      gateway=0.0.0.0
      ipv6SettingMode=enable
      linklocalSettingMode=manual
      linklocalAddress=fe80:0:0:0:200:87ff:fe53:4986
      linklocalAddressStatus=1
      globalSettingMode=manual
      globalAddress1=fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5555
      globalAddress1Status=1
      globalAddress2=fec0:0:0:1111:2222:3333:4444:5556
      globalAddress2Status=1
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      subnetPrefixLength=0
      gatewayForIPv6=0:0:0:0:0:0:0:0
      currentGatewayAddress=0:0:0:0:0:0:0:0
      gatewayAddressStatus=1
      portNumber=3260
      keepAliveTime=60
      mtu=4500
      vlanSettingMode=disable
      vlanID=-1
      resourcePartitionUnitID=0
      selectiveACK=enable
      delayedACK=enable
      windowSize=128KB
      iSCSIInitiatorName=iqn.1994-04.jp.co.hitachi:rsd.r80.i.310057.2h

4.1.80 ModifyPortController
ModifyPortControllerコマンドは，ポートコントローラーの特性を変更します。

重要 このコマンドは，Universal Storage Platform V/VM および Hitachi USP でだけ使用できます。

パラメーター

表 4-83 ModifyPortController コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ポートコントローラーのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ポートコントローラーのストレージシステムのモデル

ctrlid 任意 ポートコントローラーの番号

ctrlidまたは controllernameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

controllername 任意 ポートコントローラー名

ctrlidまたは controllernameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

adaptermode 必須 ポートコントローラーのモード値

次のどちらかの値を指定します。

• 1：Normal
• 2：High Speed

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

ctrlid
GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときはパラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，subtargetには PortControllerを指定してください。実行結果では，An
instance of PortControllerの下に controllerID値が表示されます。この

controllerID値をパラメーター ctrlidに指定してください。

controllername
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GetStorageArray (subtarget=PortController)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。実行結果では，displayNameが An instance of PortControllerの下に表示さ

れます。この値を controllernameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyPortController 
-o "D:\logs\ModifyPortController.log" "serialnum=15060" 
"model=USP_V" "ctrlid=7" "adaptermode=2"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 PortController elements:
    An instance of PortController
      objectID=CONTROLLER.R600.15060.7
      cluster=1
      card=7
      controllerID=7
      displayName=CHA-1GL
      mode=2
      type=88

4.1.81 ModifyStorageArray
ModifyStorageArrayコマンドは，Device Manager サーバに登録されているストレージシステ

ム（SMI-S enabled ストレージシステムを含む）の名前を変更します。

書式

SMI-S enabled ストレージシステム以外のストレージシステムの場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyStorageArray [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
name=新しいストレージシステム名

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyStorageArray [オプション]
saobjid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID
name=新しいストレージシステム名

パラメーター

表 4-84 ModifyStorageArray コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意※ ストレージシステムのシリアル番号

変更対象が SMI-S enabled ストレージシステムの場合は指定で

きません。

model 任意※ ストレージシステムのモデル

変更対象が SMI-S enabled ストレージシステムの場合は指定で

きません。

saobjid 任意※ SMI-S enabled ストレージシステムのオブジェクト ID

name 必須 新しいストレージシステム名

使用できる文字は次のとおりです。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ ' ( )
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パラメーター名 指定のレベル 説明

+ - . = @ [ ] _` { } ~ スペース

1～180 文字の範囲で指定します。

そのほかのストレージシステムの場合：

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( ) *
+ , - . / : ; < = > ? @ [ ] ^
_ { | } ~ スペース

1～64 文字の範囲で指定します。

初または 後のスペースは登録されません。

注※

パラメーター serialnumと modelを同時に指定するか，パラメーター saobjidを指定する

かのどちらか一方を必ず行ってください。また，serialnumと modelの組み合わせと

saobjidを同時に指定しないでください。同時に指定するとエラーになります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

saobjid
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の objectID値を

パラメーター saobjidに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyStorageArray -o "D:\logs\ModifyStorageArray.log" 
serialnum=10007 model=R600 name=R600#1

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R600.10007
  name=R600#1
  description=R600 (10007) at 10.208.115.220
  serialNumber=10007
  arrayFamily=R600
  arrayType=R600
  microcodeVersion=60-06-20/00
  agentVersion=05_06_00
  productName=RAID600
  controllerVersion=60-06-21-00/00
  numberOfControllers=2
  capacityInGB=6,617
  cacheInMB=65,536
  sharedMemoryInMB=-1
  numberOfSpareDrives=-1
  freeCapacityInGB=3,765
  allocatedCapacityInGB=2,851
  hihsmCapacityInGB=0
  onDemandCapacityInGB=0
  totalFreeSpaceInGB=3,438
  largestFreeSpaceInGB=466
  capacityInKB=6,938,910,203
  freeCapacityInKB=3,948,652,130
  allocatedCapacityInKB=2,990,258,073
  hihsmCapacityInKB=0
  onDemandCapacityInKB=0
  totalFreeSpaceInKB=3,605,150,982
  largestFreeSpaceInKB=489,664,512
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  multipathSupport=1
  securityStatus=2
  sequenceNumber=10007
  displayArrayFamily=USP_V
  displayArrayType=USP_V
  numberOfLUs=3,412
  numberOfAllocatedLUs=1,739
  numberOfUnallocatedLUs=1,671
  slprStatus=0
  openTotalCapacity=6,520,600,283
  openAllocatedCapacity=2,990,258,073
  openFreeCapacity=3,530,342,210
  openHiHsmCapacity=0
  openOnDemandCapacity=0
  imTotalCapacity=0
  imAllocatedCapacity=0
  imFreeCapacity=0
  imHiHsmCapacity=0
  imOnDemandCapacity=0
  mfTotalCapacity=418,309,920
  mfHiHsmCapacity=0
  mfOnDemandCapacity=0
  mfAllocatedCapacity=0
  mfUnallocatedCapacity=0
  numberOfOpenAllocatedLUs=1,739
  numberOfOpenUnallocatedLUs=1,671
  numberOfImAllocatedLUs=0
  numberOfImUnallocatedLUs=0
  numberOfMfLDEVs=144
  numberOfAllocatedMfLDEVs=0
  numberOfUnallocatedMfLDEVs=0
  productCode=1
  lastRefreshed=1,277,966,802
  autoFormatLU=0
  statusOfDBInconsistency=0
  configUpdateStatus=1
  openAllocatedActualCapacity=2,990,258,073
  openUnallocatedCapacity=3,528,243,650
  openUnallocatedActualCapacity=3,528,243,650
  openReservedCapacity=2,098,560
  openReservedActualCapacity=2,098,560
  numberOfReservedLUs=2
  numberOfOpenReservedLUs=2
  numberOfImReservedLUs=0
  distributedMode=-1

4.1.82 ModifyTieringPolicy
ModifyTieringPolicyコマンドは，階層ポリシーに関する内容を変更します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual Storage Platform（マイクロコードの
バージョンが 70-05-00-XX /XX 以降），または HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-00-XX /XX 以
降）でだけ使用できます。

書式

HiCommandCLI [URL] ModifyTieringPolicy [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 policyid=階層ポリシーの ID
[policyname=階層ポリシーの名前]
[allocationthresholdt1max=階層 1に対する 大割り当てしきい値]
[allocationthresholdt1min=階層 1に対する 小割り当てしきい値]
[allocationthresholdt3max=階層 3に対する 大割り当てしきい値]
[allocationthresholdt3min=階層 3に対する 小割り当てしきい値]
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パラメーター

表 4-85 ModifyTieringPolicy コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

policyid 必須 階層ポリシーの ID
内容を変更する階層ポリシーの ID を指定します。

指定できる値は 6～31です。

階層ポリシーの ID0～5は変更できません。

policyname 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

階層ポリシーの名前

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

名前の 初と 後に指定したスペースは無視されます。

指定できる文字数は 1～32 バイトです。

このパラメーターは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイク

ロコードのバージョンが 80-04-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-03-2X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコー

ドのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ指定できま

す。

allocationthre
sholdt1max※1

任意 階層 1 に対する 大割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用された仮想ボリュームに対して，階層 1 に割

り当てる 大容量のしきい値を指定します。

指定できる値は 0～100です。※2

allocationthre
sholdt1min

任意 階層 1 に対する 小割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用された仮想ボリュームに対して，階層 1 に割

り当てる 小容量のしきい値を指定します。

指定できる値は 0～100です。※2

allocationthre
sholdt3max

任意 階層 3 に対する 大割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用された仮想ボリュームに対して，階層 3 に割

り当てる 大容量のしきい値を指定します。

指定できる値は 0～100です。※2

allocationthre
sholdt3min

任意 階層 3 に対する 小割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用された仮想ボリュームに対して，階層 3 に割

り当てる 小容量のしきい値を指定します。

指定できる値は 0～100です。※2

注※1
GUI で階層プロファイルを適用している場合，階層 1 の容量の割合が，設定している 大割り

当てしきい値を超えることがあります。

注※2
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-2X -XX /XX 以降），

VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-03-2X -XX /XX
以降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の

場合，1％単位で値を指定できます。それ以外の場合は，10％単位で指定してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

policyid
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには TieringPolicyを指定してください。実行結果で

は，An instance of TieringPolicyの下に policyID値が表示されます。この

policyID値をパラメーター policyidの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10051，モデル：VSP G1000）の階層ポリシー

の ID が 10（policyid：10）の内容を次のように変更します。

• 階層ポリシーの名前を NewPolicy1に変更

• 階層 1 に対する 大割り当てしきい値を 40に変更

• 階層 1 に対する 小割り当てしきい値を 20に変更

• 階層 3 に対する 大割り当てしきい値を 35に変更

• 階層 3 に対する 小割り当てしきい値を 20に変更

HiCommandCLI ModifyTieringPolicy -o "D:\logs\ModifyTieringPolicy.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10051" 
"policyid=10" "policyname=NewPolicy1" 
"allocationthresholdt1max=40" "allocationthresholdt1min=20" 
"allocationthresholdt3max=35" "allocationthresholdt3min=20"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 TieringPolicy elements:
    An instance of TieringPolicy
      objectID=TIERINGPOLICY.R800.10051.10
      policyID=10
      policyName=NewPolicy1
      allocationThresholdT1Max=40
      allocationThresholdT1Min=20
      allocationThresholdT3Max=35
      allocationThresholdT3Min=20
      numberOfVVols=4

4.1.83 ModifyVirtualVolume
ModifyVirtualVolumeコマンドは，DP ボリュームに関する設定を変更します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，

Virtual Storage Platform，および HUS VM の場合

• DP ボリュームを拡張

• HDT ボリュームに階層ポリシーおよび新規ページ割り当て階層を適用

• HDT ボリュームをハードウェア階層再配置の対象にするかどうか，および再配置プライオリ

ティを変更

• パスが割り当てられていない DP ボリュームの CLPR 番号を変更
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• DP ボリュームの割り当てに必要な容量を DP プールから確保（ページ予約）するかどうかを変

更（VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデル）

重要 VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの
場合，容量削減機能を使用しているときには実行できる操作に制限があります。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリューム：

ページ予約の設定変更は実行できません。

• 重複排除用システムデータボリューム：

DP ボリュームの拡張およびページ予約の設定変更は実行できません。

Universal Storage Platform V/VM の場合

• HDP ボリュームと HDP プールとの関連づけ

• HDP ボリュームと HDP プールとの関連づけを解除

• HDP ボリュームの使用率のしきい値を変更

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合

• DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）を拡張

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，および Hitachi
AMS2000 でだけ使用できます。

Universal Storage Platform V/VM の場合で，HDP ボリュームを指定するときの条件を次に示しま

す。

• HDP プールと関連づける場合，すでに HDP プールと関連づけされていないこと

• HDP プールと関連づける場合，HDP プールの状態が Blockedでないこと

• HDP プールと関連づける場合，仮想化超過率が仮想化超過限界しきい値より小さいこと

• HDP プールとの関連づけを解除する場合，またはしきい値だけを変更する場合，すでに HDP
プールと関連づけされていること

• HDP プールとの関連づけを解除する場合，パスを持たないこと

重要 仮想化超過率に関するしきい値（仮想化超過警告しきい値および仮想化超過限界しきい値）が設定されて
いる場合，このコマンドを実行する際には，Device Manager サーバのデータベースの整合性が取れていること
を確認してください。仮想化超過率に関するしきい値は Device Manager サーバで管理する固有のしきい値で
す。Device Manager が取得している仮想化超過率の情報と，実際の仮想化超過率が不一致の場合，仮想化超過
警告しきい値および仮想化超過限界しきい値による判定結果が正しくないおそれがあります。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボ

リューム）の状態が Normalのときだけ，DP ボリュームを拡張できます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合，拡張する DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は

HDP ボリューム）と関連づけされている DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は HDP プール）

が次の条件を満たす必要があります。

• DP プールの状態が Blockedでないこと。

• modificationoptionパラメーターを指定しない場合，またはファームウェアのバージョン

が x893/A より前の Hitachi AMS2000 の場合は，DP プールの使用率が DP プールの容量不足

を警告するためのしきい値（threshold2）より小さいこと。

DP プールの容量不足を警告するためのしきい値（threshold2）については，「4.1.11
AddPool」を参照してください。
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1 つの DP プールに関連づけできる DP ボリュームの数は，各ストレージシステムの Dynamic
Provisioning 機能の仕様に従います。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，
Virtual Storage Platform，および HUS VM の書式

CLPR 番号以外の設定を変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=DPボリュームのデバイス番号
[capacity=拡張後の DPボリュームの容量]
[tieringpolicy={0|1|2|3|4|5|6|...|31}] [tierrelocation={enable|disable}]
[capacitytype={KB|block}]
[newpageassignmenttier={High|Middle|Low}]
[relocationpriority={Default|Prioritized}]
[fullallocation={enable|disable}]※

注※

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合にだけ指定できます。

CLPR 番号を変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=DPボリュームのデバイス番号
clprNumber=変更後の CLPR番号

重要 パラメーター tieringpolicyに指定できる値は，ストレージシステムおよびマイクロコードのバージョ
ンによって異なります。指定できる値については，パラメーターの説明を確認してください。

Universal Storage Platform V/VM の書式

HDP ボリュームと HDP プールを関連づける場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 assign=true
devnums=HDPボリュームのデバイス番号
poolid=HDPプールのプール ID
[threshold=HDPボリュームの使用率のしきい値]

HDP ボリュームと HDP プールとの関連づけを解除する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 assign=false
devnums=HDPボリュームのデバイス番号

HDP ボリュームの使用率のしきい値を変更する場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
devnums=HDPボリュームのデバイス番号
threshold=HDPボリュームの使用率のしきい値

HUS100 の書式

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [modificationoption=force]
devnums=DPボリュームのデバイス番号
capacity=拡張後の DPボリュームの容量
[capacitytype={KB|block}]

Hitachi AMS2000 の書式

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualVolume [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号 [modificationoption=force]
devnums=HDPボリュームのデバイス番号
capacity=拡張後の HDPボリュームの容量
[capacitytype={KB|block}]
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パラメーター

表 4-86 ModifyVirtualVolume コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

modificationop
tion

任意

（HUS100
Hitachi AMS2000）

DP プールの使用率が DP プールの容量不足を警告するためのし

きい値（threshold2）以上の場合も，DP ボリュームを拡張す

るかどうかを指定します。

DP ボリュームを拡張する場合は，forceを指定します（大文字

と小文字は区別されません）。

Hitachi AMS2000 の場合，ファームウェアのバージョンが x893/
A-x 以降のときに指定できます。それより前のバージョンでは

指定しないでください。指定するとエラーが発生します。

assign 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

HDP ボリュームを HDP プールに関連づける場合，trueを指定

します。

HDP プールと HDP ボリュームの関連づけを解除する場合，

falseを指定します。

しきい値だけを変更する場合，このパラメーターを省略します。

devnums 必須 DP ボリュームのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

HUS100 および Hitachi AMS2000 の場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

poolid 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

HDP プールのプール ID
パラメーター assignで trueを指定した場合にだけ，このパラ

メーターを指定する必要があります。

threshold 任意

（Universal Storage
Platform V/VM）

HDP ボリュームの使用率のしきい値（%）

HDP ボリュームを HDP プールに関連づける，またはしきい値

だけを変更する場合に指定します。

5 以上 300 以下の 5 の倍数の整数を指定します。

パラメーター assignに trueを指定した場合で，このパラメー

ターを省略したときは，5が設定されます。

パラメーター assignを省略した場合は，このパラメーターを指

定する必要があります。

パラメーター assignで falseを指定した場合，同時に指定し

ないでください。同時に指定するとエラーとなります。

capacity 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM
HUS100
Hitachi AMS2000）

拡張後の DP ボリュームの容量

容量の単位（KB または block）は，パラメーター capacitytype
で指定できます。

指定できる値の 大値を次に示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョン

が 80-03-0X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降），

および VSP Fx00 モデルの場合：

- 274877906944（KB）

- 549755813888（block）
VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-0X -XX /XX
より前），VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが
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パラメーター名 指定のレベル 説明

83-02-0X -XX /XX より前），Virtual Storage Platform，および

HUS VM の場合：

- 64424505600（KB）

- 128849011200（block）
HUS100 の場合：

- 137438953472（KB）

- 274877906944（block）
Hitachi AMS2000 の場合：

- 64424509440（KB）

- 128849018880（block）

tieringpolicy 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

HDT ボリュームに適用する階層ポリシー

• 0：レベル 0（すべての階層に配置）

• 1：レベル 1（階層 1 に優先的に配置）

• 2：レベル 2（階層が 2 個のときはすべての階層に配置，階

層が 3 個のときは階層 1 と階層 2 に優先的に配置）

• 3：レベル 3（階層が 2 個のときはすべての階層に配置，階

層が 3 個のときは階層 2 に優先的に配置）

• 4：レベル 4（階層が 2 個のときはすべての階層に配置，階

層が 3 個のときは階層 2 と階層 3 に優先的に配置）

• 5：レベル 5（階層が 2 個のときは階層 2 に優先的に配置，

階層が 3 個のときは階層 3 に優先的に配置）

• 6～31：階層ポリシー 6～31
階層ポリシー 6～31の内容は，ModifyTieringPolicyコ

マンドで変更できます。

階層ポリシー 6～31に設定する内容については，「表 4-85 」
を参照してください。

このパラメーターには，TieringPolicyインスタンスに出力さ

れる policyID属性の値を指定します。

指定できる値は，ストレージシステムおよびマイクロコードの

バージョンによって異なります。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデル：0～31
Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが

70-02-50-00/00 以降）

• 70-02-50-XX /XX 以降，70-03-00-XX /XX より前の場合：0，
1，5
2～4を指定した場合は，すべての階層に配置されます。

• 70-03-00-XX /XX 以降，70-05-00-XX /XX より前の場合：0～
5

• 70-05-00-XX /XX 以降の場合： 0～31
HUS VM
• 73-02-00-XX /XX より前の場合：0～5
• 73-02-00-XX /XX 以降の場合：0～31

tierrelocation 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

HDT ボリュームをハードウェア階層再配置の対象にするかどう

かを指定します。

指定できる値は次のとおりです。

• enable：ハードウェア階層再配置の対象にする

• disable：ハードウェア階層再配置の対象外にする

capacitytype 任意 パラメーター capacityで指定する値の単位

指定できる値は，KBまたは blockです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM
HUS100
Hitachi AMS2000）

省略した場合，KBが設定されます。

clprNumber 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

変更後の CLPR 番号

DP ボリュームにパスが割り当てられていない場合に指定できま

す。このパラメーターは，次のパラメーターとは同時に指定でき

ません。

• capacity
• tieringpolicy
• tierrelocation
• capacitytype
• newpageassignmenttier
• relocationpriority
• fullallocation
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マ

イクロコードのバージョンが 70-06-09-XX /XX 以降），または

HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-03-02-XX /XX 以

降）の場合だけ指定できます。

指定した CLPR 番号がストレージシステムにない場合，エラーと

なります。ストレージシステムにある CLPR 番号は，

GetStorageArray (subtargetの指定なし)コマンドの実行結

果から取得できます。

newpageassignm
enttier

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

新規ページ割り当て階層

新規ページを HDT プールのどの階層に優先的に割り当てるかを

指定します。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• High：上位の階層から優先的に新規ページを割り当てる

• Middle：中間の階層から優先的に新規ページを割り当てる

（階層が 2 個の場合は上位の階層に割り当てる）

• Low：下位の階層から優先的に新規ページを割り当てる

パラメーター tieringpolicyで階層ポリシーを適用した場

合，階層ポリシーとこのパラメーターの組み合わせによって，新

規ページを割り当てる階層が変わります。

すべての階層にデータを配置する階層ポリシーが適用されてい

る場合：

このパラメーターで指定した値に従って，新規ページが割

り当てられます。

2 個の階層に優先的にデータを配置する階層ポリシーが適用さ

れている場合：

階層ポリシーに従って，データ配置の優先度が高い 2 個の

階層から順に新規ページが割り当てられます。

このパラメーターで Highまたは Middleを指定した場

合，データ配置の優先度が高い 2 個の階層のうちの上位の

階層から新規ページが割り当てられます。このパラメー
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ターで Lowを指定した場合，データ配置の優先度が高い 2
個の階層のうちの下位の階層から新規ページが割り当てら

れます。

1 個の階層に優先的にデータを配置する階層ポリシーが適用さ

れている場合：

このパラメーターの指定は無視され，階層ポリシーに従っ

て新規ページが割り当てられます。

Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバージョン

が 70-03-30-XX /XX 以降のときだけ指定できます。

relocationprio
rity

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

Virtual Storage
Platform
HUS VM）

再配置プライオリティ

ハードウェア階層再配置を優先的に実行するかどうかを指定し

ます。

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• Default：優先度を設定しない

• Prioritized：ハードウェア階層再配置を実行するときに

優先的にデータを再配置する

Virtual Storage Platform の場合，マイクロコードのバージョン

が 70-03-30-XX /XX 以降のときだけ指定できます。

fullallocation 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

DP ボリュームの割り当てに必要な容量を DP プールから確保

（ページ予約）するかどうかを指定します。

• enable：確保する

• disable：確保しない

enableを指定した場合，ページ予約された容量も DP プールの

使用率に含まれます。

このパラメーターを指定する場合，DP プールおよび DP ボ

リュームの状態が Normalである必要があります。

DP ボリュームに関連づいている DP プールに，容量拡張が有効

なパリティグループのプールボリュームが含まれている場合，こ

のパラメーターは指定できません。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョン

が 80-02-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），

および VSP Fx00 モデルの場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，poolIDが An instance of Poolの下に表示されます。この値を poolidとして

指定してください。
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コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：15065，モデル：USP_V）の HDP ボリューム

（devNum：00:30:00）の使用率のしきい値を 15%（threshold：15）に変更しています。

HiCommandCLI ModifyVirtualVolume -o "D:\logs\ModifyVirtualVolume.log" 
model=USP_V serialnum=15065 devnums=00:30:00 threshold=15

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.15065.12288
      devNum=12,288
      displayName=00:30:00
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=209,715,200
      numberOfLBAs=419,430,400
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=16,485
      arrayGroup=199
      arrayGroupName=X200-1
      raidType=Unknown
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=0
      consumedCapacityInKB=0
      dpPoolID=0
      threshold=15
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1

コマンド実行例 2

この例では，HDT ボリュームの階層ポリシーをレベル 1 に変更しています。

HiCommandCLI ModifyVirtualVolume -o "D:\logs\ModifyVirtualVolume.log" 
model=VSP serialnum=15000 devnums=00:00:C4 tieringpolicy=1

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
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      .
      . (Attributes of LogicalUnit are omitted here)
      .
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R700.15000.196
          devNum=196
          displayName=00:00:C4
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=0
          sizeInKB=1,048,576
          lba=-1
          raidType=-
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=16,486
          arrayGroup=99
          arrayGroupName=X2148-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=-1
          slprNumber=-1
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=0
          consumedSizeInKB=0
          mfTrueCopyVolumeType=Unknown
          mfShadowImageVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=0
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=-1
          dpTier0ConsumedCapacityInKB=0
          dpTier1ConsumedCapacityInKB=0
          dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
          tieringPolicy=1
          tierRelocation=enable
          resourcePartitionUnitID=0
          newPageAssignmentTier=Middle
          relocationPriority=Default
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1

コマンド実行例 3

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：15000，モデル：VSP）の HDT ボリューム

（devNum：00:00:C4）をハードウェア階層再配置の対象外にしています。

HiCommandCLI ModifyVirtualVolume -o "D:\logs\ModifyVirtualVolume.log" 
model=VSP serialnum=15000 devnums=00:00:C4 tierrelocation=disable

コマンド実行結果 3
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      .
      . (Attributes of LogicalUnit are omitted here)
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      .
      List of 1 Ldev elements:
        An instance of LDEV
          objectID=LDEV.R700.15000.196
          devNum=196
          displayName=00:00:C4
          emulation=OPEN-V
          cylinders=0
          isComposite=0
          sizeInKB=1,048,576
          lba=-1
          raidType=-
          substance=0
          volumeType=-1
          slotSizeInKB=256
          chassis=16,486
          arrayGroup=99
          arrayGroupName=X2148-1
          path=false
          onDemandDevice=false
          devType=
          isStandardLDEV=false
          guardMode=
          diskType=-1
          slprNumber=-1
          clprNumber=0
          cacheResidencyMode=0
          stripeSizeInKB=-1
          volumeKind=3
          status=Normal
          dpType=0
          consumedSizeInKB=0
          mfTrueCopyVolumeType=Unknown
          mfShadowImageVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorVolumeType=Unknown
          mfUniversalReplicatorPoolID=-1
          dpPoolID=0
          threshold=-1
          systemDisk=0
          encrypted=-1
          dpTier0ConsumedCapacityInKB=0
          dpTier1ConsumedCapacityInKB=0
          dpTier2ConsumedCapacityInKB=-1
          tieringPolicy=1
          tierRelocation=disable
          resourcePartitionUnitID=0
          newPageAssignmentTier=Middle
          relocationPriority=Default
          reservedCapacityInKB=-1
          conglomerateLUNDevice=-1

4.1.84 ModifyVLDEV
ModifyVLDEVコマンドは，仮想リソースグループに属する仮想 LDEV の仮想デバイス番号および

仮想情報（仮想エミュレーション，仮想 SSID，仮想 LUSE，および仮想 CVS）を登録または削除

します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコー

ドのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モデルでだけ使用できます。

• LDEV が作成されていない（ボリュームの実体がない）場合，仮想デバイス番号を特定の仮想リソースグ

ループ用に予約するときに，このコマンドを使用できます。

• 複数の仮想 LDEV を操作する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッチ

機能」を参照してください。
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書式

HiCommandCLI [URL] ModifyVLDEV [オプション] 
vldevoperation={mapvid|unmapvid|mapvattr|unmapvattr}
model=モデル serialnum=シリアル番号 
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID
devnum=デバイス番号 [vdevnum=仮想デバイス番号] 
[vemulation=仮想エミュレーションタイプ] 
[vssid=仮想 SSID] [vluse=仮想 LUSEの要素数] [vcvs={0|1}]

パラメーター

表 4-87 ModifyVLDEV コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

vldevoperation 必須 仮想 LDEV に対する操作を指定します。

指定できる値は次のとおりです。

• mapvid：仮想 LDEV に仮想デバイス番号を登録

• unmapvid：仮想 LDEV から仮想デバイス番号を削除

• mapvattr：仮想 LDEV に仮想情報を登録

• unmapvattr：仮想 LDEV から仮想情報を削除

パラメーター値 mapvidと mapvattrおよびパラメーター値

unmapvidと unmapvattrは同時に指定できます。複数指定す

る場合は，コンマで区切ります。

仮想 LDEV の状態が，指定するパラメーター値と同じ場合はエ

ラーとなります。

例えば，すでに仮想デバイス番号が設定されている仮想 LDEV
に mapvidを指定した場合や，仮想デバイス番号がない仮想

LDEV に unmapvidを指定したときにはエラーとなります。

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID
更新する仮想 LDEV が属する仮想リソースグループのリソース

グループ ID を指定します。

devnum 必須 仮想 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

vdevnum 任意 仮想 LDEV の仮想デバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

vldevoperationに mapvidを指定する必要があります。

パラメーター vldevoperationに mapvidを指定し，パラメー

ター vdevnumを指定しない場合，仮想ストレージマシンの中で

未使用の仮想デバイス番号が割り当てられます。

vemulation 任意 仮想 LDEV の仮想エミュレーションタイプ

指定できるエミュレーションタイプを次に示します。

• OPEN-3
• OPEN-8
• OPEN-9
• OPEN-E
• OPEN-K
• OPEN-L
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パラメーター名 指定のレベル 説明

• OPEN-V
このパラメーターを指定する場合，パラメーター

vldevoperationに mapvattrを指定する必要があります。

パラメーター vldevoperationに mapvattrを指定し，パラ

メーター vemulationを指定しない場合，OPEN-Vが指定され

たと見なされます。

vssid 任意 仮想 LDEV の仮想 SSID
仮想 LDEV の仮想 SSID を 4～65533の整数値で指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

vldevoperationに mapvattrを指定する必要があります。

パラメーター vldevoperationに mapvattrを指定し，パラ

メーター vssidを指定しない場合，仮想ストレージマシンの中

で SSID が自動的に割り当てられます。

vluse 任意 仮想 LDEV の仮想 LUSE の要素数

指定できる値を次に示します。

• 0：LUSE ボリュームではない

• 2～36： LUSE ボリュームである（構成ボリュームの個数）

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

vldevoperationに mapvattrを指定する必要があります。

パラメーター vldevoperationに mapvattrを指定し，パラ

メーター vluseを指定しない場合 0が指定されたと見なされま

す。

vcvs 任意 仮想 LDEV の仮想 CVS
仮想 LDEV に仮想 CVS を設定するかどうかを指定します。

• 0：CVS ではない（仮想 LDEV の容量が標準サイズ）

• 1：CVS である（仮想 LDEV の容量がカスタムサイズ）

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

vldevoperationに mapvattrを指定する必要があります。

パラメーター vldevoperationに mapvattrを指定し，パラ

メーター vcvsを指定しない場合，1が指定されたと見なされま

す。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuidおよび devnum
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを，パラ

メーター vrpusubinfoには VLDEVを，それぞれ指定してください。実行結果では，

resourcePartitionUnitID値と devNum値が An instance of VLDEVの下に表示され

ます。resourcePartitionUnitID値をパラメーター vrpuidに指定し，devNum値をパラ

メーター devnumの値として指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10182）の仮想リソース

グループ（リソースグループ ID：60）に属する仮想 LDEV（デバイス番号：65264）に，仮想情

報（vemulation：OPEN-V，vssid：5，vluse：10，vcvs：1）を登録します。
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HiCommandCLI ModifyVLDEV -o "D:\logs\ModifyVLDEV.log" 
"vldevoperation=mapvattr" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"vrpuid=60" "devnum=65264" "vemulation=OPEN-V" "vssid=5" "vluse=10" 
"vcvs=1"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10182.60
      name=RG60
      resourcePartitionUnitID=60
      arrayType=R800
      serialNumber=10182
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=10182
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=11
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.10182.60.65264
          resourcePartitionUnitID=60
          devNum=65,264
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=10182
          vDevNum=128
          vEmulation=OPEN-V
          vSSID=5
          vLUSE=10
          vCVS=1
          operationMode=0
          hasSubstance=0

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10182）の仮想リソース

グループ（リソースグループ ID：60）に属する仮想 LDEV（デバイス番号：65264）から，仮想

情報を削除します。

HiCommandCLI ModifyVLDEV -o "D:\logs\ModifyVLDEV.log" 
"vldevoperation=unmapvattr" "model=VSP G1000" "serialnum=10182" 
"vrpuid=60" "devnum=65264"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10182.60
      name=RG60
      resourcePartitionUnitID=60
      arrayType=R800
      serialNumber=10182
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
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      vSerialNumber=10182
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=11
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.10182.60.65264
          resourcePartitionUnitID=60
          devNum=65,264
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=10182
          vDevNum=128
          vEmulation=
          vSSID=-1
          vLUSE=-1
          vCVS=-1
          operationMode=0
          hasSubstance=0

4.1.85 ModifyVResourcePartitionUnit
ModifyVResourcePartitionUnitコマンドは，仮想リソースグループの名前を変更します。仮

想リソースグループのリソースグループ名を変更すると，それに対応する物理リソースグループの

リソースグループ名も変更されます。

重要 このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデルでだけ使用できます。

書式

HiCommandCLI [URL] ModifyVResourcePartitionUnit [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID vrpuname=仮想リソースグループ名

パラメーター

表 4-88 ModifyVResourcePartitionUnit コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID を指定します。

vrpuname 必須 変更する仮想リソースグループ名

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

仮想リソースグループ名に「meta_resource」は指定できませ

ん。

GUI で使用する仮想リソースグループ名「XXX-仮想ストレージ

マシンのシリアル番号-Pool」の形式は指定できません。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuid
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを指

定してください。実行結果では，An instance of VResourcePartitionUnitの下に必要

な resourcePartitionUnitID値が表示されます。この resourcePartitionUnitID値

をパラメーター vrpuidの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の仮想リソース

グループ（リソースグループ ID：31）の仮想リソースグループ名を vrsg1に変更します。

HiCommandCLI ModifyVResourcePartitionUnit -o "D:\logs
\ModifyVResourcePartitionUnit.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "vrpuid=31" "vrpuname=vrsg1"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.10139.31
      name=vrsg1
      resourcePartitionUnitID=31
      arrayType=R800
      serialNumber=10139
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=10139
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=0

4.1.86 RefreshPerformanceData
RefreshPerformanceDataコマンドは，Hitachi Tuning Manager が収集しているストレージシ

ステムの性能情報を取得し，Device Manager サーバのデータベースを 新の状態に更新（リフレッ

シュ）します。

重要 このコマンドは，Hitachi Tuning Manager と連携している場合に使用できます。Hitachi Tuning
Manager との連携および性能情報を取得するために必要な環境設定については，マニュアル「Hitachi
Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

書式

特定のストレージシステムを対象に性能情報をリフレッシュする場合：

HiCommandCLI [URL] RefreshPerformanceData [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル

すべてのストレージシステムを対象に性能情報をリフレッシュする場合：
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HiCommandCLI [URL] RefreshPerformanceData [オプション]
option=all

パラメーター

表 4-89 RefreshPerformanceData コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意※ ストレージシステムのシリアル番号

model 任意※ ストレージシステムのモデル

option 任意※ すべてのストレージシステムを対象に性能情報をリフレッシュ

する場合のパラメーター

指定できる値は，allです。大文字と小文字は区別されません。

注※

パラメーター serialnumと modelを同時に指定するか，「option=all」を指定するかのど

ちらか一方を必ず行ってください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

この例では，特定のストレージシステムを対象に性能情報をリフレッシュします。

HiCommandCLI RefreshPerformanceData -o "D:\logs
\RefreshPerformanceData.log" serialnum=10037 model=R600

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of PerformanceStatus
  arrayType=R600
  serialNumber=10037
  status=SUCCEEDED

4.1.87 RefreshResourceLabels
RefreshResourceLabelsコマンドは，ストレージシステムに設定されているラベルを一括取得

し，Device Manager サーバのデータベースに反映します（ラベルのリフレッシュ）。

重要

• このコマンドは，Virtual Storage Platform および HUS VM でだけ使用できます。

• このコマンドを実行すると，Device Manager のラベル情報は，指定したストレージシステムのラベル情報

ですべて上書きされます。

パラメーター

表 4-90 RefreshResourceLabels コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル
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パラメーター名 指定のレベル 説明

target 任意 ラベル情報を取得する対象のリソース

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• PoolName：DP プールのラベル

• VolumeLabel：LDEV のラベル

• All：DP プールおよび LDEV のラベル

このパラメーターを省略した場合，ALLが指定されたと見なされ

ます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ストレージシステムから DP プールおよび LDEV のラベル情報を取得して Device
Manager に反映します。

HiCommandCLI RefreshResourceLabels -o "D:\logs
\RefreshResourceLabels.log" model=VSP serialnum=53038 target=All

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of LabelInfo
  arrayType=R700
  serialNumber=53038
  target=All
  numberOfPoolNames=100
  numberOfVolumeLabels=1,000

コマンド実行例 2

この例では，ストレージシステムから DP プールのラベル情報を取得して Device Manager に反映

します。

HiCommandCLI RefreshResourceLabels -o "D:\logs\ 
RefreshResourceLabels.log" model=VSP serialnum=53038 target=PoolName

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of LabelInfo
  arrayType=R700
  serialNumber=53038
  target=PoolName
  numberOfPoolNames=100
  numberOfVolumeLabels=0

4.1.88 RefreshStorageArrays
RefreshStorageArraysコマンドは，Device Manager サーバで管理しているすべてのストレー

ジシステム（SMI-S enabled ストレージシステムを含む）の構成情報を 新の状態に更新（リフレッ

シュ）します。

Device Manager サーバのデータベースを 新の状態に維持するために，このコマンドを定期的に

実行してください。
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重要 特定のストレージシステムを指定して構成情報を 新の状態に更新するには，AddStorageArrayコマン
ドを使用してください。ストレージシステムがすでに存在する場合，AddStorageArrayコマンドはストレー
ジシステムを再検出し，Device Manager サーバのデータベースに登録されている情報を更新します。

パラメーター

表 4-91 RefreshStorageArrays コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

refreshmode 任意 ストレージシステムをリフレッシュする方法

指定できる値を次に示します。

• 1：1 つずつリフレッシュする

• 2：複数同時にリフレッシュする※

省略した場合は，1が設定されます。

interval 任意 ストレージシステムの再検出完了から，次のストレージシステム

の再検出開始までの間隔（分）

ストレージシステムを 1 つずつリフレッシュする場合

（refreshmode=1）に指定します。refreshmode=2の場合に

指定するとエラーとなります。

指定できる値は 0～2147483647です。

省略した場合は，0が設定されます。

maxldevs 任意 リフレッシュに使用するストレージシステムの合計ボリューム

数

ストレージシステムを複数同時にリフレッシュする場合

（refreshmode=2）に指定します。refreshmode=1の場合に

指定するとエラーとなります。

指定できる値は 1～100000です。

省略した場合は，16000が設定されます。

注※

refreshmodeに 2を指定した場合でも，SMI-S enabled ストレージシステムは複数同時にリ

フレッシュされません。SMI-S enabled ストレージシステム以外のストレージシステムを複

数同時にリフレッシュしたあと，SMI-S enabled ストレージシステムが 1 つずつリフレッシュ

されます。

事前に取得するパラメーター値

maxldevs
GetStorageArrayコマンドの実行結果に表示される numberOfLUs値および

numberOfMfLDEVs値を使用します。GetStorageArrayコマンドの実行結果に表示される

An instance of StorageArray（StorageArrayインスタンス）配下に numberOfLUs
値および numberOfMfLDEVs値が表示されます。numberOfLUs値と numberOfMfLDEVs値

の合計値が も大きい StorageArrayインスタンスを選択します。選択した

StorageArrayインスタンスの numberOfLUs値と numberOfMfLDEVs値を使用して，次に

示す計算式でボリューム数を算出してください。その値をパラメーター maxldevsに指定し

てください。

（numberOfLUs値+numberOfMfLDEVs値）×「複数同時にリフレッシュするストレージシス

テム数」

コマンド実行例

HiCommandCLI RefreshStorageArrays -o "D:\logs\RefreshStorageArrays.log" 
"interval=1440"

コマンド実行結果

RESPONSE:
[An instance of StorageArray
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         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      ipAddress=172.16.116.106
      userID=root
]
[An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      ipAddress=172.16.40.1
]
    .
    . (repeated for other StorageArray instances)
    .

4.1.89 ReserveVLDEV
ReserveVLDEVコマンドは，仮想リソースグループに属する仮想 LDEV を，global-active device
の S-VOL 用に予約します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP
Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できます。

• 仮想 LDEV が作成されていない場合，「4.1.18 AddVLDEVToVRPU」を使用して，仮想デバイス番号がな

い仮想 LDEV を作成してから予約してください。

• 仮想デバイス番号や仮想情報が設定されている仮想 LDEV は予約できません。「4.1.84 ModifyVLDEV」を

使用して，仮想デバイス番号や仮想情報を削除してから予約してください。

• 複数の仮想 LDEV を予約する場合は，バッチ機能を使用してください。バッチ機能については「6. バッチ

機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] ReserveVLDEV [オプション] 
model=モデル serialnum=シリアル番号 
vrpuid=仮想リソースグループのリソースグループ ID devnum=デバイス番号

パラメーター

表 4-92 ReserveVLDEV コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

vrpuid 必須 仮想リソースグループのリソースグループ ID

devnum 必須 仮想 LDEV のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
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GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

vrpuidおよび devnum
GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)コマンドの実行結果から取

得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumを指定し，パラメーター subtargetには VResourcePartitionUnitを，パラ

メーター vrpusubinfoには VLDEVを，それぞれ指定してください。実行結果では，

resourcePartitionUnitID値と devNum値が An instance of VLDEVの下に表示され

ます。resourcePartitionUnitID値をパラメーター vrpuidに指定し，devNum値をパラ

メーター devnumの値として指定してください。

コマンド実行例

この例では，仮想 LDEV（デバイス番号：769）を global-active device の S-VOL 用に予約します。

HiCommandCLI ReserveVLDEV -o "D:\logs\ReserveVLDEV.log" "model=VSP 
G1000" "serialnum=02592" "vrpuid=1" "devnum=769"

コマンド実行結果

この実行結果では，指定した仮想 LDEV に対応する VLDEVインスタンスの operationMode属性

が 32で表示されているので，S-VOL 用に予約されていることを示しています。

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 VResourcePartitionUnit elements:
    An instance of VResourcePartitionUnit
      objectID=VRPU.R800.02592.1
      name=HAGroup1
      resourcePartitionUnitID=1
      arrayType=R800
      serialNumber=02592
      vArrayType=R800
      vArrayFamily=R800
      vSerialNumber=02616
      virtualStorageMode=enable
      onDataMigration=false
      vDisplayArrayType=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      vDisplayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
      numberOfVPorts=0
      numberOfVHostStorageDomains=0
      numberOfVLDEVs=417
      List of 1 VLDEV elements:
        An instance of VLDEV
          objectID=VLDEV.R800.02592.1.769
          resourcePartitionUnitID=1
          devNum=769
          vArrayType=R800
          vArrayFamily=R800
          vSerialNumber=02616
          vDevNum=-1
          vEmulation=
          vSSID=-1
          vLUSE=-1
          vCVS=-1
          operationMode=32
          hasSubstance=1
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4.1.90 RunZeroPageReclaim
RunZeroPageReclaimコマンドは，DP ボリューム（仮想ボリューム）のゼロページを破棄しま

す。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM でだけ使用でき

ます。Universal Storage Platform V/VM の場合に必要なマイクロコードのバージョンは 60-07-00-XX /XX
以降です。

• 重複排除用システムデータボリュームの場合，このコマンドは実行できません。

ゼロページを破棄できるのは，次の条件に該当する DP ボリュームです。

• ペアを構成していない DP ボリューム

• TrueCopy，Universal Replicator，または global-active device のペアを構成する DP ボリュー

ム

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-02-00-XX /XX 以降），

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合に実行できます。

• Thin Image のペアを構成する DP ボリューム

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合に実行できます。

• ShadowImage のペアを構成する DP ボリューム

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバージョンが 70-05-02-XX /XX 以降），および

HUS VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合で，ペアボリューム

の状態が Split （ReplicationInfoインスタンスの statusが 16）のときに実行できます。

ゼロページ破棄が完了したかどうかは，GetZeroPageReclaimStatusコマンドで確認してくださ

い。

パラメーター

表 4-93 RunZeroPageReclaim コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnums 必須 DP ボリュームのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnums
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GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetには LDEVを指定してください。実行結果では，LDEVの devNum
値が An instance of LDEVの下に表示されます。この devNum値をパラメーター

devnumsとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI RunZeroPageReclaim -o "D:\logs\RunZeroPageReclaim.log" 
model=USP_V serialnum=10007 devnums=06:AC

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.10007.1708
      devNum=1,708
      displayName=00:06:AC
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=1,049,280
      numberOfLBAs=2,098,560
      path=false
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      commandDeviceAuth=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=16,485
      arrayGroup=0
      arrayGroupName=X1-1
      raidType=-
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=0
      consumedCapacityInKB=0
      dpPoolID=0
      threshold=5
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1

4.1.91 ShrinkPool
ShrinkPoolコマンドは，DP プールを縮小します。

使用している容量に対して，DP プールの空き容量が大きい場合，このコマンドを使用して，DP
プールを構成している DP プールボリュームを取り除き，DP プールの容量を減らします。
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DP プールを縮小するために取り除けるのは，プール縮小できる状態の DP プールボリュームだけで

す。

DP プールの縮小が完了したことを GetPoolShrinkStatusコマンドで確認してください。DP
プールの縮小が完了すると，取り除かれた DP プールボリュームは通常ボリュームになるので，

FormatLUコマンドでフォーマットしてください。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM でだけ使用できます。

• active flash が有効な HDT プールの場合， ドライブ種別が SSD，FMD，または FMC の HDT プールボ

リューム（階層 1 を構成するボリューム）をすべて取り除くことはできません。

パラメーター

表 4-94 ShrinkPool コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

poolid 必須 プール ID
縮小する DP プールのプール ID を指定します。

devnums 必須 論理ユニットのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

指定できるデバイス番号は 1,024 個までです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnumおよび modelに事前に取得した値を指

定し，パラメーター poolfilterに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行

結果では，poolID値が An instance of Poolの下に表示されます。縮小する DP プール

を選択し，対応する poolID値をパラメーター poolidとして指定してください。

devnums
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnum，model，および poolidに事前に取

得した値を指定し，パラメーター poolsubinfoに LogicalUnit，およびパラメーター

poolfunctionに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行結果では，

LogicalUnitの devNum値が An instance of LogicalUnitの下に表示されます。DP
プールを縮小できる条件を満たす DP ボリュームに対応する論理ユニットの devNum値を，パ

ラメーター devnumsとして指定してください。縮小できる条件を満たす論理ユニットは，

dpType値が 1（DP プールボリューム），および dpPoolVolControlFlag値が 2（DP プー

ルが縮小できる状態）である論理ユニットです。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53039，モデル：VSP）で，プール ID が 1
（poolid：1）の DP プールに属するプールボリューム（devnum：00:06:0B）に対して，DP プー

ル縮小を実行しています。

HiCommandCLI ShrinkPool -o "D:\logs\ShrinkPool.log" model=VSP 
serialnum=53039 poolid=1 devnums=00:06:0B

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R700.53038.5.1
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=1
      encrypted=-1
      controllerID=-1
      poolType=32
      status=20
      threshold=70
      threshold2=80
      threshold2Mode=0
      capacityInKB=319,678,464
      freeCapacityInKB=319,678,464
      usageRate=0
      numberOfPoolVols=31
      numberOfVVols=1
      capacityOfVVolsInKB=419,457,024
      clprNumber=0
      raidLevel=RAID5
      combination=3D+1P
      volAlertNotice=-1
      overProvisioningPercent=131
      overProvisioningWarning=-1
      overProvisioningLimit=500
      rpm=10,000
      diskType=4
      tierControl=disable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=0
      externalMixCompatible=disable
      monitorSideState=-1
      monitoringState=-1
      lastMonitorStartDate=-1
      lastMonitorEndDate=-1
      relocationState=-1
      relocationProgress=-1
      relocationSpeed=-1
      numberOfTiers=-1
      thresholdRepDepAlert=-1
      thresholdRepDataReleased=-1
      userUsedCapacityInKB=-1
      repDataCapacityInKB=-1
      repManageCapacityInKB=-1
      numberOfDpVols=-1
      capacityOfDpVolsInKB=-1
      protectDpVolOnFullPool=-1
      protectDpVolOnBlockedPoolVol=-1
      numberOfSnapshotPairs=-1
      reservedCapacityInKB=-1
      List of 31 Lu elements:
        An instance of LogicalUnit
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          objectID=LU.R700.53038.1546
          devNum=1,546
          displayName=00:06:0A
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,080
          numberOfLBAs=20,972,160
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,080
          dpPoolID=1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=2
          managementAreaPoolID=-1
        An instance of LogicalUnit
          objectID=LU.R700.53038.1547
          devNum=1,547
          displayName=00:06:0B
          emulation=OPEN-V
          devCount=1
          devType=
          capacityInKB=10,486,080
          numberOfLBAs=20,972,160
          path=false
          commandDevice=false
          commandDeviceEx=0
          commandDeviceSecurity=false
          commandDeviceAuth=false
          deviceGroupDefinition=false
          chassis=1
          arrayGroup=16
          arrayGroupName=1-2
          raidType=RAID5(3D+1P)
          currentPortController=-1
          defaultPortController=-1
          isComposite=0
          trueCopyVolumeType=Simplex
          shadowImageVolumeType=Simplex
          quickShadowVolumeType=Simplex
          universalReplicatorVolumeType=Simplex
          globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
          sysVolFlag=0
          externalVolume=0
          differentialManagement=false
          quickShadowPoolID=-1
          universalReplicatorPoolID=-1
          dpType=1
          consumedCapacityInKB=10,486,080
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          dpPoolID=1
          threshold=-1
          tcaPoolID=-1
          dpPoolVolControlFlag=1
          managementAreaPoolID=-1
               .
               . (repeated for other LogicalUnit instances)
               .

4.2 論理グループのコマンド
論理グループのコマンドでは，論理グループの情報取得ができます。

4.2.1 GetLogicalGroup
GetLogicalGroupコマンドは，論理グループの情報を取得します。指定した論理グループがほか

の論理グループを含む場合，指定した論理グループの情報だけを取得します。含まれている論理グ

ループの情報は取得できません。

重要 論理グループに関する情報に加えて構成要素の情報を取得する場合（パラメーター subtarget=Path），
取得対象の論理グループや論理グループに含まれるボリュームのパスの数が多くなるに従い，メモリを大量に消
費してレスポンスが遅くなったり，エラーが発生したりするおそれがあります。この場合次の対策をしてくださ
い。

• 1 つの論理グループに含まれるボリュームのパスの総数※を 16,384 以内にしてください。

• 1 回に参照する論理グループのボリュームのパスの総数※を 16,384 以内にしてください。

• GUI を使用して不要な論理グループを削除してください。

注※

論理グループに含まれるパスの数を確認するには，パラメーター subtargetに Pathを指定しないで

GetLogicalGroupコマンドを実行し，その実行結果に表示される An instance of LogicalGroup
配下の numberOfLUNs値（論理グループに含まれる LUN の数）で確認してください。

パラメーター

表 4-95 GetLogicalGroup コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意 任意の論理グループのオブジェクト ID
すべての論理グループを含む場合は省略します。

objectidと logicalpathを同時に指定しないでください。

同時に指定するとエラーとなります。

logicalpath 任意 取得する論理グループのパス

objectidと logicalpathを同時に指定しないでください。

同時に指定するとエラーとなります。

subtarget 任意 論理グループに関する情報に加え，構成要素の情報を取得する場

合に指定します。

指定できる値は，Pathだけです。大文字と小文字は区別されま

せん。

targetoption 任意 取得する論理グループの種別

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

• public：パブリック論理グループ

すべてのユーザーが参照できる論理グループ

• private：プライベート論理グループ

コマンドを実行するユーザーと同じユーザーグループに割

り当てられているユーザーだけが参照できる論理グループ
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パラメーター名 指定のレベル 説明

省略した場合は，publicが設定されます。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetLogicalGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An
instance of LogicalGroupの下に objectID値が表示されます。この objectID値を

パラメーター objectidとして指定してください。

logicalpath
GetLogicalGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，

logicalPathが An instance of LogicalGroupの下に表示されます。この値を

logicalpathとして指定してください。

コマンド実行例 1
HiCommandCLI GetLogicalGroup -o "D:\logs\GetLogicalGroup.log"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of LogicalGroup
  objectID=GROUP.1
  name=LogicalGroup1
  description=
  parentID=GROUP.0
  logicalPath=Tenant1/LogicalGroup1
  capacity=2
  capacityInKB=2,098,560
  realCapacityInKB=2,098,560
  percentUsed=0
  numberOfLUNs=1
  resourceType=2
  specificationType=0
.
. (repeated for other LogicalGroup instances)
.

コマンド実行例 2
HiCommandCLI GetLogicalGroup -o "D:\logs\GetLogicalGroup.log" 
"objectid=GROUP.1" "subtarget=path"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of LogicalGroup
  objectID=GROUP.1
  name=LogicalGroup1
  description=
  parentID=GROUP.0
  logicalPath=Tenant1/LogicalGroup1
  capacity=2
  capacityInKB=2,098,560
  realCapacityInKB=2,098,560
  percentUsed=0
  numberOfLUNs=1
  resourceType=2
  specificationType=0
  List of 1 GroupElement elements:
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.10001.0.0.101
      devNum=101
      displayDevNum=00:65
      portID=0
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      portName=CL1-A
      domainID=0
      scsiID=15
      LUN=8
      wwnSecurityValidity=true

コマンド実行例 3
HiCommandCLI GetLogicalGroup -o "D:\logs\GetLogicalGroup.log" 
"targetoption=private"

コマンド実行結果 3
RESPONSE:
An instance of LogicalGroup
  objectID=GROUP.197348
  name=UG-B1
  description=UG-B1
  logicalPath=~UG-B1
  capacity=3
  capacityInKB=3,191,728
  realCapacityInKB=3,191,728
  percentUsed=0
  numberOfLUNs=4
  resourceType=0
  specificationType=-1
An instance of LogicalGroup
  objectID=GROUP.198974
  name=Volumes@UG-B1
  description=
  parentID=GROUP.197348
  logicalPath=~UG-B1/Volumes@UG-B1
  capacity=3
  capacityInKB=3,191,728
  realCapacityInKB=3,191,728
  percentUsed=0
  numberOfLUNs=4
  resourceType=2
  specificationType=1

4.3 LUN のコマンド
LUN のコマンドでは，LUN グループの管理，WWN の設定，およびホストからボリュームへのパ

スの設定ができます。

4.3.1 AddISCSINameForHostStorageDomain
AddISCSINameForHostStorageDomainコマンドは，ホストストレージドメイン（iSCSI ター

ゲット）にホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームを割り当てて，セキュリティを設定し

ます。

重要

• ホストストレージドメイン（iSCSI ターゲット）にセキュリティを設定すると，ホストストレージドメイン

が属するポートの LUN セキュリティの設定は自動的に有効になります。対象ポートの I/O が停止している

ことを確認してください。

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS でだけ使用できます。
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パラメーター

表 4-96 AddISCSINameForHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 セキュリティを設定するストレージシステムのシリアル番号

model 必須 セキュリティを設定するストレージシステムのモデル

port 任意 ホストストレージドメインが属するポート番号

パラメーター portまたは portnameのどちらか一方を必ず指

定してください。また，これらのパラメーターを同時には指定し

ないでください。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインが属するポート名

パラメーター portまたは portnameのどちらか一方を必ず指

定してください。また，これらのパラメーターを同時には指定し

ないでください。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

パラメーター domainまたは domainnicknameのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

パラメーター domainまたは domainnicknameのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

iscsiname 必須 セキュリティを設定するホスト（iSCSI イニシエーター）の

iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。また，パラ

メーター iscsinameおよび iscsinicknameに指定する数は

同じでなければなりません。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

Device Manager にホストを登録する方法として HostScanコ

マンドを使用する場合，パラメーター iscsinameには，単一の

ホストに属する iSCSI ネームを指定してください。この場合，パ

ラメーター domainnicknameに指定した値がホストのホスト

名になります。HostScanコマンドについては，「4.4.10 」を参

照してください。

iscsinickname 任意 セキュリティを設定するホスト（iSCSI イニシエーター）の

iSCSI ネームのニックネーム

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。また，パラ

メーター iscsinameおよび iscsinicknameに指定する数は

同じでなければなりません。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
+ - . = @ [ ] ^ _ { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

指定できる文字数は 1～32 バイトです。
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事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port，domain，および domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときは，パラメーター modelとパラメーター serialnum
だけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定してください。

実行結果では，An instance of HostStorageDomainの下に portID値，domainID値

および nickname値が表示されます。これらの portID値，domainID値および nickname
値をそれぞれパラメーター port，domainおよび domainnicknameとして指定してくださ

い。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

iscsinameおよび iscsinickname
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，iSCSInameおよび

nicknameが An instance of ISCSINameの下に表示されます。これらの iSCSIname値

と nickname値をそれぞれパラメーター iscsinameとパラメーター iscsinicknameとし

て指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10057，モデル：VSP G1000）で，ホストスト

レージドメイン（domain：14）が属するポート番号 156（port：156）にホスト（iSCSI イニシ

エーター）の iSCSI ネーム（iscsiname：iqn.1991-05.com.microsoft:host20）を割り当

てて，セキュリティを設定しています。

HiCommandCLI AddISCSINameForHostStorageDomain 
-o "D:\logs\AddISCSINameForHostStorageDomain.log" 
"serialnum=10057" "model=VSP G1000" "port=156" "domain=14" 
"iscsiname=iqn.1991-05.com.microsoft:host20"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  .
  . (Attributes of StorageArray are omitted here)
  .
  List of 1 HostStorageDomain elements:
    An instance of HostStorageDomain
      objectID=HSDOMAIN.R800.10057.156.14
      portID=156
      portName=CL2-H
      domainID=14
      hostMode=Standard
      hostModeOption=
      displayName=CL2-H-14
      domainType=1
      iSCSIName=iqn.1994-04.jp.co.hitachi:rsd.r80.t.10057.2h00e
      nickname=HCMD09c0e
      resourcePartitionUnitID=0
      List of 1 ISCSIName elements:
        An instance of ISCSIName
          iSCSIName=iqn.1991-05.com.microsoft:host20
          nickname=
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4.3.2 AddLun
AddLunコマンドは，ホストからボリュームへのパスを設定します。パスを設定するときは LUN 拡

張（LUSE）論理ユニットを指定できます。

重要

• ドメイン ID が 0以外のホストストレージドメインに LUN を追加すると，対象ポートの LUN セキュリ

ティが自動で有効に設定されます。対象ポートの I/O が停止していることを確認してください。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場

合，ホストストレージドメイン（port，portname，domain，domainnickname）とデバイス番号（devnum）
が，異なる仮想ストレージマシンに属しているときには，ホストモードオプション「88」を事前に設定して

おいてください。

• 容量拡張が有効なパリティグループに属するボリュームは指定できません。

• 重複排除用システムデータボリュームは指定できません。

• このコマンドは，ポートタイプが NAS Platform (User LU)のポートに対して実行しないでください。

書式

HiCommandCLI [URL] AddLun [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル [name=名前]
{port=ポート番号|portname=ポート名}
{domain=ドメイン ID|domainnickname=ドメインのニックネーム} 
[scsi=SCSI-ID] lun=有効な LUN
{devnum=デバイス番号|lusedevnums=デバイス番号のリスト}

パラメーター

表 4-97 AddLun コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 新しいパスのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 新しいパスのストレージシステムのモデル

name 任意 新しいパスの名前

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

初または 後のスペースは登録されません。

port 任意 新しいパスのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 新しいパスのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 新しいパスのドメイン ID
このパラメーターは domainnicknameと同時に指定できませ

ん。同時に指定するとエラーとなります。

このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

domainnickname 任意 新しいパスのホストストレージドメインのニックネーム

このパラメーターは domainと同時に指定できません。同時に

指定するとエラーとなります。

scsi 任意 新しいパスの SCSI ID
ファイバーチャネルの場合は，15を指定します。

lun 必須 新しいパスに使用される実際の LUN
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パラメーター名 指定のレベル 説明

devnum 任意

（VSP 5000 シリー

ズ，VSP G1000，
G1500，VSP
F1500，VSP Gx00
モデル，および VSP
Fx00 モデルの場合

は必須）

新しいパスの特定に使用されるデバイス番号（LUSE が定義され

ている場合は指定できません）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnumまたは lusedevnumsのどちらか一方を必ず指定して

ください。また，これらのパラメーターを同時には指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

lusedevnums※ 任意 パスの LUSE ボリュームを作成するための LDEV のデバイス番

号のリスト

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，および VSP Fx00 モデルの場合：

このパラメーターは指定できません。

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

複数指定する場合は，コンマで区切ります。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnumまたは lusedevnumsのどちらか一方を必ず指定して

ください。また，これらのパラメーターを同時には指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

HUS150 の場合，暗号化された LDEV と暗号化されていない

LDEV を混在させないでください。

注※

LUSE ボリュームは指定したデバイス番号の LDEV を使用して作成されます。新しい LUSE
ボリュームは同じエミュレーション，sizeInKB，および raidType属性を持つ LDEV だけ

を使用して作成されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port，domain，domainnickname，および lun
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GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain，hsdsubinfo=freelun)コマンド

の実行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター model
とパラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに

HostStorageDomain，hsdsubinfoパラメーターに freelunを指定してください。実行結

果では，An instance of HostStorageDomainの下に portID値，domainID値および

nickname値が表示されます。portID値をパラメーター portとして指定してください。

domainID値をパラメーター domainとして指定するか，nickname値をパラメーター

domainnicknameとして指定してください。パラメーター lunについては，An instance
of FreeLUNの下に表示される lun値のうち 1 つを指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

devnum
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetに LDEVを指定してください。実行結果では，LDEV の devNum値

が LDEVに表示されます。この LDEV の devNum値（path=falseおよび

onDemandDevice=false）をパラメーター devnumとして指定してください。

lusedevnums
GetStorageArray (subtarget=LDEV)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，LDEV の devNum値が LDEVに表示されます。LDEV の devNum値（path=false
および onDemandDevice=false）をパラメーターに lusedevnumsとして指定してくださ

い。同じエミュレーション，sizeInKB，および raidType属性を共有する LDEV だけを選

択し，これらをコンマで区切って指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddLun -o "D:\logs\AddLun.log" "serialnum=53038" 
"model=VSP" "name=pathA" "port=1" "domain=10" "scsi=15" 
"lun=10" "devnum=1217"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 Path elements:
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.53038.1.10.1217
      name=pathA
      devNum=1,217
      displayDevNum=00:04:C1
      portID=1
      portName=CL3-A
      domainID=10
      scsiID=15
      LUN=10
      wwnSecurityValidity=true

4.3.3 AddWWNForHostStorageDomain
AddWWNForHostStorageDomainコマンドは，WWN をホストストレージドメインの LUN に割り

当てて，セキュリティを設定します。
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重要 ホストストレージドメインにセキュリティを設定すると，ホストストレージドメインが属するポートの
LUN セキュリティの設定は自動的に有効になります。対象ポートの I/O が停止していることを確認してくださ
い。

書式

HiCommandCLI [URL] AddWWNForHostStorageDomain [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル
{port=ポート番号|portname=ポート名}
{domain=ドメイン ID|domainnickname=ドメインのニックネーム}
wwn=WWN [wwnnickname=WWNのニックネーム]

パラメーター

表 4-98 AddWWNForHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのシリアル番

号

model 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのモデル

port 任意 ホストストレージドメインのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

wwn 必須 ホストストレージドメインにセキュリティを設定する WWN の

リスト

コンマで区切って指定します。

Device Manager にホストを登録する方法として HostScanコ

マンドを使用する場合，パラメーター wwnには，単一のホスト

に属する WWN だけを指定してください。この場合，パラメー

ター domainnicknameに指定した値がホストのホスト名にな

ります。HostScanコマンドについては，「4.4.10 」を参照して

ください。

wwnnickname 任意 WWN のニックネーム

WWN のニックネームを登録する場合に指定します。複数指定

する場合は，コンマで区切ります。

パラメーター wwnとパラメーター wwnnicknameの数は同じで

なければなりません。

対応するパラメーター wwnとパラメーター wwnnicknameを同

じ順序で指定する必要があります。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( )
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パラメーター名 指定のレベル 説明

+ - . = @ [ ] ^ _ ` { } ~ スペース

初または 後の文字にスペースを使用できません。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS
の場合，バッククォート（`）は使用できません。

指定できる文字数は次のとおりです。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，および VSP
F1500：1～64 バイト

• VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデル：1～64 バイト

• Virtual Storage Platform：1～64 バイト

• Universal Storage Platform V/VM：1～32 バイト

• Hitachi USP：
マイクロコードのバージョンが 50-04-01 より前の場合：

1～16 バイト

マイクロコードのバージョンが 50-04-01 以降の場合：

1～32 バイト

• HUS VM：1～64 バイト

• HUS100：1～32 バイト

• Hitachi AMS2000：1～32 バイト

• Hitachi SMS：1～32 バイト

• Hitachi AMS/WMS：1～16 バイト

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

portおよび domain
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときは，パラメーター modelとパラメーター serialnum
だけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定してください。

実行結果では，An instance of HostStorageDomainの下に portID値と domainID値

が表示されます。これらの portID値と domainID値をそれぞれパラメーター portとパラ

メーター domainとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

wwn
GetStorageArray (subtarget=Port，portsubinfo=WWN)コマンドの実行結果から取得し

てください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Port，パラメーター portsubinfo
に WWNを指定してください。実行結果では，An instance of WWNの下に wwn値が表示さ

れます。この wwn値をパラメーター wwnとして指定してください。

domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，nicknameが An instance of HostStorageDomainの下に表

示されます。この値を domainnicknameとして指定してください。
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コマンド実行例

HiCommandCLI AddWWNForHostStorageDomain 
-o "D:\logs\AddWWNForHostStorageDomain1.log" "serialnum=53038" 
"model=VSP" "port=1" "domain=10" 
"wwn=22.33.44.55.44.55.44.33,11.33.22.33.44.33.22.22"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
         .
         . (Attributes of StorageArray are omitted here)
         .
  List of 1 HostStorageDomain elements:
    An instance of HostStorageDomain
      objectID=HSDOMAIN.R700.53038.1.10
      portID=1
      portName=CL3-A
      domainID=10
      hostMode=Windows Extension
      hostModeOption=
      displayName=CL3-A-10
      domainType=0
      nickname=bs10300-6
      resourcePartitionUnitID=0
      List of 2 WWN elements:
        An instance of WWN
          WWN=22.33.44.55.44.55.44.33
          nickname=
        An instance of WWN
          WWN=11.33.22.33.44.33.22.22
          nickname=

4.3.4 DeleteISCSINameForHostStorageDomain
DeleteISCSINameForHostStorageDomainコマンドは，指定されたホストストレージドメイン

の下に存在するホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームを削除し，LUN のセキュリティ

を解除します。

重要 このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS でだけ使用できます。

パラメーター

表 4-99 DeleteISCSINameForHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 セキュリティを解除するストレージシステムのシリアル番号

model 必須 セキュリティを解除するストレージシステムのモデル

port 任意 ホストストレージドメインが属するポート番号

パラメーター portまたは portnameのどちらか一方を必ず指

定してください。また，これらのパラメーターを同時には指定し

ないでください。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインが属するポート名

パラメーター portまたは portnameのどちらか一方を必ず指

定してください。また，これらのパラメーターを同時には指定し

ないでください。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

パラメーター domainまたは domainnicknameのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

パラメーター domainまたは domainnicknameのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

iscsiname 任意 セキュリティを解除するホスト（iSCSI イニシエーター）の

iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

パラメーター iscsinameまたは iscsinicknameのどちらか

一方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同

時には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなり

ます。

iscsinickname 任意 セキュリティを解除するホスト（iSCSI イニシエーター）の

iSCSI ネームのニックネーム

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

パラメーター iscsinameまたは iscsinicknameのどちらか

一方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同

時には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなり

ます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port, domain，domainnickname，iscsinameおよび iscsinickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain，hsdsubinfo=ISCSIName)コマン

ドの実行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター model
とパラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに

HostStorageDomain，パラメーター hsdsubinfoに ISCSINameを指定してください。実

行結果では，portID値，domainID値および nickname値が An instance of
HostStorageDomainの下に表示されます。これらの domainID値と portID値をそれぞれ

パラメーター domainとパラメーター portとして指定してください。セキュリティを解除

するホストの iSCSI ネームおよび iSCSI ネームのニックネームは，List of (nn)
ISCSIName elementsに表示されます。ここで，nn は ISCSIName の数を示します。この

リストから対象となる ISCSIName を選択し，iSCSIname値と nickname値をそれぞれパラ

メーター iscsinameとパラメーター iscsinicknameとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。
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コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10057，モデル：VSP G1000）で，ホストスト

レージドメイン（domain：14）が属するポート番号 156（port：156）の下のホスト（iSCSI イ
ニシエーター）の iSCSI ネーム（iscsiname：iqn.1991-05.com.microsoft:host20）を削

除し，LUN のセキュリティを解除しています。

HiCommandCLI DeleteISCSINameForHostStorageDomain 
-o "D:\logs\DeleteISCSINameForHostStorageDomain.log" 
"serialnum=10057" "model=VSP G1000" "port=156" "domain=14"
"iscsiname=iqn.1991-05.com.microsoft:host20"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.3.5 DeleteLun
DeleteLunコマンドは，ホストからボリュームへ設定したパスを削除します。

重要 このコマンドは，ポートタイプが NAS Platform (User LU)のポートに対して実行しないでください。

パラメーター

表 4-100 DeleteLun コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 パスのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 パスのストレージシステムのモデル

port 任意 パスのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 パスのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 パスが属するホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 パスが属するホストストレージドメインのニックネーム

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

devnum 必須 パスの特定に使用されるデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は
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パラメーター名 指定のレベル 説明

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

deletionoption 任意 パス削除時のオプション

• lusekeep
LUSE を削除しない場合に指定します。このパラメーター

値を省略すると LUSE が削除されます。VSP 5000 シリー

ズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

および VSP Fx00 モデルの場合，このパラメーター値は無視

されます。

• force
ホストにリザーブされているパスを強制的に削除する場合

に指定します。このパラメーター値は，nondisruptive
migration のトラブルシューティングで使用します。

Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，または HUS VM の場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port，domain，および devnum
GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetに Pathを指定してください。実行結果では，An instance of
Pathの下に devNum値，domainID値，portID値が表示されます。これらの devNum値，

domainID値，および portID値を，それぞれパラメーター devnum，パラメーター domain，
およびパラメーター portとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。実行結果では，nicknameが An instance of HostStorageDomainの下に表

示されます。この値を domainnicknameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteLun -o "D:\logs\DeleteLun.log" "serialnum=53039" 
"model=VSP" "port=1" "domain=1" "devnum=1"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)
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4.3.6 DeleteWWN
DeleteWWNコマンドは，ポートから WWN を削除します。

パラメーター

表 4-101 DeleteWWN コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ポートのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ポートのストレージシステムのモデル

port 任意 ポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

wwn 必須 ポートから削除する WWN

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

portおよび wwn
GetStorageArray (subtarget=Port，portsubinfo=WWN)コマンドの実行結果から取得し

てください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに Port，パラメーター portsubinfo
に WWNを指定してください。実行結果では，An instance of Portの下に portID値が表

示されます。この portID値をパラメーター portとして指定してください。このポートの

WWN は List of (nn) WWN elementsに表示されます。ここでnn は WWN の数を示し

ます。このリストから対象となる WWN を選択し，これをパラメーター wwnとして指定して

ください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteWWN -o "D:\logs\DeleteWWN.log" "serialnum=53038" 
"model=VSP" "port=1" "wwn=22.33.44.55.44.55.44.33"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)
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4.3.7 DeleteWWNForHostStorageDomain
DeleteWWNForHostStorageDomainコマンドは，指定されたホストストレージドメインの下に存

在する LUN のセキュリティを解除します。ホストストレージドメインがすでに存在し，セキュリ

ティが設定されている必要があります。

パラメーター

表 4-102 DeleteWWNForHostStorageDomain コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのシリアル番

号

model 必須 ホストストレージドメインのストレージシステムのモデル

port 任意 ホストストレージドメインのポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 ホストストレージドメインのポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 任意 ホストストレージドメインのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

domainnickname 任意 ホストストレージドメインのニックネーム

domainまたは domainnicknameのどちらか一方を必ず指定し

てください。また，これらのパラメーターを同時には指定しない

でください。同時に指定するとエラーとなります。

wwn 任意 ホストストレージドメインのセキュリティを解除する WWN の

リスト

複数指定する場合はコンマで区切って指定します。

wwnまたは wwnnicknameのどちらか一方を必ず指定してくだ

さい。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくだ

さい。同時に指定するとエラーとなります。

wwnnickname 任意 ホストストレージドメインのセキュリティを解除する WWN の

ニックネーム

複数指定する場合はコンマで区切って指定します。

wwnまたは wwnnicknameのどちらか一方を必ず指定してくだ

さい。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくだ

さい。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

domain，port，および wwn
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GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain，hsdsubinfo=WWN)コマンドの実

行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパ

ラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに HostStorageDomain，
パラメーター hsdsubinfoに WWNを指定してください。実行結果では，domainID値と

portID値が An instance of HostStorageDomainの下に表示されます。これらの

domainID値と portID値をそれぞれパラメーター domainとパラメーター portとして指

定してください。このホストストレージドメインの WWN は，List of (nn) WWN
elementsに表示されます。ここで，nn は WWN の数を示します。このリストから対象とな

る WWN を選択し，これをパラメーター wwnとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

domainnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)コマンドの実行結果から取得して

ください。このコマンドを実行するときにはパラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには HostStorageDomainを指定して

ください。実行結果では，nicknameが An instance of HostStorageDomainの下に表

示されます。この値を domainnicknameとして指定してください。

wwnnickname
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain，hsdsubinfo=WWN)コマンドの実

行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパ

ラメーター serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetに HostStorageDomain，
パラメーター hsdsubinfoに WWNを指定してください。実行結果では，nicknameが An
instance of WWNの下に表示されます。この値をパラメーター wwnnicknameとして指定

してください。このホストストレージドメインの WWN は，List of (nn) WWN elements
に表示されます。ここで，nn は WWN の数を示します。このリストから対象となる WWN を

選択し，これをパラメーター wwnnicknameとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteWWNForHostStorageDomain 
-o "D:\logs\DeleteWWNForHostStorageDomain.log" "serialnum=53039" 
"model=VSP" "port=1" "domain=1" 
"wwn=AA.AA.AA.AA.AA.AA.AA.AA"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.4 ホスト管理のコマンド
ホスト管理のコマンドでは，ホスト情報およびホストが使用しているストレージの情報

（HostInfo）を管理できます。

4.4.1 AddHost
AddHostコマンドは，ホストの情報を Device Manager サーバに登録します。

重要
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• Host Data Collector を使用して仮想化サーバを登録する場合は，AddVirtualizationServerコマンド

を使用してください。また，次の情報を管理する場合も AddVirtualizationServerコマンドを使用して

ください。

- CommParameters
- Datastore
- VirtualDisk
- VM

• このコマンドは，ファイルサーバをサポートしていません。

パラメーター

表 4-103 AddHost コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

hostname 必須 新規ホストの名前

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

初または 後のスペースは登録されません。

GUI と併用する場合は GUI の入力規則に従ってください。

wwnlist 任意 WWN のリスト

コンマで区切って指定します。

ipaddress 任意 新規ホストの IPv4 の IP アドレス

ipv6address 任意 新規ホストの IPv6 の IP アドレス

hosttype 任意 ホストのタイプを示す値

メインフレームホストを登録する場合に，2を指定します。

メインフレームホストの登録については「A 」を参照してくださ

い。

通常ホストまたは仮想化サーバを登録する場合，このパラメー

ターは省略します。パラメーター ostypeと同時には指定しな

いでください。

iscsinamelist 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームのリスト

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

次の場合，このパラメーターは指定できません。

• パラメーター hosttypeに 2を指定した場合

• パラメーター ostypeに VMwareを指定した場合

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

ostype 任意 ホストの OS タイプ

指定できる値は次のとおりです。大文字と小文字は区別されま

せん。

通常ホストを登録する場合：

- AIX
- HP-UX
- Linux
- SunOS
- Windows
- Others

仮想化サーバを登録する場合：

VMware
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定すると，ホストのタイプが通常ホストま

たは仮想化サーバに自動で設定されます。

パラメーター hosttypeと同時には指定しないでください。パ

ラメーター hosttypeおよびこのパラメーターの両方を省略し

た場合は，ostypeに Othersが設定されたと見なされ，指定し

たホストは通常ホストとして登録されます。

takeoverwwn 任意 先に登録された通常ホストの WWN を仮想化サーバに移行する

場合にだけ，trueを指定します。

このパラメーターを指定して仮想化サーバを登録すると，パラ

メーター wwnlistで指定した WWN が，すでに登録されている

通常ホストの WWN と重複したときに，通常ホストの WWN が

仮想化サーバに移行されます。

このパラメーターは，パラメーター ostypeに VMwareを指定し

た場合だけ指定できます。パラメーター ostypeに VMwareを

指定してこのパラメーターを省略した場合は，WWN が重複して

いるとエラーになり，指定したホストは登録されません。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddHost -o "D:\logs\AddHost.log" "hostname=toro2" 
"wwnlist=AA.CC.CC.CC.CC.CC.CC.CC,00.CC.CC.CC.CC.CC.CC.CC" 
"ipaddress=192.168.32.63" "takeoverwwn=true" "ostype=VMware"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.279
  name=toro2
  hostID=279
  ipAddress=192.168.32.63
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=-1
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0

4.4.2 AddHostInfo
AddHostInfoコマンドは，LUN の HostInfo（ホストが使用しているストレージの情報）を追加

します。

重要 このコマンドは，仮想化サーバおよびファイルサーバをサポートしていません。

パラメーター

表 4-104 AddHostInfo コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 パスのストレージシステムのシリアル番号

model 必須 パスのストレージシステムのモデル

hostname 必須 HostInfoオブジェクトの名前

指定できる文字数は 1～50 バイトです。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ipaddress 任意 ホストの IPv4 の IP アドレス

ipv6address 任意 ホストの IPv6 の IP アドレス

mountpoint 任意 パスに対応したホストファイルシステムのマウントポイント

port 任意 パスがあるポート番号

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 パスがあるポート名

portまたは portnameのどちらか一方を必ず指定してくださ

い。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでくださ

い。同時に指定するとエラーとなります。

domain 必須 パスのドメイン ID
このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnum 必須 パスのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

osscsibus 必須 ホスト SCSI バス番号

osscsiid 必須 仮想化ホスト SCSI ID

oslun 必須 仮想化ホスト LUN

portwwn 任意 ホストバスアダプターのポート WWN
パラメーター portwwnおよび portiscsinameを同時に指定

しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

filetype 任意 ファイルシステムのタイプ

filename 任意 ファイルシステムの名前

size 任意 LUN のサイズ（MB）

percentused 任意 LUN の使用率（%）

portiscsiname 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS

ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

パラメーター portwwnおよび portiscsinameを同時に指定

しないでください。同時に指定するとエラーとなります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

Hitachi SMS）

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

port，domain，および devnum
GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドの実行結果から取得してください。

GetStorageArrayコマンドを実行する時には，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定し，パラメーター subtargetには Pathを指定してください。実行結

果では，Pathに portID値，domainID値，および devNum値が表示されます。これらの

portID値，domainID値，および devNum値をそれぞれパラメーター port，パラメーター

domain，およびパラメーター devnumとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）の LUN（デバ

イス番号：12306，ポート番号：13，ドメイン ID：2）に接続するホストに関する次の情報を，

AddHostInfoコマンドで指定します。

• HostInfoオブジェクト名：R8000000
• ホスト IP アドレス：172.16.64.159
• マウントポイント：D：
• ファイルシステムのタイプ：NTFS
• ファイル名：D：
• SCSI バス番号：0
• ホスト LUN：103
• ポート WWN：11.22.33.44.55.66.77.88
• LUN サイズ：10MB

• 使用中の LUN：10%
HiCommandCLI AddHostInfo -o "D:\logs\AddHostInfo.log" 
"serialnum=10182" "model=VSP G1000" "hostname=R8000000" 
"ipaddress=172.16.64.159" "mountpoint=D:" "port=13" "domain=2" 
"devnum=12306" "osscsibus=0" "osscsiid=15" 
"oslun=103" "portwwn=11.22.33.44.55.66.77.88" "filetype=NTFS" 
"filename=D:" "size=10" "percentused=10"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of HostInfo
  objectID=HOSTINFO.R8000000.0.15.103
  name=R8000000
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
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  ipAddress=172.16.64.159
  mountPoint=D:
  portID=13
  portName=CL3-F
  domainID=2
  scsiID=15
  lun=103
  devNum=12,306
  displayDevNum=00:30:12
  osScsiBus=0
  osScsiID=15
  osLun=103
  portWWN=11.22.33.44.55.66.77.88
  fileSystemType=NTFS
  fileSystemName=D:
  sizeInMB=10
  percentUsed=10
  lastUpdated=1408686901

4.4.3 AddHostRefresh
AddHostRefreshコマンドは，Device Manager が管理するホストについての情報を更新します。

重要

• このコマンドは，仮想化サーバをサポートしていません。Host Data Collector を使用して登録した仮想化

サーバの情報を 新の状態に更新する場合は，RefreshVirtualizationServerコマンドを使用してく

ださい。

• このコマンドは，ファイルサーバをサポートしていません。

• コピーペアを一括管理しているホストと異なるホストを使って作成したコピーペアの場合，コピーペアを一

括管理しているホストがこのペアボリュームを認識していないとき，AddHostRefreshコマンドを実行し

てもコピーペアのコピー状態は更新されません。この場合はコピー状態を更新したいペアボリュームを持

つストレージシステムを，AddStorageArrayコマンドを使用してリフレッシュしてください。

書式

特定のホストの情報を更新する場合：

HiCommandCLI [URL] AddHostRefresh [オプション]
{objectid=対象ホストのオブジェクト ID|hostname=対象ホストの名前}

パラメーター

表 4-105 AddHostRefresh コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意 対象ホストのオブジェクト ID
objectidまたは hostnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでく

ださい。同時に指定するとエラーとなります。

hostname 任意 対象ホストの名前

objectidまたは hostnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。また，これらのパラメーターを同時には指定しないでく

ださい。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドの実行結果では，

objectID値が An instance of Hostの下に表示されます。この objectID値を使用し

てパラメーター objectidを指定します。
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hostname
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドの実行結果では，name値

が An instance of Hostの下に表示されます。この name値を使用してパラメーター

hostnameを指定します。

コマンド実行例

この例では，AddHostRefreshコマンドを実行して HOST.5というオブジェクト ID を持つホスト

についての 新情報を取得します。

HiCommandCLI AddHostRefresh -o "D:\logs\AddHostRefresh.log" 
"objectid=HOST.5"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=Host.5
  name=rise
  hostID=5
  ipAddress=192.168.32.164
  capacityInKB=0
  hostType=-1
  managedBy=-1
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0

4.4.4 AddVirtualizationServer
AddVirtualizationServerコマンドは，Host Data Collector を使用して仮想化サーバを

Device Manager サーバのデータベースに登録します。

すでに登録されている仮想化サーバに対しては，Device Manager サーバのデータベースの情報を

新の状態に更新します。また，VMware vCenter Server の管理対象から取り除かれた仮想化サー

バの情報は，Device Manager サーバのデータベースから削除されます。このコマンドを実行する

には，認証情報（hostuseridおよび hostuserpassword）が必要です。認証情報を指定しない

で情報を 新の状態に更新する場合は，「4.4.16 RefreshVirtualizationServer」を使用してくださ

い。

重要

• Host Data Collector を使用しないで仮想化サーバを登録する場合は，AddHostコマンドを使用します。

• 指定する Host Data Collector は，hostdatacollectors.properties（Host Data Collector との連携

に関するプロパティファイル）に設定されている必要があります。Host Data Collector のセットアップ方

法については，マニュアル「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

• VMware vCenter Server で仮想化サーバを統合管理する構成の場合，仮想化サーバを登録するときの注意

事項を次に示します。

・Device Manager サーバに登録されるホスト名は，VMware vCenter Server に登録されている仮想化サー

バの名前です。例えば，VMware vCenter Server に登録されている仮想化サーバの名前が IP アドレスの場

合，Device Manager サーバに登録されるホスト名も IP アドレスとなります。

・仮想化サーバが VMware vCenter Server から切断されていたり，切断後に再接続されていたりする場合，

その仮想化サーバが Device Manager サーバに正しく登録されないおそれがあります。この場合，仮想化

サーバの管理クライアントを使用して，VMware vCenter Server から対象の仮想化サーバをいったん削除

し，再度登録してください。そのあとでコマンドを実行してください。

・VMware vCenter Server で統合管理している仮想化サーバがすべて削除されている場合，VMware
vCenter Server の情報も同時に削除されます。
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書式

HiCommandCLI [URL] AddVirtualizationServer [オプション]
ipaddress=仮想化サーバの IPアドレス※ hosttype=3 
hostprotocol={Secure|Non-secure} hostuserid=仮想化サーバのユーザー ID※ 
hostuserpassword=仮想化サーバのユーザーパスワード※

hdcipaddress=Host Data Collectorの IPアドレス

注※

VMware vCenter Server で仮想化サーバを統合管理している構成の場合は，VMware vCenter
Server の値を指定してください。VMware vCenter Server が管理しているすべての仮想化

サーバの情報が登録されます。

パラメーター

表 4-106 AddVirtualizationServer コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

ipaddress 必須 仮想化サーバまたは VMware vCenter Server の IP アドレス

IPv4 または IPv6 の IP アドレスが指定できます。

hosttype 必須 ホストのタイプを示す値

3を指定します。

3は，仮想化サーバ（VMware ESXi）を示します。

hostprotocol 必須 仮想化サーバの情報を取得するための通信プロトコル

Host Data Collector と仮想化サーバまたは VMware vCenter
Server の間の通信プロトコルを指定します。

• Non-secure：HTTP を使用して通信する

• Secure：HTTPS を使用して通信する

hostuserid 必須 仮想化サーバまたは VMware vCenter Server の管理者権限を持

つユーザー ID

hostuserpasswo
rd

必須 パラメーター hostuseridに指定したユーザー ID のパスワー

ド

hdcipaddress 必須 Host Data Collector の IP アドレス

IP アドレス（IPv4 または IPv6），またはホスト名が指定できま

す。

hostdatacollectors.propertiesに設定されている値を指

定してください。

バージョン 8.0 より前の Device Manager で登録した，vMA で

管理されている仮想化サーバの場合，このパラメーターで指定し

た Host Data Collector に管理方法が切り替わります。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例

この例では，Host Data Collector（IP アドレス：10.208.119.110）を使用して仮想化サーバ（IP
アドレス：10.208.119.113）にアクセスし，仮想化サーバ（ホストのタイプ：3）を検出します。

検出された仮想化サーバに関する情報は，Device Manager サーバのデータベースに登録されます。

HiCommandCLI AddVirtualizationServer -o "D:\logs
\AddVirtualizationServer.log" ipaddress=10.208.119.113 hosttype=3 
hostprotocol=Secure hostuserid=root "hostuserpassword=boss!" 
hdcipaddress=10.208.119.110

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
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  objectID=HOST.13
  name=boss.boss
  hostID=13
  capacityInKB=21,995,840
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.19
    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.18
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.208.119.110
      ipAddress=10.208.119.113
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=root

4.4.5 DeleteHost
DeleteHostコマンドは，Device Manager サーバからホストの情報を削除します。

重要

• DeleteHostコマンドは，ホストのタイプが External ポートのホストの情報は削除できません。

• VMware vCenter Server で統合管理している仮想化サーバを削除する場合，その管理下の仮想化サーバが

すべて削除されると，VMware vCenter Server の情報も削除されます。

パラメーター

表 4-107 DeleteHost コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意※ 削除するホストのオブジェクト ID

hostname 任意※ 削除するホストの名前

注※

objectidまたは hostnameのどちらか一方を必ず指定してください。また，これらのパラ

メーターを同時には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance of
Hostの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター objectidと

して指定してください。

hostname
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドの実行結果では，name値

が An instance of Hostの下に表示されます。この name値を使用してパラメーター

hostnameを指定します。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteHost -o "D:\logs\DeleteHost.log" "objectid=HOST.1"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.4.6 DeleteHostInfo
DeleteHostInfoコマンドは，Device Manager サーバから HostInfoインスタンスを削除しま

す。

重要 このコマンドは，仮想化サーバおよびファイルサーバをサポートしていません。

パラメーター

表 4-108 DeleteHostInfo コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 必須 削除する HostInfoのオブジェクト ID

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetHostInfoコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance of
HostInfoの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター

objectidとして指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteHostInfo -o "D:\logs\DeleteHostInfo.log" 
"objectid=HOSTINFO.R8000000.0.15.103"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.4.7 GetHost
GetHostコマンドは，ホストに関する情報を取得します。

重要 1 つのボリュームに対して仮想化サーバから 2 つ以上のパスが設定されている場合，対象ボリュームに対
する HostInfoインスタンスの portID属性，domainID属性，および scsiID属性の値が正しくないおそれ
があります。これらの情報は仮想化サーバの管理クライアントで確認してください。

書式

すべてのホスト情報を取得する場合，または特定のタイプのホスト情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
[hostfilter=情報を取得するホストのタイプ]

特定のホスト情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
{objectid=情報を取得するホストのオブジェクト ID
|hostname=情報を取得するホストの名前}

ホストに含まれる特定の構成定義ファイルの情報を取得する場合，またはホストに関連づけられた

特定のコピーグループの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
objectid=情報を取得するホストのオブジェクト ID
{configfileid=ホストの RAID Managerの構成定義ファイルのオブジェクト ID
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|configfileid=ホストの RAID Managerの構成定義ファイルのオブジェクト ID
replicationgroupid=ホストに関連づけられたコピーグループ}

ホストに関連づけられたすべてのスナップショットグループの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
objectid=情報を取得するホストのオブジェクト ID
model=情報を取得するスナップショットグループのストレージシステムのモデル
serialnum=情報を取得するスナップショットグループのストレージシステムのシリアル番号
subtarget=SnapshotGroup

ホストに関連づけられた特定のスナップショットグループおよびその特定のスナップショットグ

ループに属する Thin Image のコピーペアの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
objectid=情報を取得するホストのオブジェクト ID
model=情報を取得するスナップショットグループのストレージシステムのモデル
serialnum=情報を取得するスナップショットグループのストレージシステムのシリアル番号
subtarget=SnapshotGroup
{snapshotgroupid=情報を取得するスナップショットグループの ID
|snapshotgroupname=情報を取得するスナップショットグループの名前}
snapshotgrpsubinfo=ReplicationInfo

ホストに関連づけられたすべてのボリュームの仮想情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetHost [オプション]
objectid=情報を取得するホストのオブジェクト ID subtarget=LogicalUnit
lusubinfo=LDEV ldevsubinfo=VLDEV

パラメーター

表 4-109 GetHost コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意 情報を取得するホストのオブジェクト ID
すべてのホストを対象とする場合は省略します。

このパラメーターは hostnameおよび hostfilterと同時に

指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

hostname 任意 情報を取得するホストの名前

すべてのホストを対象とする場合は省略します。

このパラメーターは objectidおよび hostfilterと同時に

指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

configfileid 任意 ホストの RAID Manager の構成定義ファイルのオブジェクト

ID
このパラメーターを省略すると，ホストに含まれる構成定義

ファイルに関する情報が取得されます。このパラメーターを指

定する場合は，パラメーター objectidも指定する必要があり

ます。

subtargetに SnapshotGroupを指定した場合，このパラ

メーターは指定しないでください。

replicationgroupi
d

任意 ホストに関連づけられたコピーグループ

（ReplicationGroup）の ID
このパラメーターを指定する場合は，パラメーター objectid
とパラメーター configfileidも指定する必要があります。

subtargetに SnapshotGroupを指定した場合，このパラ

メーターは指定しないでください。

hostfilter 任意 情報を取得するホストのタイプ

すべてのホストを対象とする場合は省略します。

指定できる値を次に示します。

• NORMAL：通常ホスト

• EXT_PORT：External ポート

• MAINFRAME：メインフレームホスト

• VMWARE_ESX：仮想化サーバ（VMware ESXi）
• FILE_SERVER：ファイルサーバ
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パラメーター名 指定のレベル 説明

複数指定する場合は，セミコロンで区切って指定します。

このパラメーターは objectidおよび hostnameと同時に指

定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

subtarget 任意 ホストに関する情報に加え，構成要素の情報を取得する場合に

指定します。

指定できる値を次に示します。

• CommParameters：CommParametersインスタンス

• Datastore：Datastoreインスタンスおよび Datastore
インスタンスに関連する VirtualDiskインスタンス

• LogicalUnit：LogicalUnitインスタンス

• SnapshotGroup：SnapshotGroupインスタンスおよび

SnapshotGroupインスタンスに関連する

ReplicationInfoインスタンス

• VM：VMインスタンスおよび VMインスタンスに関連する

LogicalUnitインスタンス

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

lusubinfo 任意 論理ユニットに関する情報を取得する場合に指定します。

指定できる値を次に示します。

• LDEV：LDEVインスタンス

• Path：Pathインスタンス

• SnapshotSummary：SnapShotSummaryインスタンス

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

このパラメーターを指定する場合，

「subtarget=LogicalUnit」を同時に指定する必要がありま

す。

pathsubinfo 任意 パスに関する HostInfo情報（HostInfoインスタンス）を取

得する場合に指定します。

指定できる値は，HostInfoだけです。

このパラメーターを指定する場合，

「subtarget=LogicalUnit」および「lusubinfo=Path」を

同時に指定する必要があります。

ldevsubinfo 任意 仮想 LDEV に関する情報（VLDEVインスタンス）を取得する

場合に指定します。

指定できる値は，VLDEVだけです。

このパラメーターを指定する場合，

「subtarget=LogicalUnit」および「lusubinfo=LDEV」を

同時に指定する必要があります。

snapshotgrpsubinf
o

任意 スナップショットグループに属する Thin Image のコピーペア

の情報を取得する場合に指定します。

指定できる値は，ReplicationInfoだけです。

serialnum 任意 情報を取得するスナップショットグループのストレージシステ

ムのシリアル番号

このパラメーターを指定する場合，

「subtarget=SnapshotGroup」を同時に指定する必要があり

ます。

model 任意 情報を取得するスナップショットグループのストレージシステ

ムのモデル

このパラメーターを指定する場合，

「subtarget=SnapshotGroup」を同時に指定する必要があり

ます。

snapshotgroupid 任意 情報を取得するスナップショットグループの ID
パラメーター snapshotgrpsubinfoを指定した場合，パラ

メーター snapshotgroupidまたは snapshotgroupname
のどちらか一方を必ず指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

snapshotgroupname 任意 情報を取得するスナップショットグループの名前

パラメーター snapshotgrpsubinfoを指定した場合，パラ

メーター snapshotgroupidまたは snapshotgroupname
のどちらか一方を必ず指定します。

パラメーター snapshotgroupidを指定している場合，このパ

ラメーターは無視されます。

事前に取得するパラメーター値

objectid，hostname，configfileid，および replicationgroupid
パラメーターを指定しないで GetHostコマンドを実行し，その結果から値を取得してくださ

い。An instance of Hostに表示される objectIDの値をパラメーター objectidとし

て，An instance of Hostに表示される nameの値をパラメーター hostnameとして，An
instance of ConfigFileに表示される objectIDの値をパラメーター configfileid
として，An instance of An instance of ReplicationGroupに表示される

replicationGroupIDの値をパラメーター replicationgroupidとして指定してくださ

い。

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

snapshotgroupidおよび snapshotgroupname
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには SnapshotGroupを指定してください。スナップ

ショットグループに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果

では，groupID値と groupName値が An instance of SnapshotGroupの下に表示され

ます。この groupIDをパラメーター snapshotgroupidの値として指定してください。同

様に groupNameをパラメーター snapshotgroupnameの値として指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，ホストにある RAID Manager の構成定義ファイルに定義されているペア情報を取得し

ます。

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost.log" "objectid=HOST.11" 
"configFileID=CONFIGFILE.11.152"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.11
  name=bs2r3-093
  hostID=11
  ipAddress=10.197.151.93
  ipv6Address=fec0:0:0:7151:34a2:bea8:9d4d:e214
  capacityInKB=17,136,547
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 1 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=C0.03.FF.BE.83.BE.00.3A
  List of 1 ConfigFile elements:
    An instance of ConfigFile
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      objectID=CONFIGFILE.11.152
      instanceNumber=152
      controlledBy=Device Manager
      portNumber=4,000
      valid=1
      horcmVcmdSpecified=false
      List of 1 ReplicationGroup elements:
        An instance of ReplicationGroup
          objectID=REPGROUP.1
          replicationGroupID=1
          groupName=HCMD-CG0000
          pvolHostID=11
          pvolInstanceNumber=152
          pvolPortNumber=4,000
          pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
          pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
          svolHostID=11
          svolInstanceNumber=153
          svolPortNumber=4,001
          svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
          svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
          replicationFunction=ShadowImage
          copyTrackSize=3
          List of 1 ReplicationInfo elements:
            An instance of ReplicationInfo
              objectID=REPINFO.53039.1531.53039.1532
              pairName=HCMD-CP0000
              pvolSerialNumber=53039
              pvolArrayType=R700
              pvolDevNum=1,531
              displayPvolDevNum=00:05:FB
              pvolPoolID=-1
              svolSerialNumber=53039
              svolArrayType=R700
              svolDevNum=1,532
              displaySvolDevNum=00:05:FC
              svolPoolID=-1
              replicationFunction=ShadowImage
              status=8
              muNumber=0
              copyTrackSize=3
              splitTime=-1
              remotePathGroupID=-1
              pvolMngAreaPoolID=-1
              svolMngAreaPoolID=-1
              snapshotGroupID=-1
              confPvolSerialNumber=53039
              confPvolDevNum=1,531
              confSvolSerialNumber=53039
              confSvolDevNum=1,532
              quorumDiskID=-1
              pvolIOMode=-1
              svolIOMode=-1
              ctgID=-1
              deltaStatus=-1

コマンド実行例 2

この例では，ホストからアクセスできるスナップショットグループと，そのスナップショットグルー

プに属するコピーペアの情報を取得します。

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost_SnapshotGroup.log" 
"objectid=HOST.9" "model=VSP" "serialnum=10001" 
"subtarget=SnapshotGroup" "snapshotgroupname=test1" 
"snapshotgrpsubinfo=ReplicationInfo"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.9
  name=bs5205-2

370 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



  hostID=9
  ipAddress=10.197.76.123
  ipv6Address=fec0:0:0:7076:b036:e7e8:bdd9:9e34
  capacityInKB=408,103,872
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=23.88.00.00.87.1A.D9.22
    An instance of WWN
      WWN=23.88.00.00.87.1A.D9.20
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.210945.1
      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=1
      groupName=test1
      replicationFunction=ThinImage
      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.770.10001.667
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=770
          displayPvolDevNum=00:03:02
          pvolPoolID=1
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=667
          displaySvolDevNum=00:02:9B
          svolPoolID=1
          replicationFunction=ThinImage
          status=16
          muNumber=6
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=1
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1

コマンド実行例 3

この例では，パラメーター hostfilterに MAINFRAMEを指定し，メインフレームホストの情報だ

けを取得します。

HiCommandCLI GetHost hostfilter=MAINFRAME -o "D:\logs\GetHost.log"

コマンド実行結果 3
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.11
  name=testmf
  hostID=11
  capacityInKB=0
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  hostType=2
  managedBy=2
  statusOfDBUpdating=-1
An instance of Host
  objectID=HOST.12
  name=testmf2
  hostID=12
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  statusOfDBUpdating=-1

コマンド実行例 4

この例では，ホスト（hostname：test）に割り当てられている論理ユニットの情報を取得しま

す。この情報には，論理ユニットに割り当てられているパスの情報およびパスに関する HostInfo
情報が含まれます。

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost_LogicalUnit.log" 
"hostname=test" subtarget=LogicalUnit lusubinfo=Path pathsubinfo=HostInfo

コマンド実行結果 4
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.39
  name=test
  hostID=39
  capacityInKB=8,097,280
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
  List of 1 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=10.00.00.00.C9.6F.EB.D6
  List of 6 Lu elements:
    An instance of LogicalUnit
      objectID=LU.R600.10037.1008
      devNum=1,008
      emulation=OPEN-V
      devCount=1
      devType=
      capacityInKB=2,000,000
      numberOfLBAs=4,000,000
      path=true
      commandDevice=false
      commandDeviceEx=0
      commandDeviceSecurity=false
      deviceGroupDefinition=false
      chassis=1
      arrayGroup=0
      raidType=RAID5(3D+1P)
      currentPortController=-1
      defaultPortController=-1
      isComposite=0
      trueCopyVolumeType=Simplex
      shadowImageVolumeType=Simplex
      quickShadowVolumeType=Simplex
      universalReplicatorVolumeType=Simplex
      globalActiveDeviceVolumeType=Simplex
      sysVolFlag=0
      externalVolume=0
      differentialManagement=false
      quickShadowPoolID=-1
      universalReplicatorPoolID=-1
      dpType=-1
      consumedCapacityInKB=2,000,000
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      dpPoolID=-1
      threshold=-1
      tcaPoolID=-1
      dpPoolVolControlFlag=-1
      managementAreaPoolID=-1
      List of 3 Path elements:
        An instance of Path
          objectID=PATH.R600.10037.9.15.1008
          devNum=1,008
          portID=9
          domainID=15
          scsiID=15
          LUN=12
          wwnSecurityValidity=true
        An instance of Path
          objectID=PATH.R600.10037.10.7.1008
          devNum=1,008
          portID=10
          domainID=7
          scsiID=15
          LUN=20
          wwnSecurityValidity=true
        An instance of Path
          objectID=PATH.R600.10037.11.7.1008
          devNum=1,008
          portID=11
          domainID=7
          scsiID=15
          LUN=20
          wwnSecurityValidity=true
          List of 1 HostInfo elements:
            An instance of HostInfo
              objectID=HOSTINFO.test.1.4.20
              name=test
              serialNumber=10037
              arrayType=R600
              mountPoint=
              portID=11
              portName=CL7-E
              domainID=7
              scsiID=15
              lun=20
              devNum=1,008
              displayDevNum=00:03:F0
              osScsiBus=1
              osScsiID=4
              osLun=20
              portWWN=10.00.00.00.C9.6F.EB.D6
              fileSystemType=Datastore
              fileSystemName=
              datastoreName=R600#2_1
              sizeInMB=1,953
              percentUsed=-1
              lastUpdated=1254708417
    An instance of LogicalUnit
      .
      . (Attributes of LogicalUnit are omitted here)
      .

コマンド実行例 5

この例では，Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバ（hostname：boss.boss）の

情報，および仮想化サーバに接続するための情報を取得します。

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost_CommParameters.log" 
"hostname=boss.boss" subtarget=CommParameters

コマンド実行結果 5
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.13
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  name=boss.boss
  hostID=13
  capacityInKB=21,995,840
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
  List of 1 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=10.00.00.00.C9.6F.E8.FD
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.208.119.110
      ipAddress=10.208.119.113
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=root

コマンド実行例 6

この例では，Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバ（hostname：ha8krs02）の

ディスク構成に関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost_VM_Datastore.log" 
"hostname=ha8krs02" subtarget=VM,Datastore

コマンド実行結果 6
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.5
  name=ha8krs02
  hostID=5
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=10.00.00.00.C9.95.30.81
    An instance of WWN
      WWN=10.00.00.00.C9.95.30.80
  List of 2 VM elements:
    An instance of VM
      vmID=422982d5-7784-6182-ba38-aa98a3846800
      name=vm1
      guestOSVersion=guest-OS-name
      List of 2 VirtualDisk elements:
        An instance of VirtualDisk
          vmDiskID=[datastore-1191] vm1/vm1.vmdk
          name=[ds1] vm1/vm1.vmdk
          datastoreID=datastore-1191
        An instance of VirtualDisk
          vmDiskID=[datastore-1191] vm1/vm1_1.vmdk
          name=[ds1] vm1/vm1_1.vmdk
          datastoreID=datastore-1191
    An instance of VM
      vmID=4229c3ae-f2f6-4254-3c5a-3c815f1ac6f9
      name=vm2
      guestOSVersion=guest-OS-name
      List of 3 VirtualDisk elements:
        An instance of VirtualDisk
          vmDiskID=[datastore-1191] vm2/vm2.vmdk
          name=[ds1] vm2/vm2.vmdk
          datastoreID=datastore-1191
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        An instance of VirtualDisk
          vmDiskID=[datastore-1191] vm2/vm2_1.vmdk
          name=[ds1] vm2/vm2_1.vmdk
          datastoreID=[datastore-1191] vm2/vm2_1.vmdk
        An instance of VirtualDisk
          vmDiskID=[datastore-1191] vm2/vm2_2.vmdk
          name=[ds1] vm2/vm2_2.vmdk
          datastoreID=[datastore-1191] vm2/vm2_2.vmdk
  List of 4 Datastore elements:
    An instance of Datastore
      datastoreID=[datastore-1191] vm2/vm2_1.vmdk
      name=[ds1] vm2/vm2_1.vmdk
      datastoreType=2
    An instance of Datastore
      datastoreID=[datastore-1191] vm2/vm2_2.vmdk
      name=[ds1] vm2/vm2_2.vmdk
      datastoreType=2
    An instance of Datastore
      datastoreID=datastore-1176
      name=datastore1
      datastoreType=1
    An instance of Datastore
      datastoreID=datastore-1191
      name=ds1
      datastoreType=1

4.4.8 GetHostInfo
GetHostInfoコマンドは，LUN に関するホストベースの情報を取得します。

重要 1 つのボリュームに対して仮想化サーバから 2 つ以上のパスが設定されている場合，対象ボリュームに対
する HostInfoインスタンスの portID属性，domainID属性，および scsiID属性の値が正しくないおそれ
があります。これらの情報は仮想化サーバの管理クライアントで確認してください。

パラメーター

表 4-110 GetHostInfo コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意 検索する HostInfoのオブジェクト ID
必要な HostInfoのオブジェクト ID が不明な場合は，このパラ

メーターを指定しないでコマンドを実行してください。すべて

の HostInfoに関する情報を取得できます。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例 1
HiCommandCLI GetHostInfo -o "D:\logs\GetHostInfo.log" 
"objectid=HOSTINFO.R8000000.0.15.0"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of HostInfo
  objectID=HOSTINFO.R8000000.0.15.0
  name=R8000000
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  ipAddress=172.16.64.159
  mountPoint=D:
  portID=159
  portName=CL8-H
  domainID=3
  scsiID=15
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  lun=0
  devNum=6,220
  displayDevNum=00:18:4C
  osScsiBus=0
  osScsiID=15
  osLun=0
  portWWN=11.22.33.44.55.66.77.88
  fileSystemType=NTFS
  fileSystemName=D:
  sizeInMB=10
  percentUsed=10
  lastUpdated=1408687227

コマンド実行例 2
HiCommandCLI GetHostInfo -o "D:\logs\GetHostInfo.log"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of HostInfo
  objectID=HOSTINFO.R8000000.0.15.0
  name=R8000000
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  ipAddress=172.16.64.159
  mountPoint=D:
  portID=159
  portName=CL8-H
  domainID=3
  scsiID=15
  lun=0
  devNum=6,220
  displayDevNum=00:18:4C
  osScsiBus=0
  osScsiID=15
  osLun=0
  portWWN=11.22.33.44.55.66.77.88
  fileSystemType=NTFS
  fileSystemName=D:
  sizeInMB=10
  percentUsed=10
  lastUpdated=1408687227
  .
  . (repeated for other HostInfo instances)
  .

4.4.9 GetVirtualizationServer
GetVirtualizationServerコマンドは，Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバ

に関する情報や VMware vCenter Server に関する情報を取得します。

重要 このコマンドは，Host Data Collector を使用しないで登録した仮想化サーバに関する情報は取得できませ
ん。

パラメーター

表 4-111 GetVirtualizationServer コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

subtarget 任意 特定の構成要素の情報だけを取得する場合に指定します。

Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバに関する

情報を取得する場合，Hostを指定します。

VMware vCenter Server に関する情報を取得する場合，

virtualizationservermanagerを指定します。

省略した場合，両方の情報を取得します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

virtualization
servermanageri
paddress

任意 取得する VMware vCenter Server の IP アドレス

特定の VMware vCenter Server に関する情報を取得する場合に

指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター subtargetに

virtualizationservermanagerを同時に指定する必要があ

ります。

virtualization
servermanagers
ubinfo

任意 VMware vCenter Server に関する情報に加えて，その管理下の

仮想化サーバに関する情報を取得する場合に指定します。

指定できる値は，hostだけです。このパラメーターを指定する

場合，パラメーター subtargetに

virtualizationservermanagerを同時に指定する必要があ

ります。

hostname 任意 取得する仮想化サーバのホスト名

特定の仮想化サーバに関する情報を取得する場合に指定します。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター subtargetに

Hostを同時に指定する必要があります。

事前に取得するパラメーター値

virtualizationservermanageripaddress
GetVirtualizationServer (subtarget=virtualizationservermanager)コマンドの

実行結果から取得してください。実行結果では，ipAddress値が An instance of
VirtualizationServerManagerの下に表示されます。この ipAddress値をパラメー

ター virtualizationservermanageripaddressとして指定してください。

hostname
GetVirtualizationServer (subtarget=Host)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。実行結果では，name値が An instance of Hostの下に表示されます。この name値を

パラメーター hostnameとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，特定の VMware vCenter Server に関する情報に加えて，その管理下の仮想化サーバ

に関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetVirtualizationServer 
-o "D:\logs\GetVirtualizationServer_virtualizationservermanager.log" 
subtarget=virtualizationservermanager 
virtualizationservermanageripaddress=10.197.150.27 
virtualizationservermanagersubinfo=host

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
  An instance of VirtualizationServerManager
    name=manager01
    ipAddress=10.197.150.27
    userID=Administrator
    protocol=Secure
    portNumber=443
    List of 2 Host elements:
      An instance of Host
        objectID=HOST.5
        name=10.197.97.111
        hostID=5
        capacityInKB=0
        hostType=3
        managedBy=4
        osType=VMware
        statusOfDBUpdating=0
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        virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-
version
        virtualizationServerManagerName=manager01
        virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
      An instance of Host
        objectID=HOST.6
        name=10.197.73.205
        hostID=6
        capacityInKB=0
        hostType=3
        managedBy=4
        osType=VMware
        statusOfDBUpdating=0
        virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-
version
        virtualizationServerManagerName=manager01
        virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27

コマンド実行例 2

この例では，特定の仮想化サーバに関する情報を取得します。

HiCommandCLI GetVirtualizationServer 
-o "D:\logs\GetVirtualizationServer_Host.log" subtarget=Host 
hostname=192.168.105.31

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=192.168.105.31
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager02
  virtualizationServerManagerIpAddress=192.168.105.38

4.4.10 HostScan
HostScanコマンドは，ホストストレージドメインのニックネームをホスト名とするホストを

Device Manager サーバに登録し，ホストストレージドメインに割り当てられている WWN または

iSCSI ネームをホストの情報として追加します。各ホストストレージドメインに単一のホストに属

する WWN または iSCSI ネームだけが割り当てられていて，ホストストレージドメインのニック

ネームにホスト名が設定されている環境では，HostScanコマンドを利用することで Device
Manager サーバにホストを簡単に登録できます。

HostScanコマンドを使用するときの条件を次に示します。

• ストレージシステムに LUN Manager がインストールされていること

• ホストストレージドメインのニックネームにホスト名が設定されていること※

• ホストストレージドメインとホストが一対一で対応すること※

• ホストストレージドメインに割り当てられている WWN が，ホストの HBA の WWN と一致す

ること

• ホストストレージドメインに割り当てられている iSCSI ネームが，ホストの HBA または NIC
の iSCSI ネームと一致すること

注※

クラスタ構成の場合は，ニックネームに論理ホスト名を設定します。

378 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



重要

• HostScanコマンドは Device Manager サーバのデータベースの情報を基に処理します。HostScanコマ

ンドを実行する前に，対象のストレージシステムをリフレッシュ（AddStorageArrayコマンド）してくだ

さい。

• iSCSI ネームを持つ仮想化サーバが検出された場合，ホストの OS タイプが Othersの通常ホストとして登

録されます。仮想化サーバとして管理する場合は，HostScanコマンドを実行したあとに，ホストの OS タ

イプを変更してください。

HostScanコマンドは，次のように処理します。

1. ホストストレージドメインに割り当てられている WWN または iSCSI ネームのうち，既存のホ

ストに割り当てられていないものを Device Manager サーバのデータベースから検出します。

2. ニックネームが設定されているホストストレージドメインを Device Manager サーバのデータ

ベースから取得します。

このとき，ニックネームの昇順にホストストレージドメインを取得します。ニックネームの大文

字と小文字は区別されません。

3. 2 で取得した順のホストストレージドメインごとに，1 で検出した WWN または iSCSI ネーム

をホストの情報として追加します。

情報は，ホストストレージドメインのニックネームをホスト名とするホストに追加します。

該当するホストが登録されていない場合は，ホストストレージドメインのニックネームと同じホ

スト名を持つホストを登録し，情報を追加します。

同じ WWN または同じ iSCSI ネームが複数のホストストレージドメインに割り当てられている

場合は， 初のホストストレージドメインだけ処理します。

書式

指定したストレージシステムを対象にホストを検出する場合：

HiCommandCLI [URL] HostScan [オプション]
serialnum=シリアル番号 model=モデル

すべてのストレージシステムを対象にホストを検出する場合：

HiCommandCLI [URL] HostScan [オプション]
option=all

パラメーター

表 4-112 HostScan コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 任意※1, ※2 ホスト検出の対象となるストレージシステムのシリアル番号

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

model 任意※1, ※2 ホスト検出の対象となるストレージシステムのモデル

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

option 任意※1 すべてのストレージシステムを対象にホストを検出する場合の

パラメーター

指定できる値は，allです。大文字と小文字は区別されません。

注※1
パラメーター serialnumと modelを同時に指定するか，「option=all」を指定するかのど

ちらか一方を必ず行ってください。

注※2
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ストレージシステムを指定する場合は，パラメーター serialnumと modelを一組で指定する

必要があります。パラメーター serialnumと modelに指定する値の順序と数が正しいこと

を確認してください。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI HostScan -o "D:\logs\HostScan.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10182"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.4.11 ImportHosts
ImportHostsコマンドは，ホストの情報を入力ファイル（CSV 形式のホスト情報ファイル，およ

びマッピング定義ファイル）からインポートします。また，入力ファイルの情報をチェックします。

ここでは，ImportHostsコマンドの書式やパラメーターについて説明しています。入力ファイル

の作成方法や ImportHostsコマンドを使用したインポート機能の運用方法については，「7. ホス

ト情報のインポート機能」を参照してください。

注意 ホストの情報を更新（上書き）する場合，ホスト情報ファイルの該当するレコードにすべての情報が記載
されている必要があります。

例えば，ホストの IP アドレスだけを変更する場合，ホスト情報ファイルには，IP アドレス以外の情報も記載す

る必要があります。記載されていない情報は Device Manager から削除されます。

重要

• ホストを追加する場合，インポートしたホストは，通常ホストまたは仮想化サーバとして登録されます。

• ホストの情報を更新（上書き）する場合，更新対象のホストが手動で登録したホスト（AddHostコマンド

または HostScanコマンドで登録したホスト）であることを確認してください。ImportHostsコマンドで

は，Device Manager の GUI や CLI を使用して手動で登録した通常ホストまたは仮想化サーバだけが更新

されます。

書式

入力ファイルをチェックする場合：

HiCommandCLI [URL] ImportHosts [オプション]
inputfile=ホスト情報ファイル名
[mappingfile=マッピング定義ファイル名]
[resultfilepath=チェック結果出力ファイルおよびエラー情報出力ファイルの出力先]
[function=check]

ホストの情報をインポートする場合：

HiCommandCLI [URL] ImportHosts [オプション]
inputfile=ホスト情報ファイル名
[mappingfile=マッピング定義ファイル名]
[resultfilepath=エラー情報出力ファイルの出力先]
function=import [overwrite={true|false}]
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パラメーター

表 4-113 ImportHosts コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

inputfile 必須 ホスト情報ファイル名

ホストの情報を記載した CSV 形式のファイルを，絶対パスまた

は相対パスで指定します。

Device Manager に登録できないホストが記載されていた場合，

そのレコードを無視して後続のレコードが登録されます。ただ

し，ホスト情報ファイル内に同じ名前のホストが複数記述されて

いる場合は， 初のホストだけが登録されます。 初のホストが

エラーになった場合も，以降の同名ホストは登録されません。

mappingfile 任意 マッピング定義ファイル名

ホスト情報ファイルの内容とインポートするホスト情報を対応

付けたプロパティ形式のファイルを，絶対パスまたは相対パスで

指定します。

このパラメーターを省略した場合，Device Manager CLI のイン

ストール先にある import.propertiesがマッピング定義ファ

イルとして使用されます。

resultfilepath 任意 チェック結果出力ファイルおよびエラー情報出力ファイルの出

力先

チェック機能を実行した場合に出力されるチェック結果出力

ファイルや，チェック機能またはインポート機能で警告やエラー

が発生した場合に出力されるエラー情報出力ファイルの出力先

を，絶対パスまたは相対パスで指定します。

このパラメーターを省略した場合，Device Manager CLI のイン

ストール先に出力されます。

function 任意 実行する処理の種別

• check：
入力ファイルの情報の形式が正しいかをチェックする

• import：
ホストの情報をインポートする

このパラメーターを省略した場合，checkが指定されたと見なさ

れます。

overwrite 任意 すでに同じ名前のホストが Device Manager に登録されていた

場合に，そのホストの情報を更新（上書き）するかどうかを指定

します。

• true：更新する

• false：更新しない

trueを指定した場合，Device Manager の GUI や CLI
（AddHostコマンドまたは HostScanコマンド）で手動で登録し

たホストだけが更新されます。

このパラメーターを省略した場合，falseが指定されたと見なさ

れます。

パラメーター functionに checkを指定した場合，このパラ

メーターの指定は無視されます。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例 1

この例では，パラメーター functionに checkを指定して入力ファイルをチェックします。

HiCommandCLI ImportHosts "function=check" "inputfile=D:\work
\hostImport.csv" "mappingfile=D:\work\import.properties" "resultfilepath= 
D:\work"
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コマンド実行結果 1
RESPONSE:
Verification of records from 1 to 15 
in "D:\work\hostImport.csv" is complete.
    Number of hosts that can be imported = 10
    Number of hosts that cannot be imported = 5
    Number of hosts that can be imported but for which a warning was 
given = 1
    See "D:\work\ImportHostsCheckResult-20120515113355.txt" for 
information about the hosts that can be imported.
    See "D:\work\ImportHostsResult-20120515113355.log" for details about 
errors and warnings.

コマンド実行結果は標準出力に表示されます。表示されるメッセージに従って出力ファイルの内容

を確認してください。

出力項目の意味を次に示します。

• Number of hosts that can be imported
インポートできるホストの数（Number of hosts that can be imported but for
which a warning was givenの値を含む）

• Number of hosts that cannot be imported
形式不正などによってインポートできない状態のホストの数

• Number of hosts that can be imported but for which a warning was given
インポートはできるが，警告が発生したホストの数

インポート前に，エラー情報出力ファイルに出力された警告メッセージを確認してください。

コマンド実行例 2

この例では，パラメーター functionに importを指定して，ホストの情報をインポートします。

HiCommandCLI ImportHosts "function=import" "inputfile=D:\work
\hostImport.csv" "mappingfile=D:\work\import.properties" "resultfilepath= 
D:\work" "overwrite=true"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
The import of records from 1 to 10 
in "D:\work\hostImport.csv" is complete.
    Number of hosts added = 5
    Number of hosts updated = 2
    Number of hosts that failed = 3
    Number of hosts added or updated with a warning = 2
    See "D:\work\ImportHostsResult-20120515113355.log" for details about 
errors and warnings.

コマンド実行結果は標準出力に表示されます。出力ファイルがある場合，表示されるメッセージに

従ってファイルの内容を確認してください。

出力項目の意味を次に示します。

• Number of hosts added
追加されたホストの数（Number of hosts added or updated with a warningの値を

含む）

• Number of hosts updated
更新（上書き）されたホストの数（Number of hosts added or updated with a
warningの値を含む）

この項目は，パラメーター overwrite に trueを指定した場合にだけ出力されます。

• Number of hosts that failed
インポートに失敗したホストの数
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• Number of hosts added or updated with a warning
警告が発生したホストの数

4.4.12 MergeHost
MergeHostコマンドは，Device Manager サーバのデータベースに登録されているホスト（統合元

ホスト）に割り当てられた WWN または iSCSI ネームを 1 つのホスト（統合先ホスト）に統合しま

す。統合したあと，統合元ホストは削除されます。

次に示すタイプのホストは統合できません。

• メインフレームホスト

• External ポート

• Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバ

• ファイルサーバ

パラメーター

表 4-114 MergeHost コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

targetname 必須 統合先ホストのホスト名

hostnames 必須 統合元ホストのホスト名

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。このため，

ホスト名に含まれるコンマは区切り文字として認識されます。

ホスト名にコンマが含まれる場合は，MergeHostコマンドを実

行する前に，ModifyHostコマンドで，コンマを含まないホスト

名に変更してください。

一度に移行できる WWN および iSCSI ネームの合計は 100 個ま

でです。統合元ホストに割り当てられた WWN および iSCSI
ネームの合計が 100 個以下となるように統合元ホストを指定し

てください。

WWN または iSCSI ネームが登録されていないホストは指定し

ないでください。指定するとエラーとなります。

iscsinamedisca
rd

任意 通常ホストを仮想化サーバに統合する場合に，通常ホストの

iSCSI ネームを破棄するときは，trueを指定します。

統合元ホストが iSCSI ネームで管理されている通常ホストで，統

合先ホストが仮想化サーバの場合，このパラメーターを省略する

とエラーになります。

事前に取得するパラメーター値

targetnameおよび hostnames
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドの実行結果では，name値

が An instance of Hostの下に表示されます。この name値を使用してパラメーター

targetnameまたは hostnamesを指定します。

コマンド実行例

HiCommandCLI MergeHost -o "D:\logs\MergeHost.log" "targetname=host0" 
"hostnames=host6,host7" "iscsinamediscard=true"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
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  name=host0
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=-1
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=50.06.0E.80.05.27.35.47
    An instance of WWN
      WWN=10.00.00.00.C9.3D.2A.88

4.4.13 ModifyHost
ModifyHostコマンドは，ホストに関する情報を変更します。

重要

• このコマンドは，ホストのタイプが External ポートの場合，WWN や iSCSI ネームの情報，および OS タ

イプは変更できません。

• このコマンドは，メインフレームホストの OS タイプは変更できません。

• このコマンドは，Host Data Collector を使用して登録した仮想化サーバをサポートしていません。Host
Data Collector を使用して登録した仮想化サーバの情報を変更する場合は，

ModifyVirtualizationServerコマンドを使用してください。

• このコマンドは，ホストのタイプがファイルサーバの場合，ホスト名だけを変更できます。

書式

ホストのタイプが通常ホスト，仮想化サーバ，External ポート，またはメインフレームホストの場

合：

HiCommandCLI [URL] ModifyHost [オプション]
{objectid=変更するホストのオブジェクト ID
[{hostname=ホストの新しい名前|newhostname=ホストの新しい名前}]
|hostname=変更するホストの名前 [newhostname=ホストの新しい名前]}
[wwnlist=既存の WWNを置き換える WWNのリスト]
[ipaddress=既存ホストの IPv4の新規 IPアドレス]
[ipv6address=既存ホストの IPv6の新規 IPアドレス]
[iscsinamelist=ホストの iSCSIネームのリスト]
[takeoverwwn=true] [iscsinamediscard=true] [ostype=変更後の OSタイプ]

ホストのタイプがファイルサーバの場合：

HiCommandCLI [URL] ModifyHost [オプション]
{objectid=変更するホストのオブジェクト ID
[{hostname=ホストの新しい名前|newhostname=ホストの新しい名前}]
|hostname=変更するホストの名前 [newhostname=ホストの新しい名前]}

パラメーター

表 4-115 ModifyHost コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意 変更するホストのオブジェクト ID
objectidまたは hostnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。

hostname 任意 変更するホストの名前

名前を変更しない場合は省略します。

指定できる文字数は 1～64 バイトです。

このパラメーターは objectidを指定するかどうかによって指

定する値が異なります。

objectidを指定した場合：

ホストの新しい名前を指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

objectidを指定しない場合：

操作するホストの名前を指定します。

初または 後のスペースは登録されません。

GUI と併用する場合は GUI の入力規則に従ってください。

objectidまたは hostnameのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。

newhostname 任意 ホストの新しい名前

このパラメーターを指定する場合は，objectidまたは

hostnameのどちらか一方を必ず指定してください。

wwnlist 任意 既存の WWN を置き換える WWN のリスト

コンマで区切って指定します。

存在しない場合は，ホストのすべての WWN が削除されます。

ipaddress 任意 既存ホストの IPv4 の新規 IP アドレス

ホストの IPv4 の IP アドレスを変更しない場合は省略します。

ipv6address 任意 既存ホストの IPv6 の新規 IP アドレス

ホストの IPv6 の IP アドレスを変更しない場合は省略します。

iscsinamelist 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームのリスト

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

複数指定する場合は，コンマで区切って指定します。

パラメーター iscsinamelistを指定しない場合は，ホストの

iSCSI ネームはすべて削除されます。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

ModifyHostコマンドを実行したあとのホストのタイプが仮想

化サーバの場合，このパラメーターは指定できません。

ostype 任意 変更後のホストの OS タイプ

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• AIX
• HP-UX
• Linux
• SunOS
• Windows
• VMware
• Others
このパラメーターに VMwareを指定すると，ホストのタイプは仮

想化サーバに設定されます。VMware以外を指定すると，ホスト

のタイプは通常ホストに設定されます。

このパラメーターは，ホストのタイプが通常ホストまたは仮想化

サーバのホストに対して指定できます。

takeoverwwn 任意 先に登録された通常ホストの WWN を仮想化サーバに移行する

場合にだけ，trueを指定します。

このパラメーターを指定して仮想化サーバの WWN を変更する

と，変更後の WWN がすでに登録されている通常ホストの

WWN と重複したときに，通常ホストの WWN が仮想化サーバ

に移行されます。

このパラメーターは，ModifyHostコマンドを実行したあとのホ

ストのタイプが仮想化サーバのホストに対して指定できます。

このパラメーターを省略した場合，指定した WWN が通常ホスト

の WWN と重複しているとエラーになります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

iscsinamedisca
rd

任意 通常ホストの OS タイプを VMwareに変更する場合に，変更前の

ホストの iSCSI ネームを破棄するときは，trueを指定します。

iSCSI ネームで管理されている通常ホストの OS タイプを

VMwareに変更する場合，このパラメーターを省略するとエラー

になります。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance of
Hostの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター objectidと

して指定してください。

hostname
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドの実行結果では，name値

が An instance of Hostの下に表示されます。この name値を使用してパラメーター

hostnameを指定します。

コマンド実行例

HiCommandCLI ModifyHost -o "D:\logs\ModifyHost.log" "objectid=HOST.3" 
"hostname=snow" "wwnlist=12.34.56.78.90.AB.CD.EF,
01.23.45.67.89.AB.CD.EF" "ipaddress=172.18.32.9" "ostype=VMware" 
"takeoverwwn=true"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.3
  name=snow
  hostID=3
  ipAddress=172.18.32.9
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=-1
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=12.34.56.78.90.AB.CD.EF
    An instance of WWN
      WWN=01.23.45.67.89.AB.CD.EF

4.4.14 ModifyHostInfo
ModifyHostInfoコマンドは，Device Manager サーバの HostInfoを変更します。

重要 このコマンドは，仮想化サーバおよびファイルサーバをサポートしていません。

パラメーター

表 4-116 ModifyHostInfo コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 必須 変更する HostInfoのオブジェクト ID

serialnum 任意 パスが存在する新しいストレージシステムのシリアル番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

変更しない場合は省略します。

model 任意 パスが存在する新しいストレージシステムのモデル

変更しない場合は省略します。ただし，パラメーター portname
を指定するときには，このパラメーターは必ず指定してくださ

い。

ipaddress 任意 ホストの IPv4 の新規 IP アドレス

ホストの IPv4 の IP アドレスを変更しない場合は省略します。

ipv6address 任意 ホストの IPv6 の新規 IP アドレス

ホストの IPv6 の IP アドレスを変更しない場合は省略します。

mountpoint 任意 パスに対応したホストファイルシステムの新しいマウントポイ

ント

変更しない場合は省略します。

port 任意 パスの新しいポート番号

変更しない場合は省略します。

変更する場合は，portまたは portnameのどちらか一方を指定

してください。また，これらのパラメーターを同時には指定しな

いでください。同時に指定するとエラーとなります。

portname 任意 パスの新しいポート名

変更しない場合は省略します。

変更する場合は，portまたは portnameのどちらか一方を指定

してください。また，これらのパラメーターを同時には指定しな

いでください。同時に指定するとエラーとなります。

このパラメーターを指定する場合，パラメーター modelも必ず

指定します。

domain 任意 パスの新しいドメイン ID
変更しない場合は省略します。

このパラメーターは 10 進数および 16 進数で指定できます。16
進数で指定する場合は，プレフィックスとして 0xを付けてくだ

さい。

実行結果は 10 進数で出力されます。

devnum 任意 パスの新しいデバイス番号

変更しない場合は省略します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

portwwn 任意 ホストバスアダプターの新しいポート WWN
変更しない場合は省略します。

パラメーター portwwnおよび portiscsinameを同時に指定

しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

filetype 任意 ファイルシステムの新しいタイプ

変更しない場合は省略します。

filename 任意 ファイルシステムの新しい名前

変更しない場合は省略します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

size 任意 新しい LUN のサイズ（MB）

変更しない場合は省略します。

percentused 任意 新しい LUN の使用率（%）

変更しない場合は省略します。

portiscsiname 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル

HUS100
Hitachi
AMS2000/AMS/W
MS
Hitachi SMS）

ホスト（iSCSI イニシエーター）の新しい iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で指定してください。

使用できる文字は次のとおりです。

A～Z a～z 0～9 - . :
iSCSI ネームの大文字と小文字は区別されません。

指定できる文字数は 1～223 バイトです。

パラメーター portwwnおよび portiscsinameを同時に指定

しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

パラメーター portiscsinameを指定しなかった場合，ホスト

（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームは変更されません。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

objectid
GetHostInfoコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance of
HostInfoの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター

objectidとして指定してください。

devnum，domain，および port
GetStorageArray (subtarget=Path)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけを指定し，

パラメーター subtargetに Pathを指定してください。実行結果では，An instance of
Pathの下に devNum値，domainID値，および portID値が表示されます。これらの devNum
値，domainID値，および portID値をそれぞれパラメーター devnum，パラメーター

domain，パラメーター portとして指定してください。

portname
GetStorageArray (subtarget=Port)コマンドの実行結果から取得してください。実行結

果では，displayNameが An instance of Portの下に表示されます。この値を

portnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ModifyHostInfoコマンドはホストベースの情報（オブジェクト ID：

HOSTINFO.R8000000.0.15.103）を次のとおり変更します。

• 新しいストレージシステム（シリアル番号：10182，モデル：VSP G1000）に接続します。

• 新しい IP アドレスは 111.111.111.111です。

• ホストファイルシステムの新しいマウントポイントは E：です。
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• 使用される LUN は，ポート番号：159，ドメイン ID：3，およびデバイス番号：6220として

認識されます。

• HBA の新しい WWN は 11.33.55.77.99.BB.DD.FFです。

• 新しいファイルシステム名は ooで，ファイルシステムタイプは NTFS1です。

• 新しい LUN 用に 156MB が確保され，使用率は LUN サイズの 50%に設定されます。

HiCommandCLI ModifyHostInfo  -o "D:\logs\ModifyHostInfo.log" 
"objectid=HOSTINFO.R8000000.0.15.103" "model=VSP G1000" 
"serialnum=10182" "ipAddress=111.111.111.111" 
"mountpoint=E:" "port=159" "domain=3" "devnum=6220" 
"portwwn=11.33.55.77.99.BB.DD.FF" "filetype=NTFS1" "filename=oo" 
"size=156" "percentused=50"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of HostInfo
  objectID=HOSTINFO.R8000000.0.15.103
  name=R8000000
  serialNumber=10182
  arrayType=R800
  ipAddress=111.111.111.111
  mountPoint=E:
  portID=159
  portName=CL8-H
  domainID=3
  scsiID=15
  lun=0
  devNum=6,220
  displayDevNum=00:18:4C
  osScsiBus=0
  osScsiID=15
  osLun=103
  portWWN=11.33.55.77.99.BB.DD.FF
  fileSystemType=NTFS1
  fileSystemName=oo
  sizeInMB=156
  percentUsed=50
  lastUpdated=1408961386

4.4.15 ModifyVirtualizationServer
ModifyVirtualizationServerコマンドは，Host Data Collector を使用して登録した仮想化

サーバに関する情報を変更します。

重要

• Host Data Collector を使用しないで登録した仮想化サーバの情報を変更する場合は，ModifyHostコマン

ドを使用します。

• 指定する Host Data Collector は，hostdatacollectors.properties（Host Data Collector との連携

に関するプロパティファイル）に設定されている必要があります。Host Data Collector のセットアップ方

法については，マニュアル「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] ModifyVirtualizationServer [オプション]
hostname=仮想化サーバのホスト名
[ipaddress=仮想化サーバの IPアドレス※] [hostprotocol={Secure|Non-secure}]
[hostuserid=仮想化サーバのユーザー ID※] 
[hostuserpassword=仮想化サーバのユーザーパスワード※]
[hdcipaddress=Host Data Collectorの IPアドレス]

注※

VMware vCenter Server で仮想化サーバを統合管理している構成の場合は，VMware vCenter
Server の値を指定してください。
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パラメーター

表 4-117 ModifyVirtualizationServer コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

hostname 必須 情報を変更する仮想化サーバのホスト名

ipaddress 任意 IP アドレスを変更する場合に，仮想化サーバまたは

VMware vCenter Server の IP アドレスを指定します。

IPv4 または IPv6 の IP アドレスが指定できます。

hostprotocol 任意 仮想化サーバの情報を取得するための通信プロトコルを変

更する場合に，Host Data Collector と仮想化サーバまたは

VMware vCenter Server の間の通信プロトコルを指定しま

す。

• Non-secure：HTTP を使用して通信する

• Secure：HTTPS を使用して通信する

hostuserid 任意 ユーザー ID を変更する場合に，仮想化サーバまたは

VMware vCenter Server の管理者権限を持つユーザー ID
を指定します。

hostuserpassword 任意 パスワードを変更する場合に，パラメーター hostuserid
に指定したユーザー ID のパスワードを指定します。

hdcipaddress 任意 接続先となる Host Data Collector の IP アドレスを変更す

る場合に指定します。

IP アドレス（IPv4 または IPv6），またはホスト名が指定で

きます。

hostdatacollectors.propertiesに設定されている値

を指定してください。

バージョン 8.0 より前の Device Manager で登録した，vMA
で管理されている仮想化サーバの場合，パラメーター

hostprotocolおよび hdcipaddressを同時に指定して

ください。仮想化サーバの管理方法が vMA から Host
Data Collector に切り替わります。

事前に取得するパラメーター値

hostname
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドを実行するときには，パラ

メーター hostfilterに「VMWARE_ESX」を指定してください。このコマンドの実行結果で

は，name値が An instance of Hostの下に表示されます。情報を変更したい仮想化サー

バの name値をパラメーター hostnameとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，仮想化サーバ（ホスト名：boss.boss）の管理に使用しているプログラムのパスワー

ドを変更します。変更された情報は，Device Manager サーバのデータベースに登録されます。

HiCommandCLI ModifyVirtualizationServer -o "D:\logs
\ModifyVirtualizationServer.log" "hostname=boss.boss" 
"hostuserpassword=boss!"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.13
  name=boss.boss
  hostID=13
  capacityInKB=21,995,840
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
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  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  List of 2 WWN elements:
    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.19
    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.18
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.208.119.110
      ipAddress=10.208.119.113
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=root

4.4.16 RefreshVirtualizationServer
RefreshVirtualizationServerコマンドは，Host Data Collector を使用して登録した仮想化

サーバの情報を 新の状態に更新（リフレッシュ）します。VMware vCenter Server で仮想化サー

バを統合管理している場合，VMware vCenter Server を指定することで管理下の仮想化サーバをま

とめて 新の状態に更新します。

AddVirtualizationServerコマンドでも情報を更新できますが，

RefreshVirtualizationServerコマンドの場合，認証情報の入力は不要です。

重要 VMware vCenter Server で仮想化サーバを統合管理する構成の場合の注意事項を次に示します。

• Device Manager サーバに登録されるホスト名は，VMware vCenter Server に登録されている仮想化サーバ

の名前です。

例えば，VMware vCenter Server に登録されている仮想化サーバの名前が IP アドレスの場合，Device
Manager サーバに登録されるホスト名も IP アドレスとなります。

• 仮想化サーバが VMware vCenter Server から切断されていたり，切断後に再接続されていたりする場合，

その仮想化サーバが Device Manager サーバに正しく登録されないおそれがあります。この場合，仮想化

サーバの管理クライアントを使用して，VMware vCenter Server から対象の仮想化サーバをいったん削除

し，再度登録してください。そのあとでコマンドを実行してください。

• VMware vCenter Server で管理している仮想化サーバがすべて削除されている場合，VMware vCenter
Server の情報も同時に削除されます。

書式

特定の仮想化サーバのすべての情報を 新にする場合または仮想化サーバのデータストアの容量情

報だけを 新にする場合：

HiCommandCLI [URL] RefreshVirtualizationServer [オプション]
hostname=仮想化サーバのホスト名 [mode=Datastore]

特定の VMware vCenter Server の情報と，その管理下の仮想化サーバの情報を 新にする場合：

HiCommandCLI [URL] RefreshVirtualizationServer [オプション]
virtualizationservermanageripaddress=VMware vCenter Serverの IPアドレス

パラメーター

表 4-118 RefreshVirtualizationServer コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

hostname 任意 仮想化サーバのホスト名

情報を 新状態にする仮想化サーバのホスト名を指定します。

hostnameまたは

virtualizationservermanageripaddressのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時
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パラメーター名 指定のレベル 説明

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

mode 任意 仮想化サーバのリフレッシュモード

仮想化サーバのデータストアの容量情報だけを 新にする場合

に指定します。

指定できる値は Datastoreだけです。大文字と小文字は区別

されません。

このパラメーターを指定する場合，hostnameも必ず指定しま

す。

パラメーター virtualizationservermanageripaddress
を指定した場合，このパラメーターを指定しないでください。同

時に指定するとエラーとなります。

virtualization
servermanageri
paddress

任意 VMware vCenter Server の IP アドレス

VMware vCenter Server の情報や，その管理下の仮想化サーバ

の情報を 新にする場合に指定します。

hostnameまたは

virtualizationservermanageripaddressのどちらか一

方を必ず指定してください。また，これらのパラメーターを同時

には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなりま

す。

事前に取得するパラメーター値

hostname
GetVirtualizationServer (subtarget=Host)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。実行結果では，name値が An instance of Hostの下に表示されます。情報を 新の

状態に更新したい仮想化サーバの name値をパラメーター hostnameとして指定してくださ

い。

virtualizationservermanageripaddress
GetVirtualizationServer (subtarget=virtualizationservermanager)コマンドの

実行結果から取得してください。実行結果では，ipAddress値が An instance of
VirtualizationServerManagerの下に表示されます。情報を 新の状態に更新したい

VMware vCenter Server の ipAddress値をパラメーター

virtualizationservermanageripaddressとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，仮想化サーバ（ホスト名：boss.boss）の情報を更新します。

HiCommandCLI RefreshVirtualizationServer -o "D:\logs
\RefreshVirtualizationServer.log" "hostname=boss.boss"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.13
  name=boss.boss
  hostID=13
  capacityInKB=21,995,840
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27 
  List of 2 WWN elements:
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    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.19
    An instance of WWN
      WWN=21.00.00.24.FF.2C.AE.18
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.208.119.110
      ipAddress=10.208.119.113
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=root

コマンド実行例 2

この例では，VMware vCenter Server（IP アドレス：10.197.150.27）の情報と，その管理下の

仮想化サーバの情報を更新します。

HiCommandCLI RefreshVirtualizationServer 
-o "D:\logs\RefreshVirtualizationServer.log" 
virtualizationservermanageripaddress=10.197.150.27

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.5
  name=10.197.97.111
  hostID=5
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.197.77.217
      ipAddress=10.197.150.27
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=Administrator

An instance of Host
  objectID=HOST.6
  name=10.197.73.205
  hostID=6
  capacityInKB=0
  hostType=3
  managedBy=4
  osType=VMware
  statusOfDBUpdating=0
  virtualizationServerVersion=virtualization-software-name-and-version
  virtualizationServerManagerName=manager01
  virtualizationServerManagerIpAddress=10.197.150.27
  List of 1 CommParameters elements:
    An instance of CommParameters
      hdcIPAddress=10.197.77.217
      ipAddress=10.197.150.27
      portNumber=443
      protocol=Secure
      userID=Administrator

4.5 サーバ管理のコマンド
サーバ管理のコマンドでは Device Manager サーバを管理できます。
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4.5.1 AddURLLink
AddURLLinkコマンドは，Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェクト

に対して，任意の URL へのリンク情報（URLLink）を設定します。

AddURLLinkコマンドには，次の用途があります。

• SMI-S enabled ストレージシステムに対して任意の URLLink を設定する

GUI の Element Manager から起動するソフトウェアの URL 情報が変更されます。SMI-S
enabled ストレージシステムに対してユーザーが設定できる URLLink は，1 つだけです。

• メインフレームホストに対して Mainframe Agent への URLLink を設定する

メインフレームホストに対して，メインフレームホスト上で稼働する Mainframe Agent への

URLLink を設定します。メインフレームホストを管理する場合の設定手順，および

AddURLLink コマンドの説明については，「付録 A. Mainframe Agent との連携」を参照してく

ださい。

重要

• GUI と併用する場合，GUI が提供しているほかの Web プログラムが起動できなくなるおそれがあります。

URLLink の操作は，専門知識のあるシステム管理者だけが実行するようにしてください。

• このコマンドは，仮想化サーバおよびファイルサーバをサポートしていません。

書式

SMI-S enabled ストレージシステムに対して設定する場合：

HiCommandCLI [URL] AddURLLink [オプション]
url=URL name=URLLinkの名称
linkedid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID
targetoption=smi-s

パラメーター

表 4-119 AddURLLink コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

url 必須 アプリケーションまたは Web ページの URL
アプリケーションまたは Web ページを起動するには，完全な

URL が必要です。

URL を IPv6 の IP アドレスで指定する場合は，IP アドレスを角

括弧[ ]で囲みます。

name 必須 URLLink の名称

linkedid 必須 URLLink を設定する Device Manager オブジェクトのオブジェ

クト ID
有効な既存のオブジェクト ID を指定する必要があります。

linkedidパラメーターに SMI-S enabled ストレージシステム

のオブジェクト ID を指定した場合，ユーザーによって

URLLink がすでに設定されているときは，URLLink が上書きさ

れます。

targetoption 任意 URLLink を設定する Device Manager オブジェクトの種別

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• smi-s：SMI-S enabled ストレージシステム

• other：SMI-S enabled ストレージシステム以外の Device
Manager オブジェクト

省略した場合は，otherが設定されます。
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コマンド実行例

HiCommandCLI AddURLLink -o "D:\logs\AddURLLink.log" "url=http://
10.208.184.97" "name=MY_URLLINK" "linkedid=IBM.2107-75WG051" 
"targetoption=smi-s"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of URLLink
  objectID=IBM.2107-75WG051.USER_CREATED_URLLINK
  name=MY_URLLINK
  url=http://10.208.184.97
  linkedID=IBM.2107-75WG051
  createdByUser=1

4.5.2 DeleteAlerts
DeleteAlertsコマンドは，Device Manager サーバが管理しているアラートを削除します。ア

ラート番号を指定することで特定のアラートを削除できます。また，ソースを指定することで特定

のソースから発生したすべてのアラートを削除できます。

パラメーター

表 4-120 DeleteAlerts コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

alertnum 任意※ 削除するアラートを特定する番号

source 任意※ アラートのソースを特定します。

このソースからのアラートはすべて削除されます。

注※

alertnumまたは sourceのどちらか一方を必ず指定してください。また，これらのパラメー

ターを同時には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

事前に取得するパラメーター値

alertnumおよび source
GetAlertsコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance of
Alertsの下に number値と source値が表示されます。これらの number値と source値

をそれぞれパラメーター alertnumとパラメーター sourceとして指定してください。

コマンド実行例 1
HiCommandCLI DeleteAlerts -o "D:\logs\DeleteAlerts.log" "alertnum=6"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

コマンド実行例 2
HiCommandCLI DeleteAlerts -o "D:\logs\DeleteAlerts.log" 
"source=ARRAY.R600.10007"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
(Command completed; no data returned)
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4.5.3 DeleteURLLink
DeleteURLLinkコマンドは，Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェ

クトに対して設定されている URLLink を削除します。

重要

• GUI と併用する場合，GUI が提供しているほかの Web プログラムが起動できなくなるおそれがあります。

URLLink の操作は，専門知識のあるシステム管理者だけが実行するようにしてください。

• このコマンドは，仮想化サーバをサポートしていません。

書式

SMI-S enabled ストレージシステムの URLLink を削除する場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteURLLink [オプション]
{objectid=URLLinkのオブジェクト ID
|linkedid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID}
targetoption=smi-s

SMI-S enabled ストレージシステム以外の Device Manager オブジェクトの URLLink を削除する

場合：

HiCommandCLI [URL] DeleteURLLink [オプション]
{objectid=URLLinkのオブジェクト ID
|linkedid=Device Managerオブジェクトのオブジェクト ID}
[targetoption=other]

パラメーター

表 4-121 DeleteURLLink コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意※1 削除する URLLink のオブジェクト ID※2

linkedid 任意※1 URLLink を削除する Device Manager オブジェクトのオブジェ

クト ID※2

指定した Device Manager オブジェクトに設定されている

URLLink はすべて削除されます。

targetoption 任意 URLLink を削除する Device Manager オブジェクトの種別

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• smi-s：SMI-S enabled ストレージシステム

• other：SMI-S enabled ストレージシステム以外の Device
Manager オブジェクト

省略した場合は，otherが設定されます。

注※1
objectidまたは linkedidのどちらか一方を必ず指定してください。また，これらのパラ

メーターを同時には指定しないでください。同時に指定するとエラーとなります。

注※2
DeleteURLLinkコマンドでは，ユーザーによって設定された URLLink だけが削除の対象と

なります。SMI-S enabled ストレージシステムを初期登録したときに，Device Manager サー

バによって自動的に設定される URLLink は削除できません。

コマンド実行例

HiCommandCLI DeleteURLLink -o "D:\logs\DeleteURLLink.log" "objectid=IBM.
2107-75WG051.USER_CREATED_URLLINK" "targetoption=smi-s"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.5.4 GetAlerts
GetAlertsコマンドは，Device Manager サーバが管理しているアラートを取得します。

重要

• Device Manager では，システム全体で 50 万件までのアラートを管理できます。50 万件を超えると古いア

ラートから自動的に削除されます。

• 発生元（source）ごとのアラート数は，定期的な管理をお勧めします。1 つの発生元当たり 1 万件を目安

に，不要なアラートを削除してください（NAS Platform の場合，1 万件を超えると古いアラートから自動

的に削除されます）。アラートの削除については，「4.5.2 DeleteAlerts」を参照してください。

• GetAlertsコマンドは， 大で 5 万件のアラートを取得できます。システム全体のアラート数が 5 万件を

超える場合は，パラメーターを指定してアラートを絞り込んでください。アラートの発生元

（sourcefilter），発生日時（timefilter），および取得するアラート数（countfilter）で絞り込むこ

とができます。

参考 HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS の場合，ハードディスク障害のアラート
を検出すると，Alertインスタンスの component属性に障害が発生したドライブの番号が次のどちらかの形式
で出力されます。

• Disk Drive #ドライブ番号 ( Unitの位置 - HDUの位置 )
• Disk Drive #ドライブ番号

このドライブの番号は，ハードディスクの物理的な位置を示す番号ではありません。ハードディスクの物理的な

位置は，Unitの位置と HDUの位置で示します。これらの位置情報が出力されない場合，ドライブ番号を使って

計算する必要があります。計算方法については，「5.1 Alert インスタンス」を参照してください。

パラメーター

表 4-122 GetAlerts コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

sourcefilter※ 任意 取得するアラートの発生元

ストレージシステムまたはファイルサーバ（ホスト）のオブジェ

クト ID を指定します。

timefilter※ 任意 その日時以降のアラートだけを取得します。

「YYYY/MM/DD  HH:MM:SS」形式で指定します。

countfilter※ 任意 取得するアラートの 大数

注※

複数のパラメーターを指定した場合，sourcefilter，timefilter，countfilterの順番

に絞り込まれます。

事前に取得するパラメーター値

sourcefilter
ストレージシステムの場合，GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。

実行結果の objectID値をパラメーター sourcefilterに指定してください。

ファイルサーバの場合，GetHostコマンドの実行結果から取得してください。このコマンドを

実行するときには，パラメーター hostnameにホスト名を指定するか，パラメーター

hostfilter に「FILE_SERVER」を指定します。実行結果の objectID値をパラメーター

sourcefilterに指定してください。
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コマンド実行例

HiCommandCLI GetAlerts -o "D:\logs\GetAlerts.log" 
"sourcefilter=ARRAY.R800.10182" "timefilter=2014/04/01 00:00:00" 
"countfilter=2"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of Alerts

  Contains 2Alert instances:
    An instance of Alert
      number=8
      type=Server
      source=ARRAY.R800.10182
      severity=3
      component=DKUドライブ
      description=DKUドライブ において Serious エラーが検出されました。
      actionToTake=カスタマサポート部へ連絡してください。
      data=コンポーネントは停止しています.
      timeOfAlert=2014/07/07 17:53:59
    An instance of Alert
      number=7
      type=Server
      source=ARRAY.R800.10182
      severity=3
      component=DKC Environment
      description=DKC Environment において Serious エラーが検出されました。
      actionToTake=カスタマサポート部へ連絡してください。
      data=コンポーネントは停止しています.
      timeOfAlert=2014/07/07 17:53:59

4.5.5 GetServerInfo
GetServerInfoコマンドは，Device Manager サーバのバージョンや URL，サポートしているス

トレージシステムのファミリーのリスト，使用しているライセンスの状態などの情報を取得します。

パラメーターはありません。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetServerInfo -o "D:\logs\GetServerInfo.log"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of ServerInfo
  serverVersion=Hitachi Device Manager Server vn.n Build nnnn-nn (build-
date)
  serverURL=http://localhost:2001
  upTime=4 hours 19 minutes 4 seconds
  upSince=date-and-time-when-the-server-was-started
  currentApiVersion=n.n
  license=0
  List of 20 StorageArray elements:
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=AMS/WMS/SMS
      displayArrayFamily=AMS/WMS/SMS
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=USP
      displayArrayFamily=H12000/H10000
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R600
      displayArrayFamily=H24000/H20000
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=HUS
      displayArrayFamily=HUS
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=HM700
      displayArrayFamily=HUS VM
    An instance of StorageArray
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      arrayFamily=R700
      displayArrayFamily=P9500
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=USP
      displayArrayFamily=USP
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R600
      displayArrayFamily=USP_V
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R700
      displayArrayFamily=VP9500
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R700
      displayArrayFamily=VSP
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R900
      displayArrayFamily=VSP 5000 series
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R800
      displayArrayFamily=VSP G1000/G1500 and VSP F1500
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=HM800
      displayArrayFamily=VSP Gx00 and VSP Fx00
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=HM850
      displayArrayFamily=VSP Gx00 and VSP Fx00
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R800
      displayArrayFamily=VX7
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=USP
      displayArrayFamily=XP12K/10K/SVS200
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R600
      displayArrayFamily=XP24K/20K
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R800
      displayArrayFamily=XP7
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=R900
      displayArrayFamily=XP8
    An instance of StorageArray
      arrayFamily=SMI-S_Enabled
      displayArrayFamily=SMI-S_Enabled

4.5.6 GetURLLink
GetURLLinkコマンドは，Device Manager サーバが管理している Device Manager オブジェクト

に対して設定されている URLLink の情報を取得します。

書式

すべての URLLink 情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetURLLink [オプション]
[targetoption={smi-s|other}]

特定の SMI-S enabled ストレージシステムの URLLink 情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetURLLink [オプション]
{objectid=URLLinkのオブジェクト ID
|linkedid=SMI-S enabledストレージシステムのオブジェクト ID}
targetoption=smi-s

特定の Device Manager オブジェクト（SMI-S enabled ストレージシステムを除く）の URLLink
情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetURLLink [オプション]
{objectid=URLLinkのオブジェクト ID
|linkedid=Device Managerオブジェクトのオブジェクト ID}
[targetoption=other]
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パラメーター

表 4-123 GetURLLink コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意※ 情報を取得する URLLink のオブジェクト ID
パラメーター linkedidと同時には指定しないでください。同

時に指定するとエラーとなります。

linkedid 任意※ Device Manager オブジェクトのオブジェクト ID
指定した Device Manager オブジェクトに設定されている

URLLink をすべて取得します。

パラメーター objectidと同時には指定しないでください。同

時に指定するとエラーとなります。

targetoption 任意※ URLLink が設定されている Device Manager オブジェクトの種

別

指定できる値を次に示します。大文字と小文字は区別されませ

ん。

• smi-s：SMI-S enabled ストレージシステム

• other：SMI-S enabled ストレージシステム以外の Device
Manager オブジェクト

注※

◦ objectid，linkedid，および targetoptionをすべて省略した場合，Device Manager
オブジェクトの種別に関係なく，すべての URLLink 情報を取得します。

◦ objectidおよび linkedidの両方を省略して，targetoptionを指定した場合，

targetoptionに指定した種別の Device Manager オブジェクトの URLLink 情報をすべ

て取得します。

◦ objectidまたは linkedidのどちらか一方を指定して，targetoptionを省略した場

合，targetoptionに otherに設定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

ありません。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetURLLink -o "D:\logs\GetURLLink.log" "objectid=IBM.
2107-75WG051.USER_CREATED_URLLINK" "targetoption=smi-s"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of URLLink
  objectID=IBM.2107-75WG051.USER_CREATED_URLLINK
  name=test
  url=http://10.208.184.97
  linkedID=IBM.2107-75WG051
  createdByUser=1

4.6 レプリケーションのコマンド
レプリケーションのコマンドでは，コピーペアの管理ができます。
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4.6.1 AddConfigFileForReplication
AddConfigFileForReplicationコマンドは，ShadowImage，TrueCopy Sync，TrueCopy
Async，Copy-on-Write Snapshot，Universal Replicator，および global-active device に対するコ

ピーペアを作成するための RAID Manager の構成定義ファイルを作成します。

重要

• このコマンドは，Hitachi SMS では使用できません。

• Thin Image に対する操作はできません。

• Device Manager では，1 つの HORCM インスタンスに P-VOL と S-VOL が混在している構成をサポートし

ていません。HORCM インスタンス内のすべてのボリュームが，P-VOL または S-VOL のどちらか一方にな

るように構成してください。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュームを指定してコピーペアを作成する場合，コ

ピーの性能やホストの I/O 性能が低下するおそれがあります。詳細については，ご使用のストレージシステ

ムの各コピー機能に関するマニュアルを参照してください。

• VSP G1000 の場合，4TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロコードのバージョンが

80-02-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロ

コードのバージョンが 80-03-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• VSP Gx00 モデルの場合，4TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロ

コードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• Hitachi AMS/WMS のボリュームを P-VOL として TrueCopyAsync のコピーペアを作成する場合，S-VOL
に指定したボリュームがあるストレージシステムに，データプールのプール ID0および 1があることを確

認してください。このとき，ストレージシステムによっては，ストレージシステムの管理ツールで 1と表示

されるデータプールの番号が，Device Manager CLI（Poolインスタンスの poolID属性）では 16と表示

されることがあります。Device Manager CLI での表示については，「5.37 Pool インスタンス」を参照して

ください。

• HUS100 および Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合，TrueCopyAsync と Copy-on-Write Snapshot でカ

スケード構成にするときには，TrueCopyAsync のコピーペアの状態を Splitにしてから Copy-on-Write
Snapshot のコピーペアを作成してください。コピーペアの状態が Pairだと，Copy-on-Write Snapshot の
コピーペアの作成に失敗します。

• 複数の global-active device のコピーペアに対する構成定義ファイルを作成する場合，バッチ機能を使用し

てください。バッチ機能については「6. バッチ機能」を参照してください。

global-active device のコピーペアに対する構成定義ファイルを作成する場合の条件

構成定義ファイルを作成する場合の条件については，「付録 C. global-active device のコピーペアに

使用するボリュームについて」を参照してください。

書式

作成方法は，次の 3 とおりの方法があります。

• 方法 1：構成定義ファイルにある既存のグループにコピーペアの定義を追加します。この場合，

書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddConfigFileForReplication [オプション]
groupname=コピーグループ名
pvolhostid=ホスト ID pvolinstancenum=インスタンス番号
svolhostid=ホスト ID svolinstancenum=インスタンス番号
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
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[svolpoolid=プール ID]
[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号]
[pairoption=suspend]

• 方法 2：構成定義ファイルにグループを追加し，そのグループにコピーペアの定義を追加しま

す。この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddConfigFileForReplication [オプション]
[groupname=コピーグループ名]
pvolhostid=ホスト ID pvolinstancenum=インスタンス番号
[pvolportnum=ポート番号]
svolhostid=ホスト ID svolinstancenum=インスタンス番号
[svolportnum=ポート番号]
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
[svolpoolid=プール ID]
[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号]
[pairoption=suspend]

• 方法 3：新しく構成定義ファイルを作成します。この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddConfigFileForReplication [オプション]
[groupname=コピーグループ名]
pvolhostid=ホスト ID [pvolinstancenum=インスタンス番号]
pvolportnum=ポート番号
svolhostid=ホスト ID [svolinstancenum=インスタンス番号]
svolportnum=ポート番号
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
[svolpoolid=プール ID]
[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号]
[pairoption=suspend]

パラメーター

表 4-124 AddConfigFileForReplication コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

groupname 任意 RAID Manager で使用されるグループ名

指定できる文字数は 31 バイトまでです。符号（#）またはハイフ

ン（-）で始まる名前は指定できません。

方法 1 の場合は，構成定義ファイルにあるグループ名を指定しま

す。方法 1 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

省略した場合，グループ名は自動生成されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

pvolhostid 必須 P-VOL を認識するホスト ID
方法 1 の場合は，構成定義ファイルにあるグループの P-VOL の

ホスト ID を指定します。

pvolinstancenu
m

任意 P-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

方法 1 の場合は，構成定義ファイルにあるグループの P-VOL の

インスタンス番号を指定します。

方法 1 または方法 2 の場合，このパラメーターは必ず指定してく

ださい。

pvolportnum 任意 P-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

ホストの OS によって，次の値を指定します。

• Solaris：0～65535の整数

• AIX，Windows，HP-UX，または Linux：1～65535の整数

方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

svolhostid 必須 S-VOL を認識するホスト ID
方法 1 の場合は，構成定義ファイルにあるグループの S-VOL の

ホスト ID を指定します。

svolinstancenu
m

任意 S-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

方法 1 の場合は，構成定義ファイルにあるグループの S-VOL の

インスタンス番号を指定します。

方法 1 または方法 2 の場合，このパラメーターは必ず指定してく

ださい。

svolportnum 任意 S-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

ホストの OS によって，次の値を指定します。

• Solaris：0～65535の整数

• AIX，Windows，HP-UX，または Linux：1～65535の整数

方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

pvolarraytype 必須 P-VOL を含むストレージシステムのタイプ

pvolserialnum 必須 P-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

pvoldevnum 必須 P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

pvolportid 任意 P-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート番号

このパラメーターを指定する場合は，pvolportidまたは

pvolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

pvolportname 任意 P-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート名

このパラメーターを指定する場合は，pvolportidまたは

pvolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

pvolpoolid 任意 P-VOL の差分データやジャーナルデータを格納するプールの

プール ID
Copy-on-Write Snapshot の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 の場合，次のデバイス番号をパラメーター

pvoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

- Copy-on-Write Snapshot の P-VOL として使用している

デバイス番号

- TrueCopy Async の P-VOL または S-VOL として使用し

ているデバイス番号

TrueCopy Async の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 場合，Copy-on-Write Snapshot の P-VOL
として使用しているデバイス番号をパラメーター

pvoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

Universal Replicator の場合：

方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定

してください。

そのほかの場合，このパラメーターを指定しても，値は無視され

ます。

confpvolserial
num

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

P-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

シリアル番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想シリア

ル番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confpvolserialnumおよび confpvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

confpvoldevnum 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

P-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

デバイス番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想デバイ

ス番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confpvolserialnumおよび confpvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

svolarraytype 必須 S-VOL を含むストレージシステムのタイプ

svolserialnum 必須 S-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

svoldevnum 必須 S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：
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パラメーター名 指定のレベル 説明

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

svolportid 任意 S-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート番号

このパラメーターを指定する場合は，svolportidまたは

svolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

svolportname 任意 S-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート名

このパラメーターを指定する場合は，svolportidまたは

svolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

svolpoolid 任意 S-VOL の差分データやジャーナルデータを格納するプールの

プール ID
TrueCopy Async の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 場合，Copy-on-Write Snapshot の P-VOL
として使用しているデバイス番号をパラメーター

svoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

Universal Replicator の場合：

方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定

してください。

そのほかの場合，このパラメーターを指定しても，値は無視され

ます。

confsvolserial
num

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

S-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

シリアル番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想シリア

ル番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confsvolserialnumおよび confsvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

confsvoldevnum 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

S-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

デバイス番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想デバイ

ス番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confsvolserialnumおよび confsvoldevnum
は同時に指定する必要があります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

replicationfun
ction

必須 コピーペアで実行される操作のタイプ

指定できる値は次のとおりです。

• ShadowImage：ShadowImage
• TrueCopySync：TrueCopy
• TrueCopyAsync：TrueCopy Async
• QuickShadow：Copy-on-Write Snapshot
• UniversalReplicator：Universal Replicator
• global-activedevice：global-active device

munum 任意 P-VOL の MU 番号

このパラメーターは Universal Replicator または global-active
device の場合にだけ指定できます。

Universal Replicator または global-active device でこのパラ

メーターを指定しない場合，作成した構成定義ファイルの MU 番

号に 1が設定されます。

ShadowImage または Copy-on-Write Snapshot の場合，作成し

た構成定義ファイルの MU 番号に 0が設定されます。なお，

TrueCopy の場合，MU 番号は必要でないため，構成定義ファイ

ルの MU 番号は設定されません。

pairoption 任意 コピーペア作成時のオプション

TrueCopy を使用した Universal Replicator のデルタリシンク

ペアを作成する場合，パラメーター値に suspendを指定します。

このパラメーターは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP G800，VSP F800，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，および Hitachi
USP の場合だけ指定できます。

事前に取得するパラメーター値

事前に取得するパラメーター値は，構成定義ファイルを作成する方法によって異なります。

• 方法 1（すでにコピーペアが定義されているグループに，新たにコピーペアの定義を追加する場

合）

次の表の項番 1，項番 5，項番 6，項番 8 を参照してください。

• 方法 1（コピーペアが未作成のグループにコピーペアの定義を追加する場合）

次の表の項番 2，項番 3，項番 5，項番 6，項番 8 を参照してください。

• 方法 2 の場合

次の表の項番 2，項番 4，項番 5，項番 6，項番 7，項番 8 を参照してください。

• 方法 3 の場合

次の表の項番 2，項番 5，項番 6，項番 7，項番 8 を参照してください。

表 4-125 パラメーター値の取得方法（AddConfigFileForReplication コマンド）

項番 取得方法

1 GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合
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項番 取得方法

（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX より前の

場合）

パラメーター名：

pvolhostid
svolhostid
pvolinstancenum
svolinstancenum
groupname

一括で管理しているホストを指定します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager がインストールされているホストを

指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of
ReplicationGroupの配下に groupName値，pvolHostID値，

pvolInstanceNumber値，svolHostID値，svolInstanceNumber値が

表示されます。groupName値に処理対象のグループ名が表示された An
instance of ReplicationGroupを参照してください。実行結果とパラ

メーターの対応を次に示します。

• pvolHostID値：パラメーター pvolhostid
• pvolInstanceNumber値：パラメーター pvolinstancenum
• svolHostID値：パラメーター svolhostid
• svolInstanceNumber値：パラメーター svolinstancenum

1
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX 以降の場

合）

パラメーター名：

pvolhostid
svolhostid
pvolinstancenum
svolinstancenum
groupname

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager がインストールされているホストを

指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの下に

horcmVcmdSpecified値が，An instance of ReplicationGroupの下

に groupName値，pvolHostID値，pvolInstanceNumber値，

svolHostID値，svolInstanceNumber値が表示されます。

• 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，horcmVcmdSpecified値

が「true」と表示されている ConfigFileインスタンス配下の

ReplicationGroupインスタンスを対象とし，groupName値に処理対

象のグループ名が表示された An instance of ReplicationGroup
を参照してください。

• 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，horcmVcmdSpecified値

が「false」と表示されている ConfigFileインスタンス配下の

ReplicationGroupインスタンスを対象とし，groupName値に処理対

象のグループ名が表示された An instance of ReplicationGroup
を参照してください。

実行結果とパラメーターの対応を次に示します。

• pvolHostID値：パラメーター pvolhostid
• pvolInstanceNumber値：パラメーター pvolinstancenum
• svolHostID値：パラメーター svolhostid
• svolInstanceNumber値：パラメーター svolinstancenum

2
パラメーター名：

pvolhostid
svolhostid

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に

hostID値が表示されます。hostID値がパラメーター pvolhostidま

たは svolhostidに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

パラメーター pvolhostidを取得するには，P-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定します。

パラメーター svolhostidを取得するには，S-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に

hostID値が表示されます。hostID値は，P-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定した場合は，パラメー
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項番 取得方法

ター pvolhostidに，S-VOL を管理する RAID Manager がインストー

ルされているホストを指定した場合は，パラメーター svolhostidに対

応します。

3
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX より前の

場合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum
groupname

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの

配下に valid値 instanceNumber値が，An instance of
ReplicationGroupの配下に groupName値が表示されます。

An instance of ReplicationGroupの配下に表示される

groupName値が対象のグループ名で，かつ valid値が「1」と表示され

た An instance of ConfigFileを 1 つ参照してください。それぞ

れ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義ファイル情報です。それぞ

れの instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumまたは

svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの

配下に valid値 instanceNumber値が，An instance of
ReplicationGroupの配下に groupName値が表示されます。

valid値に「1」と表示されている An instance of ConfigFileを

参照してください。P-VOL を管理する構成定義ファイル情報の

instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumに対応しま

す。

このとき，対象のグループ名（groupName値）を控えておいてくださ

い。

次に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行しま

す。groupName値が先ほど控えたグループ名と同じで，かつ valid値

が「1」と表示された An instance of ConfigFileを参照してくださ

い。その instanceNumber値がパラメーター svolinstancenumに対

応します。

3
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX 以降の場

合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum
groupname

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの

配下に valid値，horcmVcmdSpecified値，および instanceNumber
値が，An instance of ReplicationGroupの配下に groupName値

が表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，An instance of
ReplicationGroupの配下に表示される groupName値が対象のグ

ループ名で，かつ valid値が「1」，horcmVcmdSpecified値が

「true」と表示された An instance of ConfigFileを 2 つ参照

してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，An instance of
ReplicationGroupの配下に表示される groupName値が対象のグ

ループ名で，かつ valid値が「1」，horcmVcmdSpecified値が

「false」と表示された An instance of ConfigFileを 2 つ参照

してください。

それぞれ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義ファイル情報です。

それぞれの instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumま

たは svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合
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項番 取得方法

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの

下に valid値，horcmVcmdSpecified値，および instanceNumber
値が，An instance of ReplicationGroupの下に groupName値が

表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileを参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileを参照してください。

P-VOL を管理する構成定義ファイル情報の instanceNumber値がパラ

メーター pvolinstancenumに対応します。

このとき，対象のグループ名（groupName値）を控えておいてくださ

い。

次に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行しま

す。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，groupName値が先ほ

ど控えたグループ名と同じで，かつ valid値が「1」，
horcmVcmdSpecified値が「true」と表示された An instance
of ConfigFileを参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，groupName値が先ほ

ど控えたグループ名と同じで，かつ valid値が「1」，
horcmVcmdSpecified値が「false」と表示された An instance
of ConfigFileを参照してください。

その instanceNumber値がパラメーター svolinstancenumに対応し

ます。

4
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX より前の

場合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値 instanceNumber値が An
instance of ConfigFile（構成定義ファイル情報）の下に表示され

ます。

valid値が「1」と表示された An instance of ConfigFileを 2 つ

参照してください。それぞれ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報です。それぞれの instanceNumber値がパラメーター

pvolinstancenumまたは svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値 instanceNumber値が An
instance of ConfigFile（構成定義ファイル情報）の下に表示され

ます。

valid値が「1」と表示されている An instance of ConfigFileの

うち，P-VOL を管理する構成定義ファイル情報を参照してください。

instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumに対応しま

す。

同様に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

valid値が「1」と表示されている An instance of ConfigFileの

うち，S-VOL を管理する構成定義ファイル情報の instanceNumber値

がパラメーター svolinstancenumに対応します。

4 GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。
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項番 取得方法

（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX 以降の場

合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値，horcmVcmdSpecified
値，および instanceNumber値が An instance of ConfigFile（構

成定義ファイル情報）の下に表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileを 2 つ参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileを 2 つ参照してください。

それぞれ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義ファイル情報です。

それぞれの instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumま

たは svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値，horcmVcmdSpecified
値，および instanceNumber値が An instance of ConfigFile（構

成定義ファイル情報）の下に表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，P-VOL を管理する構成定義

ファイル情報を参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，P-VOL を管理する構成定義

ファイル情報を参照してください。

instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumに対応しま

す。

同様に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報の instanceNumber値がパラメーター

svolinstancenumに対応します。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報の instanceNumber値がパラメーター

svolinstancenumに対応します。

5
パラメーター名：

pvoldevnum
svoldevnum

GetHostコマンドのパラメーター subtargetに「LogicalUnit」を，パラ

メーター hostnameに P-VOL または S-VOL を認識するホストのホスト名

を指定して実行します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of LogicalUnitの配

下に objectID値（論理ユニットのオブジェクト ID）devNum値が表示され

ます。

P-VOL を認識するホストを指定した場合，P-VOL となる An instance of
LogicalUnitを参照してください。devNum値がパラメーター

pvoldevnumに対応します。

このとき，その objectID値を控えておいてください。

S-VOL を認識するホストを指定した場合，S-VOL となる An instance of
LogicalUnitの devNum値がパラメーター svoldevnumに対応します。

このとき，その objectID値を控えておいてください。
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項番 取得方法

6
パラメーター名：

pvolarraytype
pvolserialnum
svolarraytype
svolserialnum

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドのパラメーター

subtargetに「LogicalUnit」を，パラメーター objectIDに P-VOL ま

たは S-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID（項番 5 で控えた

objectID値）を指定して実行します。

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果には，

指定した objectIDが An instance of LogicalUnitに表示されていま

す。objectIDが表示されている An instance of LogicalUnitを含む

An instance of StorageArray配下の arrayType値，

displayArrayType値，serialNumber値を参照してください。

P-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID を指定した場合，arrayType
値または displayArrayType値がパラメーター pvolarraytypeに，

serialNumber値がパラメーター pvolserialnumに対応します。

S-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID を指定した場合，同様に

arrayType値または displayArrayType値がパラメーター

svolarraytypeに，serialNumber値がパラメーター svolserialnumに

対応します。

このとき，作成するコピーペアのタイプが TrueCopy Async，Copy-on-Write
Snapshot，または Universal Replicator のときは，パラメーター

pvolarraytype，pvolserialnum，svolarraytype，svolserialnum
の値を控えておいてください。

7
パラメーター名：

pvolpoolid
svolpoolid

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドのパラメーター

subtargetに「Pool」を，パラメーター modelにモデル名を，パラメー

ター serialnumにシリアル番号を指定して実行します。

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果には，An
instance of Pool配下に poolFunction値 poolID値が表示されます。

項番 6 で控えた pvolarraytypeと pvolserialnumをパラメーター

modelと serialnumに指定した場合，poolFunction値が作成するコピー

ペアのタイプと同じ An instance of Poolを参照してください。

poolID値がパラメーター pvolpoolidに対応します。

項番 6 で控えた svolarraytypeと svolserialnumをパラメーター

modelと serialnumに指定した場合，poolFunction値が作成するコピー

ペアのタイプと同じ An instance of Poolを参照してください。

poolID値がパラメーター svolpoolidに対応します。

8
パラメーター名：

confpvolserialnum
confpvoldevnum
confsvolserialnum
confsvoldevnum

GetHostコマンドのパラメーター subtargetに「LogicalUnit」，
lusubinfoに「LDEV」，および ldevsubinfoに「VLDEV」を指定し，パラ

メーター hostnameに P-VOL または S-VOL を認識するホストのホスト名

を指定して実行します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of VLDEV配下に

vSerialNumber値および vDevNum値が表示されます。

P-VOL を認識するホストを指定した場合，vSerialNumber値が

confpvolserialnumに，vDevNum値が confpvoldevnumに対応します。

S-VOL を認識するホストを指定した場合，vSerialNumber値が

confsvolserialnumに，vDevNum値が confsvoldevnumに対応します。

コマンド実行例 1

この例では，構成定義ファイルにある既存のコピーグループ（グループ名：HCMD-CG0000）に

ShadowImageのコピーペアの定義を追加します。

HiCommandCLI AddConfigFileForReplication -o "D:\logs
\AddConfigFileForReplication.log" "groupname=HCMD-CG0000" 
"pvolhostid=11" "pvolinstancenum=152" "svolhostid=11" 
"svolinstancenum=153" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=53039" 
"pvoldevnum=3509" "svolarraytype=VSP" "svolserialnum=53039" 
"svoldevnum=3510" "replicationfunction=ShadowImage"
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コマンド実行結果 1
RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

コマンド実行例 2

この例では，既存の構成定義ファイルに新規にコピーグループを作成し，ShadowImageのコピー

ペアの定義を追加します。

HiCommandCLI AddConfigFileForReplication -o "D:\logs
\AddConfigFileForReplication.log" "pvolhostid=11" "pvolinstancenum=152" 
"svolhostid=11" "svolinstancenum=153" "pvolarraytype=VSP" 
"pvolserialnum=53039" "pvoldevnum=3121" "svolarraytype=VSP" 
"svolserialnum=53039" "svoldevnum=3122" "replicationfunction=ShadowImage"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

コマンド実行例 3

この例では，新規に構成定義ファイルとコピーグループを作成し，ShadowImageのコピーペアの

定義を追加します。

HiCommandCLI AddConfigFileForReplication -o "D:\logs
\AddConfigFileForReplication.log" "pvolhostid=11" "pvolinstancenum=152" 
"pvolportnum=4000" "svolhostid=11" "svolinstancenum=153" 
"svolportnum=4001" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=53039" 
"pvoldevnum=1531" "svolarraytype=VSP" "svolserialnum=53039" 
"svoldevnum=1532" "replicationfunction=ShadowImage"

コマンド実行結果 3
RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.6.2 AddReplication
AddReplicationコマンドは，コピーペアを作成します。

ここでは，ShadowImage，TrueCopy Sync，TrueCopy Async，Copy-on-Write Snapshot，Universal
Replicator，または global-active device に対するコピーペアを作成する場合について説明します。

コピーペアを作成すると，ホストに含まれる RAID Manager の構成定義ファイルが書き換えられま

す。

Thin Image のコピーペアを作成する場合は，「4.6.3 AddReplication（Thin Image の場合）」を参

照してください。

重要

• このコマンドは，Hitachi SMS では使用できません。

• Device Manager では，1 つの HORCM インスタンスに P-VOL と S-VOL が混在している構成をサポートし

ていません。HORCM インスタンス内のすべてのボリュームが，P-VOL または S-VOL のどちらか一方にな

るように構成してください。

• フォーマット済みの LDEV を必ず指定してください。未フォーマットの LDEV を指定したとき，コピーペ

アは作成されません。フォーマット済みかどうか確認するには，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，Hitachi USP，または HUS VM では，GetStorageArrayコマンドで確認してください。HUS100
または Hitachi AMS2000/AMS/WMS では，ストレージシステムの管理ツールを使用して確認してくださ

い。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュームを指定してコピーペアを作成する場合，コ

ピーの性能やホストの I/O 性能が低下するおそれがあります。詳細については，ご使用のストレージシステ

ムの各コピー機能に関するマニュアルを参照してください。
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• VSP G1000 の場合，4TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロコードのバージョンが

80-02-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロ

コードのバージョンが 80-03-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• VSP Gx00 モデルの場合，4TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超える DP ボリュームを指定するときは，マイクロ

コードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• Power Saving を有効にしている HUS100 または Hitachi AMS2000/AMS/WMS でコピーペアを作成する

場合，スピンアップ状態のパリティグループに属する LU を指定してください。操作対象の LU が属するパ

リティグループがスピンダウン状態の場合は，スピンアップ状態にしてから実行してください。パリティグ

ループの状態を確認する場合，パリティグループをスピンアップ状態にする場合は，Storage Navigator
Modular または Storage Navigator Modular 2 を使用してください。

• ShadowImage のコピーペアとして，P-VOL が通常ボリュームかつ S-VOL が HDP ボリュームの構成は推

奨しません。

• Copy-on-Write Snapshot のコピーペアを作成した場合，ペアボリュームの状態は PAIRになったあと PSUS
になります。

• HDP ボリュームと通常ボリュームで TrueCopy または Universal Replicator のコピーペアを作成する場

合，ストレージシステムのマイクロコードのバージョンによっては作成できないことがあります。HDP ボ

リュームと通常ボリュームから成るコピーペアを作成するためのマイクロコードのバージョンについては，

TrueCopy または Universal Replicator のマニュアルを参照してください。

• 3DC デルタリシンク構成（global-active device，Universal Replicator，デルタリシンク用の Universal
Replicator を使用した構成）を作成するには，パラメーター pairoptionを使用します。

global-active device のコピーペアにコンシステンシーグループの ID を設定してください

（pairoption=ctg）。パラメーター値 ctgは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバー

ジョンが 80-02-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /
XX 以降）の場合に指定できます。

Universal Replicator のデルタリシンクペアは，pairoption=suspendを指定して作成してください。パ

ラメーター値 suspendは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-02-4X -
XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP G800（マイクロコードのバージョンが 83-03-0X -XX /XX 以

降），VSP F800（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），VSP G900，または VSP F900
の場合に指定できます。

global-active device，Universal Replicator，およびデルタリシンク用 Universal Replicator のすべてのペ

アは，物理 ID で構成定義ファイルに定義されている必要があります。

• Hitachi AMS/WMS のボリュームを P-VOL として TrueCopyAsync のコピーペアを作成する場合，S-VOL
に指定したボリュームがあるストレージシステムに，データプールのプール ID0および 1があることを確

認してください。このとき，ストレージシステムによっては，ストレージシステムの管理ツールで 1と表示

されるデータプールの番号が，Device Manager CLI（Poolインスタンスの poolID属性）では 16と表示

されることがあります。Device Manager CLI での表示については，「5.37 Pool インスタンス」を参照して

ください。

• HUS100 および Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合，TrueCopyAsync と Copy-on-Write Snapshot でカ

スケード構成にするときには，TrueCopyAsync のコピーペアの状態を Splitにしてから Copy-on-Write
Snapshot のコピーペアを作成してください。コピーペアの状態が Pairだと，Copy-on-Write Snapshot の
コピーペアの作成に失敗します。

• 複数の global-active device のコピーペアを作成する場合，バッチ機能を使用してください。バッチ機能に

ついては「6. バッチ機能」を参照してください。

global-active device のコピーペアを作成する場合の条件

コピーペアを作成する場合の条件については，「付録 C. global-active device のコピーペアに使用す

るボリュームについて」を参照してください。

書式

コピーペアの作成には，次の 3 とおりの方法があります。
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• 方法 1：構成定義ファイルで指定されている既存のコピーグループにコピーペアを追加します。

この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddReplication [オプション]
replicationgroupid=コピーグループの番号
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
[svolpoolid=プール ID]
[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号] [fencelevel=フェンスレベル]
[copytracksize=コピーペース]
[quorumdiskid=Quorumディスク ID]
[pairoption=ctg|suspend]
[ctgid=コンシステンシーグループ ID]

• 方法 2：構成定義ファイルにコピーグループを作成し，そのコピーグループにコピーペアを追加

します。この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddReplication [オプション]
[groupname=グループ名]
pvolhostid=ホスト ID pvolinstancenum=インスタンス番号
[pvolportnum=ポート番号]
svolhostid=ホスト ID svolinstancenum=インスタンス番号
[svolportnum=ポート番号]
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
[svolpoolid=プール ID]
[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号] [fencelevel=フェンスレベル]
[copytracksize=コピーペース] 
[quorumdiskid=Quorumディスク ID]
[pairoption=ctg|suspend]
[ctgid=コンシステンシーグループ ID]

• 方法 3：新しい構成定義ファイルを作成し，コピーグループを作成します。次にそのコピーグ

ループにコピーペアを追加します。この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddReplication [オプション]
[groupname=グループ名]
pvolhostid=ホスト ID [pvolinstancenum=インスタンス番号]
pvolportnum=ポート番号
svolhostid=ホスト ID [svolinstancenum=インスタンス番号]
svolportnum=ポート番号
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolportid=ポート番号|pvolportname=ポート名]
[pvolpoolid=プール ID]
[confpvolserialnum=シリアル番号]
[confpvoldevnum=デバイス番号]
svolarraytype=タイプ svolserialnum=シリアル番号
svoldevnum=デバイス番号
[svolportid=ポート番号|svolportname=ポート名]
[svolpoolid=プール ID]
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[confsvolserialnum=シリアル番号]
[confsvoldevnum=デバイス番号]
replicationfunction={ShadowImage|TrueCopySync|TrueCopyAsync|
QuickShadow|UniversalReplicator|global-activedevice}
[munum=MU番号] [fencelevel=フェンスレベル]
[copytracksize=コピーペース] 
[quorumdiskid=Quorumディスク ID]
[pairoption=ctg|suspend]
[ctgid=コンシステンシーグループ ID]

パラメーター

表 4-126 AddReplication コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

replicationgro
upid

任意 コピーグループ番号

方法 1 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは指定しないでく

ださい。このパラメーターを指定すると，方法 1 と見なされま

す。

groupname 任意 RAID Manager で使用されるグループ名

グループ名には 大 31 バイト指定できます。符号（#）またはハ

イフン（-）から始まるグループ名は指定できません。

グループ名に使用できる文字は，RAID Manager での規則に

従ってください。

省略した場合，グループ名は自動生成されます。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

pvolhostid 任意 P-VOL を認識するホストの ID
方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してく

ださい。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

pvolinstancenu
m

任意 P-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

方法 2 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

pvolportnum 任意 P-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

ホストの OS によって，次の値を指定します。

• Solaris：0～65535の整数

• AIX，Windows，HP-UX，または Linux：1～65535の整数

方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

svolhostid 任意 S-VOL を認識するホストの ID
方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してく

ださい。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

svolinstancenu
m

任意 S-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

方法 2 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

svolportnum 任意 S-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

ホストの OS によって，次の値を指定します。

• Solaris：0～65535の整数

• AIX，Windows，HP-UX，または Linux：1～65535の整数

方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定してください。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

パラメーター replicationgroupidを指定している場合，こ

のパラメーターは無視されます。

pvolarraytype 必須 P-VOL を含むストレージシステムのタイプ

pvolserialnum 必須 P-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

pvoldevnum 必須 P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

pvolportid 任意 P-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート番号

このパラメーターを指定する場合は，pvolportidまたは

pvolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

pvolportname 任意 P-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート名

このパラメーターを指定する場合は，pvolportidまたは

pvolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

pvolpoolid 任意 P-VOL の差分データやジャーナルデータを格納するプールの

プール ID
Copy-on-Write Snapshot の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 の場合，次のデバイス番号をパラメーター

pvoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

- Copy-on-Write Snapshot の P-VOL として使用している

デバイス番号

- TrueCopy Async の P-VOL または S-VOL として使用し

ているデバイス番号

TrueCopy Async の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 場合，Copy-on-Write Snapshot の P-VOL
として使用しているデバイス番号をパラメーター

pvoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

Universal Replicator の場合：

方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定

してください。

そのほかの場合，このパラメーターを指定しても，値は無視され

ます。

confpvolserial
num

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500

P-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

シリアル番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想シリア

ル番号を指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confpvolserialnumおよび confpvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

confpvoldevnum 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

P-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

デバイス番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想デバイ

ス番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confpvolserialnumおよび confpvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

svolarraytype 必須 S-VOL を含むストレージシステムのタイプ

svolserialnum 必須 S-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

svoldevnum 必須 S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

svolportid 任意 S-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート番号

このパラメーターを指定する場合は，svolportidまたは

svolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

svolportname 任意 S-VOL パスを管理する構成定義ファイル内のポート名

このパラメーターを指定する場合は，svolportidまたは

svolportnameのどちらか一方を指定してください。また，こ

れらのパラメーターを同時には指定しないでください。同時に

指定するとエラーとなります。

svolpoolid 任意 S-VOL の差分データやジャーナルデータを格納するプールの

プール ID
TrueCopy Async の場合：

このパラメーターは必ず指定してください。

ただし，HUS100 場合，Copy-on-Write Snapshot の P-VOL
として使用しているデバイス番号をパラメーター
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パラメーター名 指定のレベル 説明

svoldevnumに指定するときには，このパラメーターを省

略してください。

Universal Replicator の場合：

方法 2 または方法 3 の場合，このパラメーターは必ず指定

してください。

そのほかの場合，このパラメーターを指定しても，値は無視され

ます。

confsvolserial
num

任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

S-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

シリアル番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想シリア

ル番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confsvolserialnumおよび confsvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

confsvoldevnum 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

S-VOL を管理する構成定義ファイル内のストレージシステムの

デバイス番号

仮想 ID を用いてコピーペアの構成定義をする場合に仮想デバイ

ス番号を指定します。

パラメーター replicationfunctionに global-
activedeviceを指定した場合，このパラメーターは指定しな

いでください。

パラメーター confsvolserialnumおよび confsvoldevnum
は同時に指定する必要があります。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが

83-01-2X -XX /XX 以降のときだけ指定できます。

replicationfun
ction

必須 コピーペアで実行される操作のタイプ

指定できる値は次のとおりです。

• ShadowImage：ShadowImage
• TrueCopySync：TrueCopy
• TrueCopyAsync：TrueCopy Async
• QuickShadow：Copy-on-Write Snapshot
• UniversalReplicator：Universal Replicator
• global-activedevice：global-active device

munum 任意 P-VOL の MU 番号

このパラメーターは Universal Replicator または global-active
device の場合にだけ指定できます。

このパラメーターを指定しない場合，Device Manager が自動的

に値を指定します。

fencelevel 任意 P-VOL のフェンスレベル

TrueCopy Sync の場合，指定できる値は次のとおりです。

• Never：MCU が S-VOL ペアの状態をサスペンド状態に変更

できる場合でも，P-VOL へのホストの書き込み要求が拒否さ

れません。

• Data：更新コピーの失敗時に，P-VOL へのホストの書き込

み要求が拒否されます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

• Status：VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP
F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，および HUS VM の場合に，MCU が S-VOL
ペアの状態をサスペンド状態に変更できないときだけ P-
VOL へのホストの書き込み要求が拒否されます。

global-active device の場合，指定できる値は Neverだけです。

TrueCopy Sync および global-active device の場合，このパラ

メーターを省略すると，Neverが設定されます。それ以外の場

合，このパラメーターを指定しても，値は無視されます。

copytracksize 任意 コピーペース（イニシャルコピー中に一度にコピーされるトラッ

ク数）

指定できる値は 1～15までの整数です。

省略した場合は，次の値が設定されます。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi
USP，および HUS VM の場合：3

• HUS100 および Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合：15
replicationfunctionパラメーターで QuickShadowまたは

UniversalReplicatorを指定した場合，このパラメーターは

無視されます。

quorumdiskid 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

Quorum ディスクの ID
global-active device の場合，このパラメーターは必ず指定してく

ださい。

指定する Quorum ディスクの ID が，P-VOL および S-VOL のス

トレージシステムに登録されている必要があります。

指定できる値は 0～31 までの整数です。

pairoption 任意 コピーペア作成時のオプション

• ctg：global-active device の場合で，コンシステンシーグ

ループの ID を設定したいときに指定します。

このパラメーター値は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの場合だけ指定できます。

• suspend：TrueCopy または global-active device と組み合

わせた Universal Replicator のデルタリシンクペアを作成

するときに指定します。

このパラメーター値は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，VSP F1500，VSP G800，VSP F800，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，および

Hitachi USP の場合だけ指定できます。ただし，global-
active device と組み合わせたデルタリシンクペアの作成時

に，このパラメーター値を指定できるのは，VSP 5000 シリー

ズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP G800，VSP
F800，VSP G900，および VSP F900 だけです。

ctgid 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

コンシステンシーグループの ID
global-active device の場合で，パラメーター pairoptionに

ctgを指定したときにコンシステンシーグループの ID を指定し

ます。

このパラメーターは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイク

ロコードのバージョンが 80-02-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-03-0X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコー
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パラメーター名 指定のレベル 説明

ドのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ指定できま

す。

• VSP 5000 シリーズ：0～1023
• VSP G1000，G1500，VSP F1500：0～255
• VSP G100，G200：0～15
• VSP G150：0～31
• VSP G400，G600，VSP F400，F600：0～63
• VSP G350，G370，G700，G800，VSP F350，F370，F700，

F800：0～127
• VSP G900，VSP F900：0～255
ほかのコピーグループで，すでに使用されているコンシステン

シーグループの ID は指定できません。また，コピーグループ内

のコンシステンシーグループ ID はすべて同じになるように指定

してください。

方法 1：
• このパラメーターを省略した場合，コピーグループ内のほか

のコピーペアにすべて同じコンシステンシーグループ ID が

設定されていれば，同じ ID が自動で設定されます。

• コピーグループ内のほかのコピーペアにコンシステンシー

グループ ID が設定されていない場合，このパラメーターを

必ず指定してください。

方法 2 または方法 3：
• このパラメーターを省略した場合，未使用のコンシステン

シーグループの ID が自動で設定されます。

事前に取得するパラメーター値

事前に取得するパラメーター値は，コピーペアの作成方法によって異なります。

• 方法 1 の場合

次の表の項番 1，項番 4，項番 5，項番 7，項番 8 を参照してください。

• 方法 2 の場合

次の表の項番 2，項番 3，項番 4，項番 5，項番 6，項番 7 を参照してください。

• 方法 3 の場合

次の表の項番 2，項番 4，項番 5，項番 6，項番 7 を参照してください。

表 4-127 パラメーター値の取得方法（AddReplication コマンド）

項番 取得方法

1
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX より前の

場合）

パラメーター名：

replicationgroupid

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager がインストールされているホストを

指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of
ReplicationGroupの配下に replicationGroupID値が表示されます。

groupName値に処理対象のグループ名が表示された An instance of
ReplicationGroupを参照してください。replicationGroupID値が

replicationgroupidに対応します。

1
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX 以降の場

合）

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。
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項番 取得方法

パラメーター名：

replicationgroupid
• 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager がインストールされているホストを

指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of ConfigFileの下に

horcmVcmdSpecified値が，An instance of ReplicationGroupの下

に replicationGroupID値が表示されます。

• 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，horcmVcmdSpecified値

が「true」と表示されている ConfigFileインスタンス配下の

ReplicationGroupインスタンスを対象とし，groupName値に処理対

象のグループ名が表示された An instance of ReplicationGroup
を参照してください。replicationGroupID値が

replicationgroupidに対応します。

• 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，horcmVcmdSpecified値

が「false」と表示されている ConfigFileインスタンス配下の

ReplicationGroupインスタンスを対象とし，groupName値に処理対

象のグループ名が表示された An instance of ReplicationGroup
を参照してください。replicationGroupID値が

replicationgroupidに対応します。

2
パラメーター名：

pvolhostid
svolhostid

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に

hostID値が表示されます。hostID値がパラメーター pvolhostidま

たは svolhostidに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

パラメーター pvolhostidを取得するには，P-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定します。

パラメーター svolhostidを取得するには，S-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に

hostID値が表示されます。hostID値は，P-VOL を管理する RAID
Manager がインストールされているホストを指定した場合は，パラメー

ター pvolhostidに，S-VOL を管理する RAID Manager がインストー

ルされているホストを指定した場合は，パラメーター svolhostidに対

応します。

3
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX より前の

場合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値 instanceNumber値が An
instance of ConfigFile（構成定義ファイル情報）の下に表示され

ます。

valid値が「1」と表示された An instance of ConfigFileを 2 つ

参照してください。それぞれ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報です。それぞれの instanceNumber値がパラメーター

pvolinstancenumまたは svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値 instanceNumber値が An
instance of ConfigFile（構成定義ファイル情報）の下に表示され

ます。

valid値が「1」と表示されている An instance of ConfigFileの

うち，P-VOL を管理する構成定義ファイル情報を参照してください。
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項番 取得方法

instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumに対応しま

す。

同様に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

valid値が「1」と表示されている An instance of ConfigFileの

うち，S-VOL を管理する構成定義ファイル情報の instanceNumber値

がパラメーター svolinstancenumに対応します。

3
（RAID Manager のバージョ

ンが 01-32-03/XX 以降の場

合）

パラメーター名：

pvolinstancenum
svolinstancenum

GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実

行します。

• 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値，horcmVcmdSpecified
値，および instanceNumber値が An instance of ConfigFile（構

成定義ファイル情報）の下に表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileを 2 つ参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileを 2 つ参照してください。

それぞれ，P-VOL または S-VOL を管理する構成定義ファイル情報です。

それぞれの instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumま

たは svolinstancenumに対応します。

• 各ホストでコピーペアを管理している場合

初に，P-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

GetHostコマンドの実行結果には，valid値，horcmVcmdSpecified
値，および instanceNumber値が An instance of ConfigFile（構

成定義ファイル情報）の下に表示されます。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，P-VOL を管理する構成定義

ファイル情報を参照してください。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，P-VOL を管理する構成定義

ファイル情報を参照してください。

instanceNumber値がパラメーター pvolinstancenumに対応しま

す。

同様に，S-VOL を管理するホストを指定して GetHostコマンドを実行し

ます。

valid値が「1」と表示されている An instance of ConfigFileの

うち，S-VOL を管理する構成定義ファイル情報の instanceNumber値

がパラメーター svolinstancenumに対応します。

◦ 仮想 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」およ

び horcmVcmdSpecified値が「true」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報の instanceNumber値がパラメーター

svolinstancenumに対応します。

◦ 物理 ID を用いてコピーペアを操作する場合，valid値が「1」，およ

び horcmVcmdSpecified値が「false」と表示されている An
instance of ConfigFileのうち，S-VOL を管理する構成定義

ファイル情報の instanceNumber値がパラメーター

svolinstancenumに対応します。
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項番 取得方法

4
パラメーター名：

pvoldevnum
svoldevnum

GetHostコマンドのパラメーター subtargetに「LogicalUnit」を，パラ

メーター hostnameに P-VOL または S-VOL を認識するホストのホスト名

を指定して実行します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of LogicalUnitの配

下に objectID値（論理ユニットのオブジェクト ID）devNum値が表示され

ます。

P-VOL を認識するホストを指定した場合，P-VOL となる An instance of
LogicalUnitを参照してください。devNum値がパラメーター

pvoldevnumに対応します。

このとき，その objectID値を控えておいてください。

S-VOL を認識するホストを指定した場合，S-VOL となる An instance of
LogicalUnitの devNum値がパラメーター svoldevnumに対応します。

このとき，その objectID値を控えておいてください。

5
パラメーター名：

pvolarraytype
pvolserialnum
svolarraytype
svolserialnum

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドのパラメーター

subtargetに「LogicalUnit」を，パラメーター objectIDに P-VOL ま

たは S-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID（項番 4 で控えた

objectID値）を指定して実行します。

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果には，

指定した objectIDが An instance of LogicalUnitに表示されていま

す。objectIDが表示されている An instance of LogicalUnitを含む

An instance of StorageArray配下の arrayType値，

displayArrayType値，serialNumber値を参照してください。

P-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID を指定した場合，arrayType
値または displayArrayType値がパラメーター pvolarraytypeに，

serialNumber値がパラメーター pvolserialnumに対応します。

S-VOL となる論理ユニットのオブジェクト ID を指定した場合，同様に

arrayType値または displayArrayType値がパラメーター

svolarraytypeに，serialNumber値がパラメーター svolserialnumに

対応します。

このとき，作成するコピーペアのタイプが TrueCopy Async，Copy-on-Write
Snapshot，または Universal Replicator のときは，パラメーター

pvolarraytype，pvolserialnum，svolarraytype，svolserialnum
の値を控えておいてください。

6
パラメーター名：

pvolpoolid
svolpoolid

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドのパラメーター

subtargetに「Pool」を，パラメーター modelにモデル名を，パラメー

ター serialnumにシリアル番号を指定して実行します。

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果には，An
instance of Pool配下に poolFunction値 poolID値が表示されます。

項番 5 で控えた pvolarraytypeと pvolserialnumをパラメーター

modelと serialnumに指定した場合，poolFunction値が作成するコピー

ペアのタイプと同じ An instance of Poolを参照してください。

poolID値がパラメーター pvolpoolidに対応します。

項番 5 で控えた svolarraytypeと svolserialnumをパラメーター

modelと serialnumに指定した場合，poolFunction値が作成するコピー

ペアのタイプと同じ An instance of Poolを参照してください。

poolID値がパラメーター svolpoolidに対応します。

7
パラメーター名：

confpvolserialnum
confpvoldevnum
confsvolserialnum
confsvoldevnum

GetHostコマンドのパラメーター subtargetに「LogicalUnit」，
lusubinfoに「LDEV」，および ldevsubinfoに「VLDEV」を指定し，パラ

メーター hostnameに P-VOL または S-VOL を認識するホストのホスト名

を指定して実行します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of VLDEV配下に

vSerialNumber値および vDevNum値が表示されます。

P-VOL を認識するホストを指定した場合，vSerialNumber値が

confpvolserialnumに，vDevNum値が confpvoldevnumに対応します。

S-VOL を認識するホストを指定した場合，vSerialNumber値が

confsvolserialnumに，vDevNum値が confsvoldevnumに対応します。
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項番 取得方法

8
パラメーター名：

ctgid

GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドのパラメー

ター subtargetに「ReplicationInfo」，パラメーター modelにモデル

名，パラメーター serialnumにシリアル番号を指定して実行します。実行結

果には，An instance of ReplicationInfo配下に ctgID値が表示され

ます。この ctgID値がパラメーター ctgidに対応します。

コマンド実行例 1

この例では，構成定義ファイルにある既存のコピーグループ（コピーグループ番号：1）に

ShadowImage のコピーペアを作成します。P-VOL および S-VOL は，同じストレージシステム（モ

デル：VSP，シリアル番号：53039）に属します。P-VOL のデバイス番号には 3509を，S-VOL の

デバイス番号には 3510を指定します。

HiCommandCLI AddReplication -o "D:\logs\AddReplication.log" 
"replicationgroupid=1" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=53039" 
"pvoldevnum=3509" "pvolportid=1" "svolarraytype=VSP" 
"svolserialnum=53039" "svoldevnum=3510" "svolportid=1" 
"replicationfunction=ShadowImage"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of ReplicationGroup
  objectID=REPGROUP.1
  replicationGroupID=1
  groupName=HCMD-CG0000
  pvolHostID=11
  pvolInstanceNumber=152
  pvolPortNumber=4,000
  pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  svolHostID=11
  svolInstanceNumber=153
  svolPortNumber=4,001
  svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  replicationFunction=ShadowImage
  copyTrackSize=3
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.53039.3509.53039.3510
      pairName=HCMD-CP0002
      pvolSerialNumber=53039
      pvolArrayType=R700
      pvolDevNum=3,509
      displayPvolDevNum=00:0D:B5
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=53039
      svolArrayType=R700
      svolDevNum=3,510
      displaySvolDevNum=00:0D:B6
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=8
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
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      ctgID=-1
      deltaStatus=-1

コマンド実行例 2

この例では，既存の構成定義ファイルに新規にコピーグループを作成し，ShadowImage のコピー

ペアを作成します。ボリュームを認識するホストの ID は，P-VOL および S-VOL ともに 11です。

HORCM のインスタンス番号は P-VOL が 152，S-VOL が 153です。P-VOL および S-VOL は，

同じストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：53039）に属します。P-VOL のデバイス

番号には 3121を，S-VOL のデバイス番号には 3122を指定します。

HiCommandCLI AddReplication -o "D:\logs\AddReplication.log" 
"pvolhostid=11" "pvolinstancenum=152" "pvolportnum=4000" "svolhostid=11" 
"svolinstancenum=153" "svolportnum=4001" "pvolarraytype=VSP" 
"pvolserialnum=53039" "pvoldevnum=3121" "pvolportid=1" 
"svolarraytype=VSP" "svolserialnum=53039" "svoldevnum=3122" 
"svolportid=1" "replicationfunction=ShadowImage"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of ReplicationGroup
  objectID=REPGROUP.2
  replicationGroupID=2
  groupName=HCMD-CG0001
  pvolHostID=11
  pvolInstanceNumber=152
  pvolPortNumber=4,000
  pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  svolHostID=11
  svolInstanceNumber=153
  svolPortNumber=4,001
  svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  replicationFunction=ShadowImage
  copyTrackSize=3
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.53039.3121.53039.3122
      pairName=HCMD-CP0001
      pvolSerialNumber=53039
      pvolArrayType=R700
      pvolDevNum=3,121
      displayPvolDevNum=00:0C:31
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=53039
      svolArrayType=R700
      svolDevNum=3,122
      displaySvolDevNum=00:0C:32
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=8
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1
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コマンド実行例 3

この例では，新規に構成定義ファイルとコピーグループを作成し，ShadowImage のコピーペアを

作成します。ボリュームを認識するホストの ID は，P-VOL および S-VOL ともに 11です。

HORCM のインスタンス番号は P-VOL が 152，S-VOL が 153です。HORCM インスタンスの

ポート番号は，P-VOL が 4000，S-VOL が 4001です。P-VOL および S-VOL は，同じストレージ

システム（モデル：VSP，シリアル番号：53039）に属します。P-VOL のデバイス番号には 1531
を，S-VOL のデバイス番号には 1532を指定します。

HiCommandCLI AddReplication -o "D:\logs\AddReplication.log" 
"pvolhostid=11" "pvolinstancenum=152" "pvolportnum=4000" "svolhostid=11" 
"svolinstancenum=153" "svolportnum=4001" "pvolarraytype=VSP" 
"pvolserialnum=53039" "pvoldevnum=1531" "pvolportid=1" 
"svolarraytype=VSP" "svolserialnum=53039" "svoldevnum=1532" 
"svolportid=1" "replicationfunction=ShadowImage"

コマンド実行結果 3
RESPONSE:
An instance of ReplicationGroup
  objectID=REPGROUP.1
  replicationGroupID=1
  groupName=HCMD-CG0000
  pvolHostID=11
  pvolInstanceNumber=152
  pvolPortNumber=4,000
  pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  svolHostID=11
  svolInstanceNumber=153
  svolPortNumber=4,001
  svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  replicationFunction=ShadowImage
  copyTrackSize=3
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.53039.1531.53039.1532
      pairName=HCMD-CP0000
      pvolSerialNumber=53039
      pvolArrayType=R700
      pvolDevNum=1,531
      displayPvolDevNum=00:05:FB
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=53039
      svolArrayType=R700
      svolDevNum=1,532
      displaySvolDevNum=00:05:FC
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=8
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1
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4.6.3 AddReplication（Thin Image の場合）

AddReplicationコマンドは，コピーペアを作成します。ここでは，Thin Image のコピーペアを

作成する場合について説明します。

Thin Image 以外のコピーペアを作成する場合は，「4.6.2 AddReplication」を参照してください。

重要

• このコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00
モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM でだけ使用できます。

• クローン属性のコピーペアおよびカスケード構成に対応するコピーペアは作成できません（S-VOL に DP ボ

リュームを指定できません）。

• Device Manager CLI では，コンシステンシーグループに対する操作はできません。

• フォーマット済みの LDEV を必ず指定してください。未フォーマットの LDEV を指定したとき，コピーペ

アは作成されません。フォーマット済みかどうか確認するには，GetStorageArrayコマンドで確認してく

ださい。

• 容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュームを指定してコピーペアを作成する場合，コ

ピーの性能やホストの I/O 性能が低下するおそれがあります。詳細については，ご使用のストレージシステ

ムの各コピー機能に関するマニュアルを参照してください。

• VSP G1000 の場合，4TB を超えるボリューム（DP ボリュームや Thin Image の仮想ボリューム）を指定す

るときは，マイクロコードのバージョンが 80-02-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超えるボ

リューム（DP ボリュームや Thin Image の仮想ボリューム）を指定するときは，マイクロコードのバージョ

ンが 80-03-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• VSP Gx00 モデルの場合，4TB を超えるボリューム（DP ボリュームや Thin Image の仮想ボリューム）を

指定するときは，マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降である必要があります。60TB を超

えるボリューム（DP ボリュームや Thin Image の仮想ボリューム）を指定するときは，マイクロコードの

バージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降である必要があります。

• ペアボリュームの状態は PAIRになったあと PSUSになります。

• LUSE ボリュームに対して，コピーペアの作成はできません。

• ShadowImage の S-VOL を Thin Image の P-VOL としてカスケード構成にする場合，ShadowImage のコ

ピーペアの状態を Splitにしてから，Thin Image のコピーペアを作成してください。コピーペアの状態が

Pairだと，Thin Image のコピーペアの作成に失敗します。

書式

コピーペアの作成には，次の 2 とおりの方法があります。

• 方法 1：既存のスナップショットグループにコピーペアを追加します。この場合，書式は次のよ

うになります。

HiCommandCLI [URL] AddReplication [オプション]
{hostid=操作対象ホストの ID|hostname=操作ホストの名前} 
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolpoolid=プール ID]
svoldevnum=デバイス番号
{snapshotgroupid=スナップショットグループの ID|snapshotgroupname=スナップ
ショットグループ名}
replicationfunction=ThinImage

• 方法 2：スナップショットグループを作成し，そのスナップショットグループにコピーペアを追

加します。この場合，書式は次のようになります。

HiCommandCLI [URL] AddReplication [オプション]
{hostid=操作対象ホストの ID|hostname=操作ホストの名前} 
pvolarraytype=タイプ pvolserialnum=シリアル番号
pvoldevnum=デバイス番号
[pvolpoolid=プール ID]
svoldevnum=デバイス番号
snapshotgroupname=スナップショットグループ名
replicationfunction=ThinImage
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パラメーター

表 4-128 AddReplication コマンドのパラメーター（Thin Image の場合）

パラメーター名 指定のレベル 説明

hostid 任意 操作対象ホストの ID
hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

hostname 任意 操作対象ホストの名前

hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

パラメーター hostidを指定している場合，このパラメーターは

無視されます。

pvolarraytype 必須 P-VOL を含むストレージシステムのタイプ

pvolserialnum 必須 P-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

pvoldevnum 必須 P-VOL のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

pvolpoolid 任意 P-VOL の差分データを格納するプールのプール ID
Thin Image の P-VOL として使用しているデバイス番号をパラ

メーター pvoldevnumに指定する場合，このパラメーターを省

略してください。

そのほかの場合，このパラメーターは必ず指定してください。

svoldevnum 必須 S-VOL のデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

snapshotgroupi
d※

任意 スナップショットグループの ID
方法 1 の場合，snapshotgroupidまたは

snapshotgroupnameのどちらか一方を指定してください。

方法 2 の場合，このパラメーターは指定しないでください。この

パラメーターを指定すると，方法 1 と見なされます。

snapshotgroupn
ame※

任意 スナップショットグループ名

グループ名には 大 32 バイト指定できます。ハイフン（-）から

始まるグループ名は指定できません。

グループ名に使用できる文字は，RAID Manager での規則に

従ってください。

パラメーター snapshotgroupidを指定している場合，このパ

ラメーターは無視されます。

replicationfun
ction

必須 コピーペアで実行される操作のタイプ

ThinImageを指定します。

注※

SnapshotGroupインスタンスの cascadable属性が 1のスナップショットグループは指定

できません。

事前に取得するパラメーター値

hostid
GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実行します。

◦ 一括管理構成でコピーペアを管理している場合
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一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

◦ 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager（raidcom コマンド）がインストールされているホスト

を指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

pvoldevnumおよび svoldevnum
GetHostコマンドのパラメーター subtargetに「LogicalUnit」を，パラメーター

hostnameに P-VOL または S-VOL を認識するホストのホスト名を指定して実行します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of LogicalUnitの配下に objectID
値（論理ユニットのオブジェクト ID）と devNum値が表示されます。

P-VOL を認識するホストを指定した場合，P-VOL となる An instance of LogicalUnit
の devNumをパラメーター pvoldevnumの値として指定してください。このとき，その

objectID値を控えておいてください。

S-VOL を認識するホストを指定した場合，S-VOL となる An instance of LogicalUnit
の devNumをパラメーター svoldevnumの値として指定してください。

pvolarraytypeおよび pvolserialnum
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドのパラメーター subtargetに

「LogicalUnit」を，パラメーター objectIDに P-VOL となる論理ユニットのオブジェクト

ID（pvoldevnumを取得したときに控えた objectID値）を指定して実行します。

GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)コマンドの実行結果には，指定した

objectIDが An instance of LogicalUnitに表示されています。objectIDが表示さ

れている An instance of LogicalUnitを含む An instance of StorageArray配下

の arrayType値，displayArrayType値，および serialNumber値を参照してください。

arrayTypeまたは displayArrayTypeをパラメーター pvolarraytypeの値として指定

してください。同様に serialNumberをパラメーター pvolserialnumの値として指定し

てください。このとき，パラメーター pvolarraytypeおよび pvolserialnumの値を控え

ておいてください。

pvolpoolid
GetStorageArray(subtarget=Pool)コマンドのパラメーター subtargetに「Pool」を，

pvolarraytypeおよび pvolserialnumを取得したときに控えた pvolarraytypeをパラ

メーター modelの値に，pvolserialnumをパラメーター serialnumの値として指定して実

行します。

GetStorageArray(subtarget=Pool)コマンドの実行結果には，An instance of Pool
配下に poolFunction値および poolID値が表示されます。poolFunction値が 6（Thin
Image）の poolIDをパラメーター pvolpoolidの値として指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，既存のスナップショットグループ（スナップショットグループ番号：5）にコピーペア

を作成します。P-VOL については，ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）
に LDEV 番号 5の論理デバイスを指定します。S-VOL については，ストレージシステム（モデル：

VSP，シリアル番号：10001）に LDEV 番号 10の論理デバイスを指定します。

HiCommandCLI AddReplication -o "D:\logs\AddReplication.log" "hostid=5" 
"pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=10001" "pvoldevnum=5" "pvolpoolid=7" 
"svoldevnum=10" "snapshotgroupid=5" "replicationfunction=ThinImage"
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コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.5
  name=bs5205-2
  hostID=5
  ipAddress=10.197.76.123
  ipv6Address=fec0:0:0:7076:b036:e7e8:bdd9:9e34
  capacityInKB=408,103,872
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.10001.5
      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=5
      groupName=test5
      replicationFunction=ThinImage
      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.5.10001.10
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=5
          displayPvolDevNum=00:00:05
          pvolPoolID=7
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=10
          displaySvolDevNum=00:00:0A
          svolPoolID=7
          replicationFunction=ThinImage
          status=16
          muNumber=6
          copyTrackSize=-1
          splitTime=1,385,028,155
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=5
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1

コマンド実行例 2

この例では，新規にスナップショットグループ（スナップショットグループ名：test1）を作成し，

そのスナップショットグループにコピーペアを作成します。P-VOL については，ストレージシステ

ム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）に LDEV 番号 5の論理デバイスを指定します。S-VOL
については，ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）に LDEV 番号 10の論

理デバイスを指定します。

HiCommandCLI AddReplication -o "D:\logs\AddReplication.log" "hostid=5" 
"pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=10001" "pvoldevnum=5" "pvolpoolid=7" 
"svoldevnum=10" "snapshotgroupname=test1" "replicationfunction=ThinImage"
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コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.5
  name=bs5205-2
  hostID=5
  ipAddress=10.197.76.123
  ipv6Address=fec0:0:0:7076:b036:e7e8:bdd9:9e34
  capacityInKB=408,103,872
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.10001.1
      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=1
      groupName=test1
      replicationFunction=ThinImage
      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.5.10001.10
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=5
          displayPvolDevNum=00:00:05
          pvolPoolID=7
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=10
          displaySvolDevNum=00:00:0A
          svolPoolID=7
          replicationFunction=ThinImage
          status=16
          muNumber=6
          copyTrackSize=-1
          splitTime=1,385,028,155
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=1
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1

4.6.4 DeleteReplication
DeleteReplicationコマンドは，ストレージシステムからコピーペアを削除します。Thin
Image 以外のコピーペアの場合，RAID Manager の構成定義ファイルからコピーペア情報を削除

し，Thin Image のコピーペアの場合，スナップショットグループからコピーペアを削除します。

重要

• このコマンドは，Hitachi SMS では使用できません。

• 構成定義ファイルに定義された Thin Image のコピーペアに対する操作はできません。
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• SnapshotGroupインスタンスの cascadable属性が 1のスナップショットグループの Thin Image のコ

ピーペアに対する操作はできません（ReplicationInfoインスタンスの snapshotMode属性が

cascadeおよび cloneの Thin Image のコピーペアは削除できません）。

• Thin Image の場合，Device Manager CLI では，コンシステンシーグループに対する操作はできません。

• コピーグループから特定のコピーペアを削除するには，パラメーター pvolserialnum，pvoldevnum，
svolserialnum（もしくは svolsequencenum），および svoldevnumを指定する必要があります。これ

らすべてのパラメーターを省略した場合，コピーグループ内のすべてのコピーペアが削除されます。

• Thin Image の場合，次の注意が必要です。

hostidまたは hostnameを指定する必要があります。

スナップショットグループから特定のコピーペアを削除するには，パラメーター pvolarraytype，
pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，svoldevnum，および snapshotgroupid（もしく

は snapshotgroupname）を指定する必要があります。

スナップショットグループ内のすべてのコピーペアを削除するには，パラメーター pvolarraytype，
pvolserialnum，および snapshotgroupid（もしくは snapshotgroupname）を指定する必要があり

ます。

• global-active device のコピーペアを削除すると片方のボリュームの仮想デバイス番号が削除されるため，ホ

ストからこのボリュームを認識できなくなります。コピーペアを削除したあと P-VOL と S-VOL のどちら

のボリュームを使用するかは，パラメーター reverseで指定します。

• global-active device を使用した 3DC デルタリシンク構成の場合，Universal Replicator のコピーペア，

Universal Replicator のデルタリシンクペア，global-active device のコピーペアの順に削除してください。

パラメーター

表 4-129 DeleteReplication コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

replicationgro
upid

任意 コピーグループ番号

Thin Image の場合は指定する必要はありません。

pvolarraytype 任意 P-VOL を含むストレージシステムのタイプ

Thin Image の場合には必ず指定してください。Thin Image 以

外の場合は指定する必要はありません。

pvolserialnum 任意 P-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

Thin Image の場合には必ず指定してください。

pvoldevnum 任意 P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

svolserialnum 任意 S-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

svolsequencenumは指定しないでください。同時に指定する

とエラーとなります。

svolsequencenu
m

任意 S-VOL を含むストレージシステムのシーケンス番号
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

svolserialnumは指定しないでください。同時に指定すると

エラーとなります。

svoldevnum 任意 S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

reverse 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

global-active device の場合に，P-VOL と S-VOL の関係を逆転

させるかどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。

• true：P-VOL と S-VOL の関係を逆転させる

• false：P-VOL と S-VOL の関係を逆転させない

コピーペアの S-VOL を，コピーペアの削除後に使用する場合，

パラメーター値に trueを指定します。

このパラメーターに trueを指定する場合，コピーペアにコンシ

ステンシーグループ ID が設定されているときは，コピーグルー

プ単位で操作してください。

省略した場合は，falseが指定されたと見なされます。

hostid 任意 操作対象ホストの ID
このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

hostname 任意 操作対象ホストの名前

このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

パラメーター hostidを指定している場合，このパラメーターは

無視されます。

snapshotgroupi
d

任意 スナップショットグループの ID
このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

snapshotgroupidまたは snapshotgroupnameのどちらか

一方を指定してください。

snapshotgroupn
ame

任意 スナップショットグループ名

このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

snapshotgroupidまたは snapshotgroupnameのどちらか

一方を指定してください。パラメーター snapshotgroupidを

指定している場合，このパラメーターは無視されます。

事前に取得するパラメーター値

replicationgroupid，pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，および svoldevnum
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。An instance of
ReplicationGroupの下に表示される replicationGroupIDの値をパラメーター

replicationgroupidとして指定し，An instance of ReplicationInfoの下に表示さ

れる pvolSerialNumberの値をパラメーター pvolserialnumとして指定してください。

また，同様に pvolDevNumの値をパラメーター pvoldevnumとして，svolSerialNumber
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の値をパラメーター svolserialnumとして，svolDevNumの値をパラメーター

svoldevnumとして指定してください。

svolsequencenum
S-VOL を含むストレージシステムについては，GetStorageArrayコマンドの実行結果から

取得してください。An instance of StorageArrayの下に表示される

sequenceNumberの値をパラメーター svolsequencenumとして指定してください。

pvolarraytype
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。An instance of
ReplicationInfoの下に表示される pvolArrayTypeの値をパラメーター

pvolarraytypeとして指定してください。

hostid
GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実行します。

◦ 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

◦ 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager（raidcom コマンド）がインストールされているホスト

を指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

snapshotgroupidおよび snapshotgroupname
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには SnapshotGroupを指定してください。スナップ

ショットグループに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果

では，groupID値と groupName値が An instance of SnapshotGroupの下に表示され

ます。この groupIDの値をパラメーター snapshotgroupidとして指定してください。同

様に groupNameの値をパラメーター snapshotgroupnameとして指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，コピーグループ 1に定義されている ShadowImage のコピーペアを削除します。P-
VOL および S-VOL は，同じストレージシステム（シリアル番号：53039）に属します。P-VOL の

デバイス番号は 1531，S-VOL のデバイス番号は 1532です。

HiCommandCLI DeleteReplication -o "D:\logs\DeleteReplication.log" 
"replicationgroupid=1" "pvolserialnum=53039" "pvoldevnum=1531" 
"svolserialnum=53039" "svoldevnum=1532"

コマンド実行結果 1

実行結果では，指定したコピーペアを削除したあとの残りのコピーペアが表示されます。

RESPONSE:
An instance of ReplicationGroup
  objectID=REPGROUP.1
  replicationGroupID=1
  groupName=HCMD-CG0000
  pvolHostID=11
  pvolInstanceNumber=152
  pvolPortNumber=4,000
  pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
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  pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  svolHostID=11
  svolInstanceNumber=153
  svolPortNumber=4,001
  svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  replicationFunction=ShadowImage
  copyTrackSize=3
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.53039.3509.53039.3510
      pairName=HCMD-CP0002
      pvolSerialNumber=53039
      pvolArrayType=R700
      pvolDevNum=3,509
      displayPvolDevNum=00:0D:B5
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=53039
      svolArrayType=R700
      svolDevNum=3,510
      displaySvolDevNum=00:0D:B6
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=8
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1

コマンド実行例 2

この例では，コピーグループ 7，およびこのコピーグループに定義されているすべてのコピーペア

を削除します。

HiCommandCLI DeleteReplication -o "D:\logs\DeleteReplication.log" 
"replicationgroupid=7"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

コマンド実行例 3

この例では，スナップショットグループ 8に属している Thin Image のコピーペアを削除します。

コピーペアの P-VOL は，ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）の論理デバ

イス（LDEV 番号：10）です。S-VOL は，ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：

10001）の論理デバイス（LDEV 番号：11）です。

HiCommandCLI DeleteReplication -o "D:\logs\DeleteReplication.log" 
"hostid=9" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=10001" "pvoldevnum=10" 
"svolserialnum=10001" "svoldevnum=11" "snapshotgroupid=8"

コマンド実行結果 3

実行結果では，指定したコピーペアを削除したあとの残りのコピーペアが表示されます。

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.11
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  name=bs3209-8
  hostID=9
  ipAddress=10.197.76.178
  ipv6Address=fec0:0:0:7076:b4d5:21a6:d3bb:6e97
  capacityInKB=74,985,760
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.10001.8
      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=8
      groupName=TI_test_Group_1024pairCheck_1
      replicationFunction=ThinImage
      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.20.10001.21
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=20
          displayPvolDevNum=00:00:14
          pvolPoolID=38
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=21
          displaySvolDevNum=00:00:15
          svolPoolID=38
          replicationFunction=ThinImage
          status=16
          muNumber=988
          copyTrackSize=-1
          splitTime=1,385,186,735
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=8
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1

コマンド実行例 4

この例では，スナップショットグループ 8，およびこのスナップショットグループに定義されてい

るすべてのコピーペアを削除します。

HiCommandCLI DeleteReplication -o "D:\logs\DeleteReplication.log" 
"hostid=9" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=10001" "snapshotgroupid=8"

コマンド実行結果 4
RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

4.6.5 GetReplicationControllerPair
GetReplicationControllerPairコマンドは，レプリケーションコントローラーペアに関する

情報を取得します。
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レプリケーションコントローラーペアとは，HUS100 および Hitachi AMS2000/AMS/WMS ではリ

モートパスを示し，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，
および HUS VM では MCU と RCU との間のパスを示します。

重要 このコマンドは，Hitachi SMS では使用できません。

書式

特定のレプリケーションコントローラーペアの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetReplicationControllerPair [オプション]
masterserialnum=MCUを含むストレージシステムのシリアル番号
mastercontrollerid=MCUの CU番号
remoteserialnum=RCUを含むストレージシステムのシリアル番号
remotessid=RCUの SSID
[mastermodel=MCUを含むストレージシステムのモデル
remotefamily=RCUを含むストレージシステムのファミリー
remotepathgroupid=RCUのパスグループ ID]

すべてのレプリケーションコントローラーペアの情報を取得する場合：

HiCommandCLI [URL] GetReplicationControllerPair [オプション]

パラメーター

表 4-130 GetReplicationControllerPair コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

masterserialnu
m

任意※ MCU を含むストレージシステムのシリアル番号

mastercontroll
erid

任意※ MCU の CU 番号

remoteserialnu
m

任意※ RCU を含むストレージシステムのシリアル番号

remotessid 任意※ RCU の SSID

mastermodel 任意※ MCU を含むストレージシステムのモデル

remotefamily 任意※ RCU を含むストレージシステムのファミリー

remotepathgrou
pid

任意※ RCU のパスグループ ID

注※

指定できるパラメーターの組み合わせを次に示します。

◦ パラメーター masterserialnum，mastercontrollerid，remoteserialnum，
remotessidは同時に指定する必要があります。同時に指定しないとエラーとなります。

◦ パラメーター mastermodel，remotefamily，remotepathgroupidを指定する場合は

すべてのパラメーター（masterserialnum，mastercontrollerid，
remoteserialnum，remotessid，mastermodel，remotefamily，
remotepathgroupid）を同時に指定する必要があります。同時に指定しないとエラーと

なります。

◦ すべてのパラメーターを省略した場合，すべてのレプリケーションコントローラーペアの

情報を取得します。
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事前に取得するパラメーター値

masterserialnum，mastercontrollerid，remoteserialnum，remotessid，
mastermodel，remotefamily，および remotepathgroupid

パラメーターを指定しないで GetReplicationControllerPairコマンドを実行し，その実

行結果から値を取得してください。An instance of ReplicationControllerPairの

下に表示される masterSerialNumberの値をパラメーター masterserialnumとして，

masterControllerIDの値をパラメーター mastercontrolleridとして，

remoteSerialNumberの値をパラメーター remoteserialnumとして，remoteSSIDの値

をパラメーター remotessidとして，masterArrayTypeの値をパラメーター

mastermodelとして，remoteArrayFamilyの値をパラメーター remotefamilyとして，

remotePathGroupIDの値をパラメーター remotepathgroupidとして指定してください。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（シリアル番号：53038）の MCU（CU 番号：0），ストレージシ

ステム（シリアル番号：54440）の RCU（SSID：0）に関するコントローラーペア情報を取得しま

す。

HiCommandCLI GetReplicationControllerPair 
-o "D:\logs\GetReplicationControllerPair.log" "masterserialnum=53038" 
"mastercontrollerid=0" "remoteserialnum=54440" "remotessid=0"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of ReplicationControllerPair
  objectID=REPCTLPAIR.53038.0.54440.0
  masterArrayType=R700
  masterSerialNumber=53038
  masterControllerID=0
  masterStartDevNum=0
  displayMasterStartDevNum=00:00:00
  masterEndDevNum=65,279
  displayMasterEndDevNum=00:FE:FF
  remoteArrayType=R700
  remoteSerialNumber=54440
  remoteSSID=0
  remoteControllerID=0
  remoteStartDevNum=0
  displayRemoteStartDevNum=00:00:00
  remoteEndDevNum=65,279
  displayRemoteEndDevNum=00:FE:FF
  pairType=0

4.6.6 GetReplicationStatus
GetReplicationStatusコマンドは，global-active device のコピーペアの状態を取得します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以

降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ情報を

取得できます。

• 特定の global-active device のコピーペア情報を複数取得する場合，バッチ機能を使用してください。バッ

チ機能については「6. バッチ機能」を参照してください。

書式

HiCommandCLI [URL] GetReplicationStatus [オプション]
model=モデル serialnum=シリアル番号
pvolserialnum=P-VOLが属するストレージシステムのシリアル番号 
pvoldevnum=P-VOLが属するストレージシステムのデバイス番号
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svolserialnum=S-VOLが属するストレージシステムのシリアル番号
svoldevnum=S-VOLが属するストレージシステムのデバイス番号

パラメーター

表 4-131 GetReplicationStatus コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

パラメーター pvolserialnum値および svolserialnum値の

どちらかの値が，このパラメーターで指定する値と同じである必

要があります。

model 必須 ストレージシステムのタイプ

pvolserialnum 必須 P-VOL が属するストレージシステムのシリアル番号

pvoldevnum 必須 P-VOL が属するストレージシステムのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

svolserialnum 必須 S-VOL が属するストレージシステムのシリアル番号

svoldevnum 必須 S-VOL が属するストレージシステムのデバイス番号

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

実行結果は 10 進数で出力されます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，および svoldevnum
GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには ReplicationInfoを指定してください。コピー

ペアに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果では，

pvolSerialNumber値，pvolDevNum値，svolSerialNumber値，および svolDevNum値

が An instance of ReplicationInfoの下に表示されます。それぞれの値を

pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，および svoldevnumに指定してくださ

い。

コマンド実行例

この例では，ストレージシステム（モデル：VSP G1000，シリアル番号：10139）の，特定のコ

ピーペア（pvolserialnum：10139，pvoldevnum：16910，svolserialnum：10182，
svoldevnum：14880）の 新の状態を取得します。

HiCommandCLI GetReplicationStatus -o "D:\logs\GetReplicationStatus.log" 
"model=VSP G1000" "serialnum=10139" "pvolserialnum=10139" 
"pvoldevnum=16910" "svolserialnum=10182" "svoldevnum=14880"
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コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R800.60001
     .
     . (Attributes of StorageArray are omitted here)
     .
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.10139.16910.10182.14880
      pvolSerialNumber=10139
      pvolArrayType=R800
      pvolDevNum=16,910
      displayPvolDevNum=00:42:0E
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=10182
      svolArrayType=R800
      svolDevNum=14,880
      displaySvolDevNum=00:3A:20
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=global-activedevice
      status=1
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=0
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=0
      pvolIOMode=1
      svolIOMode=1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1

4.6.7 ModifyReplication
ModifyReplicationコマンドは，コピーペアの状態を変更します。

重要

• このコマンドは，Hitachi SMS では使用できません。

• 構成定義ファイルに定義された Thin Image のコピーペアに対する操作はできません。

• SnapshotGroupインスタンスの cascadable属性が 1のスナップショットグループの Thin Image のコ

ピーペアに対する操作はできません（ReplicationInfoインスタンスの snapshotMode属性が

cascadeおよび cloneの Thin Image のコピーペアは変更できません）。

• Thin Image の場合，Device Manager CLI では，コンシステンシーグループに対する操作はできません。

• Power Saving を有効にしている HUS100 または Hitachi AMS2000/AMS/WMS でコピーペアを変更する

場合，スピンダウン状態のパリティグループに属する LU を選択すると，コピーペアの変更が失敗すること

があります。コピーペアを変更する場合は，操作対象の LU が属するパリティグループを，スピンアップ状

態にしてから実行してください。パリティグループの状態を確認する場合，パリティグループをスピンアッ

プ状態にする場合は，Storage Navigator Modular または Storage Navigator Modular 2 を使用してくださ

い。

• コピーグループの特定のコピーペアを操作するには，パラメーター pvolserialnum，pvoldevnum，
svolserialnum（もしくは svolsequencenum），および svoldevnumをすべて指定する必要がありま

す。これらすべてのパラメーターを省略した場合，コピーグループ内のすべてのコピーペアが変更されま

す。

• Thin Image の場合，次の注意が必要です。

hostidまたは hostnameを指定する必要があります。
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スナップショットグループから特定のコピーペアを操作するには，パラメーター pvolarraytype，
pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，svoldevnum，および snapshotgroupid（もしく

は snapshotgroupname）を指定する必要があります。

スナップショットグループ内のすべてのコピーペアを操作するには，パラメーター pvolarraytype，
pvolserialnum，および snapshotgroupid（もしくは snapshotgroupname）を指定する必要があり

ます。

パラメーター

表 4-132 ModifyReplication コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

replicationgro
upid

任意 コピーグループの番号

Thin Image の場合は指定する必要はありません。

operation 必須 次のどれかの値を指定します。

• split
コピーペアを分割します。

• resync
コピーペアを P-VOL から S-VOL に再同期します。

• resync;ctg
global-active device の場合，コンシステンシーグループ ID
が設定されていないコピーペアに ID を設定し，コピーペア

を P-VOL から S-VOL に再同期します。resync;ctgを指

定した場合，パラメーター ctgidも必ず指定します。

• restore
コピーペアを S-VOL から P-VOL に再同期します。

TrueCopy Sync，TrueCopy Async，Universal Replicator，およ

び global-active device の場合，パラメーター値に restoreを指

定できません。

Copy-on-Write Snapshot または Thin Image のコピーペアを再

同期した場合，コピーペアは再同期後に分割されます。そのた

め，ペアボリュームの状態は PAIRになったあと PSUSになりま

す。

global-active device の場合の指定条件※

• split：コピーペアの状態が Pairであること

• resync：次の 2 つの条件をすべて満たしていること

◦ コピーペアの状態が Splitまたは Error
◦ P-VOL の I/O モードが Localまたは S-VOL の I/O

モードが Local
• resync;ctg：次の 2 つの条件をすべて満たしていること

◦ コピーペアの状態が Splitまたは Error
◦ P-VOL の I/O モードが Localまたは S-VOL の I/O

モードが Local
注※

• コンシステンシーグループ ID が設定されたコピーペアを含

むコピーグループに対して splitまたは resyncを指定す

る場合，コピーグループ内でコンシステンシーグループ ID
が付与されているすべてのコピーペアが「global-active
device の場合の指定条件」を満たしている必要があります。

• コピーグループに対して resync;ctgを指定する場合，コ

ピーグループ内のすべてのコピーペアが「global-active
device の場合の指定条件」を満たしている必要があります。

pvolarraytype 任意 P-VOL を含むストレージシステムのタイプ

Thin Image の場合には必ず指定してください。Thin Image 以

外の場合は指定する必要はありません。

pvolserialnum 任意 P-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

Thin Image の場合には必ず指定してください。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

pvoldevnum 任意 P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

svolserialnum 任意 S-VOL を含むストレージシステムのシリアル番号

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

svolsequencenumは指定しないでください。同時に指定する

とエラーとなります。

svolsequencenu
m

任意 S-VOL を含むストレージシステムのシーケンス番号

このパラメーターを指定する場合，パラメーター

svolserialnumは指定しないでください。同時に指定すると

エラーとなります。

svoldevnum 任意 S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」

で指定します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は

LDEV 番号です。ここで，ww は省略できます。ww を省略

した場合，LDKC 番号は 0と見なされます。

Hitachi USP の場合：

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「xx:yy」で指定

します。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

そのほかのストレージシステムの場合：

10 進数で指定します。

実行結果は 10 進数で出力されます。

copytracksize 任意 コピーペース

指定できる値は 1～15までの整数です。

特定のコピーペアのコピーペースを変更する場合は，パラメー

ター pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，
svoldevnumも指定してください。すべてのコピーペアのコ

ピーペースを一括で変更する場合は，これらのパラメーターは省

略してください。

operationパラメーターで splitまたは resyncを指定した

場合，このパラメーターは無視されます。

コピーペアで実行される操作のタイプが Copy-on-Write
Snapshot，Thin Image，または Universal Replicator の場合，

このパラメーターは無視されます。

hostid 任意 操作対象ホストの ID
このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

hostname 任意 操作対象ホストの名前

このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

hostidまたは hostnameのどちらか一方を指定してください。

パラメーター hostidを指定している場合，このパラメーターは

無視されます。

snapshotgroupi
d

任意 スナップショットグループの ID
このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

snapshotgroupidまたは snapshotgroupnameのどちらか

一方を指定してください。

snapshotgroupn
ame

任意 スナップショットグループ名

このパラメーターは，Thin Image の場合だけ指定できます。

パラメーター snapshotgroupidを指定している場合，このパ

ラメーターは無視されます。

ctgid 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500
VSP Gx00 モデル

VSP Fx00 モデル）

コンシステンシーグループの ID
global-active device の場合で，パラメーター operationに

resync;ctgを指定したときは必ず指定します。

このパラメーターは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイク

ロコードのバージョンが 80-02-2X -XX /XX 以降），VSP G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-03-0X -XX /XX 以降），および VSP Fx00 モデル（マイクロコー

ドのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ指定できま

す。

• VSP 5000 シリーズ：0～1023
• VSP G1000，G1500，VSP F1500：0～255
• VSP G100，G200：0～15
• VSP G150：0～31
• VSP G400，G600，VSP F400，F600：0～63
• VSP G350，G370，G700，G800，VSP F350，F370，F700，

F800：0～127
• VSP G900，VSP F900：0～255
ほかのコピーグループで，すでに使用されているコンシステン

シーグループの ID は指定できません。また，コピーグループ内

のコンシステンシーグループ ID はすべて同じになるように指定

してください。

すでに設定されているコンシステンシーグループの ID は変更で

きません。

同じコピーグループ内のほかのコピーペアにすでに設定されて

いるコンシステンシーグループ ID を指定する場合は，コピーペ

アを指定して，コマンドを実行してください。コピーグループ単

位で操作することはできません。

事前に取得するパラメーター値

replicationgroupid，pvolserialnum，pvoldevnum，svolserialnum，および svoldevnum
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。An instance of
ReplicationGroupに表示される replicationGroupID値をパラメーター

replicationgroupidとして，An instance of ReplicationInfoに表示される

pvolSerialNumber値をパラメーター pvolserialnumとして指定してください。また，同

様に pvolDevNum値をパラメーター devnumとして，svolSerialNumber値をパラメーター

svolserialnumとして，svolDevNum値をパラメーター svoldevnumとして指定してくだ

さい。

svolsequencenum
S-VOL を含むストレージシステムについては，GetStorageArrayコマンドの実行結果から

取得してください。An instance of StorageArrayに表示される sequenceNumberの

値をパラメーター svolsequencenumとして指定してください。
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pvolarraytype
GetHostコマンドの実行結果から取得してください。An instance of
ReplicationInfoの下に表示される pvolArrayTypeの値をパラメーター

pvolarraytypeとして指定してください。

hostid
GetHostコマンドのパラメーター hostnameに，次のホスト名を指定して実行します。

◦ 一括管理構成でコピーペアを管理している場合

一括で管理しているホストを指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

◦ 各ホストでコピーペアを管理している場合

P-VOL を管理する RAID Manager（raidcom コマンド）がインストールされているホスト

を指定します。

GetHostコマンドの実行結果には，An instance of Hostの配下に hostID値が表示

されます。hostIDを，パラメーター hostidの値として指定してください。

snapshotgroupidおよび snapshotgroupname
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)コマンドの実行結果から取得してくださ

い。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだけ

を指定し，パラメーター subtargetには SnapshotGroupを指定してください。スナップ

ショットグループに関する情報を指定したストレージシステムから取得できます。実行結果

では，groupID値と groupName値が An instance of SnapshotGroupの下に表示され

ます。この groupIDの値をパラメーター snapshotgroupidとして指定してください。同

様に groupNameの値をパラメーター snapshotgroupnameとして指定してください。

ctgid
GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには ReplicationInfoを指定してください。実行結

果には，An instance of ReplicationInfo配下に ctgID値が表示されます。ctgID値

を，パラメーター ctgidの値として指定してください。

コマンド実行例 1

この例では，コピーグループ 1に定義されている ShadowImage のコピーペアの状態をサスペンド

状態（split）に変更します。P-VOL および S-VOL は，同じストレージシステム（シリアル番号：

53039）に属します。P-VOL のデバイス番号は 1531，S-VOL のデバイス番号は 1532です。

HiCommandCLI ModifyReplication -o "D:\logs\ModifyReplication.log" 
"replicationgroupid=1" "operation=split" "pvolserialnum=53039" 
"pvoldevnum=1531" "svolserialnum=53039" "svoldevnum=1532"

コマンド実行結果 1
RESPONSE:
An instance of ReplicationGroup
  objectID=REPGROUP.1
  replicationGroupID=1
  groupName=HCMD-CG0000
  pvolHostID=11
  pvolInstanceNumber=152
  pvolPortNumber=4,000
  pvolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  pvolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  svolHostID=11
  svolInstanceNumber=153

444 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



  svolPortNumber=4,001
  svolHORCMMONHostName=10.197.151.93
  svolHORCMINSTHostName=10.197.151.93
  replicationFunction=ShadowImage
  copyTrackSize=3
  List of 1 ReplicationInfo elements:
    An instance of ReplicationInfo
      objectID=REPINFO.53039.1531.53039.1532
      pairName=HCMD-CP0000
      pvolSerialNumber=53039
      pvolArrayType=R700
      pvolDevNum=1,531
      displayPvolDevNum=00:05:FB
      pvolPoolID=-1
      svolSerialNumber=53039
      svolArrayType=R700
      svolDevNum=1,532
      displaySvolDevNum=00:05:FC
      svolPoolID=-1
      replicationFunction=ShadowImage
      status=16
      muNumber=0
      copyTrackSize=3
      splitTime=-1
      remotePathGroupID=-1
      pvolMngAreaPoolID=-1
      svolMngAreaPoolID=-1
      snapshotGroupID=-1
      confPvolDevNum=-1
      confSvolDevNum=-1
      quorumDiskID=-1
      pvolIOMode=-1
      svolIOMode=-1
      ctgID=-1
      deltaStatus=-1

コマンド実行例 2

この例では，スナップショットグループ（スナップショットグループ番号：12）に定義されている

Thin Image 用のコピーペアの状態である，サスペンド状態（split）を変更します。P-VOL は，

ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）の論理デバイス（LDEV 番号：20）
です。S-VOL は，ストレージシステム（モデル：VSP，シリアル番号：10001）の論理デバイス

（LDEV 番号：21）です。

HiCommandCLI ModifyReplication -o "D:\logs\ModifyReplication.log" 
"hostid=5" "operation=split" "pvolarraytype=VSP" "pvolserialnum=10001" 
"pvoldevnum=20" "svolserialnum=10001" "svoldevnum=21" 
"snapshotgroupid=12"

コマンド実行結果 2
RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.5
  name=bs5205-2
  hostID=5
  ipAddress=10.197.76.123
  ipv6Address=fec0:0:0:7076:b036:e7e8:bdd9:9e34
  capacityInKB=408,103,872
  hostType=-1
  managedBy=2
  osType=Windows
  statusOfDBUpdating=0
  List of 1 SnapshotGroup elements:
    An instance of SnapshotGroup
      objectID=SNAPSHOTGROUP.R700.10001.12
      arrayType=R700
      serialNumber=10001
      groupID=12
      groupName=test12
      replicationFunction=ThinImage
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      ctGrp=NotCTG
      numberOfPairs=-1
      numberOfVVols=-1
      cascadable=-1
      List of 1 ReplicationInfo elements:
        An instance of ReplicationInfo
          objectID=REPINFO.10001.20.10001.21
          pvolSerialNumber=10001
          pvolArrayType=R700
          pvolDevNum=20
          displayPvolDevNum=00:00:14
          pvolPoolID=1
          svolSerialNumber=10001
          svolArrayType=R700
          svolDevNum=21
          displaySvolDevNum=00:00:15
          svolPoolID=1
          replicationFunction=ThinImage
          status=16
          muNumber=6
          copyTrackSize=-1
          splitTime=-1
          remotePathGroupID=-1
          pvolMngAreaPoolID=-1
          svolMngAreaPoolID=-1
          snapshotGroupID=12
          confPvolSerialNumber=
          confPvolDevNum=-1
          confSvolSerialNumber=
          confSvolDevNum=-1
          quorumDiskID=-1
          pvolIOMode=-1
          svolIOMode=-1
          ctgID=-1
          deltaStatus=-1

4.7 Universal Replicator の性能分析のコマンド
Universal Replicator の性能分析のコマンドでは，性能情報を CSV 形式で出力できます。

4.7.1 Universal Replicator の性能分析のコマンドとは

Universal Replicator の性能分析のコマンドを使って，Universal Replicator の書き込み遅延時間

（C/T デルタ）や性能情報をコピーグループ単位で出力します。

GUI の［レプリケーション］タブでは，Universal Replicator の性能情報を確認して，Universal
Replicator で発生する書き込み遅延時間（C/T デルタ）の悪化要因を分析できます。性能情報や分

析結果を PDF 形式で出力することもできます。

Device Manager CLI では，性能情報を CSV 形式で出力します。出力結果を蓄積して，まとめて参

照したり，表計算ソフトウェアなどを使ってグラフを作成したりすることで，数か月から数年といっ

た長期間の性能分析に利用できます。外部プログラムを組み合わせて Device Manager CLI コマン

ドの起動スケジュールを設定しておくことで，性能情報の出力を自動化でき，作業の負荷が軽減で

きます。

重要

• Universal Replicator の性能分析のコマンドは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，
VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM を使用して Universal
Replicator のコピーペアを運用している場合の性能情報を対象としています。

• Universal Replicator の性能分析のコマンドを使用するには，Replication Manager や Tuning Manager と
連携し，GUI の［レプリケーション］タブの表示を有効にしておく必要があります。Replication Manager
や Tuning Manager と連携するための環境設定，および GUI の［レプリケーション］タブの表示を有効に
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する方法については，マニュアル「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してください。

GUI の［レプリケーション］タブの機能や使い方については，マニュアル「Hitachi Command Suite ユー

ザーズガイド」を参照してください。

Universal Replicator の性能分析のコマンドには，次の 3 つがあります。

• GetCopyGroup
コピーグループの情報を取得します。GetReplicationPerformanceDataコマンドで性能

情報を出力したり，RefreshReplicationPerformanceDataコマンドで情報を更新したり

するときに，対象とするコピーグループの情報を取得するために使用します。

• GetReplicationPerformanceData
Universal Replicator の性能情報を CSV 形式で出力します。

1 か月を超える期間の性能情報を蓄積する場合は，性能情報を定期的に出力する必要がありま

す。Device Manager サーバのデータベースには，31 日分の性能情報が保持されます。

GetReplicationPerformanceDataコマンドの実行結果は，標準出力に出力されます。CSV
ファイルとして出力する場合は，オプション-o（または--output）でファイル名を指定してく

ださい。

• RefreshReplicationPerformanceData
コピーグループの構成情報や性能情報を 新の状態に更新します。

Universal Replicator の構成情報や性能情報を更新するには，このコマンドまたは GUI の［レ

プリケーション］タブを使って手動で更新する方法と，Device Manager サーバの

replication.propertiesファイルを設定して自動で更新する方法があります。

構成情報や性能情報を自動で更新する方法については，マニュアル「Hitachi Command Suite
システム構成ガイド」を参照してください。

関連項目

• 4.7.2 GetCopyGroup

• 4.7.3 GetReplicationPerformanceData

• 4.7.4 RefreshReplicationPerformanceData

• 4.7.5 GetReplicationPerformanceData コマンドの出力形式

4.7.2 GetCopyGroup
GetCopyGroupコマンドは，コピーグループの情報を取得します。パラメーターはありません。

このコマンドで取得できるのは，GUI の［レプリケーション］タブで管理されている情報です。

GetReplicationPerformanceDataコマンドや RefreshReplicationPerformanceDataコ

マンドの実行時に指定するコピーグループを特定するための情報を取得します。

コマンド実行例

HiCommandCLI GetCopyGroup -o "D:\logs\GetCopyGroup.log"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of CopyGroup
  objectID=GROUP.[10000000C9C8C7F0.100].
[10000000C9CCCBA6.100].Copy_uGroup_u001
  groupName=Copy_Group_001
  status=Sync
  pvolHORCMMONHostName=PHOST1
  pvolInstanceNumber=100
  svolHORCMMONHostName=SHOST1
  svolInstanceNumber=100

コマンドリファレンス 447

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



   .
   . (repeated for other CopyGroup instances)
   .

4.7.3 GetReplicationPerformanceData
GetReplicationPerformanceDataコマンドは，Universal Replicator の性能情報を CSV 形式

で出力します。

重要

• このコマンドの実行時にオプション-t（または--messagetrace）を指定しても，メッセージトレースファ

イルに性能情報は出力されません。

• コピーグループの状態によっては，性能情報を正しく取得できないことがあります。

例えば，コピーグループの集約ペア状態が Simplexの場合，Universal Replicator のコピーペアを作成し，

RefreshReplicationPerformanceDataコマンドのパラメーター refreshconfigurationに true
を指定して実行したあとで性能情報を出力してください。集約ペア状態は，GetCopyGroupコマンドの実

行結果に出力される CopyGroupインスタンスの status属性で確認できます。

書式

性能情報を取得するコピーグループを，ペア管理サーバ名，HORCM インスタンスのインスタンス

番号，およびコピーグループ名で指定する場合：

HiCommandCLI [URL] GetReplicationPerformanceData [オプション] 
hostname=ペア管理サーバ名 instancenumber=HORCMインスタンスのインスタンス番号 
copygroupname=コピーグループ名 
[startdate=性能情報の取得範囲の開始日時] [enddate=性能情報の取得範囲の終了日時]

性能情報を取得するコピーグループをオブジェクト ID で指定する場合：

HiCommandCLI [URL] GetReplicationPerformanceData [オプション] 
objectid=コピーグループのオブジェクト ID 
[startdate=性能情報の取得範囲の開始日時] [enddate=性能情報の取得範囲の終了日時]

パラメーター

表 4-133 GetReplicationPerformanceData コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意※ コピーグループのオブジェクト ID
GUI の［レプリケーション］タブで管理しているオブジェクト

ID を使用します。

hostname 任意※ コピーグループを管理するペア管理サーバ名

instancenumber 任意※ HORCM インスタンスのインスタンス番号

copygroupname 任意※ コピーグループ名

startdate 任意 性能情報の取得範囲の開始日時

大 31 日前の日時を，Device Manager サーバのローカルタイ

ムで指定します。

「MM/DD/YYYY/hh:mm」形式で指定してください。

省略した場合， も古いデータから情報を取得します。

enddate 任意 性能情報の取得範囲の終了日時

Device Manager サーバのローカルタイムで指定します。

「MM/DD/YYYY/hh:mm」形式で指定してください。

省略した場合，コマンド実行日時までの情報を取得します。

注※
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パラメーター objectidを指定するか，パラメーター hostname，instancenumber，およ

び copygroupnameを同時に指定するかのどちらか一方を必ず行ってください。ペア管理

サーバを冗長化した構成の場合はパラメーター objectidを指定します。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetCopyGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance
of CopyGroupの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター

objectidの値として指定します。

hostname，instancenumber，および copygroupname
GetCopyGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance
of CopyGroupの下に groupName値，pvolHORCMMONHostName値，

pvolInstanceNumber値，svolHORCMMONHostName値，および svolInstanceNumber
値が表示されます。パラメーター hostnameに pvolHORCMMONHostNameの値を指定する場

合は，パラメーター instancenumberに pvolInstanceNumberの値を，パラメーター

hostnameに svolHORCMMONHostNameの値を指定する場合は，パラメーター

instancenumberに svolInstanceNumberの値を指定します。パラメーター

copygroupnameには，groupNameの値を指定します。

コマンド実行例 1

この例では，ペア管理サーバ名，HORCM インスタンスのインスタンス番号，およびコピーグルー

プ名を指定して性能情報を出力します。オプション-oに CSV ファイル名を指定しているので，実

行結果は CSV ファイルに出力されます。

HiCommandCLI GetReplicationPerformanceData 
-o "D:\PerformanceData\Copy_Group_001_08142014-08152014.csv" 
"hostname=PHOST1" "instancenumber=100" "copygroupname=Copy_Group_001" 
"startdate=08/14/2014/12:30" "enddate=08/15/2014/12:30"

コマンド実行結果 1

出力される CSV の形式については「4.7.5 GetReplicationPerformanceData コマンドの出力形式」

を参照してください。

Copy Group(ObjectID): Copy_Group_001(GROUP.[10000000C9C8C7F0.100].
[10000000C9CCCBA6.100].Copy_uGroup_u001)
Primary Storage System: VSP@10.197.73.234
Secondary Storage System: HUS VM@10.197.73.215
Primary Pair Management Server:PHOST1
Primary HORCM Instance No.: 100
Secondary Pair Management Server:SHOST1
Secondary HORCM Instance No.: 100
Output Date: 08/15/2014 12:35:00
Start Date: 08/14/2014 12:30:00
End Date: 08/15/2014 12:30:00
Time Zone: America/New_York

"Date and Time","C/T Delta(sec)","Date and Time Collected C/T Delta","S-
VOL Cache Write Pending Rate MPB32 x CLPR0(%)", ... (Other metric names 
are omitted.)
"08/14/2014 12:30:00","102","08/14/2014 12:27:00","65", ... (Omitted)
"08/14/2014 12:40:00","92","08/14/2014 12:32:00","54", ... (Omitted)
"08/14/2014 12:50:00","50","08/14/2014 12:47:00","32", ... (Omitted)
   .
   . (The rest of the performance information is omitted.)
   .
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コマンド実行例 2

この例では，コピーグループのオブジェクト ID を指定して性能情報を出力します。オプション-o
に CSV ファイル名を指定しているので，実行結果は CSV ファイルに出力されます。

HiCommandCLI GetReplicationPerformanceData 
-o "D:\PerformanceData\Copy_Group_001_08142014-08152014.csv" 
"objectid=GROUP.[10000000C9C8C7F0.100].
[10000000C9CCCBA6.100].Copy_uGroup_u001" 
"startdate=08/14/2014/12:30" "enddate=08/15/2014/12:30"

コマンド実行結果 2

コマンド実行結果 1 と同じです。

出力される CSV の形式については「4.7.5 GetReplicationPerformanceData コマンドの出力形式」

を参照してください。

4.7.4 RefreshReplicationPerformanceData
RefreshReplicationPerformanceDataコマンドは，コピーグループの構成情報や性能情報を

新の状態に更新します。このコマンドで更新できるのは，GUI の［レプリケーション］タブで管

理されている情報です。

重要

• このコマンドは，同時に 1 度だけ実行できます。コマンドを実行中に別の管理クライアントからコマンドを

実行するとエラーになります。

• コマンド実行時に自動更新や GUI からの手動更新が実行中の場合，前の更新が完了してから Device
Manager CLI による更新が実行されます。

書式

HiCommandCLI [URL] RefreshReplicationPerformanceData [オプション] 
[objectid=コピーグループのオブジェクト ID | 
{hostname=ペア管理サーバ名 
instancenumber=HORCMインスタンスのインスタンス番号 
copygroupname=コピーグループ名}] 
[refreshconfiguration={true|false}]

パラメーター

表 4-134 RefreshReplicationPerformanceData コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

objectid 任意※ コピーグループのオブジェクト ID
GUI の［レプリケーション］タブで管理しているオブジェクト

ID を使用します。

hostname 任意※ コピーグループを管理するペア管理サーバ名

instancenumber 任意※ HORCM インスタンスのインスタンス番号

copygroupname 任意※ コピーグループ名

refreshconfigu
ration

任意 性能情報と同時に構成情報も更新するかどうかを指定します。

• true：構成情報も更新する

• false：性能情報だけを更新する

コピーグループを追加・削除するなど，構成を変更した場合は，

trueを指定してください。

省略した場合，falseが指定されたと見なされます。

ストレージシステムの 新の構成情報が Replication Manager
に反映されていない場合，パラメーター値に trueを指定して
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パラメーター名 指定のレベル 説明

も，コピーグループの構成情報が 新になりません。Replication
Manager の構成情報を 新の状態にしてから，性能情報を更新

してください。

注※

◦ 特定のコピーグループの情報を更新する場合，パラメーター objectidを指定するか，パ

ラメーター hostname，instancenumber，および copygroupnameを同時に指定しま

す。ペア管理サーバを冗長化した構成の場合はパラメーター objectidを指定します。

◦ これらのパラメーターを指定しない場合，すべてのコピーグループの性能情報を更新しま

す。

事前に取得するパラメーター値

objectid
GetCopyGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance
of CopyGroupの下に objectID値が表示されます。この objectID値をパラメーター

objectidの値として指定します。

hostname，instancenumber，および copygroupname
GetCopyGroupコマンドの実行結果から取得してください。実行結果では，An instance
of CopyGroupの下に groupName値，pvolHORCMMONHostName値，

pvolInstanceNumber値，svolHORCMMONHostName値，および svolInstanceNumber
値が表示されます。パラメーター hostnameに pvolHORCMMONHostNameの値を指定する場

合は，パラメーター instancenumberに pvolInstanceNumberの値を，パラメーター

hostnameに svolHORCMMONHostNameの値を指定する場合は，パラメーター

instancenumberに svolInstanceNumberの値を指定します。パラメーター

copygroupnameには，groupNameの値を指定します。

コマンド実行例

この例では，すべてのコピーグループの性能情報と構成情報を更新します。

HiCommandCLI RefreshReplicationPerformanceData 
-o "D:\logs\RefreshReplicationPerformanceData.log" 
"refreshconfiguration=true"

コマンド実行結果

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)

4.7.5 GetReplicationPerformanceData コマンドの出力形式

GetReplicationPerformanceDataコマンドでは，性能情報のほかに構成情報やレポートの情報

も出力されます。

重要 実行結果のエンコーディングは UTF-8 です。実行結果を表計算ソフトウェアなどのアプリケーションで
使用する場合は，そのアプリケーションが対応できるエンコーディングに変換する必要があります。
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図 4-6 GetReplicationPerformanceData コマンドの出力形式

出力される項目について，次に説明します。

• コピーグループの構成情報

コピーグループ名やストレージシステム名など，対象のコピーグループの構成情報が出力されま

す。

• レポートの情報

レポートの出力日時や性能情報の出力期間など，レポートの情報が出力されます。

• コピーグループの性能情報

1 行目に出力内容を示すタイトル行，2 行目以降に 10 分ごとの書き込み遅延時間（C/T デルタ）

や各メトリックの情報が出力されます。Device Manager CLI で出力できる性能情報は 10 分単

位です。

サマータイムが適用されている場合，性能情報の収集時間はサマータイムに従って調整されま

す。サマータイム開始時は進めた時間の分だけ性能情報が存在しない状態となり，サマータイム

終了時は戻した時間の分だけ性能情報が重複して表示されます。例えば，サマータイム開始時に

標準時間を 1 時間進めた場合の 1 日のデータ量は，サマータイム開始時は 23 時間分，サマータ

イム終了時は 25 時間分となります。

各メトリックの詳細については，マニュアル「Hitachi Command Suite ユーザーズガイド」を

参照してください。

関連項目

• 4.7.1 Universal Replicator の性能分析のコマンドとは

• 4.7.3 GetReplicationPerformanceData

4.8 IOPH プロパゲーションのコマンド
IOPH プロパゲーションのコマンドでは，I/O モニタリング情報をほかのストレージシステムに伝播

できます。Device Manager では，オープンボリュームおよびメインフレームボリュームに対して，

IOPH プロパゲーションを運用できます。

452 コマンドリファレンス

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



4.8.1 HDT プールの IOPH プロパゲーションとは

Hitachi Dynamic Tiering 機能では，HDT プールの階層配置を 適化する際に，HDT ボリューム

が持つホストからのアクセス頻度の情報（I/O モニタリング情報）を利用します。IOPH プロパゲー

ションは，I/O モニタリング情報をほかの HDT プールに関連づけられた HDT ボリュームに伝播す

ることで，ホストからのアクセスがないボリュームの HDT プールでも階層配置を 適化できる機

能です。

HDT ボリュームを使用して，TrueCopy または Universal Replicator のコピーペアを運用している

環境で，P-VOL の I/O モニタリング情報を S-VOL に伝播して IOPH プロパゲーションを運用する

と，P-VOL の I/O モニタリング情報に基づいて S-VOL 側の HDT プールの階層が 適化されます。

これによって，ディスク障害や災害などで，P-VOL から S-VOL に運用が切り替わった場合でも，

P-VOL と類似したアクセス性能を S-VOL で維持できます。

Device Manager CLI では，I/O モニタリング情報をボリューム単位またはコピーペアのグループ単

位（コンシステンシーグループおよびジャーナルグループ）で伝播できます。

重要 IOPH プロパゲーションは，コピーペアを構成するストレージシステムが，VSP 5000 シリーズ，VSP
G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル

（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョ
ンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合だけ運用できます。

関連項目

• 4.8.2 IOPH プロパゲーションによって S-VOL のアクセス性能を維持する

• 4.8.3 グループ単位の I/O モニタリング情報の伝播について

4.8.2 IOPH プロパゲーションによって S-VOL のアクセス性能を維持する

IOPH プロパゲーションは，Device Manager CLI のコマンドを組み合わせて運用します。ここで

は，P-VOL の I/O モニタリング情報を S-VOL に伝播することで，S-VOL のアクセス性能を維持す

る場合のシステム構成例，手順，および推奨設定について説明します。
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図 4-7 IOPH プロパゲーション運用時のシステム構成例

IOPH プロパゲーションを運用するには：

1. P-VOL 側のストレージシステムに対して ExportMonitoringDataコマンドを実行し，P-
VOL の I/O モニタリング情報をファイルとして取得します。

ボリューム単位での操作では，I/O モニタリング情報のファイルは，ボリュームごとに出力され

ます。出力したファイルは編集しないでください。

2. S-VOL 側のストレージシステムに対して ImportMonitoringDataコマンドを実行し，手順 1
で取得した I/O モニタリング情報を S-VOL に適用します。

3. S-VOL 側の HDT プールに対して AddTieredPoolOperationコマンドを実行し，HDT プー

ルの階層再配置を実行します。

S-VOL に適用した I/O モニタリング情報に基づいて，HDT プールの階層が再配置されます。

S-VOL 側の HDT プールに関連づけられたすべての HDT ボリュームに I/O モニタリング情報

を適用してから，階層再配置を実行してください。I/O モニタリング情報が適用されていない

HDT ボリュームがあると，そのボリュームのデータの階層配置が正しく判定されないため，効

果的な運用ができないおそれがあります。
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参考

• IOPH プロパゲーションは，スクリプトファイルや起動スケジュールを管理する外部プログラムを組み合わ

せて，定期的に運用することをお勧めします。

• TrueCopy と Universal Replicator のカスケード構成で IOPH プロパゲーションを運用する場合は，P-VOL
から取得した I/O モニタリング情報を SP-VOL および S-VOL に適用します。

• 障害が発生して P-VOL から S-VOL に運用が切り替わった場合は，P-VOL から S-VOL への IOPH プロパ

ゲーションを停止し，ホストから S-VOL への I/O に基づいて S-VOL 側の HDT プールの階層を再配置する

運用に切り替えることをお勧めします。

• 障害から回復して，S-VOL から P-VOL に運用を戻す場合には，S-VOL から P-VOL への IOPH プロパゲー

ションを実施することもできます。

P-VOL から S-VOL への IOPH プロパゲーションを運用する場合は，HDT プールおよび HDT ボ

リュームを次の設定にしておくことをお勧めします。

HDT プールに関する推奨設定：

• IOPH プロパゲーションを効果的に運用したい場合，P-VOL 側と S-VOL 側で，HDT プールの

階層の数や性能をそろえること

• S-VOL 側の HDT プールの性能モニタリングと階層再配置の自動実行（autoMigration）が

「disable」であること

性能モニタリングと階層再配置の自動実行を「enable」にして IOPH プロパゲーションを運用

する場合は，P-VOL から S-VOL に I/O モニタリング情報を伝播するタイミングと，S-VOL 側

の HDT プールの階層再配置の実行周期を合わせる必要があります。

• P-VOL 側，S-VOL 側ともに，HDT プールの性能モニタリングモード（monitoringMode）が

「1：Continuous（継続）」であること

性能モニタリングモードが「0：Periodic（同期）」で IOPH プロパゲーションを運用する場合

は，性能モニタリングの周期と IOPH プロパゲーションの運用周期を厳密に合わせる必要があ

ります。

HDT ボリュームに関する推奨設定：

• P-VOL，S-VOL ともに，HDT ボリュームのハードウェア階層再配置（tierRelocation）が

「enable」であること

• 階層ポリシーを適用する場合，P-VOL と S-VOL の階層ポリシーが同じであること

重要 Device Manager ではメインフレームの HDT プールおよび HDT ボリュームの設定はできません。メイ
ンフレームボリュームの管理ツールを使用して設定してください。

関連項目

• 4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーションの場合）

• 4.8.5 ExportMonitoringData

• 4.8.6 ImportMonitoringData

4.8.3 グループ単位の I/O モニタリング情報の伝播について

I/O モニタリング情報は，コピーペアのグループ単位でも取得・適用できます。グループ単位で操

作すると，グループに含まれる HDT ボリュームの I/O モニタリング情報をまとめて伝播できます。

重要 グループ単位の操作は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-2X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-03-2X -XX /XX 以
降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）の場合に実行できます。
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TrueCopy の場合，グループ単位の操作はコンシステンシーグループ単位で実施します。Open/MF
コンシステンシー維持機能を使用したコンシステンシーグループ（Open/MF コンシステンシーグ

ループ）の場合もグループ単位で操作できます。

Universal Replicator の場合，グループ単位の操作はコンシステンシーグループまたはジャーナル

グループ単位で実施します。

I/O モニタリング情報の適用時は，グループの指定を省略できます。ただし，取得元のグループに

対応するグループが複数ある場合は，必ず特定のグループを指定してください。

TrueCopy の場合に，コンシステンシーグループ単位で I/O モニタリング情報を伝播する流れを次

の図に示します。

図 4-8 コンシステンシーグループ単位の I/O モニタリング情報の伝播

グループ単位で操作する場合の推奨設定：

• HDT プールが「4.8.2 IOPH プロパゲーションによって S-VOL のアクセス性能を維持する」に

示す HDT プールに関する推奨設定を満たすこと

• グループ内のすべての HDT ボリュームが，「4.8.2 IOPH プロパゲーションによって S-VOL の

アクセス性能を維持する」に示す HDT ボリュームに関する推奨設定を満たすこと

特定のグループに含まれるボリュームの情報は，次のコマンドで確認できます。

◦ TrueCopy の場合：

GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンド

GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)コマンド

◦ Universal Replicator の場合：

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンド

参考

• I/O モニタリング情報が取得・適用されたボリュームの情報は，Device Manager CLI のログファイルで確

認できます。
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• コマンド実行時にエラーメッセージ KAIC90574-Eが表示された場合，Device Manager CLI で使用するメ

モリーヒープサイズを変更してください。

関連項目

• 2.4 Device Manager CLI のメモリーヒープサイズを変更する

• 3.4 Device Manager CLI のログファイル

• 4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)

• 4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーションの場合）

• 4.8.5 ExportMonitoringData

• 4.8.6 ImportMonitoringData

4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーションの場合）

AddTieredPoolOperationコマンドは，HDT プールの階層再配置を手動で実行します。

AddTieredPoolOperationコマンドの実行状態を確認するには，GetTieredPoolStatusコマ

ンドを実行し，実行結果に表示された An instance of Poolの配下の monitorSideState値，

relocationState値，および relocationProgress値を確認します。値の説明については，

「表 5-37 Pool インスタンスの属性」を参照してください。

ほかのストレージシステムから伝播された I/O モニタリング情報を利用しないで，HDT プールの性

能モニタリングと階層再配置を手動で実行する場合は，「4.1.16 AddTieredPoolOperation」を参照

してください。

重要 このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以
降），VSP G1500，VSP F1500，または VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX
以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できます。

パラメーター

表 4-135 AddTieredPoolOperation コマンドのパラメーター（IOPH プロパゲーションの場合）

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

operation 必須 applyMonitorDataAndRelocateを指定します。

この値を指定してコマンドを実行すると，

ImportMonitoringDataコマンドで HDT ボリュームに適用

した I/O モニタリング情報を基にして，HDT プールの階層再配

置が実行されます。

poolids 必須 プール ID
HDT プールのプール ID を指定します。

指定できるプール ID は 1 つだけです。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。
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poolids
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター serialnumおよび modelに事前に取得した値を指

定し，パラメーター poolfilterに 5（Dynamic Provisioning）を指定してください。実行

結果には，An instance of Poolの配下に poolID値および tierControl値が表示され

ます。tierControl値が enableと表示されている An instance of Poolが HDT プー

ルに関する情報です。階層再配置を実行する HDT プールの poolID値をパラメーター

poolidsに指定してください。

コマンド実行例

HiCommandCLI AddTieredPoolOperation -o "D:\logs
\AddTieredPoolOperation.log" 
"serialnum=10052" "model=VSP G1000" 
"operation=applyMonitorDataAndRelocate" "poolids=12"

コマンド実行結果

RESPONSE:
An instance of StorageArray
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 1 Pool elements:
    An instance of Pool
      objectID=JOURNALPOOL.R800.10052.5.12
      name=MyPool
      poolFunction=5
      poolID=12
         .
         . (Omitted)
         .
      tierControl=enable
      autoMigration=disable
      migrationInterval=24
      monitorStartTime=00:00
      monitorEndTime=23:59
      monitoringMode=1
      externalMixCompatible=enable
      monitorSideState=1
      monitoringState=0
      lastMonitorStartDate=2016/02/17 00:49:00
      lastMonitorEndDate=2016/02/17 19:11:00
      relocationState=1
      relocationProgress=37
         .
         . (Omitted)
         .

4.8.5 ExportMonitoringData
ExportMonitoringDataコマンドは，HDT ボリュームの I/O モニタリング情報を取得し，ファ

イルに出力します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以

降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できま

す。

ただし，VSP G1000 または VSP Gx00 モデルの場合，グループ単位の操作を実行するには，マイクロコー

ドのバージョンが 80-04-2X -XX /XX 以降（VSP G1000 の場合），または 83-03-2X -XX /XX 以降（VSP Gx00
モデルの場合）である必要があります。
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• バージョン 8.4.1 では，コマンド実行時のペアの構成チェック（TrueCopy または Universal Replicator の
P-VOL であることのチェック）の廃止に伴い，パラメーター operationを廃止しました。スクリプトファ

イルなどでこのパラメーターが指定されていても無視されます（パラメーター operationの有無に関わら

ず，ペアの構成チェックは実施されません）。

このコマンドを実行する場合の条件を次に示します。

• LDEV の状態が Blockedでないこと

• LDEV（HDT ボリューム）に関連づけられた HDT プールのモニタリング結果の処理状況

（monitorSideState）が「1：モニタリング結果が有効」であること

グループ単位でコマンドを実行する場合は，グループ内に HDT ボリュームが 1 つ以上存在し，か

つグループ内のすべての HDT ボリュームが上記の条件を満たす必要があります。

参考

• HDT プールのモニタリング結果の処理状況が「0：モニタリング結果の計算処理中」の場合，KAIC06505-
Eのエラーメッセージが出力されます。このエラーが出力された場合，しばらく待ってからコマンドを再実

行すると，エラーは解消されます。スクリプトファイルを用意して IOPH プロパゲーションを運用する場

合，KAIC06505-Eのエラーメッセージが出力されたら数十秒空けてコマンドを再実行する処理を記述して

おくことをお勧めします。

• 複数のボリュームに対して ExportMonitoringDataコマンドを並列で実行する場合，処理を同時に実行

するボリュームの数は 4 つ以下にすることをお勧めします。5 つ以上のボリュームの処理を同時に実行する

と，ストレージシステムの応答時間に影響が出るおそれがあります。

パラメーター

表 4-136 ExportMonitoringData コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnum 任意 HDT ボリュームのデバイス番号

ボリューム単位で I/O モニタリング情報を取得する場合に指定

します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

devnum，ctgid，または poolidのどれか 1 つを必ず指定して

ください。また，これらのパラメーターを同時には指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

ctgid 任意 コンシステンシーグループ ID
TrueCopy または Universal Replicator のコンシステンシーグ

ループ単位で I/O モニタリング情報を取得する場合に指定しま

す。

このパラメーターを指定すると，指定したコンシステンシーグ

ループ内の HDT ボリュームの I/O モニタリング情報が 1 つの

ファイルに出力されます。

devnum，ctgid，または poolidのどれか 1 つを必ず指定して

ください。また，これらのパラメーターを同時には指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

poolid 任意 ジャーナルグループ ID
Universal Replicator のジャーナルグループ単位で I/O モニタ

リング情報を取得する場合に指定します。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを指定すると，指定したジャーナルグループ内

の HDT ボリュームの I/O モニタリング情報が 1 つのファイル

に出力されます。

devnum，ctgid，または poolidのどれか 1 つを必ず指定して

ください。また，これらのパラメーターを同時には指定しないで

ください。同時に指定するとエラーとなります。

outputfile 必須 I/O モニタリング情報のファイル名

取得する I/O モニタリング情報のファイル名を，拡張子は指定し

ないで，絶対パスまたは相対パスで指定します。オプション-o
（または--output）を指定する場合，オプション-o （または--
output）で指定したファイル名と同じファイル名は指定できま

せん。

すでに存在するファイルを指定した場合，ファイルを上書きしま

す。

concurrency 任意 グループ単位で I/O モニタリング情報を取得する場合に，並列で

処理するボリュームの数を指定します。

指定できる値は，1～4までの整数です。

省略した場合，2が指定されたと見なされます。

このパラメーターは，デフォルト値での運用をお勧めします。値

が大きいほどストレージシステムの負荷が高くなり，応答時間に

影響が出るおそれがあります。VMware VVol の機能を利用して

ストレージ管理をしている環境の場合，3以上の値は指定しない

でください。

openmfmode 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

Hitachi TrueCopy for Mainframe のコンシステンシーグループ

が，Open/MF コンシステンシー維持機能を使用しているかどう

かを指定します。

• enable：Open/MF コンシステンシー維持機能を使用してい

る

• disable：Open/MF コンシステンシー維持機能を使用して

いない

省略した場合，enableが指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnum（P-VOL を指定する場合）

GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには ReplicationInfoを指定してください。実行結

果には，An instance of ReplicationInfo配下に pvolDevNum値が表示されます。こ

の pvolDevNum値をパラメーター devnumとして指定してください。

メインフレームボリュームの場合，GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)
コマンドを実行し，An instance of MFReplicationInfo配下の値を指定してください。

ctgid

TrueCopy の場合

GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得し

てください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定してください。実行結果には，An instance of
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ReplicationInfo配下に ctgID値が表示されます。この ctgID値を，パラメーター

ctgidの値として指定してください。

メインフレームボリュームの場合，GetStorageArray
(subtarget=MFReplicationInfo)コマンドを実行し，An instance of
MFReplicationInfo配下の ctgID値または mfCtgID値を指定してください。

Universal Replicator の場合

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。こ

のコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumを指

定し，パラメーター poolfunctionに 4（Universal Replicator），パラメーター

poolsubinfoに ReplicationInfoおよび PairedPoolを指定してください。実行

結果の An instance of ReplicationInfoに表示されるレプリケーションの情報を

確認し，An instance of ReplicationInfo配下の ctgID値，または An instance
of PairedPool配下の ctGrp値を，パラメーター ctgidの値として指定してくださ

い。

メインフレームボリュームの場合，パラメーター poolsubinfoには，

MFReplicationInfoおよび PairedPoolを指定してコマンドを実行し，An
instance of MFReplicationInfo配下の ctgID値，または An instance of
PairedPool配下の ctGrp値を指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumを指定し，パラ

メーター poolfunctionに 4（Universal Replicator），パラメーター poolsubinfoに

ReplicationInfoを指定してください。実行結果の An instance of
ReplicationInfoに表示されるレプリケーションの情報を確認し，An instance of
Pool配下に表示される poolID値を，パラメーター poolidの値として指定してください。

メインフレームボリュームの場合，パラメーター poolsubinfoには，MFReplicationInfo
を指定してください。

コマンド実行例

この例では，HDT ボリューム（devnum：101）の I/O モニタリング情報を取得しています。

HiCommandCLI ExportMonitoringData "serialnum=10051" "model=VSP G1000" 
"devnum=101" "outputfile=D:\Temp\ioph101"

コマンド実行結果

RESPONSE:
Monitoring data for LDEV "101(00:00:65)" was acquired and output to "D:
\Temp\ioph101".

4.8.6 ImportMonitoringData
ImportMonitoringDataコマンドは，ExportMonitoringDataコマンドで出力したファイルを

インポートして，HDT ボリュームに I/O モニタリング情報を適用します。

重要

• このコマンドは VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以

降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-02-0X -XX /XX 以

降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降）でだけ使用できま

す。
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ただし，VSP G1000 または VSP Gx00 モデルの場合，グループ単位の操作を実行するには，マイクロコー

ドのバージョンが 80-04-2X -XX /XX 以降（VSP G1000 の場合），または 83-03-2X -XX /XX 以降（VSP Gx00
モデルの場合）である必要があります。

• バージョン 8.4.1 では，コマンド実行時のペアの構成チェック（TrueCopy または Universal Replicator の
S-VOL であることのチェック）の廃止に伴い，パラメーター operationを廃止しました。スクリプトファ

イルなどで，このパラメーターが指定されていても無視されます（パラメーター operationの有無に関わ

らず，ペアの構成チェックは実施されません）。

• バージョン 8.4.1 より前の Device Manager CLI で取得した I/O モニタリング情報ファイルは適用できませ

ん。バージョン 8.4.1 より前の Device Manager CLI で取得した I/O モニタリング情報のファイルを適用す

る場合は，ファイル取得時と同じバージョンの Device Manager CLI を使用してください。

このコマンドを実行する場合の条件を次に示します。

• LDEV の状態が Blockedでないこと

• LDEV（HDT ボリューム）に関連づけられた HDT プールのモニタリング結果の処理状況

（monitorSideState）が「1：モニタリング結果が有効」であること

グループ単位でコマンドを実行する場合は，グループ内に HDT ボリュームが 1 つ以上存在し，か

つグループ内で I/O モニタリング情報の適用先となるすべての HDT ボリュームが上記の条件を満

たす必要があります。

参考

• HDT プールのモニタリング結果の処理状況が「0：モニタリング結果の計算処理中」の場合，KAIC06505-
Eのエラーメッセージが出力されます。このエラーが出力された場合，しばらく待ってからコマンドを再実

行すると，エラーは解消されます。スクリプトファイルを用意して IOPH プロパゲーションを運用する場

合，KAIC06505-Eのエラーメッセージが出力されたら数十秒空けてコマンドを再実行する処理を記述して

おくことをお勧めします。

• 複数のボリュームに対して ImportMonitoringDataコマンドを並列で実行する場合，処理を同時に実行

するボリュームの数は 4 つ以下にすることをお勧めします。5 つ以上のボリュームの処理を同時に実行する

と，ストレージシステムの応答時間に影響が出るおそれがあります。

パラメーター

表 4-137 ImportMonitoringData コマンドのパラメーター

パラメーター名 指定のレベル 説明

serialnum 必須 ストレージシステムのシリアル番号

model 必須 ストレージシステムのモデル

devnum 任意 HDT ボリュームのデバイス番号

ボリューム単位で I/O モニタリング情報を適用する場合に指定

します。

10 進数，またはコロンで区切った 16 進数「ww:xx:yy」で指定

します。ww は LDKC 番号，xx は CU 番号，yy は LDEV 番号

です。ここで，ww は省略できます。ww を省略した場合，LDKC
番号は 0と見なされます。

ボリューム単位に取得した I/O モニタリング情報を適用する場

合は，必ず指定してください。

パラメーター ctgidおよび poolidと同時には指定しないでく

ださい。同時に指定すると，エラーになります。

ctgid 任意 コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループ単位で I/O モニタリング情報を適用

する場合に指定します。指定したグループ内に，I/O モニタリン

グ情報の取得元ボリュームに対応する HDT ボリュームがない場

合は，エラーになります。

パラメーター devnumおよび poolidと同時には指定しないで

ください。同時に指定すると，エラーになります。
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パラメーター名 指定のレベル 説明

このパラメーターを省略すると，ExportMonitoringDataコマ

ンドで指定したグループに対応するグループの HDT ボリューム

に I/O モニタリング情報が適用されます。

poolid 任意 ジャーナルグループ ID
ジャーナルグループ単位で I/O モニタリング情報を適用する場

合に指定します。指定したグループ内に，I/O モニタリング情報

の取得元ボリュームに対応する HDT ボリュームがない場合は，

エラーになります。

パラメーター devnumおよび ctgidと同時には指定しないでく

ださい。同時に指定すると，エラーになります。

このパラメーターを省略すると，ExportMonitoringDataコマ

ンドで指定したグループに対応するグループの HDT ボリューム

に I/O モニタリング情報が適用されます。

inputfile 必須 I/O モニタリング情報のファイル名

ExportMonitoringDataコマンドで取得した I/O モニタリン

グ情報のファイルを絶対パスまたは相対パスで指定します。

concurrency 任意 グループ単位で I/O モニタリング情報を適用する場合に，並列で

処理するボリュームの数を指定します。

指定できる値は，1～4までの整数です。

省略した場合，2が指定されたと見なされます。

このパラメーターは，デフォルト値での運用をお勧めします。値

が大きいほどストレージシステムの負荷が高くなり，応答時間に

影響が出るおそれがあります。VMware VVol の機能を利用して

ストレージ管理をしている環境の場合，3以上の値は指定しない

でください。

openmfmode 任意

（VSP 5000 シリー

ズ

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500）

Hitachi TrueCopy for Mainframe のコンシステンシーグループ

が，Open/MF コンシステンシー維持機能を使用しているかどう

かを指定します。

• enable：Open/MF コンシステンシー維持機能を使用してい

る

• disable：Open/MF コンシステンシー維持機能を使用して

いない

省略した場合，enableが指定されたと見なされます。

事前に取得するパラメーター値

serialnumおよび model
GetStorageArrayコマンドの実行結果から取得してください。実行結果の arrayType値

または displayArrayType値をパラメーター modelに指定してください。serialNumber
値をパラメーター serialnumに指定してください。

devnum（S-VOL を指定する場合）

GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得してくだ

さい。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumだ

けを指定し，パラメーター subtargetには ReplicationInfoを指定してください。実行結

果には，An instance of ReplicationInfoの配下に svolDevNum値が表示されます。

この svolDevNum値をパラメーター devnumとして指定してください。

メインフレームボリュームの場合，GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)
コマンドを実行し，An instance of MFReplicationInfo配下の値を指定してください。

ctgid

TrueCopy の場合
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GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)コマンドの実行結果から取得し

てください。このコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター

serialnumだけを指定してください。実行結果には，An instance of
ReplicationInfo配下に ctgID値が表示されます。この ctgID値を，パラメーター

ctgidの値として指定してください。

メインフレームボリュームの場合，GetStorageArray
(subtarget=MFReplicationInfo)コマンドを実行し，An instance of
MFReplicationInfo配下の ctgID値または mfCtgID値を指定してください。

Universal Replicator の場合

GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。こ

のコマンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumを指

定し，パラメーター poolfunctionに 4（Universal Replicator），パラメーター

poolsubinfoに ReplicationInfoおよび PairedPoolを指定してください。実行

結果の An instance of ReplicationInfoに表示されるレプリケーションの情報を

確認し，An instance of ReplicationInfo配下の ctgID値，または An instance
of PairedPool配下の ctGrp値を，パラメーター ctgidの値として指定してくださ

い。

メインフレームボリュームの場合，パラメーター poolsubinfoには，

MFReplicationInfoおよび PairedPoolを指定してコマンドを実行し，An
instance of MFReplicationInfo配下の ctgID値，または An instance of
PairedPool配下の ctGrp値を指定してください。

poolid
GetStorageArray (subtarget=Pool)コマンドの実行結果から取得してください。このコ

マンドを実行するときには，パラメーター modelとパラメーター serialnumを指定し，パラ

メーター poolfunctionに 4（Universal Replicator），パラメーター poolsubinfoに

ReplicationInfoを指定してください。実行結果の An instance of
ReplicationInfoに表示されるレプリケーションの情報を確認し，An instance of
Pool配下に表示される poolID値を，パラメーター poolidの値として指定してください。

メインフレームボリュームの場合，パラメーター poolsubinfoには，MFReplicationInfo
を指定してください。

コマンド実行例

この例では，I/O モニタリング情報を HDT ボリューム（devnum：201）に適用しています。

HiCommandCLI ImportMonitoringData "serialnum=10052" "model=VSP G1000" 
"devnum=201" "inputfile=D:\Temp\ioph101"

コマンド実行結果

RESPONSE:
Monitoring data for LDEV "201(00:00:C9)" was specified from the input 
file "D:\Temp\ioph101".

4.8.7 運用計画を立てるための参考情報

IOPH プロパゲーションは，処理に掛かる時間を考慮して運用計画を立てる必要があります。

I/O モニタリング情報の取得および適用の処理に掛かる時間は，指定した HDT ボリュームの使用量

に比例します。HDT ボリュームの使用量が 60TB の場合の処理時間の目安を次に示します。メイ

ンフレームボリュームの場合，使用量 60TB は 74,051,160 シリンダに相当します。

オープンボリュームの場合
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◦ I/O モニタリング情報の取得に掛かる時間：8 分

◦ I/O モニタリング情報の適用に掛かる時間：10 分

メインフレームボリュームの場合

◦ I/O モニタリング情報の取得に掛かる時間：10 分

◦ I/O モニタリング情報の適用に掛かる時間：12 分

このとき，I/O モニタリング情報を取得（または適用）してから，次のサイクルの I/O モニタリング

情報を取得（または適用）するまでの間隔の目安は次のとおりです。

オープンボリュームの場合

◦ 短の間隔：10 分

◦ 標準の間隔：1 時間 40 分以上

メインフレームボリュームの場合

◦ 短の間隔：12 分

◦ 標準の間隔：2 時間以上

短の間隔は，I/O モニタリング情報の取得または適用のどちらか長い方の時間を目安とします。

標準の間隔は， 短の間隔の 10 倍以上を目安としてください（取得または適用に掛かる時間が全体

の 10%程度となるようにします）。

参考 ExportMonitoringDataコマンドで出力される I/O モニタリング情報のファイルのサイズも，HDT ボ
リュームの使用量に比例します。HDT ボリュームの使用量が 10TB（12,341,860 シリンダ（メインフレームボ
リューム））の場合，ファイルの出力先には 1MB 程度の空き容量が必要です。

IOPH プロパゲーションの運用に掛かる時間は，コマンドの実行環境やシステムの構成にも依存し

ます。ここで示した例は，ストレージシステムの応答時間の理論値です。ご利用の環境に合わせて，

適切な時間を見積もってください。

関連項目

• 4.8.2 IOPH プロパゲーションによって S-VOL のアクセス性能を維持する
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5
出力項目

Device Manager CLI のコマンドの出力項目について説明します。出力項目は Device Manager の
インスタンスの属性としてインスタンスごとに出力されます。同じ項目名でもインスタンスが異な

ると，項目の意味も異なる場合があります。出力項目を参照する場合は，その項目が出力されてい

るインスタンスを確認してください。

r 5.1 Alert インスタンス

r 5.2 ArrayGroup インスタンス

r 5.3 ArrayReservation インスタンス

r 5.4 CommParameters インスタンス

r 5.5 Component インスタンス

r 5.6 ConfigFile インスタンス

r 5.7 CopyGroup インスタンス

r 5.8 Datastore インスタンス

r 5.9 ExternalPathInfo インスタンス

r 5.10 ExternalStorage インスタンス

r 5.11 FreeLUN インスタンス

r 5.12 FreeSpace インスタンス

r 5.13 FTPSettings インスタンス

r 5.14 Host インスタンス

r 5.15 HostInfo インスタンス

r 5.16 HostStorageDomain インスタンス

r 5.17 IPAddress インスタンス
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r 5.18 ISCSIName インスタンス

r 5.19 LabelInfo インスタンス

r 5.20 LDEV インスタンス

r 5.21 LoggedInWWN インスタンス

r 5.22 LogicalDKC インスタンス

r 5.23 LogicalGroup インスタンス

r 5.24 LogicalUnit インスタンス

r 5.25 LogSettings インスタンス

r 5.26 ManagedStorageArray インスタンス

r 5.27 MFReplicationInfo インスタンス

r 5.28 ObjectLabel インスタンス

r 5.29 PairedPool インスタンス

r 5.30 PairedPortController インスタンス

r 5.31 PArrayGroup インスタンス

r 5.32 Path インスタンス

r 5.33 PDEV インスタンス

r 5.34 PerformanceStatus インスタンス

r 5.35 PHostStorageDomain インスタンス

r 5.36 PLDEV インスタンス

r 5.37 Pool インスタンス

r 5.38 PoolTier インスタンス

r 5.39 Port インスタンス

r 5.40 PortController インスタンス

r 5.41 PPort インスタンス

r 5.42 PResourcePartitionUnit インスタンス

r 5.43 QuorumDisk インスタンス
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r 5.44 RelatedDistributedArrayGroup インスタンス

r 5.45 ReplicationControllerPair インスタンス

r 5.46 ReplicationGroup インスタンス

r 5.47 ReplicationInfo インスタンス

r 5.48 ServerInfo インスタンス

r 5.49 SnapshotGroup インスタンス

r 5.50 SnapShotSummary インスタンス

r 5.51 SNMPSettings インスタンス

r 5.52 SNMPTrapSecuritySettings インスタンス

r 5.53 StorageArray インスタンス

r 5.54 StorageSupervisor インスタンス

r 5.55 SyslogSettings インスタンス

r 5.56 TieringPolicy インスタンス

r 5.57 URLLink インスタンス

r 5.58 VHostStorageDomain インスタンス

r 5.59 VirtualDisk インスタンス

r 5.60 VirtualizationServerManager インスタンス

r 5.61 VLDEV インスタンス

r 5.62 VM インスタンス

r 5.63 VolumeConnection インスタンス

r 5.64 VPort インスタンス

r 5.65 VResourcePartitionUnit インスタンス

r 5.66 VStorageArray インスタンス

r 5.67 WWN インスタンス
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5.1 Alert インスタンス

Alert インスタンスが出力されるコマンド

• 4.5.4 GetAlerts

表 5-1 Alert インスタンスの属性

属性 説明

number アラートの番号

type アラートの種別

• Server：Device Manager サーバによるポーリング

• Trap：ストレージシステムまたはファイルサーバからの SNMP トラップ

source アラートの発生元

ストレージシステムの場合，ストレージシステムのオブジェクト ID が出力されま

す。

NAS モジュールの場合，NAS モジュールが搭載されているストレージシステム

のオブジェクト ID が出力されます。

ファイルサーバの場合，ホストのオブジェクト ID が出力されます。

severity アラートの重要度

• 0：不明

• 1：Normal
• 2：Critical
• 3：Serious
• 4：Moderate
• 5：Service

component 問題が発生したコンポーネント※

ファイルサーバの場合，File Controllerと出力されます。

NAS モジュールの場合，<クラスタ名>(<ノード名>)が出力されます。

description アラートの説明

actionToTake アラートへの対処方法

data アラートを解析するために必要なデータ

ストレージシステムの場合，typeが Serverのときは付加情報が，typeが Trap
のときは問い合わせ窓口が必要とする SIM データが出力されます。

ファイルサーバまたは NAS モジュールの場合，それらが出力するメッセージ ID
が出力されます。

timeOfAlert アラートの発生時刻（例：2008/04/06 20:13:56）
ストレージシステムの場合，typeが Serverのときは Device Manager サーバが

アラートを取得した時刻が，typeが Trapのときはストレージシステムでアラー

トが発生した時刻が出力されます。

ファイルサーバまたは NAS モジュールの場合，それらでアラートが発生した時刻

が出力されます。

注※

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，および Hitachi SMS の場合，ハードディスク障害

のアラートを検出すると，Alertインスタンスの component属性に障害が発生したドライブ

の番号が次のどちらかの形式で出力されます。

◦ Disk Drive #ドライブ番号 ( Unitの位置 - HDUの位置 )
◦ Disk Drive #ドライブ番号

このドライブの番号は，ハードディスクの物理的な位置を示す番号ではありません。ハード

ディスクの物理的な位置は，Unitの位置と HDUの位置で示します。これらの位置情報が出力

されない場合，ドライブ番号を使って計算する必要があります。

計算に使用する変数および関数を次に示します。
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◦ n：コマンド実行結果に出力されたドライブの番号を示します。

◦ INT：計算の結果の小数点を切り捨て，整数を取得します。

◦ MOD：数値を除算したときの剰余を取得します。

Unitの位置と HDUの位置を特定する計算方法を次に示します。

◦ Hitachi AMS2000，Hitachi AMS/WMS，および Hitachi SMS の場合

Unitの位置 = INT(n÷15)
HDUの位置 = n MOD 15
例：

　n が 17 のとき

　Unitの位置 = INT(17÷15) = 1
　HDUの位置 = 17 MOD 15 = 2

5.2 ArrayGroup インスタンス

ArrayGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.1 AddArrayGroup

• 4.1.3 AddExternalArrayGroup

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.17 AddVirtualVolume

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.50 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)

• 4.1.58 GetStorageArray (subtarget=PDEV)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.73 ModifyExternalArrayGroup

• 4.1.78 ModifyPool

表 5-2 ArrayGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID パリティグループのオブジェクト ID

name パリティグループ名

chassis パリティグループが位置するシャーシ番号

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合，0が出

力されます。

number パリティグループ番号

displayName パリティグループの表示名（例：1，1-1，2-1-1，S3-1）
上記形式の「S」はパリティグループの種別を示します。

• A：ALU 属性を持つボリュームのパリティグループ

• E：外部ボリュームのパリティグループ

• V：V-VOL のパリティグループ

• X：HDP ボリュームのパリティグループ

raidType パリティグループの RAID タイプ

RAID タイプは「RAIDx(yD[+zP])」または「RAIDx(yD[+yD])」の形式で出力

されます。

• RAIDx：RAID レベル

• yD：データドライブの数
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属性 説明

• zP：パリティドライブの数

例えば，「RAID5(3D+1P)」は，3 個のデータドライブと 1 個のパリティドライブ

を持つ RAID5 構成を示します。

emulation エミュレーションモード

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます（例：OPEN-V）。
diskType パリティグループを構成している物理ドライブのタイプ（型名）（例：DKR2E-

J146FC）
diskSize パリティグループを構成している物理ドライブのサイズの型表記（GB）（例：72）

外部ボリュームの場合は，0が出力されます。

diskSizeInKB パリティグループを構成している物理ドライブの実サイズ（KB）（例：

75,497,472）
外部ボリュームの場合は，0が出力されます。

formFactor パリティグループを構成している物理ドライブのフォームファクタ

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合に出力されます。

• -1：不明

• 0：3.5 インチ

• 1：2.5 インチ

• 2：フラッシュモジュール

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

controllerID • Universal Storage Platform V/VM の場合：パリティグループの DKA ペアの

番号

• VSP G1000，VSP G1500，VSP F1500，または Virtual Storage Platform の

場合：パリティグループを制御する DKC に実装された DKA のうち，番号が

も小さい DKA の番号

• VSP 5000 シリーズの場合：パリティグループを制御する 2 つの DKC に実装

された DKB のうち，番号が も小さい DKB の番号

• その他のストレージの場合：無効な情報

totalCapacity パリティグループ内の全 LDEV の合計容量（KB）

allocatedCapacity パリティグループ内のパスを割り当てられた LDEV の合計容量（KB）

freeCapacity パリティグループ内のパスを割り当てられていない LDEV の合計容量（KB）

hiHsmCapacity パリティグループ内の Volume Migration 用に予約された LDEV の合計容量

（KB）

onDemandCapacity パリティグループ内のオンデマンドで拡張された LDEV の合計容量（KB）

totalFreeSpace パリティグループ内の LDEV ではない領域（空き領域）の合計容量（KB）

largestFreeSpace パリティグループ内の LDEV ではない領域の 大容量（連続した空き領域の 大

容量）（KB）

substance パリティグループが内部ボリュームのパリティグループか，外部ボリュームのパ

リティグループかを示します。

• 0：内部ボリュームのパリティグループ

• 1：外部ボリュームのパリティグループ

slprNumber SLPR 番号

Universal Storage Platform V/VM または Hitachi USP の場合に有効です。

SLPR が無効の場合，またはほかのストレージシステムの場合は，-1が出力され

ます。

clprNumber CLPR 番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。CLPR が無効の場合，ま

たはほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。
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属性 説明

cuInfo パリティグループに関連する CU 番号のリスト

Universal Storage Platform V/VM または Hitachi USP の場合で，分割ストレー

ジ管理者のときには，""（空白），またはセミコロン（;）で区切られた番号のリス

トが出力されます。

Universal Storage Platform V/VM または Hitachi USP の場合で，ストレージ管

理者のとき，またはそのほかのストレージシステムの場合は，適用外のためこの

項目は出力されません。

openTotalCapacity パリティグループ内のオープンボリュームの LDEV の合計容量（KB）

openAllocatedCapac
ity

パリティグループ内のオープンボリュームで，パスが割り当てられた LDEV の合

計容量（KB）

openFreeCapacity パリティグループ内のオープンボリュームで，パスが割り当てられていない

LDEV の合計容量（KB）

openHiHsmCapacity パリティグループ内のオープンボリュームで，Volume Migration 用に予約された

LDEV の合計容量（KB）

openOnDemandCapaci
ty

パリティグループ内のオープンボリュームで，オンデマンドで拡張された LDEV
の合計容量（KB）

imTotalCapacity パリティグループ内の中間ボリュームの LDEV の合計容量（KB）

imAllocatedCapacit
y

パリティグループ内の中間ボリュームで，パスが割り当てられた LDEV の合計容

量（KB）

imFreeCapacity パリティグループ内の中間ボリュームで，パスが割り当てられていない LDEV の

合計容量（KB）

imHiHsmCapacity パリティグループ内の中間ボリュームで，Volume Migration 用に予約された

LDEV の合計容量（KB）

imOnDemandCapacity パリティグループ内の中間ボリュームで，オンデマンドで拡張された LDEV の合

計容量（KB）

mfTotalCapacity パリティグループ内のメインフレームボリュームの LDEV の合計容量（KB）

mfHiHsmCapacity パリティグループ内のメインフレームボリュームで，Volume Migration 用に予約

された LDEV の合計容量（KB）

mfOnDemandCapacity パリティグループ内のメインフレームボリュームで，オンデマンドで拡張された

LDEV の合計容量（KB）

mfAllocatedCapacit
y

パリティグループ内のメインフレームボリュームで，パスが割り当てられている

LDEV の合計容量（KB）

mfUnallocatedCapac
ity

パリティグループ内のメインフレームボリュームで，パスが割り当てられていな

い LDEV の合計容量（KB）

openAllocatedActua
lCapacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられている

• 物理容量を持つ実ボリュームである

openUnallocatedCap
acity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

openUnallocatedAct
ualCapacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

• 物理容量を持つ実ボリュームである

openReservedCapaci
ty

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない
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属性 説明

• Device Manager でパスを割り当てられない

openReservedActual
Capacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

• 物理容量を持つ実ボリュームである

type パリティグループのタイプ

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値

が出力されます。

• -1：なし

• 0：通常のパリティグループ

• 1：外部ボリュームのパリティグループ

• 2：Copy-on-Write Snapshot または Thin Image の V-VOL のパリティグルー

プ

• 3：DP ボリュームのパリティグループ

• 4：DP プールのパリティグループ

• 5：ALU 属性を持つボリュームのパリティグループ

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

volumeType 外部パリティグループのオプション情報

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に，次の値を 10 進数に変換したものが出

力されます。

• ビット 0（0x01）：キャッシュモードの有効/無効

• ビット 1（0x02）：I/O 抑止モードの有効/無効

• ビット 2（0x04）：キャッシュ流入制御モードの有効/無効

• ビット 3（0x08）：仮想 ID を用いたデータ移行中（有効）/移行中でない（無

効）

• ビット 4（0x10）：キャッシュモード（Write Sync：同期書き込み）の有効/
無効

• ビット 5（0x20）：キャッシュモード（スルー）の有効/無効

• ビット 6（0x40）：プール専用属性の有効/無効

• ビット 7（0x80）：データダイレクトマップ属性の有効/無効

各ビットとも有効な場合に 1，無効な場合に 0となります。例えば，仮想 ID を用

いたデータ移行中で，キャッシュモード（Write Sync：同期書き込み）が有効な

場合，volumeTypeの値として 24が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

encrypted パリティグループに格納されているデータが暗号化されているかどうかを示しま

す。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• 0：暗号化されていない

• 1：暗号化されている

そのほかのストレージシステムでは，-1が出力されます。

protectionLevel パリティグループのプロテクションレベル

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• 0：Standard
SATA ドライブ以外のドライブで構成されているパリティグループ

• 1：SATA-W/V
SATA ドライブで構成されているパリティグループ
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属性 説明

• 2：SATA-E
SATA ドライブで構成されていて，書き込み性能が SATA-W/V よりも向上し

ているパリティグループ

次のどれかの条件を満たすとき，-1が出力されます。

• パリティグループのプロテクションレベルが不明である

• 外部ボリュームがマッピングされた内部ボリュームのパリティグループであ

る

• HDP ボリュームのパリティグループである

• Copy-on-Write Snapshot または Thin Image の V-VOL のパリティグループ

である

• Universal Storage Platform V/VM のマイクロコードのバージョンが

60-04-10-XX /XX 以前である

そのほかのストレージシステムでは-1が出力されます。

dpPoolID Dynamic Provisioning のプール ID
typeの値が 4の場合，次の値が出力されます。

パリティグループを構成している DP プールのプール ID
そのほかの場合は，-1が出力されます。

resourcePartitionU
nitID

パリティグループが属する物理リソースグループのリソースグループ ID

copybackMode コピーバックモード

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，パリティグループが内部ボ

リュームのパリティグループのときに，次の値が出力されます。

• enable：コピーバック

• disable：コピーバックレス

そのほかの場合，この項目は出力されません。

acceleratedCompres
sion

パリティグループがドライブの圧縮機能で容量拡張されているかどうかを示しま

す。

• enable：有効

• disable：無効

VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /XX 以降），VSP
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョン

が 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合だけ出力されます。

virtualizationSpac
eUsed

パリティグループの拡張された領域が使用されているかどうかを示します。

• 1：使用

• 0：未使用

basicUsableCapacit
y

パリティグループの物理容量（KB）

5.3 ArrayReservation インスタンス

ArrayReservation インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.2 AddArrayReservation

• 4.1.40 GetArrayReservation

• 4.1.72 ModifyArrayReservation

表 5-3 ArrayReservation インスタンスの属性

属性 説明

objectID ロックのオブジェクト ID
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属性 説明

target ロックされたストレージシステムのオブジェクト ID

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

arrayType ストレージシステムのタイプ

loginID ストレージシステムをロックしたユーザーのログイン ID

beginTime ストレージシステムをロックした時刻

1970 年 1 月 1 日 00:00:00（世界標準時）から経過した秒数が出力されます。

5.4 CommParameters インスタンス

CommParameters インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.15 AddStorageArray

• 4.4.4 AddVirtualizationServer

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.46 GetStorageArray (subtarget=CommParameters)

• 4.4.15 ModifyVirtualizationServer

• 4.1.88 RefreshStorageArrays

• 4.4.16 RefreshVirtualizationServer

表 5-4 CommParameters インスタンスの属性

属性 説明

userID ユーザー ID
ストレージシステムの場合：

ストレージシステムにアクセスするユーザー ID
SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーにアクセスするユーザー ID
Host Data Collector で管理されている仮想化サーバの場合※：

仮想化サーバまたは VMware vCenter Server のユーザー ID

ipAddress IP アドレス

ストレージシステムの場合：

ストレージシステムの IP アドレス（VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モ

デルの場合は SVP の IP アドレス）

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーの IP アドレス

Host Data Collector で管理されている仮想化サーバの場合※：

仮想化サーバまたは VMware vCenter Server の IP アドレス

ipAddress2 ストレージシステムの 2 番目の IP アドレス

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます。

protocol プロトコル

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

ストレージシステムにアクセスするためのプロトコル

- Non-secure：非 SSL 通信をする

- Secure：SSL 通信をする

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーのデータ転送プロトコル

- Non-secure：HTTP を使用して通信する

- Secure：HTTPS を使用して通信する
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属性 説明

Host Data Collector で管理されている仮想化サーバの場合※：

仮想化サーバの情報を取得するための通信プロトコル

- Non-secure：HTTP を使用して通信する

- Secure：HTTPS を使用して通信する

そのほかの場合は出力されません。

portNumber ポート番号

SMI-S enabled ストレージシステムの場合：

SMI-S プロバイダーサービスのポート番号

Host Data Collector で管理されている仮想化サーバの場合※：

仮想化サーバまたは VMware vCenter Server のポート番号

そのほかの場合は出力されません。

hdcIPAddress Host Data Collector の IP アドレス

Host Data Collector で管理されている仮想化サーバの場合に出力されます。

そのほかの場合は出力されません。

hostName ストレージシステムのポートコントローラのホスト名（エイリアス名）

ホスト名（エイリアス名）を指定して登録またはリフレッシュされたストレージ

システム（SMI-S enabled ストレージシステムを除く）の場合に出力されます。

そのほかの場合は出力されません。

hostName2 ストレージシステムのポートコントローラ 2 のホスト名（エイリアス名）

ホスト名（エイリアス名）を指定して登録またはリフレッシュされたストレージ

システムの場合に出力されます。

そのほかの場合は出力されません。

注※

バージョン 8.0 より前の Device Manager で登録した，vMA で管理されている仮想化サーバの

場合，vMA に関する情報が出力されます。

5.5 Component インスタンス

Component インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.47 GetStorageArray (subtarget=Component)

表 5-5 Component インスタンスの属性

属性 説明

name コンポーネント名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

• DKC Battery：電池全般の状態

• DKC Cache：コントローラーキャッシュの状態

• DKC Cache Switch：内部バスの状態

• DKC Environment：コントローラー環境の状態

• DKC Fan：コントローラーのファン全般の状態

• DKC Power Supply：コントローラーの電源の状態

• DKC Processor：プロセッサの状態

• DKC Shared Memory：共有メモリーの状態

• DKU Drive（DB Drive）：ドライブ全般の状態

• DKU Environment（DB Environment）：ディスクエンクロージャーの環境

の状態

• DKU Fan（DB Fan）：ディスクエンクロージャーのファンの状態
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属性 説明

• DKU Power Supply（DB Power Supply）：ディスクエンクロージャーの

電源の状態

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

• AC #[0～1]
• Additional Battery #[0～1]
• Backup Battery #[0～1]
• Battery #[0～3]
• Cache #[0～3]
• Connection
• Connector #CTL[0～1]-[A～H]-[0～1]
• Controller #[0～1]
• Disk Drive #[0～479]

Hitachi AMS2000 で Dense トレイおよび Standard(SFF)トレイが増設され

ていない場合，または Hitachi AMS/WMS もしくは Hitachi SMS の場合に出

力されます。

ハードディスクの物理的な位置は，出力されたドライブ番号を使って計算す

る必要があります。計算については，「4.5.4 」を参照してください。

• Disk Drive #[0～479]([0～31]-[0～23])
HUS100，または Hitachi AMS2000 で Dense トレイまたは Standard(SFF)
トレイが増設されている場合に出力されます。

• Enclosure #[0～121]
• Fan #[0～243]
• I/F Board #CTL[0～1]-[0～1]
• Loop #[0～7]

コントローラーと物理ドライブとの間でのバックボーンのファイバーチャネ

ルループ。

• Power Supply #[0～60]
ホストコネクターコンポーネントは，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，
または Hitachi SMS の場合だけ出力されます。

• Connector #CTL[0～1]-[A～B]-[0～1]
次の値は，HUS150 の場合だけ出力されます。

• CTL Fan #CTL[0～1]-[0～2]
• IOM #CTL[0～1]-[A～F] ({"LAN", "MANAGE", "DRIVE", HOST})
NNC コンポーネントは，Hitachi AMS/WMS の場合だけ出力されます。

• NNC #[0～3]
• NNC Base
• NNC Connector #CTL[0～1]-[A,C]-0
• NNC DIMM #[0～15]
• NNC ExCard #[0～3]-[0～3] ({"ECT", "ECS", "FCC", "PCC"})

- ECT：Ethernet Card (1000BASE-T)
- ECS：Ethernet Card (1000BASE-SX)
- FCC：Fibre Channel Card
- PCC：PCI-Express Card

• NNC ExSlot HCT #[0～3]-[0～3]-[0～7]
• NNC Ext Connector #[0～3]-[0～7]
• NNC Fan #[0～3]
• NNC Power Supply #[0～3]
• NNC Type #[0～3] { "type1", "type2", "Unknown"}

value コンポーネントの現在の状態

• 1：Normal
• 2：Acute
• 3：Serious
• 4：Moderate
• 5：Service

description コンポーネントの現在の状態

valueの値に応じて次の値が出力されます。
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属性 説明

• Normal
• Acute
• Serious
• Moderate
• Service
• Unknown

5.6 ConfigFile インスタンス

ConfigFile インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.7 GetHost

表 5-6 ConfigFile インスタンスの属性

属性 説明

objectID RAID Manager の構成定義ファイルのオブジェクト ID

instanceNumber HORCM インスタンスのインスタンス番号

controlledBy コピーペアの構成を定義するプログラムの名称

portNumber HORCM インスタンスのポート番号

valid HORCM インスタンスが動作できるかどうかを示します。

• 0：HORCM インスタンスが動作できない

• 1：HORCM インスタンスが動作できる

horcmVcmdSpecified 構成定義ファイルに HORCM_VCMDが定義されているかどうかを示します。

HORCM_VCMDが定義されている場合，コピーペアの操作に仮想 ID を指定できま

す。

• true：定義されている

• false：定義されていない

• Unknown：不明

5.7 CopyGroup インスタンス

CopyGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.7.2 GetCopyGroup

表 5-7 CopyGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID コピーグループのオブジェクト ID
GUI の［レプリケーション］タブで管理している値で，Universal Replicator の
性能情報を更新または出力する際に使用します。

groupName コピーグループ名

status コピーグループの集約ペア状態

• Error：エラーが発生している状態

• Suspend：分割状態

• Copying：コピー処理中

• Sync：同期状態

• Simplex：コピーペア構成が存在しない

• Unknown：不明
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属性 説明

pvolHORCMMONHostNa
me

P-VOL を管理するペア管理サーバ名

pvolInstanceNumber P-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

svolHORCMMONHostNa
me

S-VOL を管理するペア管理サーバ名

svolInstanceNumber S-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

5.8 Datastore インスタンス

Datastore インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.7 GetHost

表 5-8 Datastore インスタンスの属性

属性 説明

datastoreID データストアの識別子

name データストアの表示名

datastoreType データストアの種別

• 0：不明

• 1：VMFS
• 2：Raw Device Mapping

5.9 ExternalPathInfo インスタンス

ExternalPathInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.3 AddExternalArrayGroup

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.73 ModifyExternalArrayGroup

表 5-9 ExternalPathInfo インスタンスの属性

属性 説明

objectID 外部パス情報のオブジェクト ID

externalWWN 外部ストレージシステムのポートの WWN
外部パスの種別がファイバーチャネルの場合に有効な情報です。

externalLun 外部ボリュームの LUN

portID 外部ストレージシステムが接続されているポートのポート ID

pathGroupID パスグループ ID

priority パスの優先順位

• -1：なし

• 1：プライマリーパス

• 2以上：交替パス

externalPathType 外部パスの種別

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，お

よび VSP Fx00 モデルの場合，次の値が出力されます。

• Fibre

480 出力項目

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



属性 説明

• ISCSI
externalIPAddress 外部ストレージシステムのポートの IP アドレス

externalPathTypeの値が ISCSIの場合に有効な情報です。

externalTcpPortNum
ber

外部ストレージシステムのポートのポート番号

externalPathTypeの値が ISCSIの場合に有効な情報です。

externalISCSITarge
tName

外部ストレージシステムの iSCSI ターゲット名

externalPathTypeの値が ISCSIの場合に有効な情報です。

5.10 ExternalStorage インスタンス

ExternalStorage インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.48 GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)

表 5-10 ExternalStorage インスタンスの属性

属性 説明

numOfExternalVolum
e

外部ボリュームの数

externalCapacityIn
KB

外部ボリュームの容量（KB）

5.11 FreeLUN インスタンス

FreeLUN インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

表 5-11 FreeLUN インスタンスの属性

属性 説明

lun ホストストレージドメインに割り当てられる LUN

5.12 FreeSpace インスタンス

FreeSpace インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.1 AddArrayGroup

• 4.1.3 AddExternalArrayGroup

• 4.1.17 AddVirtualVolume

• 4.1.50 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)

表 5-12 FreeSpace インスタンスの属性

属性 説明

objectID パリティグループ内の空き領域のオブジェクト ID

sizeInKB パリティグループ内の空き領域の容量（KB）
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属性 説明

cylinders パリティグループ内の空き領域のシリンダ数

オープンボリュームの場合は 0が出力されます。

fsControlIndex パリティグループ内の空き領域のインデックス番号

この値は，LDEV の作成または削除によって空き領域が増減する際に，自動的に

生成されます。

5.13 FTPSettings インスタンス

FTPSettings インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)

表 5-13 FTPSettings インスタンスの属性

属性 説明

primaryServerAvail
able

FTP サーバが有効かどうかを示します。

• enable：有効（FTP サーバに監査ログ情報ファイルを転送する）

• disable：無効（FTP サーバに監査ログ情報ファイルを転送しない）

primaryServerIpTyp
e

FTP サーバの IP アドレスの形式

• IPv4
• IPv6

primaryServerIpAdd
ress

FTP サーバの IP アドレス

primaryServerLogin
UserName

FTP サーバのログインユーザー名

primaryServerOutpu
tDirectory

監査ログ情報ファイルが出力される FTP サーバのフォルダ

secondaryServerAva
ilable

FTP サーバ（代替サーバ）が有効かどうかを示します。

• enable：有効（FTP サーバ（代替サーバ）に監査ログ情報ファイルを転送す

る）

• disable：無効（FTP サーバ（代替サーバ）に監査ログ情報ファイルを転送

しない）

secondaryServerIpT
ype

FTP サーバ（代替サーバ）の IP アドレスの形式

• IPv4
• IPv6

secondaryServerIpA
ddress

FTP サーバ（代替サーバ）の IP アドレス

secondaryServerLog
inUserName

FTP サーバ（代替サーバ）のログインユーザー名

secondaryServerOut
putDirectory

監査ログ情報ファイルが出力される FTP サーバ（代替サーバ）のフォルダ

5.14 Host インスタンス

Host インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.1 AddHost

• 4.4.3 AddHostRefresh
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• 4.6.3 AddReplication（Thin Image の場合）

• 4.4.4 AddVirtualizationServer

• 4.6.4 DeleteReplication

• 4.4.7 GetHost

• 4.4.9 GetVirtualizationServer

• 4.4.12 MergeHost

• 4.4.13 ModifyHost

• 4.6.7 ModifyReplication

• 4.4.15 ModifyVirtualizationServer

• 4.4.16 RefreshVirtualizationServer

表 5-14 Host インスタンスの属性

属性 説明

objectID ホストのオブジェクト ID

name ホスト名

この値が「EXSP_xxxx_xxxx_xxxx」と出力されている場合は，外部ストレージシ

ステムに接続している Hitachi USP のポートを示します。

hostID ホストの ID

ipAddress ホストの IPv4 の IP アドレス

ipv6Address ホストの IPv6 の IP アドレス

capacityInKB ホストに割り当てられた LDEV の容量（KB）

メインフレームホストの場合，この値には 0が出力されます。

hostType ホストのタイプ

• -1：通常ホスト

• 1：External ポート

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，iSCSI 接続のポート以外

のすべてのポートが 1として出力されます。

• 2：メインフレームホスト

• 3：仮想化サーバ（VMware ESXi）
• 5：ファイルサーバ

managedBy ホストのデータ取得元

• 1：Host Data Collector（通常ホスト）

• 2：Device Manager エージェント

• 3：vMA※

• 4：Host Data Collector（仮想化サーバ）

そのほかの場合は，-1が出力されます。

ostype ホストの OS タイプ

• AIX
• HP-UX
• Linux
• SunOS
• Windows
• VMware
• Others
hostTypeの値が-1または 3の場合に出力されます。

sysplexID メインフレームホストの sysplexID

statusOfDBUpdating Device Manager のデータベースの更新処理のステータス

hostTypeの値が-1，3，または 5の場合，次の値が出力されます。

• 0：Device Manager のデータベースの整合性が取れていることを示します。

• 1：Device Manager のデータベースが更新中であることを示します。
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属性 説明

• 2：Device Manager のデータベースが不整合であることを示します。

AddHostRefreshコマンドまたは RefreshVirtualizationServerコマ

ンドで情報を 新の状態に更新してください。

hostTypeがそのほかの値の場合は，-1が出力されます。

virtualizationServ
erVersion

仮想化ソフトウェアの名称とバージョン

hostTypeの値が 3の場合に出力されます。

cluster ファイルサーバが属するクラスタ名

hostTypeの値が 5の場合に出力されます。

fileServerType ファイルサーバの種別

hostTypeの値が 5の場合，次の値が出力されます。

• 1：NAS Platform
• 2：Hitachi Virtual File Platform または Hitachi Capacity Optimization

virtualizationServ
erManagerName

VMware vCenter Server の名前

virtualizationServ
erManagerIpAddress

VMware vCenter Server の IP アドレス

注※

バージョン 8.0 より前の Device Manager で登録した，vMA で管理されている仮想化サーバの

場合に出力されます。

5.15 HostInfo インスタンス

HostInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.2 AddHostInfo

• 4.4.7 GetHost

• 4.4.8 GetHostInfo

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)

• 4.4.14 ModifyHostInfo

表 5-15 HostInfo インスタンスの属性

属性 説明

objectID HostInfoのオブジェクト ID

arrayType ホストに接続しているストレージシステムのタイプ（モデル）

serialNumber ホストに接続しているストレージシステムのシリアル番号

name HostInfoオブジェクトの表示名

ipAddress ホストの IPv4 の IP アドレス

ipv6Address ホストの IPv6 の IP アドレス

mountPoint LUN のマウントポイント

仮想化サーバまたはファイルサーバの場合，空白が出力されます。

portID ポート ID

domainID ホストストレージドメインのドメイン ID

scsiID ストレージシステム上の SCSI ID
ファイバーチャネルの場合，15が出力されます。
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属性 説明

lun ストレージシステム上の LUN

devNum 論理ユニットのデバイス番号

osScsiBus ホスト上の SCSI バスの番号

osScsiID ホスト上の SCSI ID
この値が 64000 の場合，osScsiID，osScsiBus，および osLunの値は無効な

情報です。

osLun ホスト上の LUN

portWWN HBA 上のポート WWN

fileSystemType マウントされているファイルシステムのタイプ

仮想化サーバの場合，ディスクの種別名称（Datastoreまたは Raw LUN）が出

力されます。ただし，データストアおよび Raw Device Mapping として利用され

ていないときは，空白が出力されます。

ファイルサーバの場合，空白が出力されます。

fileSystemName ファイルシステム名

仮想化サーバまたはファイルサーバの場合，空白が出力されます。

datastoreName 仮想化サーバのデータストア表示名

仮想化サーバの場合，データストア識別名またはマッピングファイル名が出力さ

れます。

データストアおよび Raw Device Mapping として利用されていないときは，空白

が出力されます。

この項目は仮想化サーバの場合だけ出力されます。

sizeInMB LUN の容量（MB）

percentUsed LUN の使用率（%）

lastUpdated データの 新更新時刻

1970 年 1 月 1 日 00:00:00（世界標準時）から経過した秒数で表します。

portISCSIName ホスト（iSCSI initiator）の iSCSI ネーム

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の

場合に出力されます。

portName ポート名

displayDevNum 論理ユニットのデバイス番号の表示名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は論理 DKC 番号，xx は CU 番

号，yy は LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

5.16 HostStorageDomain インスタンス

HostStorageDomain インスタンスが出力されるコマンド

• 4.3.1 AddISCSINameForHostStorageDomain

• 4.1.4 AddHostStorageDomain

• 4.3.3 AddWWNForHostStorageDomain

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)
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• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.1.79 ModifyPort

重要 Device Manager CLI では，ポートの LUN セキュリティが無効に設定されている場合でも，ホストスト
レージドメインの情報が HostStorageDomainインスタンスとして出力されます。

表 5-16 HostStorageDomain インスタンスの属性

属性 説明

objectID ホストストレージドメインのオブジェクト ID

name ホストストレージドメインの名前

ユーザーが設定した任意の名称です。

portID ホストストレージドメインのポート ID

domainID ホストストレージドメインのドメイン ID

portName ホストストレージドメインのポート名

hostMode ホストモード（例：Standard）
hostMode2 ホスト接続モード 2

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます（例：Same Node Name Mode）。
hostModeOption ホストモードオプション

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。出力される値の説明につ

いては，「表 4-7 」を参照してください。

displayName ホストストレージドメインの表示名

nickname ホストストレージドメインのニックネーム

ストレージシステムのホストグループまたは iSCSI ターゲットに設定された名前

が出力されます。

domainType ホストストレージドメインのドメインタイプ

• 0：ホストグループ

• 1：iSCSI ターゲット

iSCSIName ホストストレージドメイン（iSCSI ターゲット）の iSCSI ネーム

domainTypeが 1の場合に出力されます。

platform ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプション（プラットフォー

ム）

middleware ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプション（ミドルウェア）

alternatePath ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプション（交替パス）

failover ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプション（フェイルオー

バー）

additionalParamete
r

ホストモードおよびホスト接続モード 2 の簡易設定オプション（追加パラメー

ター）

resourcePartitionU
nitID

ホストストレージドメインが属する物理リソースグループのリソースグループ

ID

aluaPathPriority ALUA のパスの優先度

• NonOptimized：優先しない

• Optimized：優先する

domainTypeが 0の場合に出力されます。
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5.17 IPAddress インスタンス

IPAddress インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)

表 5-17 IPAddress インスタンスの属性

属性 説明

ipAddress ポートコントローラーの IP アドレス

NAS が構成されている場合に出力されます。

5.18 ISCSIName インスタンス

ISCSIName インスタンスが出力されるコマンド

• 4.3.1 AddISCSINameForHostStorageDomain

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.4.12 MergeHost

• 4.4.13 ModifyHost

• 4.1.79 ModifyPort

表 5-18 ISCSIName インスタンスの属性

属性 説明

iSCSIname ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネーム

iSCSI ネームは，iqn 形式または eui 形式で出力されます。

nickname ホスト（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネームのニックネーム

5.19 LabelInfo インスタンス

LabelInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.87 RefreshResourceLabels

表 5-19 LabelInfo インスタンスの属性

属性 説明

arrayType ストレージシステムのタイプ

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

target ラベル情報が更新された対象のリソース

numberOfPoolNames 更新された DP プールのラベルの件数

numberOfVolumeLabe
ls

更新された LDEV のラベルの件数
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5.20 LDEV インスタンス

LDEV インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.6 AddLogicalUnit

• 4.3.2 AddLun

• 4.1.7 AddLUSE

• 4.1.17 AddVirtualVolume

• 4.1.39 FormatLU

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.73 ModifyExternalArrayGroup

• 4.1.76 ModifyLDEVForALUA

• 4.1.83 ModifyVirtualVolume

表 5-20 LDEV インスタンスの属性

属性 説明

objectID LDEV のオブジェクト ID

name LDEV の名前

Device Manager で設定した LDEV のラベルや，ストレージシステムの管理ツー

ルで設定した LDEV の名前はこの属性には出力されません。ObjectLabelイン

スタンスの label属性に出力されます。

devNum LDEV のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合は，論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数

値（=論理 DKC 番号*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

Hitachi USP の場合は，CU と LDEV 番号を組み合わせた数値

（=CU*256+LDEV）が出力されます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合は LU 番

号が出力されます。

displayName LDEV の表示名

emulation エミュレーションモード

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます（例：OPEN-V）。
cylinders LDEV のシリンダ数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

• メインフレームボリュームまたは中間ボリュームのとき：LDEV のシリンダ

数

• オープンボリュームのとき：0
そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

isComposite LDEV が LUSE ボリュームで使用されているかを示します。

• 0：LUSE ボリュームでない
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属性 説明

• 1：LUSE ボリュームである

sizeInKB LDEV の容量（KB）

lba LBA の数（block 単位の容量）

raidType LDEV の RAID タイプ

RAID タイプは「RAIDx(yD[+zP])」または「RAIDx(yD[+yD])」の形式で出力

されます。

• RAIDx：RAID レベル

• yD：データドライブの数

• zP：パリティドライブの数

例えば，「RAID5(3D+1P)」は，3 個のデータドライブと 1 個のパリティドライブ

を持つ RAID5 構成を示します。

substance 内部ボリュームか外部ボリュームかを示します。

• 0：内部ボリューム

• 1：外部ボリューム

volumeType 外部ボリュームまたは HDP ボリュームのオプション情報

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に，次の値を 10 進数に変換したものが出

力されます。

• ビット 0（0x01）：キャッシュモードの有効/無効

• ビット 1（0x02）：I/O 抑止モードの有効/無効

• ビット 2（0x04）：キャッシュ流入制御モードの有効/無効

• ビット 3（0x08）：仮想 ID を用いたデータ移行中（有効）/移行中でない（無

効）

• ビット 4（0x10）：キャッシュモード（Write Sync：同期書き込み）の有効/
無効

• ビット 5（0x20）：キャッシュモード（スルー）の有効/無効

• ビット 6（0x40）：プール専用属性の有効/無効

• ビット 7（0x80）：データダイレクトマップ属性の有効/無効

各ビットとも有効な場合に 1，無効な場合に 0となります。例えば，仮想 ID を用

いたデータ移行中で，キャッシュモード（Write Sync：同期書き込み）が有効な

場合，volumeTypeの値として 24が出力されます。

HDP ボリュームのオプション情報は，データダイレクトマップ属性が有効な

HDP プールから作成された HDP ボリュームの場合にだけ有効な値が出力され

ます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

slotSizeInKB スロットサイズ（KB）

Flash Access（DCR）が使用します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

chassis LDEV が位置するシャーシ番号

arrayGroup LDEV が属しているパリティグループ番号

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，次のどちらかの条件を満たすと

き，-1が出力されます。

• LDEV が DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）で

ある

• LDEV が Copy-on-Write Snapshot の V-VOL である

arrayGroupName LDEV が属しているパリティグループ名

path LDEV にパスが割り当てられているかを示します。

• true：パスが割り当てられている

• false：パスが割り当てられていない
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属性 説明

onDemandDevice LDEV がオンデマンドで拡張されたデバイスとして使用されているかどうかを示

します。

• true：オンデマンドで拡張された LDEV
• false：オンデマンドで拡張された LDEV ではない

devType LDEV の用途を示します。

• HiHSMReserved：Volume Migration 用に予約された LDEV
• OnDemandDevice：オンデマンドで拡張された LDEV

isStandardLDEV LDEV の容量が標準サイズか，カスタムサイズかを示します。

• true：標準サイズ

• false：カスタムサイズ（CVS）

guardMode ガードモード

ガードモードが無効の場合は空白が出力されます。また，複数設定されている場

合は，セミコロン（;）で区切って出力されます（例：Protect）。
diskType ドライブの種別

• -1：不明

• 0：FC
• 1：SATA
• 2：BD
• 4：SAS
• 5：SSD
• 7：SAS（SED）

• 8：FMD
• 9：FMC
ストレージシステムを外部接続して外部ボリュームを内部ボリュームにマッピン

グしている場合，実際のドライブ種別とは異なる値が出力されることがあります。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，LDEV が DP ボリューム（Hitachi
AMS2000 の場合は HDP ボリューム）のときは，DP ボリュームが関連づけられ

た DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は HDP プール）を構成している PDEV
のドライブ種別が出力されます。

slprNumber SLPR 番号

Universal Storage Platform V/VM または Hitachi USP の場合に出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

clprNumber CLPR 番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，HUS VM，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または

Hitachi SMS の場合に出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

cacheResidencyMode キャッシュ常駐のモード

VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage Platform，Universal Storage
Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM の場合，次の値が出力されま

す。

• -1：不明

• 0：なし

• 1：バインドモード

• 2：優先モード

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

stripeSizeInKB ストライプサイズ（KB）

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます。そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

volumeKind LDEV の種別

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合，次の値が出力されます。
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属性 説明

• -1：不明

• 1：メインフレームボリューム

• 2：中間ボリューム

• 3：オープンボリューム

そのほかのストレージシステムの場合は，3 が出力されます。

status LDEV の状態

次の値が出力されます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

• Unknown：不明

• Normal：正常

• Normal(Quick Format)：正常（Quick Format）
• Blocked：閉塞状態または未フォーマット

• Format：フォーマット中

• Correction Access：アクセス属性を修正中

• Copying：データをコピー中

• ReadOnly：読み取り専用

• Shredding：シュレッディング中

• Preparing Quick Format：Quick Format を準備中

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

• Unknown：不明

• Normal：正常

• Unformat：未フォーマット

• Regressed：縮退状態

• Detached：閉塞状態

• n/a：なし

そのほかのストレージシステムの場合は，Unknownが出力されます。

dpType DP ボリュームの種別

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• -1：DP に使用されていないボリューム

• 0：DP ボリューム

• 1：DP プールボリューム

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

consumedSizeInKB DP ボリュームの使用量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• DP ボリュームでない場合：sizeInKBと同じ値

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームの使用量

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，出力される DP ボリュームの使用量には次の注意事項が

あります。

• DP ボリュームが DP プールに関連づけられていないときは，0が出力されま

す。

• 分割ストレージ管理者の場合は，-1が出力されます。

• DP ボリュームの容量は，数十 MB 単位で DP プールから割り当てられます。

したがって，DP ボリュームの使用率が 100%に達したときは，

consumedSizeInKBと sizeInKBの値が一致しないことがあります。

• DP ボリュームを使用するホストの OS とファイルシステムの組み合わせに

よって，この値が大幅に増加することがあります。詳細については，各スト

レージシステムの Dynamic Provisioning 機能に関するマニュアルを参照し

てください。
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属性 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合，ページ予約されている容量も DP ボリュームの使

用量に含まれます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

mfTrueCopyVolumeTy
pe

Hitachi TrueCopy for Mainframe または Hitachi TrueCopy Asynchronous for
Mainframe のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：Hitachi TrueCopy for Mainframe および Hitachi TrueCopy
Asynchronous for Mainframe のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL

mfShadowImageVolum
eType

Hitachi ShadowImage for Mainframe のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：Hitachi ShadowImage for Mainframe のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL
• SP-VOL

mfUniversalReplica
torVolumeType

Hitachi Universal Replicator for Mainframe のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：Hitachi Universal Replicator for Mainframe のボリュームではな

い

• P-VOL
• S-VOL
• MF-JNL：ジャーナルボリューム

mfUniversalReplica
torPoolID

LDEV のプール ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，または Hitachi USP の場合，次

の値が出力されます。

• Hitachi Universal Replicator for Mainframe の P-VOL または S-VOL のと

き：LDEV が利用しているプールのプール ID
• プールボリュームのとき：LDEV が割り当てられているプールのプール ID
そのほかの場合は，-1が出力されます。

dpPoolID Dynamic Provisioning のプール ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームが関連づけられている DP プールの

プール ID※1，※2

• DP プールボリュームの場合：DP プールボリュームで構成されている DP
プールのプール ID※2

• そのほかのボリュームの場合：-1が出力されます。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合：

• DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）の場合：DP
ボリュームが関連づけられている DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は

HDP プール）のプール ID
• DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）以外のボ

リュームの場合：-1が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

threshold DP ボリュームの使用率のしきい値

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームの使用率のしきい値※1，※2

• DP ボリューム以外のボリュームの場合：-1が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。
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属性 説明

systemDisk LDEV がシステムドライブとして使用されているかどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• -1：不明

• 0：システムドライブとして使用されていない

• 1：システムドライブとして使用されている

そのほかのストレージシステムの場合は，0が出力されます。

encrypted LDEV に格納されているデータが暗号化されているかどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値

が出力されます。

• 0：暗号化されていない

• 1：暗号化されている

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

dpTier0ConsumedCap
acityInKB

ID（tierID）が「0」のハードウェア階層から DP ボリュームに割り当てられて

いる容量（KB）

dpTier1ConsumedCap
acityInKB

ID（tierID）が「1」のハードウェア階層から DP ボリュームに割り当てられて

いる容量（KB）

dpTier2ConsumedCap
acityInKB

ID（tierID）が「2」のハードウェア階層から DP ボリュームに割り当てられて

いる容量（KB）

tieringPolicy HDT ボリュームに割り当てられた階層ポリシー

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM で，HDT ボリューム

の場合に有効な情報です。

出力される値の説明については，「表 4-86 」のパラメーター tieringpolicyを

参照してください。

tierRelocation HDT ボリュームがハードウェア階層再配置の対象かどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM で，HDT ボリューム

の場合に有効な情報です。

• enable：ハードウェア階層再配置の対象

• disable：ハードウェア階層再配置の対象外

externalTierRank 外部 LDEV 階層ランク

この項目は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバー

ジョンが 70-04-00-XX /XX 以降），または HUS VM（マイクロコードのバージョ

ンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合で，DP プールボリュームが外部ボリュームの

ときだけ出力されます。

resourcePartitionU
nitID

LDEV が属する物理リソースグループのリソースグループ ID

newPageAssignmentT
ier

新規ページ割り当て階層

• High：上位の階層から優先的に新規ページを割り当てる

• Middle：中間の階層から優先的に新規ページを割り当てる（階層が 2 個の場

合は上位の階層に割り当てる）

• Low：下位の階層から優先的に新規ページを割り当てる

relocationPriority 再配置プライオリティ

• Default：優先度を設定しない

• Prioritized：ハードウェア階層再配置を実行するときに優先的にデータを

再配置する

fullAllocation DP ボリュームの割り当てに必要な容量が DP プールから確保（ページ予約）され

ているかどうかを示します。
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属性 説明

• enable：確保されている

• disable：確保されていない

reservedCapacityIn
KB

DP ボリュームのページ予約容量（KB）

VSP 5000 シリーズ VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-02-2X -
XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデルの場合に出力され

ます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

conglomerateLUNDev
ice

LDEV が ALU か SLU かを示します。

• 0：ALU
• 1：SLU
そのほかの場合は，-1が出力されます。

aluaEnabled LDEV の ALUA 属性が有効かどうかを示します。

• true：有効

• false：無効

ddmDevNum データダイレクトマップで対応付けられたボリュームのデバイス番号

データダイレクトマップで対応付けられた HDP ボリュームがある場合，次の値

が出力されます。

• HDP ボリュームの場合：HDP プールボリュームのデバイス番号

• HDP プールボリュームの場合：HDP ボリュームのデバイス番号

t10pi LDEV の T10 PI 属性が有効かどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

virtualizationSpac
eUsed

ドライブの圧縮機能で拡張されている領域を LDEV が使用しているかどうかを

示します。

• 1：使用

• 0：未使用

dkcCompression 圧縮機能（dedupe and compression）が有効な LDEV かどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

deduplication 重複排除機能（dedupe and compression）が有効な LDEV かどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

dsdVol LDEV が重複排除用システムデータボリュームであるかどうかを示します。

• 1：システムデータボリュームである

• 0：システムデータボリュームではない

注※1
DP ボリュームが DP プールに関連づけられていない場合は，-1が出力されます。

注※2
分割ストレージ管理者の場合は，-1が出力されます。

5.21 LoggedInWWN インスタンス

LoggedInWWN インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)
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表 5-21 LoggedInWWN インスタンスの属性

属性 説明

WWN ストレージシステムのポートにログインしているホスト（HBA）の WWN

5.22 LogicalDKC インスタンス

LogicalDKC インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.53 GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)

表 5-22 LogicalDKC インスタンスの属性

属性 説明

logicalDKCNumber 論理 DKC 番号

mfLogicalSerialNum
ber

メインフレームホストが認識する論理 DKC のシリアル番号

5.23 LogicalGroup インスタンス

LogicalGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.2.1 GetLogicalGroup

表 5-23 LogicalGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID 論理グループのオブジェクト ID

name 論理グループの名前

description 論理グループの説明

parentID 属する論理グループのオブジェクト ID
論理グループが 上位の場合，この項目は出力されません。

logicalPath 論理グループのパス

プライベート論理グループの場合，「~」+「論理グループのパス」の形式で出力さ

れます。

capacity 論理グループに含まれるパスが割り当てられた論理ユニットの合計容量（GB）※

capacityInKB 論理グループに含まれるパスが割り当てられた論理ユニットの合計容量（KB）※

realCapacityInKB 論理グループに含まれる論理ユニットの合計容量（KB）※

percentUsed 論理グループに含まれる論理ユニットの使用率（%）※

numberOfLUNs 論理グループに含まれる LUN の数※

resourceType 論理グループの種別

• 0：フォルダ

• 1：ホストの論理グループ

• 2：ボリュームの論理グループ

specificationType リソースの指定方法

論理グループで管理しているリソース（ホストまたはボリューム）の指定方法を

示します。

• 0：直接指定

• 1：条件指定
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属性 説明

論理グループの種別がフォルダの場合は，-1が出力されます。

注※

下位の論理グループについての値も合算されます。

5.24 LogicalUnit インスタンス

LogicalUnit インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.3 AddExternalArrayGroup

• 4.1.6 AddLogicalUnit

• 4.1.7 AddLUSE

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.17 AddVirtualVolume

• 4.1.39 FormatLU

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.41 GetPoolShrinkStatus

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)

• 4.1.71 GetZeroPageReclaimStatus

• 4.1.73 ModifyExternalArrayGroup

• 4.1.74 ModifyExternalTierRank

• 4.1.77 ModifyLogicalUnit

• 4.1.78 ModifyPool

• 4.1.83 ModifyVirtualVolume

• 4.1.90 RunZeroPageReclaim

• 4.1.91 ShrinkPool

表 5-24 LogicalUnit インスタンスの属性

属性 説明

objectID 論理ユニットのオブジェクト ID

name 論理ユニットの名前

devNum 論理ユニットに含まれている LDEV の番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合は，論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数

値（=論理 DKC 番号*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

Hitachi USP の場合は，CU と LDEV 番号を組み合わせた数値

（=CU*256+LDEV）が出力されます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合は LU 番

号が表示されます。
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属性 説明

displayName 論理ユニットの表示名

emulation エミュレーションモード

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます（例：OPEN-V）。
devCount 論理ユニットに含まれる LDEV の数

通常のボリュームの場合，devCountは 1になります。

devType 論理ユニットに含まれる LDEV の種別

LDEV の用途を示します。

CommandDevice：コマンドデバイスである

capacityInKB 論理ユニットのボリュームサイズ（KB）

numberOfLBAs LBA の数（block 単位の容量）

path 論理ユニットへパスが割り当てられているかを示します。

• true：パスが割り当てられている

• false：パスが割り当てられていない

commandDevice 論理ユニットがコマンドデバイスとして使用されているかを示します。

• true：使用されている

• false：使用されていない

commandDeviceEx 論理ユニットの使用状態を示します。

• 0：コマンドデバイスではない

• 1：コマンドデバイスである

• 2：リモートコマンドデバイスである

commandDeviceSecur
ity

論理ユニットがコマンドデバイスとして使用されている場合，コマンドデバイス

セキュリティが設定されているかを示します。

• true：設定されている

• false：設定されていない

commandDeviceAuth 論理ユニットがコマンドデバイスとして使用されている場合に，ユーザー認証

モードが有効かどうかを示します。

• true：ユーザー認証モードが有効である

• false：ユーザー認証モードが無効である

deviceGroupDefinit
ion

論理ユニットがコマンドデバイスとして使用されている場合に，デバイスグルー

プの定義が有効かどうかを示します。

• true：デバイスグループの定義が有効である

• false：デバイスグループの定義が無効である

chassis 論理ユニットが位置するシャーシ番号

arrayGroup 論理ユニットが属しているパリティグループの番号

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，次のどちらかの条件を満たすと

き，-1が出力されます。

• 論理ユニットが DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリュー

ム）である

• 論理ユニットが Copy-on-Write Snapshot の V-VOL である

arrayGroupName 論理ユニットが属しているパリティグループ名

raidType 論理ユニットの RAID タイプ

RAID タイプは「RAIDx(yD[+zP])」または「RAIDx(yD[+yD])」の形式で出力

されます。

• RAIDx：RAID レベル

• yD：データドライブの数

• zP：パリティドライブの数

例えば，「RAID5(3D+1P)」は，3 個のデータドライブと 1 個のパリティドライブ

を持つ RAID5 構成を示します。
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属性 説明

currentPortControl
ler

論理ユニットに対するポートコントローラーの現在の番号

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます。そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

defaultPortControl
ler

論理ユニットに対するポートコントローラーのデフォルトの番号

Hitachi AMS/WMS の場合に出力されます。そのほかのストレージシステムの場

合は，-1が出力されます。

isComposite 論理ユニットが LUSE ボリュームかどうかを示します。

• 0：LUSE ボリュームではない

• 1：LUSE ボリュームである

trueCopyVolumeType TrueCopy のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：TrueCopy のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL

shadowImageVolumeT
ype

ShadowImage のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：ShadowImage のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL
• SP-VOL

quickShadowVolumeT
ype

Copy-on-Write Snapshot または Thin Image のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：Copy-on-Write Snapshot または Thin Image のボリュームではな

い

• P-VOL
• V-VOL
• POOL
以下のようなボリュームも P-VOLと出力されます。

• 割り当てられている，割り当てられていないに関係なく，Thin Image の P-
VOL として利用されているボリューム

• デバイス番号が定義されている，デバイス番号が定義されていないに関係な

く，V-VOL を利用している場合の P-VOL
以下のようなボリュームも V-VOLと出力されます。

• Thin Image の S-VOL として利用されている DP ボリューム

• Thin Image の SP-VOL として利用されている DP ボリューム

universalReplicato
rVolumeType

Universal Replicator のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：Universal Replicator のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL
• SP-VOL
• JNL-VOL：Universal Replicator のジャーナルボリューム

• MF-JNL：Hitachi Universal Replicator for Mainframe のジャーナルボ

リューム

globalActiveDevice
VolumeType

global-active device のボリュームタイプ

• Unknown：不明

• Simplex：global-active device のボリュームではない

• P-VOL
• S-VOL

sysVolFlag 論理ユニットがシステムボリュームであるかどうかを示します。

• 1：システムボリュームである

• 0：システムボリュームではない

Hitachi USP または Hitachi AMS/WMS の場合に出力されます。そのほかのス

トレージシステムの場合は，0が出力されます。
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属性 説明

externalVolume 論理ユニットが外部ボリュームとして使用されているかを示します。

• 0：使用されていない

• 1：使用されている

differentialManage
ment

論理ユニットが差分管理論理ユニットとして使用されているかを示します。

• true：使用している

• false：使用していない

quickShadowPoolID Copy-on-Write Snapshot または Thin Image のプール ID
HUS100 以外の場合：

• Copy-on-Write Snapshot または Thin Image の P-VOL または S-VOL の場

合：論理ユニットが利用しているプールのプール ID
• プールボリュームの場合：論理ユニットが割り当てられているプールのプー

ル ID
HUS100 の場合：

• Copy-on-Write Snapshot の P-VOL または S-VOL の場合：論理ユニットが利

用している DP プールのプール ID

universalReplicato
rPoolID

論理ユニットのプール ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• Universal Replicator の P-VOL，S-VOL または SP-VOL の場合：論理ユニッ

トが利用しているプールのプール ID
• プールボリュームの場合：論理ユニットが割り当てられているプールのプー

ル ID
そのほかの場合は，-1が出力されます。

dpType Dynamic Provisioning のボリューム種別

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• -1：DP に使用されていないボリューム

• 0：DP ボリューム

• 1：DP プールボリューム

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

consumedCapacityIn
KB

ボリュームの使用量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• DP ボリュームでない場合：capacityInKBと同じ値

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームの使用量

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，出力される DP ボリュームの使用量には次の注意事項が

あります。

• DP ボリュームが DP プールに関連づけられていないときは，0が出力されま

す。

• 分割ストレージ管理者のときは，-1が出力されます。

• ボリュームの容量は，数十 MB 単位で論理ユニットから割り当てられます。

したがって，論理ユニットの使用率が 100%に達したときは，

consumedCapacityInKBと capacityInKBの値が一致しないことがあり

ます。

• DP ボリュームを使用するホストの OS とファイルシステムの組み合わせに

よって，この値が大幅に増加することがあります。詳細については，各スト

レージシステムの Dynamic Provisioning 機能に関するマニュアルを参照し

てください。
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属性 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合，ページ予約されている容量も DP ボリュームの使

用量に含まれます。

dpPoolID Dynamic Provisioning のプール ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームが関連づけられている DP プールの

プール ID※1，※2

• DP プールボリュームの場合：DP プールボリュームで構成されている DP
プールのプール ID※2

• そのほかのボリュームの場合：-1が出力されます。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合：

• DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）の場合：DP
ボリュームが関連づけられている DP プール（Hitachi AMS2000 の場合は

HDP プール）のプール ID
• DP ボリューム（Hitachi AMS2000 の場合は HDP ボリューム）以外のボ

リュームの場合：-1が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

threshold DP ボリュームの使用率のしきい値

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• DP ボリュームの場合：DP ボリュームの使用率のしきい値※1，※2

• DP ボリューム以外のボリュームの場合：-1が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

tcaPoolID TrueCopy Async のプール ID
HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，論理ユニットが TrueCopy Async
の P-VOL または S-VOL のとき，論理ユニットが利用しているプールのプール

ID※3 が出力されます。

そのほかの場合は，-1が出力されます。

dpPoolVolControlFl
ag

DP プールボリュームの状態

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合，次の値が出

力されます。

• 2：DP プールを縮小できる

• 1：DP プールが縮小中

• 0：DP プールが縮小できない（先頭の DP プールボリュームなど）

• -1：通常ボリュームである（DP プール縮小が完了し，通常ボリュームとなっ

たボリュームも含む）

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

managementAreaPool
ID

レプリケーションで使用している管理領域のプール ID
HUS100 の場合，レプリケーションで使用している管理領域が関連づけられてい

る DP プールのプール ID が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

externalTierRank 外部 LDEV 階層ランク

この項目は，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform（マイクロコードのバー

ジョンが 70-04-00-XX /XX 以降），または HUS VM（マイクロコードのバージョ

ンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合で，DP プールボリュームが外部ボリュームの

ときだけ出力されます。

nasType NAS モジュールが使用しているボリュームの種類

• NAS Platform (System LU)
• NAS Platform (User LU)

500 出力項目

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



注※1
DP ボリュームが DP プールに関連づけられていない場合は，-1が出力されます。

注※2
分割ストレージ管理者の場合は，-1が出力されます。

注※3
HUS100 の場合は，DP プールのプール ID が出力されます。

5.25 LogSettings インスタンス

LogSettings インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)

表 5-25 LogSettings インスタンスの属性

属性 説明

logType ログ設定タイプ

• auditLog：監査ログの Syslog 設定・FTP 設定に関する情報

• alert：アラートの SNMP 設定に関する情報

5.26 ManagedStorageArray インスタンス

ManagedStorageArray インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.68 GetStorageArrayFromStorageSupervisor

表 5-26 ManagedStorageArray インスタンスの属性

属性 説明

arrayFamily SVP で管理されているストレージシステムのファミリー

serialNumber SVP で管理されているストレージシステムのシリアル番号

rmiServerStatus ストレージシステムの RMI サーバの状態

この値が Startedの場合，AddStorageArrayコマンドを実行できます。

5.27 MFReplicationInfo インスタンス

MFReplicationInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

表 5-27 MFReplicationInfo インスタンスの属性

属性 説明

objectID MFReplicationInfoのオブジェクト ID

pvolSerialNumber P-VOL が属しているストレージシステムのシリアル番号

pvolArrayType P-VOL のストレージシステムのタイプ
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属性 説明

P-VOL が属しているストレージシステムが登録されていない場合は，Unknown
が出力されます。

pvolDevNum P-VOL のデバイス番号

displayPvolDevNum P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage
Platform，または Universal Storage Platform V/VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は P-VOL の論理 DKC 番号，xx
は P-VOL の CU 番号，yy は P-VOL の LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は P-VOL の CU 番号，yy は P-VOL の

LDEV 番号です。

pvolObjectID P-VOL オブジェクト ID

pvolPoolID P-VOL が属するプール ID
replicationFunctionの値が「UniversalReplicatorForMF」の場合，

ジャーナルグループの ID が出力されます。

そのほかのコピータイプの場合は，-1が出力されます。

svolSerialNumber S-VOL が属しているストレージシステムのシリアル番号

svolArrayType S-VOL のストレージシステムのタイプ

S-VOL が属しているストレージシステムが登録されていない場合は，Unknown
が出力されます。

svolDevNum S-VOL のデバイス番号

displaySvolDevNum S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage
Platform，または Universal Storage Platform V/VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は S-VOL の論理 DKC 番号，xx
は S-VOL の CU 番号，yy は S-VOL の LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は S-VOL の CU 番号，yy は S-VOL の

LDEV 番号です。

svolObjectID S-VOL オブジェクト ID

svolPoolID S-VOL が属するプール ID
replicationFunctionの値が「UniversalReplicatorForMF」の場合，

ジャーナルグループの ID が出力されます。

そのほかのコピータイプの場合は，-1が出力されます。

replicationFunctio
n

コピータイプ

• ShadowImageForMF：Hitachi ShadowImage for Mainframe
• TrueCopySyncForMF：Hitachi TrueCopy for Mainframe
• TrueCopyAsyncForMF：Hitachi TrueCopy Asynchronous for Mainframe
• UniversalReplicatorForMF：Hitachi Universal Replicator for

Mainframe

fenceLevel P-VOL のフェンスレベル

status コピー状態

• -1：不明

• 0：Simplex
• 1：Pair
• 8：Copying
• 9：Reverse-Copying
• 16：Split
• 17：Error
• 18：Error in LUSE
• 24：Suspending
• 25：Deleting
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属性 説明

muNumber P-VOL の MU 番号

replicationFunctionの値が「UniversalReplicatorForMF」の場合：0～
3
MU 番号が不明な場合，-1が出力されます。

replicationFunctionの値が「UniversalReplicatorForMF」以外の場合

は，無効な情報です。

ctgID※ コンシステンシーグループの ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500 の場合で，

replicationFunctionの値が「TrueCopySyncForMF」または

「UniversalReplicatorForMF」のときに出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

mfCtgID※ コンシステンシーグループの ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500 の場合で，

replicationFunctionの値が「TrueCopySyncForMF」のときに出力されま

す。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

注※

replicationFunctionの値が「TrueCopySyncForMF」の場合，Open/MF コンシステン

シーグループの ID は ctgIDの値として出力されます。

5.28 ObjectLabel インスタンス

ObjectLabel インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.5 AddLabel

• 4.1.75 ModifyLabel

表 5-28 ObjectLabel インスタンスの属性

属性 説明

targetID ラベルのオブジェクト ID

label LDEV のラベル

5.29 PairedPool インスタンス

PairedPool インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

表 5-29 PairedPool インスタンスの属性

属性 説明

muNumber ペアとなっているプールの MU 番号

pairedSerialNumber ペアとなっているプールのシリアル番号

pairedArrayType ペアとなっているプールのストレージシステムのタイプ
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属性 説明

ペアとなっているプールのストレージシステムが Device Manager に登録済みの

場合にだけ，有効な値が表示されます。

pairedPoolID ペアとなっているプールのプール ID

ctGrp ペアとなっているプールのコンシステンシーグループの ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合，有効な値が表示されます。

5.30 PairedPortController インスタンス

PairedPortController インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)

表 5-30 PairedPortController インスタンスの属性

属性 説明

pairedObjectID ペアポートコントローラーのオブジェクト ID

name ペアポートコントローラーの名前

5.31 PArrayGroup インスタンス

PArrayGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.8 AddPArrayGroupToPRPU

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

表 5-31 PArrayGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID PArrayGroupのオブジェクト ID

chassis 物理リソースグループに属するパリティグループが位置するシャーシ番号

number 物理リソースグループに属するパリティグループ番号

5.32 Path インスタンス

Path インスタンスが出力されるコマンド

• 4.3.2 AddLun

• 4.2.1 GetLogicalGroup

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)
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表 5-32 Path インスタンスの属性

属性 説明

objectID パスのオブジェクト ID

name パスの名前

devNum 論理ユニットを識別するためのデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合は，論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数

値（=論理 DKC 番号*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

Hitachi USP の場合は，CU と LDEV 番号を組み合わせた数値

（=CU*256+LDEV）が出力されます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合は LU 番

号が表示されます。

portID ポート ID

domainID ホストストレージドメインのドメイン ID

scsiID SCSI ID
ファイバーチャネルの場合，15が出力されます。

LUN パスに割り当てられている LUN

wwnSecurityValidit
y

パスとパスに割り当てられているホストストレージドメインの WWN が同じで

あるかを示します。

• true：WWN は同じ

• false：WWN は異なる

portName ポート名

displayDevNum 論理ユニットのデバイス番号の表示名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は論理 DKC 番号，xx は CU 番

号，yy は LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

5.33 PDEV インスタンス

PDEV インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.1 AddArrayGroup

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.14 AddSpareDrive

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.58 GetStorageArray (subtarget=PDEV)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.78 ModifyPool
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表 5-33 PDEV インスタンスの属性

属性 説明

objectID PDEV のオブジェクト ID

name ドライブの名前

chassis PDEV が位置するシャーシ番号

arrayGroup PDEV が属しているパリティグループ

PDEV がパリティグループに属していない場合，-1が出力されます。

capacityInKB PDEV のドライブ容量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

1,024 バイトを 1KB として算出した容量が出力されます。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

1,024 バイトを 1KB として算出した容量が出力されます。出力される値

は，パリティグループ内で容量が も小さい物理ドライブの値です。

row PDEV の物理的な横位置

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合は，-1が出力されます。

column PDEV の物理的な縦位置

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合は，-1が出力されます。

denseNumber Dense トレイの番号

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，Dense トレイが増設されていると

きに出力されます。

そのほかの場合は，-1が出力されます。

densePosition Dense トレイの位置

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，Dense トレイが増設されていると

きに次の値が出力されます。

• 0：A
• 1：B
そのほかの場合は，-1が出力されます。

depth PDEV があるストレージシステムの物理的なサイド

現在，すべてのストレージシステムで無効な情報です。

role 現在のドライブの状態を示します。

VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/
WMS，または Hitachi SMS の場合に次の値が出力されます。

• unknown：不明

• data：データ

• unallocated：未割り当て

• offline：オフライン

• outofservice：非稼働

• spare：スペアドライブ

• spareuninitialized：未初期化スペア

そのほかのストレージシステムでは出力されません。

vendor ドライブのベンダー名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合，この項目は出力されません。

model ドライブのモデル

firmwareVersion PDEV のファームウェアのバージョン
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属性 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合，この項目は出力されません。

dkuType PDEV が属しているストレージシステムのファミリー

rpm ドライブの毎分回転数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP Gx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます。

不明の場合は，0または-1が出力されます。

diskType PDEV のドライブの種類

• -1：不明

• 0：FC
• 1：SATA
• 2：BD
• 4：SAS
• 5：SSD
• 7：SAS（SED）

• 8：FMD
• 9：FMC

formFactor PDEV のフォームファクタ

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合に出力されます。

• -1：不明

• 0：3.5 インチ

• 1：2.5 インチ

• 2：フラッシュモジュール

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

pdevid PDEV の ID

arrayGroupName PDEV が属しているパリティグループ名

diskModelSize PDEV のカタログ上のドライブサイズ（例：146GB，1TB）
HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合に出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，無効な情報です。

encrypted PDEV に格納されているデータが暗号化されているか示します。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• 0：暗号化されていない

• 1：暗号化されている

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

fdChipType PDEV のフラッシュメモリーのチップタイプ（詳細種別）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP Gx00 モデル，VSP E990，
Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合で，diskTypeが 5のときに

出力されます。

• -1：不明

• 0：SLC
• 1：MLC
そのほかの場合は，-1が出力されます。

diskSerialNumber PDEV のドライブのシリアル番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，HUS VM，HUS100，Hitachi AMS2000/
AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合，および有効な値が取得できない場合は，

この項目は出力されません。
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5.34 PerformanceStatus インスタンス

PerformanceStatus インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.86 RefreshPerformanceData

表 5-34 PerformanceStatus インスタンスの属性

属性 説明

arrayType ストレージシステムのタイプ

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

status 性能情報取得のステータス

• SUCCEEDED：成功した

• FAILED：失敗した

• NO_DATA
NO_DATAは，Hitachi Tuning Manager が対象のストレージシステムを監視

している場合で，性能情報が蓄積されていないときに出力されます。

• Not collected
Not collectedは，Hitachi Tuning Manager が対象のストレージシステム

を監視していない場合に出力されます。

5.35 PHostStorageDomain インスタンス

PHostStorageDomain インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.9 AddPHSDToPRPU

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

表 5-35 PHostStorageDomain インスタンスの属性

属性 説明

objectID PHostStorageDomainのオブジェクト ID

portID 物理リソースグループに属するホストストレージドメインのポート ID

domainID 物理リソースグループに属するホストストレージドメインのドメイン ID

hasSubstance 物理リソースグループに属するホストストレージドメインの実体があるかどうか

を示します。

• 0：ホストストレージドメインの実体がない

• 1：ホストストレージドメインの実体がある

5.36 PLDEV インスタンス

PLDEV インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.10 AddPLDEVToPRPU

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

表 5-36 PLDEV インスタンスの属性

属性 説明

objectID PLDEVのオブジェクト ID

devNum 物理リソースグループに属する LDEV のデバイス番号
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属性 説明

論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数値（=論理 DKC 番号

*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

hasSubstance 物理リソースグループに属する LDEV の実体があるかどうかを示します。

• 0：LDEV の実体がない

• 1：LDEV の実体がある

5.37 Pool インスタンス

Pool インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.16 AddTieredPoolOperation

• 4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーションの場合）

• 4.1.41 GetPoolShrinkStatus

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.69 GetTieredPoolStatus

• 4.1.74 ModifyExternalTierRank

• 4.1.78 ModifyPool

• 4.1.91 ShrinkPool

重要 バージョン 6.2 でサポートした属性 thresholdVolForewarnを overProvisioningWarningに，
thresholdVolOverwarnを overProvisioningLimitに変更しました。バージョン 6.3 以降で使用するス
クリプトの設定を見直してください。

表 5-37 Pool インスタンスの属性

属性 説明

objectID Poolインスタンスのオブジェクト ID

name プールのラベル

poolFunction プールがどの機能で使用されているかが出力されます。

• 3：Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async
• 4：Universal Replicator
• 5：Dynamic Provisioning
• 6：Thin Image

poolID プールの ID
poolFunctionに出力された機能に対応するプールの ID が出力されます。

Hitachi AMS/WMS の場合，ストレージシステムの管理ツールでは 1と表示され

るデータプールの番号が，16と表示されます。Device Manager CLI と管理ツー

ル間でデータプールの対応を確認するには，プール番号を読み替えてください。

encrypted プールに格納されているデータが暗号化されているかどうかを示します。

HUS150 の場合に次の値が出力されます。

• 0：暗号化されていない

• 1：暗号化されている

そのほかのストレージシステムでは，-1が出力されます。

controllerID ディスクコントローラーの ID または論理 DKC 番号

この値はストレージシステムおよび poolFunctionの値によって，出力される値

が異なります。

Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合

poolFunctionが 3のとき：プールが属するディスクコントローラーの ID
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属性 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，または HUS VM の場合

poolFunctionが 4のとき：論理 DKC 番号

そのほかのときは，-1が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

poolType プールタイプを示します。

この値は poolFunctionの値によって，出力される値が異なります。

poolFunctionが 3の場合：

• -1：なし

• 16：Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async のプール

poolFunctionが 4の場合：

• -1：なし

• 0：Universal Replicator の正ジャーナルグループ（M-JNL）
• 1：Universal Replicator の副ジャーナルグループ（R-JNL）
• 2：Universal Replicator の初期状態のジャーナルグループ

• 3：Universal Replicator または Hitachi Universal Replicator for
Mainframe のジャーナルボリュームを持たないジャーナルグループ

• 4：Universal Replicator の正ジャーナルグループ（M-JNL）であり，かつ副

ジャーナルグループ（R-JNL）
• 8：Hitachi Universal Replicator for Mainframe の正ジャーナルグループ

（M-JNL）
• 9：Hitachi Universal Replicator for Mainframe の副ジャーナルグループ（R-

JNL）
• 10：Hitachi Universal Replicator for Mainframe の初期状態のジャーナルグ

ループ

poolFunctionが 5の場合：

• -1：なし

• 32：DP プール

• 33：MF-DP プール

poolFunctionが 6の場合：

• -1：なし

• 48：Thin Image のプール

status プールの状態

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，HUS VM，HUS100，および Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合に有

効です。

• 0：Normal
• 1：PFUS
• 16：Blocked
• 17：Over threshold
• 18：Regressed
• 19：Warning
• 20：Shrinking
情報が取得できない場合は，-1が出力されます。

threshold プールのしきい値 1（%）

この値は poolFunctionの値によって，出力される値が異なります。

• poolFunctionが 3の場合：Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy
Async のプールのしきい値

• poolFunctionが 5の場合：DP プールのしきい値 1
• poolFunctionが 6の場合：Thin Image のプールのしきい値

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

threshold2 プールのしきい値 2（%）

poolFunctionが 5の場合に，DP プールのしきい値 2 が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。
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属性 説明

threshold2Mode threshold2に出力された値が，ストレージシステムで決められた値かどうかを

示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM の場合で，

poolFunctionが 5のときに次の値が出力されます。

• 0：ストレージシステムで決められた値

• 1：ユーザーが設定した値

そのほかの場合は，不明または無効な情報です（-1が出力されます）。

capacityInKB プールの容量（KB）

poolFunctionが 3，5，または 6の場合，Copy-on-Write Snapshot，Dynamic
Provisioning，または Thin Image のプールがコントロール領域を使用するため，

この値はプールボリュームの合計容量とは一致しません。

freeCapacityInKB プールの空き容量（KB）

例えば，Universal Storage Platform V/VM の場合で，poolFunctionが 5のと

き，HDP プールの空き容量が出力されます。

usageRate プールの使用率

例えば，Universal Storage Platform V/VM の場合で，poolFunctionが 5のと

き，HDP プールの使用率が出力されます。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，お

よび VSP Fx00 モデルの場合，ページ予約されている容量もプールの使用率に含

まれます。

numberOfPoolVols プールボリュームの数

例えば，Universal Storage Platform V/VM の場合で，poolFunctionが 5のと

き，HDP プールボリュームの数が出力されます。

numberOfVVols プールに関連づけられた仮想ボリュームの数

poolFunctionに出力される機能で使用されている仮想ボリュームの数が出力

されます。

例：

• poolFunctionが 5の場合，DP プールに関連づけられた DP ボリュームの

数が出力されます。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合で，

poolFunctionが 6のときは，S-VOL（V-VOL または DP ボリューム）に

割り当てられている Thin Image のコピーペアの数が出力されます。

• VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合で，poolFunctionが 6の

ときは，S-VOL（V-VOL）に割り当てられている Thin Image のコピーペア

の数が出力されます。

capacityOfVVolsInKB プールに関連づけられた仮想ボリュームの総容量（KB）

poolFunctionが 5の場合，DP プールに関連づけられた DP ボリュームの総容

量が出力されます。

また，次に示すストレージシステムでは，上記の値に同 DP プールを利用する

Thin Image ペアの予約容量が加算された値が出力されます。

• VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500 および VSP F1500（マイクロコー

ドのバージョンが 80-05-4X -XX /XX 以降）

• VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 モデル（マイクロコードのバージョンが

83-04-4X -XX /XX 以降）

clprNumber プールの CLPR 番号

プールの CLPR 番号が出力されます。

DP プールの場合，DP プールボリュームの CLPR 番号が混在しているときに

は-1が出力されます。

raidLevel RAID レベル（例：RAID6，RAID1+0）
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，HUS VM，HUS100，または

Hitachi AMS2000 の場合で，HDP プールのときに出力されます。

次のどれかの条件を満たすときには，Unknownが出力されます。
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属性 説明

• RAID レベルが不明なとき

• RAID レベルが混在しているとき

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが異なる RAID 構成が混在

しているとき

そのほかの場合は，無効な情報です。

combination RAID 構成でのデータドライブとパリティドライブの組み合わせ

VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual
Storage Platform，HUS VM，HUS100，または Hitachi AMS2000 の場合で，

HDP プールのときに，「xD+yP」または「xD+xD」の形式で出力されます。

• xD：データドライブの数

• yP：パリティドライブの数

次のどれかの条件を満たすときには，Unknownが出力されます。

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが不明な場合

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが混在している場合

• RAID レベルが混在している場合

そのほかの場合は，空白が出力されます。

volAlertNotice 仮想化超過率に関するしきい値（overProvisioningWarningおよび

overProvisioningLimit）を超えた場合の通知が有効かどうかを示します。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合で，poolFunctionが 5のときに次の

値が出力されます。

• 0：無効

• 1：有効

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

overProvisioningPer
cent

仮想化超過率（%）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，または HUS VM の場合で，poolFunctionが 5のとき HDP プールの容

量に対する HDP ボリュームの容量の総和の割合が出力されます。

この値は，小数点以下を切り捨てて出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

overProvisioningWar
ning

仮想化超過警告しきい値（%）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP G100，G200，
G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，VSP E990，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，または

Hitachi AMS2000 の場合で，poolFunctionが 5のとき，仮想化超過率に対す

る事前警告を通知するためのしきい値が出力されます（しきい値を設定していな

い場合は，-1が出力されます）。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

overProvisioningLim
it

仮想化超過限界しきい値（%）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP G100，G200，
G400，G600，G800，VSP F400，F600，F800，VSP E990，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，HUS VM，HUS100，または

Hitachi AMS2000 の場合で，poolFunctionが 5のとき，仮想化超過率に対す

る超過限界を通知するためのしきい値が出力されます（しきい値を設定していな

い場合は，-1が出力されます）。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

overProvisioningLim
itEnforcement

仮想化超過限界しきい値を超えたときにボリューム操作を実行できるかどうかを

示します。

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のときに有効な情報です。

• enable：ボリューム操作を実行できる

• disable：ボリューム操作を実行できない

rpm ドライブの毎分回転数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP Gx00 モデル，Virtual Storage
Platform，または HUS VM の場合で，HDP プールのとき，ドライブの毎分回転

数が出力されます。
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属性 説明

次のどれかの条件を満たすときには，-1が出力されます。

• 回転数が不明なとき

• 回転数が異なるドライブが混在しているとき

• ドライブ種別が混在しているとき

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

diskType ドライブの種別

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合で，HDP
プールのとき，次の値が出力されます。

• 1：SATA
• 4：SAS
• 5：SSD，FMD，FMC，またはこれらの混在

• -1：次のどれかの条件を満たすとき

◦ ドライブ種別が不明なとき

◦ ドライブ種別が混在しているとき（SSD，FMD，および FMC の混在を

除く）

◦ 回転数が異なるドライブが混在しているとき

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

tierControl HDT プールかどうかを示します。

• enable：HDT プール

• disable：HDP プール

メインフレームの DP プールの場合，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500 のときだけ HDT プールと HDP プールを区別できます。それ以外の

ストレージシステムの MF-HDT プールの場合は，「disable」が出力されます。

autoMigration 性能モニタリングとハードウェア階層再配置の自動実行が有効かどうかを示しま

す。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合で，HDT
プールのときに有効な情報です。

• enable：有効

• disable：無効

migrationInterval※
1

性能モニタリングとハードウェア階層再配置の実行周期

• 0：30 分

• 1：1 時間

• 2：2 時間

• 4：4 時間

• 8：8 時間

• 24：24 時間

monitorStartTime※1 性能モニタリングの開始時刻（例：00:00）
「migrationInterval」が「24」のときに有効な情報です。

monitorEndTime※1 性能モニタリングの終了時刻（例：23:59）
「migrationInterval」が「24」のときに有効な情報です。

monitoringMode※1 性能モニタリングモード

• 0：Periodic（同期）

• 1：Continuous（継続）

externalMixCompatib
le

内部ボリュームと外部ボリュームを混在させて DP プールを構成できるかどうか

を示します。

• enable：混在させて構成できる

• disable：混在させて構成できない

monitorSideState モニタリング結果の処理状況

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合で，HDT プールのとき，次の値が出力されます。

• 0：モニタリング結果の計算処理中

• 1：モニタリング結果が有効
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属性 説明

• 2：モニタリング結果が無効

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

monitoringState※2 性能モニタリングの実行状況

• 0：停止中

• 1：実行中

lastMonitorStartDat
e※2

性能モニタリングを開始した日時

日時が有効な場合に「YYYY /MM /DD  hh :mm:ss」形式で出力されます。無効な場

合は，-1が出力されます。

lastMonitorEndDate
※2

性能モニタリングを終了した日時

日時が有効な場合に「YYYY /MM /DD  hh :mm:ss」形式で出力されます。無効な場

合は，-1が出力されます。

relocationState※2 ハードウェア階層再配置の実行状態

• 0：停止中

• 1：実行中

relocationProgress
※2

ハードウェア階層再配置の進捗率（%）

relocationSpeed ハードウェア階層再配置の実行速度

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合で，HDT プールのとき，次の値が出力されます。

• 1： も遅い

• 2：遅い

• 3：標準

• 4：速い

• 5： も速い

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfTiers ハードウェア階層の数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合で，HDT
プールのときに有効な情報です。

thresholdRepDepAler
t

レプリケーション枯渇警告しきい値（%）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のとき，DP プールの物理容量不足を契

機にコピーペアの状態を変更するためのしきい値が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

thresholdRepDataRel
eased

レプリケーションデータ解放しきい値（%）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のとき，DP プールの物理容量不足を契

機にコピーペアの状態を変更し，レプリケーションの差分データと管理領域を解

放するためのしきい値が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

userUsedCapacityInK
B

DP ボリューム使用済み容量（KB）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のとき，DP ボリュームによって消費さ

れている物理容量が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

repDataCapacityInKB レプリケーションデータ使用済み容量（KB）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のとき，レプリケーションの差分デー

タによって消費されている物理容量が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

repManageCapacityIn
KB

レプリケーション管理領域使用済み容量（KB）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のとき，レプリケーションの管理領域

によって消費されている物理容量が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfDpVols DP プールに関連づけられた DP ボリュームの数

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のときに有効な情報です。
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属性 説明

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

capacityOfDpVolsInK
B

DP プールに関連づけられた DP ボリュームの合計容量（KB）

HUS100 の場合で，poolFunctionが 5のときに有効な情報です。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

protectDpVolOnFullP
ool

DP プールの枯渇によって DP ボリュームへの I/O が失敗した場合に，DP ボ

リュームを保護するかどうか（Protect属性にするかどうか）を示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

protectDpVolOnBlock
edPoolVol

DP プールボリュームの閉塞によって DP ボリュームへの I/O が失敗した場合に，

DP ボリュームを保護するかどうか（Protect属性にするかどうか）を示します。

• 0：DP ボリュームを保護しない

• 1：DP ボリュームを保護する

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfSnapshotPai
rs

Thin Image プールに関連づけられた Thin Image のコピーペアの数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，割り当

てられている S-VOL（V-VOL または DP ボリューム）の数と割り当てられてい

ない S-VOL の数の合計が出力されます。

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，割り当てられている S-VOL
（V-VOL）の数と割り当てられていない S-VOL の数の合計が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

reservedCapacityInK
B

DP プールに関連づけられた DP ボリュームのページ予約容量の合計（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-02-2X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-01-2X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデルの場合に出力されま

す。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

realTimeRelocation active flash が有効かどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合で，HDT プールのときに出力されます。

• enable：有効

• disable：無効

ddmAttribute データダイレクトマップ属性が有効かどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

basicUsableCapacity
Total

プールの物理容量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

basicUsableCapacity
Used

プールの物理容量内の使用量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバージョンが 83-03-0X -XX /XX
以降），VSP G1500，VSP F1500，または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

basicUsableFMCCapac
ityTotal

プールボリューム（ドライブ種別が FMC）の物理容量の合計（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

出力項目 515

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



属性 説明

basicUsableFMCCapac
ityUsed

プールボリューム（ドライブ種別が FMC）の物理容量内の使用量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

fmcCapacityTotal プールボリューム（ドライブ種別が FMC）の容量の合計（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

fmcCapacityUsed プールボリューム（ドライブ種別が FMC）の容量内の使用量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-04-0X -XX /
XX 以降），VSP G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル（マイクロコードのバー

ジョンが 83-03-0X -XX /XX 以降），または VSP Fx00 モデル（マイクロコードの

バージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降）の場合で，poolFunctionが 5のとき出力

されます。

deduplication 重複排除機能（dedupe and compression）が有効なプールかどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

注※1
HDT プールの場合で，「autoMigration」の値が「enable」のときに有効な情報です。

注※2
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，および VSP Fx00
モデルの HDT プールの場合，「autoMigration」の値に関係なく，有効な値が出力されま

す。それ以外のストレージシステムの HDT プールの場合，「autoMigration」の値が

「disable」のときに有効な情報です。そのほかの場合は，無効な情報です（-1 が出力されま

す）。

5.38 PoolTier インスタンス

PoolTier インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.74 ModifyExternalTierRank

• 4.1.78 ModifyPool

表 5-38 PoolTier インスタンスの属性

属性 説明

objectID ハードウェア階層のオブジェクト ID

name ハードウェア階層の名前

tierID ハードウェア階層の ID

capacityInKB ハードウェア階層の容量（KB）

HDT プールがコントロール領域を使用するため，この値は HDT プールボリュー

ムの合計容量とは一致しません。
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属性 説明

freeCapacityInKB ハードウェア階層の空き容量（KB）

usageRate ハードウェア階層の使用率

raidLevel RAID レベル（例：RAID6，RAID1+0）
次のどれかの条件を満たす場合，Unknownが出力されます。

• RAID レベルが不明な場合

• RAID レベルが混在している場合

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが異なる RAID 構成が混在

している場合

combination RAID 構成でのデータドライブとパリティドライブの組み合わせ

「xD+yP」または「xD+xD」の形式で出力されます。

• xD：データドライブの数

• yP：パリティドライブの数

次のどれかの条件を満たす場合，Unknownが出力されます。

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが不明な場合

• データドライブとパリティドライブの組み合わせが混在している場合

• RAID レベルが混在している場合

rpm ドライブの毎分回転数

次のどれかの条件を満たす場合，-1が出力されます。

• 回転数が不明な場合

• 回転数が異なるドライブが混在している場合

• ドライブ種別が混在している場合

diskType ドライブの種別

• 1：SATA
• 4：SAS
• 5：SSD，FMD，FMC，またはこれらの混在

• -1：次のどれかの条件を満たす場合

◦ ドライブ種別が不明な場合

◦ ドライブ種別が混在している場合（SSD，FMD，および FMC の混在を

除く）

◦ 回転数が異なるドライブが混在している場合

substance ハードウェア階層を構成するボリュームが内部ボリュームか外部ボリュームかを

示します。

• 0：内部ボリューム

• 1：外部ボリューム

• -1：不明，または内部ボリュームと外部ボリュームが混在している場合

bufSpaceForNewPageA
ssignment

新規のページ割り当てに備えた領域の割合（%）

bufSpaceForTierRelo
cation

データの再配置時にストレージシステムが使用する作業領域の割合（%）

5.39 Port インスタンス

Port インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.1.79 ModifyPort

表 5-39 Port インスタンスの属性

属性 説明

objectID ポートのオブジェクト ID
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属性 説明

name ポート名

portID ポート ID

portType ポートタイプ（例：Fibre）
fibreAddress Fibre ポートのアドレス（AL_PA）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，

VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform
V/VM，Hitachi USP，または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• 00または値なし：Fibre ポートでも FCoE ポートでもない

• 01～EF：有効なアドレス（2 桁の 16 進数）

topology Fibre トポロジー

displayName ポートの表示名

lunSecurityEnabled ポートに対して LUN セキュリティが有効であるかを示します。

• true：有効である

• false：有効でない

controllerID ポートコントローラーの ID

portOption ポートオプション

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合に出力さ

れます。オプションが無効の場合は値が出力されません。

worldWidePortName ポートの WWN
Fibre ポートまたは FCoE ポートの場合に有効です。

channelSpeed 伝送速度

• -1：なし

• 0：自動

• 1：1Gbps
• 2：2Gbps
• 4：4Gbps
• 8：8Gbps
• 10：10Gbps
• 16：16Gbps
• 32：32Gbps

portRole ポートの属性

• Target
• RCU Target
• Initiator
• LCP
• RCP
• External
• Bidirectional
• 値なし：不明

slprNumber SLPR 番号

SLPR をサポートしていないストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

ipAddress※ ポートの IP アドレス（IPv4）

subnetMask※ ポートのサブネットマスク（IPv4）

gateway※ ポートのゲートウェイの IP アドレス（IPv4）

ipv6SettingMode※ ポートの IPv6 の IP アドレスが有効かどうかを示します。

• disable
• enable

linklocalSettingMod
e※

リンクローカルアドレスの設定方法

• auto
• manual
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属性 説明

linklocalAddress※ リンクローカルアドレス

linklocalAddressSta
tus※

リンクローカルアドレスの状態

• -1：不明

• 1：アドレス無効

• 2：アドレス確認中

• 3：アドレス取得中

• 5：アドレス有効

• 16：アドレス重複

• 17：アドレス未確定

globalSettingMode※ グローバルアドレスの設定方法

• auto
• manual

globalAddress1※ グローバルアドレス 1

globalAddress1Statu
s※

グローバルアドレス 1 の状態

• -1：不明

• 1：アドレス無効

• 2：アドレス確認中

• 3：アドレス取得中

• 5：アドレス有効

• 16：アドレス重複

• 17：アドレス未確定

globalAddress2※ グローバルアドレス 2

globalAddress2Statu
s※

グローバルアドレス 2 の状態

• -1：不明

• 1：アドレス無効

• 2：アドレス確認中

• 3：アドレス取得中

• 5：アドレス有効

• 16：アドレス重複

• 17：アドレス未確定

subnetPrefixLength
※

サブネットプレフィックス長

gatewayForIPv6※ ポートのゲートウェイの IP アドレス（IPv6）

currentGatewayAddre
ss※

ポートのカレントゲートウェイの IP アドレス（IPv6）

gatewayAddressStatu
s※

ポートのゲートウェイの IP アドレス（IPv6）の状態

• -1：不明

• 0：アドレス未構成

• 1：アドレス無効

• 5：アドレス有効

portNumber ポート番号

ポート番号の値が無効な場合は，-1が出力されます。

keepAliveTime キープアライブタイム

出力される値の単位は秒です。

キープアライブタイムの値が無効な場合は，-1が出力されます。

mtu※ MTU

vlanSettingMode※ VLAN が有効かどうかを示します。

• disable
• enable

vlanID※ VLANの ID
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属性 説明

windowScale※ Window Scale が有効かどうかを示します。

• disable
• enable

resourcePartitionUn
itID

ポートが属する物理リソースグループのリソースグループ ID

selectiveACK※ Selective ACK モードが有効かどうかを示します。

• disable
• enable

delayedACK※ Delayed ACK モードが有効かどうかを示します。

• disable
• enable

windowSize※ Window Scale Option の設定値

iSCSIInitiatorName
※

ポート（iSCSI イニシエーター）の iSCSI ネーム

t10piMode ポートの T10 PI モードが有効かどうかを示します。

• disable
• enable

注※

項目 ipAddress，subnetMask，gateway，ipv6SettingMode，linklocalSettingMode，
linklocalAddress，linklocalAddressStatus，globalSettingMode，
globalAddress1，globalAddress1Status，globalAddress2，
globalAddress2Status，subnetPrefixLength，gatewayForIPv6，
currentGatewayAddress，gatewayAddressStatus，mtu，vlanSettingMode，
vlanID，windowScale，selectiveACK，delayedACK，windowSize，および

iSCSIInitiatorNameは，portTypeの値が ISCSIの場合にだけ出力されます。

5.40 PortController インスタンス

PortController インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)

• 4.1.80 ModifyPortController

表 5-40 PortController インスタンスの属性

属性 説明

objectID ポートコントローラーのオブジェクト ID

name ポートコントローラーの名前

cluster クラスタ番号

card カード番号

controllerID ポートコントローラー ID

displayName ポートコントローラーの表示名

mode ポートコントローラーのモード

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM で出力される値：

• 1：通常モード

Universal Storage Platform V/VM で出力される値：

• 1：通常モード
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属性 説明

• 2：高速モード（すべてのポート）

• 3：不明

• 4：Reserve モード

• 5：高速モード（上部 4 ポート）

• 6：高速モード（下部 4 ポート）

Hitachi USP で出力される値：

• 1：通常モード

• 2：高速モード（すべてのポート）

• 3：不明

• 4：Reserve モード

• 5：高速モード（上部 4 ポート）

• 6：高速モード（下部 4 ポート）

• 7：高速モードが 32HS のパッケージで設定されている

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS で出力される値：

• 3：不明

type ポートの種類

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。出力される値の説明につ

いては，「表 5-41 」を参照してください。

そのほかのストレージシステムでは，-1が出力されます。

表 5-41 type 属性に出力される値

ストレージシステム type 属性に出力される値

VSP 5000 シリーズ • 120: iSCSI （2 ポート）（10 G）（Optical）
• 125: FC（4 ポート）（32G）

• 126: FICON （4 ポート）（16G）

VSP G1000
VSP G1500
VSP F1500

• 106：FICON（8 ポート）（8G）

• 107：FC（8 ポート）（8G）

• 108：FC（4 ポート）（8G）

• 111：FCoE（8 ポート）（10G）

• 116：FICON（8 ポート）（16G）

• 118：FC（4 ポート）（16G）

• 123：iSCSI（4 ポート）（10G）（Optical）
• 124：FC（8 ポート）（16G）

VSP G130，G150，
G350，G370，G700，
G900
VSP F350，F370，F700，
F900

• 120：iSCSI（2 ポート）（10G）（Optical）
• 121：iSCSI（2 ポート）（10G）（Copper）
• 122：NAS
• 125：FC（4 ポート）（32G）

VSP G100，G200，
G400，G600，G800
VSP F400，F600，F800

• 108：FC（4 ポート）（8G）

• 119：FC（2 ポート）（16G）

• 120：iSCSI（2 ポート）（10G）（Optical）
• 121：iSCSI（2 ポート）（10G）（Copper）
• 122：NAS
• 125：FC（4 ポート）（32G）

Virtual Storage
Platform

• 100：ESCON（4 ポート）（4G）

• 101：FICON（4 ポート）（4G）

• 102：CHT（8 ポート）（4G）

• 103：FICON（8 ポート）（4G）

• 105：CHT（4 ポート）（4G）

• 106：FICON（8 ポート）（8G）

• 107：CHT（8 ポート）（8G）

• 108：CHT（4 ポート）（8G）
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ストレージシステム type 属性に出力される値

• 110：FCoE（4 ポート）（10G）

Universal Storage
Platform V/VM

• 80：ESCON（4 ポート）

• 81：FICON（4 ポート）

• 82：CHT（8 ポート）

• 85：CHT（4 ポート）

• 88：CHT（4 ポート）

Hitachi USP • 40：ESCON
• 42：Fibre-Tachyon（8 ポート）

• 43：Fibre-Tachyon（4 ポート）

• 44：Fibre-Tachyon（8 ポート）

• 45：Fibre-Tachyon（16 ポート）

• 46：NAS（2 ポート）

• 48：NAS（4 ポート）

• 49：FICON（4 ポート）

• 50：FICON（8 ポート）

• 51：iSCSI（4 ポート）

• 52：iSCSI（4 ポート）

• 55：Fibre-Tachyon（8 ポート）

• 56：Fibre-Tachyon（16 ポート）

• 57：Fibre-Tachyon（4 ポート）

• 58：Fibre-Tachyon（8 ポート）

• 59：Fibre-Tachyon（16 ポート）

• 60：Fibre-Tachyon（4 ポート）

• 61：FICON（8 ポート）

• 62：Fibre-Tachyon（8 ポート）

HUS VM 108：CHT（4 ポート）（8G）

5.41 PPort インスタンス

PPort インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.12 AddPPortToPRPU

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

表 5-42 PPort インスタンスの属性

属性 説明

objectID PPortのオブジェクト ID

portID 物理リソースグループに属するポート ID

5.42 PResourcePartitionUnit インスタンス

PResourcePartitionUnit インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.8 AddPArrayGroupToPRPU

• 4.1.9 AddPHSDToPRPU

• 4.1.10 AddPLDEVToPRPU

• 4.1.12 AddPPortToPRPU

• 4.1.19 AddVResourcePartitionUnit
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• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

表 5-43 PResourcePartitionUnit インスタンスの属性

属性 説明

objectID PResourcePartitionUnitのオブジェクト ID

name 物理リソースグループの名前

resourcePartitionU
nitID

物理リソースグループのリソースグループ ID

numberOfPArrayGrou
ps

物理リソースグループに属するパリティグループの数

numberOfPHostStora
geDomains

物理リソースグループに属するホストストレージドメインの数

numberOfPLDEVs 物理リソースグループに属する LDEV の数

numberOfPPorts 物理リソースグループに属するポートの数

5.43 QuorumDisk インスタンス

QuorumDisk インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.13 AddQuorumDiskID

• 4.1.63 GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)

表 5-44 QuorumDisk インスタンスの属性

属性 説明

objectID QuorumDiskのオブジェクト ID

quorumDiskID Quorum ディスクの ID

devNum Quorum ディスクで使用している LDEV のデバイス番号

論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数値（=論理 DKC 番号

*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

ボリュームが設定されていない場合，65535 が出力されます。

pairedArrayFamily 相手側ストレージシステムのファミリー

相手側ストレージシステムが VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 の場合，

HM800 と出力されます。

pairedSerialNumber 相手側ストレージシステムのシリアル番号

readResponseGuaran
teedTimeWhenBlocke
d

閉塞した Quorum ディスクまたはボリュームが設定されていない Quorum ディ

スクでリモートパスの切断を検知した場合に，相手側ストレージシステムからの

応答を待機する時間（秒）が出力されます。

VSP G1000，G1500，および VSP F1500 の場合，マイクロコードのバージョン

が 80-05-0X -XX /XX 以降のときに出力されます。

VSP Gx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが 83-04-0X -XX /XX 以降

のときに出力されます。

VSP Fx00 モデルの場合，マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降

のときに出力されます。
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5.44 RelatedDistributedArrayGroup インスタンス

RelatedDistributedArrayGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

RelatedDistributedArrayGroupインスタンスとして出力される属性は，ArrayGroupインス

タンスの属性と同じです。RelatedDistributedArrayGroupインスタンスの属性については，

「5.2 ArrayGroup インスタンス」を参照してください。

5.45 ReplicationControllerPair インスタンス

ReplicationControllerPair インスタンスが出力されるコマンド

• 4.6.5 GetReplicationControllerPair

表 5-45 ReplicationControllerPair インスタンスの属性

属性 説明

objectID※1 ReplicationControllerPairのオブジェクト ID

masterArrayType MCU モデル

masterControllerID MCU の CU 番号

masterEndDevNum MCU 内対象 LU の 大デバイス番号

masterSerialNumber MCU のシリアル番号

masterStartDevNum MCU 内対象 LU の 小デバイス番号

remoteArrayFamily※
2

RCU を含むストレージシステムのファミリー

RCU を含むストレージシステムが VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 の場合，

HM800 と出力されます。

remoteArrayType RCU モデル

remoteControllerID RCU の CU 番号

remoteEndDevNum RCU 内対象 LU の 大デバイス番号

remoteSerialNumber RCU のシリアル番号

remoteSSID RCU の SSID
存在しない場合，0が表示されます。

remoteStartDevNum RCU 内対象 LU の 小デバイス番号

remotePathGroupID※
2

RCU のパスグループ ID
MCU を含むストレージシステムが VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，Hitachi NSC，または HUS
VM の場合，次の値が出力されます。

• CU フリー（独立）のとき：0～255（RCU のパスグループ ID）

• CU 単位の RCU のとき：0
そのほかのストレージシステムの場合，0が出力されます。

pairType ReplicationControllerPairのタイプ

• -1：不明

• 0：CU フリー（独立）

• 1：CU 単位の RCU

displayMasterEndDe
vNum

MCU 内対象 LU の 大デバイス番号の表示名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：
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属性 説明

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は論理 DKC 番号，xx は CU 番

号，yy は LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

HUS100 または Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合：

LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

displayMasterStart
DevNum

MCU 内対象 LU の 小デバイス番号の表示名

出力形式は，displayMasterEndDevNumと同様です。

displayRemoteEndDe
vNum

RCU 内対象 LU の 大デバイス番号の表示名

出力形式は，displayMasterEndDevNumと同様です。

displayRemoteStart
DevNum

RCU 内対象 LU の 小デバイス番号の表示名

出力形式は，displayMasterEndDevNumと同様です。

pairPortType※2 ポートタイプ

MCU を含むストレージシステムが VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，HUS100，または Hitachi
AMS2000 の場合に出力されます。このとき，パスグループ内でポートタイプが

混在している場合は「Mixed」が出力されます。

そのほかのストレージシステムの場合，この項目は出力されません。

bandwidth※2 リモートパスの帯域

MCU を含むストレージシステムが Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力され

ます。

2～100000：パスの帯域（単位：0.1Mbps）
MCU を含むストレージシステムが HUS100 の場合，次の値が出力されます。

2～9999：パスの帯域（単位：0.1Mbps）
10000：1000Mbps 以上のパスの帯域

そのほかのストレージシステムの場合，-1が出力されます。

numOfMinConnection
※2

MCU と RCU との間のパスの 少本数

MCU を含むストレージシステムが VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，Hitachi NSC，または HUS
VM の場合，次の値が出力されます。

1～8：MCU と RCU との間のパスの 少本数

そのほかのストレージシステムの場合，-1が出力されます。

nickname※2 リモートパス名

ストレージシステムが次のどれかの場合に出力されます。

• HUS100
• ファームウェアのバージョンが x862/A-x 以降の Hitachi

AMS2100/2300/2500
• ファームウェアのバージョンが x890/A-x 以降の Hitachi AMS2010
そのほかの場合は，無効な情報です。

注※1
GetReplicationControllerPairコマンドのパラメーター masterserialnum，
mastercontrollerid，remoteserialnum，および remotessidだけを指定して，コマン

ドを実行した場合，この objectIDの値は無効な情報です。

注※2
GetReplicationControllerPairコマンドのパラメーター masterserialnum，
mastercontrollerid，remoteserialnum，および remotessidだけを指定して，コマン

ドを実行した場合，属性 remoteArrayFamily，remotePathGroupID，pairPortType，
bandwidth，numOfMinConnection，および nicknameは出力されません。
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5.46 ReplicationGroup インスタンス

ReplicationGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.6.2 AddReplication

• 4.6.4 DeleteReplication

• 4.4.7 GetHost

• 4.6.7 ModifyReplication

表 5-46 ReplicationGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID コピーグループのオブジェクト ID

replicationGroupID コピーグループのグループ ID

groupName RAID Manager が使用するコピーグループの名前

pvolHostID P-VOL を認識するホストのホスト ID

pvolInstanceNumber P-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

pvolPortNumber P-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

pvolHORCMMONHostNa
me

構成定義ファイルで P-VOL の HORCM_MONに指定されている値

構成定義ファイル HORCM_MONに「NONE」が設定されている場合，「__NONE__」
が出力されます。HORCM_MONに「localhost」が設定されている場合，ループ

バック IP アドレスが出力されます。

pvolHORCMINSTHostN
ame

構成定義ファイルで P-VOL の HORCM_INSTに指定されている値

構成定義ファイルで HORCM_INSTに「localhost」が設定されている場合，ルー

プバック IP アドレスが出力されます。

svolHostID S-VOL を識別するホストのホスト ID

svolInstanceNumber S-VOL を管理する HORCM インスタンスのインスタンス番号

svolPortNumber S-VOL を管理する HORCM インスタンスのポート番号

svolHORCMMONHostNa
me

構成定義ファイルで S-VOL の HORCM_MONに指定されている値

構成定義ファイルで HORCM_MONに「NONE」が設定されている場合，「__NONE__」
が出力されます。HORCM_MONに「localhost」が設定されている場合，ループ

バック IP アドレスが出力されます。

svolHORCMINSTHostN
ame

構成定義ファイルで S-VOL の HORCM_INSTに指定されている値

構成定義ファイルで HORCM_INSTに「localhost」が設定されている場合，ルー

プバック IP アドレスが出力されます。

replicationFunctio
n

コピータイプ

• ShadowImage：ShadowImage
• TrueCopySync：TrueCopy
• TrueCopyAsync：TrueCopy Async
• QuickShadow：Copy-on-Write Snapshot
• ThinImage：Thin Image
• UniversalReplicator：Universal Replicator
• global-activedevice：global-active device

fenceLevel P-VOL のフェンスレベル

copyTrackSize コピーペース

不明，または Universal Replicator の場合，-1が出力されます。
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5.47 ReplicationInfo インスタンス

ReplicationInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.6.2 AddReplication

• 4.6.3 AddReplication（Thin Image の場合）

• 4.6.4 DeleteReplication

• 4.4.7 GetHost

• 4.6.6 GetReplicationStatus

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)

• 4.6.7 ModifyReplication

表 5-47 ReplicationInfo インスタンスの属性

属性 説明

objectID ReplicationInfoのオブジェクト ID

pairName RAID Manager が使用するコピーペアの名前

pvolSerialNumber P-VOL が属しているストレージシステムのシリアル番号

pvolArrayType P-VOL のストレージシステムのタイプ

P-VOL が属しているストレージシステムが登録されていない場合は，Unknown
が出力されます。

pvolDevNum P-VOL のデバイス番号

pvolObjectID P-VOL オブジェクト ID

pvolPoolID P-VOL が属するプール ID
Universal Replicator の場合：ジャーナルグループの ID
Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，または TrueCopy Async の場合：デー

タプールのプール ID※

svolSerialNumber S-VOL が属しているストレージシステムのシリアル番号

svolArrayType S-VOL のストレージシステムのタイプ

S-VOL が属しているストレージシステムが登録されていない場合は，Unknown
が出力されます。

svolDevNum S-VOL のデバイス番号

svolObjectID S-VOL オブジェクト ID

svolPoolID S-VOL が属するプール ID
Universal Replicator の場合：ジャーナルグループの ID
Copy-on-Write Snapshot，Thin Image，または TrueCopy Async の場合：デー

タプールのプール ID※

replicationFunctio
n

コピータイプ

• ShadowImage：ShadowImage
• TrueCopySync：TrueCopy
• TrueCopyAsync：TrueCopy Async
• QuickShadow：Copy-on-Write Snapshot
• ThinImage：Thin Image
• UniversalReplicator：Universal Replicator
• global-activedevice：global-active device

fenceLevel P-VOL のフェンスレベル

status コピー状態

• -1：不明

• 0：Simplex
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属性 説明

• 1：Pair
• 8：Copying
• 9：Reverse-Copying
• 16：Split
• 17：Error
• 18：Error in LUSE
• 24：Suspending
• 25：Deleting

muNumber P-VOL の MU 番号

不明の場合，-1が出力されます。

TrueCopy Sync または TrueCopy Async の場合は，無効な情報です。

copyTrackSize コピーペース

不明，または Universal Replicator の場合，-1が出力されます。

splitTime レプリケーション機能で S-VOL イメージを作成した時間

1970 年 1 月 1 日 00:00:00 から経過した秒数が出力されます（時間設定は GMT
でなくストレージの設定を適用）。

コピータイプが Copy-on-Write Snapshot または Thin Image の場合に有効です。

そのほかのコピータイプの場合は，-1が出力されます。

displayPvolDevNum P-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は P-VOL の論理 DKC 番号，xx
は P-VOL の CU 番号，yy は P-VOL の LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は P-VOL の CU 番号，yy は P-VOL の

LDEV 番号です。

HUS100 または Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合：

P-VOL の LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

displaySvolDevNum S-VOL のデバイス番号

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は S-VOL の論理 DKC 番号，xx
は S-VOL の CU 番号，yy は S-VOL の LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は S-VOL の CU 番号，yy は S-VOL の

LDEV 番号です。

HUS100 または Hitachi AMS2000/AMS/WMS の場合：

S-VOL の LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

remotePathGroupID RCU のパスグループ ID
MCU を含むストレージシステムが VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，
VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，

Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM の場合に，

次の値が出力されます。

TrueCopy Sync，TrueCopy Async，または Universal Replicator のとき：

- -1：不明

- 0～255：RCU のパスグループ ID
- 513：CU 単位の RCU
- 514：なし

global-active device のとき：

- -1：不明

- 0～255：RCU のパスグループ ID
そのほかのとき：

- -1（なし）
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属性 説明

そのほかのストレージシステムの場合，-1が出力されます。

Universal Storage Platform V/VM の場合，マイクロコードのバージョンが

60-04-00-XX /XX 以降のときに有効な値が表示されます。

Universal Replicator の値が表示されるのは，VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，
G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform（マイクロコードのバージョンが 70-05-00-XX /XX 以降），または HUS
VM（マイクロコードのバージョンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合だけです。

pvolMngAreaPoolID P-VOL の管理領域のプール ID
HUS100 の場合で，Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async のとき，

P-VOL の管理領域が関連づけられている DP プールのプール ID が出力されま

す。

svolMngAreaPoolID S-VOL の管理領域のプール ID
HUS100 の場合で，Copy-on-Write Snapshot または TrueCopy Async のとき，

S-VOL の管理領域が関連づけられている DP プールのプール ID が出力されま

す。

snapshotGroupID スナップショットグループの ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，または HUS VM の場合で，次の条件

をすべて満たすときに有効な値が出力されます。

• コピータイプが ThinImageである

• スナップショットグループに属している

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

confPvolSerialNumb
er

構成定義ファイルに定義されている P-VOL のシリアル番号

Thin Image の場合は無効な情報です。

confPvolDevNum 構成定義ファイルに定義されている P-VOL のデバイス番号

Thin Image の場合は無効な情報です。

confSvolSerialNumb
er

構成定義ファイルに定義されている S-VOL のシリアル番号

Thin Image の場合は無効な情報です。

confSvolDevNum 構成定義ファイルに定義されている S-VOL のデバイス番号

Thin Image の場合は無効な情報です。

quorumDiskID Quorum ディスクの ID
replicationFunctionの値が global-activedeviceの場合に，Quorum
ディスクの ID が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

pvolIOMode P-VOL の I/O モード

replicationFunctionの値が global-activedeviceの場合に，次の値が出

力されます。

• -1：不明

• 0：Mirror（Read Remote）
• 1：Mirror（Read Local）
• 2：Local
• 3：Block
• 4：Remote
そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

svolIOMode S-VOL の I/O モード

replicationFunctionの値が global-activedeviceの場合に，次の値が出

力されます。

• -1：不明

• 0：Mirror（Read Remote）
• 1：Mirror（Read Local）
• 2：Local
• 3：Block
• 4：Remote
そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。
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属性 説明

ctgID コンシステンシーグループの ID
replicationFunctionの値が TrueCopySync，UniversalReplicator，ま

たは global-activedeviceの場合で，コンシステンシーグループ ID が設定さ

れているときに出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

deltaStatus 3DC デルタリシンク構成の状態

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合で，replicationFunctionが

UniversalReplicatorのときに，次の値が出力されます。

• 0：Universal Replicator のコピーペア

• 2：HOLD（Universal Replicator のデルタリシンクペア（通常））

• 3：HLDE（Universal Replicator のデルタリシンクペア（失敗））

• 6：HOLDING（Universal Replicator のデルタリシンクペアへ遷移中）

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

snapshotMode Thin Image のコピーペアのモード

• cascade：カスケード構成ができる，またはカスケードを構成しているコピー

ペア

• clone：クローン属性が設定されているコピーペア

注※

HUS100 の場合は，DP プールのプール ID が出力されます。

5.48 ServerInfo インスタンス

ServerInfo インスタンスが出力されるコマンド

• 4.5.5 GetServerInfo

表 5-48 ServerInfo インスタンスの属性

属性 説明

serverVersion Device Manager サーバのバージョンおよびビルド日

serverURL Device Manager サーバの URL

upTime Device Manager サーバが起動していた時間

upSince サーバが起動した日時

currentApiVersion Device Manager サーバの API バージョン

license ライセンスの状態

• -1：不明

• 0：永久ライセンス

• 1：一時ライセンス

• 2：非常ライセンス

• 200：ライセンスが未登録である

• 201：一時ライセンスが満了している

• 202：非常ライセンスが満了している

5.49 SnapshotGroup インスタンス

SnapshotGroup インスタンスが出力されるコマンド

• 4.6.3 AddReplication（Thin Image の場合）
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• 4.6.4 DeleteReplication

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.65 GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)

• 4.6.7 ModifyReplication

表 5-49 SnapshotGroup インスタンスの属性

属性 説明

objectID スナップショットグループのオブジェクト ID

arrayType ストレージシステムのタイプ

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

groupID スナップショットグループの ID

groupName スナップショットグループの名前

replicationFunctio
n

コピータイプ

ThinImageが出力されます。

ctGrp コンシステンシーグループの ID
Thin Image のコピーペアにコンシステンシーグループの ID が設定されている

場合，コンシステンシーグループの ID が出力されます。

numberOfPairs スナップショットグループに属する Thin Image のコピーペアの数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，割り当

てられている S-VOL（V-VOL または DP ボリューム）の数と割り当てられてい

ない S-VOL の数の合計が出力されます。

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，割り当てられている S-VOL
（V-VOL）の数と割り当てられていない S-VOL の数の合計が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfVVols VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，S-VOL
（V-VOL または DP ボリューム）に割り当てられている Thin Image のコピーペ

アの数が出力されます。

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，S-VOL（V-VOL）に割り当て

られている Thin Image のコピーペアの数が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

cascadable VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，スナッ

プショットグループにどのような Thin Image のコピーペアが含まれているかど

うかを示します。

• 0：カスケード非対応の Thin Image のコピーペアだけが含まれている

• 1：カスケード対応の Thin Image のコピーペアが 1 つでも含まれている（カ

スケード対応のコピーペアとカスケード非対応のコピーペアの混在も含む）

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

5.50 SnapShotSummary インスタンス

SnapShotSummary インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

表 5-50 SnapShotSummary インスタンスの属性

属性 説明

poolID VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，ま

たは VSP Fx00 モデルの場合，Thin Image プールのプール ID が出力されます。
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属性 説明

HUS100 の場合，Copy-on-Write Snapshot で使用しているデータが関連づけら

れている DP プールのプール ID が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

managementAreaPool
ID

Copy-on-Write Snapshot で使用している管理領域のプール ID
HUS100 の場合，Copy-on-Write Snapshot で使用している管理領域が関連づけ

られている DP プールのプール ID が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfPairs コピーペアの数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，割り当

てられている S-VOL（V-VOL または DP ボリューム）の数と割り当てられてい

ない S-VOL の数の合計が出力されます。

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，割り当てられている S-VOL
（V-VOL）の数と割り当てられていない S-VOL の数の合計が出力されます。

HUS100 の場合，デバイス番号が定義されている S-VOL（V-VOL）の数とデバ

イス番号が定義されていない S-VOL の数の合計が出力されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

numberOfVVols VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，または VSP F1500 の場合，割り当

てられている S-VOL（V-VOL または DP ボリューム）の数が出力されます。

VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデルの場合，割り当てられている S-VOL
（V-VOL）の数が出力されます。

HUS100 の場合，デバイス番号が定義されている S-VOL（V-VOL）の数が出力

されます。

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

cascadable Thin Image の場合，カスケード構成であるかどうかを示します。

• 0：カスケード構成ではない

• 1：カスケード構成である

そのほかの場合は，無効な情報です（-1が出力されます）。

5.51 SNMPSettings インスタンス

SNMPSettings インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)

表 5-51 SNMPTrapSettings インスタンスの属性

属性 説明

snmpAgent SNMP エージェントが有効かどうかを示します。

• enable：有効（障害情報を SNMP トラップで通知する）

• disable：無効（障害情報を SNMP トラップで通知しない）

version SNMP プロトコルのバージョン

• v1：SNMP v1
• v2c：SNMP v2c
• v3：SNMP v3

systemName システムグループ情報（ストレージシステム名）

systemContact システムグループ情報（連絡先）

systemLocation システムグループ情報（ストレージシステムの設置場所）

engineID SNMP エンジンの ID
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5.52 SNMPTrapSecuritySettings インスタンス

SNMPTrapSecuritySettings インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)

表 5-52 SNMPTrapSecuritySettings インスタンスの属性

属性 説明

settingType 出力される設定情報の種類を示します。

• SendingTrapSettings：SNMP トラップの送信設定

• RequestAuthenticationSettings：SNMP オペレーションのリクエスト

許可の設定

requestsPermittedA
ll※1

SNMP オペレーションのリクエスト許可の設定の場合，リクエスト許可対象を示

します。

• enable ：すべての SNMP マネージャーからのリクエストを許可する

• disable：特定の IP アドレスの SNMP マネージャーからのリクエストを許

可する

ipType IP アドレスの形式

• IPv4
• IPv6

ipAddress SNMP トラップの送信先の IP アドレスまたはリクエストを許可する IP アドレ

ス

リクエストを許可する IP アドレスは，属性 requestsPermittedAllが

disableのときに出力されます。

communityName※1 コミュニティ名

SNMP トラップの報告に使用するコミュニティ名，またはリクエストを受け付け

るコミュニティ名が出力されます。

securityName※2 ユーザー名

SNMP トラップの報告に使用するユーザー名，またはリクエストを受け付ける

ユーザー名が出力されます。

authentication※2 認証プロトコルを使用するかどうかを示します。

• enable ：使用する

• disable：使用しない

authenticationProt
ocol※2

認証プロトコル

• SHA
• MD5

encryption※2 暗号化プロトコルを使用するかどうかを示します。

• enable ：使用する

• disable：使用しない

encryptionProtocol
※2

暗号化プロトコル

• AES
• DES

注※1
SNMP プロトコルのバージョンが SNMP v1 または SNMP v2c の場合に出力されます。

注※2
SNMP プロトコルのバージョンが SNMP v3 の場合に出力されます。
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5.53 StorageArray インスタンス

StorageArray インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.1 AddArrayGroup

• 4.1.3 AddExternalArrayGroup

• 4.1.4 AddHostStorageDomain

• 4.3.1 AddISCSINameForHostStorageDomain

• 4.1.6 AddLogicalUnit

• 4.3.2 AddLun

• 4.1.7 AddLUSE

• 4.1.8 AddPArrayGroupToPRPU

• 4.1.9 AddPHSDToPRPU

• 4.1.10 AddPLDEVToPRPU

• 4.1.11 AddPool

• 4.1.12 AddPPortToPRPU

• 4.1.14 AddSpareDrive

• 4.1.15 AddStorageArray

• 4.1.16 AddTieredPoolOperation

• 4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーションの場合）

• 4.1.17 AddVirtualVolume

• 4.1.18 AddVLDEVToVRPU

• 4.1.19 AddVResourcePartitionUnit

• 4.3.3 AddWWNForHostStorageDomain

• 4.1.20 CancelVLDEVReservation

• 4.1.39 FormatLU

• 4.5.5 GetServerInfo

• 4.1.41 GetPoolShrinkStatus

• 4.1.44 GetStorageArray (subtarget の指定なし)

• 4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)

• 4.1.46 GetStorageArray (subtarget=CommParameters)

• 4.1.47 GetStorageArray (subtarget=Component)

• 4.1.48 GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)

• 4.1.49 GetStorageArray (subtarget=Filter)

• 4.1.50 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

• 4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)

• 4.1.53 GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)

• 4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)
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• 4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)

• 4.1.58 GetStorageArray (subtarget=PDEV)

• 4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

• 4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)

• 4.1.65 GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)

• 4.1.66 GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)

• 4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)

• 4.1.69 GetTieredPoolStatus

• 4.1.71 GetZeroPageReclaimStatus

• 4.1.73 ModifyExternalArrayGroup

• 4.1.74 ModifyExternalTierRank

• 4.1.76 ModifyLDEVForALUA

• 4.1.77 ModifyLogicalUnit

• 4.1.78 ModifyPool

• 4.1.79 ModifyPort

• 4.1.80 ModifyPortController

• 4.1.81 ModifyStorageArray

• 4.1.82 ModifyTieringPolicy

• 4.1.83 ModifyVirtualVolume

• 4.1.84 ModifyVLDEV

• 4.1.85 ModifyVResourcePartitionUnit

• 4.1.88 RefreshStorageArrays

• 4.1.89 ReserveVLDEV

• 4.1.90 RunZeroPageReclaim

• 4.1.91 ShrinkPool

重要 SMI-S enabled ストレージシステムの場合，属性 objectID，name，serialNumber，arrayFamily，
arrayType，capacityInGB，capacityInKB，および statusOfDBInconsistencyに有効な情報が出力さ
れます。

表 5-53 StorageArray インスタンスの属性

属性 説明

objectID ストレージシステムのオブジェクト ID

name ストレージシステムの名前

description ストレージシステムの説明

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

arrayFamily ストレージシステムのファミリー

arrayType ストレージシステムのタイプ

microcodeVersion SVP マイクロコードのバージョン
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属性 説明

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。

agentVersion SNMP エージェントのバージョン

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合に出力されます。

productName 製品名

controllerVersion コントローラー（VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP
Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage
Platform V/VM，Hitachi USP，または HUS VM の場合は DKC）のマイクロコー

ドバージョン

numberOfController
s

ストレージシステムのコントローラー数

capacityInGB※1 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。

cacheInMB キャッシュサイズ（MB）

sharedMemoryInMB 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。

numberOfSpareDrive
s

スペアドライブの数

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，Hitachi USP，HUS VM，また

は SMI-S enabled ストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

freeCapacityInGB※1 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。allocatedCapacityI
nGB※1

hihsmCapacityInGB※
1

onDemandCapacityIn
GB※1

totalFreeSpaceInGB
※1

largestFreeSpaceIn
GB※1

capacityInKB 次の容量の合計値（KB）です。

• パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量（freeCapacityInKB）
• パスが割り当てられている論理ユニットの総容量

（allocatedCapacityInKB）
• Volume Migration 用に予約されている論理ユニットの総容量

（hihsmCapacityInKB）
• オンデマンドで拡張されている LDEV の総容量（onDemandCapacityInKB）

freeCapacityInKB パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量（KB）

allocatedCapacityI
nKB

パスが割り当てられている論理ユニットの総容量（KB）

hihsmCapacityInKB Volume Migration 用に予約された論理ユニットの総容量（KB）

onDemandCapacityIn
KB

オンデマンドで拡張された LDEV の総容量（KB）

totalFreeSpaceInKB 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。
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属性 説明

largestFreeSpaceIn
KB
multipathSupport
securityStatus ストレージシステムのセキュリティ状態

• -1：不明

• 0：セキュリティなし

• 2：LUN Manager

sequenceNumber ストレージシステムの認識 ID
ストレージシステムのシリアル番号，またはその一部が出力されます。

displayArrayFamily ストレージシステムのファミリーの表示名

displayArrayType ストレージシステムのタイプの表示名

numberOfLUs 論理ユニットの数

numberOfAllocatedL
Us

パスが割り当てられた論理ユニットの数

numberOfUnallocate
dLUs

Device Manager でパスを割り当てできる論理ユニットのうち，パスが割り当てら

れていない論理ユニットの数

slprStatus ストレージシステムの SLPR 状態

• -1：なし

• 0：このストレージシステムにはすべてのリソースがある

• 1：このストレージシステムには SLPR によって分割されたリソースの一部分

がある

Universal Storage Platform V/VM および Hitachi USP 以外の場合，-1が出力

されます。

openTotalCapacity 次の容量の合計値（KB）です。

• オープンボリュームで，パスが割り当てられている論理ユニットの総容量

（openAllocatedCapacity）
• オープンボリュームで，パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量

（openFreeCapacity）
• オープンボリュームで，Volume Migration 用に予約されている論理ユニット

の総容量（openHiHsmCapacity）
• オープンボリュームで，オンデマンドで拡張されている論理ユニットの総容

量（openOnDemandCapacity）
openAllocatedCapac
ity

オープンボリュームで，パスが割り当てられている論理ユニットの総容量（KB）

pathが trueである LogicalUnitインスタンスの capacityInKBの合計値

です。

openFreeCapacity オープンボリュームで，パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量（KB）

pathが falseである LogicalUnitインスタンスの capacityInKBの合計値

です。

openHiHsmCapacity オープンボリュームで，Volume Migration 用に予約された論理ユニットの総容量

（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 3
• devTypeが HiHSMReserved

openOnDemandCapaci
ty

オープンボリュームで，オンデマンドで拡張された論理ユニットの総容量（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 3
• devTypeが OnDemandDevice

imTotalCapacity 中間ボリュームの論理ユニットの総容量（KB）

imAllocatedCapacit
y

中間ボリュームで，パスが割り当てられている論理ユニットの総容量（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2
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属性 説明

• pathが true
imFreeCapacity 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。

imHiHsmCapacity 中間ボリュームで，Volume Migration 用に予約された論理ユニットの総容量

（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2
• devTypeが HiHSMReserved

imOnDemandCapacity 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。

mfTotalCapacity メインフレームボリュームの論理デバイスの総容量（KB）

volumeKindが 1である LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

mfHiHsmCapacity メインフレームボリュームで，Volume Migration 用に予約された論理デバイスの

総容量（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 1
• devTypeが HiHSMReserved

mfOnDemandCapacity 互換のための属性です。

説明は，「表 5-54 」を参照してください。mfAllocatedCapacit
y
mfUnallocatedCapac
ity
numberOfOpenAlloca
tedLUs

オープンボリュームで，パスが割り当てられている論理ユニットの数

numberOfOpenUnallo
catedLUs

オープンボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユニットの数

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

numberOfImAllocate
dLUs

中間ボリュームで，パスが割り当てられている論理ユニットの数

numberOfImUnalloca
tedLUs

中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユニットの数

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

numberOfMfLDEVs メインフレームボリュームの論理デバイスの数

numberOfAllocatedM
fLDEVs

メインフレームボリュームで，パスが割り当てられている論理デバイスの数

numberOfUnallocate
dMfLDEVs

メインフレームボリュームで，パスが割り当てられていない論理デバイスの数

productCode ストレージシステムの製品コード

lastRefreshed 後にストレージシステムをリフレッシュした時刻

1970 年 1 月 1 日 00:00:00（世界標準時）から経過した秒数で表します。

autoFormatLU 論理ユニットをフォーマットしないで作成できるかどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• -1：不明

• 0：論理ユニットの作成時に，論理ユニットをフォーマットするかどうかを選

択できる

• 1：論理ユニットの作成時に，論理ユニットは自動的にフォーマットされる

そのほかのストレージシステムの場合，-1が出力されます。

statusOfDBInconsis
tency

対象となるストレージシステムについて，Device Manager のデータベースの整合

性が取れているかどうかを示します。
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属性 説明

• 0：Device Manager のデータベースの整合性が取れていることを示します。

• 1：データベースが更新中であることを示します。データベースの更新が終

わったあと，GetStorageArrayコマンドを実行してください。

• 2：Device Manager のデータベースが不整合であることを示します。

AddStorageArrayコマンドを実行して，ストレージシステムの構成情報を

新の状態に更新したあと，GetStorageArrayコマンドを実行してくださ

い。

• 3または 4：データベースがバックグラウンドで更新中であることを示しま

す。これらの値は，SMI-S enabled ストレージシステムの場合だけ出力され

ます。これらの値が出力されたときは，GetStorageArrayコマンドで情報

を取得できます。

configUpdateStatus 対象となるストレージシステムについて，Device Manager のデータベース内の構

成情報が実際の構成情報と一致しているかどうかを示します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，60-04-10-XX /XX 以降の Universal
Storage Platform V/VM，および HUS VM の場合，次の値が出力されます。

• 0：一致していることを示します。

• 1：一致していないことを示します。AddStorageArrayコマンドでストレー

ジシステムの構成情報を更新してください。

そのほかのストレージシステムの場合は，-1が出力されます。

openAllocatedActua
lCapacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられている

• 物理容量を持つ実ボリュームである

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• dpTypeが 0以外

• pathが true
• LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの

quickShadowVolumeTypeが V-VOL以外

openUnallocatedCap
acity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2または 3
• pathが false
• ストレージシステムの機能で予約ボリューム※2 として使用されていない

openUnallocatedAct
ualCapacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられる

• 物理容量を持つ実ボリュームである

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• dpTypeが 0以外

• pathが false
• volumeKindが 2または 3
• LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの

quickShadowVolumeTypeが V-VOL以外

• ストレージシステムの機能で予約ボリューム※2 として使用されていない

openReservedCapaci
ty

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2または 3
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属性 説明

• pathが false
• ストレージシステムの機能で予約ボリューム※2 として使用されている

openReservedActual
Capacity

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの総容量（KB）

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

• 物理容量を持つ実ボリュームである

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• dpTypeが 0以外

• pathが false
• volumeKindが 2または 3
• LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの

quickShadowVolumeTypeが V-VOL以外

• ストレージシステムの機能で予約ボリューム※2 として使用されている

numberOfReservedLU
s

オープンボリュームおよび中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユ

ニットの数

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

numberOfOpenReserv
edLUs

オープンボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユニットの数

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

numberOfImReserved
LUs

中間ボリュームで，次の条件をすべて満たす論理ユニットの数

• パスが割り当てられていない

• Device Manager でパスを割り当てられない

distributedMode Distributed モード

TrueCopy Modular Distributed 構成でのストレージシステムの役割を示します。

HUS100 または Hitachi AMS2000 の場合，次の値が出力されます。

• -1：TrueCopy Modular Distributed 機能が無効

• 0：Edge
• 1：Hub
そのほかのストレージシステムの場合，-1が出力されます。

hardwareRevision ハードウェアレビジョン

HUS100，Hitachi AMS2000，または Hitachi SMS の場合に出力されます。

clprNumber ストレージシステムの CLPR 番号のリスト

ストレージシステムのすべての CLPR 番号がセミコロン（;）で区切って出力され

ます。

nasModule ストレージシステムに NAS モジュールが搭載されているかどうかを示します。

• 0：搭載されていない

• 10：搭載されている

注※1
xxxInKBを 1,024×1,024 で割り，小数点以下を切り捨てた値です。

注※2
予約ボリュームとは，次のどれかの条件に該当するボリュームを指します。

◦ LDEVインスタンスの dpTypeが 1（DP プールボリューム）

◦ LDEVインスタンスの systemDiskが 1（システムドライブとして使用されているボ

リューム）

◦ LDEVインスタンスの devTypeが HiHSMReservedまたは OnDemandDevice（Volume
Migration で予約されているボリューム，またはオンデマンドで使用されているボリュー

ム）
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◦ LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの quickShadowVolumeTypeが POOL
（Copy-on-Write Snapshot または Thin Image のプールボリューム）

◦ LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの universalReplicatorVolumeType
が JNL-VOLまたは MF-JNL（Universal Replicator のジャーナルボリューム）

◦ LDEV に関連づく LogicalUnitインスタンスの differentialManagementが true
（差分管理で使用されているボリューム）

表 5-54 StorageArray インスタンスの属性（互換維持のための属性）

属性 説明

capacityInGB※ 次の容量の合計値（GB）です。

• パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量

• パスが割り当てられている論理ユニットの総容量

• Volume Migration 用に予約されている論理ユニットの総容量

• オンデマンドで拡張されている LDEV の総容量

sharedMemoryInMB 共有メモリーのサイズ（MB）

現在，すべてのストレージシステムで無効な情報です（-1と出力されます）。

freeCapacityInGB※ パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量（GB）

allocatedCapacityI
nGB※

パスが割り当てられている論理ユニットの総容量（GB）

hihsmCapacityInGB※ Volume Migration 用に予約された論理ユニットの総容量（GB）

onDemandCapacityIn
GB※

オンデマンドで拡張された LDEV の総容量（GB）

totalFreeSpaceInGB
※

論理ユニットが作成できる領域（空き領域）の総容量（GB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合は，外部ボリュームのパリティグループに

ついても算出します。

largestFreeSpaceIn
GB※

論理ユニットが作成できる領域（空き領域）の 大容量（GB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合は，外部ボリュームのパリティグループに

ついても算出します。

totalFreeSpaceInKB 論理ユニットが作成できる領域（空き領域）の総容量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合は，外部ボリュームのパリティグループに

ついても算出します。

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

typeが 0と 1である ArrayGroupインスタンスの totalFreeSpaceの

合計値です。

そのほかのストレージシステムの場合：

ArrayGroupインスタンスの totalFreeSpaceの合算値です。

largestFreeSpaceIn
KB

論理ユニットが作成できる領域（空き領域）の 大容量（KB）

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

Hitachi USP，または HUS VM の場合：

typeが 0と 1である ArrayGroupインスタンスのうち， も大きな値の

largestFreeSpaceです。

そのほかのストレージシステムの場合：

ArrayGroupインスタンスのうち， も大きな値の largestFreeSpace
です。
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属性 説明

multipathSupport パスのサポートオプション

• SMI-S enabled ストレージシステム以外のストレージシステムの場合：1
• SMI-S enabled ストレージシステムの場合：-1

imFreeCapacity 中間ボリュームで，パスが割り当てられていない論理ユニットの総容量（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2
• pathが false

imOnDemandCapacity 中間ボリュームで，オンデマンドで拡張された論理ユニットの総容量（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 2
• devTypeが OnDemandDevice

mfOnDemandCapacity メインフレームボリュームで，オンデマンドで拡張された論理デバイスの総容量

（KB）

次の条件をすべて満たす LDEVインスタンスの sizeInKBの合計値です。

• volumeKindが 1
• devTypeが OnDemandDevice

mfAllocatedCapacit
y

メインフレームボリュームで，パスが割り当てられている論理デバイスの総容量

（KB）

現在，すべてのストレージシステムで無効な情報です（0と出力されます）。

mfUnallocatedCapac
ity

メインフレームボリュームで，パスが割り当てられていない論理デバイスの総容

量（KB）

現在，すべてのストレージシステムで無効な情報です（0と出力されます）。

注※

xxxInKBを 1,024×1,024 で割り，小数点以下を切り捨てた値です。

StorageArrayインスタンスには，容量に関する属性が含まれます。各属性の主な関係を次の図に

示します。

図 5-1 属性の関係（ストレージシステム全体のボリューム容量）
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図 5-2 属性の関係（物理ボリュームおよび仮想ボリュームの容量）

図 5-3 属性の関係（ボリュームの容量）

5.54 StorageSupervisor インスタンス

StorageSupervisor インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.68 GetStorageArrayFromStorageSupervisor

表 5-55 StorageSupervisor インスタンスの属性

属性 説明

ipAddress SVP の IP アドレス

arrayFamily SVP が管理するストレージシステムのファミリー

SVP が管理するストレージシステムが VSP Gx00 モデルおよび VSP Fx00 の場

合，HM800 と出力されます。

portNumber SVP にアクセスするためのポート番号（RMI レジストリーサービスのポート番

号）

5.55 SyslogSettings インスタンス

SyslogSettings インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)
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表 5-56 SyslogSettings インスタンスの属性

属性 説明

transportType 監査ログ情報を転送するプロトコル

• 0：未設定

• 1：UDP/RFC3164
• 2：TLS1.2/RFC5424

primaryServerAvail
able

Syslog サーバが有効かどうかを示します。

• enable：有効（Syslog サーバに監査ログ情報ファイルを転送する）

• disable：無効（Syslog サーバに監査ログ情報ファイルを転送しない）

primaryServerIpTyp
e

Syslog サーバの IP アドレスの形式

• IPv4
• IPv6

primaryServerIpAdd
ress

Syslog サーバの IP アドレス※

primaryServerPortN
umber

Syslog サーバのポート番号

secondaryServerAva
ilable

Syslog サーバ（代替サーバ）が有効かどうかを示します。

• enable：有効（Syslog サーバ（代替サーバ）に監査ログ情報ファイルを転送

する）

• disable：無効（Syslog サーバ（代替サーバ）に監査ログ情報ファイルを転

送しない）

secondaryServerIpT
ype

Syslog サーバ（代替サーバ）の IP アドレスの形式

• IPv4
• IPv6

secondaryServerIpA
ddress

Syslog サーバ（代替サーバ）の IP アドレス※

secondaryServerPor
tNumber

Syslog サーバ（代替サーバ）のポート番号

location Syslog サーバに監査ログ情報を転送するストレージシステムを識別するための識

別名

timeout タイムアウト値（秒）

Syslog サーバとの接続で，タイムアウトを検出するまでの時間が出力されます。

retryInterval リトライの間隔（秒）

Syslog サーバとの通信に失敗した場合のリトライ間隔が出力されます。

retryCount リトライの回数

Syslog サーバとの通信に失敗した場合のリトライ回数が出力されます。

detailOutput 監査ログの詳細情報を Syslog サーバに転送するかどうかを示します。

• enable：転送する

• disable：転送しない

注※

Syslog サーバにホスト名を指定した場合，primaryServerIpAddress，
secondaryServerIpAddress属性の値はホスト名を IP アドレスへ名前解決した値ではな

く，下記の値が表示されます。

primaryServerIpAddressの場合：

◦ IPv4：192.168.0.1

◦ IPv6：0:0:0:0:C0:A8:0:1
secondaryServerIpAddressの場合：

◦ IPv4：192.168.0.2
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◦ IPv6：0:0:0:0:C0:A8:0:2
Syslog サーバのホスト名は Device Manager - Storage Navigator などから確認してくださ

い。

5.56 TieringPolicy インスタンス

TieringPolicy インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.66 GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)

• 4.1.82 ModifyTieringPolicy

表 5-57 TieringPolicy インスタンスの属性

属性 説明

objectID TieringPolicyのオブジェクト ID

policyID 階層ポリシーの ID
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，および HUS VM で，HDT ボリューム

の場合に有効な情報です。

出力される値の説明については，「表 4-85 」のパラメーター policyidを参照し

てください。

policyName 階層ポリシーの名前

allocationThreshol
dT1Max※1，※2

階層 1 に対する 大割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用されている場合，階層 1 に割り当てられている 大容量のし

きい値が出力されます。

allocationThreshol
dT1Min※2

階層 1 に対する 小割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用されている場合，階層 1 に割り当てられている 小容量のし

きい値が出力されます。

allocationThreshol
dT3Max※2

階層 3 に対する 大割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用されている場合，階層 3 に割り当てられている 大容量のし

きい値が出力されます。

allocationThreshol
dT3Min※2

階層 3 に対する 小割り当てしきい値（%）

階層ポリシーが適用されている場合，階層 3 に割り当てられている 小容量のし

きい値が出力されます。

numberOfVVols V-VOL 数

HDT プールに関連づけられた HDT ボリュームの数が出力されます。

注※1
GUI で階層プロファイルを適用している場合，階層 1 の容量の割合が，設定している 大割り

当てしきい値を超えることがあります。

注※2
VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデ

ル（マイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降），Virtual Storage Platform（マイ

クロコードのバージョンが 70-05-00-XX /XX 以降），または HUS VM（マイクロコードのバー

ジョンが 73-02-00-XX /XX 以降）の場合に有効な値が出力されます。
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5.57 URLLink インスタンス

URLLink インスタンスが出力されるコマンド

• 4.5.1 AddURLLink

• 4.5.6 GetURLLink

表 5-58 URLLink インスタンスの属性

属性 説明

objectID URLLinkのオブジェクト ID

name URLLink の名称

description URLLink の補足説明

url アプリケーションまたは Web ページの URL

linkedID URLLink が設定されている Device Manager オブジェクトのオブジェクト ID

createdByUser URLLink の種別

• -1：SMI-S enabled ストレージシステム以外の Device Manager オブジェク

トに対して設定された URLLink
• 0：Device Manager サーバによって SMI-S enabled ストレージシステムに対

して設定された URLLink
• 1：ユーザーによって SMI-S enabled ストレージシステムに対して設定され

た URLLink

5.58 VHostStorageDomain インスタンス

VHostStorageDomain インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

• 4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)

表 5-59 VHostStorageDomain インスタンスの属性

属性 説明

objectID VHostStorageDomainのオブジェクト ID

resourcePartitionU
nitID

仮想リソースグループのリソースグループ ID

portID ホストストレージドメインのポート ID

domainID ホストストレージドメインのドメイン ID

vArrayType 仮想ストレージマシンのタイプ

vArrayFamily 仮想ストレージマシンのファミリー

vSerialNumber 仮想ストレージマシンのシリアル番号

vPortID ホストストレージドメインの仮想ポート ID
ホストストレージドメインの仮想情報がない場合は-1が出力されます。

vDomainID ホストストレージドメインの仮想ドメイン ID
ホストストレージドメインの仮想情報がない場合は-1が出力されます。
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5.59 VirtualDisk インスタンス

VirtualDisk インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.7 GetHost

表 5-60 VirtualDisk インスタンスの属性

属性 説明

vmDiskID 仮想ディスクの識別子

name 仮想ディスクの名前

datastoreID データストアの識別子

5.60 VirtualizationServerManager インスタンス

VirtualizationServerManager インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.9 GetVirtualizationServer

表 5-61 VirtualizationServerManager インスタンスの属性

属性 説明

name VMware vCenter Server の名前

ipAddress VMware vCenter Server の IP アドレス

userID VMware vCenter Server のユーザー ID

protocol Host Data Collector と VMware vCenter Server の間の通信プロトコル

• Non-secure：HTTP を使用して通信する

• Secure：HTTPS を使用して通信する

portNumber VMware vCenter Server のポート番号

5.61 VLDEV インスタンス

VLDEV インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.18 AddVLDEVToVRPU

• 4.1.20 CancelVLDEVReservation

• 4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

• 4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)

• 4.1.70 GetVStorageArray

• 4.1.84 ModifyVLDEV

• 4.1.89 ReserveVLDEV

表 5-62 VLDEV インスタンスの属性

属性 説明

objectID VLDEVのオブジェクト ID
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属性 説明

resourcePartitionU
nitID

仮想リソースグループのリソースグループ ID

devNum 仮想 LDEV のデバイス番号

論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数値（=論理 DKC 番号

*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。

vArrayType 仮想ストレージマシンのタイプ

vArrayFamily 仮想ストレージマシンのファミリー

vSerialNumber 仮想ストレージマシンのシリアル番号

vDevNum 仮想 LDEV の仮想デバイス番号

論理 DKC 番号，CU，LDEV 番号を組み合わせた数値（=論理 DKC 番号

*65536+CU*256+LDEV）が出力されます。 LDEV の仮想情報がない場合は-1が

出力されます。

vEmulation 仮想 LDEV の仮想エミュレーションモード

LDEV の仮想情報がない場合は空文字が出力されます。

vSSID 仮想 LDEV の仮想 SSID
LDEV の仮想情報がない場合は-1が出力されます。

vLUSE 仮想 LDEV に仮想 LUSE が設定されているかどうかを示します。

• 0：LUSE ボリュームではない

• 2～36：LUSE ボリュームである（構成ボリュームの個数）

LDEV の仮想情報がない場合は-1が出力されます。

vCVS 仮想 LDEV に仮想 CVS が設定されているかどうかを示します。

• 0：CVS ではない

• 1：CVS である

LDEV の仮想情報がない場合は-1が出力されます。

operationMode 仮想 LDEV の操作モード

• 0：通常のボリューム

• 32：global-active device の S-VOL 用に予約されているボリューム

hasSubstance 仮想 LDEV の実体があるかどうかを示します。

• 0：仮想 LDEV の実体がない

• 1：仮想 LDEV の実体がある

5.62 VM インスタンス

VM インスタンスが出力されるコマンド

• 4.4.7 GetHost

表 5-63 VM インスタンスの属性

属性 説明

vmID 仮想マシンの識別子

name 仮想マシンの表示名

guestOSVersion ゲスト OS の名称
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5.63 VolumeConnection インスタンス

VolumeConnection インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

表 5-64 VolumeConnection インスタンスの属性

属性 説明

objectID VolumeConnectionのオブジェクト ID

name VolumeConnectionの名前

mappedArrayType 外部ボリュームをマッピングしたストレージシステムのタイプ

mappedSerialNumber 外部ボリュームをマッピングしたストレージシステムのシリアル番号

mappedDevNum 外部ボリュームをマッピングした内部ボリュームのデバイス番号

externalArrayType 外部ボリュームのストレージシステムのタイプ

externalSerialNumb
er

外部ボリュームのストレージシステムのシリアル番号

不明な場合は Unknownが出力されます。

externalDevNum 外部ボリュームのデバイス番号

externalVolumeName 外部ボリュームのボリューム名

productName 外部ボリュームの製品名

ストレージシステムの製品名と同じではない場合もあります。

vendor 外部ボリュームのベンダー名

displayMappedDevNu
m

外部ボリュームをマッピングした内部ボリュームのデバイス番号の表示名

VSP 5000 シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル，Virtual Storage Platform，Universal Storage Platform V/VM，

または HUS VM の場合：

「ww:xx:yy」の形式で出力されます。ww は論理 DKC 番号，xx は CU 番

号，yy は LDEV 番号です。

Hitachi USP の場合：

「xx:yy」の形式で出力されます。xx は CU 番号，yy は LDEV 番号です。

HUS100，Hitachi AMS2000/AMS/WMS，または Hitachi SMS の場合：

LDEV 番号が 10 進数で出力されます。

displayExternalDev
Num

外部ボリュームのデバイス番号の表示名

出力形式は，displayMappedDevNumと同様です。

5.64 VPort インスタンス

VPort インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)

• 4.1.70 GetVStorageArray

表 5-65 VPort インスタンスの属性

属性 説明

objectID VPortのオブジェクト ID

resourcePartitionU
nitID

仮想リソースグループのリソースグループ ID
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属性 説明

portID ポート ID

vArrayType 仮想ストレージマシンのタイプ

vArrayFamily 仮想ストレージマシンのファミリー

vSerialNumber 仮想ストレージマシンのシリアル番号

vPortID ポートの仮想ポート ID
ポートの仮想情報がない場合は，-1が出力されます。

vPortName ポートの仮想ポート名

vWWPortName ポートの仮想 WWN

vFibreAddress Fibre ポートの仮想アドレス（AL_PA）
• 00または値なし：Fibre ポートでも FCoE ポートでもない

• 01～EF：有効なアドレス（2 桁の 16 進数）

5.65 VResourcePartitionUnit インスタンス

VResourcePartitionUnit インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.18 AddVLDEVToVRPU

• 4.1.19 AddVResourcePartitionUnit

• 4.1.20 CancelVLDEVReservation

• 4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)

• 4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)

• 4.1.70 GetVStorageArray

• 4.1.84 ModifyVLDEV

• 4.1.85 ModifyVResourcePartitionUnit

• 4.1.89 ReserveVLDEV

表 5-66 VResourcePartitionUnit インスタンスの属性

属性 説明

objectID VResourcePartitionUnitのオブジェクト ID

name 仮想リソースグループの名前

resourcePartitionU
nitID

仮想リソースグループのリソースグループ ID

arrayType ストレージシステムのタイプ

serialNumber ストレージシステムのシリアル番号

vArrayType 仮想ストレージマシンのタイプ

vArrayFamily 仮想ストレージマシンのファミリー

vSerialNumber 仮想ストレージマシンのシリアル番号

virtualStorageMode 仮想モードが有効かどうかを示します。

• enable：有効

• disable：無効

onDataMigration 仮想 ID を用いたデータ移行中かどうかを示します。

• true：仮想 ID を用いたデータ移行中である

• false：仮想 ID を用いたデータ移行中ではない

vDisplayArrayType 仮想ストレージマシンのタイプの表示名
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属性 説明

vDisplayArrayFamil
y

仮想ストレージマシンのファミリーの表示名

numberOfVPorts 仮想リソースグループに属する仮想ポートの数

numberOfVHostStora
geDomains

仮想リソースグループに属する仮想ホストストレージドメインの数

numberOfVLDEVs 仮想リソースグループに属する仮想 LDEV の数

5.66 VStorageArray インスタンス

VStorageArray インスタンスが出力されるコマンド

• 4.1.70 GetVStorageArray

表 5-67 VStorageArray インスタンスの属性

属性 説明

objectID VStorageArrayのオブジェクト ID

name 仮想ストレージマシンの名前

vArrayType 仮想ストレージマシンのタイプ

vArrayFamily 仮想ストレージマシンのファミリー

vSerialNumber 仮想ストレージマシンのシリアル番号

vDisplayArrayType 仮想ストレージマシンのタイプの表示名

vDisplayArrayFamil
y

仮想ストレージマシンのファミリーの表示名

5.67 WWN インスタンス

WWN インスタンスが出力されるコマンド

• 4.3.2 AddLun

• 4.4.4 AddVirtualizationServer

• 4.3.3 AddWWNForHostStorageDomain

• 4.4.7 GetHost

• 4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

• 4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)

• 4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)

• 4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)

• 4.4.12 MergeHost

• 4.4.13 ModifyHost

• 4.1.79 ModifyPort

• 4.4.15 ModifyVirtualizationServer

• 4.4.16 RefreshVirtualizationServer
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表 5-68 WWN インスタンスの属性

属性 説明

WWN World Wide Name
通常はサーバ上の HBA に関連づけられます。

nickname WWN のニックネーム
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6
バッチ機能

バッチ機能を使用して実行できるコマンド，バッチファイルの作成，バッチ機能の実行およびエラー

の対処について説明します。

r 6.1 バッチ機能とは

r 6.2 バッチ機能で実行できるコマンド

r 6.3 バッチファイルの作成について

r 6.4 バッチ機能を実行する

r 6.5 バッチ機能実行時のエラーに対処する
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6.1 バッチ機能とは
Device Manager CLI では，バッチファイル内に特定のストレージシステムに対する同様の処理（コ

マンド）を記載し，まとめて効率的に実行できます。新しくストレージシステムを導入した場合な

どに使用すると有効です。

6.2 バッチ機能で実行できるコマンド
バッチ機能で実行できるコマンドは次のとおりです。

• AddConfigFileForReplication
• AddExternalArrayGroup
• AddHostStorageDomain
• AddLogicalUnit
• AddLun
• AddLUSE
• AddPArrayGroupToPRPU
• AddPHSDToPRPU
• AddPLDEVToPRPU
• AddPPortToPRPU
• AddReplication
• AddVirtualVolume
• AddVLDEVToVRPU
• AddVResourcePartitionUnit
• AddWWNForHostStorageDomain
• CancelVLDEVReservation
• DeleteHostStorageDomain
• DeleteLun
• DeleteLUSE
• DeletePArrayGroupFromPRPU
• DeletePHSDFromPRPU
• DeletePLDEVFromPRPU
• DeletePPortFromPRPU
• DeleteVLDEVFromVRPU
• DeleteVResourcePartitionUnit
• GetReplicationStatus
• ModifyExternalArrayGroup
• ModifyVirtualVolume
• ModifyVLDEV
• ReserveVLDEV
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6.3 バッチファイルの作成について
バッチ機能でコマンドを実行するには，入力規則やパラメーターの条件に従ってバッチファイルを

作成します。

入力規則には，バッチファイル自体の入力規則と，バッチファイル内の各コマンド行の入力規則が

あります。また，コマンドのパラメーターごとに，まとめて処理するための条件があります。

関連項目

• 6.3.1 バッチファイルの書式と入力規則

• 6.3.2 バッチファイルの各コマンド行の入力規則

• 6.3.3 バッチファイルでコマンドをまとめて処理するためのパラメーターの条件

• 6.3.4 バッチファイルの作成例

6.3.1 バッチファイルの書式と入力規則

バッチファイルの書式を次に示します。

beginbatch
HiCommandCLI コマンド パラメーター
HiCommandCLI コマンド パラメーター
.
.
.
endbatch

バッチファイルの入力規則は次のとおりです。

• バッチファイルには ASCII コードの文字だけを使用します。

• バッチファイルの先頭行に beginbatch， 終行に endbatchと入力します。

• endbatchの後ろで改行します。

改行しないとエラーが発生します。

• 1 つのバッチファイルには 1 種類のコマンドだけを指定します。

• 1 つのバッチファイルには 1 種類のストレージシステムだけを指定します。

• 1 つのバッチファイルに指定できるコマンド数は 1,500 個までです。

• パラメーター値の中には，大文字と小文字が区別されるものがあります。

参考 エラーが発生して処理が中断された場合，バッチファイルの内容がどこまで実行されたかを確認します。
確認作業を簡単にするため，次のようにバッチファイルを作成しておくことをお勧めします。

• portまたは portnameが同じコマンドは続けて記述する。

• devnumが連番となるようにコマンドを記述する。

6.3.2 バッチファイルの各コマンド行の入力規則

バッチファイルの beginbatchと endbatchの間に，まとめて実行したいコマンド行を記載しま

す。コマンド行の入力規則は次のとおりです。

• 各コマンド行には，実行したいコマンドとコマンドのパラメーターだけを書きます。Device
Manager サーバの URL，オプション，helpは指定できません。

• プロパティファイルに各コマンド行に共通のパラメーターを記述して指定することはできませ

ん。

• 1 つのコマンド行には同じパラメーターを複数指定できません。
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• 1 つのコマンド行には併用できないパラメーターを同時に指定できません。

例えば，DeleteLunコマンドを実行する場合，1 つのコマンド行には，パラメーター portと

パラメーター portnameは同時に指定できません。

• コマンドのパラメーターおよび指定値を「"」や「'」で囲んで指定できません。

• パラメーターの指定値に次に示す文字が含まれる場合は，「\」を使用してエスケープします。

スペース ! " # $ % & ' ( ) * + < > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~
パラメーター nameにスペースを含む文字列「Lun10 HOST2」を指定した場合の例を示します。

HiCommandCLI AddLun name=Lun10\ HOST2 model=VSP serialnum=53039

6.3.3 バッチファイルでコマンドをまとめて処理するためのパラメーターの
条件

バッチファイル内の複数のコマンドを 1 つにまとめて処理するためには，連続するコマンド行のパ

ラメーターの値や組み合わせに次の条件があります。必要な条件を満たす場合に，複数のコマンド

がまとめて実行されます。

• 条件-1：前の行と同じ値を指定する

前の行と同じパラメーターと同じパラメーターの値を指定する必要があることを意味します。

パラメーターが同じでもその値が異なると，まとめては処理されません。

例えば，一行目の AddExternalArrayGroupコマンドで「model=VSP」と指定されている場

合，まとめて処理するときは，二行目にも「model=VSP」と指定します。

また，省略すると既定値が設定されるパラメーターについても前の行の指定の有無に従う必要が

あります。

例えば，AddExternalArrayGroupコマンドのパラメーター luoptionは，省略すると

「luoption=none」が指定されたと見なされます。まとめて処理する場合，一行目で

「luoption=none」を省略したときは，二行目でも省略します。同様に，一行目で

「luoption=none」と指定したときは，二行目でも指定します。

• 条件-2：前の行と同じパラメーターを指定する

前の行と同じパラメーターを指定する必要があることを意味します。パラメーターの値が前の

行の値と異なる場合でもまとめて処理されます。

例えば，一行目の AddLunコマンドでパラメーター portおよび domainが指定されている場

合，まとめて処理するときは，二行目にもパラメーター portおよび domainを指定します。一

行目に指定されていないパラメーターを追加して，二行目にパラメーター port，domain，お

よび devnumを指定した場合，まとめては処理されません。

• 条件-3：特定の値を指定する

特定の値を指定する必要があることを意味します。まとめて処理できない値を指定した場合は，

指定したコマンド行だけで実行されます。

• 条件-4：パラメーターの指定を省略する

パラメーターの指定を省略する必要があることを意味します。指定すると，コマンドをまとめて

処理できません。指定したコマンド行だけでコマンドが実行されます。省略すると，まとめて実

行できます。

パラメーターの指定条件を，コマンドごとに以降の表に示します。「指定条件」の列の「条件-n」

は，上記で説明している条件に対応しています。

表 6-1 AddConfigFileForReplication コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 groupname
pvolarraytype

新規にコピーグループを作成してコピーペアの定義

を追加する場合，パラメーター groupnameを省略
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指定条件 パラメーター 注意事項

pvolhostid
pvolinstancenum
pvolportnum
pvolserialnum
svolarraytype
svolhostid
svolinstancenum
svolportnum
svolserialnum

してバッチ機能を実行すると，まとめて実行された

コマンド単位で新しいコピーグループ内にコピーペ

アの定義が追加されます。このとき，コピーグルー

プ名は自動生成されます。

条件-2 pvolportid
pvolportname
svolportid
svolportname

--

条件-3 replicationfunction パラメーター replicationfunctionに

global-activedeviceを指定した場合だけ，

バッチ機能を実行できます。

制約なし confpvoldevnum
confpvolserialnum
confsvoldevnum
confsvolserialnum
munum
pairoption
pvoldevnum
pvolpoolid
svoldevnum
svolpoolid

--

表 6-2 AddExternalArrayGroup コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 luoption
model
numoflus
serialnum

--

制約なし cachemode
capacity
capacitytype
clprnumber
devnum
emulation
externalgrpnum
externallun
externalwwn
inflowcontrol
pathgroupid
portname

1 つのバッチファイルにパラメーター devnumを指

定したコマンド行と省略した行を混在させる場合，

パラメーターを指定したコマンド行を先に記述して

ください。このパラメーターを省略した場合，自動

で値が設定されます。このため，パラメーターを省

略した行が先に記述されていると，パラメーターを

指定したコマンド行を実行するときに指定した値が

すでに使用されている旨のエラーが発生するおそれ

があります。

表 6-3 AddHostStorageDomain コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 model
serialnum

--

条件-2 port
portname

--
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指定条件 パラメーター 注意事項

制約なし additionalparameter
alternatepath
domain
domainiscsiname
domaintype
failover
hostmode
hostmode2
hostmodeoption
middleware
name
nickname
platform

1 つのバッチファイルにパラメーター domainまた

は nicknameを指定したコマンド行と省略した行

を混在させる場合，パラメーターを指定したコマン

ド行を先に記述してください。これらのパラメー

ターを省略した場合，自動で値が設定されます。こ

のため，パラメーターを省略した行が先に記述され

ていると，パラメーターを指定したコマンド行を実

行するときに指定した値がすでに使用されている旨

のエラーが発生するおそれがあります。

表 6-4 AddLogicalUnit コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 format
model
serialnum

パラメーター formatで指定する値が quickの場

合，一部のコンポーネントに負荷が集中し，対象の

ストレージシステム内で実行されるすべてのホスト

I/O の性能が低下するおそれがあります。クイック

フォーマット実行時の注意事項については，マニュ

アル「Hitachi Command Suite ユーザーズガイド」

を参照してください。

条件-2 arraygroupname
chassis
groupnum

パラメーター arraygroupname，chassis，およ

び groupnumで指定したパリティグループのエ

ミュレーションタイプが，OPEN-V以外の場合は，

バッチ機能の実行中にエラーとなり，処理が中断さ

れます。指定するパリティグループのエミュレー

ションタイプを確認してから，バッチ機能を実行し

てください。

条件-3 emulation
model

• パラメーター emulationで指定する値が

OPEN-Vの場合，またはパラメーターの指定を

省略した場合に，まとめて実行できます。

• パラメーター modelは VSP 5000 シリーズ，

VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00
モデル，VSP Fx00 モデル，Virtual Storage
Platform，Universal Storage Platform V/VM，

および HUS VM に対応する値を指定した場合

に，まとめて実行できます。

条件-4 creationoption
fsindex
numoflus

--

制約なし capacity
capacitytype
clprNumber
defaultportcontrollern
ame
defportcntl
devnum
lusubinfo
stripeSizeInKB

1 つのバッチファイルにパラメーター devnumを指

定したコマンド行と省略した行を混在させる場合，

パラメーターを指定したコマンド行を先に記述して

ください。このパラメーターを省略した場合，自動

で値が設定されます。このため，パラメーターを省

略した行が先に記述されていると，パラメーターを

指定したコマンド行を実行するときに指定した値が

すでに使用されている旨のエラーが発生するおそれ

があります。
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表 6-5 AddLun コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

条件-2 devnum
domain
domainnickname
lusedevnums
port
portname

制約なし lun
name
scsi

表 6-6 AddLUSE コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 luseoption
model
serialnum

制約なし devnums

表 6-7 AddPArrayGroupToPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
rpuid
serialnum

条件-2 arraygroupname
chassis
groupnum

表 6-8 AddPHSDToPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
rpuid
serialnum

条件-2 port
portname

制約なし domain

表 6-9 AddPLDEVToPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
rpuid
serialnum

制約なし devnum
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表 6-10 AddPPortToPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
rpuid
serialnum

条件-2 port
portname

表 6-11 AddReplication コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 copytracksize
ctgid
groupname
pairoption
pvolarraytype
pvolhostid
pvolinstancenum
pvolportnum
pvolserialnum
quorumdiskid
replicationgroupid
svolarraytype
svolhostid
svolinstancenum
svolportnum
svolserialnum

新規にコピーグループを作成してコピーペアを作成

する場合，パラメーター groupnameを省略して

バッチ機能を実行すると，まとめて実行されたコマ

ンド単位で新しいコピーグループ内にコピーペアが

作成されます。このとき，コピーグループ名は自動

生成されます。

条件-2 pvolportid
pvolportname
svolportid
svolportname

--

条件-3 replicationfunction パラメーター replicationfunctionに

global-activedeviceを指定した場合だけ，

バッチ機能を実行できます。

制約なし confpvoldevnum
confpvolserialnum
confsvoldevnum
confsvolserialnum
fencelevel
munum
pvoldevnum
pvolpoolid
svoldevnum
svolpoolid

--

表 6-12 AddVirtualVolume コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 capacitytype
creationoption
model
serialnum

--

条件-2 clprNumber
poolid

--
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指定条件 パラメーター 注意事項

条件-4 groupoption
numoflus

--

制約なし arraygroupname
capacity
devnum
fullallocation
threshold

1 つのバッチファイルにパラメーター

arraygroupnameまたは devnumを指定したコマ

ンド行と省略した行を混在させる場合，パラメー

ターを指定したコマンド行を先に記述してくださ

い。これらパラメーターを省略した場合，自動で値

が設定されます。このため，パラメーターを省略し

た行が先に記述されていると，パラメーターを指定

したコマンド行を実行するときに指定した値がすで

に使用されている旨のエラーが発生するおそれがあ

ります。

表 6-13 AddVLDEVToVRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 creationoption
model
overwrite
serialnum
vldevoperation
vrpuid

--

制約なし devnum
vcvs
vdevnum
vemulation
vluse
vssid

1 つのバッチファイルにパラメーター vdevnumま

たは vssidを指定したコマンド行と省略した行を

混在させる場合，パラメーターを指定したコマンド

行を先に記述してください。これらのパラメーター

を省略した場合，自動で値が設定されます。このた

め，パラメーターを省略した行が先に記述されてい

ると，パラメーターを指定したコマンド行を実行す

るときに指定した値がすでに使用されている旨のエ

ラーが発生するおそれがあります。

表 6-14 AddVResourcePartitionUnit コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

制約なし vmodel
vfamily
vrpuname
vserialnum

表 6-15 AddWWNForHostStorageDomain コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

条件-2 port
portname

制約なし domain
domainnickname
wwn
wwnnickname
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表 6-16 CancelVLDEVReservation コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum
vrpuid

制約なし devnum

表 6-17 DeleteHostStorageDomain コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 deletionoption
model
serialnum

条件-2 domain
domainnickname
port
portname

表 6-18 DeleteLun コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 deletionoption
model
serialnum

条件-2 port
portname

制約なし devnum
domain
domainnickname

表 6-19 DeleteLUSE コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

制約なし devnum

表 6-20 DeletePArrayGroupFromPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

条件-2 arraygroupname
chassis
groupnum

表 6-21 DeletePHSDFromPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

条件-2 port
portname
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指定条件 パラメーター

制約なし domain

表 6-22 DeletePLDEVFromPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

制約なし devnum

表 6-23 DeletePPortFromPRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

条件-2 port
portname

表 6-24 DeleteVLDEVFromVRPU コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 deletionoption
model
serialnum
vrpuid

制約なし devnum

表 6-25 DeleteVResourcePartitionUnit コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 deletionoption
model
serialnum

制約なし vrpuid

表 6-26 GetReplicationStatus コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum

制約なし pvoldevnum
pvolserialnum
svoldevnum
svolserialnum

表 6-27 ModifyExternalArrayGroup コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 cachemode
model
serialnum

条件-2 arraygroupname
chassis
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指定条件 パラメーター

groupname

表 6-28 ModifyVirtualVolume コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 assign
model
modificationoption
serialnum

--

制約なし capacity
clprNumber
devnums
fullallocation
poolid
threshold
tieringpolicy
tierrelocation
newpageassignmenttier
relocationpriority

パラメーター devnumsには，DP ボリュームのデバ

イス番号を複数指定できます。ただし，5 個以上指

定したい場合，複数のコマンド行に分けて記述して

ください。1 つのコマンド行に DP ボリュームのデ

バイス番号を 5 個以上指定してバッチ機能を実行し

た場合，KAIC90084-Eのエラーメッセージでレス

ポンスの値が「413 Request Entity Too
Large」のエラーが発生するおそれがあります。

表 6-29 ModifyVLDEV コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター 注意事項

条件-1 model
serialnum
vldevoperation
vrpuid

--

制約なし devnum
vcvs
vdevnum
vemulation
vluse
vssid

1 つのバッチファイルにパラメーター vdevnumま

たは vssidを指定したコマンド行と省略した行を

混在させる場合，パラメーターを指定したコマンド

行を先に記述してください。これらのパラメーター

を省略した場合，自動で値が設定されます。このた

め，パラメーターを省略した行が先に記述されてい

ると，パラメーターを指定したコマンド行を実行す

るときに指定した値がすでに使用されている旨のエ

ラーが発生するおそれがあります。

表 6-30 ReserveVLDEV コマンドのパラメーターの指定条件

指定条件 パラメーター

条件-1 model
serialnum
vrpuid

制約なし devnum

6.3.4 バッチファイルの作成例

書式，入力規則，およびパラメーターの条件に従って作成したバッチファイルの例を次に示します。

beginbatch
HiCommandCLI ADDLUN model=VSP serialnum=53039 portname=CL1-A domain=0 
devnum=816 lun=100
HiCommandCLI ADDLUN model=VSP serialnum=53039 portname=CL1-A domain=0 
devnum=817 lun=101
HiCommandCLI ADDLUN model=VSP serialnum=53039 portname=CL1-B domain=0 
devnum=816 lun=102
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HiCommandCLI ADDLUN model=VSP serialnum=53039 portname=CL1-B domain=0 
devnum=817 lun=103
endbatch

6.4 バッチ機能を実行する
バッチファイルを使用して，バッチ機能を実行します。バッチ機能を実行すると，実行条件に合っ

たコマンドがまとめて処理されます。コマンドの実行結果も，まとめて処理されるごとに出力され

ます。

事前に完了しておく操作

• 対象のストレージシステムのロック

バッチ機能を実行するときには，ほかのユーザーからのストレージシステムに対しての割り込み

処理を回避するために，AddArrayReservationコマンドで対象のストレージシステムをあら

かじめロックしておくことをお勧めします。

バッチ機能を実行するには：

1. バッチオプション（-bまたは--batch）とバッチファイル名を指定して実行します。

Device Manager サーバの URL や，そのほかのオプションはコマンドラインまたはプロパティ

ファイルで指定してください。

次の項目は，バッチオプションと一緒に指定できません。バッチオプションと組み合わせて指定

した場合，エラーとなります。

◦ コマンド

◦ コマンドのパラメーター

◦ help
バッチ機能のヘルプについては，「3.6 ヘルプの種類および表示方法」を参照してください。

関連項目

• 4.1.2 AddArrayReservation

6.4.1 バッチ機能の実行例と実行結果

バッチオプションを指定してバッチ機能を実行する場合の実行例とコマンド実行結果の出力例を示

します。

「6.3.4 バッチファイルの作成例」の内容で作成したバッチファイル batch.txtを実行した例を示

します。

コマンド実行例：

C:\HiCommand> HiCommandCLI http://servername:2001/service -b batch.txt

コマンド実行結果　出力例：

実行結果では，実行したコマンド名の後ろにバッチファイルの先頭から数えて何行目から何行目ま

でをまとめて処理したかが表示されます。次の出力例の「ADDLUN(2-5)」は，バッチファイルの 2
行目から 5 行目までの 4 つの AddLunコマンドがまとめて処理されたことを示します。

重要 空行も 1 行として数えられます。
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RESPONSE OF ADDLUN(2-5):
An instance of StorageArray
  objectID=ARRAY.R700.53039
  name=R700@10.208.116.108
  description=R700 (53039) at 10.208.116.108
  serialNumber=53039
  arrayFamily=R700
  arrayType=R700
      .
      . (Attributes of StorageArray are omitted here)
      .
  List of 4 Path elements:
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.53039.0.0.816
      devNum=816
      displayDevNum=00:03:30
      portID=0
      portName=CL1-A
      domainID=0
      scsiID=15
      LUN=100
      wwnSecurityValidity=true
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.53039.0.0.817
      devNum=817
      displayDevNum=00:03:31
      portID=0
      portName=CL1-A
      domainID=0
      scsiID=15
      LUN=101
      wwnSecurityValidity=true
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.53039.4.0.816
      devNum=816
      displayDevNum=00:03:30
      portID=4
      portName=CL1-B
      domainID=0
      scsiID=15
      LUN=102
      wwnSecurityValidity=true
    An instance of Path
      objectID=PATH.R700.53039.4.0.817
      devNum=817
      displayDevNum=00:03:31
      portID=4
      portName=CL1-B
      domainID=0
      scsiID=15
      LUN=103
      wwnSecurityValidity=true

6.5 バッチ機能実行時のエラーに対処する
バッチ機能の実行時にエラーが発生した場合，処理はその時点で終了し，エラーが発生したコマン

ド以降は処理されません。バッチファイルの内容がどこまで処理されたかを確認し，処理されな

かったコマンドについては，バッチファイルを作成し直して，再度バッチ機能を実行します。

バッチ機能実行時のエラーに対処するには：

1. AddStorageArrayコマンドまたは RefreshStorageArraysコマンドを実行します。

ホストからボリュームへのパスの情報を更新します。

2. GetStorageArrayコマンドを実行し，バッチファイル内のどのコマンド行がストレージシス

テムに反映されているか確認します。
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バッチ機能実行時のコマンドの処理は，バッチファイルに記述した順序では行われません。バッ

チファイル内のどのコマンド行が反映されているかは，すべての行について確認する必要があり

ます。

3. バッチファイル内から，ストレージシステムに反映されているコマンド行を削除します。

4. 処理されなかったコマンド行の内容を見直し，バッチファイルを作成し直します。

5. 再度バッチ機能を実行します。
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7
ホスト情報のインポート機能

Device Manager CLI では，ホストの情報をファイルからインポートすることでホストを追加・更

新できます。

ここでは，ImportHostsコマンドを使用したインポート機能の運用方法について説明します。

ImportHostsコマンドの書式やパラメーターについては，「4.4.11 ImportHosts」を参照してくだ

さい。

r 7.1 ホスト情報のインポート機能とは

r 7.2 ホストの情報をインポートする（ImportHosts コマンドの使用方法）

r 7.3 ホスト情報ファイル（CSV ファイル）の入力規則

r 7.4 マッピング定義ファイルの入力規則

r 7.5 入力ファイルの作成例
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7.1 ホスト情報のインポート機能とは
ImportHostsコマンドでは，ホストの情報をファイルからインポートできます。また，オプショ

ンを指定することで，入力ファイルの情報の形式が正しいかを事前にチェックできます。

ホストの情報は，次のような場面でインポートできます。

• ホスト情報の追加

Device Manager にホスト情報をまとめて登録します。

登録できる情報は，ホスト名，WWN，iSCSI ネーム，IP アドレス（IPv4，IPv6），および OS
タイプです。OS タイプを登録すると，登録した値に応じてホストのタイプも登録されます。

• ホスト情報の移行

複数の Device Manager を使用している環境で，ホストの情報をほかの Device Manager にまと

めて移行します。

• ホスト情報の更新（上書き）

Device Manager に登録済みのホスト情報をまとめて更新（上書き）します。

更新できる情報は，WWN，iSCSI ネーム，IP アドレス（IPv4，IPv6），および OS タイプで

す。

図 7-1 ホスト情報のインポート操作の流れ（ImportHosts コマンド）

ImportHostsコマンドの入出力ファイルを次に示します。

入力ファイル

• ホスト情報ファイル（CSV ファイル）

ホストの情報を記載した CSV 形式のファイルです。

表計算ソフトウェアなどで管理している管理台帳や，Device Manager GUI からレポート出力し

た CSV ファイルを利用して作成できます。

• マッピング定義ファイル

ホスト情報ファイルの内容と，インポートするホスト情報を対応付けた，プロパティ形式のファ

イルです。
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サンプルファイルを利用して作成できます。

インポートするホスト情報の種類は，マッピング定義ファイルで定義します。このため，ホスト情

報ファイル内には，インポートする情報以外の項目が記載されていてもかまいません。また，項目

の記載順序（列の並び順）も自由に設定できます。

出力ファイル

コマンドの実行結果は標準出力に表示されます。また，実行する機能によって次のファイルが出力

されます。

• チェック結果出力ファイル（チェック機能を実行した場合）

• エラー情報出力ファイル（チェック機能またはインポート機能で警告やエラーが発生した場合）

7.2 ホストの情報をインポートする（ImportHosts コマン
ドの使用方法）

ホストの情報をインポートするには，次の手順で ImportHostsコマンドを実行します。

注意 ホストの情報を更新（上書き）する場合，ホスト情報ファイルの該当するレコードにすべての情報が記載
されている必要があります。

例えば，ホストの IP アドレスだけを変更する場合，ホスト情報ファイルには，IP アドレス以外の情報も記載す

る必要があります。記載されていない情報は Device Manager から削除されます。

重要

• ホストを追加する場合，インポートしたホストは，通常ホストまたは仮想化サーバとして登録されます。

• ホストの情報を更新（上書き）する場合，更新対象のホストが手動で登録したホスト（AddHostコマンド

または HostScanコマンドで登録したホスト）であることを確認してください。ImportHostsコマンドで

は，Device Manager の GUI や CLI を使用して手動で登録した通常ホストまたは仮想化サーバだけが更新

されます。

ホストの情報をインポートするには：

1. ホスト情報ファイル（CSV ファイル）を作成します。

次のような方法で作成できます。

◦ 表計算ソフトウェアなどで管理している管理台帳を変換する

◦ Device Manager の GUI からホストの情報をレポート出力する

インポートするホスト情報の種類は，マッピング定義ファイルで定義します。このため，ホスト

情報ファイル内には，インポートする情報以外の項目が記載されていてもかまいません。また，

項目の記載順序（列の並び順）も自由に設定できます。

ただし，インポート対象外のホストはホスト情報ファイルに含まれないようにしてください。

2. マッピング定義ファイルを作成します。

ホスト情報ファイルのインポート開始位置や，ホスト情報ファイルに記載されているホスト情報

と実際にインポートする情報の対応付けを定義します。

サンプルファイル（import.properties）が Device Manager CLI のインストール先に格納

されています。サンプルファイルをコピーしてマッピング定義ファイル作成するか，変更前の

import.propertiesファイルをバックアップしておくことをお勧めします。

3. 入力ファイルの情報の形式が正しいかをチェックします。

パラメーター functionに checkを指定して ImportHostsコマンドを実行します。

コマンド実行結果は標準出力に表示されます。メッセージに従ってチェック結果を確認してく

ださい。
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4. ホストの情報をインポートします。

パラメーター functionに importを指定して ImportHostsコマンドを実行します。

すでに Device Manager に登録済みのホストの情報を更新（上書き）する場合，パラメーター

overwriteに trueを指定して実行します。

コマンド実行結果は標準出力に表示されます。メッセージに従ってインポート結果を確認して

ください。

5. インポートされたホストを確認します。

関連項目

• 4.4.11 ImportHosts

• 7.3 ホスト情報ファイル（CSV ファイル）の入力規則

• 7.4 マッピング定義ファイルの入力規則

• 7.5 入力ファイルの作成例

7.3 ホスト情報ファイル（CSV ファイル）の入力規則
ホスト情報ファイルの入力規則を次に示します。

• エンコーディングには，UTF-8 を使用してください。

• ホスト情報ファイルに記載できるレコードは 大 10,250 件です。

ただし，ImportHostsコマンドで，一度に実行できるレコード数は 大 1,000 件です。1,000
件を超えるレコードが記載されている場合には，マッピング定義ファイルで読み込み開始レコー

ドを変更するか，ホスト情報ファイルを分割して，複数回に分けてコマンドを実行してくださ

い。

• レコードは改行コード（CRLF，CR，LF）で区切ります。 終レコードにも改行コードを入力し

てください。ただし，引用符（"）で囲まれた改行コードは，レコードの区切りとは見なされま

せん。

• フィールド（各項目の値）はコンマ（,）で区切ります。

• フィールドの値にコンマ，引用符，または改行が含まれる場合，値全体を引用符で囲みます（値

が a,aの場合，"a,a"）。
また，値の中に引用符が含まれる場合，引用符を二重に記載します（値が b"bの場合，

"b""b"）。
• ホスト名以外の項目にハイフン（-）が記述されている場合，入力値なしと見なします。

各フィールド（ホスト情報）の入力形式を次の表に示します。

表 7-1 ホスト情報ファイル（CSV ファイル）に記載するホスト情報の入力形式

項目 説明

ホスト名 この項目は必ず記載してください。

次の文字を使用して，1～50 バイトの範囲で記載します。

A～Z a～z 0～9 ! # $ % & ' ( ) + - = @ [ ] ^ _ ` { } ~
大文字と小文字は区別されません。

GUI と併用する場合は GUI の入力規則に従ってください。

ホスト情報ファイル内に同じ名前のホストが複数記述されている場合は， 初の

ホストだけが登録されます。 初のホストがエラーになった場合も，以降の同名

ホストは登録されません。

WWN※ 16 桁の 16 進数を次の形式で指定します。
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項目 説明

「10000000C971BFD8」「10.00.00.00.C9.71.BF.D8」
「10:00:00:00:C9:71:BF:D8」
大文字と小文字は区別されません。

複数指定する場合は，コンマまたは改行で区切ります。

iSCSI ネーム※ iqn 形式または eui 形式で記載します。

次の文字を使用して，1～223 バイトの範囲で記載します。

A～Z a～z 0～9 - . :
大文字と小文字は区別されません。

複数指定する場合は，コンマまたは改行で区切ります。

仮想化サーバの場合，iSCSI ネームは記載できません。ホスト情報ファイルに

iSCSI ネームが記載されたホストは，すべて通常ホストとして登録されます。

IP アドレス（IPv4）※ IPv4 形式の IP アドレスを記載します。

IP アドレス（IPv6）※ IPv6 形式の IP アドレスを記載します。

大文字と小文字は区別されません。

OS タイプ OS の種類を記載します。

大文字と小文字は区別されません。

ここで記載した文字列をマッピング定義ファイルのプロパティ値として定義する

と，OS タイプが設定されます。

注※

WWN と iSCSI ネーム，および IP アドレス（IPv4）と IP アドレス（IPv6）は混在して記載

できます。混在して記載する例を次に示します。

7.4 マッピング定義ファイルの入力規則
マッピング定義ファイルは，プロパティファイルとして作成します。行頭にシャープ記号（#）を記

載するとコメント行と見なされます。

マッピング定義ファイルに記載するプロパティ，および設定する値の形式を次の表に示します。
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表 7-2 マッピング定義ファイル（import.properties）の形式

プロパティ 説明

import.host.line.start インポートを開始するレコード行

ホスト情報ファイル（CSV ファイル）の何番目のレコードから

インポートするかを，1～10250 の範囲で設定します。

この項目は必ず記載してください。

import.host.column.hostname ホスト情報（ホスト名）の記載位置

ホスト名が左から何番目のフィールドに記載されているかを，1
～256 の範囲で設定します。

この項目は必ず記載してください。

import.host.column.wwn ホスト情報（ホスト名以外）の記載位置

各ホスト情報が左から何番目のフィールドに記載されているか

を，1～256 の範囲で設定します。

ホスト情報ファイルに該当するフィールド（項目列）が記載され

ていない場合，-1を指定します。ただし，

import.host.column.wwnと

import.host.column.iscsinameの両方に-1を指定するこ

とはできません。

「7.3 」で示した例のようにホスト情報ファイルの項目が混在して

いる場合，混在している項目のプロパティに同じ値を指定してく

ださい（例：import.host.column.ipaddress=2かつ

import.host.column.ipv6address=2）。
この項目は必ず記載してください。

import.host.column.iscsiname
import.host.column.ipaddress
import.host.column.ipv6address
import.host.column.ostype

import.host.ostype.aix OS タイプと対応させる文字列のマッピング情報

ホスト情報ファイルに記載されている OS の種類の値と，OS タ

イプをマッピングします。

次の規則に従って設定してください。

• 値は引用符（"）で囲みます。

• 値の大文字と小文字は区別されません。

• 複数の値を指定する場合は，値を引用符で囲み，コンマ（,）
で区切ります。

デフォルトはそれぞれ AIX，HP-UX，Linux，Solaris，
Windows，VMwareです。

ImportHostsコマンドでは，インポートしたホストの OS タイ

プに応じてホストタイプも自動的に設定されます。

import.host.ostype.vmware以外のプロパティに定義した

値がホスト情報ファイルに記載されている場合，そのホストは通

常ホストとして登録されます。

import.host.ostype.vmwareに定義した値がホスト情報

ファイルに記載されている場合，そのホストは OS タイプが

VMware，ホストタイプが仮想化サーバとして登録されます。た

だし，import.host.ostype.vmwareに定義した値がホスト情

報ファイルに記載されている場合でも，ホスト情報ファイルに

iSCSI ネームが記載されているときには，OS タイプが Others，
ホストタイプが通常ホストとして登録されます。

import.host.ostype.xxxx プロパティに定義した値以外が

ホスト情報ファイルに記載されている場合，OS タイプが

Others，ホストタイプが通常ホストのホストとして登録されま

す。

import.host.ostype.hpux
import.host.ostype.linux
import.host.ostype.solaris
import.host.ostype.windows
import.host.ostype.vmware

7.5 入力ファイルの作成例
次のようなホスト情報をインポートする場合に使用する入力ファイルの作成例について説明しま

す。
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ホスト情報ファイル（CSV ファイル）の作成例

1,2,3,4,5,6,7[CRLF]
host,ip,ipv6,OS,description,wwn,iscsi name[CRLF]
TEST1,10.0.0.1,,WINDOWS,Evaluation purpose,11.11.11.11.11.11.11.11,[CRLF]
TEST2,,,Windows Server,DB server,22.22.22.22.22.22.22.22,eui.
1234567890123456[CRLF]
TEST3,,,Windows,File server,33.33.33.33.33.33.33.33,[CRLF]
TEST4,10.0.0.3,,LINUX,,44.44.44.44.44.44.44.44,eui.0000000000000001[CRLF]
TEST5,,,VMware ESXi,,55.55.55.55.55.55.55.55,[CRLF]
TEST6,,ABCD:EF01:2345:6789:ABCD:EF01:2345:6790,xxxxx,,,iqn.dev01[CRLF]
[EOF]

マッピング定義ファイルの作成例

Device Manager に登録されるホスト情報

上記のホスト情報ファイル（CSV ファイル）およびマッピング定義ファイルを使用してホストの情

報をインポートした場合，Device Manager には次の情報が登録されます。
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8
Device Manager CLI のプロパティファイ

ル

Device Manager CLI のプロパティファイルで指定できる設定について説明します。

r 8.1 Device Manager CLI のプロパティファイルについて

r 8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.logfile）

r 8.3 ログレベルを指定するプロパティ（HiCommandCLI.diaglevel）

r 8.4 メッセージトレースファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.tracefile）

r 8.5 Device Manager サーバの URL を指定するプロパティ（HiCommandCLI.serverurl）

r 8.6 コマンドのオプションを指定するプロパティ

r 8.7 プロパティによるパラメーターの指定

r 8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）
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8.1 Device Manager CLI のプロパティファイルについて
Device Manager CLI のプロパティファイルには，コマンドラインでの入力を省略したい値や，ロ

グファイルの設定などを指定できます。

プロパティファイルで指定できる設定は次のとおりです。

• ログファイルの出力先

• ログファイルに出力するログのレベル

• メッセージトレースファイルの出力先

• Device Manager サーバの URL

• コマンドのオプション

• コマンドのパラメーター

• XML 形式で出力したコマンド実行結果で使用する DTD

プロパティファイルは HiCommandCLI.propertiesというファイル名で，Device Manager CLI
のインストール先に格納されます。

プロパティファイルの例（Windows の場合）を次に示します。シャープ記号（#）で始まる行は，

コメント行です。

#################################
#
# Device Manager Command Line Interface (CLI) Properties File
#
# Can be used to provide options and default parameters 
# for the Device Manager CLI program.
#
# The Device Manager CLI program does not require
# any of the properties to be set.

# Location for the diagnostics file
# (default, when not specified, is HiCommandCLI.log
# in the executing directory).
HiCommandCLI.logfile=C:/Temp/diag.log

# Diagnostic level of the diagnostic file
# (currently, default is INFO).
# Allowable values are DEBUG, INFO, and WARN,
# each of which will output that level and higher.
HiCommandCLI.diaglevel=INFO

# Location for the message trace file
# (default, when not specified, is MessageTrace.log
# in the executing directory).
HiCommandCLI.tracefile=C:/DeviceManager/traffic.log

# Set the server url.
HiCommandCLI.serverurl=http://localhost:2001/service

#####  OPTIONS ####

user=khalsa

# Password can be provided directly, or from a password file.
password=khalsa
#password=@D:\\DeviceManager\\.passwd

# Provide a copy of the raw xml request & response
# in MessageTrace.log file.
messagetrace=true

# Disable output of the results of successfully executed commands.
# Output of commands whose names start with "Get" is not disabled.
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#quiet=true

#####  COMMAND PARAMETERS ####

# Set the Array model, for commands that use this parameter.
model=USP_V

関連項目

• 2.6 Device Manager CLI のプロパティファイルを設定する

• 8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.logfile）

• 8.3 ログレベルを指定するプロパティ（HiCommandCLI.diaglevel）

• 8.4 メッセージトレースファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.tracefile）

• 8.5 Device Manager サーバの URL を指定するプロパティ（HiCommandCLI.serverurl）

• 8.6 コマンドのオプションを指定するプロパティ

• 8.7 プロパティによるパラメーターの指定

• 8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）

8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ
（HiCommandCLI.logfile）

ログファイルの出力先は，HiCommandCLI.logfileプロパティで指定します。出力先は，ファイ

ル名まで含めたパスで指定してください。

デフォルトでは，Device Manager CLI の実行ディレクトリに，HiCommandCLI.logというファイ

ル名で出力されます。

重要 Windows 環境では，プロパティにパスを設定する際，パスの記述に”\”ではなく，”/”または”\\”を
区切り文字として指定します。

指定例

出力先を C:\Temp\diag.logに指定する例を次に示します。

HiCommandCLI.logfile=C:/Temp/diag.log

関連項目

• 3.4 Device Manager CLI のログファイル

• 8.3 ログレベルを指定するプロパティ（HiCommandCLI.diaglevel）

8.3 ログレベルを指定するプロパティ
（HiCommandCLI.diaglevel）

ログファイルに出力するログのレベルは，HiCommandCLI.diaglevelプロパティで指定します。

HiCommandCLI.diaglevelプロパティに指定できる値は，DEBUG，INFO，WARN，および ERROR
です。デフォルトのログレベルは INFOです。
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指定例

ログレベルを ERRORに指定する例を次に示します。

HiCommandCLI.diaglevel=ERROR

関連項目

• 8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.logfile）

8.4 メッセージトレースファイルの出力先を指定するプロ
パティ（HiCommandCLI.tracefile）

メッセージトレースファイルの出力先は，HiCommandCLI.tracefileプロパティで指定します。

出力先は，ファイル名まで含めたパスで指定してください。

メッセージトレースファイルは，オプション-t（または--messagetrace）を使用したときに出力

されます。デフォルトでは，Device Manager CLI の実行ディレクトリに，ファイル名

MessageTrace.logで作成されます。

重要 Windows 環境では，プロパティにパスを設定する際，パスの記述に”\”ではなく，”/”または”\\”を
区切り文字として指定します。

指定例

出力先を C:\DeviceManager\traffic.logに指定する例を次に示します。

HiCommandCLI.tracefile=C:/DeviceManager/traffic.log

関連項目

• 3.5 Device Manager CLI のメッセージトレースファイル

8.5 Device Manager サーバの URL を指定するプロパティ
（HiCommandCLI.serverurl）

Device Manager サーバの URL は，HiCommandCLI.serverurlプロパティで指定します。

URL をプロパティファイルに記載すると，コマンドラインで URL の入力を省略できます。

URL をコマンドラインとプロパティファイルの両方で指定した場合は，コマンドラインで指定した

値が優先して使用されます。

指定例

HiCommandCLI.serverurl=http://localhost:2001/service

関連項目

• 3.1 コマンド構文
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8.6 コマンドのオプションを指定するプロパティ
プロパティファイルにコマンドのオプションを指定しておくと，コマンドラインでの指定が省略で

きます。コマンドのオプションをプロパティファイルで指定するには，各オプションに対応するプ

ロパティ名を指定します。

オプションをコマンドラインとプロパティファイルの両方で指定した場合は，コマンドラインで指

定した値が優先して使用されます。

各オプションに対応するプロパティ名を次の表に示します。

表 8-1 オプションとプロパティの対応表

オプション プロパティ名 引数

-uまたは--user user ユーザー ID

-pまたは--password password パスワードまたはパスワード

ファイル

password2 コード化されたパスワード

-sまたは--secure secure なし※1

-oまたは--output output ファイル名

-fまたは--format※2 format※2 csvまたは xml

-tまたは--messagetrace messagetrace なし※1

-qまたは--quiet quiet なし※1

注※1
引数を持たないオプションを指定するには，引数の値を trueに設定してください。

引数を持たないオプションをプロパティファイル内で trueに設定した場合，コマンドライン

から falseに上書きすることはできません。

注※2
このオプションまたはプロパティを指定した場合に使用できるコマンドは，

GetStorageArray，GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または

GetVStorageArrayだけです。

指定例

output=redirect.out
messagetrace=true

関連項目

• 3.1 コマンド構文

8.7 プロパティによるパラメーターの指定
コマンドのパラメーターをプロパティファイルに記述しておくと，コマンドラインでの指定を省略

できます。

パラメーターをコマンドラインとプロパティファイルの両方で指定した場合は，コマンドラインで

指定した値が優先して使用されます。

重要 プロパティファイルに指定するパラメーターは，どのコマンドでも有効なパラメーターを指定してくださ
い。コマンドによっては不適切となるパラメーターの指定があった場合，コマンドの実行結果が予期しないもの
になるおそれがあります。原則として，すべてのコマンドに指定しても問題の生じないパラメーターだけを指定
してください。
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指定例

serialnum=53039
model=VSP

8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）
XML 形式で出力したコマンド実行結果（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または GetVStorageArrayコマンドの実行結

果）で DTD を使用する場合は，dtdプロパティで DTD ファイルの URI を指定します。

このプロパティを使用するには，事前に DTD ファイルを作成しておく必要があります。

指定例

DTD ファイルの URI を D:/dtd/cli.dtdに指定する例を次に示します。

dtd=D:/dtd/cli.dtd

重要 URI は正しく指定してください。Device Manager CLI では，指定した DTD の URI が正しい形式かどう
かのチェック処理は実行されません。

関連項目

• B.2 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果を XML 形式で出力する

• B.3 XML 形式での出力結果に使用する DTD
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9
障害対策

Device Manager CLI に問題が生じた場合の対策について説明します。

r 9.1 Device Manager CLI の障害に対処する

r 9.2 Device Manager CLI の障害対策
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9.1 Device Manager CLI の障害に対処する
Device Manager CLI の操作中に問題が生じた場合の対処について説明します。

Device Manager CLI の障害に対処するには：

1. 問題の原因が，ネットワークやハードウェアではないことを確認します。

2. 問題が Device Manager サーバで発生していないことを確認します。

また，ストレージシステムが，単一の Device Manager サーバで管理されていることを確認して

ください。

3. Device Manager CLI に固有の障害がないかを確認し，対策します。

関連項目

• 9.2 Device Manager CLI の障害対策

9.2 Device Manager CLI の障害対策
Device Manager CLI の操作中に発生した問題に関する障害対策情報について説明します。

表 9-1 Device Manager CLI の障害対策情報

問題 原因と推奨する対策方法

Device Manager CLI が動作しない。ま

た，次のエラーメッセージが表示される。

C:\HiCommand>HiCommandCLI help
GetStorageArray
The name specified is not
recognized as an internal or
external command, operable
program or batch file

原因：パスに java.exeファイルが存在しないおそれがありま

す。

対策方法：JDK または JRE ソフトウェアによって提供される

java.exeが存在するディレクトリを含むようにパスを更新す

るか，または java.exeファイルへのフルパスを指定するよう

に HiCommandCLI.batファイルまたは HiCommandCLI.sh
ファイルを編集してください。

HiCommandCLI.batまたは

HiCommandCLI.shのスクリプトが実行

されない。また，次のエラーメッセージが

表示される。

C:\HiCommand>HiCommandCLI help
GetStorageArray
Exception in thread "main"
Java.lang.NoClassDefFoundError:

原因：HiCommandCLI.jarファイルが移動されているか，また

は名前が変更されているおそれがあります。

対策方法：HiCommandCLI.jarファイルが移動されていない

か，また名前が変更されていないかを確認してください。また，

HiCommandCLI.bat（UNIX システムの場合は

HiCommandCLI.sh）ファイルおよび HiCommandCLI.jarファ

イルが保存されているディレクトリから，実行していることを確

認してください。

コピーペアを作成しようとしたとき，次の

エラーメッセージが表示される。

[KAIC07774-E] ペアの作成に失敗しま

した。 This HORCM instance could
not be started.

原因：LU に対して CL1-A，CTL0-A，または LUN0 を割り当て

ています。

対策方法：LU に別のポートを割り当てるか，または LUN0 以外

の LUN を割り当てて，コピーペアを再作成してください。

原因：コピーペアの作成に使用したホストが，CL1-A，CTL0-A，

または LUN0 を認識しています。

対策方法：LU に別のポートを割り当てるか，または LUN0 以外

の LUN を割り当てて，コピーペアを再作成してください。

次のエラーメッセージが表示されて，

Device Manager CLI の動作が停止した場

合。

An unspecified error was
encountered in CLI.

対策方法：次の情報を収集し，弊社の担当窓口までお問い合わせ

ください。

• CLI のログファイル

• CLI のプロパティファイル

• コマンドラインに入力した内容

• バッチ実行した場合，実行したバッチファイル

• Device Manager サーバのログ
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問題 原因と推奨する対策方法

表示されたエラーメッセージに省略され

ている文字列がある。

原因：エラーメッセージに引用される文字列は，256 文字以降が

省略されます。

対策方法：CLI のログファイルで，省略された内容を確認してく

ださい。

Device Manager CLI コマンド実行時に次

のメッセージが表示される。

[KAIC07472-E] ストレージシステム情

報（”ストレージシステム名”）が不整合

になっています。ストレージシステムを

リフレッシュしてから再度実行してくだ

さい。 The storage system
information ("storage system-
name") is inconsistent. Refresh
the storage system, and then
try again.

原因：Device Manager のデータベースと実際のストレージシス

テムの構成が不整合になっています。

対策方法：AddStorageArrayコマンドでストレージシステムを

リフレッシュしてください。コマンド実行結果の An
instance of StorageArrayの下に表示される

statusOfDBInconsistencyの値が 0であることを確認して

から，コマンドを再度実行してください。

Device Manager CLI コマンド実行時に次

のメッセージが表示される※。

[KAIC90084-E] HTTP Response:
"HTTP/1.0 401 Unauthorized"

原因：Device Manager サーバの認証に失敗しました。

対策方法：コマンド実行時に指定したユーザー ID およびパス

ワードが正しいかを確認してください。

外部認証サーバ連携機能を利用している場合は，次の対処を実施

してください。

外部認証サーバが LDAP の場合：

1. exauth.propertiesに設定されているホスト，ポートお

よびプロトコルを使用して外部認証サーバにアクセスでき

るかどうか，外部認証サーバの設定またはネットワークの状

態を確認してください。

2. hcmds64ldapuserコマンドで exauth.propertiesの

auth.server.name属性に指定したサーバ識別名の情報が

登録されていることを確認してください。

3. StartTLS で通信するときは，SSL の設定を確認してくださ

い。

外部認証サーバが RADIUS の場合：

1. exauth.propertiesに設定されているホスト，ポートお

よびプロトコルを使用して外部認証サーバにアクセスでき

るかどうか，外部認証サーバの設定またはネットワークの状

態を確認してください。

2. hcmds64radiussecretコマンドで

exauth.propertiesの auth.server.name属性に指定

したサーバ識別名の情報が登録されていることを確認して

ください。

外部認証サーバが Kerberos の場合：

exauth.propertiesに設定されているホストおよび

ポートを使用して外部認証サーバにアクセスできるかどう

か，外部認証サーバの設定またはネットワークの状態を確

認してください。

これらの対策を実施しても問題が解決しないときは，Device
Manager および Hitachi Command Suite 共通コンポーネント

の保守情報を取得して，問い合わせ窓口に連絡してください。

Device Manager CLI コマンド実行時に次

のメッセージが表示される※。

[KAIC90084-E] HTTP Response:
"HTTP/1.1 413 Request Entity
Too Large"

コマンドラインでコマンドを実行した場合：

原因：1 つのコマンドラインで多くの操作対象を指定してい

るため，Device Manager サーバへの要求のサイズが大きく

なっています。

対策方法：複数回に分けてコマンドを実行してください。

バッチ機能でコマンドを実行した場合：

原因：1 つのコマンド行で，ModifyVirtualVolumeコマ

ンドのパラメーター devnumsに 5 個以上の DP ボリュー

ムのデバイス番号を指定しています。
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問題 原因と推奨する対策方法

対策方法：バッチファイルの実行状況を確認して，バッチ

ファイルを作成し直してください。ただし，再度バッチ機

能を実行する場合で，ModifyVirtualVolumeコマンドの

パラメーター devnumsにデバイス番号を 5 個以上指定し

たいときは，複数のコマンド行に分けて記述してください。

Device Manager CLI コマンド実行時に

OutOfMemoryErrorが発生する。

原因：1 つのコマンドラインで多くの操作対象を指定しているた

め，Device Manager サーバへの要求のサイズが大きくなりすぎ

ているおそれがあります。

対策方法：次の対処を実施してください。

1. Device Manager CLI のメモリーヒープサイズを増やす。

2. Device Manager サーバのメモリーヒープサイズを増やす。

Device Manager CLI のメモリーヒープサイズの設定方法につ

いては，「2.4 」を参照してください。Device Manager サーバの

メモリーヒープサイズの設定方法については，マニュアル

「Hitachi Command Suite システム構成ガイド」を参照してくだ

さい。

これらの対処を実施しても問題が解決しない場合，操作対象を分

割して，複数回に分けてコマンドを実行してください。

コピーペアを一括管理しているホストを

リフレッシュすると，次のエラーメッセー

ジが表示され，失敗する。

[KAIC07792-E] ホスト"ホスト名"上の

ペアボリューム情報取得に失敗しました。

エラーの詳細："エラーの詳細"An
attempt to acquire pair volume
information on the host "host-
name" has failed. Error
details: "error-detail".

原因：OS が Windows の場合，次の条件をどちらも満たす構成

定義ファイルがシステムフォルダ（環境変数%windir%で表され

るフォルダ）に存在すると，ホストのリフレッシュでエラーが発

生します。

• HORCM_MONパラメーターが定義されていない。

• HORCM_CMDパラメーターが定義されている。

対策方法：次のどれかの対処を実行してから，コマンドを再度実

行してください。

• 構成定義ファイルに HORCM_MONパラメーターを定義する。

• 構成定義ファイルの名前を，horcm<インスタンス番号

>.conf以外に変更する。

• 構成定義ファイルを削除する。

RefreshStorageArraysコマンドを実

行すると，次の実行結果が出力される。

RESPONSE:
(Command completed; no data
returned)

原因：次のような原因によって，コマンド実行ユーザーが操作で

きるストレージシステムが 1 台もないおそれがあります。

• Device Manager にストレージシステムが登録されていな

い。

• コマンド実行ユーザーが情報を更新できるストレージシス

テムがない。

対策方法：次の点を確認してください。

• Device Manager にストレージシステムが登録されている。

• コマンド実行ユーザーが属するユーザーグループに，操作に

必要なロールが割り当てられている。

Windows のロケールがフランス語に設定

されている場合，コマンド実行結果の数値

表記が不正になる。

対策方法：コマンドプロンプトの設定を次のとおり変更してくだ

さい。

• フォントを Lucida Consoleに設定する。

• コマンドラインから chcp 1252を実行する。

VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデルに対

して，AddStorageArrayコマンドを実行

すると，次のメッセージが表示される。

[KAIC05000-E]特定不能なエラーが発生

しました。An unspecified
transport error was
encountered.

原因：パラメーター familyに指定した値が誤っているおそれが

あります。

対策方法：「4.1.15 」を参照し，指定した値が正しいか確認して

ください。

注※
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HTTP のステータスコードに 401，413以外が出力された場合，少し時間を置いてから再度操

作してください。再度操作してもエラーが発生する場合は，顧客問い合わせ窓口に連絡してく

ださい。

関連項目

• 6.5 バッチ機能実行時のエラーに対処する

• 9.1 Device Manager CLI の障害に対処する
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A
Mainframe Agent との連携

Mainframe Agent と連携するための設定方法について説明します。

r A.1 Mainframe Agent との連携とは

r A.2 メインフレームホストでの環境設定

r A.3 Device Manager での環境設定

r A.4 メインフレームホストが認識する情報の更新

r A.5 Mainframe Agent の登録情報の取得

r A.6 Mainframe Agent の登録情報の変更

r A.7 Mainframe Agent の登録情報の削除

r A.8 メインフレームホスト情報の取得

r A.9 メインフレームホスト情報の変更

r A.10 メインフレームホストの削除
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A.1 Mainframe Agent との連携とは
Device Manager コマンドでは，Mainframe Agent と連携して，メインフレームホストが認識する

次の情報を GUI 上で表示できます。

• メインフレームボリュームの情報（VOLSER，DEVN）
• ストレージシステムの論理 DKC シリアル番号

メインフレームホストが認識する情報を GUI 上に表示させるためには，メインフレームホストの環

境設定および Device Manager サーバの環境設定が必要です。

A.2 メインフレームホストでの環境設定
メインフレームホストでの環境を設定します。

メインフレームホストの環境設定をするには：

1. Mainframe Agent をメインフレームホストにインストールします。

2. メインフレームホストで Mainframe Agent の環境を設定します。

Mainframe Agent が Device Manager に通知するホスト名が，すでに Device Manager が管理

しているホスト（Device Manager 上でホストとして管理されている外部接続用の External
ポートも含む）の名称と重複しないように，下記のどれかの方法で設定してください。

◦ Mainframe Agent の環境を設定する初期設定パラメーターに，Device Manager に通知する

ホスト名を指定します。その場合，DNS で解決できるホスト名を指定してください。

◦ DNS で解決できるホスト名がすでに Device Manager で管理しているホスト名と重複する

場合，Mainframe Agent の環境を設定する初期設定パラメーターに，メインフレームホス

トのホスト識別名を指定してください。

◦ 上記のどちらの方法でもホスト名が重複してしまう場合，Device Manager が管理している

既存のホストのホスト名を変更してください。

◦ 上記のすべての方法でもホスト名を一意に設定できない場合，Mainframe Agent の環境を

設定する初期設定パラメーターに任意のホスト名を指定してください。

3. Mainframe Agent を起動します。

A.3 Device Manager での環境設定
次の設定が完了すると，GUI 上にメインフレームボリュームの情報およびストレージシステムの論

理 DKC シリアル番号が表示されるようになります。

A.3.1 メインフレームホストを Device Manager に登録する

AddHostコマンドでメインフレームホストを Device Manager に登録します。

メインフレームホストを Device Manager に登録するには：

1. AddHostコマンドを実行し，メインフレームホストを Device Manager に登録します。

次のパラメーターを指定してください。

◦ hostname：メインフレームホストの環境設定で指定したホスト名と同じ名前を指定します。

◦ hosttype：2を指定します。
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2. AddHostコマンドの実行結果で，パラメーター nameおよびパラメーター hosttypeに指定内

容が正しく出力されているかを確認します。

AddHostコマンド実行時の注意事項

◦ メインフレームホストの環境設定で指定したホスト名と，Device Manager の環境設定で指

定したホスト名が一致しない場合，Mainframe Agent の登録情報を取得できません。

◦ メインフレームホストを Device Manager に登録する際，パラメーター wwnlistは指定し

ないでください。指定するとエラーが発生します。

◦ AddHostコマンドの実行によって出力される objectIDの値は，以降の手順や運用時に必

要になるため，記録しておいてください。

◦ パラメーター ipaddressを指定した場合，メインフレームホストの属性として登録され

ますが，AddHostコマンドで登録した IP アドレスは，Mainframe Agent との通信には使

用されません。Mainframe Agent との通信に必要な情報は，「A.3.2 メインフレームホスト

上で稼働する Mainframe Agent を Device Manager に登録する」で設定します。

AddHostコマンド実行時に発生するエラーの対処

GetHostコマンドで，メインフレームホストが登録されているかを確認してください。メイン

フレームホストが登録されていない場合，AddHostコマンドでメインフレームホストを登録し

てください。登録内容が正しくない場合，ModifyHostコマンドで登録内容を修正してくださ

い。メインフレームホストの登録内容の修正については「A.9 メインフレームホスト情報の変

更」を参照してください。

コマンド書式：

HiCommandCLI AddHost "hostname=メインフレームホスト名" "hosttype=2"

コマンド実行例：

HiCommandCLI AddHost -o "D:\logs\AddHost.log" "hostname=toro2" 
"hosttype=2"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=toro2
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  statusOfDBUpdating=-1

A.3.2 メインフレームホスト上で稼働する Mainframe Agent を Device
Manager に登録する

AddURLLinkコマンドで Mainframe Agent を Device Manager に登録します。

Mainframe Agent を Device Manager に登録するには：

1. AddURLLinkコマンドを実行し，メインフレームホストを Device Manager に登録します。

次のパラメーターを指定してください。

◦ url：IP アドレスおよびポート番号を指定します。

メインフレームホストが IPv4 環境の場合：Mainframe Agent がインストールされたメイン

フレームホストの IP アドレス，および Mainframe Agent が利用するポート番号を指定しま

す。
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メインフレームホストが IPv6 環境の場合：IBM HTTP Server の IP アドレス（角括弧[ ]
で囲む）およびポート番号を指定します。

◦ name：Mainframe Agent を示す文字列を指定します。MainframeAgentと指定してくだ

さい。大文字と小文字は区別されます。

◦ linkedid：AddHostコマンドでメインフレームホストを登録した際に出力される，メイン

フレームホストのオブジェクト ID を指定します。

2. AddURLLinkコマンドの実行結果で，パラメーター url，パラメーター nameおよびパラメー

ター linkedidに指定内容が正しく出力されているかを確認します。

AddURLLinkコマンド実行時の注意事項

パラメーター nameを誤って指定すると，Mainframe Agent の情報として登録されないため，

メインフレームボリュームの情報およびストレージシステムの論理 DKC シリアル番号は取得

できません。パラメーター nameの指定を誤った場合，一度，DeleteURLLinkコマンドで

Mainframe Agent 情報を削除したあと，AddURLLinkコマンドで再度登録してください。

Mainframe Agent 情報の削除については「A.7 Mainframe Agent の登録情報の削除」を参照

してください。

AddURLLinkコマンド実行時に発生するエラーの対処

GetURLLinkコマンドで Mainframe Agent が登録されているかを確認してください。

Mainframe Agent が登録されていない場合，AddURLLinkコマンドで Mainframe Agent を登

録してください。登録内容が正しくない場合，AddURLLinkコマンドで登録内容を修正してく

ださい。Mainframe Agent の登録内容の修正については「A.6 Mainframe Agent の登録情報

の変更」を参照してください。

コマンド書式（IPv4 環境の場合）：

HiCommandCLI AddURLLink "url=http://メインフレームホストの IPアドレス:ポート番
号" "name=MainframeAgent" "linkedid=メインフレームホストのオブジェクト ID"

コマンド書式（IPv6 環境の場合）：

HiCommandCLI AddURLLink "url=http://IBM HTTP Serverの IPアドレス※:ポート番
号" "name=MainframeAgent" "linkedid=メインフレームホストのオブジェクト ID"

注※

IP アドレスを角括弧[ ]で囲みます。

コマンド実行例（IPv4 環境の場合）：

HiCommandCLI AddURLLink -o "D:\logs\AddURLLink.log" "url=http://
192.168.99.114:24042" "name=MainframeAgent" "linkedid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of URLLink
  objectID=URLLINK.HOST.1.1
  name=MainframeAgent
  url=http://192.168.99.114:24042
  linkedID=HOST.1
  createdByUser=-1

A.3.3 メインフレームホストが認識する情報を取得する

AddHostRefreshコマンドでメインフレームボリューム情報およびストレージシステムの論理

DKC シリアル番号を取得します。取得した情報は，コマンド実行結果には出力されません。GUI
上で確認してください。

次のパラメーターを指定してください。
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objectid：AddHostコマンドでメインフレームホストを登録した際に出力される，メインフレー

ムホストのオブジェクト ID を指定します。

AddHostRefreshコマンド実行時に発生するエラーの対処

AddHostRefreshコマンドを実行した際にエラーが発生した場合，次の手順を実行してくだ

さい。

a. Mainframe Agent が正常に稼働しているかを確認してください。

稼働していない場合，Mainframe Agent の設定内容を確認し，再び起動してください。

b. メインフレームホストおよび Mainframe Agent が正しく登録されているかを確認してく

ださい。

正しく登録されている場合，AddHostRefreshコマンドで，再度情報を取得してくださ

い。正しく登録されていない場合，「A.3.1 メインフレームホストを Device Manager に登

録する」または「A.3.2 メインフレームホスト上で稼働する Mainframe Agent を Device
Manager に登録する」の手順に従って，正しく登録し直してください。

コマンド書式：

HiCommandCLI AddHostRefresh "objectid=メインフレームホストのオブジェクト ID"

コマンド実行例：

HiCommandCLI AddHostRefresh -o "D:\logs\AddHostRefresh.log" 
"objectid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=toro2
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  sysplexID=RSDPLEX
  statusOfDBUpdating=-1

A.4 メインフレームホストが認識する情報の更新
GUI 上に表示されるメインフレームボリューム情報およびストレージシステムの論理 DKC シリア

ル番号を更新するには，AddHostRefreshコマンドを実行します。AddHostRefreshコマンド以

外の方法で，情報を更新することはできません。

次のパラメーターを指定してください。

objectid：AddHostコマンドでメインフレームホストを登録した際に出力される，メインフレー

ムホストのオブジェクト ID を指定します。

AddHostRefreshコマンド実行時に発生するエラーの対処

AddHostRefreshコマンドを実行した際にエラーが発生した場合，次の手順を実行してくだ

さい。

a. Mainframe Agent が正常に稼働しているかを確認してください。

稼働していない場合，Mainframe Agent の設定内容を確認し，再び起動してください。

b. メインフレームホストおよび Mainframe Agent が正しく登録されているかを確認してく

ださい。
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正しく登録されている場合，AddHostRefreshコマンドで，再度情報を取得してくださ

い。正しく登録されていない場合，「A.3.1 メインフレームホストを Device Manager に登

録する」または「A.3.2 メインフレームホスト上で稼働する Mainframe Agent を Device
Manager に登録する」の手順に従って，正しく登録し直してください。

コマンド書式：

HiCommandCLI AddHostRefresh "objectid=メインフレームホストのオブジェクト ID"

コマンド実行例：

HiCommandCLI AddHostRefresh -o "D:\logs\AddHostRefresh.log" 
"objectid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=toro2
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  sysplexID=RSDPLEX
  statusOfDBUpdating=-1

A.5 Mainframe Agent の登録情報の取得
Device Manager サーバに登録済みの Mainframe Agent の登録情報を取得するには，GetURLLink
コマンドを実行します。このコマンドを実行すると，実行結果の出力項目 urlからメインフレーム

ホストの IP アドレスおよびポート番号を取得できます。

コマンド実行例：

HiCommandCLI GetURLLink -o "D:\logs\GetURLLink.log" 
"objectid=URLLINK.HOST.1.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of URLLink
  objectID=URLLINK.HOST.1.1
  name=MainframeAgent
  url=http://192.168.99.114:24042
  linkedID=HOST.1
  createdByUser=-1

A.6 Mainframe Agent の登録情報の変更
Device Manager サーバに登録済みの Mainframe Agent の登録情報を変更するには，AddURLLink
コマンドを実行します。パラメーター urlに新しい IP アドレスまたはポート番号を URL 形式で

指定することで，メインフレームホストの IP アドレスまたはポート番号を変更できます。

重要 nameパラメーターには，MainframeAgentを指定します。パラメーター nameを誤って指定すると，
Mainframe Agent の情報として登録されないため，メインフレームボリュームの情報およびストレージシステ
ムの論理 DKC シリアル番号は取得できません。誤って指定した場合，DeleteURLLinkコマンドで
Mainframe Agent の登録情報を削除してから，再度 AddURLLinkコマンドで，登録済みの Mainframe Agent
の登録情報を変更してください。
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コマンド実行例：

HiCommandCLI AddURLLink -o "D:\logs\AddURLLink.log" "url=http://
192.168.99.100:24042" "name=MainframeAgent" "linkedid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of URLLink
  objectID=URLLINK.HOST.1.1
  name=MainframeAgent
  url=http://192.168.99.100:24042
  linkedID=HOST.1
  createdByUser=-1

A.7 Mainframe Agent の登録情報の削除
Device Manager サーバに登録済みの Mainframe Agent の登録情報を削除するには，

DeleteURLLinkコマンドを実行します。

nameパラメーターの指定を誤った場合など，Mainframe Agent の登録情報だけを削除する場合に

使用します。

コマンド実行例：

HiCommandCLI DeleteURLLink -o "D:\logs\DeleteURLLink.log" 
"objectid=URLLINK.HOST.1.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
(Command completed; empty list returned)

A.8 メインフレームホスト情報の取得
Device Manager サーバに登録済みのメインフレームホストの情報を取得するには，GetHostコマ

ンドを実行します。このコマンドを実行すると，メインフレームホストのホスト名を取得できます。

重要 メインフレームホストのオブジェクト ID が不明な場合，次の手順でオブジェクト ID を取得してくださ
い。

1. オブジェクト ID を指定しないで，GetHostコマンドを実行します。Device Manager に登録済みのホスト

を取得します。

2. 取得したホスト情報の中から，該当するメインフレームホスト名を検索します。

3. 手順 2 で検索したメインフレームホストの情報からオブジェクト ID を取得します。

コマンド実行例：

HiCommandCLI GetHost -o "D:\logs\GetHost.log" "objectid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=toro2
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  sysplexID=RSDPLEX
  statusOfDBUpdating=-1
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A.9 メインフレームホスト情報の変更
Device Manager サーバに登録済みのメインフレームホストの情報を変更するには，ModifyHost
コマンドを実行します。パラメーター hostnameに新しいホスト名を指定することで，メインフ

レームホスト名を変更できます。

重要

• ホスト名を変更する場合，Mainframe Agent の初期設定パラメーターで設定したメインフレームホスト名

と一致するホスト名を指定してください。一致しない場合，Mainframe Agent からの情報を取得できませ

ん。

• ModifyHostコマンドではパラメーター hosttypeの情報を変更することはできません。パラメーター

hosttypeの情報を変更したい場合は，DeleteHostコマンドで，対象のメインフレームホストを削除して

から，メインフレームホストを登録し直してください。

コマンド実行例：

HiCommandCLI ModifyHost -o "D:\logs\ModifyHost.log" "objectid=HOST.1" 
"hostname=snow"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
An instance of Host
  objectID=HOST.1
  name=snow
  hostID=1
  capacityInKB=0
  hostType=2
  managedBy=2
  sysplexID=RSDPLEX
  statusOfDBUpdating=-1

A.10 メインフレームホストの削除
Device Manager サーバに登録済みのメインフレームホストを削除するには，DeleteHostコマン

ドを実行します。

重要 メインフレームホストを削除すると，Device Manager に登録されている Mainframe Agent の登録情報が
削除され，GUI 上に表示されているメインフレームボリュームの情報およびストレージシステムの論理 DKC シ
リアル番号が表示されなくなります。

コマンド実行例：

HiCommandCLI DeleteHost -o "D:\logs\DeleteHost.log" "objectid=HOST.1"

コマンド実行結果　出力例：

RESPONSE:
(Command completed; no data returned)
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B
ストレージシステムの情報を取得するコマ

ンドの出力形式

ストレージシステムの情報を取得するコマンド（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または GetVStorageArray）の実行結果を CSV
形式または XML 形式で出力するための手順について説明します。

r B.1 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果を CSV 形式で出力する

r B.2 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果を XML 形式で出力する

r B.3 XML 形式での出力結果に使用する DTD
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B.1 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行
結果を CSV 形式で出力する

ストレージシステムの情報を取得するコマンド（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または GetVStorageArray）の実行結果を CSV
形式で出力するには，オプション-f（または--format）に csvを指定します。

注意 GetStorageArrayコマンドのパラメーター subtargetに LogSettingsを指定した場合，CSV 形式で
の出力はできません。

ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果を CSV 形式で出力するには：

1. オプション-f（または--format）に csvを指定してコマンドを実行します。csvは小文字で

指定します。

実行結果は標準出力に出力されます。実行結果をファイルに出力したい場合は，オプション-o
（または--output）を組み合わせて指定するか，ファイルへのリダイレクションを指定してく

ださい。

コマンドの実行結果が CSV 形式で出力されます。

関連項目

• 3.1 コマンド構文

• 4.1.42 GetStorageArray

• B.1.1 GetStorageArray または GetVStorageArray コマンドの実行結果を CSV 形式で出力す

るときに指定できないパラメーター

• B.1.2 CSV 形式での実行結果（GetStorageArray）

B.1.1 GetStorageArray または GetVStorageArray コマンドの実行結果を
CSV 形式で出力するときに指定できないパラメーター

GetStorageArrayまたは GetVStorageArrayコマンドの実行結果を CSV 形式で出力する場

合，オプション-f（または--format）と同時に指定できないパラメーターがあります。

同時に指定できないパラメーターを次の表に示します。

表 B-1 CSV 出力のときに GetStorageArray または GetVStorageArray コマンドで指定できないパ
ラメーター

subtarget パラメーターの値 同時に指定できないパラメーター

ArrayGroup • arraygroupsubinfo
• lusubinfo

HostStorageDomain hsdsubinfo
LDEV ldevsubinfo
LogicalUnit • lusubinfo

• ldevsubinfo
• pathsubinfo

MFReplicationInfo mfreplicationsubinfo
Path pathsubinfo
Pool • poolsubinfo

• arraygroupsubinfo
Port portsubinfo
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subtarget パラメーターの値 同時に指定できないパラメーター

PortController controllersubinfo
PResourcePartitionUnit prpusubinfo
ReplicationInfo replicationsubinfo
SnapshotGroup snapshotgrpsubinfo

VResourcePartitionUnit※ vrpusubinfo※

注※

GetVStorageArrayコマンドの実行時にも指定できません。

関連項目

• 4.1.43 GetStorageArray のパラメーターの使い方

B.1.2 CSV 形式での実行結果（GetStorageArray）
GetStorageArrayコマンドの実行結果を例に，CSV 形式での実行結果を示します。

"StorageArray.attr-name","StorageArray.attr-name" ... [CRLF]
"attr-value","attr-value" ... [CRLF]
         :
         : 
"attr-value","attr-value" ... [CRLF]
[EOF]

（凡例）

StorageArray.attr-name：項目名

attr-value：値

[CRLF]：改行コードを表す制御記号

[EOF]：ファイルの終端コードを表す制御記号

実行結果のエンコーディングは，UTF-8 です。実行結果を表計算ソフトウェアなどのアプリケー

ションで使用する場合は，そのアプリケーションが対応できるエンコーディングに変換する必要が

あります。

1 行目

項目名および改行コードが出力されます。項目名は，値がない場合でも出力されます。

2 行目以降

値および改行コードが出力されます。 終行のあとには，ファイルの終端コードが出力されま

す。

重要

• 実行結果の項目は，Device Manager CLI コマンドで指定したパラメーターによって異なります。

• Device Manager CLI のバージョンが異なる場合，コマンドに指定したパラメーターが同じときでも，実行

結果に出力される項目の順序および数の互換性はありません。
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B.2 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行
結果を XML 形式で出力する

ストレージシステムの情報を取得するコマンド（GetStorageArray，
GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または GetVStorageArray）の実行結果を XML
形式で出力するには，オプション-f（または--format）に xmlを指定します。

ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果を XML 形式で出力するには：

1. オプション-f（または--format）に xmlを指定してコマンドを実行します。xmlは小文字で

指定します。

実行結果は標準出力に出力されます。実行結果をファイルに出力したい場合は，オプション-o
（または--output）を組み合わせて指定するか，ファイルへのリダイレクションを指定してく

ださい。

コマンドの実行結果が XML 形式で出力されます。

関連項目

• 4.1.42 GetStorageArray

• 8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）

• B.2.1 XML 形式での実行結果（GetStorageArray）

B.2.1 XML 形式での実行結果（GetStorageArray）
GetStorageArrayコマンドの実行結果を例に，XML 形式での実行結果を示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>[CRLF]
<!DOCTYPE DvMCLIResult SYSTEM "CLI-DTD-URL.dtd">[CRLF]
<DvMCLIResult version="version"><CommandResult command="GetStorageArray">
<StorageArray attr-name="attr-value" attr-name="attr-value" ... >
</StorageArray> ... </CommandResult></DvMCLIResult>

（凡例）

attr-name：項目名

attr-value：値

[CRLF]：改行コードを表す制御記号

XML 形式で実行結果を出力する場合，XML 宣言，DOCTYPE 宣言および XML 要素が出力されま

す。

1 行目

XML 宣言および改行コードが出力されます。

Device Manager CLI では，W3C が勧告した XML1.0 の仕様に従って，UTF-8 のエンコーディ

ングで実行結果が出力されます。

2 行目

DOCTYPE 宣言および改行コードが出力されます。

DOCTYPE 宣言では，プロパティファイルで指定した DTD（Document Type Definition）の

URI（Uniform Resource Identifier）が出力されます。

実行結果に DOCTYPE 宣言およびその直後の改行コードを出力する場合は，プロパティファ

イルで DTD を指定する必要があります。

3 行目

XML 要素が出力されます。
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DvMCLIResultは，XML 形式出力のルート要素です。Device Manager CLI の実行結果を表

します。DvMCLIResultの属性 versionに Device Manager CLI のバージョンが出力され

ます。

CommandResultは，Device Manager CLI コマンドの実行結果を表します。

関連項目

• 8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）

• B.3 XML 形式での出力結果に使用する DTD

B.3 XML 形式での出力結果に使用する DTD
XML 形式で出力した実行結果で使用する DTD について説明します。ストレージシステムの情報

を取得するコマンド（GetStorageArray，GetStorageArrayFromStorageSupervisor，また

は GetVStorageArray）は，実行結果を XML 形式で出力できます。このとき，あらかじめ作成し

た DTD ファイルをプロパティファイルで指定しておくと，コマンド実行結果の DOCTYPE 宣言に

DTD ファイルのパスが出力されます。コマンドラインからは，DTD ファイルを指定できません。

XML 形式で出力した実行結果で使用する DTD について説明します。ストレージシステムの情報

を取得するコマンド（GetStorageArray，GetStorageArrayFromStorageSupervisor，または

GetVStorageArray コマンド）は，実行結果を XML 形式で出力できます。このとき，

XML 形式での出力結果に使用する DTD は次のとおりです。

<!ELEMENT DvMCLIResult (CommandResult)>
<!ELEMENT CommandResult (StorageArray)*>
<!ELEMENT CommandResult (VStorageArray)*>
<!ELEMENT CommandResult (StorageArrayFromStorageSupervisor)*>
<!ELEMENT StorageArray (ArrayGroup | CommParameters | Component | 
HostStorageDomain | LDEV | LogicalDKC | LogicalUnit | Path | PDEV | Pool 
| Port | PortController | PResourcePartitionUnit | ReplicationInfo | 
MFReplicationInfo | SnapshotGroup | ExternalStorage | TieringPolicy | 
VResourcePartitionUnit | QuorumDisk | LogSettings)*>
<!ELEMENT VStorageArray (VResourcePartitionUnit)*>
<!ELEMENT ArrayGroup (FreeSpace | LogicalUnit | PDEV | 
RelatedDistributedArrayGroup | ExternalPathInfo)*>
<!ELEMENT HostStorageDomain (FreeLUN | Path | WWN | ISCSIName | 
VHostStorageDomain)*>
<!ELEMENT LDEV (VolumeConnection | ObjectLabel | VLDEV)*>
<!ELEMENT LogicalUnit (LDEV | Path | SnapshotSummary | 
VolumeConnection)*>
<!ELEMENT MFReplicationInfo (LDEV)*>
<!ELEMENT Path (HostInfo | WWN | ISCSIName)*>
<!ELEMENT Pool (LDEV | LogicalUnit | PairedPool | ReplicationInfo | 
MFReplicationInfo | ArrayGroup | PoolTier)*>
<!ELEMENT Port (HostStorageDomain | WWN | ISCSIName | VPort | 
LoggedInWWN)*>
<!ELEMENT PortController (IPAddress | PairedPortController)*>
<!ELEMENT PResourcePartitionUnit (PArrayGroup | PHostStorageDomain | 
PLDEV | PPort)*>
<!ELEMENT SnapshotGroup (ReplicationInfo)*>
<!ELEMENT ReplicationInfo (LogicalUnit)*>
<!ELEMENT VResourcePartitionUnit (VPort | VHostStorageDomain | VLDEV)*>
<!ELEMENT CommParameters EMPTY>
<!ELEMENT Component EMPTY>
<!ELEMENT FreeLUN EMPTY>
<!ELEMENT FreeSpace EMPTY>
<!ELEMENT HostInfo EMPTY>
<!ELEMENT IPAddress EMPTY>
<!ELEMENT ISCSIName EMPTY>
<!ELEMENT LoggedInWWN EMPTY>
<!ELEMENT LogicalDKC EMPTY>
<!ELEMENT PairedPool EMPTY>
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<!ELEMENT PairedPortController EMPTY>
<!ELEMENT PDEV EMPTY>
<!ELEMENT SnapshotSummary EMPTY>
<!ELEMENT VolumeConnection EMPTY>
<!ELEMENT WWN EMPTY>
<!ELEMENT ObjectLabel EMPTY>
<!ELEMENT RelatedDistributedArrayGroup EMPTY>
<!ELEMENT ExternalPathInfo EMPTY>
<!ELEMENT ExternalStorage EMPTY>
<!ELEMENT TieringPolicy EMPTY>
<!ELEMENT VHostStorageDomain EMPTY>
<!ELEMENT VLDEV EMPTY>
<!ELEMENT VPort EMPTY>
<!ELEMENT PArrayGroup EMPTY>
<!ELEMENT PHostStorageDomain EMPTY>
<!ELEMENT PLDEV EMPTY>
<!ELEMENT PPort EMPTY>
<!ELEMENT QuorumDisk EMPTY>
<!ELEMENT StorageSupervisor (ManagedStorageArray)*>
<!ELEMENT ManagedStorageArray EMPTY>
<!ELEMENT LogSettings (SyslogSettings | FTPSettings | SNMPSettings)+>
<!ELEMENT SyslogSettings EMPTY>
<!ELEMENT FTPSettings EMPTY>
<!ELEMENT SNMPSettings (SNMPTrapSecuritySettings)*>
<!ELEMENT SNMPTrapSecuritySettings EMPTY>

<!ATTLIST DvMCLIResult version CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST CommandResult command CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST StorageArray objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray description CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray serialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray arrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray arrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray microcodeVersion CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray agentVersion CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray productName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray controllerVersion CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfControllers CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray capacityInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray cacheInMB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray sharedMemoryInMB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfSpareDrives CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray freeCapacityInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray allocatedCapacityInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray hihsmCapacityInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray onDemandCapacityInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray totalFreeSpaceInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray largestFreeSpaceInGB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray capacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray freeCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray allocatedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray hihsmCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray onDemandCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray totalFreeSpaceInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray largestFreeSpaceInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray multipathSupport CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray securityStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray sequenceNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray displayArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray displayArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfAllocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfUnallocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray slprStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST StorageArray imTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray imAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray imFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray imHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray imOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray mfTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray mfHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray mfOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray mfAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray mfUnallocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfOpenAllocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfOpenUnallocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfImAllocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfImUnallocatedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfMfLDEVs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfAllocatedMfLDEVs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfUnallocatedMfLDEVs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray productCode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray lastRefreshed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray autoFormatLU CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray statusOfDBInconsistency CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray configUpdateStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openAllocatedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openUnallocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openUnallocatedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openReservedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray openReservedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfReservedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfOpenReservedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray numberOfImReservedLUs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray distributedMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray clprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageArray nasModule CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST ArrayGroup objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup number CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup raidType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup emulation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup diskSize CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup diskSizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup formFactor CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup controllerID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup totalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup allocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup freeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup hiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup onDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup totalFreeSpace CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup largestFreeSpace CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup substance CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup slprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup clprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup cuInfo CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup imTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup imAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup imFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup imHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup imOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup mfTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup mfHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup mfOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup mfAllocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup mfUnallocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST ArrayGroup openAllocatedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openUnallocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openUnallocatedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openReservedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup openReservedActualCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup type CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup volumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup encrypted CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup protectionLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup dpPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup copybackMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup acceleratedCompression CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup virtualizationSpaceUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ArrayGroup basicUsableCapacity CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST CommParameters userID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters ipAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters ipAddress2 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters protocol CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters portNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters hostName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST CommParameters hostName2 CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST Component name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Component value CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Component description CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST FreeLUN lun CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST FreeSpace objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FreeSpace sizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FreeSpace cylinders CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FreeSpace fsControlIndex CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST HostInfo objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo arrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo serialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo ipAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo ipv6Address CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo mountPoint CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo portName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo domainID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo scsiID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo lun CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo displayDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo osScsiBus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo osScsiID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo osLun CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo portWWN CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo fileSystemType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo fileSystemName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo sizeInMB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo percentUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo lastUpdated CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostInfo portISCSIName CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST HostStorageDomain objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain portName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain domainID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain hostMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain hostMode2 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain hostModeOption CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain nickname CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain domainType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain iSCSIName CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST HostStorageDomain platform CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain middleware CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain alternatePath CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain failover CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain additionalParameter CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST HostStorageDomain aluaPathPriority CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST IPAddress ipAddress CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST ISCSIName iSCSIName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ISCSIName nickname CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST LDEV objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV emulation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV cylinders CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV isComposite CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV sizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV lba CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV raidType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV substance CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV volumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV slotSizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV arrayGroup CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV arrayGroupName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV path CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV onDemandDevice CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV devType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV isStandardLDEV CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV guardMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV slprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV clprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV cacheResidencyMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV stripeSizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV volumeKind CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV consumedSizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV mfTrueCopyVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV mfShadowImageVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV mfUniversalReplicatorVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV mfUniversalReplicatorPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dpPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV threshold CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV systemDisk CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV encrypted CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dpTier0ConsumedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dpTier1ConsumedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dpTier2ConsumedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV tieringPolicy CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV tierRelocation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV externalTierRank CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV newPageAssignmentTier CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV relocationPriority CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV fullAllocation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV reservedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV conglomerateLUNDevice CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV aluaEnabled CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV ddmDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV t10pi CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV virtualizationSpaceUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dkcCompression CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV deduplication CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LDEV dsdVol CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST LoggedInWWN WWN CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST LogicalDKC mfLogicalSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalDKC logicalDKCNumber CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST LogicalUnit objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit emulation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit devCount CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit devType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit capacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit numberOfLBAs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit path CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit commandDevice CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit commandDeviceEx CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit commandDeviceSecurity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit commandDeviceAuth CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit deviceGroupDefinition CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit arrayGroup CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit arrayGroupName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit raidType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit currentPortController CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit defaultPortController CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit isComposite CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit trueCopyVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit shadowImageVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit quickShadowVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit universalReplicatorVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit globalActiveDeviceVolumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit sysVolFlag CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit externalVolume CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit differentialManagement CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit quickShadowPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit universalReplicatorPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit dpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit consumedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit dpPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit threshold CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit tcaPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit dpPoolVolControlFlag CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit managementAreaPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit externalTierRank CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST LogicalUnit nasType CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PairedPool muNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PairedPool pairedArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PairedPool pairedSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PairedPool pairedPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PairedPool ctGrp CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PairedPortController pairedObjectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PairedPortController name CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST Path objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path displayDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path portName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path domainID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path scsiID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path LUN CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Path wwnSecurityValidity CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PDEV objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV arrayGroup CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV arrayGroupName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV capacityInKB CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST PDEV row CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV column CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV denseNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV densePosition CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV depth CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV role CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV vendor CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV model CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV firmwareVersion CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV dkuType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV rpm CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV formFactor CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV pdevid CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV diskModelSize CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV encrypted CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV fdChipType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PDEV diskSerialNumber CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST Pool objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool poolFunction CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool poolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool encrypted CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool controllerID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool poolType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool threshold CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool threshold2 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool threshold2Mode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool capacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool freeCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool usageRate CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool numberOfPoolVols CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool numberOfVVols CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool capacityOfVVolsInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool clprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool raidLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool combination CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool volAlertNotice CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool overProvisioningPercent CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool overProvisioningWarning CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool overProvisioningLimit CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool overProvisioningLimitEnforcement CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool rpm CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool tierControl CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool autoMigration CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool migrationInterval CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool monitorStartTime CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool monitorEndTime CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool monitoringMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool externalMixCompatible CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool monitorSideState CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool monitoringState CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool lastMonitorStartDate CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool lastMonitorEndDate CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool relocationState CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool relocationProgress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool relocationSpeed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool numberOfTiers CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool thresholdRepDepAlert CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool thresholdRepDataReleased CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool userUsedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool repDataCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool repManageCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool numberOfDpVols CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool capacityOfDpVolsInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool protectDpVolOnFullPool CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool protectDpVolOnBlockedPoolVol CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool numberOfSnapshotPairs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool reservedCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST Pool realTimeRelocation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool ddmAttribute CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool basicUsableCapacityTotal CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool basicUsableCapacityUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool basicUsableFMCCapacityTotal CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool basicUsableFMCCapacityUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool fmcCapacityTotal CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool fmcCapacityUsed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Pool deduplication CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PoolTier objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier tierID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier capacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier freeCapacityInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier usageRate CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier raidLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier combination CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier rpm CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier substance CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier bufSpaceForNewPageAssignment CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PoolTier bufSpaceForTierRelocation CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST Port objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port portType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port fibreAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port topology CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port lunSecurityEnabled CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port controllerID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port portOption CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port worldWidePortName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port channelSpeed CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port portRole CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port slprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port ipAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port subnetMask CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port gateway CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port ipv6SettingMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port linklocalSettingMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port linklocalAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port linklocalAddressStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port globalSettingMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port globalAddress1 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port globalAddress1Status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port globalAddress2 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port globalAddress2Status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port subnetPrefixLength CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port gatewayForIPv6 CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port currentGatewayAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port gatewayAddressStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port portNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port keepAliveTime CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port mtu CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port vlanSettingMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port vlanID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port windowScale CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port selectiveACK CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port delayedACK CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port windowSize CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port iSCSIInitiatorName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST Port t10piMode CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PortController objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController cluster CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController card CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController controllerID CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST PortController displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController mode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PortController type CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST ReplicationInfo objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pairName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo displayPvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolObjectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo displaySvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolObjectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo replicationFunction CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo fenceLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo muNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo copyTrackSize CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo splitTime CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo remotePathGroupID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolMngAreaPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolMngAreaPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo snapshotGroupID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo confPvolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo confPvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo confSvolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo confSvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo quorumDiskID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo pvolIOMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo svolIOMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo ctgID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo deltaStatus CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ReplicationInfo snapshotMode CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VolumeConnection objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection mappedArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection mappedSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection mappedDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection displayMappedDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection externalArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection externalSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection externalDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection displayExternalDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection externalVolumeName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection productName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VolumeConnection vendor CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST SnapshotSummary poolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotSummary managementAreaPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotSummary numberOfPairs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotSummary numberOfVVols CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotSummary cascadable CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST WWN WWN CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST WWN nickname CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST ObjectLabel targetID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ObjectLabel label CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup number CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup displayName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup raidType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup emulation CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup diskType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup diskSize CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup diskSizeInKB CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup formFactor CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup controllerID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup totalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup allocatedCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup freeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup hiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup onDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup totalFreeSpace CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup largestFreeSpace CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup substance CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup slprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup clprNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup cuInfo CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openAllocatedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openOnDemandCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup imTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup imAllocatedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup imFreeCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup imHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup imOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup mfTotalCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup mfHiHsmCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup mfOnDemandCapacity CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup mfAllocatedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup mfUnallocatedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openAllocatedActualCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openUnallocatedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openUnallocatedActualCapacity 
CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openReservedCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup openReservedActualCapacity CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup type CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup volumeType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup encrypted CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup protectionLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup dpPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup resourcePartitionUnitID CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup copybackMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup acceleratedCompression CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup virtualizationSpaceUsed CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST RelatedDistributedArrayGroup basicUsableCapacity CDATA 
#IMPLIED>

<!ATTLIST ExternalPathInfo objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalWWN CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalLun CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo pathGroupID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo priority CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalPathType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalIPAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalTcpPortNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalPathInfo externalISCSITargetName CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST ExternalStorage numOfExternalVolume CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ExternalStorage externalCapacityInKB CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST MFReplicationInfo objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo pvolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo pvolArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo pvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo displayPvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo pvolObjectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo pvolPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo svolSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo svolArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo svolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo displaySvolDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo svolObjectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo svolPoolID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo replicationFunction CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo fenceLevel CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo status CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo muNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo ctgID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST MFReplicationInfo mfCtgID CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST TieringPolicy objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy policyID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy policyName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy allocationThresholdT1Max CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy allocationThresholdT1Min CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy allocationThresholdT3Max CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy allocationThresholdT3Min CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST TieringPolicy numberOfVVols CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VStorageArray objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray vArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray vArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray vSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray vDisplayArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VStorageArray vDisplayArrayFamily CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VResourcePartitionUnit objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit arrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit serialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit vArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit vArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit vSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit virtualStorageMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit onDataMigration CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit vDisplayArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit vDisplayArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit numberOfVPorts CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit numberOfVHostStorageDomains CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST VResourcePartitionUnit numberOfVLDEVs CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VPort objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vPortID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vPortName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vWWPortName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VPort vFibreAddress CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VHostStorageDomain objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain domainID CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST VHostStorageDomain vArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain vArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain vSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain vPortID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VHostStorageDomain vDomainID CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST VLDEV objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vArrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vDevNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vEmulation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vSSID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vLUSE CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV vCVS CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV operationMode CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST VLDEV hasSubstance CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST SnapshotGroup objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup arrayType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup serialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup groupID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup groupName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup replicationFunction CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup ctGrp CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup numberOfPairs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup numberOfVVols CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SnapshotGroup cascadable CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PResourcePartitionUnit objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit name CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit resourcePartitionUnitID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit numberOfPArrayGroups CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit numberOfPHostStorageDomains CDATA 
#IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit numberOfPLDEVs CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PResourcePartitionUnit numberOfPPorts CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PArrayGroup objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PArrayGroup chassis CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PArrayGroup number CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PHostStorageDomain objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PHostStorageDomain portID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PHostStorageDomain domainID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PHostStorageDomain hasSubstance CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PLDEV objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PLDEV devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PLDEV hasSubstance CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST PPort objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST PPort portID CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST QuorumDisk objectID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST QuorumDisk quorumDiskID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST QuorumDisk devNum CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST QuorumDisk pairedArrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST QuorumDisk pairedSerialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST QuorumDisk readResponseGuaranteedTimeWhenBlocked CDATA 
#IMPLIED>

<!ATTLIST StorageSupervisor ipAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageSupervisor arrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST StorageSupervisor portNumber CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST ManagedStorageArray arrayFamily CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ManagedStorageArray serialNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST ManagedStorageArray rmiServerStatus CDATA #IMPLIED>
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<!ATTLIST LogSettings logType CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST SyslogSettings transportType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings primaryServerAvailable CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings primaryServerIpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings primaryServerIpAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings primaryServerPortNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings secondaryServerAvailable CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings secondaryServerIpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings secondaryServerIpAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings secondaryServerPortNumber CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings location CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings timeout CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings retryInterval CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings retryCount CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SyslogSettings detailOutput CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST FTPSettings primaryServerAvailable CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings primaryServerIpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings primaryServerIpAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings primaryServerLoginUserName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings primaryServerOutputDirectory CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings secondaryServerAvailable CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings secondaryServerIpType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings secondaryServerIpAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings secondaryServerLoginUserName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST FTPSettings secondaryServerOutputDirectory CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST SNMPSettings snmpAgent CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPSettings version CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPSettings systemName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPSettings systemContact CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPSettings systemLocation CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPSettings engineID CDATA #IMPLIED>

<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings settingType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings requestsPermittedAll CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings ipType CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings ipAddress CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings communityName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings securityName CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings authentication CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings authenticationProtocol CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings encryption CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST SNMPTrapSecuritySettings encryptionProtocol CDATA #IMPLIED>

関連項目

• 8.8 DTD ファイルを指定するプロパティ（dtd）
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C
global-active device のコピーペアに使用

するボリュームについて

global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件について説明します。

AddConfigFileForReplicationコマンドまたは AddReplicationコマンドの実行時に確認

してください。

r C.1 global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP G1000，G1500，VSP
F1500）

r C.2 global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP Gx00 モデル，VSP
Fx00 モデル）

r C.3 global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP 5000 シリーズ ）
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C.1 global-active device のコピーペアに使用するボ
リュームの条件（VSP G1000，G1500，VSP F1500）

VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以降），VSP G1500，VSP F1500 の

場合，global-active device を使用して，2 台のストレージシステムのボリューム間でコピーペアを

作成できます。

global-active device のコピーペアを管理する場合のボリュームの条件を次に示します。

P-VOL および S-VOL 共通の条件：

• nondisruptive migration の機能を利用したデータ移行中の LDEV でないこと

• P-VOL および S-VOL の LDEV が同じ仮想ストレージマシンに属していること

• 指定する P-VOL および S-VOL の LDEV の情報（ストレージシステムのタイプ，ストレージシ

ステムのシリアル番号，およびデバイス番号）が，ほかの LDEV の仮想情報として登録されて

いないこと

VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-01-4X -XX /XX 以降，80-02-01-XX /XX より前）の

場合

• 仮想ストレージマシンのタイプが VSP G1000，G1500，VSP F1500 であること

• P-VOL または S-VOL の LDEV が属する仮想リソースグループの属性が，次の条件をすべて満

たしていること※

◦ ストレージシステムのタイプと仮想ストレージマシンのタイプが一致

◦ ストレージシステムのシリアル番号と仮想ストレージマシンのシリアル番号が一致

注※

S-VOL が条件を満たしている場合は，P-VOL の仮想 LDEV の情報（仮想 SSID および仮

想 CVS）と S-VOL の LDEV の情報（SSID および CVS）も同じである必要があります。

SSID については各ストレージシステムに対応するマニュアルを参照してください。

• DP ボリュームであること

VSP G1000（マイクロコードのバージョンが 80-02-01-XX /XX 以降），VSP G1500，または VSP
F1500 の場合

• 仮想ストレージマシンのタイプが次のどれかであること

◦ VSP G1000，G1500，VSP F1500

◦ Virtual Storage Platform

◦ Universal Storage Platform V/VM

◦ Hitachi USP

◦ HUS VM※

注※

VSP G1000 の場合，マイクロコードのバージョンが 80-03-3X -XX /XX 以降である必要があ

ります。

• S-VOL の LDEV が属する仮想リソースグループの属性が，次の条件をすべて満たしている場合

は，P-VOL の仮想 LDEV の情報（仮想 SSID および仮想 CVS）と S-VOL の LDEV の情報

（SSID および CVS）も同じである必要があります。SSID については各ストレージシステムに

対応するマニュアルを参照してください。

◦ ストレージシステムのタイプと仮想ストレージマシンのタイプが一致
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◦ ストレージシステムのシリアル番号と仮想ストレージマシンのシリアル番号が一致

• P-VOL と S-VOL のボリュームの種別（DP ボリューム，内部ボリューム，または外部ボリュー

ム）が同じであること

ボリュームの種別を確認するには，「5.20 LDEV インスタンス」を参照してください。

P-VOL の条件：

• 仮想 LDEV の場合，仮想デバイス番号が登録されていること

• 仮想 LDEV の操作モードが 0（通常のボリューム）であること

• TrueCopy Sync，Universal Replicator，または global-active device のペアボリュームでない

こと

S-VOL の条件：

• LDEV に仮想デバイス番号が登録されていないこと

• 仮想 LDEV の操作モードが 32（global-active device の S-VOL 用に予約されているボリュー

ム）であること

• P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が，S-VOL 側で使用されていないこと

例：P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が 100の場合

◦ S-VOL 側にある仮想 LDEV（デバイス番号：100）の仮想デバイス番号が削除されているこ

と

◦ S-VOL 側にあるほかの仮想 LDEV が仮想デバイス番号 100を使用していないこと

関連項目

• 3.12 global-active device に関連するコマンド

• 4.6.1 AddConfigFileForReplication

• 4.6.2 AddReplication

C.2 global-active device のコピーペアに使用するボ
リュームの条件（VSP Gx00 モデル，VSP Fx00 モデル）

VSP Gx00 モデルでマイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降の場合，または，VSP
Fx00 モデルでマイクロコードのバージョンが 83-04-02-XX /XX 以降の場合，global-active device
を使用して，2 台のストレージシステムのボリューム間でコピーペアを作成できます。

VSP E990 の場合，コピーペアを構成するストレージはともに VSP E990 である必要があります。

global-active device のコピーペアを管理する場合のボリュームの条件を次に示します。

P-VOL および S-VOL 共通の条件：

• nondisruptive migration の機能を利用したデータ移行中の LDEV でないこと

• 仮想ストレージマシンのタイプが次のどれかであること

◦ VSP 5000 シリーズ※

◦ VSP G1000，G1500，VSP F1500

◦ VSP Gx00 モデル または VSP Fx00 モデル

◦ Virtual Storage Platform
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◦ Universal Storage Platform V/VM

◦ Hitachi USP

◦ HUS VM

注※

VSP E990 の場合

• P-VOL および S-VOL の LDEV が同じ仮想ストレージマシンに属していること

• S-VOL の LDEV が属する仮想リソースグループの属性が，次の条件をすべて満たしている場合

は，P-VOL の仮想 LDEV の情報（仮想 SSID および仮想 CVS）と S-VOL の LDEV の情報

（SSID および CVS）も同じである必要があります。SSID については各ストレージシステムに

対応するマニュアルを参照してください。

◦ ストレージシステムのタイプと仮想ストレージマシンのタイプが一致

◦ ストレージシステムのシリアル番号と仮想ストレージマシンのシリアル番号が一致

• 指定する P-VOL および S-VOL の LDEV の情報（ストレージシステムのタイプ，ストレージシ

ステムのシリアル番号，およびデバイス番号）が，ほかの LDEV の仮想情報として登録されて

いないこと

• 仮想エミュレーションタイプが OPEN-Vであること

マイクロコードのバージョンが 83-01-2X -XX /XX 以降，83-03-0X -XX /XX より前の場合

• DP ボリュームであること

マイクロコードのバージョンが 83-03-0X -XX /XX 以降の場合

• P-VOL と S-VOL のボリュームの種別（DP ボリューム，内部ボリューム，または外部ボリュー

ム）が同じであること

ボリュームの種別を確認するには，「5.20 LDEV インスタンス」を参照してください。

P-VOL の条件：

• 仮想 LDEV の場合，仮想デバイス番号が登録されていること

• 仮想 LDEV の操作モードが 0（通常のボリューム）であること

• TrueCopy Sync，Universal Replicator，または global-active device のペアボリュームでない

こと

S-VOL の条件：

• LDEV に仮想デバイス番号が登録されていないこと

• 仮想 LDEV の操作モードが 32（global-active device の S-VOL 用に予約されているボリュー

ム）であること

• P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が，S-VOL 側で使用されていないこと

例：P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が 100の場合

◦ S-VOL 側にある仮想 LDEV（デバイス番号：100）の仮想デバイス番号が削除されているこ

と

◦ S-VOL 側にあるほかの仮想 LDEV が仮想デバイス番号 100を使用していないこと

関連項目

• 3.12 global-active device に関連するコマンド

• 4.6.1 AddConfigFileForReplication
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• 4.6.2 AddReplication

C.3 global-active device のコピーペアに使用するボ
リュームの条件（VSP 5000 シリーズ ）

VSP 5000 シリーズの場合，global-active device を使用して，2 台のストレージシステムのボリュー

ム間でコピーペアを作成できます。

global-active device のコピーペアを管理する場合のボリュームの条件を次に示します。

P-VOL および S-VOL 共通の条件：

• nondisruptive migration の機能を利用したデータ移行中の LDEV でないこと

• P-VOL および S-VOL の LDEV が同じ仮想ストレージマシンに属していること

• 指定する P-VOL および S-VOL の LDEV の情報（ストレージシステムのタイプ，ストレージシ

ステムのシリアル番号，およびデバイス番号）が，ほかの LDEV の仮想情報として登録されて

いないこと

• 仮想ストレージマシンのタイプが次のどれかであること

◦ VSP 5000 シリーズ

◦ VSP G1000，G1500，VSP F1500

◦ VSP Gx00 モデル または VSP Fx00 モデル

◦ Virtual Storage Platform

◦ Universal Storage Platform V/VM

◦ Hitachi USP

◦ HUS VM

• S-VOL の LDEV が属する仮想リソースグループの属性が，次の条件をすべて満たしている場合

は，P-VOL の仮想 LDEV の情報（仮想 SSID および仮想 CVS）と S-VOL の LDEV の情報

（SSID および CVS）も同じである必要があります。SSID については各ストレージシステムに

対応するマニュアルを参照してください。

◦ ストレージシステムのタイプと仮想ストレージマシンのタイプが一致

◦ ストレージシステムのシリアル番号と仮想ストレージマシンのシリアル番号が一致

• P-VOL と S-VOL のボリュームの種別（DP ボリューム，内部ボリューム，または外部ボリュー

ム）が同じであること

ボリュームの種別を確認するには，「5.20 LDEV インスタンス」を参照してください。

P-VOL の条件：

• 仮想 LDEV の場合，仮想デバイス番号が登録されていること

• 仮想 LDEV の操作モードが 0（通常のボリューム）であること

• TrueCopy Sync，Universal Replicator，または global-active device のペアボリュームでない

こと

S-VOL の条件：

• LDEV に仮想デバイス番号が登録されていないこと
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• 仮想 LDEV の操作モードが 32（global-active device の S-VOL 用に予約されているボリュー

ム）であること

• P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が，S-VOL 側で使用されていないこと

例：P-VOL の仮想 LDEV の仮想デバイス番号が 100の場合

◦ S-VOL 側にある仮想 LDEV（デバイス番号：100）の仮想デバイス番号が削除されているこ

と

◦ S-VOL 側にあるほかの仮想 LDEV が仮想デバイス番号 100を使用していないこと

関連項目

• 3.12 global-active device に関連するコマンド

• 4.6.1 AddConfigFileForReplication

• 4.6.2 AddReplication
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D
このマニュアルの参考情報

このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

r D.1 関連マニュアル

r D.2 このマニュアルでの表記

r D.3 このマニュアルで使用している略語

r D.4 KB（キロバイト）などの単位表記について
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D.1 関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

• Hitachi Command Suite ユーザーズガイド（3021-9-003）

• Hitachi Command Suite Tiered Storage Manager CLI リファレンスガイド（3021-9-005）

• Hitachi Command Suite インストールガイド（3021-9-006）

• Hitachi Command Suite システム構成ガイド（3021-9-008）

• Hitachi Command Suite メッセージ（3021-9-011）

• Hitachi Command Suite Mainframe Agent ユーザーズガイド（3021-9-012）

• Hitachi Business Continuity Manager ユーザーズガイド

• Nondisruptive Migration ユーザガイド

D.2 このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。

表記 製品名

BR150 BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR150

BR1600 エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600

BR1600E エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600E

BR1600S エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600S

BR1600 シリーズ エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600 シリーズ

BR1650E エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650E

BR1650S エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650S

BR1650 シリーズ エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650 シリーズ

BR50 BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR50

Copy-on-Write Snapshot 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Copy-on-Write Snapshot
• Copy-on-write Snapshot

Dynamic Provisioning 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Dynamic Provisioning Software
• Hitachi Dynamic Tiering Software

Hitachi AMS 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage シリーズ

• Hitachi Tape Modular Storage シリーズ

• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR150

Hitachi AMS/WMS 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage シリーズ

• Hitachi Tape Modular Storage シリーズ

• Hitachi Workgroup Modular Storage シリーズ

• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR150
• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR50

Hitachi AMS 1000 Hitachi Adaptable Modular Storage 1000

Hitachi AMS 200 Hitachi Adaptable Modular Storage 200

Hitachi AMS2000 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2000 シリーズ

• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600 シリーズ
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表記 製品名

Hitachi AMS2000/AMS/WMS 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2000 シリーズ

• Hitachi Adaptable Modular Storage シリーズ

• Hitachi Tape Modular Storage シリーズ

• Hitachi Workgroup Modular Storage シリーズ

• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR150
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600 シリーズ

• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR50

Hitachi AMS2010 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2010
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600S

Hitachi AMS2100 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2100
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600E

Hitachi AMS2100/2300/2500 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2100
• Hitachi Adaptable Modular Storage 2300
• Hitachi Adaptable Modular Storage 2500
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1600E

Hitachi AMS2300/2500 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2300
• Hitachi Adaptable Modular Storage 2500

Hitachi AMS2500 Hitachi Adaptable Modular Storage 2500

Hitachi NSC Hitachi Network Storage Controller

Hitachi SMS Hitachi Simple Modular Storage シリーズ

Hitachi TMS Hitachi Tape Modular Storage シリーズ

Hitachi USP 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Universal Storage Platform
• Hitachi Network Storage Controller
• Hitachi Universal Storage Platform H12000
• Hitachi Universal Storage Platform H10000

Hitachi WMS 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Workgroup Modular Storage シリーズ

• BladeSymphony 専用エントリークラスディスクアレイ装置 BR50

Hitachi WMS 100 Hitachi Workgroup Modular Storage 100

HUS100 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Unified Storage 150
• Hitachi Unified Storage 130
• Hitachi Unified Storage 110
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650 シリーズ

HUS110 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Unified Storage 110
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650S

HUS130 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Unified Storage 130
• エントリークラスディスクアレイ装置 BR1650E

HUS150 Hitachi Unified Storage 150

HUS VM Hitachi Unified Storage VM

Linux 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。
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表記 製品名

• Oracle Linux ®

• Red Hat Enterprise Linux ®

• SUSE Linux ®  Enterprise Server

NAS Platform 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi NAS Platform
• NAS Platform

nondisruptive migration 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• nondisruptive migration
• Online Migration

ShadowImage 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Business Copy
• Business Copy XP
• Hitachi Open Multiple RAID Coupling Feature
• Hitachi ShadowImage for Mainframe
• ShadowImage
• ShadowImage in-system replication

Storage Navigator Modular 2 Hitachi Storage Navigator Modular 2

Thin Image Hitachi Thin Image

TrueCopy 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Continuous Access Asynchronous
• Continuous Access Synchronous
• Continuous Access XP Asynchronous
• Continuous Access XP Synchronous
• Hitachi Open Remote Copy
• Hitachi Open Remote Copy Asynchronous
• Hitachi TrueCopy Asynchronous for Mainframe
• Hitachi TrueCopy for Mainframe
• TrueCopy
• TrueCopy Asynchronous
• TrueCopy Extended Distance
• TrueCopy remote replication

TrueCopy Async 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Continuous Access Asynchronous
• Continuous Access XP Asynchronous
• Hitachi Open Remote Copy Asynchronous
• Hitachi TrueCopy Asynchronous for Mainframe
• TrueCopy Asynchronous
• TrueCopy Extended Distance

TrueCopy Sync 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Continuous Access Synchronous
• Continuous Access XP Synchronous
• Hitachi Open Remote Copy
• Hitachi TrueCopy for Mainframe
• TrueCopy
• TrueCopy remote replication

Universal Replicator 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Continuous Access Journal
• Continuous Access XP Journal
• Hitachi Universal Replicator for Mainframe
• Universal Replicator

Universal Storage Platform V 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Universal Storage Platform V
• Hitachi Universal Storage Platform H24000
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表記 製品名

Universal Storage Platform
V/VM

次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Universal Storage Platform V
• Hitachi Universal Storage Platform VM
• Hitachi Universal Storage Platform H24000
• Hitachi Universal Storage Platform H20000

Universal Storage Platform VM 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Universal Storage Platform VM
• Hitachi Universal Storage Platform H20000

Virtual Storage Platform 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Virtual Storage Platform
• Hitachi Virtual Storage Platform VP9500

VAAI VMware vSphere ®  APIs for Array Integration

vMA VMware vSphere ®  Management Assistant

VMware VMware ®

VMware ESXi VMware vSphere ®  ESXi ™

VMware vCenter Server VMware vCenter Server ™

Volume Migration 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Volume Migration
• Cruise Control
• Hitachi Internal Hierarchical Storage Management

VSP 5000 シリーズ 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Virtual Storage Platform 5100
• Hitachi Virtual Storage Platform 5500
• Hitachi Virtual Storage Platform 5100H
• Hitachi Virtual Storage Platform 5500H

VSP E990 Hitachi Virtual Storage Platform E990

VSP F1500 Hitachi Virtual Storage Platform F1500

VSP Fx00 モデル 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Virtual Storage Platform F350
• Hitachi Virtual Storage Platform F370
• Hitachi Virtual Storage Platform F400
• Hitachi Virtual Storage Platform F600
• Hitachi Virtual Storage Platform F700
• Hitachi Virtual Storage Platform F800
• Hitachi Virtual Storage Platform F900

VSP G1000 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Virtual Storage Platform G1000
• Hitachi Virtual Storage Platform VX7

VSP G1500 Hitachi Virtual Storage Platform G1500

VSP Gx00 モデル 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Hitachi Virtual Storage Platform G100
• Hitachi Virtual Storage Platform G130
• Hitachi Virtual Storage Platform G150
• Hitachi Virtual Storage Platform G200
• Hitachi Virtual Storage Platform G350
• Hitachi Virtual Storage Platform G370
• Hitachi Virtual Storage Platform G400
• Hitachi Virtual Storage Platform G600
• Hitachi Virtual Storage Platform G700
• Hitachi Virtual Storage Platform G800
• Hitachi Virtual Storage Platform G900
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表記 製品名

エンタープライズクラスストレー

ジ

次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• VSP 5000 シリーズ

• VSP G1000
• VSP G1500
• VSP F1500
• Virtual Storage Platform
• Universal Storage Platform V/VM
• Hitachi USP

ミッドレンジストレージ 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• HUS100
• Hitachi AMS2000
• Hitachi SMS
• Hitachi AMS/WMS

D.3 このマニュアルで使用している略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

英略語 英字での表記

ALU Administrative Logical Unit

ALUA Asymmetric Logical Unit Access

API Application Programming Interface

ASL Array Support Library

CLI Command Line Interface

CLPR Cache Logical PaRtition

CPU Central Processing Unit

CVS Custom Volume Size

DEVN DEVice Number

DKA DisK Adapter

DKB DisK Blade

DKC DisK Controller

DMP Dynamic MultiPathing

DP Dynamic Provisioning

DST Daylight Saving Time

DTD Document Type Definition

FC Fibre Channel

FCoE Fibre Channel over Ethernet

FMC Flash Memory Compressed

FMD Flash Module Drive

GUI Graphical User Interface

HBA Host Bus Adapter

HDP Hitachi Dynamic Provisioning

HDT Hitachi Dynamic Tiering

HDU Hard Disk Unit

HORCM Hitachi Open Remote Copy Manager
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英略語 英字での表記

HTML HyperText Markup Language

HTTP HyperText Transfer Protocol

HTTPS HyperText Transfer Protocol Secure

ID IDentifier

IOPH Input Output Per Hour

IP Internet Protocol

JDK Java Development Kit

JRE Java Runtime Environment

JSSE Java Secure Socket Extension

JWS Java Web Start

LBA Logical Block Addressing

LDEV Logical DEVice

LU Logical Unit

LUN Logical Unit Number

LUSE Logical Unit Size Expansion

MCU Main Control Unit

MLC Multiple Level Cell

MPIO Multipath I/O

OS Operating System

P-VOL Primary VOLume

PDEV Physical DEVice

RAID Redundant Array of Independent Disks

RCU Remote Control Unit

S-VOL Secondary VOLume

SAN Storage Area Network

SCSI Small Computer System Interface

SIM Service Information Message

SLC Single Level Cell

SLPR Storage Logical PaRtition

SLU Subsidiary Logical Unit

SMI-S Storage Management Initiative - Specification

SNMP Simple Network Management Protocol

SSID Storage System ID

SSL Secure Sockets Layer

TLS Transport Layer Security

UAC User Account Control

URI Uniform Resource Identifier

URL Uniform Resource Locator

VOLSER VOLume SERial number

VVol vSphere Virtual Volume

VxVM VERITAS Volume Manager

WWN World Wide Name

XML eXtensible Markup Language
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D.4 KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）は，それぞれ

1KiB（キビバイト），1MiB（メビバイト），1GiB（ギビバイト），1TiB（テビバイト）と読み替え

てください。

1KiB，1MiB，1GiB，1TiB は，それぞれ 1,024 バイト，1,024KiB，1,024MiB，1,024GiB です。
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Device Manager CLI
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オプション 37
基本ヘルプ 40
コマンド一覧 40
コマンド構文 36
コマンドヘルプ 40
実行環境について 28
障害対策 584
障害に対処する 584
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パラメーター 37
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Device Manager CLI のコマンド

IOPH プロパゲーションのコマンド 452
LUN のコマンド 343
Universal Replicator の性能分析のコマンド 446
サーバ管理のコマンド 393
ストレージシステム管理のコマンド 74
ホスト管理のコマンド 357
レプリケーションのコマンド 400
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GetServerInfo 398
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GetArrayReservation 194
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GetHost 366
GetHostInfo 375
GetLogicalGroup 341
GetPoolShrinkStatus 194
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GetReplicationPerformanceData 448
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451
GetReplicationStatus 438
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GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup) 205
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GetStorageArray (subtarget=PortController) 246
GetStorageArray
(subtarget=PResourcePartitionUnit) 248
GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk) 251
GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo) 252
GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup) 256
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy) 259
GetStorageArray
(subtarget=VResourcePartitionUnit) 260
GetStorageArray (subtarget の指定なし) 203
GetStorageArrayFromStorageSupervisor 263
GetTieredPoolStatus 264
GetURLLink 399
GetVirtualizationServer 376
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GetVStorageArray 266
GetZeroPageReclaimStatus 268
global-active device
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AddQuorumDiskID 139
AddReplication 412
CancelVLDEVReservation 165
DeleteQuorumDiskID 181
DeleteReplication 431
GetReplicationStatus 438
GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk) 251
global-active device に関連するコマンド 67
ModifyLDEVForALUA 276
ModifyReplication 440
ReserveVLDEV 334
コンシステンシーグループ ID 419, 441

global-active device のコピーペアに使用するボリュー

ムについて 615
global-active device のコピーペアに使用するボリュー

ムの条件（VSP 5000 シリーズ ） 619
global-active device のコピーペアに使用するボリュー

ムの条件（VSP G1000，G1500，VSP F1500） 616
global-active device のコピーペアに使用するボリュー

ムの条件（VSP Gx00 モデル） 617
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HDP プール

AddPool 122
DeletePool 179
GetPoolShrinkStatus 194
GetStorageArray (subtarget=Pool) 237
ModifyPool 280
ShrinkPool 337

HDP ボリューム

AddVirtualVolume 151
DeleteVirtualVolume 184
GetZeroPageReclaimStatus 268
ModifyVirtualVolume 316
RunZeroPageReclaim 336

HDT プール
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AddTieredPoolOperation 148
AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーション

の場合） 457
DeletePool 179
GetPoolShrinkStatus 194
GetStorageArray (subtarget=Pool) 237
GetTieredPoolStatus 264
ModifyPool 280
ShrinkPool 337

HDT ボリューム

AddVirtualVolume 151
DeleteVirtualVolume 184
ExportMonitoringData 458
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy) 259
GetZeroPageReclaimStatus 268
ImportMonitoringData 461
ModifyTieringPolicy 314
ModifyVirtualVolume 316
RunZeroPageReclaim 336

HDVM_CLI_MEM_SIZE 31
HiCommandCLI.bat 39
HiCommandCLI.diaglevel 579
HiCommandCLI.logfile 579
HiCommandCLI.serverurl 580
HiCommandCLI.sh 39
HiCommandCLI.tracefile 580
Host Data Collector 363
HostInfo

AddHostInfo 359
DeleteHostInfo 366
GetHostInfo 375
ModifyHostInfo 386

HostInfo インスタンス 484
HostScan 378
HostStorageDomain インスタンス 485
Host インスタンス 482

I
import.properties 571
ImportHosts 380, 570
ImportHosts コマンドの使用方法 571
ImportMonitoringData 461
IOPH プロパゲーション 453

AddTieredPoolOperation 457
ExportMonitoringData 458
ImportMonitoringData 461
運用計画 464
運用手順 453

IPAddress インスタンス 487
ISCSIName インスタンス 487
iSCSI ネーム

AddISCSINameForHostStorageDomain 343
DeleteISCSINameForHostStorageDomain 351

J
Java 環境 30
Java 環境の設定 29

631

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



L
LabelInfo インスタンス 487
LDEV インスタンス 488
LoggedInWWN インスタンス 494
LogicalDKC インスタンス 495
LogicalGroup インスタンス 495
LogicalUnit インスタンス 496
LogSettings インスタンス 501
LU/LDEV

AddLogicalUnit 106
DeleteLogicalUnit 172
GetStorageArray (subtarget=LDEV) 219
GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit) 223
ModifyLogicalUnit 278

LUSE ボリューム

AddLUSE 113
DeleteLUSE 174

M
Mainframe Agent 590
ManagedStorageArray インスタンス 501
MergeHost 383
MFReplicationInfo インスタンス 501
ModifyArrayReservation 269
ModifyExternalArrayGroup 270
ModifyExternalTierRank 272
ModifyHost 384
ModifyHostInfo 386
ModifyLabel 274
ModifyLDEVForALUA 276
ModifyLogicalUnit 278
ModifyPool 280
ModifyPort 294
ModifyPortController 311
ModifyReplication 440
ModifyStorageArray 312
ModifyTieringPolicy 314
ModifyVirtualizationServer 389
ModifyVirtualVolume 316
ModifyVLDEV 325
ModifyVResourcePartitionUnit 329

N
nondisruptive migration 機能を利用したデータ移行の

リソースについて 67

O
ObjectLabel インスタンス 503

P
PairedPool インスタンス 503
PairedPortController インスタンス 504
PArrayGroup インスタンス 504
Path インスタンス 504
PDEV インスタンス 505
PerformanceStatus インスタンス 508
PHostStorageDomain インスタンス 508
PLDEV インスタンス 508
PoolTier インスタンス 516
Pool インスタンス 509
PortController インスタンス 520
Port インスタンス 517
PPort インスタンス 522
PResourcePartitionUnit インスタンス 522

Q
QuorumDisk インスタンス 523

R
RefreshPerformanceData 330
RefreshReplicationPerformanceData 450
RefreshResourceLabels 331
RefreshStorageArrays 332
RefreshVirtualizationServer 391
RelatedDistributedArrayGroup インスタンス 524
ReplicationControllerPair インスタンス 524
ReplicationGroup インスタンス 526
ReplicationInfo インスタンス 527
ReserveVLDEV 334
RunZeroPageReclaim 336

S
S-VOL 予約

CancelVLDEVReservation 165
ReserveVLDEV 334

ServerInfo インスタンス 530
ShrinkPool 337
SLU 68
SMI-S enabled ストレージシステム 65
SnapshotGroup インスタンス 530
SnapShotSummary インスタンス 531
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式 451
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GetAlerts 397

い

インストールする 28
インポート機能（ホスト情報） 570

ImportHosts 380, 570
出力ファイル 571
入力ファイル 570
ホスト情報の移行 570
ホスト情報の更新 570
ホスト情報の追加 570

う

運用計画（IOPH プロパゲーション） 464
運用手順（IOPH プロパゲーション） 453

お

オプション 37

か

外部パリティグループ

AddExternalArrayGroup 78
DeleteExternalArrayGroup 169
ModifyExternalArrayGroup 270

仮想 ID を用いたデータ移行のリソースについて 65
仮想化サーバ

AddVirtualizationServer 363
DeleteHost 365
GetVirtualizationServer 376
Host Data Collector 363
ModifyVirtualizationServer 389
RefreshVirtualizationServer 391

仮想化サーバ（手動登録）

AddHost 357
DeleteHost 365
HostScan 378
ImportHosts 380
MergeHost 383
ModifyHost 384

仮想情報 65, 67
仮想ストレージマシン

GetVStorageArray 266
仮想ボリューム（HDP ボリューム）

AddVirtualVolume 151
DeleteVirtualVolume 184
GetZeroPageReclaimStatus 268
ModifyVirtualVolume 316

633

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



RunZeroPageReclaim 336
仮想ボリューム（HDT ボリューム）

AddVirtualVolume 151
DeleteVirtualVolume 184
ExportMonitoringData 458
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy) 259
GetZeroPageReclaimStatus 268
ImportMonitoringData 461
ModifyTieringPolicy 314
ModifyVirtualVolume 316
RunZeroPageReclaim 336

仮想リソースグループ 66, 67
AddVLDEVToVRPU 159
AddVResourcePartitionUnit 163
DeleteVLDEVFromVRPU 187
DeleteVResourcePartitionUnit 189
ModifyVLDEV 325
ModifyVResourcePartitionUnit 329

環境設定

HTTPS を使用する場合の設定について 31
Java 環境を設定する 30
インストールする 28
パスワードをコード化する 32
プロパティファイルを設定する 32
メモリーヒープサイズを変更する 31

管理クライアント 28
管理サーバ 28

こ

コピーペア

AddConfigFileForReplication 401
AddReplication 412
AddReplication（Thin Image の場合） 427
DeleteReplication 431
ModifyReplication 440

コマンド

IOPH プロパゲーションのコマンド 452
IOPH プロパゲーションのコマンド一覧 53
LUN のコマンド 343
LUN のコマンド一覧 48
Universal Replicator の性能分析のコマンド 446
Universal Replicator の性能分析のコマンド一覧 52
サーバ管理のコマンド 393
サーバ管理のコマンド一覧 51
ストレージシステム管理のコマンド 74
ストレージシステム管理のコマンド一覧 41
ホスト管理のコマンド 357
ホスト管理のコマンド一覧 50
レプリケーションのコマンド 400
レプリケーションのコマンド一覧 51
論理グループのコマンド 341

論理グループのコマンド一覧 48
コマンド構文 36
コマンド実行結果の出力抑止 38
コマンド実行時の注意事項 69
コマンドデバイス

ModifyLogicalUnit 278

し

実行環境について 28
実行結果

コマンドの実行結果を CSV 形式で出力する 598
コマンドの実行結果を XML 形式で出力する 600
出力形式 38
出力抑止 38

出力形式

GetReplicationPerformanceData 451
出力項目

Alert インスタンス 470
ArrayGroup インスタンス 471
ArrayReservation インスタンス 475
CommParameters インスタンス 476
Component インスタンス 477
ConfigFile インスタンス 479
CopyGroup インスタンス 479
Datastore インスタンス 480
ExternalPathInfo インスタンス 480
ExternalStorage インスタンス 481
FreeLUN インスタンス 481
FreeSpace インスタンス 481
FTPSettings インスタンス 482
HostInfo インスタンス 484
HostStorageDomain インスタンス 485
Host インスタンス 482
IPAddress インスタンス 487
ISCSIName インスタンス 487
LabelInfo インスタンス 487
LDEV インスタンス 488
LoggedInWWN インスタンス 494
LogicalDKC インスタンス 495
LogicalGroup インスタンス 495
LogicalUnit インスタンス 496
LogSettings インスタンス 501
ManagedStorageArray インスタンス 501
MFReplicationInfo インスタンス 501
ObjectLabel インスタンス 503
PairedPool インスタンス 503
PairedPortController インスタンス 504
PArrayGroup インスタンス 504
Path インスタンス 504
PDEV インスタンス 505
PerformanceStatus インスタンス 508

634

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



PHostStorageDomain インスタンス 508
PLDEV インスタンス 508
PoolTier インスタンス 516
Pool インスタンス 509
PortController インスタンス 520
Port インスタンス 517
PPort インスタンス 522
PResourcePartitionUnit インスタンス 522
QuorumDisk インスタンス 523
RelatedDistributedArrayGroup インスタンス 524
ReplicationControllerPair インスタンス 524
ReplicationGroup インスタンス 526
ReplicationInfo インスタンス 527
ServerInfo インスタンス 530
SnapshotGroup インスタンス 530
SnapShotSummary インスタンス 531
SNMPSettings インスタンス 532
SNMPTrapSecuritySettings インスタンス 533
StorageArray インスタンス 534
StorageSupervisor インスタンス 543
SyslogSettings インスタンス 543
TieringPolicy インスタンス 545
URLLink インスタンス 546
VHostStorageDomain インスタンス 546
VirtualDisk インスタンス 547
VirtualizationServerManager インスタンス 547
VLDEV インスタンス 547
VM インスタンス 548
VolumeConnection インスタンス 549
VPort インスタンス 549
VResourcePartitionUnit インスタンス 550
VStorageArray インスタンス 551
WWN インスタンス 551

出力ファイル

ImportHosts 571
エラー情報出力ファイル 571
チェック結果出力ファイル 571

す

ストレージシステムの登録

AddStorageArray 142
DeleteStorageArray 183
ModifyStorageArray 312

スペアドライブ

AddSpareDrive 141
DeleteSpareDrive 182

せ

性能分析

Universal Replicator 446

ゼロページ破棄

GetZeroPageReclaimStatus 268
RunZeroPageReclaim 336

ち

注意事項

コマンド実行時 69

に

入力規則

バッチファイル 555
ホスト情報ファイル（CSV ファイル） 572
マッピング定義ファイル 573

入力ファイル

import.properties 571
ImportHosts 570
作成例 574
ホスト情報ファイル（CSV ファイル） 570
マッピング定義ファイル 570

は

バージョン

Device Manager CLI 40
Device Manager サーバ 398

パスワード 37
パスワードのコード化 32

hdvmaccount コマンドの書式 33
パスワードをコード化する 32

パス（LUN パス）

AddLun 346
DeleteLun 353

バッチ機能

各コマンド行の入力規則 555
コマンドをまとめて処理するためのパラメーターの

条件 556
実行結果 565
実行時のエラーに対処する 566
実行する 565
実行できるコマンド 554
実行例 565
バッチファイルの作成について 555
バッチファイルの作成例 564
バッチファイルの書式 555
バッチファイルの入力規則 555
ヘルプ 40

バッチファイル

各コマンド行の入力規則 555
コマンドをまとめて処理するためのパラメーターの

条件 556

635

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



作成例 564
書式 555
入力規則 555

パブリック論理グループ 341
パラメーター 37
パリティグループ

AddArrayGroup 74
DeleteArrayGroup 167
GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup) 205

ふ

プール

AddPool 122
AddTieredPoolOperation 148
AddTieredPoolOperation（IOPH プロパゲーション

の場合） 457
AddVirtualVolume 151
DeletePool 179
DeleteVirtualVolume 184
ExportMonitoringData 458
GetPoolShrinkStatus 194
GetStorageArray (subtarget=Pool) 237
GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy) 259
GetTieredPoolStatus 264
GetZeroPageReclaimStatus 268
ImportMonitoringData 461
ModifyExternalTierRank 272
ModifyPool 280
ModifyTieringPolicy 314
ModifyVirtualVolume 316
RunZeroPageReclaim 336
ShrinkPool 337

プール縮小

GetPoolShrinkStatus 194
ShrinkPool 337

物理リソースグループ 66, 67
AddPArrayGroupToPRPU 116
AddPHSDToPRPU 118
AddPLDEVToPRPU 120
AddPPortToPRPU 137
DeletePArrayGroupFromPRPU 175
DeletePHSDFromPRPU 177
DeletePLDEVFromPRPU 178
DeletePPortFromPRPU 180

プライベート論理グループ 341
フリースペース 適化

AddLogicalUnit 106
プロパティ

dtd 582
HiCommandCLI.diaglevel 579
HiCommandCLI.logfile 579

HiCommandCLI.serverurl 580
HiCommandCLI.tracefile 580

プロパティファイル

Device Manager サーバの URL 580
DTD ファイルの URI 582
コマンドのオプション 581
コマンドのパラメーター 581
プロパティファイルについて 578
メッセージトレースファイルの出力先 580
ログファイルの出力先 579
ログレベル 579

へ

ヘルプ

種類 40
表示方法 40

ほ

ホスト

ImportHosts 571
ファイルからインポート 570
ホスト情報の移行 570
ホスト情報の更新 570
ホスト情報の追加 570

ホスト検出

HostScan 378
ホスト情報ファイル（CSV ファイル） 570

ImportHosts 572
作成例 575
入力規則 572

ホストストレージドメイン

AddHostStorageDomain 82
DeleteHostStorageDomain 170
GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)

216
ModifyPort 294

ホスト統合

MergeHost 383

ま

マッピング定義ファイル 570
import.properties 571
ImportHosts 573
作成例 575
入力規則 573

636

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



め

メインフレームホスト 590
メッセージトレースファイル 40
メモリーヒープサイズ 31

ゆ

ユーザー ID 37
ユーザーアカウント制御機能 39
ユーザーグループ 54

ら

ライセンスの確認

GetServerInfo 398
ラベル（LDEV）

AddLabel 104
DeleteLabel 171
ModifyLabel 274
RefreshResourceLabels 331

ラベル（プール）

AddPool 122
ModifyPool 280
RefreshResourceLabels 331

り

リソースグループ 54
リフレッシュ

AddHostRefresh 362
AddStorageArray 142
AddVirtualizationServer 363
RefreshPerformanceData 330
RefreshResourceLabels 331
RefreshStorageArrays 332
RefreshVirtualizationServer 391

リモートパス

GetReplicationControllerPair 436

れ

レプリケーションコントローラーペア

GetReplicationControllerPair 436
［レプリケーション］タブ 446

ろ

ロール 54
IOPH プロパゲーションのコマンド 65
LUN のコマンド 59
Universal Replicator の性能分析のコマンド 64

コマンドとロールの対応について 53
サーバ管理のコマンド 62
ストレージシステム管理のコマンド 54
ホスト管理のコマンド 60
レプリケーションのコマンド 63
論理グループのコマンド 59

ログファイル 39
ロック

AddArrayReservation 76
DeleteArrayReservation 168
GetArrayReservation 194
ModifyArrayReservation 269

論理グループ

GetLogicalGroup 341
パブリック論理グループ 341
プライベート論理グループ 341

637

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



638

Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



Hitachi Command Suite CLI リファレンスガイド



〒 100-8280　東京都千代田区丸の内一丁目 6 番 6 号


	CLI リファレンスガイド
	目次
	はじめに
	対象読者
	マニュアルの構成
	マイクロソフト製品の表記について
	このマニュアルで使用している記号
	ストレージシステムのサポートについて
	ストレージシステムのサポート終了について
	OS，仮想化ソフトウェア，ブラウザーなどのサポートについて

	Device Manager CLIの概要
	1.1 Device Manager CLIとは
	1.2 マニュアルで使用する用語

	Device Manager CLIを使用する前の準備
	2.1 Device Manager CLIの実行環境について
	2.2 Device Manager CLIをインストールする
	2.3 Java環境の設定
	2.3.1 Java環境を設定する

	2.4 Device Manager CLIのメモリーヒープサイズを変更する
	2.5 Device Managerサーバとの通信にHTTPSを使用する場合の設定について
	2.6 Device Manager CLIのプロパティファイルを設定する
	2.7 プロパティファイルまたはパスワードファイルに指定するパスワードのコード化について
	2.7.1 パスワードをコード化する
	2.7.2 hdvmaccountコマンドの書式


	コマンド実行方法
	3.1 コマンド構文
	3.2 Device Manager CLIを実行する
	3.3 Device Manager CLIの戻り値
	3.4 Device Manager CLIのログファイル
	3.5 Device Manager CLIのメッセージトレースファイル
	3.6 ヘルプの種類および表示方法
	3.7 Device Manager CLIのコマンド一覧
	3.7.1 ストレージシステム管理のコマンド一覧
	3.7.2 論理グループのコマンド一覧
	3.7.3 LUNのコマンド一覧
	3.7.4 ホスト管理のコマンド一覧
	3.7.5 サーバ管理のコマンド一覧
	3.7.6 レプリケーションのコマンド一覧
	3.7.7 Universal Replicatorの性能分析のコマンド一覧
	3.7.8 IOPHプロパゲーションのコマンド一覧

	3.8 コマンドとロールの対応について
	3.8.1 ストレージシステム管理のコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.2 論理グループのコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.3 LUNのコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.4 ホスト管理のコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.5 サーバ管理のコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.6 レプリケーションのコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.7 Universal Replicatorの性能分析のコマンドを実行するために必要なロール
	3.8.8 IOPHプロパゲーションのコマンドを実行するために必要なロール

	3.9 SMI-S enabledストレージシステムに関連するコマンド
	3.10 仮想IDを用いたデータ移行（Virtual Storage PlatformおよびHUS VM）のリソースについて
	3.11 nondisruptive migration機能を利用したデータ移行（VSP 5000シリーズ，VSP G1000，G1500，VSP F1500，VSP Gx00モデル，およびVSP Fx00モデル）のリソースについて
	3.12 global-active deviceに関連するコマンド
	3.13 ALU，SLU，およびSLUを含むDPプールに対する操作について
	3.14 コマンド実行時の注意事項

	コマンドリファレンス
	4.1 ストレージシステム管理のコマンド
	4.1.1 AddArrayGroup
	4.1.2 AddArrayReservation
	4.1.3 AddExternalArrayGroup
	4.1.4 AddHostStorageDomain
	4.1.5 AddLabel
	4.1.6 AddLogicalUnit
	4.1.7 AddLUSE
	4.1.8 AddPArrayGroupToPRPU
	4.1.9 AddPHSDToPRPU
	4.1.10 AddPLDEVToPRPU
	4.1.11 AddPool
	4.1.12 AddPPortToPRPU
	4.1.13 AddQuorumDiskID
	4.1.14 AddSpareDrive
	4.1.15 AddStorageArray
	4.1.16 AddTieredPoolOperation
	4.1.17 AddVirtualVolume
	4.1.18 AddVLDEVToVRPU
	4.1.19 AddVResourcePartitionUnit
	4.1.20 CancelVLDEVReservation
	4.1.21 DeleteArrayGroup
	4.1.22 DeleteArrayReservation
	4.1.23 DeleteExternalArrayGroup
	4.1.24 DeleteHostStorageDomain
	4.1.25 DeleteLabel
	4.1.26 DeleteLogicalUnit
	4.1.27 DeleteLUSE
	4.1.28 DeletePArrayGroupFromPRPU
	4.1.29 DeletePHSDFromPRPU
	4.1.30 DeletePLDEVFromPRPU
	4.1.31 DeletePool
	4.1.32 DeletePPortFromPRPU
	4.1.33 DeleteQuorumDiskID
	4.1.34 DeleteSpareDrive
	4.1.35 DeleteStorageArray
	4.1.36 DeleteVirtualVolume
	4.1.37 DeleteVLDEVFromVRPU
	4.1.38 DeleteVResourcePartitionUnit
	4.1.39 FormatLU
	4.1.40 GetArrayReservation
	4.1.41 GetPoolShrinkStatus
	4.1.42 GetStorageArray
	4.1.43 GetStorageArrayのパラメーターの使い方
	4.1.44 GetStorageArray (subtargetの指定なし)
	4.1.45 GetStorageArray (subtarget=ArrayGroup)
	4.1.46 GetStorageArray (subtarget=CommParameters)
	4.1.47 GetStorageArray (subtarget=Component)
	4.1.48 GetStorageArray (subtarget=ExternalStorage)
	4.1.49 GetStorageArray (subtarget=Filter)
	4.1.50 GetStorageArray (subtarget=FreeSpace)
	4.1.51 GetStorageArray (subtarget=HostStorageDomain)
	4.1.52 GetStorageArray (subtarget=LDEV)
	4.1.53 GetStorageArray (subtarget=LogicalDKC)
	4.1.54 GetStorageArray (subtarget=LogicalUnit)
	4.1.55 GetStorageArray (subtarget=LogSettings)
	4.1.56 GetStorageArray (subtarget=MFReplicationInfo)
	4.1.57 GetStorageArray (subtarget=Path)
	4.1.58 GetStorageArray (subtarget=PDEV)
	4.1.59 GetStorageArray (subtarget=Pool)
	4.1.60 GetStorageArray (subtarget=Port)
	4.1.61 GetStorageArray (subtarget=PortController)
	4.1.62 GetStorageArray (subtarget=PResourcePartitionUnit)
	4.1.63 GetStorageArray (subtarget=QuorumDisk)
	4.1.64 GetStorageArray (subtarget=ReplicationInfo)
	4.1.65 GetStorageArray (subtarget=SnapshotGroup)
	4.1.66 GetStorageArray (subtarget=TieringPolicy)
	4.1.67 GetStorageArray (subtarget=VResourcePartitionUnit)
	4.1.68 GetStorageArrayFromStorageSupervisor
	4.1.69 GetTieredPoolStatus
	4.1.70 GetVStorageArray
	4.1.71 GetZeroPageReclaimStatus
	4.1.72 ModifyArrayReservation
	4.1.73 ModifyExternalArrayGroup
	4.1.74 ModifyExternalTierRank
	4.1.75 ModifyLabel
	4.1.76 ModifyLDEVForALUA
	4.1.77 ModifyLogicalUnit
	4.1.78 ModifyPool
	4.1.79 ModifyPort
	4.1.80 ModifyPortController
	4.1.81 ModifyStorageArray
	4.1.82 ModifyTieringPolicy
	4.1.83 ModifyVirtualVolume
	4.1.84 ModifyVLDEV
	4.1.85 ModifyVResourcePartitionUnit
	4.1.86 RefreshPerformanceData
	4.1.87 RefreshResourceLabels
	4.1.88 RefreshStorageArrays
	4.1.89 ReserveVLDEV
	4.1.90 RunZeroPageReclaim
	4.1.91 ShrinkPool

	4.2 論理グループのコマンド
	4.2.1 GetLogicalGroup

	4.3 LUNのコマンド
	4.3.1 AddISCSINameForHostStorageDomain
	4.3.2 AddLun
	4.3.3 AddWWNForHostStorageDomain
	4.3.4 DeleteISCSINameForHostStorageDomain
	4.3.5 DeleteLun
	4.3.6 DeleteWWN
	4.3.7 DeleteWWNForHostStorageDomain

	4.4 ホスト管理のコマンド
	4.4.1 AddHost
	4.4.2 AddHostInfo
	4.4.3 AddHostRefresh
	4.4.4 AddVirtualizationServer
	4.4.5 DeleteHost
	4.4.6 DeleteHostInfo
	4.4.7 GetHost
	4.4.8 GetHostInfo
	4.4.9 GetVirtualizationServer
	4.4.10 HostScan
	4.4.11 ImportHosts
	4.4.12 MergeHost
	4.4.13 ModifyHost
	4.4.14 ModifyHostInfo
	4.4.15 ModifyVirtualizationServer
	4.4.16 RefreshVirtualizationServer

	4.5 サーバ管理のコマンド
	4.5.1 AddURLLink
	4.5.2 DeleteAlerts
	4.5.3 DeleteURLLink
	4.5.4 GetAlerts
	4.5.5 GetServerInfo
	4.5.6 GetURLLink

	4.6 レプリケーションのコマンド
	4.6.1 AddConfigFileForReplication
	4.6.2 AddReplication
	4.6.3 AddReplication（Thin Imageの場合）
	4.6.4 DeleteReplication
	4.6.5 GetReplicationControllerPair
	4.6.6 GetReplicationStatus
	4.6.7 ModifyReplication

	4.7 Universal Replicatorの性能分析のコマンド
	4.7.1 Universal Replicatorの性能分析のコマンドとは
	4.7.2 GetCopyGroup
	4.7.3 GetReplicationPerformanceData
	4.7.4 RefreshReplicationPerformanceData
	4.7.5 GetReplicationPerformanceDataコマンドの出力形式

	4.8 IOPHプロパゲーションのコマンド
	4.8.1 HDTプールのIOPHプロパゲーションとは
	4.8.2 IOPHプロパゲーションによってS-VOLのアクセス性能を維持する
	4.8.3 グループ単位のI/Oモニタリング情報の伝播について
	4.8.4 AddTieredPoolOperation（IOPHプロパゲーションの場合）
	4.8.5 ExportMonitoringData
	4.8.6 ImportMonitoringData
	4.8.7 運用計画を立てるための参考情報


	出力項目
	5.1 Alertインスタンス
	5.2 ArrayGroupインスタンス
	5.3 ArrayReservationインスタンス
	5.4 CommParametersインスタンス
	5.5 Componentインスタンス
	5.6 ConfigFileインスタンス
	5.7 CopyGroupインスタンス
	5.8 Datastoreインスタンス
	5.9 ExternalPathInfoインスタンス
	5.10 ExternalStorageインスタンス
	5.11 FreeLUNインスタンス
	5.12 FreeSpaceインスタンス
	5.13 FTPSettingsインスタンス
	5.14 Hostインスタンス
	5.15 HostInfoインスタンス
	5.16 HostStorageDomainインスタンス
	5.17 IPAddressインスタンス
	5.18 ISCSINameインスタンス
	5.19 LabelInfoインスタンス
	5.20 LDEVインスタンス
	5.21 LoggedInWWNインスタンス
	5.22 LogicalDKCインスタンス
	5.23 LogicalGroupインスタンス
	5.24 LogicalUnitインスタンス
	5.25 LogSettingsインスタンス
	5.26 ManagedStorageArrayインスタンス
	5.27 MFReplicationInfoインスタンス
	5.28 ObjectLabelインスタンス
	5.29 PairedPoolインスタンス
	5.30 PairedPortControllerインスタンス
	5.31 PArrayGroupインスタンス
	5.32 Pathインスタンス
	5.33 PDEVインスタンス
	5.34 PerformanceStatusインスタンス
	5.35 PHostStorageDomainインスタンス
	5.36 PLDEVインスタンス
	5.37 Poolインスタンス
	5.38 PoolTierインスタンス
	5.39 Portインスタンス
	5.40 PortControllerインスタンス
	5.41 PPortインスタンス
	5.42 PResourcePartitionUnitインスタンス
	5.43 QuorumDiskインスタンス
	5.44 RelatedDistributedArrayGroupインスタンス
	5.45 ReplicationControllerPairインスタンス
	5.46 ReplicationGroupインスタンス
	5.47 ReplicationInfoインスタンス
	5.48 ServerInfoインスタンス
	5.49 SnapshotGroupインスタンス
	5.50 SnapShotSummaryインスタンス
	5.51 SNMPSettingsインスタンス
	5.52 SNMPTrapSecuritySettingsインスタンス
	5.53 StorageArrayインスタンス
	5.54 StorageSupervisorインスタンス
	5.55 SyslogSettingsインスタンス
	5.56 TieringPolicyインスタンス
	5.57 URLLinkインスタンス
	5.58 VHostStorageDomainインスタンス
	5.59 VirtualDiskインスタンス
	5.60 VirtualizationServerManagerインスタンス
	5.61 VLDEVインスタンス
	5.62 VMインスタンス
	5.63 VolumeConnectionインスタンス
	5.64 VPortインスタンス
	5.65 VResourcePartitionUnitインスタンス
	5.66 VStorageArrayインスタンス
	5.67 WWNインスタンス

	バッチ機能
	6.1 バッチ機能とは
	6.2 バッチ機能で実行できるコマンド
	6.3 バッチファイルの作成について
	6.3.1 バッチファイルの書式と入力規則
	6.3.2 バッチファイルの各コマンド行の入力規則
	6.3.3 バッチファイルでコマンドをまとめて処理するためのパラメーターの条件
	6.3.4 バッチファイルの作成例

	6.4 バッチ機能を実行する
	6.4.1 バッチ機能の実行例と実行結果

	6.5 バッチ機能実行時のエラーに対処する

	ホスト情報のインポート機能
	7.1 ホスト情報のインポート機能とは
	7.2 ホストの情報をインポートする（ImportHostsコマンドの使用方法）
	7.3 ホスト情報ファイル（CSVファイル）の入力規則
	7.4 マッピング定義ファイルの入力規則
	7.5 入力ファイルの作成例

	Device Manager CLIのプロパティファイル
	8.1 Device Manager CLIのプロパティファイルについて
	8.2 ログファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.logfile）
	8.3 ログレベルを指定するプロパティ（HiCommandCLI.diaglevel）
	8.4 メッセージトレースファイルの出力先を指定するプロパティ（HiCommandCLI.tracefile）
	8.5 Device ManagerサーバのURLを指定するプロパティ（HiCommandCLI.serverurl）
	8.6 コマンドのオプションを指定するプロパティ
	8.7 プロパティによるパラメーターの指定
	8.8 DTDファイルを指定するプロパティ（dtd）

	障害対策
	9.1 Device Manager CLIの障害に対処する
	9.2 Device Manager CLIの障害対策

	Mainframe Agentとの連携
	A.1 Mainframe Agentとの連携とは
	A.2 メインフレームホストでの環境設定
	A.3 Device Managerでの環境設定
	A.3.1 メインフレームホストをDevice Managerに登録する
	A.3.2 メインフレームホスト上で稼働するMainframe AgentをDevice Managerに登録する
	A.3.3 メインフレームホストが認識する情報を取得する

	A.4 メインフレームホストが認識する情報の更新
	A.5 Mainframe Agentの登録情報の取得
	A.6 Mainframe Agentの登録情報の変更
	A.7 Mainframe Agentの登録情報の削除
	A.8 メインフレームホスト情報の取得
	A.9 メインフレームホスト情報の変更
	A.10 メインフレームホストの削除

	ストレージシステムの情報を取得するコマンドの出力形式
	B.1 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果をCSV形式で出力する
	B.1.1 GetStorageArrayまたはGetVStorageArrayコマンドの実行結果をCSV形式で出力するときに指定できないパラメーター
	B.1.2 CSV形式での実行結果（GetStorageArray）

	B.2 ストレージシステムの情報を取得するコマンドの実行結果をXML形式で出力する
	B.2.1 XML形式での実行結果（GetStorageArray）

	B.3 XML形式での出力結果に使用するDTD

	global-active deviceのコピーペアに使用するボリュームについて
	C.1 global-active deviceのコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP G1000，G1500，VSP F1500）
	C.2 global-active deviceのコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP Gx00モデル，VSP Fx00モデル）
	C.3 global-active device のコピーペアに使用するボリュームの条件（VSP 5000シリーズ ）

	このマニュアルの参考情報
	D.1 関連マニュアル
	D.2 このマニュアルでの表記
	D.3 このマニュアルで使用している略語
	D.4 KB（キロバイト）などの単位表記について

	索引

